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i

例　言

１ �．本書は、篠山市大山下・西古佐・味間にまたがる標高318ｍの三釈迦山の北麓に所在する桂ヶ谷遺

跡をはじめとする遺跡群（以下、三釈迦山北麓遺跡群と呼称）の［本文・図版編］と［写真図版編］の ２

分冊からなる発掘調査報告書である。

２ �．発掘調査は丹波並木道中央公園整備事業に伴うもので、兵庫県丹波県民局�柏原土木事務所の依頼

に基づき、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所が実施したものである。調査は、公園整備の進行

にあわせ、平成 ９ 年度（1997）から分布調査、確認調査、本発掘調査を順次行い、平成13年度

（2001）までの ５ ヶ年にわたって実施した。

３ �．出土品の整理作業は、平成18年度（2006）から平成24年度（2012）までの ７ ヶ年にわたり、平成18

年度は兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所（神戸市兵庫区）、平成19年度から平成23年度は兵庫

県立考古博物館（加古郡播磨町）、最終年の平成24年度は公益財団法人�兵庫県まちづくり技術セン

ター�埋蔵文化財調査部（加古郡播磨町）において実施した。

４ �．遺跡の測量図の座標値は、平成14年 ４ 月 １ 日の測量法改正にともない、新たな世界測地系に基づく

平面直角座標系の数値に補正している。なお、平面直角座標系は第Ⅴ系を使用し、方位は座標北を示

す。また、標高値は東京湾平均海水面（Ｔ．Ｐ．）を基準としている。

５ �．本書に使用した第 ５ 図�三釈迦山北麓遺跡群�周辺の遺跡は、国土地理院発行の ５ 万分の １ 図「篠山」

（明治26年測量、平成元年修正）を使用した。写真については、遺跡の航空写真は、空中写真測量を

委託した株式会社�近畿シビルコンサルタント（平成11年度～ 13年度）およびアジア航測株式会社

（平成13年度）が撮影したものであり、遺物写真については、株式会社�タニグチフォト（平成22年

度）に撮影を委託した。また、写真 ５ 丹波並木道中央公園エリアマップは、兵庫県立都市公園発行の

パンフレットを、現在の公園の航空写真については、兵庫県丹波県民局�柏原土木事務所より借用し

たものである。

７ �．本書の執筆は、本文目次に記した通り調査担当者で分担し、編集は池田悦子・高瀬敬子・川村由紀

の補助を得て、仁尾一人が行った。

８ �．本報告にかかる遺物・写真・図面などは、兵庫県教育委員会（兵庫県立考古博物館）で保管してい

る。

９ ．土層などの色調については、小山田正忠・竹原秀雄編著『新版�標準土色帳』1999年版を使用した。

10�．遺跡から出土した遺物について、土器の胎土分析、サヌカイトの産地同定、炭化材の樹種同定、種

子および樹種同定、放射性炭素年代をそれぞれ関係機関に依頼し、自然科学分析を行い、それらの成

BKZ_H_03syo_P0001-0002.indd   1 13.3.16   11:01:17 AM



ii

果については、第13章で詳述している。

11�．発掘調査および整理作業に際して下記の方々および機関にご教示・ご指導をいただきました。記し

て感謝いたします。（敬称略・順不同）

　　石野博信・酒井龍一・寺沢�薫・上野浩三・柳沢一男・松下まり子

凡　例

遺��構　本書に掲載した遺構は、種類ごとに以下の略号を用いており、遺構番号は各遺跡あるいは各地

区の遺構の種類ごとに01から始めている。

　SA：柵　　SB：掘立柱建物跡　　SD：溝　　SH：竪穴住居跡　　SK：土坑　　SX：墓

　Ｐ：柱穴

遺��物　本書に掲載した遺物には、通し番号－土器以外のものは、金属製品にはＭ、石製品にはＳ、玉

類にはＪを頭に付けて分類－を付けており、遺物番号は、本文・図版・写真図版ともに統一してい

る。また、土器の断面は弥生土器・土師器・土製品は白抜き、須恵器は黒塗りとし、区別している。

第 １図　遺跡の位置　／兵庫県
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巻首図版1

三釈迦山北麓遺跡群　遠景（北西から）
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巻首図版2

三釈迦山北麓遺跡群　遠景（東から）

三釈迦山北麓遺跡群　全景（北東から）

BKZ_H_06syo_P0001-0020.indd   2 13.3.16   11:02:28 AM



巻首図版3

三釈迦山北麓遺跡群　全景（東から）
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巻首図版4

三釈迦山北麓遺跡群　東地域（北東上空から）
　　　　　　／左奥は桂ヶ谷墳墓群、中央は桂ヶ谷Ｅ地区・Ｆ地区、右は桂ヶ谷遺跡Ａ地区

桂ヶ谷墳墓群　７号墓（北から）
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巻首図版5

桂ヶ谷遺跡　全景（北東上空から）
／右はＡ地区、中央はＤ地区、左手前はＦ地区、左奥はＧ地区

桂ヶ谷遺跡　出土遺物（弥生時代中期）
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桂ヶ谷遺跡Ａ地区南半（北東上空から）

桂ヶ谷遺跡　出土遺物（弥生時代後期）
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巻首図版7

桂ヶ谷遺跡Ｅ地区・Ｆ地区（南上空から）
／左はＦ地区、中央手前は桂ヶ谷奥古墳、右奥はＥ地区

桂ヶ谷遺跡　出土遺物（古墳時代）
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桂ヶ谷遺跡Ａ地区北半（北東上空から）

桂ヶ谷遺跡Ａ地区　出土遺物／漆付着 桂ヶ谷遺跡Ｂ地区　出土遺物
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桂ヶ谷奥古墳（南西から）

桂ヶ谷奥古墳　出土遺物
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桂ヶ谷奥古墳　出土耳環

桂ヶ谷奥古墳　出土勾玉
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巻首図版11

桂ヶ谷南古墳（北西から）

桂ヶ谷南古墳　出土遺物
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巻首図版12

ずえが谷遺跡Ｂ地区（北上空から）

ずえが谷遺跡Ｂ地区
出土遺物／赤色顔料付着
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巻首図版13

ずえが谷７号墳～９号墳（南から）

ずえが谷７号墳　出土遺物
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巻首図版14

ずえが谷７号墳　出土玉類
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巻首図版15

ずえが谷西１号墳・２号墳（北から）

ずえが谷西１号墳・２号墳　出土耳環
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巻首図版16

ずえが谷西１号墳　出土遺物

ずえが谷西２号墳　出土遺物
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巻首図版17

灰高１号墳（南東から）

灰高１号墳　出土遺物
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灰高１号墳・２号墳
出土耳環
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巻首図版19

灰高２号墳（南から）

灰高２号墳　出土遺物
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巻首図版20

灰高遺跡（北東から）

灰高遺跡　出土遺物
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第 １章　調査の経緯と体制

第 １節　調査に至る経緯

　兵庫県の中央東部に位置する篠山市は、平成11年、平成の大合併にさきがけ、旧多紀郡 ４ 町（篠山

町・多紀町・丹南町・今田町）から成る兵庫県22番目の市となった。篠山市の中央西部、旧丹南町大山

下・西古佐・味間にまたがる標高318ｍの三釈迦山は、北向きに比較的緩やかな地形を呈し、眼下には

県南東部を南流し播磨灘へと注ぐ加古川の支流、篠山川が西流している。

　丹波並木道中央公園整備事業（以下、公園整備事業）は当初、132.3haのうち、第 １ 期事業区域とし

て、篠山川左岸の南地区70.9ha、甲子園球場の約18個分にもおよぶ広大な地域に丹波自然学習館や丹波

街道歴史館、展望広場、乗馬場などの他、研修宿泊棟も兼ね備え、さらに、公園北側を往来するJR福

知山線に最寄り駅を新設する壮大な計画であった。しかし、整備計画中の平成13年、自然と共生する公

園として環境を保全し、大規模開発計画の見直しによるコスト縮減を図るため、まちづくりの専門家や

地域住民の参画をえて、基本計画の見直し作業が行われた。これによって、自然林の大規模な伐採を控

え、古墳等の遺跡を取り込んだ整備・活用も考慮し、丹波の森や里山の風景などの自然環境を最大限に

生かした公園づくりが目指された。

　兵庫県教育委員会では、公園整備事業にともなう埋蔵文化財について、平成 ９ 年度より事業予定地内

を対象とした遺跡の分布調査を皮切りに、平成13年度までの ５ ヶ年にわたって、 ３ 度の分布調査と ６ 度

の確認調査を行いながら、 ９ 遺跡約22,000㎡の本発掘調査を実施した。

　平成19年10月には、「丹波の森構想」に基づく広域レクリエーション、都市と農村の交流および地域

活性化の拠点となる、丹波地域初の広域公園として開園を迎えた。公園内には、建屋内部に囲炉裏や竃

を備えた旧大山村の庄屋中道家の茅葺き民家が移築され、四季折々の草花に囲まれた景観が創出される

とともに、公園造成前からあった棚田では、古代米の一種である赤米や丹波の黒豆などが栽培され、秋

には一般を対象とした収穫体験が行われている。また、丹波地方の伝統的な土壁づくりの灰屋では、畑

の肥料となる焼灰がつくられ、森林活動センターでは、公園の間伐材を使った木工教室なども開催され

ている。近年では、公園管理棟近傍の篠山層群下部層において採掘された岩塊をクリーニングしたとこ

ろ、鳥類に近い恐竜（デイノニコサウリア類）の部分骨格の化石が発見されたことから、定期的に篠山

層群の化石発掘体験も行われている（１）。

第 ２節　分布調査の経過と体制

　公園整備事業の第 １ 期事業区域である70.9haにおよぶ地域において、平成 ９ 年度および平成12年度に

あわせて ３ 度の分布調査を実施した。調査の対象となった事業予定地域は、三釈迦山北麓の篠山川に面

した標高約200ｍから260ｍにかけての丘陵先端部の緩斜面地あるいは尾根筋にあたり、『丹南町遺跡分

布地図』（西紀・丹南町教育委員会 1993）には、桂ヶ谷遺跡や灰高遺跡の他、前方後円墳（ずえが谷３

号墳～５号墳）や石材が露頭している横穴式石室墳（灰高１号墳・２号墳）など、多くの遺跡が記載さ

れている。
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平成 ９年度

　平成 ９ 年 ４ 月に実施した分布調査（第 １ 次）では、『丹南町遺跡分布地図』に記載されている周知の

遺跡を含め、53地点（№ １ 地点～№53地点）で遺跡と考えられる平坦地や古墳状の隆起などを確認し、

一部で須恵器や土師器などの遺物を採集した。同年 ５ 月には、53地点の位置および範囲を確定するとと

もに、再度の分布調査（第 ２ 次）を実施し、新たに確認された ７ 地点（№101地点～№107地点）を含

め、あわせて60地点で遺跡が存在する可能性が想定された。これらの地域では、緩斜面地の遺跡の中

に、竪穴住居跡が埋まりきっていない状態の円形に窪んだ地形が複数箇所みられた他、横穴式石室墳や

明瞭な墳丘をもった古墳が確認されるなど、比較的良好な状態で遺跡が残っていることが判明した。

兵庫県教育委員会 埋蔵文化財調査事務所

調査担当者 遺跡調査番号 調査期間 調査面積 調査地点

分布調査（第 １ 次）

調査第 ３ 班 西口和彦・西口圭介
 山田清朝・篠宮　正
 鐵　英記・松岡千寿
 池田征弘・岡本一秀

970097 平成 ９ 年 ４ 月17日～ ４ 月18日 70.9ha α

分布調査（第 ２ 次）

調査第 ３ 班 西口和彦・篠宮　正 970172 平成 ９ 年 ５ 月13日～ ５ 月15日 70.9ha α

平成12年度

　分布調査の成果に基づき、平成 ９ ・10年度には確認調査、平成11年度には桂ヶ谷古墳群・№108地

点・桂ヶ谷遺跡の本発掘調査が行われたが、平成12年 ４ 月、 ３ 度目の分布調査（第 ３ 次）を実施するこ

ととなった。これは、 ２ 度の分布調査およびその後の確認調査によって、本発掘調査へと移行していっ

たが、№108地点については、工事用道路の造成中に発見され、横穴式石室の北半部が破壊されると

いった事態が発生した。また、過去 ２ 度の分布調査では、一部樹木が繁茂しており、調査の環境が必ず

しも万全ではなく、微妙な地形の変化を確認することができなかった。このため、今後このような事態

が生じないように、兵庫県教育委員会と事業者である兵庫県柏原土木事務所が協議し、 ３ 度目の分布調

査を実施した。調査では、地表面の観察だけでなく、部分的にスコップやボーリングステッキなどを使

用し、土層の確認なども行い、遺跡あるいはその可能性が考えられる23地点（№201地点～№223地点）

を新たに確認した。

兵庫県教育委員会 埋蔵文化財調査事務所

調査担当者 遺跡調査番号 調査期間 調査面積 調査地点

分布調査（第 ３ 次）

調査第 ４ 班 西口和彦・村上泰樹
 村上賢治・篠宮　正
 仁尾一人
企画調整班 山田清朝・高瀬一嘉

2000101 平成12年 ４ 月12日～ ４ 月14日 70.9ha α
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第 ３節　確認調査の経過と体制

　平成 ９ 年度および平成12年度に実施した ３ 度におよぶ分布調査の成果を受けて、平成 ９ 年度以降、本

発掘調査が終了する平成13年度までの ５ ヶ年のあいだ、一部で本発掘調査と並行しながら、あわせて ６

度の確認調査を実施した。

平成 ９年度

　平成 ９ 年度は事業予定地の東端、国道176号線から公園への進入路に位置する地点（№ １ 地点～№ ４

地点）にトレンチ ６ 本（60㎡）を設定し、機械および人力による掘削を行った。調査では、いずれの地

点においても周辺の基盤整備による削平をうけていたため、遺構は確認されず、遺物も出土しなかっ

た。なお、後述する確認調査の成果は、遺跡と判断され、本発掘調査へと移行した地点については、次

節以降で詳述し、遺跡と判断されなかった地点については、第 ２ 図　三釈迦山北麓遺跡群 確認調査位

置図に地点名およびトレンチ位置を図示するのみとした。

兵庫県教育委員会 埋蔵文化財調査事務所

調査担当者 遺跡調査番号 調査期間 調査面積 調査地点

調査第 ３ 班 西口和彦 970399 平成 ９ 年10月 ８ 日～ 10月 ９ 日 60㎡ A

平成10年度

　平成10年度には、事業予定地のほぼ全域のうち、公園の造成工事によって地形が改変される42地点

（№ ５ 地点～№ ９ 地点・№16地点～№28地点・№35地点～№53地点・№101地点～№104地点・№107地

点）の確認調査を実施した。調査は現場の地形および遺跡の現況などを考慮し、トレンチ51本（768㎡）

を設定したのち、すべて人力による掘削を行った。その結果、桂ヶ谷遺跡や灰高遺跡など ５ 地点で弥生

時代中期以降の遺跡が存在していることが確定し、約60基が確認された古墳は、前方後円墳を含む20基

から構成されるずえが谷古墳群の他、桂ヶ谷、ずえ奥、灰高など ７ つの古墳群に分類された（２）。しか

し、確認調査地点が事業予定地のほぼ全域に点在していたため、調査に先立って行われた各地点を結ぶ

工事用道路の造成によって、横穴式石室墳が新たに発見された（№108地点）が、北半部が破壊される

こととなった。兵庫県教育委員会では、この事態に直ちに対応し、再度の分布調査を要請するととも

に、古墳のこれ以上の破壊および自然崩壊が起こらないように努めた。

兵庫県教育委員会 埋蔵文化財調査事務所

調査担当者 遺跡調査番号 調査期間 調査面積 調査地点

調査第 ３ 班 鈴木敬二
 牛谷好伸

980232
980277 ～ 980322

平成11年 ２ 月 ２ 日～ ３ 月25日 768㎡ B

平成11年度

　平成11年度は、公園整備事業の造成工事が本格化することから、事業予定地の入り口付近に位置する

桂ヶ谷古墳群（№ ５ 地点～№ ９ 地点・№104地点）の調査が不可欠となり、平成10年度の確認調査で判

断できなかった古墳の性格および調査範囲などを理解するため、再度、トレンチ10本（68㎡）を設定

し、確認調査を実施した。その結果、弥生時代終末期の墳墓群であることが明らかとなり、一部、保存
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第 2図　三釈迦山北麓遺跡群　確認調査位置図
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の可能性も検討されたが、同年、本発掘調査へと移行した。

兵庫県教育委員会 埋蔵文化財調査事務所

調査担当者 遺跡調査番号 調査期間 調査面積 調査地点

調査第 １ 班 阿部泰之
企画調整班 多賀茂治

990152 平成11年 ５ 月24日～ ５ 月28日 68㎡ C

平成12年度

　平成12年度は、平成10年度に続き、事業予定地のほぼ全域の19地点（№ ９ 地点・№10地点・№25地

点・№27地点～№29地点・№38地点・№201地点～№203地点・№212地点・№213地点・№217地点～№

223地点）での確認調査を実施した。調査では、平成10年度の確認調査で遺跡と確定されなかった地点

を含め、トレンチ50本（792㎡）を設定し、すべて人力による掘削を行った。調査の結果、周知の遺跡

である桂ヶ谷遺跡あるいは灰高遺跡に近接した地点（№203地点・№218地点）で新たに弥生時代後期以

降の遺跡が発見された他、低墳丘の古墳数基が確認されるなどの成果がえられた。また、平成10年度の

確認調査で遺跡と判断されず、調査対象地から除外された№16地点について、隣接する遺跡（桂ヶ谷口

遺跡Ａ地区）での本発掘調査の結果および、立地や地形の状況、さらに、遺物が採集されることなどか

ら、遺跡が存在する可能性が高いと再認識されることとなった。このため、事業者である兵庫県柏原土

木事務所と協議を重ね、改めて確認調査を実施する機会をえて、弥生時代後期以降の遺跡が存在するこ

とを確認し、本発掘調査区域に追加した。

兵庫県教育委員会 埋蔵文化財調査事務所

調査担当者 遺跡調査番号 調査期間 調査面積 調査地点

調査第 ４ 班 村上賢治・仁尾一人 2000218 平成12年 ７ 月10日～ ７ 月14日 40㎡ D

企画調整班 山田清朝 2000235 平成12年 ９ 月 ６ 日～ 10月26日 792㎡ E

平成13年度

　平成13年度の確認調査は、２ つの地点（№26地点～№28地点・№202地点）で本発掘調査を進めていた

ところ、調査区外にも遺構が広がっている可能性が考えられたため、遺跡の範囲を確定する目的で調査

を実施した。両地点とも、弥生時代中期前半以降の斜面を削り込んだ段状の遺構が、比較的急傾斜で標

高の高い地点まで広がっていることが確認された。なお、 ３ 度の分布調査では、周知の遺跡や古墳を含

め83地点で遺跡と考えられる平坦地や古墳状の隆起などが確認されたが、公園整備事業の見直しなどに

よって、あわせて60地点において確認調査を実施した。

兵庫県教育委員会 埋蔵文化財調査事務所

調査担当者 遺跡調査番号 調査期間 調査面積 調査地点

調査第 ３ 班 山本三郎・多賀茂治
 仁尾一人

2001158
平成13年 ９ 月13日～ ９ 月17日

32㎡ F

2001159 20㎡ G
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第 ４節　本発掘調査の経過と体制

　本発掘調査は、公園整備事業による削平あるいは盛土等の造成工事の進捗状況にあわせ、平成11年10

月より開始し、平成13年度末には第 １ 期事業区域での発掘調査をすべて完了した。調査は、 ３ ヶ年にわ

たって、 ９ 遺跡約22,000㎡におよんだが、一方で、公園整備事業の大幅な計画見直しや事業者との協議

の中で再三にわたり申し入れてきた古墳などの現状保存が受け入れられ、公園内には多くの遺跡が残さ

れることにもなった。

平成11年度

　平成11年度は、事業予定地の入り口付近に位置する桂ヶ谷古墳群（№ ５ 地点～№ ８ 地点・№104地点

／遺跡調査番号990228 ａ）、工事用道路の造成中に発見され、北半部が破壊された№108地点（№108地

点／ 990229 ｂ）、周知の遺跡である桂ヶ谷遺跡の南半部（№19地点／ 990230 ｃ）の ３ 地点において、

本発掘調査を実施した。

　調査が終了に近づいた平成12年 ３ 月11日（土）には、地元住民を対象とした説明会を開催し、発掘調

査の成果を公表した。当日は、雨天にも関わらず、現場事務所から約1.3㎞離れた発掘現場まで、100名

を超える方々に足を運んでいただいた。

兵庫県教育委員会 埋蔵文化財調査事務所

調査担当者 遺跡調査番号 調査期間 調査面積 調査地点

調査第 ３ 班 村上賢治・牛谷好伸

990228
平成11年10月 ４ 日

～平成12年 ３ 月24日

1,950㎡ ａ

990229 247㎡ ｂ

990230 2,115㎡ ｃ

調査補助員 西本寿子・谷後恒美・香山玲子
現場事務員 森　昌代
室内作業員 西山はるみ・北山由紀子

平成12年度

　本発掘調査の ２ ヶ年目となる平成12年度は、桂ヶ谷遺跡の北半部（№19地点／ 2000211 ｄ）、谷を隔

てた北西に位置する桂ヶ谷遺跡Ｂ地区（№20地点／ 2000212 ｅ）、石材が露頭し、桂ヶ谷奥古墳として

周知されていた桂ヶ谷奥１号墳（№17地点／ 2000214 ｆ）および、桂ヶ谷奥１号墳に近接した低墳丘の

桂ヶ谷奥２号墳（№107地点／ 2000215）、その北西に広がる桂ヶ谷口遺跡Ａ地区（№18地点／ 2000216 

ｇ）、さらに谷を隔てた北東に位置する桂ヶ谷口遺跡Ｂ地区（№16地点／ 2000374 ｈ）の以上、 ６ 地点

で調査を実施した。調査では、桂ヶ谷奥２号墳の墳丘と思われた隆起は自然堆積によることが判明し、

主体部も確認されなかったため、桂ヶ谷奥１号墳をこれまで通り、桂ヶ谷奥古墳と呼称することとし

た。また、桂ヶ谷遺跡では、竪穴住居跡が埋まりきっていない状態の円形の窪みを比較的容易に目視で

きたが、地中の状況を科学的手法でも記録するため、発掘調査に先立ち、「 ２ 極法」と「ウェンナー法」

による電気探査を行った。（第13章 「桂ヶ谷遺跡Ａ地区の電気探査について」参照）。

　各遺跡の調査の成果は、桂ヶ谷遺跡については、新聞発表を行ったのち、平成12年11月25日（土）に

現地説明会を、その他の遺跡については、平成13年 ２ 月17日（土）に地元住民を対象とした説明会をそ
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れぞれ開催し、両日とも、約100名の方々に足を運んでいただいた。

兵庫県教育委員会 埋蔵文化財調査事務所

調査担当者 遺跡調査番号 調査期間 調査面積 調査地点

調査第 ４ 班 村上賢治・仁尾一人

2000211

平成12年 ６ 月23日
～平成13年 ３ 月 ５ 日

1,503㎡ ｄ

2000212 1,063㎡ e

2000213 ～
2000215

1,217㎡ ｆ

2000216 1,478㎡ ｇ

調査第 ４ 班 渡辺　昇・川村慎也 2000374 平成13年 １ 月15日～ ３ 月16日 1,235㎡ ｈ

調査補助員 田中　騰・西本寿子・谷後恒美・福井順子
現場事務員 森　昌代
室内作業員 西山はるみ・北山由紀子

平成13年度

　調査の最終年度となった平成13年度には、桂ヶ谷遺跡を中心とした地域と、さらに西方に所在するず

えが谷遺跡あるいは灰高１号墳・２号墳などを中心とした地域において、本発掘調査を実施した。前者

では、桂ヶ谷遺跡のほぼ中央に立地する桂ヶ谷遺跡Ｄ地区（№202地点／ 2001132・2001190 ｊ・ｒ）、

その南東に広がる桂ヶ谷遺跡Ｇ地区（№201地点／ 2001041 ｉ）、古墳時代後期の木棺直葬墳であるずえ

が谷７号墳～９号墳（№26地点～№28地点／ 2001133 ～ 2001135 ｋ）、その東の急斜面地で確認された

桂ヶ谷遺跡Ｈ地区（№26地点～№28地点東斜面／ 2001191 ｓ）の以上、４ 地点で調査が行われた。また、

後者では、弥生時代終末期の周溝墓と古墳時代の住居跡が確認されたずえが谷遺跡Ｂ地区（№218地点

／ 2001169 ｏ）とその南東に位置するずえが谷遺跡Ａ地区・Ｃ地区（№217地点・№213地点／

2001168・2001189 ｎ・ｑ）の他、周知の横穴式石室墳である灰高１号墳・２号墳（№44地点・№45地

点／ 2001161・2001162 ｌ）と確認調査で新たに発見された灰高９号墳（№223 ／ 2001163 ｌ）、灰高１

号墳の東下方に築造されたずえが谷西１号墳～３号墳（№101地点・№42地点・№219地点／ 2001165 ～

2001167 ｍ）および、北西下方に広がる灰高遺跡（№220地点／ 2001188 ｐ）の以上、６ 地点で調査が行

われた。

　灰高およびずえが谷西のあわせて ６ 基の古墳については、平成13年12月 ２ 日（土）に地元住民を対象

とした説明会を開催し、約80名の方々に石室内から出土した土器の状況などを見学していただいた。ま

た、 ３ ヶ年におよぶ丹波並木道中央公園整備事業にともなう発掘調査の成果を公表するため、平成14年

３ 月17日（日）に篠山市丹南公民館において、「三釈迦山北麓の遺跡を掘る」と題した調査成果報告会

を開催する（篠山市民を中心に約100名が参加）とともに、調査の概要をまとめたカラー刷り16ページ

の小冊子を発行した。

　なお、平成12年度および平成13年度の調査では、遺跡あるいは出土遺物の性格などについて、下記の

方々に現地指導をいただいた（所属は当時）。

　平成12年度　酒井龍一（奈良大学）・寺沢 薫（奈良県立橿原考古学研究所）

　平成13年度　植野浩三（奈良大学）・柳沢一男（宮崎大学）・松下まり子（神戸大学）

　　　　　　　石野博信（奈良県立橿原考古学研究所）
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第 3図　三釈迦山北麓遺跡群　本発掘調査位置図
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兵庫県教育委員会 埋蔵文化財調査事務所

調査担当者 遺跡調査番号 調査期間 調査面積 調査地点

調査第 ３ 班 山本三郎・多賀茂治
 仁尾一人

2001041

平成13年 ７ 月 ９ 日
～ ９ 月28日

1,231㎡ ｉ

2001132 462㎡ ｊ

2001133 ～ 2001135
2001170

764㎡ ｋ

2001102
2001161 ～ 2001163

平成13年10月 １ 日～
平成14年 ３ 月20日

1,215㎡ ｌ

2001164 ～ 2001167 1,304㎡ ｍ

2001168 1,148㎡ ｎ

2001169 1,807㎡ ｏ

調査第 ３ 班 大平　茂・池田征弘

2001188 平成13年12月10日 1,776㎡ ｐ

2001189

平成14年 ３ 月20日

563㎡ ｑ

2001190 370㎡ ｒ

2001191 458㎡ ｓ

調査補助員 田中　騰・西本寿子・谷後恒美・竹本政昭・前田親審・吉見浩宜・平山裕之・池野瑠美
現場事務員 森　昌代・西本晴海・平田美幸
室内作業員 西山はるみ・北山由紀子

第 ５節　整理作業の経過と体制

　遺物の整理作業は、各遺跡の調査時に一部、監督員詰所において、遺物の水洗いおよびネーミング作

業を行ったが、本格的な作業については、平成18年度より、下記の日程および体制で実施した。また、

当初 ４ ヶ年で計画されていた整理作業は、遺跡および遺物の多様な状況や整理体制などによって、 ７ ヶ

年に変更され、行われることとなった。

平成18年度

　遺物の水洗いおよびネーミング作業を兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所の魚住分館（明石市）

において実施し、その後、場所を埋蔵文化財調査事務所（神戸市兵庫区）に移し、遺物の接合・補強作

業を行った。

兵庫県教育委員会 埋蔵文化財調査事務所

　整理担当職員　　整理保存班　　岡田章一・森内秀造（工程管理）

　　　　　　　　　調査第 １ 班　　渡辺　昇　／調査第 ２ 班　池田征弘　／普及活用班　村上賢治

　　　　　　　（考古博物館開設準備室）

　　　　　　　　　　　　　　　　多賀茂治

　　　　　　　（兵庫陶芸美術館）　仁尾一人

　整理嘱託員　　　　　　　　　　眞子ふさ恵・西口由紀・木村淑子・小野潤子・三好綾子・奥野政子

　　　　　　　　　　　　　　　　又江立子・荒木由美子・藤池かづさ・嶺岡美見

　　　　　　　　　　　魚住分館　今村直子・早川亜紀子・衣笠雅美・家光和子・岡井とし子
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平成19年度

　金属器の保存処理作業を行った。

兵庫県立考古博物館

　整理担当職員　埋蔵文化財調査部

　　　　　　　　　整理保存班　　岡田章一・森内秀造（工程管理）・岡本一秀（保存処理）

　　　　　　　　　調査第 １ 班　　池田征弘　／調査第 ２ 班　渡辺　昇

　　　　　　　　事業部

　　　　　　　　　学芸課　　　　多賀茂治　／学習支援課　村上賢治

　　　　　　　（兵庫陶芸美術館）　仁尾一人

　整理嘱託員　　　　　保存処理　栗山美奈・大前篤子・藤井光代

平成20年度

　出土遺物のうち、石器・金属器と一部の土器の実測作業を実施した。

兵庫県立考古博物館

　整理担当職員　埋蔵文化財調査部

　　　　　　　　　整理保存班　　岡田章一・篠宮 正（工程管理）

　　　　　　　　　調査第 １ 班　　池田征弘　／調査第 ２ 班　渡辺　昇

　　　　　　　　事業部

　　　　　　　　　学芸課　　　　多賀茂治　／学習支援課　村上賢治

　　　　　　　（兵庫陶芸美術館）　仁尾一人

　整理嘱託員　　　　　　　　　　古谷章子

平成21年度

　出土遺物のうち、土器の実測・拓本、復元作業を実施した。

兵庫県立考古博物館

　整理担当職員　埋蔵文化財調査部

　　　　　　　　　整理保存班　　岡田章一・篠宮　正（工程管理）

　　　　　　　　　調査第 １ 班　　渡辺　昇　／調査第 ２ 班　池田征弘

　　　　　　　　事業部

　　　　　　　　　学芸課　　　　多賀茂治　／学習支援課　村上賢治

　　　　　　　（兵庫陶芸美術館）　仁尾一人

　整理嘱託員　　　　　　　　　　西口由紀・島村順子・奥野政子・又江立子・荒木由美子・谷脇里奈

　　　　　　　　　　　　　　　　池田悦子・古谷章子・尾鷲都美子

平成22年度

　遺物の写真撮影および写真整理、遺構図の補正作業を行った。

兵庫県立考古博物館

　整理担当職員　埋蔵文化財調査部
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　　　　　　　　　整理保存課　　篠宮　正・山本　誠（工程管理）

　　　　　　　　　調査第 １ 課　　渡辺　昇　／調査第 ２ 課　池田征弘

　　　　　　　　事業部

　　　　　　　　　学芸課　　　　多賀茂治　／学習支援課　村上賢治

　　　　　　　（兵庫陶芸美術館）　仁尾一人

　整理嘱託員　　　　　　　　　　眞子ふさ恵・西口由紀・島村順子・又江立子・小野潤子・宮野正子

　　　　　　　　　　　　　　　　奥野政子・荒木由美子・荻野麻衣・藤池かづさ・嶺岡美見

　　　　　　　　　　　　　　　　吉村あけみ・佐々木愛

　　　　　　　　　　　　　　　　池田悦子・古谷章子・森本貴子・増田麻子・岡崎輝子・尾鷲都美子

　　　　　　　　　　　　　　　　高瀬敬子・柏木明子・高橋朋子・大西美緒

平成23年度

　遺構・遺物のトレース作業を実施した。また、桂ヶ谷遺跡より出土した石器の産地同定、炭化材の樹

種同定、土器の胎土分析などの分析鑑定を外部業者に委託し行った。

兵庫県立考古博物館

　整理担当職員　埋蔵文化財調査部

　　　　　　　　　整理保存課　　篠宮　正・山本　誠（工程管理）

　　　　　　　　　調査第 １ 課　　渡辺　昇・仁尾一人　／調査第 ２ 課　池田征弘

　　　　　　　　総務部

　　　　　　　　　企画広報課　　多賀茂治

　　　　　　　　事業部

　　　　　　　　　学習支援課　　村上賢治

　整理嘱託員　　　　　　　　　　池田悦子・古谷章子・高瀬敬子・岡崎輝子・西村美緒

平成24年度

　遺構・遺物図版および遺構・遺物写真図版のレイアウト作業、原稿の執筆作業を行い、報告書を刊行

した。

兵庫県立考古博物館

　整理担当職員　埋蔵文化財課　　多賀茂治

　　　　　　　　学芸課　　　　　池田征弘

公益財団法人 兵庫県まちづくり技術センター

　整理担当職員　埋蔵文化財調査部

　　　　　　　　　整理保存課　　村上賢治・篠宮　正（工程管理）

　　　　　　　　　調査第 １ 課　　仁尾一人　／調査第 ２ 課　　渡辺　昇

　整理嘱託員　　　　　　　　　　池田悦子・古谷章子・柏原美音・宮田麻子・杉村明美・高瀬敬子・

　　　　　　　　　　　　　　　　川村由紀・有田遥香・坂東知奈・守田奈津子
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註

（ １ ） 公園内には、篠山市から丹波市にかけて広がる １ 億4000万年から １ 億1000万年前の地層が広がっており、
2010年 ９ 月に発見されたデイノニコサウリア類の骨格化石は、極めて保存状態がよく、恐竜から鳥に進化
する前段階の前肢機能を解明するうえで貴重な資料であり、国内では福井県勝山市に次いで ２ 例目の産出
といわれている。その後、デイノニコサウルス類の後肢や基盤的ネオケラトプス類の部分骨格なども発見
され、公園内が化石密集地域である可能性が指摘されている。

（ ２ ） 三釈迦山北麓には、東から桂ヶ谷古墳群、桂ヶ谷墳墓群、ずえが谷古墳群、ずえ奥古墳群、ずえが谷西古
墳群、灰高古墳群、吉ヶ谷古墳群の以上、 ７ つの古墳群が分布しており、桂ヶ谷奥古墳、桂ヶ谷南古墳を
加え、総数57基の古墳が確認されている。
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第 ２章　遺跡の環境

第 １節　地理的環境

　三釈迦山北麓遺跡群は兵庫県の東端、京都府・大阪府に接する丹波山地中に開けた篠山盆地に所在す

る。篠山盆地は東西15㎞、南北 ５ ㎞、東西に細長い盆地であり、現在は全域が篠山市となっており、約

５ 万人の人々が暮らしている。標高200ｍを越える高地であり、北側には標高400ｍを越える多紀連山が

連なる。篠山川が盆地中央を東西に流れ、西端の川代渓谷を経て丹波市山南町で加古川に合流する。ま

た盆地の西部には谷中分水界があり、大阪湾に注ぐ武庫川の源流域となっている。

　篠山川には、大山川、宮田川、曽地川、籾井川という主要な支流があり、それぞれの河川の谷筋が、

盆地と外部の世界をつなぐ接点となっている。大山川を遡ると、鐘ヶ坂峠を経て、丹波市柏原町（加古

川水系柏原川流域）に至る。このルートは古代山陰道の推定ルートであり、現在も国道176号線が通る。

宮田川を遡ると、佐中峠もしくは栗柄峠を経て、丹波市春日町（由良川水系竹田川流域）に至る。この

ルートは古代山陰道丹後支道の推定ルートであり、現在は近畿自動車道敦賀線が通る。曽地川を遡る

と、後川から西峠を経て、川辺郡猪名川町（猪名川源流域）に至る。籾井川を遡ると、天引峠を経て南

丹市園部町（淀川水系大堰川流域）に至る。篠山川本流を遡ると、板坂峠を経て、綾部市方面（由良川

流域）に至る。そして三釈迦山北麓遺跡群は、篠山川が支流を集めて加古川へと向かう川代渓谷の入口

であり、篠山盆地から播磨方面（加古川流域）に向かう出口にあたる。

第 ４図　遺跡の位置　／篠山市

第 ２節　歴史的環境

旧石器時代～縄文時代　篠山盆地に人類の足跡が刻まれるのは、旧石器時代のことである。盆地西部の

篠山市上板井の板井・寺ヶ谷遺跡〔 ２ 〕ではＡＴ火山灰を挟んだ上下で石器ブロックが発掘されてお

り、当地における旧石器時代の始まりが、約 ３ 万年前に遡ることを物語る。これに続く縄文時代の遺跡

は、藤岡山遺跡（後期～晩期）や下篠見遺跡（晩期）などでまとまった遺構・遺物が調査されているほ
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か、板井・寺ヶ谷遺跡〔 ２ 〕や西木之部遺跡〔 ３ 〕で土器や石器が出土している。また最近調査された

波賀野遺跡〔 ４ 〕では竪穴住居跡、貯蔵穴、土器棺、配石土坑がセットで発見されており、住居・埋

葬・祭祀・生産といった縄文時代の暮らしを復元する上で貴重なデータを提供している。

弥生時代　弥生時代に入ると篠山盆地の遺跡数が急増する。この時期の遺跡は約60遺跡あり、うち ４ 遺

跡が墳墓、その他が集落ないしは散布地である。遺跡は篠山川及びその支流が形成した自然堤防・扇状

地上に立地し、盆地西部の密度が高い。遺跡は時期毎に消長があり、前期から中期前半の遺跡数は少な

く、盆地西部の口阪本遺跡〔11〕、中央の岩崎四ノ坪遺跡〔12〕、谷山遺跡〔13〕、盆地東部の藤岡山遺

跡などが知られている。これらの遺跡は、以後後期まで継続しており、篠山盆地における中心的な集落

である。雲部車塚古墳が築かれている場所も弥生時代の集落遺跡であり（車塚の坪遺跡）、弥生時代の

木棺墓などが確認されている。

　遺跡数が増加するのは中期後半から後期にかけてである。盆地西端部の三釈迦山北麓遺跡群（桂ヶ谷

遺跡）〔 １ 〕や北野遺跡〔 ５ 〕では、弥生時代中期後半から後期にかけて、篠山川・大山川が形成した

河岸段丘上に大規模な集落が出現する。またこの時期には内場山遺跡〔 ９ 〕のような高地性集落も出現

している。

　弥生時代後期～終末期になると、丘陵上に墳墓が築かれるようになる。台状墓、舟底状木棺の使用、

土器の破砕供献、鉄製品の副葬など、日本海（丹後）系の台状墓と共通する要素を持つものであり、当

時の篠山盆地が日本海文化圏の中にあったことを物語る。この中で特異な存在が、内場山墳墓群〔 ９ 〕

である。盆地北西、宮田川上流の由良川水系に抜けるルート上にあり、舶載の素環頭大刀や鉄鏃など豊

富な副葬品を持ち、篠山盆地の最初の首長墓と目されている。

古墳時代　篠山盆地には約1,000基の古墳があるが、前期の首長墓と目される古墳はこれまで確認され

ていない。隣接する丹波市（旧氷上郡）に前方後円墳の丸山古墳、三角縁神獣鏡が出土した親王塚古墳

などが存在するのとは対照的である。この時期の古墳としては前期末～中期前半の上板井古墳群〔51〕

や前山古墳〔58〕など、小規模な古墳が知られているのみである。上板井古墳群は盆地北西部にあり、

１号墳、２号墳の ２ 基の古墳が調査されている。１号墳は直径14ｍの円墳であり、割竹形木棺 ３ 基と箱

式石棺 １ 基の合計 ４ 基の埋葬施設をもつ。鉄剣や鉄斧などの副葬品が出土している。２号墳は直径13ｍ

の円墳であり、組合式木棺を直葬する。内行花文鏡 １ 面などの副葬品が出土している。

　この時期の丹波地域の中心は、蛭子山古墳、網野銚子山古墳、神明山古墳などの大型前方後円墳が築

かれた日本海側の丹後地方（奈良時代までは丹波国の一部）にあり、篠山盆地には未だ大和王権と直接

的な関係を結ぶことができる首長がいなかったのかもしれない。

　中期になると篠山盆地に突如として雲部車塚古墳をはじめとする大型古墳が現れる。雲部車塚古墳は

全長158ｍ、兵庫県下第 ２ 位の規模を誇る前方後円墳であり、現在は陵墓参考地として宮内庁が管理し

ている。明治29年（1896）に地元住民により後円部の埋葬施設の発掘が行われ、竪穴式石室に納められ

た長持形石棺や甲冑・刀剣など大量の鉄製品が出土している。埋葬施設や出土品については、『車塚一

蒔』などの詳細な記録が残されており、出土品の一部は京都大学総合博物館に収蔵されている。この古

墳については京都大学と兵庫県立考古博物館で共同研究をおこない、その成果を『兵庫県立考古博物館

研究紀要第 ３ 号　雲部車塚古墳の研究』にまとめている。
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第 ５図　三釈迦山北麓遺跡群　周辺の遺跡

１ ．三釈迦山北麓遺跡群	 ２ ．板井・寺ヶ谷遺跡	 ３ ．西木之部遺跡	 ４ ．波賀野遺跡	 ５ ．北野遺跡

６．出谷遺跡	 ７ ．長安寺遺跡	 ８ ．住吉川右岸遺跡	 9 ．内場山遺跡・内場山墳墓群

10．上板井Ｂ遺跡	 11．口阪本遺跡	 12．岩崎四ノ坪遺跡	 13．谷山遺跡	 14．竜円寺遺跡

15．小枕遺跡	 16．少将山遺跡	 17．西田井遺跡	 18．山代西ヶ平遺跡	 19．出谷薬師堂前遺跡

20．久後ノ下遺跡	 21．門前遺跡	 22．ドイノウエ遺跡	 23．庄谷遺跡	 24．西向遺跡

25．篭原遺跡	 26．黒田遺跡	 27．西吹遺跡	 28．東古佐遺跡	 29．岩崎遺跡

30．野尻遺跡	 31．古屋敷ノ坪遺跡	 32．葭池北遺跡	 33．沢田遺跡	 34．大熊遺跡

35．馬地山西遺跡	 36．青山台西遺跡	 37．野間遺跡	 38．西八上九の坪遺跡	 39．大滝 ２号墳

40．諏訪山古墳	 41．西山北古墳	 42．平尾山古墳	 43．庄境古墳群	 44．三ッ塚 １号墳

45．石クド古墳	 46．新宮古墳	 47．真南条 ３号墳	 48．山田古墳群	 49．小丸山古墳群

50．峠尻古墳群	 51．上板井古墳群	 52．沢の浦古墳群	 53．箱塚古墳群	 54．護摩ヶ谷古墳群

55．長者ヶ谷古墳群	 56．火打ヶ岳古墳群	 57．浅香山古墳群	 58．前山古墳群	 59．赤土の坪窯跡

60．国指定史跡	篠山城跡

　雲部車塚古墳とは谷ひとつ隔てた場所にある北条古墳は、一辺30ｍ、高さ ５ ｍほどの方墳であり、県

指定史跡に指定されている。埋葬施設は粘土槨であり、鉄剣ないしは鉄槍が露出していたと伝えられて

いる。墳丘から円筒埴輪の他、靫形埴輪などの形象埴輪が出土している。雲部車塚古墳に先行する ５ 世
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紀前葉から中葉にかけて造られた古墳だと推定されている。また北条古墳とは雲部車塚古墳を挟んで反

対側の東本庄集落にある姫塚古墳も一辺約30ｍ、高さ ３ ｍほどの方墳であり、円筒埴輪が採集されてい

る。同様な中期の大型方墳は亀岡市や綾部市など、丹波一円に見られ、この地域の特色となっている。

　このほかに中期の大型古墳としては盆地中央部に大型円墳の新宮古墳〔46〕がある。直径52.5ｍ、高

さ約 ７ ｍ、周囲に幅17ｍの周濠をめぐらせた盆地最大の円墳である。墳丘は二段築成であるが、葺石・

埴輪の存在は不明である。貞享 ４ （1687）年に書かれた『篠山領地誌』によると、石棺の存在、棺内か

らの甲冑・大刀の出土が伝えられている。 ５ 世紀後半のものとされている。

　これに続く中期末頃の古墳としては、よせわ１号墳があげられる。既に消滅しており墳形・規模は不

明であるが、埋葬施設は石を敷き詰めた礫床をもつ粘土槨と推定されている。鈴付鏡板や三環鈴などの

馬具、画文帯神獣鏡などが出土している。 ５ 世紀末から ６ 世紀前葉の年代が与えられている。

　後期になると、大型古墳は築かれなくなり、小型の前方後円墳が首長墓として築かれる。三釈迦山北

麓にある大滝２号墳〔39〕は全長20ｍの前方後円墳であり、埴輪を持つ。埋葬施設は ２ 基の木棺であ

り、鉄刀などが出土している。雲部車塚古墳からほど近い盆地東部に、篠山盆地最大の横穴式石室を持

つ洞中１号墳がある。現状は直径22ｍ、高さ ５ ｍの円墳であるが、元は直径30ｍほどの規模があったと

推定されている。埋葬施設は両袖の横穴式石室であり、玄室は長さ6.6ｍ、幅2.4ｍ、高さ3.5ｍ、羨道は

長さ8.4ｍ、幅1.7ｍ、高さ1.7ｍの規模を誇る。早くに開口していたため、出土遺物は伝えられていな

い。洞中２号墳は１号墳の南東にある全長約35ｍの前方後円墳である。後円部に全長10.7ｍの片袖の横

穴式石室をもつ。この他に宮田川流域の箱塚古墳群〔53〕中の４号墳は、直径19ｍの横穴式石室を持つ

円墳であるが、篠山盆地の後期古墳では数少ない埴輪をもつ古墳である。

　また後期末の古墳からは装飾大刀が出土する。盆地西部の山田古墳群〔48〕では、１号墳から金銅装

大刀が、２号墳からは金銅装の単鳳環頭大刀が出土している。北西部の沢の浦２号墳〔52〕や南西部の

庄境２号墳〔43〕からは、鍔に銀象嵌がある大刀が出土している。

　古墳時代の集落遺跡としては、三釈迦山北麓遺跡群（桂ヶ谷遺跡、ずえが谷遺跡、灰高遺跡）〔 １ 〕・

北野遺跡〔 ５ 〕・内場山遺跡〔 ９ 〕などで竪穴建物が調査されている。

古代　古墳の築造が ７ 世紀初頭に終わると、篠山盆地でも寺院の築造が始まる。盆地中央部の竜円寺遺

跡〔14〕が代表的な遺跡であり、奈良時代の瓦が出土している。律令時代には、篠山盆地は丹波国多紀

郡となり、郡の行政を担う郡衙が現在の篠山市郡家に置かれた。東浜谷遺跡では「郡」の刻印や「厨」

の字の書かれた土器が出土しており、郡衙の有力な候補地となっている。この時期には都と山陰地方を

結ぶ古代官道である古代山陰道が整備され、篠山盆地を東西方向に通過するルートが想定されている。

また盆地北西部、由良川水系へと抜けるルート上にある西木之部遺跡〔 ３ 〕では、奈良時代～平安時代

の緑釉陶器や石帯など、官衙的な遺物が出土しており、この地の荘園経営の拠点と考えられている。

中世～近世　中世には盆地西部の大山川流域は東寺領大山荘となり、荘務に関連する文書が『東寺文

書』に多く残され、荘園経営の実態を知る上で重要な資料となっている。またこの時代には篠山盆地に

も多くの城館が築かれる。盆地西南部の初田にある初田館跡は、「酒井勘四郎館」と伝えられる館跡で

あり、発掘調査により13世紀～ 16世紀に至る遺構・遺物が確認されている。室町時代には、丹波国は

幕府管領を務める細川京兆家が守護をつとめるが、応仁・文明の乱後、細川京兆家の内紛の中で、篠山
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盆地中央部の八上城を拠点とする波多野氏が台頭する。波多野氏は以後、16世紀後半まで細川京兆家、

三好政権、織田政権と、時の中央政界とつながりを持ちながら、丹波に勢力を保持するが、天正 ４

（1576）年、氷上郡の赤井氏とともに織田政権に反旗をひるがえす。そして天正 ７（1579）年、明智光秀

による丹波攻めにより、八上城は落城し波多野氏は滅亡、ここに篠山盆地の中世は終焉する。

　江戸時代に入り、徳川幕府は山陰道の要衝として篠山盆地を重視し、西国大名の合力により、盆地中

央部に新たな城郭－現在の篠山城〔60〕を築く。盆地西部には、この築城時の石切場があり、篠山城採

石場跡として調査がおこなわれている。篠山城は、明治以後廃城となり、役所、学校等として利用され

てきたが、近年史跡整備のための調査がおこなわれおり、大書院の復元をはじめ、城跡の整備が進めら

れている。
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第 ３章　三釈迦山北麓遺跡群について

第 １ 節　遺跡の立地および名称

　丹波市に西接する篠山市大山下・西古佐・味間にまたがる標高318ｍの三釈迦山は、篠山盆地の西端

に位置し、東は長閑な田園風景が広がる一方、背後には標高600ｍ超える山並みが控えている。篠山盆

地を東西に貫き西流する篠山川は、三釈迦山の北麓付近で古代山陰道の推定ルートに沿って流れる大山

川と丹波大峰と呼ばれる山岳仏教と縁の深い篠山市北端の栗柄から流れる宮田川のふたつの支流が流れ

込み、ＪR福知山線および県道77号線とともに狭隘な谷筋を並行して、丹波市山南町で加古川の本流に

合流している。三釈迦山の地名ついては、御釈迦あるいは見釈迦とも記載され、その詳細は明らかでは

ないが、篠山川左岸の三釈迦山の北麓には複数の谷筋が入り乱れ、主な谷筋は東から桂ヶ谷、ずえヶ

谷、吉ヶ谷、小廻り谷、蛇ヶ谷と呼ばれている。また、現在、三釈迦山の北麓は、川向と総称されてい

るが、これは、桂ヶ谷遺跡など弥生時代中期から古墳時代後期まで続いた丘陵上の集落が廃絶したの

ち、人々の生活場所が篠山川右岸の平地へと移り、現在まで続いていることによって呼ばれるように

なったと考えられる。

　三釈迦山の北麓に点在する遺跡は、標高約200ｍから260ｍにかけての丘陵先端部の緩斜面地あるいは

尾根筋に立地しており、桂ヶ谷遺跡をはじめとする集落跡が ４ 遺跡、ずえが谷あるいは灰高など ７ つの

古墳群に58基の古墳が分布し、さらに、阪鶴鉄道（現在のＪR福知山線）の敷設工事あるいは篠山川の

護岸工事によって消滅した大滝古墳群(１)など、あわせて約80件を数えている。また、三釈迦山山頂の南

東には、中世の山城跡が存在し、東麓および南麓にも、約20基の横穴式石室墳や前方後円墳の他、須恵

器の窯跡など、数多くの遺跡が確認されている（２）。このうち、丹波並木道中央公園整備事業（第 １ 期

事業）にともなう調査では、三釈迦山北麓の ３ 遺跡、24基の墳丘墓あるいは古墳が調査されたが、その

他の多くの遺跡は現状のまま保存され、後世に残されることとなった。

　第 １ 章では、分布調査から確認調査を経て、 ３ ヶ年にわたる本発掘調査の経緯を記したが、調査の対

象となった範囲が広く、また工事の進捗状況にあわせて調査が行われたため、公園整備事業における本

発掘調査がほぼ確定した平成13年 ９ 月、これまで調査した遺跡あるいは今後調査する遺跡に加え、現状

保存される遺跡を含めて、「三釈迦山北麓遺跡群」と総称し、個々の遺跡および地区の名称についても

一部変更を行った。このため、第 １ 章（第 ４ 節 本発掘調査の経過と体制）で記した遺跡名および地区

名については、後述する遺跡名および地区名を正式な名称として統一し、報告することとする（第 １ 表 

三釈迦山北麓遺跡群の調査遺跡一覧）。

第 ２ 節　三釈迦山北麓遺跡群の概要

　三釈迦山の北麓に分布する80件を超える遺跡のうち、桂ヶ谷遺跡を中心とした地域を東地域、ずえが

谷遺跡を中心とした地域を西地域とそれぞれ仮称し、公園整備事業にともなって本発掘調査が実施され

た遺跡の概要を記載していきたい。また、事業の見直しによって現状保存された遺跡についても、あわ

せてその概要に触れておきたい。
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第 １表　三釈迦山北麓遺跡群の調査遺跡一覧

調査年度 調査時の遺跡名 ・ 地区名 変更後の遺跡名 ・ 地区名 遺跡調査番号 調査地点

平成11年度

桂ヶ谷古墳群 桂ヶ谷墳墓群 990228 ａ

№108地点 桂ヶ谷南古墳 990229 ｂ

桂ヶ谷遺跡 桂ヶ谷遺跡Ａ地区 990230 ｃ

平成12年度

桂ヶ谷遺跡A2地区 桂ヶ谷遺跡Ａ地区 2000211 ｄ

桂ヶ谷遺跡Ｂ地区 桂ヶ谷遺跡Ｂ地区 2000212 ｅ

桂ヶ谷奥１号墳 桂ヶ谷奥古墳 2000213 ｆ

桂ヶ谷奥２号墳 消滅

桂ヶ谷口遺跡Ａ地区 桂ヶ谷遺跡Ｆ地区 2000216 ｇ

桂ヶ谷口遺跡Ｂ地区 桂ヶ谷遺跡Ｅ地区 2000374 ｈ

平成13年度

桂ヶ谷遺跡Ｇ地区 桂ヶ谷遺跡Ｇ地区 2001041 ｉ

桂ヶ谷遺跡Ｄ地区 桂ヶ谷遺跡Ｄ地区 2001132・190 ｊ・ｒ

桂ヶ谷遺跡Ｈ地区 桂ヶ谷遺跡Ｈ地区 2001191 ｓ

ずえが谷古墳群 ずえが谷古墳群 2001133他 ｋ

ずえが谷遺跡Ａ地区 ずえが谷遺跡Ａ地区 2001168 ｎ

ずえが谷遺跡Ｂ地区 ずえが谷遺跡Ｂ地区 2001169 ｏ

ずえが谷遺跡Ｃ地区 ずえが谷遺跡Ｃ地区 2001189 ｑ

ずえが谷西古墳群 ずえが谷西古墳群 2001164他 ｍ

灰高古墳群 灰高古墳群 2001102他 ｌ

灰高遺跡 灰高遺跡（Ａ地区） 2001188 ｐ

東地域

　古くから地元の研究者などによって知られていた桂ヶ谷遺跡は、現在の地番では篠山市大山下字桂谷

あるいは大山下字川向井坪にあたり、北方向へは緩やかな傾斜が篠山川まで続いていたと思われるが、

ＪR福知山線によって削平され、北限は区切られている。最も広範囲に平坦地が広がる桂ヶ谷遺跡Ａ地

区と対称するようにＦ地区(３)およびＧ地区が位置し、そのあいだは深い谷で隔てられているが、上方の

限られた範囲にＤ地区が立地している。また、Ａ地区の北およびＦ地区の北東にも、それぞれＢ地区、

Ｅ地区が浅い谷を隔てて広がっており、Ａ地区の西上方、比較的傾斜が急な地点にＨ地区が立地してい

る。これら ７ 地区／Ａ地区（№19地点）・Ｂ地区（№20地点）・Ｄ地区（№202地点）・Ｅ地区（№16地

点）・Ｆ地区（№18地点）・Ｇ地区（№201地点）・Ｈ地区（№26 ～№28地点）におよぶ桂ヶ谷遺跡の調査

では、弥生時代中期以降の竪穴住居跡38棟や段状遺構17基、古墳時代を通じて竪穴住居跡27棟や掘立柱

建物跡13棟の他、多くの土坑や溝、柱穴などが確認されている。複数の尾根筋にまたがっている桂ヶ谷

遺跡は、弥生時代中期に谷の奥に位置するＤ地区および標高の高いＨ地区の斜面地に集落が営まれ、そ

の後、平坦地が広がるＡ地区やＢ地区、Ｆ地区に移動し、弥生時代末から古墳時代前期にかけては最も

川に近接したＥ地区へと移っている。古墳時代も後期になると、再びＡ地区やＦ地区に戻ってくるとと

もに、新たにＧ地区でも集落が営まれるが、それ以降、桂ヶ谷遺跡一帯は衰退していくことになる。

　桂ヶ谷遺跡を見下ろす東西の尾根上には、東は桂ヶ谷古墳群と桂ヶ谷墳墓群が、西はずえが谷古墳群

BKZ_H_09syo_P0023-0030.indd   24 13.3.16   3:33:03 PM



― 25 ―

が遺跡を囲むように墓域を形成している。当初は、すべてが尾根上に築造された古墳と考えられ、東側

一帯で確認されたそれらを桂ヶ谷古墳群（№11 ～№15・№105・№106地点）（４）と呼称し、分布調査で

は、その位置や基数、規模などの実態調査を行った。しかし、南東部の尾根上で確認された古墳につい

ては、弥生時代後期から終末期にかけての墳墓であることがわかったため、桂ヶ谷古墳群とは区別し、

桂ヶ谷墳墓群と名称を変更することとなった。総数 ９ 基で構成される桂ヶ谷墳墓群のうち、２号墓から

第 ₆図　三釈迦山北麓の遺跡分布図

１ ．桂ヶ谷遺跡 ２ ．桂ヶ谷墳墓群 ３ ．桂ヶ谷古墳群 ₄ ．ずえが谷古墳群 ₅ ．桂ヶ谷奥古墳

₆ ．桂ヶ谷南古墳 ₇ ．ずえが谷遺跡 ₈ ．灰高遺跡 ₉ ．灰高古墳群 10．ずえが谷西古墳群

11．ずえ奥古墳群 12．吉ヶ谷古墳群 13．廊下遺跡 14．大滝古墳群 15．三釈迦奥谷古墳

16．阿弥陀山古墳群 17．諏訪山古墳群 18．見張山古墳 19．丹波大山北遺跡 20．奥の谷古墳

21．火燈山古墳 22．平井山城跡 23．イミノ木古墳群 24．イミノ木南古墳 25．岩ヶ谷古墳

26．平井山石切り場 27．平井山山麓古墳 28．三釈迦山山麓古墳群 29．里見山山麓古墳群 30．里見山古墳群

31．赤土古墳 32．岩ヶ谷口古墳 33．赤土の坪窯跡  　　　●・ 調査済
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７号墓の調査が行われたが、７号墓は尾根を段状に削って平坦地を造成し、長大な木棺と礫で覆われた

異なるふたつの棺が納められていることが確認された。また、平坦地の縁辺部には、礫が並べられてお

り、近畿地方北部にみられる特徴的な構造であるなどの成果が得られた。

　桂ヶ谷遺跡西側の尾根頂部から三方に派生した尾根筋一帯には、20基から構成されるずえが谷古墳群

（№22 ～№24・№30 ～№34・№204 ～№210地点他）が分布しており、頂部に立地するずえが谷３号墳

（№29地点）および北西に下った４号墳（№34地点）、谷を隔てた丘陵頂部に位置する５号墳（№35地

点）は、いずれも全長25ｍを超える前方後円墳として知られていた。これらの前方後円墳については、

事業者側との初期の協議で強く保存を申し入れていたため、現状保存するだけでなく、公園事業の一環

として整備・活用する計画も話し合われた。但し、ずえが谷３号墳の南に位置する ３ 基の古墳（ずえが

谷７号墳～９号墳／№26 ～№28地点）については、工事に支障をきたすため発掘調査が行われ、 ５ 世

紀にはずえが谷古墳群の形成が始まっていたことが明らかとなった。

　桂ヶ谷遺跡の周辺には、上述したように尾根上に多くの古墳が点在しているが、後述するずえが谷遺

跡周辺に多くみられる横穴式石室墳は、谷の奥まった地点に築造された桂ヶ谷奥古墳（№17地点）と

桂ヶ谷南古墳（№108地点）の ２ 基が確認されている。両古墳とも調査が実施され、桂ヶ谷遺跡Ｆ地区

の南に石室を南（山側）に開口した桂ヶ谷奥古墳は、直径約15ｍの円墳で ６ 世紀後半に築かれて以降、

７ 世紀前半まで埋葬されていたと考えられ、桂ヶ谷遺跡Ａ地区の最奥部で石室を北西に開口した桂ヶ谷

南古墳は、工事用道路の造成によって古墳の北半部が破壊されたが、 ６ 世紀後半に築かれたことが明ら

かとなった。

西地域

　桂ヶ谷遺跡が所在する地点から約400ｍ西にずえが谷遺跡（№218・№217・№213地点）は位置してい

るが、ずえが谷遺跡Ｂ地区の東、Ａ地区およびＣ地区から続くと考えられる尾根の先端付近は、崩落に

よって著しく地形が乱れている。ずえが谷の地名は、山の入り口がずった（崩れた）谷のことといわれ

ており、Ｂ地区の調査でも、尾根の平坦地の落ち際に遺構が欠落した状態で検出されていることから、

より広範囲に広がっていたずえが谷遺跡は、後世の地崩れによってその一部あるいは多くが消失したも

のと推定される。このうち、南北方向に細長く平坦地が続いているＢ地区では、尾根の先端部で弥生時

代終末期の方形周溝墓群が確認され、丹後・丹波地域で特徴的な舟底形の木棺を埋葬施設とした弥生時

代の墓制が篠山盆地の西端に普及していたという貴重な資料となった。

　ずえが谷西古墳群（№42・№101地点）は、ずえが谷遺跡Ｂ地区の南西、後述する灰高１号墳が立地

する丘陵の東裾に位置し、 ２ 基の横穴式石室墳と１基の小石室墳で構成されている。１号墳は、石室を

北東に開口した直径約11ｍの円墳で ６ 世紀後半に築造されて以降、 ７ 世紀前半まで埋葬され、この時期

の丹波地域の石室に共通する特徴をもっている。また、１号墳の北に近接する２号墳は、石室を南に開

口した直径約11ｍの円墳で ６ 世紀末に築造されて以降、 ７ 世紀前半まで埋葬されていたと考えられ、そ

の北約15ｍの地点で発見された３号墳は、長さ約1.2ｍの小石室墳で横穴式石室の終焉にあたるものと

考えられる。

　 ９ 基の古墳で構成される灰高古墳群（№43 ～№47・№49・№102・№215・№223地点）は、東端に位

置する丘陵上に ３ 基の古墳が築造されており、このうち、灰高１号墳と２号墳は、調査前から墳丘の高

まりを明確に確認することができ、墳頂部には石室の石材が露頭している横穴式石室墳として知られて

いた。１号墳は、石室を南東に開口した直径約17ｍの円墳で、石室の羨道あるいは玄室の特徴などから
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６ 世紀初頭に築造されて以降、 ７ 世紀前半まで埋葬され、石室を南西に開口した直径約13ｍの円墳であ

る２号墳は、１号墳の築造から若干遅れる ６ 世紀前半に築造され、 ７ 世紀前半まで埋葬されていたと考

えられる。また、１号墳と２号墳のあいだには、尾根を段状に削った平坦面に ６ 世紀中ごろの木棺が直

葬された９号墳が築造されており、横穴式石室を埋葬主体としたのちも伝統的な木棺直葬墳が併存する

三釈迦山北麓の埋葬形態の一端が明らかとなった。

　灰高１号墳・２号墳が所在する丘陵から西へ張り出した平坦地および谷を隔てたふたつの緩斜面地に

広がる灰高遺跡（№48・№50・№220地点）は、桂ヶ谷遺跡とともに、古くから知られた遺跡であり、

竪穴住居跡が埋まりきっていない状態の円形に窪んだ地形も確認されている。谷の東に位置する灰高遺

跡Ａ地区（以下、灰高遺跡とのみ表記）では、限られた範囲に集中して竪穴住居跡が確認されているこ

とから、長期にわたって拠点集落として機能していたと考えられ、灰高古墳群を築造した集団の居住域

であった可能性も想定される。

その他

　三釈迦山の北麓に分布する遺跡のうち、公園整備事業によって調査が実施された遺跡の概要を東地域

および西地域として上述してきたが、その他の遺跡についても可能な限り、触れておきたい。

　東地域では、桂ヶ谷遺跡の東の尾根上に ７ 基から構成される桂ヶ谷古墳群（５）が、西地域では、ずえ

が谷遺跡の南に ５ 基から構成されるずえ奥古墳群（№39 ～№41・№109・№214地点）（６）がそれぞれ確

認されており、灰高遺跡から約400ｍ西の少し離れた地点にも ３ 基から構成される吉ヶ谷古墳群（７）が

知られている。これらは、事業の見直しによって、古墳群全域が現状保存されることとなったが、横穴

式石室墳であるずえ奥古墳群の ３ 基および吉ヶ谷１号墳・２号墳の ５ 基を除き、その基数は今後、微増

あるいは微減するものと考えられる。それは、分布調査を重ねるごとに古墳が微増した反面、発掘調査

によって古墳とは認められない場合もあり、ずえが谷古墳群や灰高古墳群なども含めて、低墳丘の木棺

直葬墳と考えられている古墳については発掘調査を行わない限り、その詳細については不明といわざる

をえない状況といえるからである。

　この他、ずえが谷古墳群の北には、確認調査で弥生土器が出土した廊下遺跡（№36地点）（８）が、桂ヶ

谷墳墓群の東には、横穴式石室墳の三釈迦奥谷古墳（９）が、桂ヶ谷古墳群の北東には、大滝古墳群（10）

がそれぞれ知られている。

第 ３ 節　丹波並木道中央公園の現状と今後

　平成19年10月14日に開園した丹波並木道中央公園は、「丹波の夢ビジョン」で示されている「いのち

（自然）・ひと（人間）・なりわい（産業）」の ３ つの「環」を育む拠点として、県民の参画と協働によっ

て、魅力的な森の空間を体感する公園として、週末には篠山市内はもとより、兵庫県下あるいは近畿圏

内から多くの来園者が集い、賑わいをみせている。国道176号線から案内板に沿って、公園のメイン

ロードを進んでいくと、人工的に造成された公園の空間とは対照的に、三釈迦山山頂（南）側は自然林

が多く残され、篠山川（北）側には篠山盆地の開けた風景が広がっている。公園内は、ノラ・ムラエリ

ア（森の茶屋）、サトエリア（森のシンボル）、ヤマエリア（森の道場）の ３ つのエリア（11）に大別さ

れ、それぞれのエリアでは、季節や地域にあわせた個性的な体験学習などが行われている。

　本書に所収した三釈迦山北麓遺跡群は、公園整備事業（第 １ 期事業）にともなって多くの遺跡の調査
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写真 １　丹波並木中央公園の現況（ １）
� （平成２１年 ３ 月撮影）

写真 ２　丹波並木中央公園の現況（ ２）
� （平成２１年 ３ 月撮影）

写真 ３　丹波並木中央公園の現況（ ３）
� （平成２４年 ５ 月撮影）

写真 ４　丹波並木中央公園の現況（ ４）
� （平成２４年 ５ 月撮影）
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調査を実施したが、その後、公園の造成工事が進められたことによって、公園内の大半の地点は、調査

時の状況から地形および景観は大きく変貌を遂げている。そこで、現況の公園に遺跡を重ねあわせ、そ

の痕跡を探ってみると、遺跡のほぼ全域を調査した桂ヶ谷遺跡については、その痕跡は全く残っておら

ず、旧地形を回想することも難しい状況である。ずえが谷遺跡についても、同じような状況であるが、

灰高１号墳・２号墳が築造されていた丘陵は、周囲の地形とともに、その起伏を生かして公園の一部に

取り込まれている。また、公園内を巡る小径は、調査時の工事用道路の名残りであり、現在は散策路の

ひとつとして活用されているが、当初、保存される古墳等の遺跡を整備し、公園内で活用するとした計

画は実現しておらず、灰高遺跡以西についても、未開園エリア（森の聖域ゾーン）として公園整備計画

段階の状態で凍結されている。

　丹波並木道中央公園は、当初の計画のうち、第 １

期事業が終了した状態で開園を迎え、現在、「森づく

りから森づかいへ」として公園の活用を広く進めてい

るが、一部には、自然の森を改変して公園化する事業

を疑問視するむきもみられた。しかし、地域の歴史を

解明するうえでは、これまで空白であった篠山市西部

の弥生時代中期から古墳時代を通じた集落跡だけでな

く、墳丘墓および古墳を含めた遺跡群の調査が実現さ

れたことによって、多くの貴重な成果を得ることがで

きたといえる。今後、仮に公園整備事業が再開するこ

とになれば、このたびの調査成果に加え、さらに深く

周辺地域の歴史の一端が解明されることと考えられる。

写真 ５　丹波並木道中央公園エリアマップ
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註

( １ ) 　 ７ 基の古墳で構成される大滝古墳群のうち、大滝１号墳は明治時代に阪鶴鉄道の敷設工事によって破壊さ
れ、大滝３号墳・４号墳は篠山川の氾濫によって削平されたといわれている。また、東播用水川代ダム建設
護岸工事にともない丹南地域における初めての学術調査として発掘が行われた大滝 ２ 号墳は、円筒埴輪を配
列した全長20ｍを測る前方後円墳であったことが判明し、大滝５号墳～７号墳については、ＪR福知山線と
篠山川とのあいだに帯状に残る地点で確認されている。

（ ２ ） 　三釈迦山の東麓および南麓には、里見山古墳群や三釈迦山山麓古墳群などで構成される横穴式石室墳が
21基の他、全長26ｍを測る前方後円墳の火燈山古墳や古墳時代の石切り場である平井山石切り場、飛鳥時
代の須恵器窯といわれる赤土の坪窯跡など、33件の遺跡が点在している。

（ ３ ） 　桂ヶ谷遺跡Ｆ地区およびＥ地区は、桂ヶ谷遺跡Ａ地区とは深い谷で隔てられており、また、『丹南町遺跡
分布地図』（西紀・丹南町教育委員会 1993）にも、桂ヶ谷口遺跡として登録されている。このため、桂ヶ谷
口遺跡Ａ地区およびＢ地区として発掘調査を行ったが、旧地形の復元や遺跡の状況などから、桂ヶ谷遺跡
の一部として捉え、報告することとした。

（ ４ ） 　桂ヶ谷古墳群は、『丹南町遺跡分布地図』（西紀・丹南町教育委員会 1993）には記載されておらず、丹波
並木道中央公園整備事業にともない、事業予定地内の悉皆調査を行ったことによって発見された古墳群で
ある。桂ヶ谷遺跡の東側の尾根上に ７ 基から構成される桂ヶ谷古墳群は、当初の計画では一部が調査対象
地であったが、事業の見直しによって、すべての古墳が現状保存されることとなった。なお、いずれの古
墳も直径10ｍ前後の木棺直葬墳と考えられている。

（ ５ ）　註（ ４ ）に同じ。

（ ６ ） 　 ５ 基の古墳で構成されるずえ奥古墳群は、３ 基の横穴式石室墳が確認されており、残る ２ 基は低墳丘の木
棺直葬墳と考えられている。

（ ７ ） 　 ３ 基の古墳で構成させる吉ヶ谷古墳群は、吉ヶ谷１号墳・２号墳は横穴式石室墳と確認されており、３号
墳は低墳丘の木棺直葬墳と考えられている。

（ ８ ） 　廊下遺跡は、ずえが谷３号墳が所在する尾根頂部から北東および北西方向に派生する尾根筋のあいだに
位置し、竪穴住居跡が確認されており、弥生時代の集落跡と考えられる。

（ ９ ） 　横穴式石室墳として登録されている三釈迦奥谷古墳については、消滅したともいわれ、現在、詳細は不
明である。

（10）　註（ １ ）に同じ。

（11） 　ノラ・ムラエリア（森の茶屋）は、丹波らしい体験や学習を情報発信する農体験・交流エリアとして、
サトエリア（森のシンボル）は、地域の歴史や生活文化に根ざした活動、学習体験をする循環型の里の暮
らし体験エリアとして、ヤマエリア（森の道場）は、森に関する学習体験をする森の遊び場、森の再生、
保全活動エリアとして、それぞれ独自の取り組みが行われている。
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第 ４章　桂ヶ谷墳墓群の調査

　桂ヶ谷墳墓群は、三釈迦山から北に向かって複数の尾根が派生しているが、そのうち篠山川に達する

尾根のうち最も東に位置する尾根の標高240ｍ～ 260ｍに立地する。平成 ９ 年 ４ 月に実施した第 1 次分

布調査（遺跡調査番号970097）によりその存在がわかったもので、 ５ 基の古墳の存在が考えられた。翌

平成10年 ２ 月から ３ 月にかけて実施した確認調査（遺跡調査番号980277）により、 ６ 基の古墳が存在す

ると判明した。平成11年の ４ 月に行った開発部局との協議の中でこの ６ 基は「桂ヶ谷古墳群」と呼称さ

れ、同年 ５ 月に尾根線上に10本のトレンチを設定し確認調査（遺跡調査番号990152）を行った。その結

果、古墳群ではなく弥生時代終末期の ８ 基からなる墳丘墓群であることが判明した。

　その後、公園造成により削られる２号墓～７号墓について、平成11年10月より本発掘調査を実施し

たが、その際は「桂ヶ谷古墳群」の名称で調査を行った。

第 １節　桂ヶ谷２号墓～桂ヶ谷５号墓

　桂ヶ谷２号墓から桂ヶ谷５号墓は、尾根上に築かれている。概ね現地表下0.3ｍで地山（岩盤）からな

る。墳丘は流れてしまっており、墳形及び規模を明確にはできなかった。

　２号墓と３号墓の間及び３号墓と４号墓の間には、尾根を切断する方向にそれぞれ幅約2.8ｍ・長さ

約3.0ｍ・深さ約0.4ｍ及び幅約2.3ｍ・長さ約7.5ｍ・深さ約0.3ｍの溝が掘られており、墓を区画している。

　遺物は、２・３・４号墓からは出土していない。

墳 丘

　（図版 ３ ～ ５ 　写真図版 ５ ～ ７ ・ ９ ～ 10）

　２号墓は南半部が調査区外であった。確認調査及び北半部の調査結果から、尾根方向約6.5ｍ、東西

約6.0ｍ程度の規模の方形の墳丘だったと推定する。確認調査時には墓壙と思われる落ち込みを検出し

ているが、本発掘調査では明確な墓壙は検出できなかった。

　３号墓も状況は２号墓と同じで、確認調査時には墓壙と思われる落ち込みを検出しているが、本発掘

調査では明確な墓壙は検出できなかった。墳丘規模は、尾根方向約9.0ｍ、東西約6.5ｍ程度の規模の方

形の墳丘だったと推定する。

　４号墓では、北側（斜面下方）を区画する幅0.7ｍ～ 1.0ｍ、長さ約5.5ｍの溝を検出した。この溝は、尾

根中央部より東に欠けて等高線に沿って掘られている。埋葬施設は検出できていない。墳丘規模は、尾

根方向約13.0ｍ、東西約7.0ｍ程度の規模の方形の墳丘だったと推定する。

　５号墓では、墓壙を検出した。等高線に平行する方向に長軸を持ち、長さ1.6ｍ、幅約1.1ｍ、深さ約0.4ｍ

が残存していた。長軸方向については、確認トレンチ内で終わっているので、2.6ｍを超えることはない。

　５号墓の規模は、斜面下方が流出しているため尾根方向は不明であるが、尾根方向約7.0m、東西約

6.0m程度と思われる。

出土遺物

５号墓出土土器（ 1 ～ ７ 　／図版11　写真図版21）
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　５号墓からは細片化した土器が出土しているが、墓壙内供献されたものか、墳丘上に供献されたもの

かは不明である。 1 は直口壺である。頸部からやや外反気味に口縁部が立ち上がる。 ２ は単純な「く」

の字形の口縁をもつ甕である。頸胴部の境にはユビおさえが認められる。 ３ は複合口縁をもつ小型の甕

である。口縁部外面に擬凹線文は認められない。 ４ は器台の口縁部である。 ５ 、６ は脚台付の鉢である。

７ は鉢もしくは甕の底部であり、外面にタタキが残る。いずれの土器も弥生時代終末期のものである。

第 ２節　桂ヶ谷６号墓

墳 丘

　（図版 ６ 　写真図版 ５ ～ ７ ・11・12）

　尾根線上からやや東に振った、標高249ｍから250.5ｍにかけての斜面を削って平坦面を作りだしてい

る。山側は地山を削って幅約1.0ｍ、深さ約0.3ｍの溝が半円形状に掘られている。この平坦面の存在は

調査前より確認できた。平坦面の規模は、南北約 ７ ｍ、東西約 ８ ｍの円形をしており、その上に0.3ｍ

の盛土がなされている。

　山側の溝に沿って、墳丘内には石が散布している。残存する石の数から判断すると、墳丘上全体に葺か

れていたのではなく、墳丘裾近くを取り巻いていた石列と思われる。溝内から出土した石は溝底より浮い

た状況であり、元々墳丘裾に置かれていた石が、溝が埋まった段階で溝内に落ち込んだと推定される。

　６号墓の南東に続いて６号墓の幅とほぼ同規模の段状遺構を検出した。６号墓と同じく標高251ｍ付

近から地山を削りだしている。削り出された下端のラインが直線的であるため、方形の盛土がなされて

いたと思われる。調査時点ではすでに大半が流失していた。溝の長さ約8.5ｍ、幅約0.6ｍ～ 1.3ｍ、深さ

約0.1ｍである。６号墓に先行する墓が築かれていた可能性が大きい。

埋葬施設

　（図版 ６ 　写真図版12）

　埋葬施設は、墓壙を検出した。この墓壙は、平坦面の中央部よりやや北寄りに、等高線に直交するよ

うに地山を不整形な長方形に掘って作られている。規模は長さ約2.0ｍ、幅約1.4ｍ、深さ0.45ｍである。

埋土中に木棺などの痕跡は認められなかった。

出土遺物

６号墓出土土器（ ８ ～ 10　／図版11　写真図版21）

　周溝内より、弥生時代終末期の土器が出土している。 ８ は「く」の字形の口縁部をもつ甕である。 ９

は壺の底部、10はハケ仕上げの甕の底部である。

６号墓出土石製品（S1・S2　／図版12　写真図版22）

　６号墓の北東斜面を人力掘削した際に石包丁が１点出土している。粘板岩製の石包丁であり、紐孔付

近から折損する。

第 ３節　桂ヶ谷７号墓
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墳 丘

　（図版 ７ 　写真図版 ５ ～ ７ ・13・14）

　桂ヶ谷墳墓群の中で最も規模が大きい墳墓である。第 1 回分布調査時から、斜面を削って平坦面を作

り出したことが見てとれた。

　標高245ｍから248ｍの斜面を大きく削りだし、平坦面を作り出している。削った土は、前方に盛りだ

して平坦面を拡張したものと思われるが、調査時点では、盛土が流れており、特に斜面下方側（北側）

1 / ３ が大きく崩れていた。７号墓の墳裾から墳頂までの比高差は約4.0ｍである。

　平坦面の山側では、地山を削りだして「コ」の字形に溝を巡らしている。溝の幅は0.6ｍ～ 1.0ｍ、深

さは0.1ｍ～ 0.3ｍである。

　この溝及び等高線の状況から、墳丘は元々短辺を斜面方向に持つ、14.0ｍ×9.0ｍの長方形であったと

考えられる。

　この墳丘の北辺と西辺に列石が見られる。

　西辺の列石は、「コ」の字型の南西角から溝南辺と直角に延びている。ただし、溝の西側ラインとは

合わず、列石と溝の上端との間に空間があいている。そのため、西側列石は作り替えられた可能性があ

る。また西側の列石は水平ではなく、傾斜にあわせるように斜めに置かれている。北辺の石列は、斜面

の途中に横一列に並んで見つかっている。周囲には、この他に葺石あるいは石垣に使用されたと思われ

る石は見あたらない。これらの列石は墳丘の裾を区画するための石列であろうが、墳丘の時期より後に

作りかえられた可能性も残る。

　東辺では墳丘が流れてしまっており、石列の有無は不明である。

　なお、７号墓造成時の斜面の削平範囲が６号墓の墳丘想定ラインのよりも斜面上方にまで及んでいる

ため、７号墓は６号墓よりも後に作られたと判断した。

埋葬施設

　平坦面に ２ 基の埋葬施設がある。

（ １ ）SX01（図版 ８ 　写真図版15・16）

　墳頂部やや山よりに、尾根に平行して設けられている。墓壙は地山を削り込んで掘られており、規模

は長さ約3.6ｍ、幅約1.6ｍである。その中央に長さ3.3ｍ、底部幅0.4ｍ、深さ0.5ｍの主体部がある。

長軸の北端に0.45ｍ×0.55ｍの四角い石が、主体部内に落ち込むような状況で出土している。また、そ

の石より南側には、石や土器片が底から0.2ｍ～ 0.3ｍ浮いた状況で出土した。これらの浮いた石並びに

土器は、木棺の蓋の上に置かれていたものが、蓋板の腐朽とともに館内に落ち込んだものと思われる。

北端の四角い石及びそれから南に2.0ｍの地点にある卵形の石が印象的で、遺骸が納められていたのは

この範囲の可能性が高い。

　作られた位置からみて、この墳墓の中心埋葬であり、SX02より先に作られたのは明らかである。

（ ２ ）SX02（図版 ９ 　写真図版17・18）

　SX01の山側に位置し、南端が周溝にかかるように築かれた積石木棺墓である。検出時には、積石し

か見えず、石材がまわりから中心方向にへこむような状況であったため、中世墓の可能性も考慮して調

査を行った。
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　石材をすべて除去すると、底面の規模が長さ約1.9ｍ、幅0.7ｍ、深さ0.5ｍの長方形の掘方を検出し

た。底面隅はやや丸みを帯びるが、木棺が置かれていたと推定している。その周囲を六角形に石で囲ん

でいる。特に北辺の一辺に使用されている石材は一番大きく、北側から見られることを意識している。

規模は、北東側の長辺を第 1 面、それから時計回りに第 ２ 面、第 ３ 面とすると、長さは第 1 面約1.6ｍ、

第 ２ 面約1.3ｍ、第 ３ 面約0.8ｍ、第 ４ 面約1.7ｍ、第 ５ 面約1.1ｍ、第 ６ 面約1.0ｍであり、第 1 面と第 ４

面、第 ２ 面と第 ５ 面、第 ３ 面と第 ６ 面が平行になる。棺に落ち込んでいた石材は、本来棺の上を覆って

いたものである。

　なお、遺物は全く出土していないので、作られた時期は不明である。７号墓は、構築されて後も平坦

面は常に存在していたと思われるため、SX02の時期は７号墓の構築時期より大きく下る可能性がある。

出土遺物

７号墓出土土器（11 ～ 16　／図版11　写真図版21・22）

　いずれもSX01から、埋土内の礫に混じって底面から浮いた状態で出土している。元々は棺上に石と

ともに置かれていたものが、棺の腐朽とともに棺内に落ち込んだものであろう。

　７号墓の墓坑内から破砕供献された土器がまとまって出土している。11、12は細頸壺の口縁部であ

る。12は口縁部を大きく上に拡張し、その外面に擬凹線文を施す。13 ～ 16は器台の口縁部である。13は

口縁部を上に拡張し、外面に擬凹線文を施す。14は口縁部を垂下させ、外面に擬凹線文を施す。

７号墓出土鉄製品（M1　／図版12　写真図版22）

　７号墓の埋葬施設から出土した鉄鏃である。茎の先端部を欠く。長さ5.7㎝、幅2.2㎝、厚さ3㎜ほどの

小型のものであり、鉄板を加工した薄手の造りのものである。表面には木質が付着している。

小 結

　桂ヶ谷墳墓群は、尾根上に築かれた台状墓群である。遺物が出土していない墓もあるが、出土した土

器から判断すると、いずれもほぼ同時期の弥生時代終末期に築かれたと思われる。主体部は７号墓を除

いて 1 基である。調査した ６ 基と土器棺の築造の前後関係は不明であるが、遺構の残存状況から、６号

墓南東部段状遺構→６号墓→７号墓と推移したと推測している。

第 ４節　土器棺墓

土器棺墓（図版10　写真図版19）

　３号墓の東の斜面標高253.5ｍ付近で検出したもので、器高43.8㎝の複合口縁の壺の上に、上半分を欠

いた壺を蓋にして、斜めに据えられている。墓壙は約0.9ｍ×1.1ｍの方形をしている。検出時にすでに

上半は流失していた。副葬品はない。

土器棺墓出土土器（17・18　／図版12　写真図版21）

　３号墓の斜面上に設置されていた土器棺である。17の大型の壺が棺身となり、18の小型の壺が蓋とな

る。17の壺は複合口縁を持ち、外面にはタタキが残り、内面は横方向のハケで仕上げられる。頸部内面

のみ現状ではヘラミガキが認められる。18は広口壺の頸部より上を打ち欠いたものである。
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第 ５章　桂ヶ谷遺跡の調査

第 １節　桂ヶ谷遺跡Ａ地区

遺 構

（ １ ）概 要

　桂ヶ谷遺跡Ａ地区は、現状では桂ヶ谷遺跡を大きく ２ つに分けている谷の西側に位置している。南西

から北東方向に延びる東西約150ｍ、南北約36ｍの傾斜変換点および緩斜面地に広がっており、三釈迦

山北麓遺跡群の中でも広い緩斜面である。２ ヶ年にわたって本発掘調査を実施し、調査面積は3,618㎡で

ある。

　東側に位置する桂ヶ谷Ｅ地区・Ｆ地区とは、桂ヶ谷本谷で隔てられ、すぐ北側に位置する桂ヶ谷遺跡

Ｂ地区とは、本谷から派生した小さな谷で隔てられている。また北西側には、Ａ地区を見下ろすように

ずえが谷古墳群、桂ヶ谷遺跡Ｈ地区が立地している。

　調査の結果、傾斜変換点付近の標高約212ｍの付近から202ｍにかけての緩斜面で、竪穴住居跡（SH）

31棟、掘立柱建物（SB）７ 棟、尾根を横断する溝 ３ 条（SD01・SD13・SD31）や多くの土坑（SK）を確

認した。遺構は調査区全体に広がっている。

（ ２ ）竪穴住居跡

SH01（図版17　写真図版31・32）

検出状況　調査区南西部の南端に位置する。SH33と並んで、最も山際に位置している。

形 態・規模　平面形が長方形の住居である。規模は、長辺が7.4ｍ、短辺が6.3ｍであり、長辺が等高線

に沿うように作られている。検出面よりの深さは0.1ｍである。主柱穴は ４ 本である。長辺方向を主

軸とした場合、その方位はＮ40°Ｗである。

屋内施設　周壁溝、柱穴の他に、焼土面を確認した。

周 壁溝　周壁溝は、住居内の四周を巡っているが、南東短辺部中央では、約1.2ｍの範囲で切れている。

このため、この部分が入り口と考えられる。周壁溝の深さは、最も深い山側で約0.25ｍである。

柱 穴　主柱穴は ４ 本で、掘方は円形を基本とする。掘方は、直径0.2ｍ～ 0.6ｍ、床面からの深さ0.4ｍ～

0.5ｍである。柱間は、長辺方向4.2ｍ、短辺方向3.3ｍである。

焼 土面　入り口と繁体の周壁溝際で、0.6ｍ×0.4ｍ範囲での楕円形の焼土面を検出した。この部分では、

周壁溝が狭くなり不明瞭となっており、焼土はカマドの存在を示していると見なすことができる。住

居外では、焼土面は検出できていない。

出 土遺物　古墳時代後期の須恵器の杯蓋（19）、杯身（20 ～ 22）、甕（24）、土師器の鉢（23）、砥石

（S39）が出土している。

SH02（図版17　写真図版33・34）

検 出状況　調査区南東の斜面が緩くなった地点の、尾根の中央部よりやや北側向きの斜面地に位置す

る。

形 態・規模　平面形が円形の住居である。規模は直径3.05ｍ～3.2ｍのほぼ円形であり、検出面よりの深

さは0.2ｍである。主柱穴は ６ 本である。
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屋内施設　周壁溝、中央土坑、柱穴がある。

周 壁溝　南東部（斜面の高い方）の床面で、全周の約 １ / ４ にあたる周壁溝を確認した。幅は0.1ｍ～0.2

ｍ、床面からの深さは約0.1ｍである。南西部でも長さ0.5ｍ程度の落ち込みを認めた。周壁溝の一部

と思われる。

中 央土坑　住居のほぼ中央にいわゆる「Ⅰ○（イチマル）」土坑が床面中央に位置する。丸型（○型）

土坑は隅丸長方形様を呈し、0.9ｍ×0.65ｍ、床面からの深さは0.4ｍである。Ⅰ型土坑は細長い楕円形

を呈し、長軸を等高線に平行とする。長軸方向1.7ｍ、短軸方向0.5ｍ、床面からの深さは0.15ｍであ

る。埋土には炭を多く含んでいた。

柱 穴　床面から20基の柱穴を検出したが、SH02に伴うものは ６ 基である。掘方は円形を基本とし、径

0.15ｍ～ 0.3ｍ、床面からの深さ0.45ｍ～ 0.7ｍである。柱間は1.9ｍ～ 2.75ｍである。

溝 　住居の山側外面に長さ約5.4ｍ、幅0.25ｍ～ 0.4ｍ、深さ約0.1ｍの １ 条の溝を検出した。住居の外壁

とは曲がり方を異にするが、付近に他の住居とみられる柱穴がなく、住居の存在の可能性も薄いこと

から、この溝はSH02に伴う排水溝の可能性が大きい。

出 土遺物　土器では、弥生時代中期の壺（26・27）、甕（28・30・31）、高杯（32 ～ 35）、土師器の甕

（29）、石製品では石錐（S14）のほかに楔形石器（S17）などが出土している。

SH03（図版18　写真図版35・36）

検 出状況　SH02と同じ等高線上で、SH02の東側に接するように位置する。埋土より焼土及び炭化材が

出土した。炭化材は、壁から住居中央に向かって炭化した垂木が出土している。消失住居である。

形 態・規模　平面形がほぼ正方形の住居である。規模は、一辺が約6.5ｍであり、検出面よりの深さは

0.55ｍである。主柱穴は ４ 本である。屋内溝の方向を主軸とした場合、その方位はＮ10°Ｗである。

屋内施設　周壁溝・中央土坑、住居内土坑、柱穴、溝がある。

周壁溝　周囲を幅約0.2ｍ、深さ約0.1ｍの溝が巡る。

中 央土坑　住居のほぼ中央に東西約1.0ｍ、南北約0.9ｍの楕円形を呈する。床面からの深さは最深部で

0.45ｍである。この中央土坑より幅0.25ｍ、深さ0.1ｍの溝が北方向へ伸びている。この溝は北壁まで

は達していないが、後述する住居内土坑から延びる溝と周壁溝の交点付近方向へ延びている。北壁は

床面が削平されている可能性もあり、住居内土坑から延びる溝に先行する排水溝であることが考えら

れる。

住 居内土坑　南壁下中央に位置する。平面形が長方形を呈する土坑で、 ２ 段に掘られている。規模は、

上段が長辺約0.9ｍ、短辺約0.8ｍ、下段は一辺約0.5ｍの正方形である。埋土の状況から、南壁の周壁

溝が埋まった後に掘られたことが分かる。この土坑からは、北側の屋外に向かって一直線に溝が続い

ている。溝の規模は、幅約0.25ｍ、深さ約0.1ｍである。

柱 穴　主柱穴 ４ 本の掘方は円形で、径0.25ｍ～ 0.3ｍ、床面からの深さ0.35ｍ～ 0.4ｍ、柱間は3.4ｍ～ 4.0

ｍである。

出 土遺物　土器は、弥生時代終末期の壺（36）、甕（37 ～ 44・46・49）、鉢（45・47・50）高杯（51）、

器台（52 ～ 54）が出土している。このうち甕（39）は中央土坑より、壺（36）甕（40・43）は住居

内土坑よりの出土である。また、石製品は砥石（S40）が出土している。

SH04（図版19　写真図版37・38）

検出状況　調査区中央の北半に位置する。
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形 態・規模　平面形が円形の住居である。規模は直径約9.4ｍ～ 9.8ｍのほぼ円形であり、検出面よりの

深さは0.65ｍである。主柱穴は ６ 本である。

屋内施設　周壁溝・中央土坑、柱穴、溝がある。

周 壁溝　住居内を壁に沿って幅約0.2ｍ・深さ約0.1ｍの溝が巡る。北東部の主柱穴p01付近では、約2.6

ｍの範囲で溝が切れている。

中 央土坑　住居のほぼ中央に大きな不正形の土坑が一つ、その中に丸みを帯びた土坑が ３ 基ある。床面

からの深さは、0.45ｍ～ 0.65ｍであり、大きな不正形の土坑の底面が一番深い。いずれの土坑も住居

の中央を意識しており、何度も中央土坑が作り替えられている。

柱 穴　主柱穴 ６ 本の掘方は円形で、径約0.25ｍ～ 0.3ｍ、床面からの深さ0.4ｍ～ 0.5ｍである。柱間は約

3.2ｍ～ 4.0ｍであり、p02－p03間がやや長いが、ほぼ正六角形を呈している。

溝 　床面の北半部で、周壁溝状の溝を検出した。SH04と同じくp01付近で切れている。SH04とは別の住

居と考えると、一辺6.6ｍ程度の円形～隅丸方形の住居を推定できる。この住居に伴う柱穴はない

が、SH04に先行する住居の可能性がある。

出 土遺物　土器は、弥生時代後期の壺（55）、甕（56・57）、鉢（60他）、高杯（65・66・68）、器台

（67）等が出土している。

SH05（図版20　写真図版39）

検出状況　調査区南西部南寄りの、尾根の中央部に位置する。SB05と重なっている。

形 態・規模　平面形が長方形の住居である。規模は、長辺が約6.7ｍ、短辺が約5.8ｍであり、長辺が等

高線に沿うように作られているのはSH01と同じである。検出面よりの深さは約0.25ｍである。主柱穴

は ４ 本である。長辺方向を主軸とした場合、その方位はＮ30°Ｗである。

屋内施設　周壁溝・屋内より屋外へ続く溝・柱穴がある。

周 壁溝　屋内は北東壁の半分と南角部を除いて幅約0.3ｍ、深さ約0.05ｍの溝が巡る。東北壁側は、斜面

下方であり、周壁溝がない部分は入り口の可能性がある。

屋 内より屋外へ続く溝　主柱穴p01付近から南隅に向かって、住居内を対角に区切る幅宅0.25ｍ～ 0.5

ｍ、深さ約0.1ｍの １ 条の溝が掘られており、住居の南隅部分で周壁溝と重なる。さらに、南西壁を

延長したラインと平行して谷まで延びる。SH01でも周壁溝に接続して屋外へ延びる溝を一部確認し

ており、住居に伴う排水溝と考える。

柱 穴　柱穴は ４ 基で、掘方は円形を基本とする。掘方は、径0.4ｍ～0.5ｍ、床面からの深さ0.1ｍ～0.2ｍ

である。柱間は、長辺方向3.2ｍ～ 3.5ｍ、短辺方向3.1 ～ 3.5ｍである。

出土遺物　須恵器の杯蓋（69・70）、杯身（71）、短頸壺（72）、弥生土器の甕（73）が出土している。

SH06（図版21・22　写真図版41・42）

検出状況　調査区中央の南半の、尾根の中央部に位置する。

形 態・規模　平面形が円形の大中小 ３ 棟の住居を確認できる。最も小さいSH06－ １ の規模は、直径約

6.0ｍ、中間規模のSH06－ ２ は直径約10.0ｍ、最も大きいSH06－ ３ は直径約16.0ｍである。SH06－ １ は

SH06－ ２ の床面で検出した段差で確認できるのみである。主柱穴は不明である。SH06－ ２ は検出面

よりの深さは0.15ｍで、主柱穴は ６ 本以上となる可能性がある。SH06－ ３ は周壁溝がわずかに残るの

みで、主柱穴ははっきりしない。

それぞれの関係は、SH06－ １ が先行し、その後SH06－ ２ が作られたと考えられる。SH06－ ３ は
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SH06－ ２ と中心がほぼ同じであることから、SH06－ ２ を拡張した住居と考えられる。

屋 内施設　SH06－ １ はSH06－ ２ の床面にわずかに残る段差と中央土坑 １ 、SH06－ ２ は周壁溝、中央土

坑、中央土坑 ２ 、溝、柱穴、SH06－ ３ は周壁溝がある。またSH06－ ２ の床面西端で焼土を確認した。

周 壁溝　SH06－ ２ では南から西にかけての斜面上方の １ / ４ に、幅約0.25ｍ、深さ0.04ｍの溝が巡る。

SH06－ ３ では南から西にかけての斜面上方に幅約0.5ｍ、深さ0.25ｍ～0.55ｍの周壁溝が残存する。全

周の約 １ / ４ にあたるが、その他の部分については当時の生活面は失われている。

中 央土坑　SH06－ １ の中央土坑 １ とSH06－ ２ の中央土坑 ２ がある。中央土坑 １ はSH06－ １ の住居のほ

ぼ中央に位置し、直径約0.5ｍの円形を呈する。床面からの深さは最深部で0.5ｍである。中央土坑 ２

もSH06－ ２ もほぼ中央に位置し、0.35ｍ×0.5ｍの楕円形を呈する。床面からの深さは最深部で0.4ｍで

ある。中央土坑 １ ・ ２ とも埋土には炭が混じる。

溝 　中央土坑 ２ の東側に同規模の土坑があり、そこから南東方向へ幅0.2ｍ～ 0.45ｍ、深さ約0.4ｍの溝

が東の調査区外へ延びる。この溝は排水溝であり、SH06－ ２ または－ ３ に伴うものである。

焼 土　SH06－ ２ の床面西端で焼土を確認した。規模は約0.4ｍ×1.0ｍである。また、ＳＨ０６－ ３ の周壁溝

の北東端でも焼土を検出した。

柱穴　全部で20基ほど確認したが、どの柱穴がどの住居に伴うかははっきりとはわからない。

出 土遺物　弥生時代後期の甕（75・76）、鉢（78・80）、高杯（81・82）が出土している。壺（74）は柱

穴内からの出土である。

SH07（図版20　写真図版40）

検出状況　調査区西半の中央に位置する。

形 態・規模　平面形が長方形の住居である。規模は、長辺が約4.1ｍ、短辺が約3.4ｍであり、短辺が等

高線に沿うように作られている。検出面よりの深さは0.15ｍ～ 0.45ｍである。主柱穴は ４ 本である。

長辺方向を主軸とした場合、その方位はN47°Wである。

屋内施設　周壁溝・焼土がある。

周壁溝　南西壁と南東壁南半に、幅約0.25ｍ、深さ約0.1ｍの周壁溝がある。

焼 土　北東壁中央部付近の床面に焼土がある。その位置から、炉またはカマドの存在は推測できる。ま

た、焼土の位置および反対側の周壁溝が切れていることから、南東部に入り口があったと推測でき

る。

柱穴　主柱穴は住居の ４ 隅に位置する。掘方は径0.3ｍ～ 0.6ｍ、床面からの深さ0.05ｍ～ 0.1ｍである。

出土遺物　須恵器の杯蓋（83）と弥生時代の甕（84）が出土している。

SH08（図版23　写真図版43・44）

検出状況　調査区の西端で、山と緩斜面の傾斜変換点付近に位置し、SH09と一部が重なっている。

形 態・規模　平面形が円形の住居である。規模は直径約8.4ｍであり、検出面よりの深さは最深部で0.5

ｍである。主柱穴は ６ 本である。住居の南南東～北にかけての １ / ３ は、SH０９に切られていることと

斜面下方にあたることにより、床面は残存していない。

屋内施設　周壁溝・中央土坑・柱穴がある。

周 壁溝　周囲を約0.4ｍ、深さ約0.1ｍの溝がめぐる。全体の １ / ３ は失われているが、p01北側の溝も周

壁溝の一部と考えられるため、元々は住居内全周を巡っていたものと推測できる。検出した部分の南

東端で、屋外へ延びる排水溝に接続していた。
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中 央土坑　住居のほぼ中央に東西約1.2ｍ、南北約0.45ｍの楕円形を呈する。床面からの深さは最深部で

0.55ｍである。北に向かって延びる溝が接続する。

柱 穴　中央土坑を中心として、p10を共有する ２ つの柱穴のグループ、p10－p01－p03－p05－p07－p09

とp10－p11－p12－p04－p06－p08を検出した。前者のグループの柱間は約2.7ｍ～ 4.2ｍで、掘方は径

0.3ｍ～ 0.4ｍ、床面からの深さ0.1ｍ～ 0.8ｍである。同様に後者のグループでは、柱間は約2.0ｍ～ 3.6

ｍ、掘方は径0.25ｍ～ 0.4ｍ、床面からの深さ0.1ｍ～ 0.5ｍである。前者が正六角形に近いのと比べる

と、柱間や並びにばらつきが見られる。

p04とp05、p06とp07、p08とp09はそれぞれ対応しており、住居を拡張する際にp10だけ触らなかっ

たものと推測する。

出土遺物　弥生時代中期の壺（85）、甕（88）が出土している。壺（85）はp05からの出土である。

SH09（図版24　写真図版43）

検出状況　SH08の斜面下方に位置し、SH08と重なっており、SD13に切られている。

形 態・規模　平面形が円形の住居である。南西部は別の遺構と重なっており、残存していない。規模は

直径約4.3ｍのほぼ円形であり、検出面よりの深さは約0.2ｍである。柱穴は壁面付近に集中しており、

主柱穴 ６ 本以上の多角形になると推測する。

屋内施設　中央土坑、柱穴がある。

中央土坑　住居のほぼ中央に0.5ｍ×0.8ｍの三角形を呈する。床面からの深さは最深部で0.5ｍである。

柱 穴　柱穴は ６ 基以上を想定するが、そのうちの ４ 基を確認した。掘方は円形を基本とする。径約0.2

ｍ～ 0.25ｍ、床面からの深さ0.1ｍ～ 0.35ｍである。

出 土遺物　弥生時代中期～後期の無頸壺（89）、鉢（92）、高杯脚（93）が出土している。また、石製品

としては、石鏃（Ｓ３）と剝片（Ｓ２７）が出土している。

SH10（図版24　写真図版46）

検 出状況　調査区中央に位置し、 ２ 年度にわたって調査した。SH17と接しており、SH15と切り合って

いる。

形 態・規模　平面形は円形と思われるが、わずかに壁を示す段を全周の １ / ２ 確認したのみである。中

央土坑を中心とすれば、直径は約4.2ｍとなる。中央土坑を挟んで ２ 基の柱穴があり、これが主柱穴

の可能性がある。

屋内施設　中央土坑、柱穴がある。

中 央土坑　住居のほぼ中央に位置する中央土坑は、いわゆる「Ⅰ○（イチマル）」土坑である。土坑○

は楕円形を呈し、0.5ｍ×1.2ｍ、床面からの深さは約0.1ｍである。土坑 I は細長い楕円形を呈し、長

軸を等高線に平行とする。長軸方向約1.85ｍ、短軸方向約0.5ｍ、床面からの深さは0.15ｍである。

柱 穴　主柱穴と推定する ２ 本の柱穴は、直径約0.4ｍで、床面からの深さは0.16ｍ、0.75ｍと大きく異

なっている。その他、南西の壁際で径約0.3ｍの柱穴 ４ 基が並ぶ。

出土遺物　弥生土器の中期の壺（96）、甕（94）、高杯（95）が出土している。

SH11（図版25　写真図版45・46）

検出状況　調査区SH02の山側に、SD13を挟んで位置する。

形 態・規模　平面形が長方形の住居である。規模は、長辺が約2.5ｍ、短辺が約2.0ｍで、検出面からの

深さは約0.3ｍである。主柱穴は検出できなかった。長辺方向を主軸とした場合、その方位はN68°E
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である。

屋内施設　周壁溝がある。

周壁溝　住居内の四辺を巡る。幅は約0.2ｍ、検出面よりの深さは約0.1ｍである。

出土遺物　遺物は出土していない。

SH12（図版25　写真図版46）

検 出状況　調査区の南西部で、SH01とSH33の間に位置する。Ａ地区では最も山寄りに位置する１つで

ある。調査時は、溝（SD）として調査をした。

形 態・規模　両端が「コ」の字状に曲がる直線状の溝であることから、平面形が方形の住居を推定す

る。規模は、約3.7ｍの一辺がわかるだけである。

屋内施設　周壁溝の一部がある。

周 壁溝　南西壁側の周壁溝を確認した。幅約0.6ｍ、床面からの深さは約0.05ｍである。壁面の高さは

0.27㎝が残存している。

出土遺物　土師器の鉢（97）が出土している。

SH13（図版26　写真図版45）

検出状況　調査区中央南よりに位置し、SH06と切り合い関係にある。

形 態・規模　平面形がほぼ正方形の住居である。規模は、一辺が約3.0ｍ～ 3.4ｍであり、検出面よりの

深さは約0.2ｍである。主柱穴は ４ 本と思われるが、そのうち ３ 基を確認した。南西壁を主軸方向と

した場合、その方位はN54°Wである。

屋内施設　周壁溝・焼土・柱穴がある。

周壁溝　住居の側の １ / ２ に周壁溝を確認した。幅は0.2ｍ、深さ0.05ｍである。

焼土　山側の ２ 本の主柱穴の間で、屋内炉の可能性がある焼土を確認した。

柱 穴　確認した ３ 本の主柱穴は径約0.3ｍで、床面からの深さは約0.15ｍである。柱間は、斜面に平行す

る方向は約2.0ｍ、その直角方向は約1.4ｍである。

出土遺物　弥生時代中期の壺（99）と甕（98・100）が出土している。

SH14（図版26　写真図版45・46）

検 出状況　調査区中央西よりに位置する。住居の北東部分は調査区外となり、谷により削られている

が、精査したところ、かろうじて東北壁のラインを確認できた。

形 態・規模　平面形が長方形の住居である。規模は、長辺が約5.3ｍ、短辺が約4.7ｍで、検出面よりの

深さは約0.3ｍである。主柱穴は ４ 本である。長辺方向を主軸とした場合、その方位はN55°Eである。

屋内施設　周壁溝・中央土坑、柱穴がある。

周壁溝　 ３ 辺で周壁溝を確認した。幅は約0.15ｍ、深さ約0.05ｍと非常に浅いものである。

中 央土坑　住居のほぼ中央に位置し、楕円形を呈する。規模は約0.6ｍ×0.85ｍ、床面からの深さは約

0.2ｍである。

柱 穴　掘方は円形を基本とする。掘方は、径0.25ｍ～0.35ｍ、床面からの深さ約0.2ｍ～0.8ｍである。柱

間は、長辺方向約3.5ｍ、短辺方向約2.15ｍである。

出土遺物　弥生時代の高杯脚（101）、柱穴より打製石包丁（S16）が出土している。

SH15（図版27　写真図版65）

検出状況　調査区中央南よりに位置し、SH10と切り合い関係にある。
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形 態・規模　平面形が円形の住居である。弧状の段とその中心部の土坑に存在により、円形住居を想定

した。規模は直径約3.8ｍのほぼ円形であり、段の深さは0.15ｍである。主柱穴は不明である。

屋内施設　周壁溝・中央土坑がある。

周壁溝　ごく一部で周壁溝を確認した。床面からの深さは約0.10ｍである。

中 央土坑　住居のほぼ中央に、約0.7ｍ×1.4ｍの楕円形を呈する。床面からの深さは最深部で0.8ｍであ

る。埋土には炭・焼土塊を含んでいる。

柱穴　住居に伴う柱穴は確認できなかった。

出 土遺物　弥生時代中期の壺（102～104・107～109）、甕（105・106・110）、高杯（111・112）が出土

している。また、４ 点の石製品が（S4・S5・S24・S42）出土しているが、石鏃 ２ 点（S4・S5）は遺構

検出時のものである。砥石（S42）は床面から出土した。

SH16（図版27　写真図版47・48）

検出状況　調査区中央に位置し、SH17と切り合い関係にある。

形 態・規模　平面形やや丸みを帯びた長方形を呈する。床面の多くがSH17により削られているが、南

東、南西の隅が残存しているため、ある程度全体の規模を推定できる。規模は、各辺中央部で測る

と、長軸方向が約8.2ｍ、短軸方向が約7.2ｍである。検出面よりの深さは0.35ｍである。長辺方向を

主軸とした場合、その方位はN8°Eである。

屋内施設　確認できなかった。

出土遺物　遺物は出土していない。

SH17（図版28　写真図版47・48）

検出状況　調査区中央に位置する。SH10と接しており、SH16とは切り合い関係にある。

形 態・規模　平面形が円形の住居である。規模は直径7.8ｍ～ 8.6ｍのほぼ円形であり、検出面よりの深

さは約0.5ｍである。主柱穴は ５ 本である。

屋内施設　周壁溝・中央土坑・溝・柱穴がある。

周 壁溝　住居の南東から北東にかけての １ / ４ 周に最も内側の周壁溝ａがある。幅約0.25ｍ、深さ0.07ｍ

である。その外には、東のわずかな部分を除いてほぼ全周を巡る周壁溝ｂがある。幅約0.2ｍ、深さ

約0.05ｍである。更に北東部では、この溝の外に、幅約0.2ｍ、深さ約0.1ｍの溝ｃが １ / ４ 周巡る。こ

れら ３ 条の周壁溝は、溝ａの中央と溝ｂの欠けている部分が一致すること、溝ｂと溝ｃが最も斜面下

方にあたる部分でくっつくことから、 ３ 条の溝は同時に存在したと推定する。

中 央土坑　住居のほぼ中央に円形を基本とした中央土坑が掘られている。その上部は広く浅い不整形に

広がっている。東西約1.6ｍ、南北約1.4ｍで、床面からの深さは最深部で1.1ｍである。

溝 　中央土坑より北側の周壁溝に向かって、幅約0.25ｍ深さ約0.1ｍの １ 条の溝が延びる。溝の延びる南

北方向は、傾斜と一致しており、排水溝と考える。

柱 穴　柱穴は ５ 基で、正五角形に並ぶ。掘方は円形を基本とし、径0.25ｍ～ 0.4ｍ、床面からの深さ0.4

ｍ～ 0.65ｍである。柱間は3.0ｍ～ 3.4ｍである。p０３、p０５が柱間中央に位置しているが意味は不明で

ある。

出 土遺物　多くの弥生土器（113 ～ 140）が埋土より出土している。壺（113 ～ 119・132）、甕（120 ～

127）、鉢（134）、高杯（137 ～ 139）、器台（140）、ミニチュア土器（135・136）、底部の破片（128 ～

133）である。壺（117）、甕（120・121・125）、器台（140）は一部の破片が床面直上から、また底部

BKZ_H_11syo_P0035-0106.indd   41 13.3.16   11:10:10 AM



― 42 ―

桂
ヶ
谷
遺
跡

A
地
区

（128）は中央土坑、（130）はp01からの出土である。石製品は ４ 点（S6・S28・S41・S51）出土して

おり、石鏃（S6）、砥石（S41）がある。またS28はナイフ形石器と思われる。

SH18（図版29　写真図版49・50）

検 出状況　調査区の中央部、南寄りに位置し、北にSH20・SH21、南西にSH15が近接している。上方部

は削平を受けていたが、北西壁の中央付近で造り付けのカマドが検出された。

形 態・規模　平面形は方形を呈し、長辺5.3ｍ、短辺4.8ｍを測る（床面積約25㎡）。北西から南東方向を

主軸として、壁面の立ち上がりは最も高いところで0.22ｍが遺存していた。

屋内施設　周壁溝およびカマドが検出された。

周 壁溝　南西壁の中央西側から南角部までの約3.6ｍの範囲で検出され、幅約0.2ｍ、深さ約0.2ｍを測

る。

カ マド　上方部は削平されていたが、袖部の左右両側がほぼ残存する状態で検出された。現存する規模

は、幅0.64ｍ、奥行き1.10ｍ、高さ0.14ｍを測り、にぶい黄褐色の盛土によって構築されている。焚

口部から煙道部へは比較的急な角度で立ち上がり、屋外にはわずか約0.1ｍが突出している。カマド

内は、焼土粒が含まれる ４ 層の堆積が観察され、床面から袖部、煙道部に至る広い範囲で焼土層が検

出された。支脚は確認されなかったが、比較的多くの破損した土器が残された状態であった。

出 土遺物　古墳時代後期の須恵器（141 ～ 143）と土師器（144 ～ 147）が出土している。このうち、須

恵器の杯蓋（141）、杯身（142）、土師器の甕（144）はカマド内から、近接した地点からは、須恵器

の杯身（143）、土師器の壺（147）が出土している。

SH19（図版30　写真図版53）

検 出状況　調査区の中央部、北端に位置し、南にSH１７、東にSH２２・SB０８などが近接している。三釈迦

山北麓の遺跡でよくみられる尾根の平坦地の落ち際が崩落したことによって、住居北側の約半部は欠

損し、上方部は削平されている。

形 態・規模　残存していた南半部の形状から、平面形は直径6.2ｍを測る円形を呈していたと考えられ

る（床面積約30㎡）。壁面の立ち上がりは最も高いところで0.34ｍが遺存していた。

屋内施設　Ⅰ○（イチマル）型と呼ばれる中央土坑および10基の柱穴が検出された。

中 央土坑　住居のほぼ中央で、Ⅰ○型土坑が検出され、長楕円形の土坑（Ⅰ型土坑）は、円形の土坑

（○型土坑）の西側に位置し、長辺約1.1ｍ、短辺約0.3ｍを測る。深さは0.05ｍと非常に浅い掘り込み

であるが、堆積土中には多くの炭が含まれている。また、長辺約0.6ｍ、短辺約0.4ｍを測る楕円形の

土坑を切り込んだ円形の土坑は、直径約0.7ｍを測り、３ 層の堆積が観察された土坑内の上層では小礫

とともに多くの炭が含まれ、0.50ｍの深さに掘り込まれている。

柱 穴　10基の柱穴が検出され、このうち、主柱穴と考えられる柱の並びは、p01・p02・p03とp08・

p10・p04の ２ 通りが想定される。前者は、直径0.2ｍ～ 0.7ｍ、深さ0.3ｍ～ 0.6ｍを測り、柱間は2.1ｍ

～ 2.2ｍ（平均2.15ｍ）である。後者は、直径0.2ｍ～ 0.4ｍ、深さ0.3ｍ～ 0.6ｍを測り、柱間は2.7ｍ～

2.8ｍ（平均2.75ｍ）を測る。掘方は円形あるいは楕円形である。柱痕は検出されなかった。

出土遺物　弥生時代中期の壺（149・152）、高杯脚（153）の他、砥石（S44）が １ 点出土している。

SH20（図版31　写真図版51・52）

検 出状況　調査区のほぼ中央部に位置し、住居の北過半部は、重複するSH21に切られている。上方部

は削平を受けており、南側の限られた範囲が残存するのみであったが、周壁溝および柱穴が検出され
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た。

形 態・規模　残存していた南側の形状から、平面形は直径約7.8ｍを測る円形を呈していたと考えられ

る（床面積約48㎡）。壁面の立ち上がりは最も高いところで0.30ｍが遺存していた。

屋内施設　周壁溝および ９ 基の柱穴が検出された。

周 壁溝　南西から壁面の形状に沿って東側まで約10.2ｍの範囲で検出されたが、SH21に切られている。

幅0.2ｍ～ 0.4ｍ、深さ約0.1ｍを測る。

柱 穴　 ９ 基の柱穴が検出され、いずれも掘方は円形である。直径0.2ｍ～ 0.5ｍ、深さ0.4ｍ～ 0.6ｍを測

り、柱痕は検出されなかった。住居の大半が削平されていたこともあり、柱穴の多くも削平されてい

るものと考えられる。

出土遺物　遺物は出土しなかった。

SH21（図版31　写真図版51・52）

検 出状況　調査区のほぼ中央部に位置し、北にSH２２が隣接している。住居の南は、ほぼ重なりあう

SH20を切っており、住居内西寄りでは、埋没後にSB08の ５ 基の柱穴が掘り込まれている。上方部は

削平を受けていたが、 ２ 棟の切り合い関係は、黄褐色土の地山面に暗褐色土あるいは黄褐色土が堆積

（SH20）し、黒褐色土が切り込んでいた（SH21）ため、遺構の検出は比較的容易であった。

形 態・規模　平面形は円形を呈し、直径7.4ｍを測る（床面積約45㎡）。壁面の立ち上がりは最も高いと

ころで0.42ｍが遺存していた。

屋内施設　周壁溝および中央土坑、柱穴が検出された。

周 壁溝　住居の壁面に沿って全周するとともに、南西から南側および、東側までの約 ８ ｍの範囲でも逆

「Ｌ」字状に検出され、両者の切り合い関係によって、拡張による建て替えが行われたことが確認さ

れる。当初の住居跡は、直径6.8ｍを測るほぼ円形を呈しており（床面積約40㎡）、新旧いずれの周壁

溝も幅0.2ｍ～ 0.3ｍ、深さ約0.1ｍを測る。

中 央土坑　住居のほぼ中央で、直径約1.2ｍを測る円形の土坑が検出された。南西の一部が、SB08のp16

に切られているが、上層および下層で焼土粒を多く含み、縁辺部では炭が検出されている。

柱 穴　柱穴は15基が検出され、このうち、西側の柱穴は確認されなかったが、方形状に ３ 本の主柱穴が

南北（p11・p03）および東側（p07）で検出された。掘方はいずれも円形であり、直径0.3ｍ～ 0.5ｍ、

深さ約0.5ｍを測る。柱痕は検出されなかった。

出 土遺物　弥生時代中期の壺（154・155）、甕（156・159）、高杯（160 ～ 163）の他、土師器の壺

（158）、甕（157）が出土している。また、剥片 ２ 点（S23・S25）が出土しており、S23は周壁溝から

の出土である。

SH22（図版30　写真図版54）

検 出状況　調査区のほぼ中央部、北端に位置し、南にSH21が隣接している。上方部は削平を受けてい

たが、周壁溝や中央土坑、柱穴が検出された。

形 態・規模　平面形は円形を呈し、直径5.9ｍを測る（床面積約28㎡）。壁面の立ち上がりは最も高いと

ころで0.24ｍが遺存していた。また、住居東側の範囲で当初の住居跡が検出され、一部縮小による建

て替えが行われたことが確認される。縮小は、北側から北東部、東側を経て、南東部に至る範囲で行

われており、当初の住居跡は、長辺6.5ｍ、短辺5.7ｍを測る楕円形（床面積約30㎡）であったと考え

られる。
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屋内施設　周壁溝およびⅠ○（イチマル）型と呼ばれる中央土坑、12基の柱穴が検出された。

周 壁溝　縮小住居の壁面に沿って、北西部の約0.4ｍの範囲で途切れているがほぼ全周するように検出

された。幅0.2ｍ～ 0.3ｍ、深さ約0.1ｍを測る。

中 央土坑　住居のほぼ中央で、Ⅰ○型土坑が検出され、長楕円形の土坑（Ⅰ型土坑）は、円形の土坑

（○型土坑）の南側に位置し、長辺1.3ｍ、短辺0.3ｍを測る。深さは0.05ｍと非常に浅い掘り込みであ

るが、堆積土中には多くの炭が含まれている。また、直径約0.8ｍを測る円形の土坑は、５ 層の堆積が

観察され、多くの炭とともに上層では一部焼土も含まれ、0.55ｍの深さに掘り込まれている。

柱 穴　柱穴は12基が検出され、このうち、東側の柱穴は確認されなかったが、六角形状に ５ 本の主柱穴

（p03・p04・p08 ～ p10）が確認された。掘方はいずれも円形であり、直径0.2ｍ～ 0.4ｍ、深さ0.3ｍ～

0.5ｍを測り、柱間は1.7ｍ～ 2.7ｍ（平均2.15ｍ）である。柱痕は検出されなかった。また、中央土坑

の円形土坑を中心に、ほぼ均等な東西両側の位置から ２ 基の柱穴（p０１・p０２）が検出されている。い

ずれも直径約0.4ｍ、深さ約0.4ｍを測る。

出 土遺物　弥生時代中期の壺（165・166）、甕（164）の他、太型蛤刃石斧片（S36）と剥片（S29）が

出土している。

SH23（図版32　写真図版56・57）

検 出状況　調査区の東部に位置し、西にSH21、北にSH25が近接している。住居の北過半部では埋没後

にSH24が築造され、西側でもSB09の ６ 基の柱穴が掘り込まれている。また、上方部は著しく削平さ

れていたが、南東部から南西部の壁面および、周壁溝、中央土坑などが検出された。

形 態・規模　残存していた南側の形状から、平面形は直径約10.2ｍを測る円形を呈していたと考えられ

る（床面積約80㎡）。壁面の立ち上がりは最も高いところで0.16ｍが遺存していた。

屋内施設　周壁溝および中央土坑、 ６ 基の柱穴が検出された。

周 壁溝　残存する南東部から南西部の壁面に沿った約18.4ｍの範囲で検出され、幅0.2ｍ～ 0.3ｍ、深さ

約0.1ｍを測る。

中 央土坑　住居のほぼ中央で、直径約1.4ｍを測る円形の土坑が検出された。後述するSH24の南側の主

柱穴（p04）と重なる位置にあり、約0.9ｍの深さに掘り込まれており、下層では多くの炭を含んでい

るが、上層は切り込まれた柱穴の堆積土と考えられる。

柱 穴　 ６ 基の柱穴が検出され、掘方は円形である。直径0.3ｍ～ 0.6ｍを測るが、いずれも比較的浅い掘

り込みであり、南側および南西側では確認されていないこととあわせ、主柱穴とは考えにくいもので

ある。柱痕は検出されなかった。

出 土遺物　弥生時代後期の壺（167）、甕（168～170）、高杯（172～174）、器台（175）の他、周壁溝内

より砥石（S43・S45）が、ベッド状遺構の下層から石核（S22）が出土した。

SH24（図版33　写真図版55・56）

検 出状況　調査区の東部に位置し、北にSH25、北東にSH26などの住居跡が密集して検出されている。

住居全体がSH23の北過半部を切っており、上方部は著しく削平されていたが、 ２ 棟の切り合い関係

は、黄褐色土の地山面ににぶい黄褐色土が堆積（SH23）し、黒褐色土が切り込んでいた（SH24）た

め、遺構の検出は容易であった。

形 態・規模　平面形は方形を呈し、長辺6.7ｍ、短辺6.3ｍを測る（床面積約42㎡）。壁面の立ち上がりは

最も高いところで0.18ｍが遺存していた。

BKZ_H_11syo_P0035-0106.indd   44 13.3.16   11:10:10 AM



― 45 ―

桂
ヶ
谷
遺
跡

A
地
区

屋内施設　周壁溝あるいは中央土坑は確認されず、 ４ 本の主柱穴が検出された。

柱 穴　南側の主柱穴はSH23の中央土坑と重なっているが、方形状に ４ 本の主柱穴が検出された。いず

れも掘方は円形であり、直径0.4ｍ～ 0.5ｍ、深さ約0.4ｍを測る。柱痕は検出されなかった。

出 土遺物　古墳時代後期の杯身（176）、高杯（177）の他、土師器の甕（178・179他）、壺（180）、甑

（182）が出土している。また中央土坑より石鏃（S7）が出土した。

SH25（図版33　写真図版58）

検 出状況　調査区の東部に位置し、南にSH24、東にSH26、北にSH28が隣接している。尾根の落ち際の

崩落によって、住居の北側から西側の約 １ / ４ は欠損し、その他の範囲の上方部は削平されていたが、

中央土坑や周壁溝、柱穴が検出された。

形 態・規模　平面形は直径5.9ｍを測る円形を呈していたと考えられる（床面積約28㎡）。壁面の立ち上

がりは最も高いところで0.34ｍが遺存していた。

屋内施設　周壁溝および中央土坑、 ６ 基の柱穴が検出された。

周壁溝　残存する壁面に沿った約9.3ｍの範囲で検出され、幅0.15ｍ～ 0.35ｍ、深さ約0.1ｍを測る。

中 央土坑　住居のほぼ中央で、長径1.0ｍ、短径0.8ｍを測る楕円形状の土坑が検出された。２ 層の堆積が

観察されたが、炭あるいは焼土粒などは含まれていないが、0.65ｍの深さに掘り込まれている。

柱 穴　柱穴は ６ 基が検出され、このうち、西側の柱穴は確認されなかったが、方形状に ３ 本の主柱穴が

南北（p06・p03）および東側（p05）で検出された。掘方はいずれも円形であり、直径0.2ｍ～ 0.4ｍ、

深さ約0.4ｍを測る。柱痕は検出されなかった。

出土遺物　弥生時代後期の甕（183）が出土している。

SH26（図版34　写真図版65）

検 出状況　調査区の東部に位置し、西にSH25、北西にSH28が隣接している。住居の東側では埋没後に

SH27が築造され、上方部は削平されていたが、中央土坑や柱穴が検出された。

形 態・規模　平面形は東側の一部がSH27に切られているが、北側がやや広がった歪な楕円形状を呈し

ており、長径約6.8ｍ、短径6.4ｍを測る（床面積約42㎡）。壁面の立ち上がりは最も高いところで0.22

ｍが遺存していた。

屋内施設　Ⅰ○（イチマル）型と呼ばれる中央土坑および10基の柱穴が検出された。

中 央土坑　住居のほぼ中央で、Ⅰ○型土坑が検出され、長楕円形の土坑（Ⅰ型土坑）は、円形の土坑

（○型土坑）の西側に位置し、長辺1.4ｍ、短辺0.3ｍを測る。深さは0.05ｍと非常に浅い掘り込みであ

る。また、直径約0.6ｍを測る円形の土坑は、 ２ 層の堆積が観察されたが、他のⅠ○型土坑（SH19・

SH22）がⅠ型土坑とともに、堆積土中に多くの炭が含まれていたのに対し、炭はわずかで深さも0.42

ｍと比較的浅い掘り込みである。

柱 穴　柱穴は10基が検出され、このうち、SH27に切られた範囲では確認されなかったが、六角形状に ４

本の主柱穴（p02・p05・p06・p08）が確認された。掘方はいずれも円形であり、直径0.2ｍ～ 0.3ｍ、

深さ約0.6ｍを測り、柱間は2.1ｍ～ 2.3ｍ（平均2.23ｍ）である。柱痕は検出されなかった。

出 土遺物　弥生時代中期の甕（184 ～ 186）、壺（187）、高杯（188）の他、磨製石剣（S30）および楔形

石器（S18）が出土している。

SH27（図版35　写真図版59・60）

検 出状況　調査区の東部に位置し、北西にSH28、南西にSH24が近接している。調査前から竪穴住居跡
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が埋まりきっていない状態の窪みを目視することができたため、窪みを中心に約15ｍ四方の範囲は機

械掘削を行わず、表土面から人力による掘り下げを進めていき、方形の住居跡を確認した。また、住

居の西は、SH26を切っており、上方部は削平されていたが、２ 棟の切り合い関係は、黄褐色土の地山

面に黒褐色土が堆積（SH２６）し、にぶい黄褐色土が切り込んでいた（SH27）ため、遺構の検出は比

較的容易であった。

形 態・規模　平面形は方形を呈し、長辺6.5ｍ、短辺6.3ｍを測る（床面積約40㎡）。壁面の立ち上がりは

最も高いところで0.58ｍが遺存していた。

屋内施設　周壁溝および柱穴を検出した他、側壁から住居外へと延びる排水溝も確認された。

周 壁溝　壁面に沿って検出され、幅0.3ｍ～ 0.6ｍ、深さ0.1ｍ～ 0.2ｍを測る。北西壁面の中央部約1.8ｍ

の範囲が途切れており、この部分が住居の出入り口であったと考えられる。また、周壁溝の内側に

は、幅0.1ｍ～ 0.5ｍ、深さ約0.1ｍを測る溝が北角部および北東壁から南角部を経て西角部までのあわ

せて10.1ｍの範囲に埋没しており、拡張による建て替えが行われたことが確認される。このため、当

初の住居跡は、長辺4.9ｍ、短辺4.6ｍを測る方形の住居跡（床面積約24㎡）であったと考えられる。

柱 穴　住居の角部からほぼ均等な位置に ４ 本の主柱穴が検出された。いずれも掘方は円形であり、直径

0.4ｍ～ 0.6ｍ、深さ約0.3ｍを測る。住居内には、建て替えにともなう主柱穴と考えられるものは確認

できず、当初の柱穴を継続して利用したものと考えられる。柱痕は検出されなかった。

排 水溝　東角部の周壁溝から南東方向の住居外へとほぼ直線的に約5.4ｍ延びる溝が検出された。幅0.4

ｍ～ 0.6ｍを測り、東側の尾根の落ち際まで0.4ｍ～ 0.6ｍの深さで掘り込まれている。また、周壁溝か

ら約2.6ｍの範囲では、底部から0.1ｍ～ 0.3ｍの高さに幅約0.3ｍの礫が ７ 石据えられた状態で確認され

た。礫の上面は若干の高低差はみられるが、ほぼ同じ高さとなっており、意図的に据えられたとも考

えられるが、その用途については不明である。

出 土遺物　古墳時代後期の杯蓋（189）、杯身（190）、小壺（191）などの須恵器に加え、土師器の鉢

（194）、高杯（195）や弥生土器の無頸壺（199）、壺（200）など多くの土器や石包丁（S31）も出土

している。

SH28（図版34　写真図版61・62）

検 出状況　調査区の東部、北寄りに位置し、南にSH25、南東にSH26が隣接している。上方部は削平を

受けていたが、周壁溝や中央土坑、柱穴が検出された。

形 態・規模　平面形は円形を呈し、直径6.2ｍを測る（床面積約30㎡）壁面の立ち上がりは最も高いと

ころで0.38ｍが遺存していた。

屋内施設　周壁溝およびⅠ○（イチマル）型と呼ばれる中央土坑、 ５ 基の柱穴が検出された。

周 壁溝　壁面に沿って西側のわずかな範囲で途切れているがほぼ全周するように検出された。幅0.2ｍ

～ 0.4ｍ、深さ約0.1ｍを測る。

中 央土坑　住居のほぼ中央で、Ⅰ○型土坑が検出され、長楕円形の土坑（Ⅰ型土坑）は、円形の土坑

（○型土坑）の南側に位置し、長辺1.0ｍ、短辺0.4ｍを測る。深さは0.04ｍと非常に浅い掘り込みであ

る。また、直径約0.9ｍを測る円形の土坑は、0.55ｍの深さに掘り込まれ、４ 層の堆積が観察されたが、

SH26同様、炭は上層にわずかに含まれたのみであった。

柱 穴　方形に ４ 本の主柱穴が検出された。いずれも掘方は円形であり、直径約0.3ｍ、深さ0.6ｍ～ 0.8ｍ

を測る。柱痕は検出されなかった。
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出 土遺物　弥生時代後期の甕（211～214他）、壺（215～218他）、有孔鉢（236）などの他、土師器の甕

（219他）、高杯（239）が出土している。また、石鏃（S8）、楔形石器（S19）、磨石・敲石（S38）、砥

石（S46・S47）が出土している。砥石（S46）は床面からの出土である。

SH29（図版35　写真図版65）

検 出状況　調査区の東部、北端に位置し、南にSH28、東にSH31が近接している。尾根の落ち際の崩落

によって、住居北側の約半部は欠損しており、周壁溝あるいは柱穴等は検出されなかった。

形 態・規模　残存していた南半部の形状から、平面形は直径約5.1ｍを測る円形を呈していたと考えら

れる（床面積約20㎡）。壁面の立ち上がりは最も高いところで0.29ｍが遺存していた。

出土遺物　弥生時代中期の甕（250）が出土している。

SH30（図版36　写真図版63・64）

検 出状況　調査区の北東端に位置し、西にSH29が近接している。住居北側では、埋没後にSH31が築造

され、上方部は削平されているが、周壁溝および中央土坑、柱穴等が検出された。

形 態・規模　平面形は西側から北東がSH31に切られているが、確認された周壁溝の形状から、直径約

3.3ｍを測る円形を呈していたと考えられる（床面積約10㎡）。壁面の立ち上がりは最も高いところで

0.14ｍが遺存していた。

屋内施設　周壁溝および中央土坑、柱穴が検出された。

周壁溝　住居の南西約3.5ｍの範囲で検出され、幅約0.2ｍ、深さ約0.1ｍを測る。

中 央土坑　住居のほぼ中央にあたると考えられる位置に直径約0.7ｍを測る円形の土坑が検出された。

上方部は、SH31によって削平されているが、検出面より0.28ｍの深さに掘り込まれており、堆積土中

層では多くの炭が含まれている。

柱 穴　柱穴は ５ 基が検出され、このうち、SH31に切られた範囲では確認されなかったが、六角形状に

４ 本の主柱穴が確認された。掘方は円形あるいは楕円形状であり、直径0.3ｍ～0.5ｍ、深さ0.5ｍ～0.8

ｍを測り、柱間は2.0ｍ～ 2.6ｍ（平均2.20ｍ）である。柱痕は検出されなかった。

出土遺物　石鏃（S9）が周壁溝より出土している。

SH31（図版36　写真図版63・64）

検 出状況　調査区の北東端に位置し、西にSH29が近接している。SH29同様、尾根の落ち際の崩落に

よって、住居北側の一部が欠損しているが、東側はSH30の北半部を切っている。上方部は削平を受

けていたが、 ２ 棟の切り合い関係は、黄褐色の地山面にわずかに色調が異なるにぶい黄褐色土がそれ

ぞれ堆積（SH30・SH31）していたため、遺構の検出は比較的容易であった。

形 態・規模　平面形は隅丸方形状を呈し、一辺約5.9ｍを測る（床面積約35㎡）。壁面の立ち上がりは

もっとも高いところで0.22ｍが遺存していた。

屋内施設　周壁溝および中央土坑、柱穴が検出された。

周 壁溝　壁面に沿って全周するように検出され、幅0.3ｍ～ 0.4ｍ、深さ約0.1ｍを測る。また、住居壁面

の約2.3ｍ外側から幅0.4ｍ～ 1.1ｍ、深さ約0.2ｍを測る溝が検出された。中央土坑を中心に、南西から

南側および、東側までの約14.3ｍの範囲に緩い曲線を描いているため、当初の住居跡にともなう周壁

溝の可能性が想定され、その場合、直径約12.4ｍを測る大型の円形住居であったと考えられる。

中 央土坑　住居のほぼ中央で、一辺約1.2ｍを測る方形状の土坑が検出された。0.32ｍと比較的浅い掘り

込みであるが、堆積土の下層には多くの炭が含まれていた。
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柱 穴　北側の柱穴は確認されなかったが、南西角部および南東角部で ２ 本の主柱穴が検出された。掘方

はいずれも円形であり、直径0.4ｍ～ 0.6ｍ、深さ約0.4ｍを測る。柱痕は検出されなかった。

出 土遺物　弥生時代後期の甕（251・252他）、高杯（256・257他）が出土している。また、砥石（S49・S50）、

不明石製品（Ｓ４８）も出土している。

SH32（図版37）

検出状況　調査区中央南西よりのSH13とSH05の間に位置する。

形 態・規模　壁や周壁溝が明瞭には残存していない。中央土坑と見られる土坑の存在や周壁溝の一部と

見られるSD11、中央土坑の周囲の柱穴から、直径約8.0ｍの円形住居が想定できる。その場合、主柱

穴は ６ 本である。

屋内施設　周壁溝・中央土坑・柱穴がある。

周 壁溝　SD11が周壁溝の一部と考えられる。長さ約3.4ｍ、幅約0.65ｍ、検出面からの深さ約0.2ｍであ

る。

中 央土坑　住居のほぼ中央に直径約1.3ｍの円形を呈する。床面からの深さは最深部で0.58ｍである。埋

土上層には炭を含む。

柱 穴　主柱穴 ６ 本のうち ４ 本の掘方は円形で、径0.4ｍ～ 0.5ｍ、床面からの深さ0.4ｍ～ 0.45ｍとしっか

りした柱穴である。残りの ２ 本は規模が小さく、径0.24ｍ～ 0.28ｍ、床面からの深さ約0.25ｍである。

出土遺物　遺物は出土していない。

SH33（図版38　写真図版65）

検出状況　調査区の南西端にあり、住居としては最も山側に位置する。

形 態・規模　平面形が円形の住居で、大小 ２ 軒の住居がある。中央土坑と見られる土坑の存在や周壁溝

の一部と見られるSD09、SD10、SD08、排水溝と見られるSD06の位置から大小 ２ つの円形住居が想定

できる。規模は小さい方が直径約7.5ｍ、大きい方が約12.3ｍである。検出面よりの深さは最深部で約

0.1ｍである。主柱穴ははっきりしない。

屋内施設　周壁溝・中央土坑・溝がある。

周 壁溝　小さい住居は、調査時は溝（SD）として調査をしたSD09、SD10が山側を中心に全周の ３ / ４

を巡る。幅0.2ｍ～ 0.5m、深さ0.25 ～ 0.45ｍである。大きい住居の周壁溝は、SD08として調査した。住

居の南から東にかけて残存している。幅0.3ｍ～ 0.4ｍ、深さ約0.3ｍである。

中 央土坑　大小 ２ つの周壁溝のほぼ中心に位置し、円形を呈する。規模は直径約0.35ｍ、床面からの深

さは0.35ｍである。

柱穴　この住居の柱穴ははっきりしない。

出 土遺物　明確に伴う遺物は出土していないが、周壁溝の一部と思われるSD08 ～ SD10、排水溝と思わ

れるSD06などから、弥生時代後期の土器（309・310・316 ～ 321）が出土している。

（ ３ ）掘立柱建物跡

SB01（図版39　写真図版66・70）

検出状況　調査区の南西端にあり、SH33にほぼ重なる。

形 態・規模　N35°Wに棟軸方位をもつ ２ 間× ３ 間の総柱建物である。規模は桁行方向3.8ｍ、梁行方向

3.4ｍであり、柱間は桁行方向1.0ｍ～ 1.4ｍ、梁行方向1.7ｍ～ 1.8ｍである。
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柱 穴　掘方は直径0.6ｍ～ 0.8ｍの円形又は楕円形で、深さは0.3ｍ～ 0.6ｍである。p０４では直径約0.25ｍの

柱痕を確認した。

出 土遺物　柱穴の埋土から甕の小片（261）が出土している。遺構面精査時に、須恵器（260）と弥生土

器底部（263）が出土した。

SB02（図版39　写真図版67）

検出状況　調査区西端にあり、SB01の北西に位置する。

形 態・規模　N27°Wに棟軸方位をもつ ２ 間× ２ 間の総柱建物である。規模は桁行（南東－北西）方向

3.5ｍ、梁行（南西－北東）方向2.6ｍであり、柱間は桁行方向1.7ｍ～ 1.8ｍ、梁行方向1.3ｍ～ 1.4ｍで

ある。

柱穴　掘方は直径0.7ｍ～ 0.9ｍの円形又は楕円形で、深さは0.1ｍ～ 0.4ｍである。

出土遺物　遺物は出土していない。

SB03（図版40　写真図版68）

検出状況　１年目の調査区（南半部）のほぼ中央で、溝SD13より斜面下方に位置する。

形 態・規模　N53°Wに棟軸方位をもつ ２ 間× ２ 間の総柱建物である。規模は南東－北西方向3.0ｍ、南

西－北東方向2.9ｍであり、柱間は桁行方向1.4ｍ～ 1.6ｍ、梁行方向1.4ｍである。

柱 穴　掘方は直径0.3ｍ～0.6ｍの円形又は楕円形で、深さは0.1ｍ～0.3ｍである。四隅の掘方が深く、間

柱の掘方は浅い。

出土遺物　古墳時代後期の須恵器の杯身（264）が柱穴より出土している。

SB04（図版40　写真図版69）

検出状況　調査区中央の、尾根上に位置し、SH06と重なる。

形 態・規模　N40°Wに棟軸方位をもつ ３ 間× ５ 間の側柱建物である。規模は桁行（南東－北西）方向

8.4ｍ～ 8.6ｍ、梁行（南西－北東）方向4.1ｍ～ 4.3ｍであり、柱間は桁行方向1.6ｍ～ 1.8ｍ、梁行方向

1.3ｍ～ 1.6ｍである。

柱穴　掘方は直径0.4ｍ～ 0.6ｍの円形又は楕円形で、深さは0.1ｍ～ 0.35ｍである。

出土遺物　弥生時代の壺の口縁部（262） １ 点が、SB04の柱穴で囲まれた範囲内で出土している。

SB05（図版41　写真図版70・71）

検出状況　調査区の南西部南よりの、尾根の中央部に位置する。SH05と方向を一にして重なる。

形 態・規模　N29°Wに棟軸方位をもつ ３ 間× ４ 間の側柱建物である。規模は桁行方向6.8ｍ、梁行（南

西－北東）方向4.3ｍであり、柱間は桁行方向1.5ｍ～ 1.9ｍ、梁行方向1.3ｍ～ 1.6ｍである。

柱穴　掘方は直径0.5ｍ～ 0.8ｍの円形又は楕円形で、深さは0.3ｍ～ 0.5ｍである。

出土遺物　弥生土器の甕の口縁片（265）が柱穴より出土している。

SB06（図版41　写真図版70・71）

検出状況　調査区西端に位置し、SH08、SH33と重なる。

形 態・規模　N63°Eに棟軸方位をもつ ２ 間× ３ 間の側柱建物である。規模は桁行方向5.0ｍ、梁行方向

3.4ｍ～ 3.8ｍであり、柱間は桁行方向1.6ｍ～ 1.7ｍ、梁行方向1.8ｍ～ 1.9ｍである。

柱 穴　掘方は直径0.4ｍ～ 0.8ｍの円形又は楕円形で、深さは0.15ｍ～ 0.4ｍである。p04、p05ではそれぞ

れ直径約0.3ｍ、0.2ｍの柱痕を確認した。

出土遺物　弥生土器または土師器の甕の口縁片（266）が柱穴より出土している。
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SB07（図版42　写真図版70・71）

検 出状況　調査区南西端に位置する。南東方向へ延びるが、Ａ地区－Ｄ地区間の谷により削られている

ため全容は不明。この南西～西にかけてはすぐ山となっており、最も谷奥に作られた掘立柱建物であ

る。

形 態・規模　 ７ 基の柱穴を確認した。４ 間×（１＋α）間の側柱建物である。北西辺の ４ 間は長さ6.5ｍ

である。この ４ 間の柱列の山側には山側からの水を防ぐための溝がある。幅約0.7ｍ、深さ約0.65ｍ、

延長は11.0ｍ以上となる。

柱 穴　掘方は一辺0.6ｍ～ 0.7ｍの方形を基本とし、深さは0.3ｍ～ 0.5ｍである。p02 ～ p05では直径約0.2

ｍの柱痕を確認した。

出土遺物　遺物は出土していない。

SB08（図版43　写真図版73）

検 出状況　調査区のほぼ中央部に位置し、 ２ 棟の住居跡（SH20・SH21）と一部重複している。黄褐色

土の地山面に黒褐色土あるいは暗褐色土が堆積し、住居跡との切り合い関係についても、それらが埋

没した後に掘り込まれたことが、柱穴の堆積土中に含まれている黄褐色粒あるいは小礫から判断さ

れ、遺構の検出は比較的容易であった。

形 態・規模　N55°Eに棟軸方位をもつ ３ 間× ３ 間の総柱建物跡である。規模は桁行（南西～北東）方

向約5.1ｍ、梁行（北西～南東）方向約4.7ｍであり、柱間は桁行方向1.5ｍ～ 1.7ｍ、梁行方向1.4ｍ～

1.7ｍを測る。

柱 穴　掘方は直径0.7ｍ～ 1.2ｍを測る円形あるいは楕円形を呈し、深さは検出面の高さが異なるため、

一様ではないが、最も深いところで約0.8ｍを測る。また、中央の ４ 本の掘方は、他の側柱の掘方よ

りもやや小さく、深さも0.2ｍ～ 0.3ｍと比較的浅くなっている。p０２・p０３・p１３では、直径約0.2ｍの

柱痕を検出した。

出土遺物　弥生土器の壺（267）が出土している。

SB09（図版43　写真図版72）

検 出状況　調査区の東部に位置し、大半が住居跡（SH23）と重複している。黄褐色土の地山面に黒褐

色土あるいは暗褐色土が堆積し、にぶい黄褐色土が堆積した住居跡との切り合い関係についても、埋

没後に掘り込まれたことが、柱穴の堆積土中に含まれている黄褐色粒あるいは小礫から判断され、遺

構の検出は比較的容易であった。

形 態・規模　SB08とほぼ同じN53°Eに棟軸方位をもつ ２ 間× ２ 間の総柱建物跡である。規模は桁行

（南西～北東）方向約3.2ｍ、梁行（北西～南東）方向約3.5ｍであり、柱間は桁行方向1.4ｍ～ 1.8ｍ、

梁行方向1.7ｍ～ 1.8ｍを測る。

柱 穴　掘方は直径0.5ｍ～ 0.8ｍを測る円形あるいは楕円形を呈し、深さは検出面の高さが異なるため、

一様ではないが、最も深いところで約0.4ｍを測る。p04・p07では、直径約0.2ｍの柱痕を検出した。

出土遺物　遺物は出土しなかった。

（ ４ ）墓壙

SX01（図版44　写真図版74）

検 出状況　調査区南西端に位置する。遺物の出土量が少ないＡ地区にあって、 １ 個体と思われた土器が
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まとまって出土したこと、三角形の蓋状の石が存在することから土器棺と想定して調査を行った。し

かし、数個体の土器が含まれていることから土器棺の可能性は小さく、土器溜まりの可能性が大きく

なっている。

形 状・規模　掘方は明瞭ではないが、長さ1.9ｍ、幅1.0ｍ以上の方形と推測する。検出面からの深さは

深いところで0.9ｍである。

出土遺物　弥生時代の壺（268 ～ 272）、甕（273・274）が出土している。

（ ５ ）土坑

SK03（図版44　写真図版74）

検出状況　調査区南西部の中央に位置し、SB03と重なる。

形状・規模　平面形が東西約5.2ｍ、南北約2.8ｍの楕円形を呈する。深さは約0.6ｍである。

出土遺物　弥生時代の甕（275）、器台（276）が出土している。

SK05（図版44　写真図版74）

検出状況　調査区南西端に位置し、SA02と重なる。

形 状・規模　検出時には、平面形が長方形を呈するため墓の可能性を考えて調査を行った。長さ約2.4

ｍ、幅約0.9ｍのやや崩れた長方形を呈する。

出土遺物　古墳時代後期の須恵器杯身（277）が出土している。

SK19（図版45　写真図版76）

検 出状況　調査区の中央部、北端に位置し、北東部は一部溝に切られているが、周囲の遺構の検出状況

は希薄である。

形 状・規模　一辺約1.3ｍの方形状を呈し、掘り込みが非常に浅く、上方部は著しく削平を受けている

と考えられる。

出土遺物　弥生時代中期の壺（285・286）、甕（284）が出土している。

SK22（図版45　写真図版76）

検出状況　調査区のほぼ中央部に位置し、西にSH17が近接している。

形 状・規模　長辺1.8ｍ、短辺0.6ｍの長楕円形を呈し、深さ約0.2ｍを測る。堆積土中の下層には、多く

の炭が含まれている。

出土遺物　弥生時代中期の壺（288）、甕（289）が出土している。

SK25（図版45　写真図版75）

検 出状況　調査区のほぼ中央部に位置し、北東にSH21が近接している。北東端の一部はSB08のp02に

切られている。

形 状・規模　長辺約3.4ｍ、短辺約1.5ｍの楕円形を呈し、深さ約0.4ｍを測る。土坑北東の上層から多く

の土器が出土し、堆積土中のすべての層には、わずかに炭が含まれている。

出 土遺物　弥生時代中期の壺（290･295）、甕（291・292他）が出土している。また楔形石器（S21） １

点が上層より出土している。

SK28（図版45　写真図版75）

検出状況　調査区の東部に位置し、西にSH22、南東にSH23が近接している。

形 状・規模　長辺約1.1ｍ、短辺約0.8ｍの楕円形を呈し、ほぼ垂直に約0.4ｍの深さに掘り込まれてい
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る。底部中央に約0.2ｍ大の礫が据えられており、土坑墓の可能性が考えられる。

出土遺物　弥生土器の壺（296）が出土している。

SK29（図版45　写真図版76）

検出状況　調査区の東部に位置し、西にSK28、南にSB09が近接している。

形 状・規模　長辺約1.7ｍ、短辺約1.3ｍの楕円形状を呈し、深さ約0.2ｍを測る。検出面では、炭および

焼土粒が多く含まれ、下層でも多くの炭が含まれている。

出土遺物　弥生時代中期の壺（297・298）が出土している。

SK31（図版46）

検 出状況　調査区の東部に位置し、南東にSH27、北西にSH28が近接しており、土坑全体はSH26を切り

込んでいる。

形状・規模　長辺2.1ｍ、短辺1.3ｍの長方形を呈し、深さ約0.1ｍを測る。

出土遺物　遺物は出土しなかった。

SK34（図版46　写真図版76）

検出状況　調査区の東部に位置し、南にSH26、西にSH28が近接している。

形 状・規模　長径約1.9ｍ、短径約1.5ｍの楕円形状を呈し、深さ約0.3ｍを測る。堆積土中の上層および

下層には、多くの炭が含まれている。

出土遺物　弥生時代中期の高杯（299）が出土している。

SK36（図版46　写真図版76）

検出状況　調査区の東部に位置し、南にSH27、西にSH28が近接している。

形 状・規模　長径約1.4ｍ、短径約1.1ｍの楕円形状を呈し、深さ約0.2ｍを測る。堆積土中のすべての層

には、わずかに炭が含まれている。

出土遺物　遺物は出土しなかった。

SK38（図版46）

検出状況　調査区の東部、南寄りに位置し、西にSH27が近接している。

形 状・規模　長径約1.7ｍ、短径約0.6ｍの長楕円形を呈し、掘り込みが非常に浅く、上方部は著しく削

平を受けていると考えられる。

出土遺物　弥生時代中期の甕（300）が出土している。

SK42（図版46　写真図版76）

検出状況　調査区の東部に位置し、北にSH30・SH31が近接している。

形 状・規模　角部の掘り込みが非常に浅いため、「 」状の溝とも考えられるが、短辺3.7ｍ、長辺3.9ｍ

のあわせて7,6ｍ、幅0.3ｍ～ 1.1ｍを測る。土坑中央部から土器が出土し、堆積土中のすべての層に

は、わずかに炭が含まれている。

出土遺物　弥生時代中期の壺（302・303）、甕（301）、高杯（304）が出土している。

SK45・SK46（図版47　写真図版76）

検 出状況　調査区の北東端に位置し、西にSH29、東にSH30・SH31が近接している。 ２ 基の土坑は、一

部が接しており、SK45がSK46の西端を切り込んでいる。

形 状・規模　SK46は長径1.1ｍ、短径0.9ｍの楕円形を呈し、深さ約0.2ｍを測る。また、その西端を切り

込んでいるSK45は長径1.3ｍ、短径0.7ｍの楕円形を呈し、ほぼ垂直に約0.3ｍの深さに掘り込まれてい
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る。前者は検出面で炭がわずかにみられ、後者では下層に多くの炭が含まれている。

出土遺物　 ２ 基の土坑から遺物は出土しなかった。

SK48（図版47　写真図版76）

検出状況　調査区の北東端に位置し、西にSH30・SH31が隣接している。

形状・規模　長辺1.3ｍ、短辺1.2ｍの方形を呈し、深さ約0.3ｍを測る。

出土遺物　遺物は出土しなかった。

（ ６ ）溝

SD01（図版48　写真図版77）

検出状況　調査区南西端に位置し、等高線に平行して掘られている。

形 状・規模　溝の南東端は谷に自然に消え、北西端は調査区外へ延びている。幅約0.6ｍ、深さ約0.25m

である。

出土遺物　須恵器の壺類の口縁片（305）と弥生土器の甕（306）が出土している。

SD04（図版47　写真図版77）

検出状況　調査区南西端に位置し、SD01と切り合い関係にある。

形 状・規模　平面形がＬ字形の溝で、等高線に平行な溝が幅約0.65ｍ、それに直行する溝が幅約0.6ｍと

ほぼ一定している。底は水平でなく、斜面下方が深くなっており、検出面より0.16ｍ深さがある。

出土遺物　遺物は出土していない。

SD05（図版48）

検出状況　調査区南西端に位置し、SH01の斜面上方に位置する。SA02と重なる。

形 状・規模　平面形は西端がやや丸くなった溝で、東端は調査区外の谷まで延びる。全長は約8.0ｍで

ある。西端の弧状部分は、小さい円形住居の残欠の可能性がある。

出土遺物　弥生土器の口縁（308）が出土しているが、小片である。

SD12（図版47　写真図版77）

検出状況　調査区南西端に位置し、SD05の斜面上方に位置する。SA02と重なる。

形状・規模　平面形がやや開いたＬ字形の溝で、幅は0.4ｍ～ 1.0ｍ、深さは0.2ｍ～ 0.3ｍである。

出土遺物　須恵器の高杯の口縁部（322）が出土している。

SD13（図版48　写真図版77）

検 出状況　調査区南西部に位置し、尾根を横断するように直線的に掘られている。Ａ地区に存在する集

落内を区画する溝である。

形 状・規模　北側は谷部まで延び、南側は調査区外へ延び、全長は約30ｍである。中央部では幅1.0ｍ、

深さ約0.6ｍである。断面形は下が幅の狭い逆台形をしている。

出土遺物　須恵器の高杯の杯部（323）と土師器の甕の口縁部（324）が出土している。

SD17（図版47　写真図版78）

検出状況　調査区西端に位置し、SH08の西に隣接する。

形状・規模　平面形は一方が短いＵ字形を呈する。深さは検出面から約0.2ｍである。

出土遺物　弥生時代後期の甕（326）が出土している。

SD31（図版48　写真図版78）
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検 出状況　調査区の東部に位置し、複数の住居跡（SH24・SH26など）に切られ、あるいは切り込んで

尾根を横断するように直線的に延びている。

形 状・規模　南側は尾根の落ち際まで続いており、長さ約19ｍを測り、幅は0.4ｍ～ 1.0ｍ、深さは約0.1

ｍである。

出土遺物　古墳時代後期の杯身（327）が出土している。

SD32（図版48）

検 出状況　調査区の東部に位置し、SH24を切り込んで尾根に直交する南東方向に直線的に延びている。

形 状・規模　南東端はSD31に合流しており、長さ約7.7ｍを測り、幅は0.2ｍ～ 0.4ｍ、深さは約0.1であ

る。

出土遺物　古墳時代後期の杯蓋（328）が出土している。

（ ７ ）柵列

SA01（図版49）

検 出状況　調査区中央よりやや西よりに位置し、SH13、SH32、SH05と重なる。直線上に並ぶ ８ 基を検

出した。

形 状・規模　 ８ 基のうち北側から ２ 番目の穴を取り除くと柱間は2.0ｍ～ 2.7ｍと概ね一定になる。その

方向はSB05の桁行き方向とほぼ同じで、両端の柱穴を基準とすれば、方位はN58°Eである。

柱 穴　柱穴の平面形は円形ないしは楕円形を基本とする。大きさも径0.4ｍ～ 0.6ｍと大小ばらついてい

る。検出面からの深さは、0.25ｍ～ 0.5ｍである。

出土遺物　遺物は出土していない。

SA02（図版49）

検出状況　調査区南西端に位置し、SK05、SD05、SD12と重なる。Ｔ字形に並ぶ10基を検出した。

形 状・規模　Ｔ字の横棒方向に ６ 基、縦棒方向に ４ 基が並ぶ。縦棒と横棒の交点部分には ２ 基が接して

おり、この ２ 基は別の柵列である可能性も残る。柱間は縦棒方向で1.35ｍ～ 2.0ｍ、横棒方向で1.65ｍ

～ 1.9ｍである。縦棒方向柵列の方位はN39°W、横棒方向の柵列の方位はN49°Eである。

柱 穴　柱穴の平面形は円形を基本とする。大きさは径0.35ｍ～0.7ｍとばらつきがある。検出面からの深

さは、0.35ｍ～ 0.65ｍである。

出土遺物　遺物は出土していない。

出土遺物

（ １ ）土器（図版97 ～ 113　写真図版165 ～ 173）

SH01出土土器（19 ～ 25　／図版97　写真図版165）

　須恵器が多く出土している。杯蓋（19）は焼け歪んでおり、頂部外面は回転ヘラケズリが調整が施さ

れ、その他の部分は回転ナデ調整である。杯身（20 ～ 22）は、底部外面は回転ヘラ切り、その他は回

転ナデ調整を施している。20は焼け歪んでいる。土師器の鉢（23）は、口縁は外側に開き、内面に １ 条

の沈線が巡る。周溝内の出土品である。須恵器の甕口縁（24）も周溝内からの出土であるが、小片のた

め口径は推定値である。

SH02出土土器（26 ～ 35　／図版97　写真図版165）
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　弥生土器の壺（26・27）、甕（28・30・31）、高杯（32 ～ 35）が出土している。26は把手付き壺で、体

部外面は粗いハケ目が、内面は下から上方向へのヘラケズリが部分的に見られる。また、頸部から口縁

部にかけては ６ 条の凹線が施される。27も同様な壺の口縁であるが、26と比べると頸部がすぼまる。28

は体部外面は縦方向のハケ目、内面はナデ調整で仕上げる。口縁部は内外面ともヨコナデ調整である。

31は底部であるが、中央部に １ 孔が先行されている。内面には放射状のハケ目が見られる。32は脚部に

円孔が ３ 段に巡り、下段と中段には15個、上段は ８ 個の孔が開けられている。いずれも、孔間隔が厳密

には均等ではないが、中段の孔は下段の孔の間に配置されている。また、上段の孔の上下には ３ 条の擬

凹線が巡り、脚部の最上部にも ５ 条の擬凹線が巡る。脚部内面は横方向のヘラケズリが見られる。杯部

は内外面ともヘラミガキが施され、外面はその上をヨコナデ調整で仕上げる。外面には口縁部の下に １

条の凹線が巡る。33は杯部の中心と脚部の中心が一致していない。35は口縁端部が欠損しており、体部

中央部から口縁部にかけては、図上での復元である。脚部上部には ８ 条の凹線が巡る。

SH03出土土器（36 ～ 54　／図版98　写真図版165・166）

　弥生時代の壺（36）、甕（37 ～ 44・46・48・49）、鉢（45・47・50）、高杯（51）、器台（52 ～ 54）が

出土している。36は体部外面はタタキの後にナデ調整を施し、タタキ目を消している。頸部には指頭圧

痕が見られる。口縁部は外反し、口縁端部は上方へつまみ上げられている。体部内面は、ヘラケズリが

施されているが、粘土の接合痕が認められる。37は底部から口縁端部にかけての外面前面にタタキが施

されている。底部は被熱のため赤変している。内面は、口縁部はヨコナデ、胴部以下はヘラケズリが施

されている。底部はやや丸みを帯びている。38も37に似る。39 ～ 41は胴部外面にはタタキ、口縁部はヨ

コナデ調整が施されている。口縁はやや外方に拡がる。44は上半部と下半部が接合していない。図示し

た物より、両者の間がもう少し広がる可能性もある。43は外面底部までタタキが行われている。体部は

その上に縦方向のハケで調整しているが、底部はユビオサエのみである。47の底部は木葉底となってい

る。50は低脚の鉢と推定した。51は内外面ともヘラミガキが施された高杯である。杯部外面は、ヘラミ

ガキの後にヨコナデ調整を施している。52は器台で下半を欠損する。53は外面には横方向のヘラミガキ

が施されている。

SH04出土土器（55 ～ 68　／図版99　写真図版167）

　弥生時代の壺（55）、甕（56・57）、底部（58・59）、鉢（60 ～ 62）、脚（63）、蓋（64）、高杯（65・

66・68）、器台（67）が出土している。55は器高約35.6㎝を測る大型品である。口縁部にかけては外反し

た後上方に延び、さらに外へ広がる。内外面とも磨滅が著しく調整は一部しか残存していないが、体部

外面にタタキ、頸部外面に縦方向のハケ目、体部内面にはユビオサエとハケ目が認められる。口縁部は

ヨコナデ調整で仕上げている。58は底部外面に二重の木葉痕が見られる。60は穿孔が １ 孔ある。62は器

高5.6㎝のミニチュア土器で、低脚の鉢または高杯である。外面は全体に磨滅しているが、内外面とも

ナデ調整が施されている。64は全体に磨滅しているが、小形の蓋と推定した。外面は部分的に縦方向の

ハケ目が見られる。67は残りがわずかなため、口径は多少変わる可能性がある。68は高杯の脚部で、3方

向に円孔が穿たれている。外面は縦方向のヘラミガキである。

SH05出土土器（69 ～ 73　／図版99）

　古墳時代の須恵器 ４ 点（69 ～ 72）と弥生土器の甕（73）１ 点が出土している。杯蓋69の頂部外面は回

転ヘラケズリ調整で、その他の内外面は回転ナデ調整である。71は杯の口縁部である。杯身としたが、

蓋の可能性も残る。また焼け歪んでいるため、口径ももう少し大きくなる可能性もある。
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SH06出土土器（74 ～ 82　／図版100　写真図版167）

　弥生時代の壷（74・77）、甕（75・76）、鉢（78・80）、高杯（81・82）、底部（77 ～ 79）が出土して

いる。74は頸部から外に向かって ２ 段に広がる、体部に比べて大きな口縁部を持った壺である。内面に

は、口縁部の接合痕が残る。体部外面は横方向のタタキの後ナデ調整を施し、肩部にはヘラミガキが認

められる。77は壺の底部で、底部外面には木葉痕が認められる。体部外面には縦方向のナデ調整が施さ

れる。78は有孔鉢と考えたが、甕の可能性も残る。体部外面はタタキが施されている。高杯（81）は杯

部の調整は磨滅のため不明瞭である。脚部外面はヨコナデ調整が行われ、内面は横方向のケズリが認め

られる。82は全体に磨滅が著しく調整は不明である。

SH07出土土器（83・84　／図版100）

　須恵器の杯蓋（83）と弥生時代の甕（84）が各 １ 点出土している。83の頂部外面はヘラ切り、その他

は内外面とも回転ナデ調整が施されている。焼成は不良。84は体部外面にハケ目、内面はヘラケズリ、

口縁部は内外面ともヨコナデ調整である。

SH08出土土器（85 ～ 88　／図版100　写真図版168）

　弥生時代の壺（85）、甕（88）、底部（86・87）が出土している。85は頸部には指頭圧痕文付きの突帯

が巡る。その下方には櫛書きの直線文が巡り、さらにその下方には波状文が巡る。突帯の上方は縦方向

のナデ調整が見られ、外方に広がった口縁端部には刺突文が巡る。88は柱穴内から出土した甕で、底部

と体部から口縁部にかけての ２ つの部分に接合した。この ２ 辺は直接的な接合箇所はないが、胎土がよ

く似ているため同一個体と判断した。内面には板ナデの痕跡が残る。外面については、口縁部はヨコナ

デ、底部はハケ目、その他は磨滅のため調整は不明である。

SH09出土土器（89 ～ 93　／図版101）

　弥生時代の壺（89）、底部（90 ～ 92）、高杯脚（93）が出土している。89は弥生時代の無頸壺で、口

縁端部は強く押さえられている。92は有孔の底部で、鉢または甕の底部と考える。外面は板ナデ、内面

は粗いハケ目が見られる。

SH10出土土器（94 ～ 96　／図版101　写真図版168）

　弥生時代の甕（94）、高杯（95）、壺底部（96）が出土している。94は、体部から口縁部にかけて縦方

向のハケ目が認められる。口縁部はヨコナデ、その他は磨滅のため調整不明である。95は口径を29.2㎝

と推測しているが、小片のため大きく変わる可能性がある。

SH12出土土器（97　／図版101）

　土師器の鉢である。脚部内面には布目のような圧痕が認められる。上部内面は、ヘラ状工具による

ナデが見られる。

SH13出土土器（98 ～ 100　／図版101）

　弥生時代の甕（98）と底部（99・100）が出土している。いずれも器壁が磨滅ないしは剥離している。

98は口径を29.8㎝としているが、小片のため正確さを欠く。

SH14出土土器（101　図版101）

　弥生時代の高杯の脚部で、 ２ 条の凹線が巡る。

SH15出土土器（102 ～ 112　／図版101）

　弥生時代の壺（102 ～ 104）と甕（105・106）底部（１０７ ～ 110）、高杯（111・112）が出土している。

102 ～ 106は小片のため、口径の数値は正確さを欠く。102は大きく外方へ張り出した口縁部端面の上下
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に凹線を巡らし、その中に円形の浮文を貼り付ける。104は傾きも推測による部分が大きい。107 ～ 109

は壺の底部とした。109の外面はヘラミガキ、内面はユビオサエ、ユビナデで調整されている。内面に

漆が付着している。110は甕の底部で、外面には縦方向のハケ目、内面は板ナデが見られる。

SH17出土土器（113 ～ 140　／図版102・103　写真図版168・169）

　多くの弥生時代の土器が出土している。壺（113 ～ 119）、甕、（120 ～ 127）、ミニチュア土器（133 ～

136）、高杯（137 ～ 139）、器台（140）であり、他の住居跡と比べても壺が多く出土していること、ミ

ニチュア土器が含まれていることが特徴的である。

　113は壺の口縁部で、端面に ３ 条の凹線を巡らす。内面頸部から下はヘラケズリが行われている。そ

の他はヨコナデ調整である。114は壺の上半部である。体部内面はハケ目を施した後ナデ消している。

頸部内面には横方向のハケ目が見られる。外面は磨滅のため調整は不明瞭であるが、部分的にナデ調整

が見られる。115 ～ 119は直口の壺である。115の体部内面は、下半は横方向の板ナデ、上半分はユビナ

デが施され、頸部～口縁部は内外面ともヨコナデ調整である。体部外面はナデ調整が認められる。116

は内外面ともユビナデ調整が施されている。内面には粘土の継ぎ目が見られ、その部分に蹄状文の指紋

が確認できる。117の内面は、底部には縦方向のハケ目が見られ、体部内面は横方向のケズリが見られ

る。頸部～口縁部の内面はユビナデである。体部外面にも細かい縦方向のハケ目が見られる。118は頸

部から口縁部にかけて、縦方向のハケ目を施した後、縦方向に磨いている。119は把手付きの壺で、内

面の調整は、体部下半部が縦方向のケズリ、上半部がユビナデ、口縁部は横方向のハケ目である。外面

はハケ目を施した後ナデを施している。口縁端部には ４ 条の凹線が巡る。把手は片方のみである。120と

121は共に床面直上から出土しており、同一個体の可能性がある。口縁端面には ２ 条の凹線が巡り、口

縁端部にはヘラ状工具によるキザミ目が付けられている122は小型の甕で外面には煤が付着している。

123は口縁部が直立する甕の破片であるが、小片のため口径は正確性を欠く。外面はタタキが施されそ

の上を板ナデやヨコナデで仕上げている。内面は横方向のハケ目が施され、口縁部はその上にヨコナデ

を施す。127は小片のため口径は正確性を欠く。133はミニチュアの壺の底部である。外面はナデ調整、

内面は縦方向の板ナデが見られる。134はミニチュアの鉢で、内面はユビナデ調整を施している。外面

の調整は磨滅しており不明である。135はミニチュアの壺または甕の底部と考えられる。外面にはタタ

キが認められる。136はミニチュアの壺である。内外面ともナデ調整である。137は高杯で、広く広がっ

た体部が屈曲して直立した後、外偏して口縁端部に至る。外面の屈曲部および端部直下にはそれぞれ ３

条および １ 条の凹線が巡る。内外面とも縦あるいは横方向のヘラミガキが施されている。脚部外面もヘ

ラミガキが施されている。内面は筒部には板ナデが、その下部は横方向のハケ目を施した後ナデで仕上

げている。透かし孔は直径1.1㎝程度の物が ４ 箇所に穿たれている。138は内外面とも磨滅や剥離が著し

いが、部分的に外面ではミガキの上にヨコナデ、内面は板ナデが見られる。杯部と脚部の接合箇所に

は、渦巻き状の粘土が見られる。139は小片のため、傾きや口径に正確さを欠く。140は大きな器台で、

１ / ２ が残存している。外面は剥離が著しいが、縦方向のハケ目が認められる。体部には縦に ３ 段の円

孔が、土器を垂直方向から見て概ね４等分するような位置に計１２個配置されている。

SH18出土土器（141 ～ 148　／図版103・104　写真図版169）

　須恵器の杯蓋（141）、杯身（142・143）の他、土師器の甕（144・146他）、壺（145）、弥生土器の甕

（148）が出土している。141は天井部の頂部を回転ヘラ切りで調整され、天井部と口縁部の境は不明瞭

である。142・143は蓋受けの立ち上がりは １ ㎝に満たず内傾しており、142の底部は回転ヘラケズリ、143
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はヘラ切りののちナデ付けられている。144は底部のみが残存し、145は器高約１１㎝の小型の壺である。

146は口縁部から体部の一部が残存し、内面を板ナデおよびハケ、外面をハケで仕上げている。また、

148は内面にユビナデ、外面に板ナデの痕跡が認められる弥生土器であるが、遺構の堆積過程に紛れ込

んだものと考えられる。

SH19出土土器（149 ～ 153　／図版104）

　弥生土器の壺（149・150・152）、甕（151）、などが出土している。149は頸部に２条の突帯が巡り、

外反ぎみに立ち上がった口縁端部は横方向に長く延びるが、内外面とも磨滅によって調整等は不明であ

る。150は２条の突帯が巡り、２つの円孔が穿たれた口縁部の一部が残存する。内面には板ナデ、外面

にはハケ目の痕跡が認められる。151・152は底部の一部が残存するのみであり、153は高杯の脚部と考え

られる。

SH21出土土器（154 ～ 163　図版104　写真図版169）

　堆積土中から多数の弥生土器が出土しており、このうち、 ８ 点を図化している。154は壺の口縁部の

一部であるが、口縁端部に円形浮文と綾杉状の文様が装飾され、端面には２条の凹線が巡っている。

159は器高約16㎝を測る小型の甕であり、内面に板ナデ、外面に平行タタキの痕跡が認められ、底部一

面に煤が付着している。また、高杯の脚部と考えられる162・163の内面にはナデの痕跡が微かに認めら

れるが、154・155の壺、156の甕、160・161の高杯はいずれも内外面が著しく磨滅している。この他、遺

構の堆積過程に紛れ込んだと考えられる土師器の甕（157）や壺（158）も出土しているが、多くの弥生

土器と同様、内外面とも磨滅によって調整等は不明である。

SH22出土土器（164 ～ 166　／図版104）

　弥生土器の甕（164）、壺（165・166）が出土しており、いずれも口縁部あるいは底部の一部が残存す

るのみである。165の内面は板ナデ、外面はナデで仕上げられているが、164・166は内外面とも磨滅に

よって調整等は不明である。

SH23出土土器（167 ～ 175　／図版104・105　写真図版170）

　堆積土中から多数の弥生土器が出土しており、このうち、 ９ 点を図化している。167は頸部のみが残

存する長頸壺であり、内面はナデ、外面はヘラミガキで仕上げられている。168・169は口縁部あるいは

底部のみが残存する甕であり、170は口縁部の一部が欠損する小型の甕である。170の内面底部はユビオ

サエおよびナデ、体部はヘラケズリで仕上げられているが、外面は剥離のため、ハケ目の痕跡がわずか

に認められる。171 ～ 174は高杯であり、杯部のみが残存する171は口縁部に５条の擬凹線を巡らせ、内

外面ともヘラミガキで仕上げられている。器台の口縁部の一部のみが残存する175は端面に２条の凹線

を巡らせ、円形浮文を装飾しているが、内外面とも著しく磨滅している。

SH24出土土器（176 ～ 182　／図版105　写真図版170）

　須恵器の杯身（176）、高杯（177）の他、土師器の小型甕（178・179）、甕（181）、小型丸底壺

（180）、甑（182）が出土している。176・177は口縁部あるいは杯部の一部が残存するのみであるが、

178は口縁部から底部の約半部が残存しており、内面はヘラケズリおよびハケ、外面はハケの痕跡が明

瞭に認められる。179・180はともに口縁部あるいは体部の一部が欠損するが、178と同様、内面のヘラケ

ズリ、外面のハケの痕跡が明瞭に認められる、また、182は底部が欠損するものの口径25.2㎝、器高27.7

㎝を測り、内面はハケ、外面は板ナデおよびハケで仕上げられている。

SH25出土土器（183　／図版105）
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　底部から体部の一部が残存する弥生土器の甕（183）が出土しており、内面にハケおよびナデ、外面

にもハケの痕跡が認められる。

SH26出土土器（184 ～ 188　／図版105）

　弥生土器の甕（184 ～ 186）、壺（187）が出土しているが、いずれも口縁部あるいは底部の一部が残

存するのみである。また、188は高杯の脚部と考えられる。

SH27出土土器（189 ～ 210　／図版106　写真図版170）

　堆積土中から多数の土器が出土しており、このうち22点を図化している。189 ～ 193は須恵器であり、

189の杯蓋、191の小壺、193の横瓶はそれぞれ口縁部あるいは体部の一部が残存するのみである。190の

杯身は底部が欠損するが、器壁が厚く、口縁部に浅い沈線が巡っている。192の高杯は杯部および長脚

の一部が残存しており、脚部の中央を２条の沈線で区切り、上下２段に長方形透かしを２方向に穿って

いる。194 ～ 198は土師器の鉢（194）、高杯（195・196）、甕（197・198）である。197は内面に横および

斜め方向のハケ目の痕跡が認められるが、外面のハケ目はわずかに残る程度で、その他のものは内外面

とも磨滅しており、調整等は不明である。199 ～ 210は弥生土器である。199は６条の凹線が巡り、円孔

が認められる無頸壺であり、200は外反ぎみに開く口縁部に縦方向の突帯が残る壺である。また、203 ～

207は底部のみが残存する壺（203・205）、有孔鉢（204）、甕（206・207）であり、杯部の一部が残存す

る高杯（209）を含め、これらは内外面とも磨滅しており、調整等は不明である。この他、201・202の

甕は、内面をハケ、201の外面はナデ、202の外面はハケおよびタタキで仕上げられている。なお、これ

らの弥生土器は、遺構検出時あるいは上層から出土しており、遺構の堆積過程において、隣接する

SH26から紛れ込んだものと考えられる。

SH28出土土器（211 ～ 249　／図版107・108　写真図版170・171）

　堆積土中から多数の弥生土器とともに、遺構検出時あるいは上層から土師器が出土しており、32点の

弥生土器（211 ～ 218・221 ～ 223・225 ～ 233・235 ～ 238・240・241・243・244・246 ～ 249）と ７ 点の

土師器（219・220・224・234・239・242・245）を図化している。211 ～ 214・221 ～ 223・225 ～ 227・

229・231・233・235は甕である。口縁部の一部のみが残存する211 ～ 214は内外面とも磨滅しており、

調整等は不明であるが、比較的残存状況が良好で口縁端部を上方へつまみ上げた221は内面をヘラケズ

リ、外面をハケで仕上げている。また、口縁部から体部の一部が残存する一群（222・223・225・226）

と底部の一部が残存する一群（229・231・233・235）では、内面の調整にナデあるいはヘラケズリなど

の違いが認められるが、外面は233のヘラミガキを除き、タタキ仕上げである。215 ～ 218・228・230・

232は壺であり、215・216の外面は斜め方向のタタキ、頸部が筒状に立ち上がる長頸の217・218は内面

をナデ、外面を縦方向のハケで仕上げている。236は有孔鉢、237は体部に突出した稜を巡らせ、口縁部

へは垂直に立ち上がる形状を呈した鉢、241は台付鉢であるが、237の外面に一部ハケの痕跡が認められ

るのみで、その他の内外面は著しく磨滅している。238・240・243・244・246 ～ 248は高杯、249は器台

である。238は口縁部が屈曲して外反する杯部が残存し、内外面ともヘラミガキで仕上げられており、屈

曲する口縁部の外面に突出した稜が巡る杯部と脚柱部が残存する248は、脚部内面にヘラナデ、外面に

縦方向のヘラミガキの痕跡が認められる。円柱状の胴部から口縁部および底部へ広く開いていく鼓形を

呈する249は、内面をハケおよびナデ・板ナデ、ヘラミガキ、外面を縦方向のヘラミガキで仕上げられ

ており、３方向に円孔が穿たれている。この他、219・220・224・234は土師器の甕、239・242・245は土

師器の高杯であり、これらは遺構の堆積過程において紛れ込んだものと考えられる。
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SH29出土土器（250　／図版108）

　底部から体部の一部が残存する弥生土器の甕（250）が出土しているが、内外面とも磨滅しており、

調整等は不明である。

SH31出土土器（251 ～ 259　／図版108　写真図版171）

　堆積土中から多数の弥生土器が出土しており、このうち、 ９ 点を図化している。251 ～ 255・258は甕

であり、このうち、254は中央土坑、255はｓｋ０１から出土しているが、いずれも内外面は磨滅しており、

調整等は不明である。口縁部端面に２条の凹線が巡る251の外面には縦方向のハケ、口縁端部を丸く収

める253の内面にはユビオサエおよびナデの痕跡が認められ、底部のみが残存する258は内面をナデ、外

面を縦方向のハケで仕上げられている。256・257・259は高杯であり、256・257の杯部は口縁部が屈曲

して外反する形状を呈している。256の外面には縦方向のヘラミガキの痕跡が認められ、脚柱部のみが

残存する259は内外面をナデ仕上げし、３方向に円孔が穿たれている。

SB01出土土器（260・261・263　／図版109）

　須恵器（260）は鉢または盌の小片である。体部に ３ 条の沈線が巡る。全体は回転ナデが施されてい

る。小片のため、傾きや口径は正確さを欠く。261は弥生時代の甕の破片である。柱穴掘方より出土し

ており、建物を建築する際に紛れ込んだものであろう。この破片も小片のため、傾きや口径は正確さを

欠く。263も弥生土器の壺の底部と思われるが、遺構面精査時の遺物のため、混入品と考える。

SB03出土土器（264　／図版109）

　古墳時代後期の須恵器の杯身である。底部外面は回転ヘラ切り後ナデ調整が施される。その上部は回

転ヘラケズリが施され、体部上半部～内面は回転ナデで仕上げている。内面中央部にはナデ調整が見ら

れる。

SB04出土土器（262　／図版109）

　弥生土器の壺の口縁部で、小片のため口径は推定値である。口縁部は垂下するが端面に ３ 条の凹線が

巡る。建物の範囲内から出土したが、弥生時代の遺構と古墳時代の遺構を同一面で検出したためで、

SB04に伴うものではない。

SB05出土土器（265　／図版109）

　弥生土器の甕の口縁部で、体部外面にはタタキ目が見られ、口縁部にはヨコナデが施される。内面は

摩滅している。小片のため口径は正確性を欠く。

SB06出土土器（266　／図版109）

　弥生土器または土師器の甕の口縁部で、内外面ともヨコナデが施される。小片のため口径は正確性を

欠く。

SB08出土土器（267　／図版109）

　頸部から口縁部の一部が残存する弥生土器の壺（267）がp０５から出土している。口縁部は横に広く開

き、頸部の内外面には縦方向のハケの痕跡が認められる。

SX01出土土器（268 ～ 274　／図版109　写真図版171）

　弥生時代の壺（268 ～ 272）、甕（273・274）が出土している。268は口縁端面に ３ 条の凹線が見られ

る。269も垂下した口縁端面に ３ 条の凹線が巡り、上面にはキザミが見られる。体部外面には、板ナデ

の痕跡が凹線風に見られる。その下には部分的にミガキが認められる。頸部は縦方向のハケ目の上にヨ

コナデ調整が施される。体部内面には部分的にハケ目が見られる。270は壺の胴部であるが、外面上半
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部には、浅い横方向のハケ目と、同じ原体で付けられた波状文が部分的に残っている。下半部は縦方向

のハケ目調整である。内面は胴部には縦方向のハケ目が施され、上部にはユビオサエの痕が残る。272は

壺の底部で、外面には縦方向のミガキが見られ、内面は底部に近い部分が板ナデ、上部が横方向のナデ

調整が施されている。273は甕の胴部である。外面には部分的にススが付着している。見た目よりも非

常に軽い土器である。274も外面下部にススが付着した甕である。器壁は磨滅しているが、部分的に調

整が残っている。外面は縦方向のハケ目、内面は上部に横方向のハケ目、底部にナデが見られる。口縁

部の端面には凹線風に見える強いヨコナデ調整が施されている。

SK03出土土器（275・276　／図版110）

　弥生時代の甕（275）、器台（276）が出土している。いずれも小片のため、口径は正確さを欠き、器

壁も磨滅している。

SK05出土土器（277　／図版110　写真図版171）

　古墳時代後期の須恵器の杯身である。口縁部が若干欠損しているものの、ほぼ完形である。ただ大き

く焼け歪んでいる。底部は回転ヘラ切りの後ナデ調整を施している。その他は内外面とも回転ナデ調整

である。内面中央部はナデ調整を施している。

SK13出土土器（278 ～ 280　／図版110）

　堆積土中から弥生土器が出土しており、このうち、 ３ 点を図化している。いずれも口縁部あるいは底

部の一部であり、内外面は磨滅しており、調整等は不明である。278は頸部に７条の凹線が巡る長頸壺

であり、279は壺、280は高杯と考えられる。

SK14出土土器（281・282　図版110　写真図版171）

　須恵器の杯蓋（281）、杯身（282）が出土している。281は天井頂部に宝珠状のつまみが付けられた笠

形を呈し、282は著しく歪んでおり、外面には自然釉が広い範囲に付着している。

SK16出土土器（283　／図版110）

　体部の一部が欠損する弥生土器の甕（283）が出土している。内面はナデおよびハケ、外面はヘラミ

ガキおよびハケで仕上げられている。

SK19出土土器（284 ～ 286　／図版110）

　堆積土中から弥生土器が出土しており、このうち、 ３ 点を図化している。284は甕の口縁部の一部が残

存しており、内外面とも横あるいは縦方向のハケで仕上げられている。285・286は内外面とも磨滅して

おり、調整等は不明であるが、壺の底部と考えられる。

SK20出土土器（287　／図版110）

　口縁部が屈曲して外反ぎみに開く弥生土器の高杯の杯部（287）が出土しているが、内外面とも磨滅

しており、調整等は不明である。

SK22出土土器（288・289　／図版110）

　弥生土器が ２ 点（288・289）出土している。288は頸部外面をハケで仕上げた壺であり、289は甕の底

部と考えられる。

SK25出土土器（290 ～ 295　／図版110）

　堆積土中から多数の弥生土器が出土しており、このうち、 ６ 点を図化している。290は内外面ともハケ

で仕上げられた口縁部が大きく外反する壺であり、295は頸部に圧痕文突帯を巡らせた広口太頸壺であ

る。291 ～ 294は甕であるが、292の外面および293の内面にそれぞれハケの痕跡が認められる他は、磨
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滅によって調整等は不明である。

SK28出土土器（296　／図版111）

　壺と考えられる弥生土器の底部（296）が出土しており、内外面に板ナデの痕跡が認められる。

SK29出土土器（297・298　／図版111）

　弥生土器の壺 ２ 点（297・298）が出土しており、このうち、298は頸部に圧痕文突帯を巡らせた直口

壺であり、内外面ともハケで仕上げられている。

SK34出土土器（299　／図版111）

　弥生土器の高杯（299）が出土しており、杯部内面はナデ、杯部底部から脚部外面はヘラミガキで仕

上げられている。

SK38出土土器（300　／図版111）

　弥生土器の甕（300）が出土しているが、内外面とも磨滅しており、調整等は不明である。

SK42出土土器（301 ～ 304　／図版111　写真図版172）

　堆積土中から弥生土器が出土しており、このうち、４ 点を図化している。301は甕、302・303は壺であ

るが、いずれも内外面は磨滅しており、調整等は不明である。304は口縁端部に３条の凹線を巡らせた

高杯である。他の土器と同様、磨滅している部分もみられるが、脚部外面にはヘラミガキの痕跡が認め

られ、それらを切るように杯部との境に沈線を巡らせている。

SD01出土土器（305・306　／図版111　写真図版172）

　305は須恵器の壺類の口縁部である。外面には ２ 条の沈線が巡る。内外面とも自然釉が被っており、

調整は見えない。306は弥生土器の甕の破片である。内面は横方向のヘラケズリが施されている。外面

には縦方向のハケ目の上にナデ調整を施している。口縁部は内外面ともヨコナデ調整である。

SD03出土土器（307　／図版111）

　弥生土器の甕（307）が出土しているが、口縁部の小破片であり、口径は不明である。

SD05出土土器（308　／図版111）

　弥生土器の壺（308）が出土しているが、口縁端部の小破片であり、内外面とも磨滅しており、口径

も不明である。

SD06出土土器（309・310　／図版111）

　弥生土器の壺（309）および甕（310）が出土している。309は口縁部の小破片であるが、口縁端面の

上方にキザミが施され、310は口縁部を上方に拡張している。

SD07出土土器（311 ～ 315　／図版111）

　堆積土中から多数の弥生土器が出土しており、このうち、 ５ 点を図化している。311・312・314は甕

であり、口縁端部を上方に拡張させた311は端面に３条の擬凹線が巡っている。312も口縁部を上方に拡

張しているが、314は体部から口縁部へは外反ぎみに大きく広がっている。313は壺、315は高杯の脚柱部

である。内面にハケの痕跡が認められる313を除き、いずれの土器も内外面とも磨滅によって調整等は

不明である。

SD08出土土器（316 ～ 318　／図版111）

　弥生土器の甕（316・317）、器台（318）が出土している。316は口縁部を上方に拡張し、318は口縁部

の小破片であるが、口縁端部に３条の擬凹線が巡り、内面にはナデ、外面にはヘラミガキの痕跡が認め

られる。
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SD09出土土器（319　／図版111　写真図版172）

　ほぼ完形の弥生土器の台付鉢（319）が出土している。内外面ともにハケで仕上げられ、一部ユビナ

デあるいはユビオサエの痕跡が認められる。また、口縁部内面の一部が明赤褐色を呈しており、丹が塗

布されていた可能性が考えられる。

SD10出土土器（320・321　／図版111）

　弥生土器の高杯 ２ 点（320・321）が出土しており、このうち、脚柱部のみが残存する320の内面には

ナデ、外面にはヘラミガキの痕跡が認められる。

SD12出土土器（322　／図版111）

　須恵器の高杯の破片と思われる。内外面とも回転ナデ調整で仕上げている。

SD13出土土器（323・324　／図版112）

　323は須恵器の高杯の小片である。全体は回転ナデ調整が施されている。体部に段を有する高杯と思

われる。底部に透かし孔の一部が認められる。324は土師器の甕の口縁で、内外面ともヨコナデ調整が

施されている。

SD14出土土器（325　／図版112）

　口縁端部に２条の凹線が巡る弥生土器の甕（325）が出土しているが、内外面とも磨滅しており、ナ

デの痕跡がわずかに認められる。

SD17出土土器（326　／図版112）

　弥生時代の甕の破片で、外面は体部下半部には横方向のタタキ、上半分は縦方向のハケ目を施してい

る。口縁部は内外面ともヨコナデ調整、内面は縦方向のヘラケズリとユビナデが見られる。

SD31出土土器（327　／図版112　写真図版172）

　ほぼ完形の須恵器の杯身（327）が出土している。底部の器壁は厚いが、上方にむけて薄くなり、蓋

受けの立ち上がりは低く内傾している。

SD32出土土器（328　／図版112）

　須恵器の杯蓋（328）が出土しており、天井部の約 １ / ３ 程度を回転ヘラケズリで調整し、天井部から

口縁部にむけて緩やかに落ち込んでいる。

SD36出土土器（329 ～ 332　／図版112）

　堆積土中から弥生土器が出土しており、このうち、４ 点を図化している。329・330は甕であり、329の

内外面には板ナデおよびナデ、底部のみが残存する330の内面にはユビオサエ、外面には板ナデの痕跡

がそれぞれ認められる。331は有孔鉢の底部、332は高杯の脚部である。

SD37出土土器（333　／図版112）

　口縁部が屈曲して外反する弥生土器の高杯（333）が出土している。内面はナデ、外面は横方向のヘ

ラミガキおよびハケで仕上げられている。

柱穴出土土器（334 ～ 346　／図版112）

　桂ヶ谷遺跡Ａ地区では、竪穴住居跡（SH）あるいは掘立柱建物跡（SB）にともなわない柱穴が200

以上確認されており、多数の土器が出土しているが、このうち、13点を図化している。これらはすべて

弥生土器であり、334・343は鉢である。343は口縁部の小破片であるが、胎土あるいはその形状などから

河内地域からの搬入土器と考えられる。335 ～ 338・341・342・345は口縁部あるいは底部の一部が残存

する甕であり、336は口縁部に４個一単位の押圧を加え、内面をユビオサエ、外面をハケで仕上げてい
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る。その他のものは内面にユビオサエやヘラケズリ、板ナデ、外面にハケやナデの痕跡が認められる

が、多くは磨滅しており、調整等は不明である。339・340は底部、344・346は口縁部の一部が残存する

壺である。344は口縁部端面にキザミを施し、346は口縁部に凸帯文が巡る無頸壺であり、343と同様、胎

土あるいはその形状などから河内地域からの搬入土器と考えられる。

包含層出土土器（347 ～ 358　／図版113　写真図版172 ～ 173）

　桂ヶ谷遺跡Ａ地区では、機械掘削ののち、人力による掘り下げを行い、遺構検出を行ったが、その過

程で多数の土器が出土しており、このうち、１２点を図化している。347 ～ 349は弥生土器であり、347は

内面をハケ、外面を平行タタキののちハケで仕上げた甕である。348は内面に板ナデ、外面にハケのの

ちヘラミガキの痕跡が認められる器台であり、349は脚部に４方向の円孔が穿たれた高杯である。内面

はヘラケズリ、外面はハケで仕上げられている。350 ～ 354は須恵器、355 ～ 357は土師器である。350の

杯、351の小型壺、354の提瓶は、いずれも残存状況は比較的良好であるが、焼成が不十分な354は柔く

橙色を呈している。352は長頸壺であり、体部から頸部に沈線を巡らせ、肩部にはキザミ目状の列線文

が装飾されている。353は台部が欠損した台付鉢であるが、洋杯型の鉢底部には貼り付けナデおよび３

方向に透かしの痕跡が認められ、体部にはヘラ状工具によって装飾された列線文が巡っている。355・

357は小型壺であり、いずれも内外面はユビオサエののちナデで仕上げられている。この他、口縁部の

みが残存する土師質の358はカマドの一部と考えられる。

（ ２ ）鉄製品（M2 ～ M5　／図版113　写真図版173）

　M3はSH04から出土した小破片であるが、目釘穴および一部木質が残存しており、刀子と考えられ

る。M4はSH17から出土した刀身部が欠損した刀子の茎部である。M3と同様、一部木質が残存してい

る。M2・M5は包含層から出土した鉄鏃および紡錘車である。M2は鏃身の先端部および茎部が欠損し

ている。

（ ３ ）石製品（S3 ～ S53　／図版147・148　写真図版174 ～ 180）

　桂ヶ谷遺跡Ａ地区では、51点の石製品が出土している。種類別に記すと、石鏃（S3 ～ S13）、石錐

（S14）、打製石包丁（S15・S16）、楔形石器（S17 ～ S21）、石核（S22）、剥片（S23 ～ S29）、磨製石剣

（S30）、磨製石包丁（S31 ～ S34）、石斧（S35 ～ S37）、磨石・敲石（S38）、砥石（S39 ～ S47、S49 ～

S53）、不明石製品（S48）である。

石鏃（S3 ～ S13）

　11点すべてがサヌカイト製で、平基式が ５ 点（S5・S6・S10・S12・S13）、凹基式が ２ 点（S7・S9）、

凸基無茎式（円基）が ２ 点（S8・S11），凸基無茎式（尖基）が １ 点（S4）、凸基有茎式が １ 点（S3）で

ある。

　平基式の ５ 点のうち、S5は側縁が内湾しており、その他は、ほぼ直線状をなす。平面形態も、S13の

ように正三角形を呈するものや、S10のように細長いものがある。S10は先端を欠損しており、推定長は

3.6㎝前後となる。

　凹基式の ２ 点のうち、S9は厚みが0.25㎝と他の石鏃が0.4㎝以上あるのと比べると著しく薄い。剥片に

加工したもののようである。

　凸基無茎式（円基）の ２ 点（S8・S11）は側縁が外湾する。S8は幅2.01㎝あり、Ａ地区より出土した石
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鏃のうち ２ 番目に幅が広い。

　凸基無茎式（尖基）のS4は、縁辺部が直線状をなす。基部は厚く、0.91㎝を測る。

　凸基有茎式のS3は、Ａ地区より出土した石鏃の中で、最も長く（3.95㎝）、最も重い（3.1g）ものであ

る。

石錐（S14）

　サヌカイト製で涙滴状をしている。先端は摩耗している。最大回転底径は約 ７ ㎜で、穿孔の対象は石

包丁であった可能性がある。

打製石包丁（S15・S16）

　いずれもサヌカイト製の製品で、半分が折損している。S15の刃部は直線的で、全体の形状は半月形

をしている。S16は刃部が外湾した杏仁形を呈している。背部の刃つぶしは顕著ではない。

楔形石器（S17 ～ S21）

　いずれもサヌカイト製である。S19は図面上側の縁辺に階段状剥離が見られる。

石核（S22）

　サヌカイトの石核で、長さ約2.8㎝、幅約2.6㎝、厚さ0.65㎝を測る。

剥片（S23 ～ S29）

　S24は黒耀石、S29はチャート、その他はサヌカイトである。S24は左図の右縁辺下半に使用痕が認め

られる。S27は図の下側に微細な剥離痕が見られる。

磨製石剣（S30）

　先端部が欠損していた鋒の破片である。横断面形は扁平で鎬はない。図版116の図面では、右側平面

図の右側に刃部を研ぎ出している。溝状の樋は見られず、鉄剣形の石剣と思われる。残存長9.71㎝、重

さ29.8gを量る。

磨製石包丁（S31 ～ S34）

　 ４ 点が出土しているが、S33以外は半分に折損している。S31は片刃で、柔らかそうな白い粘板岩を

使っている。孔は両側穿孔で、内湾刃である。S32は推定長9.5㎝、両刃である。先端部が摩耗してお

り、使用後に破損したことがわかる。S33は先端部が欠損しているものの、ほぼ完存している。刃部は

内湾しており、図版117の図面で、上側の孔の上下にあたる部分の刃部が擦り減っており、刃部が波

打っている。左側の図面では孔と孔をつなぐ部分に紐擦れ痕が、右側の図面では、孔から背に向かった

紐擦れ痕が認められる。全長約17㎝、重さ93.2gを量る大型品である。S34も片刃で、刃部角度は鈍い。

図版117の図面では、左側図面の孔から下方向に、右側図面の孔から右側方向に紐擦れ痕が見られる。

細身の石包丁である。

石斧（S35 ～ S37）

　S35は小型の扁平片刃石斧である。柔らかい石材を使用しており、全面が研磨されている。刃部は背

部に対して斜めに研がれており、研ぎ直しによるものかと思われる。S36・ S37は太型蛤刃石斧の破片

である。S37は、断面が楕円形をしており、中央の図では刃部は左から右に向かって強く研磨されてい

る。

磨石・敲石（S38）

　円柱状を呈しており、円柱の上面及び下面にあたる部分が研磨により光沢を帯びる。またその中央部

には、両面とも敲打痕が見られる。側面は敲打により形を整えられている。砂岩系の石材で、重さ800
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ｇを量る。磨石の用途と敲石の用途を併用した石器と考えられる。

砥石（S39 ～ S47・S49 ～ S53）

　数多くの砥石が出土している。S39は折損しているが、長辺 ４ 面が使用されている。仕上げ用の砥石

である。S４１も ２ 面が使用され、図の上面はわずかに凹みを見せている。S42は破損しており、図の両側

面は使用されている。S43は長辺 ４ 面が、S44は ３ 面が使用されている。どちらも目が細かく、仕上げ用

の砥石である。S45は図の長辺 ４ 面が使用されており、下面で折損している。擦面は窪んでおり、刃部

で付けられたような線状の擦痕が見られる。石包丁を研いだ砥石の可能性がある。

　S46は大型の砥石で、5700gを量る。使用面は １ 面であるが、 ２ 箇所が集中的に使用されており、中央

部が窪んでいる。S47は １ 面のみが使用されている。S49も平面図で図示した面のみが使用されている。

粗砥として使用されたものである。S50は長辺 ３ 面が使用されている。仕上げ用の砥石である。S51は中

央部を意識的に窪ませているように見えるが、使用面は長辺ではなく、図の上面が使用面にあたる。

S52は長辺 ４ 面に使用痕がある。特に左の平面図及び断面図に図示したように、丸く窪んでいる。S53

も長辺 ４ 面が使用されている。仕上げ用の砥石である。

不明石製品（S48）

　直方体を意識して加工されている。外面は ６ 面とも鉄製工具によると思われる直線的な刃の痕が顕著

に見られる。未製品と思われるが、用途は不明である。

　主な遺構からの石器の出土状況は以下のとおりである。

SH01：砥石（S39）、SH02：石錐（S14）・楔形石器

（S17）・剥片（S26）、SH03：砥石（S40）、SH09：

石 鏃（S3）・ 剥 片（S27）、SH14： 打 製 石 包 丁

（S16）、SH15：石鏃（S4・S5）・剥片（S24）・砥石

（S42）、SH17： 石 鏃（S6）・ 剥 片（S28）・ 砥 石

（S41・S51）、SH19： 石 斧（S44）、SH21： 剥 片

（S23・S25）、SH22： 剥 片（S29）・ 石 斧（S36）、

SH23：石核（S22）・砥石（S43・S45）、SH24：石

鏃（S7）、SH26： 楔 形 石 器（S18）・ 磨 製 石 剣

（S30）、SH27：石包丁（S31）、SH28：石鏃（S8）・

楔形石器（S19）・磨石・敲石（S38）・砥石（S46・

S47）、SH30： 石 鏃（S9）、SH31： 砥 石（S49・

S50）・不明石製品（S48）

小 結

　桂ヶ谷遺跡Ａ地区の遺構の時期は、大きく ２ つに分かれる。古い方が弥生時代中期中葉（第 ３ 様式並

行）～終末期と新しい方が古墳時代後期である。

　最も古い竪穴住居には、Ⅰ○型土坑を持つSH19やSH22がある。弥生時代中期中葉～後半にかけて、

円形の竪穴住居がＡ地区の緩斜面全体に営まれる。弥生時代後期～終末期にかけては、住居の建設域は

前代と変わらないが、SH04、SH06、SH23といった大規模な円形竪穴住居が営まれるのが特徴的である。

　古墳時代前期～中期にはこの地区は利用されず、古墳時代後期になって再び利用されるようになる。

方形竪穴住居SH01、SH05、SH24等が南西から北東に向かって下る緩斜面の中央に沿って作られる。ま

た、総柱建物SB01や側柱建物SB06などの掘立柱建物が作られ、尾根を横断する方向に区画溝SD13や

SD31が掘られるのもこの時期である。

　Ａ地区の日照時間について、調査中に体感したことを記す。Ａ地区内の南部分に位置する円形住居

SH33や方形住居SH01から北側の地区については太陽がよく当たっていた。一方それより南側（斜面上
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方）では、Ａ地区の東西に張り出した尾根や南側の尾根の陰になりやすく、冬季は特に日照時間が短く

なる。当たり前のことであるが、Ａ地区の居住した人々も日照に十分配慮し住居を建築したことが、住

居の配置から窺える。

第 ２節　桂ヶ谷遺跡Ｂ地区

遺 構

（ １ ）概 要

　桂ヶ谷遺跡Ｂ地区は、桂ヶ谷遺跡の北端、南西から北東方向に延びる東西約55ｍ、南北約25ｍの傾斜

変換点および緩斜面地に広がっている。遺跡背後の尾根上には、20基から構成されるずえが谷古墳群が

存在し、南西上方の斜面地には桂ヶ谷遺跡Ｈ地区が立地している。

　調査の結果、傾斜変換点付近の標高約205ｍの地点で竪穴住居跡（SH04）１ 棟、標高約202ｍを中心と

した緩斜面地で大型の竪穴住居跡（SH01）を含む ３ 棟の住居跡や土坑などを確認したが、里道が横断

していた調査区のほぼ中央部では、遺構の検出状況は希薄であった。

（ ２ ）竪穴住居跡

SH01（図版54・55　写真図版80 ～ 82）

検 出状況　調査区の中央部、東寄りに位置し、南にはSH02が隣接している。調査前から竪穴住居跡が

埋まりきっていない状態の円形の窪みを目視することができ、その窪みを中心に掘り下げていくと円

形の住居跡が確認された。

形 態・規模　平面形は、北東方向に若干広がった楕円形を呈し、長径11.5ｍ、短径9.7ｍを測る。壁面の

立ち上がりは最も深いところで約0.7ｍが遺存していた。

屋 内施設　周壁溝および中央土坑、住居内土坑、柱穴を検出した他、中央土坑あるいは側壁から住居外

へと延びる排水溝も確認された。

周 壁溝　住居内を一部、四重に巡っており、周壁溝と住居外へと延びる排水溝などの切り合い関係に

よって、少なくとも ３ 度の拡張による建て替えが行われたことが確認される（図版55）。それらを古

い順にみていくと、長径約6.6ｍ、短径約 ６ ｍを測る楕円状のSH01－ １ が最も小さく（床面積約30㎡、

以下同）、以後、直径約8.2ｍを測る円形のSH０１－ ２ （約50㎡）、長径約9.5ｍ、短径約8.9ｍを測る楕円

状のSH01－ ３ （約70㎡）、長径11.5ｍ、短径9.7ｍを測る楕円状の最も大きいSH01－ ４ （約90㎡）とな

る。SH01－ １ 、－ ３ 、－ ４ の周壁溝は、北東部あるいは北東部から北西部の一部が途切れているが、

いずれも幅約0.3ｍ、深さ約0.1ｍを測る。

中 央土坑　SH01－ １ のほぼ中央で、SH01－ ２ 以降の中央土坑から延びる排水溝に切られた直径約1.1

ｍ、深さ約0.7ｍを測る円形の土坑が検出された。また、隣接してSH01－ ２ 以降の直径約1.2ｍ、深さ

約0.7ｍを測る中央土坑が検出されているが、いずれの住居跡でもほぼ中央に位置していることから、

中央土坑を中心に同心円状に拡張していることが理解される。

住 居内土坑　SH01－ ２ の周壁溝の東壁際で長辺1.6ｍ、短辺0.8ｍを測る長方形を呈する土坑が検出され

たが、SH01－ ２ 以降のどの住居跡にともなうものかは不明である。

柱 穴　SH01－ １ では、主柱穴は方形状に ４ 本検出されたが、SH01－ ２ 、－ ３ では ７ 本のうち、 ５ 本の
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主柱穴が確認された。また、SH01－ ４ については、SH01－ ２ 、－ ３ と一部重複するものを含み、 ８

本のうち、６ 本の主柱穴が確認されている。いずれも掘方は円形であり、直径約0.2ｍ、深さは0.1ｍ～

0.4ｍを測る。柱痕は検出されなかった。

排 水溝　中央土坑あるいは周壁溝から住居外へと延びる溝が ３ 条（SD01・SD04・SD05）検出された。

SD01は、SH01－ １ の周壁溝から南東方向へ約4.4ｍ延び、幅約0.2ｍ～ 0.4ｍ、深さ約0.1ｍを測り、SH02

に切られている。SD04は、SD01－ １ の中央土坑から約8.8ｍ北西方向の住居外へと延び、SD05は、SH01

－ ４ の周壁溝から南方向の住居外へ直線的に約8.8ｍ延びている。いずれも幅約0.4ｍを測り、南側の

尾根の落ち際まで深さ約0.8ｍ近く掘り込まれている。

出 土遺物　弥生時代後期前半の甕（359 ～ 361他）や壺（362・365他）、有孔鉢（363）、蓋（367・368）、

脚付鉢（369）、高杯（370・371）、器台（372 ～ 375）の他、未成品の石鏃（S54）や砥石（S66・

S67）、管玉（J1）などが出土している。

SH02（図版56　写真図版83・84）

検 出状況　調査区の南東端に位置し、北にはSH01が隣接している。東角部は尾根の落ち際の崩落に

よって欠損しているが、住居内土坑、柱穴が検出された。

形 態・規模　平面形は方形を呈し、一辺7.1ｍを測る（床面積約50㎡）。壁面の立ち上がりは最も高いと

ころで0.44ｍが遺存していた。

屋内施設　 ２ 基の土坑（sk01・sk02）と ４ 本の主柱穴が検出された。

住 居内土坑　中央やや西寄りで検出された土坑（sk01）は、長辺約 １ ｍ、短辺約0.6ｍを測る楕円形で

あり、北角部の壁際では、一辺約0.9ｍの三角形状を呈する土坑（sk02）が確認されている。

柱穴　いずれも掘方は円形であり、直径約0.4ｍ、深さ0.3ｍ～ 0.6ｍを測る。柱痕は検出されなかった。

出土遺物　土器は出土しなかったが、砥石（S68）と不明石製品（S65）が出土している。

SH03（図版56　写真図版87）

検 出状況　調査区の北東に位置し、南西にはSH01が隣接している。SH01の遺構検出面が標高202ｍで

あったのに対し、標高201.6ｍ～ 201.4ｍの地点で検出されたため、約0.5ｍの高低差があり、遺構上部

は著しく削平された状態であった。中央土坑あるいは柱穴等は検出されなかったが、周壁溝と考えら

れる溝の一部が残存していた。

形 態・規模　残存していた周壁溝の形状から、一辺約4.3ｍを測る方形の住居跡（床面積約20㎡）で

あったと考えられる。

周 壁溝　方形住居の壁面に沿って巡っていたと考えられるが、「コ」の字状に確認され、幅約0.3ｍ、深

さ約0.1ｍを測る。

出土遺物　弥生時代中期後半の甕（376・377）が出土している。

SH04（図版57　写真図版85・86）

検 出状況　調査区の南西端に位置し、住居内のほぼ中央にSH05が埋没している。南から南東の一部が

削平されているが、中央土坑あるいは周壁溝などが検出され、残存状況は比較的良好である。床面で

検出された焼土の一部がSH05の溝に切られているが、土層の堆積状況からは、明確に確認されな

かったため、両者の新旧関係は不明である。

形 態・規模　平面形は直径7.8ｍを測る円形を呈し（床面積約48㎡）、壁面の立ち上がりは最も深いとこ

ろで0.52ｍが遺存していた。
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屋内施設　周壁溝および中央土坑、多くの柱穴が検出された。

周 壁溝　検出された壁面に沿って円形に巡っており、幅約0.3ｍ、深さ約0.1ｍを測る。溝内からは、石

包丁（S60）や石斧（S61・S63）など石製品が出土している。

中 央土坑　住居内のほぼ中央で検出され、長辺0.68ｍ、短辺0.56ｍの楕円形を呈し、深さ0.15ｍを測

る。上下 ２ 層に分かれ、下層ではわずかに炭が含まれている。

柱 穴　掘方は円形あるいは楕円形であり、直径0.15ｍ～ 0.5ｍ、深さ0.3ｍ～ 0.7ｍを測る。検出された多

くの柱穴のうち、主柱穴となるものは10本であったと考えられるが、７ 本が確認され、柱間は1.4ｍ～

2.2ｍ（平均1.85ｍ）である。柱痕は検出されなかった。

出 土遺物　弥生時代中期後半の壺（378）や甕（379・380他）、鉢（381）、土錘（385）の他、楔形石器

（S57）や石包丁（S60）、石斧（S61・S63）など多くの石製品も出土している。

SH05（図版57　写真図版87）

検 出状況　調査区の南西端、SH04のほぼ中央に位置し、中央土坑あるいは柱穴等は検出されなかった

が、周壁溝と考えられる溝が残存していた。

形 態・規模　平面形は長方形を呈し、長辺3.3ｍ以上、短辺2.7ｍを測る（床面積約10㎡）。壁面の立ち上

がりは最も高いところで0.2ｍが遺存していた。

周 壁溝　長方形住居の壁面に沿って巡っていたと考えられるが、「コ」字状に確認され、幅0.2ｍ～ 0.3

ｍ、深さ約0.1ｍを測る。

出土遺物　弥生時代中期後半の壺（386）の他、砥石（S72・S73）が出土している。

（ ３ ）土坑

SK04（図版58　写真図版88）

検出状況　調査区の中央部、南寄りに位置し、周囲の遺構の検出状況は希薄である。

形 状・規模　一辺約1.1ｍの方形状を呈し、深さ約0.3ｍを測る。床面は平坦であり、堆積土の中位以下

ではわずかに炭を含み、中央部の最下層は炭層である。

出土遺物　遺物は出土しなかった。

SK06（図版58　写真図版88）

検出状況　調査区の中央部、北西端に位置し、SK05に隣接している。調査前から東際を里道が横断し、

上方部は調査区を横断する溝によって、削平された状態であった。

形 状・規模　長辺約1.6ｍ、短辺約1.2ｍを測る楕円状に検出されたが、西上方の一部が残存しており、

復元径約 ２ ｍ、深さ約1.4ｍを測る土坑であったと考えられる。

出土遺物　弥生時代中期後半の甕（391）の他、隣接するSK05から壺（387）や甕（388）、高杯（389・

　390）が出土している。

SK10（図版58　写真図版88）

検 出状況　調査区の北西端に位置し、北側は尾根の落ち際のため、削平されている。比較的傾斜が急な

斜面に立地しているが、東際以東は緩斜面地となっている。

形 状・規模　直径約2.3ｍを測る円形を呈していたと考えられ、深さ約0.4ｍを測る。床面は傾斜してお

り、堆積土に炭が含まれている。

出土遺物　弥生時代中期後半の甕（392）が出土している。
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出土遺物

（ １ ）土器（図版121・122　写真図版181・182）

SH01出土土器（359 ～ 375　／図版121　写真図版181）

　堆積土中から多数の弥生土器片が出土しており、このうち、17点を図化している。359 ～ 361・364・

366は甕である。359を除き、口縁部あるいは底部の一部が残存するのみであり、内外面とも磨滅によっ

て調整等は不明である。359は口径11.0㎝、器高16.0㎝（いずれも復元）で、内面はユビあるいは板によ

るナデ、外面は縦方向のハケで仕上げられ、外面には煤が付着している。370・371はいずれも高杯の脚

柱部のみが残存しており、370の内面は横方向のヘラケズリ、外面を縦方向のヘラミガキで仕上げてい

る。この他、362・365の壺、363の有孔鉢、367・368は蓋、369の脚付鉢、372 ～ 375の器台については、

全体の形状が復元されるものもみられるが、多くは内外面とも磨滅によって調整等は不明である。

SH03出土土器（376・377　／図版121　写真図版182）

　376・377とも弥生土器の甕である。377は底部から体部の一部が残存しており、内面に縦方向のヘラ

ケズリ、外面底部に横ナデの痕跡が認められる。

SH04出土土器（378 ～ 385　／図版122　写真図版182）

　堆積土中から多数の弥生土器片が出土しており、このうち、 ８ 点を図化している。379・380・382 ～

384は甕である。いずれも口縁部あるいは底部の一部が残存するのみであり、382の内外面にナデの痕跡

が認められるが、その他は磨滅によって調整等は不明である。378は口縁端部が水平に開く形状を呈す

る広口壺であり、381は口縁端部が内側に傾く鉢である。また、385は中央土坑から出土した管状の土錘

である。

SH05出土土器（386　／図版122　写真図版181）

　底部から体部の一部が残存する弥生土器の壺である。

土坑出土土器（387 ～ 393　／図版122）

　387 ～ 390はSK05から出土した弥生土器の広口壺（387）、甕（388）、高杯（389・390）である。388

は口縁部から体部の一部が残存しており、外面にハケおよび横ナデの痕跡が認められる。391・392はそ

れぞれSK06（391）、SK10（392）から出土した弥生土器の甕の底部である。また、393はsk02（SH02）

から出土した土師器の甕であり、口縁部は外反ぎみに広く開く形状を呈しており、内面には縦あるいは

横方向のハケ目による調整が施され、外面にもハケ目の痕跡が認められる。

溝出土土器（394 ～ 397　／図版122）

　394はSD03から出土した弥生土器の甕である。口縁部の一部が残存するのみであるが、内面肩部のヘ

ラケズリ、口縁部内外面の横ナデの痕跡は比較的明瞭に認められる。395・396はいずれもSD04から出

土した弥生土器の壺である。このうち、底部から体部の過半部が残存する395はやや扁平な球形を呈し

ており、内面には縦および横方向のユビナデとユビオサエの痕跡が認められる。また、397はSD05から

出土した土師器の甕であり、やや寸胴な体部から口縁部へは外反ぎみに広く開く形状を呈しており、外

面には縦方向のハケ目の痕跡が明瞭に残っている。

柱穴出土土器（398・399　／図版122）

　398・399ともに弥生土器の壺である。398はPit07から出土した口縁部の小破片であるが、その形状か

ら広口壺と考えられる。399はPit08から出土した壺の底部であり、内面には縦方向のヘラケズリの痕跡

が認められる。
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包含層出土土器（400 ～ 404　／図版122）

　400・402は弥生土器の甕であり、401・403は弥生土器の壺である。いずれも口縁部あるいは底部など

の一部が残存するのみであり、400の外面に右斜め方向のタタキの痕跡が認められるが、多くは内外面

とも磨滅によって調整等は不明である。また、404はその形状から、蓋のつまみの一部と考えられる。

（ ２ ）石製品（図版123 ～ 126　写真図版182 ～ 186）

　桂ヶ谷遺跡Ｂ地区では、22点の石製品が遺構ごとに比較的まとまって出土していることから、土器と

同様、遺構ごとに記述することとする。

SH01出土石製品（S54・S66・S67　／図版123 ～ 125　写真図版182・184・185）

　S54はサヌカイト製の未製品の石鏃である。S66・S67はともに楕円形状を呈する砥石で、S66は周縁

部にも使用痕は認められるが、砥面は平滑で細かい擦痕がみられる中央部である。S67は上下面および

側面の三面が極めて平滑で、砥面として使用されている。

SH02出土石製品（S65・S68　／図版124・125　写真図版184・185）

　S65は平面が円形状を呈し、表面に加工あるいは使用痕等はみられず、断面の一方が比較的平坦なこ

とから、礎石であった可能性が考えられる。S68は薄い板状の砥石で、両端は欠損している。

SH04出土石製品（S56・S57・S59 ～ S64・S69 ～ S71　／図版123 ～ 126　写真図版182 ～ 186）

　11点の石製品が出土しており、このうち、６ 点（S60・S61・S63・S64・S70・S71）は周壁溝から出土

している。S56はサヌカイト製の剥片であり、S57・S59はともにサヌカイト製の楔形石器である。S57の

下辺は自然面であるが、上辺に階段状の剥離が認められ、S59は二辺に階段状の剥離が認められ、下辺

に剪断面が形成されている。S60は約半部が欠損する粘板岩製の磨製石包丁である。また、S61・S63は

いずれもほぼ完存する太型蛤刃石斧であり、断面形は楕円形を呈している。S62は砂岩製の片刃石斧と

考えられるが、上面に一定間隔の擦痕がみられるため、砥石に転用されたとも思われる。S64は砂岩製

の磨石であり、S69 ～ S71は上面のみが平滑で、砥面として使用された砥石である。

SH05出土石製品（S72・S73　／図版126　写真図版186）

　S72・S73はいずれも欠損しているが、表面が平滑で、砥面として使用された砥石である。S72の一部

に被熱の痕跡が認められる。

土坑出土石製品（S55・S58　／図版123　写真図版182・183）

　S55・S58はSK05から出土したサヌカイト製の剥片である。いずれも階段状の剥離がみられ、S55には

二次加工の痕跡も認められる。

包含層出土石製品（S74・S75　／図版126　写真図版186）

　S74・S75は包含層から出土した砥石である。S75は泥岩製で扁平な撥形を呈している。

（ ３ ）玉類（図版126　／巻首図版 ８ 　図版126）

SH01出土玉類（J1）

　SH01から石製の管玉（J1）が １ 点出土している。淡い緑色から青色を呈しており、穿孔は両側から

行われている。
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小 結

　桂ヶ谷遺跡Ｂ地区で確認された住居跡は、SH04が弥生時代中期後半、SH01が弥生時代後期前半、

SH02が住居の形態などから古墳時代前期ごろに位置付けられる。また、SH05は弥生時代中期後半の土

器が出土しているが、切り込んでいるSH04に伴うものと判断され、古墳時代の住居であったと考えら

れる。このうち、住居内を巡る周壁溝によって、少なくとも ３ 度の建て替えが行われたSH01は、隣接

するSH02が古墳時代前期ごろに建てられたとすると、建て替えは比較的短期間に繰り返し行われてお

り、桂ヶ谷遺跡の他の地区では、例をみない状況である。

　桂ヶ谷遺跡Ａ地区とは谷を隔てて分かれているが、Ｂ地区北東（Ａ地区北端）の谷の崩落は著しく、

両地区とも落ち際の遺構が欠損しているため、弥生時代中期から古墳時代にかけての遺跡存続時期は、

両地区の間および北側では、遺構がさらに広がっていた可能性も考えられる。

第 ３節　桂ヶ谷遺跡Ｄ地区

遺 構

（ １ ）概 要

　桂ヶ谷遺跡Ｄ地区は桂ヶ谷遺跡を東西に分ける尾根の先端部に位置する。東西40ｍ、南北30ｍほどの

狭い平坦地から背後の斜面にかけて遺構広がる。平坦地の東西及び北側は深い谷となっている。当初平

坦地部分のみを対象として調査を開始したが、背後の斜面にまで段状遺構が続くことがわかったため、

斜面部分も調査対象範囲に追加した。

　調査の結果、平坦面の中央部分で大型の円形竪穴住居跡（SH02）を検出し、その東側で小型の方形

竪穴住居跡（SH01）を検出した。その上には段状遺構が東西方向に並び（段状遺構１～ 段状遺構４）、

その内部及び周辺で炭層、焼土、土坑などの遺構を検出している。さらにその上、平坦地部分と斜面部

分の境に東西に細長い段状遺構７があり、これの西端に接して段状遺構６が、そして最も高い場所に段

状遺構５がある。遺構が存在するのは標高204ｍから211ｍの間、東西40ｍ、南北40ｍほどの範囲であ

る。

（ ２ ）竪穴住居跡

　 ２ 棟の竪穴住居跡（SH01・SH02）を検出している。

SH01（図版61　写真図版91・92）

検 出状況　調査区の北東隅に位置する竪穴住居跡である。南側は斜面の崩壊によって一部失われてい

る。

規 模・形態　残存部で東西3.6ｍ、南北4.5ｍ、深さ0.35ｍであり、もとの大きさは南北が ５ ｍほど、面

積は18㎡になると思われる。

排水溝　東側の中央付近から東側の谷に向かって排水溝が伸びる。

柱 穴　柱穴は ４ 基検出し一見 ２ 本柱の建物に見えるが、最も深い穴でも0.3ｍほどしかなく主柱穴には

ならない。

所 属時期　埋土内から弥生時代中期～後期の土器（405 ～ 413）が出土しているが、周辺に中期の遺構

が多数あり中期の土器は混入であると考えられるので、遺構の時期は最も新しい土器が示す弥生時代
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後期であると考えられる。

用 途　明確な主柱穴を持たないこと、周壁溝がないことなどから、通常の竪穴住居跡ではなく、居住以

外の用途の簡易な構造のものであった可能性も考えられる。

SH02（図版60　写真図版91・92）

検出状況　調査区の北側、平坦地の中央に位置する大型の竪穴住居跡である。

規模　東西9.3ｍ、南北9.1ｍ、床面積66㎡、南側の最も深いところで深さ0.9ｍである。

柱 穴　柱穴はたくさん検出されたが、そのうち主柱穴となるものは10本あり、柱間は1.8ｍ～ 3.0ｍ（平

均2.19ｍ）、深さは0.5ｍ～ 0.6ｍである。

周 壁溝　周壁溝は内外 ２ 本ある。内側の周壁溝から中心に向かう間仕切り溝が ２ 条見られる。また外側

の周壁溝は西側のみで検出されていることから、西側に床面が拡張されていると考えられる。

中 央土坑　建物の中央部にはⅠ○型中央土坑がある。円形の土坑（土坑○）の南側に炭が入った楕円形

の土坑（土坑Ⅰ）が取り付くものでるが、通常のものとは異なり北側に溝が取り付き、土坑Ⅰのさら

に南側にもうひとつ小型の土坑が取り付く。また中央土坑の南側には黄褐色土が ５ ㎝ほどの厚さで貼

られている。

出 土遺物　埋土内から弥生時代中期後半の土器（414 ～ 431）が出土している。石器は石鏃（S77）と磨

石（S80・S81）が出土している。

所属時期　弥生時代中期後半の遺構である。

（ ３ ）段状遺構

　調査区南側の平坦部から斜面にかけて７基の段状遺構を検出した。段状遺構はSH02のすぐ上に１～

４の４基がほぼ同じレベル（標高206ｍ付近）で並び、その上標高207ｍ付近に東西に細長い段状遺構

７、さらにその上に段状遺構５、６がある。最も高い場所にある段状遺構５で標高210m ～ 211ｍであ

る。

段状遺構１（図版61　写真図版93）

検出状況　調査区平坦部分の南東にある段状遺構である。東側は谷による浸食のために失われている。

規 模・形態　東西の幅は ７ ｍ以上、南北の幅は2ｍ～2.3ｍ、深さは0.2ｍである。底面は北向きに緩やか

に傾斜する。

出土遺物　埋土からは弥生時代中期後半の土器（432 ～ 436）が出土している。

所属時期　弥生時代中期のものである。

段状遺構２（図版61　写真図版93・94）

検 出状況　段状遺構１の西側にあり、東側は段状遺構４と重なり、北側は段状遺構３と重なる。各段状

遺構は切り合いがあるが、埋土の観察から先後関係を決めることはできなかった。

規 模・形態　東西の幅は7.1ｍ、南北の幅は2ｍ、深さは0.9ｍである。床面はほぼ平坦であるが、わずか

に北向きに傾斜する。

出土遺物　埋土からは弥生時代中期～後期の土器（437 ～ 446）が出土している。

所属時期　弥生時代中期～後期のものである。

段状遺構３（図版62　写真図版91・92）

検出状況　SH02の南側にあり、東側は段状遺構２と重なり、北側に接してSK01がある。
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規 模・形態　東西の幅は11ｍ、南北の幅は ５ ｍ、深さは0.6ｍである。中央部に ２ ｍ× ２ ｍの方形の一

段低い部分があるが、これは土層断面の観察から、段状遺構が埋まった後に掘削されたものであると

判断でき、中央にある円形土坑SK07もこれに伴うものであると考える。

炭 ・焼土　床面はほぼ平坦であり、床面上で炭や焼土の広がりが多数検出された。焼土１は直径0.4ｍ

の円形を呈し、３ ～ ４㎝の深さまで被熱による赤色の変色が認められる。焼土２は長径0.5ｍ、短径0.3

ｍの楕円形を呈し、底に厚さ ２ ㎝ほどの炭層があり、その上に厚さ ２ ㎝の焼土層が認められる。この

ふたつの焼土に挟まれた、東西2.5ｍ、南北1.2ｍの楕円形の範囲に浅い窪みがあり炭、焼土が薄く堆

積する。また段状遺構の東側にも炭層と焼土（焼土３）がある。焼土３は南北0.7ｍ、東西0.4ｍの範

囲に被熱した粘土塊と炭、土器片が広がるものであり、粘土で構築された炉状のものの残骸の可能性

がある。

土 坑　東側には ３ 基の土坑（SK03・SK04・SK05）があるが、このうちSK05の埋土に炭が含まれてお

り、各土坑からは弥生時代中期の土器（512 ～ 515）が出土している。

出 土遺物　遺物は埋土や床面から土器が多量に出土している（447 ～ 495）。器種は壺が多く、広口壺の破

片が多いのが特徴であり、大型の器台（495）が出土していることも特筆される。石鏃（S76）が １ 点

出土している。

所属時期　弥生時代中期のものである。

段状遺構４（図版63　写真図版93・94）

検出状況　段状遺構１、２の北側にある。

規模　東西6.1ｍ、南北2.4ｍの楕円形の平面を呈する。深さは0.1ｍと浅く床面が窪む程度である。

出土遺物　埋土から弥生時代中期末～後期初頭の土器（496）が出土している。

所属時期　弥生時代中期～後期のものである。

段状遺構５（図版63　写真図版94・95）

検出状況　南側の最も高い場所にある段状遺構である。

規 模・形態　現状では東西7.0ｍ、南北2.5ｍ、深さ1.2ｍの大きさで、床面が ２ 段になっているが、断面

の観察からいったん埋没した後に再度掘削されていることが読みとれる。もとは南北幅1.5ｍほどの

ものであり、これが埋没した後に再び南北幅1.5ｍほどの段状遺構が掘削されたようである。

出土遺物　埋土からは弥生時代中期の土器（497 ～ 499）が出土している。

所属時期　弥生時代中期のものである。

段状遺構６（図版63　写真図版94・95）

検 出状況　段状遺構７の南西に接している。断面の観察から、段状遺構７により切られていることが読

みとれる。

規模　東西6.0ｍ、南北2.5ｍ、深さ1.5ｍであり、床面はほぼ平坦である。

出土遺物　埋土から弥生時代中期の土器（500）が出土している。

所属時期　弥生時代中期のものである。

段状遺構７（図版63　写真図版94・95）

検出状況　D地区で最も大きな段状遺構である。西側は里道によって切られている。

規模　東西22ｍ以上、南北3.5ｍ、深さ1.9ｍの大規模なものであり、床面はほぼ平坦である。

出土遺物　埋土からは弥生時代中期の土器（501・502）が出土している。
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所属時期　弥生時代中期のものである。

（ ４ ）土坑

SK01（図版64　写真図版96）

検出状況　段状遺構３の北側に接する土坑である。

規 模・形態　長径1.2ｍ、短径0.75ｍの楕円形であり、深さは0.2ｍである。底面は平坦であり、炭をわ

ずかに含む土で埋没する。

出 土遺物　土坑内からは多量の遺物が出土している。土器は弥生時代中期末～後期のもの（505 ～ 511）

が出土しており、この他磨製石剣（S78）が二つに折れた状態で出土している。

所属時期　弥生時代中期末～後期初頭のものである。

SK02（図版64　写真図版96）

規模　段状遺構７の南東側にある東西2.2ｍ、南北1.2ｍの方形の土坑である。

出土遺物　遺物は出土していない。

所属時期　弥生時代中期のものであろう。

SK06（図版64）

規模　調査区の北端にある、直径1.2ｍの楕円形の土坑である。

出土遺物　遺物は出土していない。

所属時期　弥生時代中期のものであろう。

（ ５ ）溝

SD01

規 模　調査区の北端から南向きに伸びる幅0.8ｍの溝である。SH02により南側が切られており、残存長

は約10ｍである。

出土遺物　弥生時代中期の土器（516）と磨石（S79）が出土している。

（ ６ ）炭層・焼土面（図版64）

　調査区の西端で炭層、焼土面を検出している。

炭層　炭層は2.4ｍ×1.5ｍの楕円形を呈し、 ５ ㎝ほどの厚さで炭が堆積している。

焼 土面　炭層から １ ｍほど東側にある。2.5ｍ×1.0ｍの楕円形を呈し、底面に厚さ ５ ㎝ほどの炭層があ

り、その上に ５ ㎝ほどの焼土層がある。

出土遺物　遺物は出土していない。

所属時期　ベース面直上にあることから、弥生時代のものである可能性が高い。

出土遺物

（ １ ）土器（図版127 ～ 132　写真図版187 ～ 189）

SH01出土土器（405 ～ 413　／図版127　写真図版187）

　竪穴住居の埋土中から、弥生土器の破片が多数出土している。405 ～ 410は甕である。405、408はタ

タキ成形のものであり、弥生時代後期後半のものである。406・407・409は外面ハケ、内面ケズリもし
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くはハケ仕上げのものであり、弥生時代中期のものである。411はタタキ成形の壺の底部、412はタタキ

成形の鉢の底部である。413は上方に大きく拡張した口縁部に擬凹線文を施した、丹波・丹後系の高杯

である。

SH02出土土器（414 ～ 431　／図版127　写真図版187・188）

　弥生土器が多数出土している。414・416・419・423・426は中央土坑から、415・429は主柱穴からの

出土である。414・415は広口長頸壺である。414は口縁部外面に凹線文を施す。416は広口短頸壺であ

る。胴部上半に櫛描の波状文と直線文を施し、上下に拡張した口縁部端面に凹線文とヘラの押圧による

刻み目を施す。417は口縁端部を肥厚させ端部に刻み目を施した高杯の杯部である。418 ～ 421は甕であ

る。418・419は口縁端部を上方につまみ上げ、外面をハケで仕上げる。420は口縁端面に凹線文を施す。

422は底部外面を縦方向にヘラケズリした鉢である。423は壺の底部であり、内面を横方向、外面を縦方

向のヘラミガキで仕上げる。424 ～ 428は甕、壺、鉢の底部である。429は杯部の外面に凹線文を施した

高杯、430は水平口縁の高杯、431は高杯の脚部である。いずれの土器も中期後半のものである。

段状遺構１出土土器（432 ～ 436　／図版128）

　弥生土器の破片が出土している。432、433は広口長頸壺の口縁部と頸部である。433は頸部に凹線文

を施す。434は壺の底部である。435、436は甕の底部であり、435は外面に縦方向のハケを施す。いずれ

の土器も弥生時代中期のものである。

段状遺構２出土土器（437 ～ 446　／図版128）

　弥生土器の破片が多数出土している。437 ～ 439は広口壺の口縁部の破片である。437は口縁端部に刻

み目を施し、439は端面に綾杉文を施す。440、441はタタキ成形の甕である。442、443は体部が丸みを帯

びた甕である。444は大型の鉢、445は器台の脚部、446は水平口縁をもった高杯である。これらの土器

は弥生時代中期から後期のものである。

段状遺構３出土土器（447 ～ 495　／図版128 ～ 131　写真図版187・188）

　多量の弥生土器が出土しているが、いずれも破片である。447 ～ 465は広口長頸壺である。451は体部

まで残る個体であり、外面を縦方向のハケ、内面を横方向のハケで仕上げる。453 ～ 456は口縁部端面

に刻み目を施すものであり、453は内面に櫛描の波状文を施す。457、459は頸部に断面三角形凸帯を巡

らせる。458は口縁部外面に櫛描の波状文を施す。460は口縁部外面に櫛描波状文、内面に櫛描波状文を

施し、頸部には凹線文を施す。461は口縁部を垂下させ、端面に凹線文を施した上に棒状浮文を貼付す

る。462は口縁端面に細かな凹線文を施し、その上に円形浮文を貼付し、さらに内面に櫛描波状文を施

す。463 ～ 465は頸部に圧痕文凸帯を貼付するものである。465は体部を櫛描波状文と直線文を施す。

466、467は頸部に櫛原体を押圧した列点文を施す広口壺である。466は口縁部外面に凹線文を施す。468

は大型の広口壺の口縁部、469、470は壺の底部、471は口縁部に凹線文を施した小型の直口壺、472も直

口壺の体部である。

　473～485は甕である。473～478はいずれも口縁端部を上方につまみ上げる。481はタタキ成形のもの

であり、482 ～ 485は底部である。486は鉢であろう。487は沈線を施す鉢である。脚がつくかどうかは

不明である。488は椀形の杯部をもった高杯、489は外面に凹線文を施す高杯である。490も高杯であろ

う。491は台付鉢の鉢部、492は無頸壺、493は水平口縁をもつ高杯、494は高杯もしくは台付鉢の脚部で

ある。495は大型の器台である。口縁部を大きく拡張して垂下させ、端面に細かな凹線文を施した後に

円形浮文と棒状浮文を貼付する。筒部は中位以下しか残存しないが、外面に凹線文を施し、円孔を穿
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つ。

　これらの土器は弥生時代中期から後期のものを含んでいるが、主体となるのは中期中葉の土器であ

る。

段状遺構４出土土器（496　／図版131）

　外面を縦方向のハケ、内面を横方向のケズリで仕上げた甕である。弥生時代中期末～後期初頭のもの

であろう。

段状遺構５出土土器（497 ～ 499　／図版131　写真図版189）

　497、498は広口長頸壺であり、498は口縁端面を斜格子文と円形浮文で飾る。499は外面に凹線文を施

した鉢もしくは台付鉢である。いずれも弥生時代中期のものである。

段状遺構６出土土器（500　／図版131）

　500は壺の底部である。弥生時代中期のものである。

段状遺構７出土土器（501・502　／図版131）

　501、502は壺の底部である。いずれも弥生時代中期のものである。

段状遺構包含層（503・504　／図版131　写真図版189）

　段状遺構を検出中に出土した土器である。どの遺構に伴うかは不明である。503、504ともに広口長頸

壺である。504は頸部に断面三角形凸帯を巡らせ、口縁部端面に斜格子文と円形浮文、内面に同心円文

を施す加飾に富んだものである。

SK01出土土器（505 ～ 511　／図版132　写真図版189）

　505は口縁部端面に凹線文を施し、その上から縦方向のヘラ描の沈線を施す。内面には櫛原体による

列点文、頸部には凹線文を施す。506、507は外面をハケで仕上げる甕である。508は外面にタタキが残

る短頸壺である。509は高杯の杯部、510・511は高杯の脚部である。

SK03出土土器（512・513　／図版132）

　512、513は広口壺の口縁部である。513は端部に凹線文を施す。

SK04・SK05出土土器（514・515　／図版132）

　SK04・SK05を検出中に出土した土器であり、どちらの土坑に帰属するかは不明である。広口長頸壺

の口縁部と底部である。同一個体かどうかは不明である。

Ｄ地区包含層出土土器（517 ～ 520　／図版132）

　包含層から出土した、遺構に伴わない土器である。517は口縁端面に櫛描の波状文を施した広口壺、

518は壺の底部である。519は口縁部に凹線文を施す直口壺の口縁部、520は器台である。

（ ２ ）石器（S76 ～ S81　／図版133・134　写真図版189・190）

　S76は段状遺構３から出土したサヌカイト製の石鏃である。横長の剥片を素材に、五角形に整形す

る。S77はSH02から出土した厚手のサヌカイト製の石鏃である。

　S78はSK01から出土した粘板岩製の鉄剣形磨製石剣である。中央部で２つに折れており、土坑内の離

れた場所から出土した。両面に明瞭な鎬があり、断面は菱形を呈する。端部は両側ともに尖っている

が、図面の下方のやや幅広く丸みを帯びている側が基部になる。不明瞭ではあるが鋒側の側縁に刃部が

研ぎ出されている。長さは21.5㎝、最大幅3.2㎝、厚さ0.7㎝である。

　S79はSD01から出土した太形蛤刃石斧を転用した磨石である。刃部を折損する。S80はSH02から出土
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した太形蛤刃石斧である。刃部、基部ともに折損した後に、砥石に転用されている。S81はSH02から出

土した石英製の磨石である。

（ ３ ）金属製品（M6 ～ M7　／図版134　写真図版190）

　用途不明の鉄製品が ２ 点出土している。いずれも包含層からの出土であり、帰属時期は不明である。

M6は薄い鉄製の刃物に木製の柄を装着し、その上から鉄線を巻いたものである。刀子のようにも見え

るが、用途不明である。M7は薄い板状の鉄片である。

小 結

　桂ヶ谷遺跡Ｄ地区の遺構の時期は、段状遺構が弥生時代中期中葉（第 ３ 様式並行）～後期初頭、竪穴

住居SH02が中期後半（第 ４ 様式並行）、SH01が最も新しく弥生時代後期後半である。弥生時代中期中葉

にまず、斜面上の段状遺構が造成され、その後平坦面に竪穴住居が建てられている。この地区で特筆す

べきは、段状遺構３及びその周辺に分布する焼土、炭層である。これらは強い加熱を伴う作業がここで

行われたことを示している。何が加熱されたのか知り得る出土遺物はなかったが、中期後半～後期に想

定される加熱行為としては、青銅器等の鋳造や鍛冶など冶金関係の作業があり、そのような行為が行わ

れた可能性も十分に考えられる。また鉄剣形石剣や大型器台など、祭祀行為に用いられた可能性がある

遺物も出土しており、この地区が通常の居住域ではなく、生産や祭祀などの特殊な行為を行う場であっ

た可能性を示している。

第 4節　桂ヶ谷遺跡Ｅ地区

遺 構

（ １ ）概要

　遺跡北東部に位置する調査区で平成12年度に1,235㎡の調査を実施した。他地区同様篠山市大山下に

所在している。桂ヶ谷遺跡は周知の埋蔵文化財包蔵地で、三釈迦山から北に延びる支尾根上の緩斜面部

に展開している遺跡である。桂ヶ谷遺跡の東側尾根部に位置する遺跡は、今回の調査によって確認され

た遺跡で、調査段階や現地説明会では桂ヶ谷口遺跡として調査を行い公表している遺跡である。同じ地

形に立地し同時期の遺跡であることから、同じ遺跡とし地区で分けることとした。現地説明会資料や年

報などと同一の遺跡であることを了解いただきたく、内容も変わっているものは本報告で訂正したもの

と理解ください。

　Ｅ地区は桂ヶ谷遺跡の北東部に位置している。北側にはＪR福知山線が通っており、一部損壊を受け

ている。東側は丘陵部で桂ヶ谷古墳群が存在している。西側は比較的深い谷地形で一部改変されてお

り、地滑りの自然災害の影響も受けている。南西部には谷を隔ててF地区が位置し、西側は深い谷を隔

ててＡ地区がある。北側は段丘崖で急斜面となっている。尾根は桂ヶ谷古墳群が位置する尾根と繋がり

北東方向に延びており、その突端に小形の前方後円墳である大滝２号墳が築かれていた。丘陵下には篠

山川が西流している。

　基本土層は大きく ４ 層に分けられ、その下が地山である。堆積土は表土と盛土・包含層であり、包含

層は古墳時代までと、それ以降に大きく分けられる。地形的に堆積は主に南東方向から北西方向に流入
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している。

　検出した遺構は、竪穴住居跡12棟、掘立柱建物跡 ８ 棟、柵 １ 条と土坑・溝・柱穴である。大半は古墳

時代の遺構で、竪穴住居跡の一部だけ弥生時代の遺構である。遺構は北西部に稠密に分布しており、西

側に広がっていたことが確実である。

（ ２ ）竪穴住居跡

SH01（図版67　写真図版100）

検 出状況　調査区北端で検出している。SH02・SH03を切っており、切り合い関係のある住居跡で最も

新しい時期となる。

規 模・形態　長方形プランで北西部分は保存状態が悪く残存していない。西辺と北辺は痕跡だけに近い

状況である。東西5.1ｍ、南北3.9ｍの僅かに隅丸となっている。深さは0.15ｍと浅い。

屋 内施設　高床部は存在しない。壁溝も検出出来なかった。痕跡は認められるが明瞭ではない。柱穴は

３ 基確認している。東側 ２ 基の位置から ４ 本柱になる可能性が高い。南西部分の柱穴は0.5ｍと深く

掘り込まれている。径0.2ｍの柱痕が確認できた。

出 土遺物　須恵器が数点出土しているが、図化したのは杯蓋 １ 点（521）だけである。土師器小片も出

土している。

時期　古墳時代後期（TK43）

SH02（図版67　写真図版101・102）

検 出状況　調査区北端で検出しており、SH01に切られている。逆にSH03を切っている。SH03とは主軸

方向も位置も近似しており、建て替えの可能性もある。

規 模・形態　東西6.7ｍ、南北5.6ｍ以上の隅丸方形のプランで、深さ0.25ｍである。北側は流失し残存

していない。建て替えが確認されており内側の方が狭く、東西6.1ｍ、南北5.1ｍ（推定5.3ｍ前後）を

測る。深さ0.2ｍで南辺が直線的である。

屋 内施設　南辺中央に炉跡（SK02としたもの）が認められる。中央に幅1.6ｍ、奥行き1.4ｍに一段下

げ、その中央に東西1.2ｍ、南北0.8ｍの土坑を ２ 段掘りにしている。壁溝は ２ 時期ともに存在し、古

段階がやや狭く0.2ｍ前後で新段階は0.2ｍ以上である。深さはともに0.1ｍと浅い。柱穴は11基検出し

ているが、新旧の帰属や上屋構造はわからない。

出土遺物　須恵器・弥生土器・石製品

時 期　須恵器からは古墳時代中期末になるが、 １ 点だけの出土で、他は弥生時代後期から古墳時代前期

を示している。SH01からの混入であろうと考え、弥生時代後期から古墳時代前期のものと思われる。

SH03（図版67　写真図版101・102）

検 出状況　調査区北端に位置しており、北側は流失している。SH01・02に切られていることから、床

面の残存度は悪い。SH02に建替えられた可能性もある。

規 模・形態　方形プランで残存部は東西0.6ｍ、南北4.8ｍ、深さ0.3ｍを測る。東辺に土坑があり中央に

位置していると仮定すれば南北 ６ ｍ前後になる。

屋 内施設　東辺に沿って土坑が認められ炉跡と思われる。南北1.6ｍで北に偏在して南北0.8ｍ、東西0.6

ｍの楕円形に深掘される。柱穴は ２ 基あるが主柱穴ではない。SH02床面の柱穴がSH03の柱穴の可能

性もある。壁溝も認められ、幅0.2ｍ～ 0.3ｍ、深さ0.1ｍを測る。
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出土遺物　土師器・弥生土器

時 期　SH02より古い時期。明確ではないが古相を示す土器片があるので布留期の可能性もある。炉跡

から布留期が妥当か。

SH04（図版68　写真図版103 ～ 105）

検 出状況　調査区北西隅で検出されており、南側をSH05に切られた円形住居跡である。西側は流失し

ており、残存していない。南東に2.2ｍ離れて同時期と思われるSH06が築かれている。

規 模・形態　周囲の最大長5.6ｍの弦となる弧状に残存している円形住居跡である。復原すると1/ ６ 程

度残存している。ただ切っているSH05床面にもSH04壁溝が残っていることから、床面全体の1/ ４ 前

後は残っている。直径9.6ｍ前後の円形住居に復原される。

屋 内施設　幅0.3～0.5ｍ、深さ0.2ｍの壁溝が回る。ほぼ中央に最大長1.0ｍの円形土坑が存在する。深さ

0.3ｍを測る。焼土・炭は含まない。柱穴は ３ 基確認している。東側のは径0.4ｍと大きく主柱穴の １

本と思われる。 ４ 本柱か ６ 本柱かは不明である。

出土遺物　弥生土器

時期　弥生時代後期末

SH05（図版68　写真図版103・105・106）

検 出状況　調査区北西部の斜面に位置する方形住居跡で、円形住居跡SH04・SH06を切っている。西側

斜面には床面は残存しておらず流失している。

規 模・形態　方形プランで主軸方向が地形に即して45°振っている。北東辺だけ完存しており5.2ｍを測

る。深さは0.4ｍと比較的良く残っている。

屋 内施設　壁溝は確認されていない。北東辺中央に土坑が認められる。短辺0.6ｍ、長辺0.85ｍの方形土

坑で深さ0.5ｍを測る。中央から北西コーナー近くに大型の土坑が存在する。短辺1.1ｍ、長辺1.8ｍの

方形プランで床は平坦である。柱穴は ２ 基調査した。

出土遺物　須恵器・土師器・弥生土器・鉄製品

時期　古墳時代中期末（TK23）

SH06（図版69　写真図版103・105 ～ 107）

検 出状況　調査区北西部にある円形住居跡で、SH05に切られている。西側は急斜面で床面は残ってい

ない。

規 模・形態　円形プランで北西部分をSH12に切られており、南西部は自然状況で流失している。床面

の ３ / ５ 程度が残存している。径7.8ｍ前後に復原できる。幅0.18ｍ～ 0.4ｍ、深さ0.1ｍ～ 0.15ｍの壁溝

が巡っている。北東の溝と接する部分の幅が広くなっている。

屋 内施設　南側の一部が幅 １ ｍで0.15ｍ前後高くなっており、高床部の可能性が高いが不定形である。

削り出しでなく、地山土に黄灰極細砂を混ぜた土を盛っている。その北側に幅0.1ｍ～ 0.2ｍの溝が中

心部から延びている。仕切り溝であろう。柱穴は ４ 基検出しているが、上屋構造を復元することは出

来ない。

出土遺物　土師器・弥生土器・土錘

時期　古墳時代初頭

SH07（図版69　写真図版108）

検 出状況　Ｅ地区尾根部分中央に位置する小型方形住居跡である。Ｅ地区の中で最も高い位置に構築さ
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れており、東端に位置する。

規 模・形態　一辺2.9ｍの隅丸正方形の小型住居である。西側コーナー近くがやや膨らんでいる。深さ

は0.1ｍと浅い。

屋 内施設　壁溝が巡る。南東隅付近は幅が広がっており、最大0.25ｍを測る。狭い部分は幅0.15ｍで深

さ0.1ｍである。南東隅には壁溝を切って土坑が築かれている。最大幅0.6ｍで、深さ0.15ｍを測る。

土坑内からは土師器が出土している。炭は含んでいるが、焼土は認められない。床面には ３ 基の柱穴

を検出しているが、後世のものの可能性もあり明瞭でない。

出土遺物　土師器

時期　古墳時代前期（布留期）

SH08（図版70　写真図版109・110）

検 出状況　尾根中央からやや西側の緩斜面に築かれている方形住居跡である。切り合い関係はなく、東

側に ３ ｍ離れてSH07が位置している。南西コーナー部はSK01によって切られている。

規 模・形態　東西4.55ｍ、南北5.2ｍの南北に長い方形プランである。東辺は直線的で西側は隅丸になっ

ている。深さは0.1ｍ～ 0.15ｍと浅い。

屋 内施設　幅0.2m前後、深さ0.1ｍの壁溝を巡らしている。柱穴は ３ 基検出している。南北に並ぶ ２ 基

が主柱穴であろうか。柱穴の芯々間距離が1.2ｍと近いことから ２ 本柱と断定しにくい。北側の柱の

西1.3ｍ離れて柱穴があり、その ３ 基に囲まれた中に炉跡が認められる。東西1.3ｍ、南北0.8ｍの範囲

が0.1m足らずと浅く窪んでおり焼土が広がっている。

出土遺物　土師器

時期　弥生時代末期（庄内併行期）

SH09（図版69　写真図版114）

検 出状況　調査区西側に位置し、かろうじて床面が残っていた住居跡である。残存していないが、位置

的にSH06と切り合い関係があったと思われる。SH09が新しいであろう。

規 模・形態　明確ではないが膨らみぎみながら直線的に延びる。検出長は5.1ｍ、深さ0.2ｍを測る。肩

部は緩やかで壁溝は認められない。

屋内施設　不明（残存せず）

出土遺物　須恵器・土師器・弥生土器

時期　古墳時代中期末頃（TK47）

SH10（図版71　写真図版114）

検 出状況　調査区西端斜面にある方形住居跡で、南辺をSK03に切られている。西側は急傾斜になり床

面は残存していない。

規模・形態　東側の ２ 辺がかろうじて残存している。3.6mと1.0ｍで床面も幅0.8ｍしか残存していない。

屋内施設　不明（残存せず）

出土遺物　土師器

時期　古墳時代前期（布留期）

SH11（図版70　写真図版111・112）

検出状況　調査区南端近くの尾根筋に位置している完存する方形住居跡である。SH12を切っている。

規 模・形態　隅丸長方形プランで全体像が把握できる。正長方形でなく歪である。東辺4.65ｍ、西辺4.6
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ｍ、北辺3.9ｍ、南辺3.2ｍである。西辺は弧状になっており、他辺は直線的である。残存状態は良好

でなく、深さは最大で0.2ｍである。全体的に北側の方が残りが良く、南側は悪い。

屋 内施設　主柱穴は ２ 本で中央に位置している。柱間は1.7ｍで南北に並んでいる。径0.2ｍであるが、

深さは0.45ｍと深い。柱の間に不定形の炉跡が存在する。深く掘り込まれていないもので、明確では

ないが、形態から古墳時代の可能性を考えている。南北1.2ｍ、東西0.8ｍの範囲に焼土・炭が広がっ

ている。幅0.15ｍ～ 0.3ｍ、深さ0.1ｍ～ 0.2ｍの壁溝を巡らしているが、南辺は残存していない。東辺

中央にそって土坑が設けられている。南北0.7ｍ、東西0.6ｍの半トラック形で ２ 段に掘られている。

深さ0.3ｍと壁際が低くなっている。西辺・北辺から0.6ｍ、南辺から0.9ｍ離れた内側に浅い溝が存在

する。高床部と低床部を隔てる溝かと思われるが、残存状態が悪く検出面はほぼ同じである。

出土遺物　土師器

時期　古墳時代後期

SH12（図版71　写真図版111・113）

検 出状況　調査区南端で検出した住居跡で、南側に延びていることが判明したので、拡張して全体像を

明らかにした。北側をSH11に切られているが規模がつかめる円形住居跡である。

規 模・形態　4.5ｍ～ 4.8ｍの円形住居である。東西がやや長くなっている。最も残っている部分で深さ

0.5ｍを測る。

屋 内施設　中央部分に焼土が広がり、浅く窪んでいる。地床炉と思われる。壁溝は確認できない。南側

に土坑が敷設され、壁から外に広がっている。深さ0.35ｍあり壁際が最も深く緩やかな面になってい

る。焼土・炭は含まない。東側壁際にも不定形の土坑が内側にある。最大長1.6ｍで深さ0.2ｍである。

柱穴は ５ 基あるが主柱穴は不明である。床面に比較的多くの土器が散らばっていた。

出土遺物　弥生土器

時期　弥生時代後期

（ ３ ）掘立柱建物跡

　柱穴からはほとんど遺物は出土していない。弥生土器・土師器・須恵器の小片が出土しているが、良

好な資料はない。時期もほぼ近いものと思われる。調査中は中世の遺構と思っていたが、竪穴住居跡廃

絶後の時期でも良いかと思われる。

SB01（図版72　写真図版115・116）

検 出状況　調査区北端に位置している。北側に延びているが調査区外で調査出来なかった。近い位置に

SB08が構築されている。柱穴の切り合い関係からSB01が古い建物である。主軸方向が約45°異なる

SB02とも空間を共有している。

形 状・規模　東西 ２ 間、南北 ２ 間以上の南北棟である。規模は東西5.0ｍで南北4.4ｍを測る側柱建物で

ある。主軸はN10°Wと僅かに振っている。

柱 穴　側柱建物で ６ 基の柱穴を検出している。南辺の ２ 基の柱穴がSB08の柱穴に切られている。柱穴

は不定形で最大長で0.7ｍと大きい。深さ0.5ｍと深い。柱痕跡から柱径は0.2ｍで、東西辺が深く、南

辺は浅くなっている。

SB02（図版72　写真図版115・117）

検 出状況　調査区北側の尾根筋に築かれている。主軸方向の異なる北側のSB01・08、南側のSB06と空
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間を共有している。

形 状・規模　主軸はN38°Eで南北から大きく振っており、本地区で特殊である。時期が異なっている

可能性がある。南北 ２ 間（4.0ｍ）、東西 ３ 間（7.8ｍ）の東西棟である。

柱 穴　側柱建物で15基の柱穴を検出している。浅いものが多く、径0.25m ～ 0.8m、最も深いもので0.4m

である。

SB03（図版73　写真図版117・118）

検出状況　尾根筋の調査区ほぼ中央に位置している。南側はSB04と切り合っている。

形状・規模　主軸はN15°Eで南北５間（9.4m）東西３間（4.6m）の南北棟である。

柱 穴　側柱建物で16基の柱穴を検出している。比較的深いものが多く、径0.3m ～ 0.6m、深さ0.4m前後

である。最も深いもので0.6mを測る。

SB04（図版73　写真図版119）

検出状況　尾根筋の調査区ほぼ中央に位置している。北側はSB03と切り合い関係にある。

形 状・規模　南北 ２ 間、東西 ３ 間の東西棟である。側柱建物で南北4.4ｍ、東西5.2ｍとなる。主軸は

N10°WでSB01と同じである。

柱 穴　10基の柱穴がある。南西の柱が最も大きく最大長0.55ｍ、深さ0.4ｍを測る。径0.3ｍの小さい柱

穴もある。痕跡を検出しているものでは径0.2ｍである。

遺物　土師器（前代の遺物で時期を示すものではない）

SB05（図版74　写真図版119・120）

検出状況　調査区北西に位置している。掘立柱建物の切り合い関係はない。

形 状・規模　主軸方向はN20°Wでやや異なっている。東西 ２ 間、南北 ４ 間の南北棟である。南辺5.8

ｍ、北辺5.4ｍと歪である。南北は8.1ｍを測る。

柱 穴　11基検出している。径0.2ｍ～ 0.3ｍと小形である。柱痕跡のあるものは径0.2ｍである。深さは

0.15ｍ～ 0.45ｍである。

SB06（図版74　写真図版120）

検出状況　調査区北側に位置しており、北東部分はSB02と切り合っている。

形状・規模　南北 ２ 間（4.2ｍ）、東西 ３ 間（7.8ｍ）の東西棟である。主軸方向はＮ10°Ｗである。

柱 穴　側柱建物で10基の柱穴を検出している。比較的浅いものが多く、径0.3ｍ～ 0.5ｍ、深さ0.15ｍ前

後である。深い柱穴は南辺の東から ２ 基目で0.5ｍを測る。

SB07（図版75　写真図版120）

検 出状況　調査区南側の尾根筋に存在する。切り合い関係はないが、東辺の延長上SA01があり、緊密

な関係にある遺構であろう。

形 状・規模　東西 ２ 間、南北 ３ 間の南北棟の側柱建物である。東辺の延長上にSA01が位置している。

主軸はN18°EでSB03と近い数値を示す。それ以外は西に振っている。南辺5.8ｍ、北辺6.3ｍとやや広

がっており、南北7.8ｍである。

柱穴　側柱の10基である。

SB08（図版72　写真図版116）

検 出状況　調査区北端に位置しており、ほぼ同じ空間にSB01が築かれている。北側に延びているが調

査区外で調査出来なかった。切り合い関係からSB08が新しい建物である。主軸方向の異なるSB02と

BKZ_H_11syo_P0035-0106.indd   83 13.3.16   11:10:13 AM



― 84 ―

桂
ヶ
谷
遺
跡

E
地
区

も空間を共有している。

形 状・規模　主軸方向はN10°WとSB01・06と同じである。SB01を 一 回り大きくしたような形である。

東西 ４ 間、南北 ２ 間以上の建物である。側柱建物で南北棟かと思われるが明らかでない。東西6.6ｍ

で南北の残存長（ ２ 間分）4.0ｍである。

柱穴　柱穴は ８ 基あり、SB01より小形で0.3ｍ～ 0.4ｍである。深さも0.15ｍと浅い。

（ ４ ）土坑

SK01（図版75）

検出状況　調査区西側中央に位置しており、SH08を切っている。

形 状・規模　長径1.45ｍ、短径0.8ｍの楕円形を呈する。深さは0.25ｍである。レンズ状堆積をしてい

る。

出土遺物　土師器小片

時期　不明（古墳時代後期以降）

SK03（図版75）

検 出状況　調査区西端の南側に位置しており、調査区西側に延びているが、急斜面になり遺構は流失し

ている。北側はSH10を切っている。

形 状・規模　不定形を呈しており、南北2.9ｍで東西3.1ｍ以上である。深さは0.2ｍ前後で底面は僅かに

西側に傾くが平滑である。

出土遺物　須恵器・弥生土器・鉄鏃

時期　不明（古墳時代後期TK209か）

SK04（図版76）

検 出状況　調査区西端の中央に位置しており、調査区西側に延びているが、急斜面になり遺構は流失し

ている。北側にSH09がある。谷部に位置している。

形 状・規模　不定形を呈しており、南北1.4ｍで東西0.6ｍ以上である。深さは0.65ｍと深い。底面は平

坦で ３ 段に掘り下げられている。中央部分に水平堆積する溝状部分がある。

出土遺物　なし

時期　不明（上層は鎌倉以降か）

　SK02（sk02）はSH02の、SK05（sk05）はSH03の炉跡である。SK09（sk09）・SK10（sk10）はSH05

の土坑、SK11（sk11）はSH12の付属施設である。SK07・SK08・SK12は南端にある土坑群、SK13は北

西部にある円形土坑である。

（ ５ ）その他の遺構

　溝と柱穴を検出している。溝は20条確認しているが、短いものが大半である。明瞭に空間を限るよう

なものではない。柱穴は北側を中心に多数検出しており、柱痕跡のあるものも含まれる。掘立柱建物・

柵に復元できなかったが、建替えも含めてさらにあったことは確実である。

出土遺物

（ １ ）土器（図版135 ～ 139　写真図版191 ～ 194）
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SH01出土土器（521　／図版135）

　須恵器杯蓋である。ロクロナデで灰色を呈している。体部へ続く稜線は甘く内湾ぎみに延び、端部は

外側に尖らせている。端部は浅く凹んでいる。

SH02出土土器（522 ～ 530　／図版135）

　埋土上面から須恵器杯身（522）が出土しているが、遺構の時期を示すものではない。内湾しており、

器壁は薄くシャープなつくりである。端部は短く外反し丸く仕上げている。受部は短く上方に延び丸く

納めている。それ以外は弥生土器である。523 ～ 527は甕である。523は外傾する口縁部で端部は角張り

内側に尖らせている。524は平底の甕と思われる。外面は斜め方向のタタキ成形で体部は外傾している。

525 ～ 527は甕口縁部である。525は外傾し端部丸く、器壁厚めである。526は小型で外反して端部尖り

ぎみで丸い。527は内湾する体部から外反する短い口縁部になり、端部は上方につまみ上げている。端

面になっており、擬凹線が施されていた可能性がある。528は高杯口縁部で杯部は浅く内湾する。端部

は外反ぎみで丸く納める。529は高杯筒部で高さは低く外に広がっており中空である。磨滅著しい。530

は鉢で僅かに内湾する体部からほとんど括れない頸部になる。直線的に広がる口縁部で端部は丸い。

SH04出土土器（531 ～ 554　／図版135　写真図版191）

　531は壺で外反する頸部から口縁部になる。端部は上方につまみ上げ、内外に肥厚している。外面端

部下に単位不明の波状文が施されている。端部下端には刻み目が見られる。532は二重口縁の壺である。

短く直立する頸部から外傾し屈曲して外傾する口縁部で端部は丸い。頸部内面の稜線は甘い。533は甕で

ある。533は外反ぎみの口縁部で端部近くからつまみ上げる丹波系である。534は短く外傾する口縁部で

古相を示す。端部は内外に肥厚し角張る。535は二重口縁で短く外傾し変化点を持って外反する口縁部

になる。端部は尖っている。536は外反する口縁部で端部丸い。537は内湾する体部から外反し屈曲して

短く外反する二重口縁である。端部下を強くヨコナデすることにより端部肥厚したように見える。538は

外反する口縁部で端部近くが厚くなり、端部丸い。539は大型で外反する口縁部で端部丸い。540は右上

がりタタキ成形の「く」の字口縁である。内湾する体部から外反する口縁部で端部は外につまみ出して

尖りぎみである。口縁部は折り曲げて作っている。頸部内面は不明瞭な稜線である。タタキは ５ 本/㎝

と細い原体が使用されている。外面に黒班が認められる。541は内湾する体部から外傾する口縁部にな

る。口縁中央で僅かに変化し端部は丸い。外面右上がりのタタキ成形である。542も外反する口縁部で

端部丸い。543は内径する体部から稜線を有して外傾する口縁部である。端部近くで変化して有段に

なっており、端部は外傾し丸い。外面は右上がりのタタキである。544は内湾する体部から稜線を持た

ずに外傾し、端部は角張り外側に大きくつまみ出している。体部内面は多方向の幅広の板ナデを施して

いる。丁寧な仕上げではなく、粘土紐が残っている。外面はハケ整形がなされており、頸部まで及んで

いる。545は外反する口縁部で丸く仕上げて端部で肥厚ぎみである。546は尖り底に近い小さな平底の底

部である。外面はタタキ成形からハケ整形し、ナデ仕上げしている。内面はナデ調整で ２ 次焼成を受け

ている。547は脚台部で台付き鉢か甕であろう。手捏ねで上げ底に仕上げ、ナデ調整を加えている。外

反してから外側に開いている。548は平底の甕で、底面に木葉痕が見られる。外傾する体部になり、外

面は右上がりのタタキである。549は穿孔があることから蓋としたが、形状的には台付鉢と思われる。

体部に穿孔が見られる。残存は ２ ヶ所であるが、復元すると ４ ヶ所になる。内湾する体部に外反ぎみの

つまみ（脚台）が付く。550は外面にヨコナデ後に ７ 本単位の波状文が施されている。外反し端部は内

外に肥厚し角張っている。現状の残存部が粘土の継ぎ目で稜線を持って内側に狭まっていく。器台かと
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思われるが、二重口縁壺かもしれない。551は直立ぎみに外傾する口縁部で器台と思われる。端部は丸

く、残存部から内傾すると思われる。552は高杯杯部で内湾する底部から外傾して内側に尖る端部に続

く。内外面ともにハケ整形からナデ・ヨコナデ仕上げである。553は高杯脚部で直線的に広がり、端部

丸い。中実で内面はユビ成形からナデ、外面はヘラミガキで仕上げている。554は器台上台で外反ぎみ

に広がり、端部上につまみ上げている。内面はハケ整形、外面は細かいヘラミガキである。

SH05出土土器（555 ～ 563　／図版136　写真図版191）

　555 ～ 557は須恵器である。555は土坑sk09から出土している杯身である。器壁は薄く内湾する体部か

ら短く上方に延びる端部丸い受部が付く。反りは高く屈曲しながら内傾し端部外側につまみ上げる。色

調は褐灰で、砂粒少し含む。ロクロナデで底部のみロクロケズリを施す。556は須恵器杯身で、底部を

欠いている。丸底から短く開く受部になり、端部は尖っている。立ち上がりは高く内傾し、端部は上方

につまみ上げるようにしており、内側中央が凹んだ面になっている。深く、器壁は薄く仕上げられてい

る。557は須恵器高杯脚部である。外傾し端部肥厚している。 ４ 方の方形透孔である。558 ～ 561は土師

器である。558は鉢（杯）で内湾し端部も内側に丸く納めている。底部は不安定な平底で表面磨滅して

いる。559は底部で、平底から内湾している。560は外反し端部角張る裾部で高杯と思われる。561は外

反する甕口縁部で端部丸い。562・563は弥生土器器台であろう。563は壺の可能性もあるが、同一個体

の可能性もある。562は二重口縁になり、短く外反し外側につまみ出す。563は低く外反し端部内外に肥

厚する。内面は細かいハケ整形で外面はヘラミガキで、端部周辺のみヨコナデで仕上げる。

SH06出土土器（564 ～ 573　／図版136　写真図版191・192）

　土錘以外は弥生土器である。564の内面には明瞭な段はないが、外面には段を有する。磨滅顕著で端

部丸い。565は小さな平底から内湾する体部で直立ぎみの二重口縁甕である。 ２ 次焼成を受けており、

外面には有機質が付着している。外面はラセン状のタタキでハケ整形を加えている。566は内湾する長

胴甕で、口縁部は外反し端部丸い。外面は右上がりのタタキをハケ整形しナデ調整を行っている。内面

はハケ整形からナデ仕上げである。粘土紐継ぎ目残り、底部近くに黒斑がある。567は木葉痕のある平

底から外傾している。底部はユビ成形しており、ナデ仕上げ。壺と思われる。568も壺底部で突出平底

から外傾する体部になる。569は山陰型甑で口縁部は僅かに内傾し端部角張る。体部は内湾し下方に向

かって窄んでいき垂下する。垂下する部分に横向きの輪状の把手を対で本体に孔を開けて付けている。

破片であることから上部にも把手が付くか不明である。裾端部は丸く ５ ㎝上に短い鍔を付けている。

570は小型器台の筒部から上台部である。僅かに外反する筒部から外傾し端部上方につまみ上げてい

る。571は中実の高杯筒部で外反している。572は器台で上台は二重口縁となる北近畿のタイプである。

下台は小さ目で外反し端部丸い。上台も外反し突出して変化し端部丸く肥厚する。ハケ整形からミガキ

で仕上げており、黒斑が見られる。573は大型の土錘である。手捏ねで成形している。

SH07出土土器（574 ～ 578　／図版137　写真図版192）

　574は内湾する体部から内湾する口縁部になり端部を折り曲げて肥厚さす布留型甕である。頸部内面

の稜線は鈍い。体部内面はケズリで外面はハケ整形で頸部内面にはユビ成形の痕跡が残る。口縁部はヨ

コナデ仕上げ。575は小型甕で口縁部は内湾ぎみである。体部内湾し頸部内面の稜線は鋭い。外面ハケ

整形で煤付着している。576は内湾する器表歪な甕で、口縁部は外反する。内面はユビ成形からヘラケ

ズリを施し、外面はハケ整形している。577は平底から外傾する壺底部である。内外ともハケ整形で外

面はミガキで仕上げる。578は手捏ねの皮袋形土製品である。丁寧な仕上げではなく両端を欠いている。
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SH08出土土器（579 ～ 588　／図版137　写真図版192）

　579は外反する甕口縁部で端部角張る。ヨコナデで化粧土塗布している。580は浅い受口状口縁に近い

壺である。外傾してから短く外反し端部は丸い。ヨコナデ仕上げで、内面はミガキがなされる。581は

内湾する体部から外反する口縁部で端部は丸い。内面はヘラケズリからナデを加える。外面は縦方向の

ハケ整形である。582 ～ 584は精製鉢である。内湾する体部から外傾する口縁部になり、端部は尖る。

頸部内面の稜線は583だけ甘いが、他はシャープである。ヘラミガキで仕上げている。585は底部で小さ

な上げ底から内湾する体部に続く。黄橙～橙を呈する。586は突出平底で底面にも凹凸がある。右上がり

のタタキからナデている。587は椀形高杯杯部で内湾し端部丸い。筒部近くはナデ仕上げで、上半は内

外ともヘラミガキである。器表は橙で器肉は灰である。588は外反する二重口縁壺で器壁薄く端部丸い。

内外面とも細かい横方向のミガキで仕上げる。

SH09出土土器（589・590　／図版137）

　589は須恵器杯身で内湾する体部から直立する立ち上がりになり、端部は外側に尖らし端面になる。

受部は短く上方に延び尖る。焼成良好で灰を示し、ロクロナデである。590は土師器甕口縁部で端部丸

く外反する。

SH10出土土器（591・592　／図版137）

　 ２ 点とも土師器で591は壺である。マダコ壺状をしているが確実ではない。内傾する体部で短く外反

する口縁部で端部丸い。器壁は厚く、体部内面は強いナデで成形している。592は高杯口縁部で外反し

ている。

SH11出土土器（593 ～ 596　／図版137　写真図版192）

　593は土師器甕で内湾する口縁部で端部丸い。594は体部内湾し端部丸く納める。胎土には粗砂含むが

精製鉢のタイプである。595は球形の体部から外反し僅かに直立してから外反する二重口縁壺である。

頸部は短く内面の稜線を持たない。丸底で内面にはユビ成形の痕が残る。薄く仕上げているが器表には

凹凸が残る。596は肩の張る布留式甕である。内湾ぎみの口縁部で端部内側に肥厚する。

SH12出土土器（597 ～ 619　／図版138　写真図版192・193）

　図化した23点は弥生後期の土器である。597は長頸壺である。平底から内湾し倒卵形の体部から直立

する頸部で端部角張りやや外反する。橙～灰黄を呈し、内面は強いユビナデで、外面はハケ整形であ

る。598は平底から内湾する体部になる壺である。にぶい橙で内面はケズリ、外面はミガキを施す。599

～ 602は甕である。599は内湾する体部から短い頸部になり、外傾する口縁部で端部内外に肥厚してい

る。端面に ３ 条の擬凹線がなされている。600は「く」の字で端部角張り、端面に沈線を有する。頸部

内面の稜線は鈍い。601は外反する口縁部で端部丸い。外面は縦方向のハケ整形の後ヨコナデで仕上げ

る。602は短く外傾する口縁部で端部角張る。タタキから縦方向のハケ整形を施す。603 ～ 606は底部で

ある。上げ底・平底・突出平底と変化がある。607は平底の鉢で、内湾する体部で端部丸みを持つ。端

部・底部に黒斑がある。608は手焙り形土器で手焙り部上半を欠いている。大きく外側には出ない形態

である。小さな平底から内湾する下膨れの体部になる。にぶい黄橙を呈し、外面に黒班があり磨滅顕著

である。609・610は脚台で、鉢になろう。609は外傾する脚台で端部角張る。体部は内湾しており、外

面はミガキで仕上げる。にぶい褐～橙をしている。610は外傾し端部角張る。円板充填と思われるが欠

失している。内面は多方向のケズリ、外面はハケ整形からミガキ、端部周辺はヨコナデである。611・

612は蓋である。611の天井部は平坦で垂下してから体部は外反する。器高は高めで、内外ともハケ整形
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である。612は外反する体部で裾付近は緩やかになり端部は丸いと思われる。つまみ部は小さく、全体

に高杯裾部に近い形状をしている。天井部は凹んでおり、ハケ整形からナデ仕上げである。

　613 ～ 617は高杯である。613は外反し端部丸い口縁部でヨコナデからヘラミガキで仕上げている。 

614は内湾する杯体部から稜線を持って外反し端部外側につまみ出している。口径の割に杯部は浅い。

筒部は中空で直に垂下しており、杯部中央に付いていない。杯部外面に粘土の剥離痕が見られ、北近畿

に存在する輪状が付加される可能性がある。色調は橙である。615は内湾する体部から変化して外反し

端部角張る。浅黄橙で黒斑がある。616は外反する高めの裾部で ３ 方透孔である。筒部は中空で絞り目

が見られる。杯部は直線的に広がり突出して外反する。端部は丸く黒斑がある。617は外反する裾部で

端部面となり上方に肥厚している。外面はハケ整形からミガキ、内面から端部周辺はヨコナデである。

　618・619は器台である。618は直立する筒部から外反する下台部の破片である。内面は横方向のヘラ

ケズリで凹凸を生じている。外面はにぶい橙でミガキ仕上げ。619は外反するもので下台径の方が大き

い。内面は縦方向の強いケズリで外面はミガキで、橙を呈している。

SB08出土土器（620・621　／図版139）

　 ２ 点とも前代の遺物で遺構の時期を示すものではない。620は弥生土器広口壺口縁部で、角張った端

面に凹線があるかもしれない。621は土師器皿でやや大きめである。内湾する口縁部で端部近くでつま

み上げ屈曲している。

土坑出土土器（622・623　／図版139）

　622はSK03出土で須恵器短頸壺蓋である。内湾する体部で端部丸い。623は須恵器甕口縁部で外傾し

端部四角く肥厚する。同じくSK03出土である。624はSK06出土の弥生土器甕口縁部である。短く外傾し

端部内外に肥厚する。端面には擬凹線が見られる。

溝出土土器（624 ～ 627　／図版139）

　遺構の時期を示さず前代の遺物である。625はSD01出土で弥生後期土器底部である。平底から外傾す

る内面は灰で板ナデを施す。626はSD15出土で弥生土器壺体部である。肩の張った形状で縦長の球形に

なろうか。橙でユビ成形から内面はケズリ・ナデ、外面はナデ・ミガキを行う。627は弥生土器甕口縁

部でバチ形に開く。端面に ５ 条の波状文を施す。橙を示す。

柱穴出土土器（628 ～ 631　／図版139　写真図版194）

　 ３ 点とも遺構の時期は示さず前代の遺物である。628はP09出土の古代須恵器杯Ｂで貼り付け高台で

ある。629はP33出土の弥生後期高杯脚部である。内面は黒褐でユビ成形からケズリ後ナデている。630

はP34出土の土師器口縁部で小形の壺になろうか。外傾し端部角張る。ハケ整形でにぶい橙をしてい

る。631はP35出土の平底の底部で外傾する体部に続く。灰黄褐で器肉は黒褐を示す。内面はケズリから

多方向のナデを施す。

包含層出土土器（632 ～ 639　／図版139　写真図版194）

　すべて土師器である。632は奈良時代末の皿口縁部である。底部から稜線を持たずに外傾する口縁に

なり、端部は外側に尖らせている。外面はにぶい橙、内面は明赤褐を呈し、表面磨滅している。633 ～

637は甕である。633は二重口縁で口縁端部を欠いている。内湾する体部から短い頸部に続く。外面はタ

タキで内面は板ナデ、口縁部はヨコナデである。634は内湾する体部で、内面は灰白で斜め方向のヘラ

ケズリ、外面はタタキからハケ整形で浅黄橙を示す。口縁は内湾ぎみに延び端部丸くヨコナデで仕上げ

る。端部内面は沈線状に窪んでいる部分もある。635は外傾する口縁部で端部を内側につまんでいる。
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ヨコナデ仕上げで頸部のみミガキがなされている。636は外反する口縁部で端部尖りぎみに丸い。外面

はタタキ成形で折り曲げて口縁を作っている。浅黄でヨコナデ仕上げである。637は不安定な平底から

外傾する体部になりタタキ成形である。638は脚台である。一見製塩土器のようであるが、被熱してお

らず、鉢の脚部としておく。にぶい黄橙で表面磨滅している。639はミニチュア高杯筒部である。手捏

ねで、橙を呈する。

小 結

　桂ヶ谷地区Ｅ地区の調査では、竪穴住居跡12棟・掘立柱建物 ８ 棟・柵跡 ２ 基・土坑10基・溝20条と柱

穴を検出している。時期は弥生時代後期から中世までである。桂ヶ谷の入口に位置している。桂ヶ谷遺

跡の消長範囲の中に納まるものであるが、細かく見てみると他地区とは異なって特徴がある。それは竪

穴住居跡の時期で、桂ヶ谷遺跡の大半の地区では弥生時代中期から古墳時代後期に住居を築いている。

Ｅ地区は他地区でない弥生時代後期後半の住居跡が検出されている。この時期はＥ地区のみで居住して

いたことになるのが特徴である。12棟の竪穴住居跡のうち ８ 棟が弥生時代後期から古墳時代前期と考え

ている。この時期に盛行した地区であることは明らかである。遺跡北端に存在し、篠山川を望む地点に

ある。 ８ 棟の竪穴住居跡の年代観はSH12が弥生時代後期後半、SH04・SH08が庄内前半期、SH02・

SH03・SH06が庄内後半期、SH07・SH10が布留期である。切り合い関係などもあり、さらに細分は可

能であり、 １ 時期 ２ 棟程度の小集落ということになる。

第 ５節　桂ヶ谷遺跡Ｆ地区

遺 構

（ １ ）概 要

　桂ヶ谷遺跡Ｆ地区は、桂ヶ谷遺跡の東側中央部、南から北方向に延びる東西約35ｍ、南北約70ｍの緩

斜面地に広がっている。同一緩斜面地の南端に桂ヶ谷奥古墳が立地し、谷を隔てた北東には桂ヶ谷遺跡

Ｅ地区が、南西には桂ヶ谷遺跡Ｇ地区が近接している。また、遺跡西上方の尾根上には、 ７ 基から構成

される桂ヶ谷古墳群が存在している。

　調査の結果、標高約203ｍ～ 206ｍの調査区全域から竪穴住居跡13棟（SH01 ～ SH13）の他、土坑や

溝、柱穴など多くの遺構が確認された。住居跡は調査区の北側（SH01 ～ SH06他）と南側（SH07 ～

SH11他）で一部重複した状態で検出され、中央部に空白域が存在するが、空白域でも焼土等が確認さ

れているため、住居跡が存在した可能性が考えられる。

（ ２ ）竪穴住居跡

SH01（図版79　写真図版125 ～ 127）

検 出状況　調査区の中央部、北端に位置し、南西にはSH02が近接している。上方部は削平を受けてい

たが、残存状況は比較的良好であり、黄褐色の地山面に黒褐色土あるいは暗褐色土が堆積しているた

め、遺構の検出は容易であった。

形 態・規模　平面形はほぼ円形を呈し、直径10ｍを測る（床面積約78㎡）、Ｆ地区では最大の面積をも

BKZ_H_11syo_P0035-0106.indd   89 13.3.16   11:10:13 AM



― 90 ―

桂
ヶ
谷
遺
跡

F
地
区

つ住居跡である。壁面の立ち上がりは最も深いところで0.44ｍが遺存していた。

屋 内施設　周壁溝および中央土坑、柱穴を検出した他、中央土坑から住居外へと延びる排水溝も確認さ

れた。

周 壁溝　住居内を二重に巡っており、中央土坑あるいは周壁溝と住居外へと延びる排水溝などの切り合

い関係によって、拡張による建て替えが行われたことが確認される。このため、当初の住居跡は、直

径9.2ｍを測るほぼ円形を呈しており（床面積約65㎡）、新旧いずれの周壁溝も幅約0.3ｍ、深さ約0.1

ｍを測る。

中 央土坑　住居内のほぼ中央で、直径0.6ｍ、深さ0.75ｍを測る円形の土坑が検出され、中層以下では炭

および焼土粒がわずかに含まれていた。また、南東に長辺約 １ ｍ、短辺約0.8ｍを測る楕円形の土坑

も確認されており、平面での切り合い関係から、当初の住居跡にともなう中央土坑であったと考えら

れる。

柱 穴　柱穴は17基が検出され、このうち、主柱穴は ８ 本であり、直径約0.3ｍ、深さ0.4ｍ～ 0.7ｍを測

る。柱間は2.5ｍ～ 3.3ｍ（平均2.85ｍ）を測り、掘方はいずれも円形である。柱痕は検出されなかっ

た。

排 水溝　中央土坑から北東方向の住居外へと直線的に延びる溝が検出された。住居内では長さ4.3ｍ、

幅0.2ｍ、深さ0.22ｍ、住居外では長さ6.1ｍ、幅0.5ｍ、深さ0.64ｍを測り、東側の尾根の落ち際まで続

いている。

出 土遺物　弥生時代後期の高杯（640）の他、遺構検出時および上層から古墳時代後期の杯身（641）、

高杯（642 ～ 644）が出土している。

SH02（図版80　写真図版128 ～ 130）

検 出状況　調査区の北西端に位置し、北東にSH01、南東にSH04 ～ SH06が近接している。住居の南西

は、ほぼ重なりあうSH12を切っており、西角部は尾根の落ち際の崩落によって欠損している。上方

部は削平を受けていたが、北西壁の中央付近で造り付けのカマドが検出された。

形 態・規模　平面形は方形を呈し、一辺5.2ｍを測る（床面積約25㎡）。壁面の立ち上がりは最も高いと

ことで0.28ｍが遺存していた。また、住居の東側から南西の範囲で当初の住居跡が検出され、一部縮

小による建て替えが行われたことが確認される。縮小は、北角部から東角部、南角部を経て、南西に

至る範囲で行われており、当初の住居跡は、長辺5.3ｍ、短辺4.9ｍを測る長方形（床面積約25㎡）で

あったと考えられる。

屋内施設　カマドおよび３基の柱穴が検出された。

カ マド　上方部は削平されていたが、袖部の左右両側の約半部が残存する状態で検出された。現存する

規模は、幅0.54ｍ、奥行き0.58ｍ、高さ0.23ｍを測り、明黄褐色の盛土によって構築されている。焚

口部から煙道部へは、比較的緩やかに立ち上がり、屋外には約0.2ｍが突出している。カマド内は、

炭および焼土粒が含まれる ２ 層の堆積が観察され、床面には広範囲に焼土層が検出された。支脚は確

認されなかったが、土師器の甕（645）、甑（647）が出土している。

柱 穴　西側の柱穴は確認されなかったが、方形状に ３ 本の主柱穴が検出された。掘方は円形あるいは楕

円形であり、直径0.2ｍ～ 0.4ｍ、深さ約0.3ｍを測る。柱痕は検出されなかった。住居内には、主柱穴

以外の柱穴は検出されていないため、当初の住居跡にともなう主柱穴を継続して利用したものと考え

られる。なお、西側の主柱穴については、尾根の落ち際の崩落した範囲に含まれるため、削平された
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と考えらえるが、該当する地点で扁平な板状の石が確認されている。

出 土遺物　古墳時代後期の土師器の甕（645）、甑（647）の他、甕（646）が出土している。

SH03（図版80　写真図版130）

検 出状況　調査区の北東端に位置し、南西にはSH01が近接している。南西角部のみが残存し、その他

の大半は、尾根の落ち際の崩落によって欠損しており、周壁溝あるいは柱穴等は検出されなかった。

形 態・規模　南西角部の東西約3.2ｍ、南北約2.3ｍが残存するのみであり、平面形は方形を呈していた

と考えられる。壁面の立ち上がりは最も高いところで0.32ｍが遺存していた。

出土遺物　遺物は出土しなかった。

SH04（図版81　写真図版131 ～ 133）

検 出状況　調査区の中央部、北寄りに位置し、北にSH01、北西にSH02・SH12が近接している。住居の

南西は、一部接するSH05を切っており、上方部は削平を受けていたが、北壁の中央付近で造り付け

のカマドが検出された。

形 態・規模　平面形は長方形を呈し、長辺6.9ｍ、短辺5.6ｍを測る（床面積約40㎡）。壁面の立ち上がり

は最も高いところで0.21ｍが遺存していた。

屋内施設　周壁溝およびカマド、住居内土坑（sk01）、柱穴が検出された。

周 壁溝　西壁中央部の北から南西角部および南壁中央部までの約7.4ｍと東壁中央部の約3.8ｍの範囲で

検出され、幅0.2ｍ～ 0.4ｍ、深さ約0.1ｍを測る。また、住居中央の東寄りには、幅0.3ｍ～ 0.6ｍ、深

さ約0.1ｍを測る「Ｕ」字状の溝が埋没しており、拡張による建て替えが行われたことが確認される。

このため、当初の住居跡は、一辺4.1ｍを測る方形の住居跡（床面積約18㎡）であったと考えられる。

カ マド　上方部は削平されていたが、袖部の左右両側の約半部が残存する状態で検出された。現存する

規模は、幅0.46ｍ、奥行き0.72ｍ、高さ0.26ｍを測り、黄褐色の盛土によって構築されている。カマ

ド内は、炭および焼土粒が含まれる ４ 層の堆積が観察され、床面には広範囲に焼土層が検出された。

焚口部から煙道部へは比較的急な角度で立ち上がり、屋外にはわずか約0.1ｍが突出している。煙道

部の手前には高さ約0.4ｍ、幅約0.2ｍを測る箱状の石材が約0.1ｍ埋め込まれており、支脚と考えられ

るが、非常に奥まった位置に据えられている。

住 居内土坑　南壁中央部で方形状に検出され、周壁溝を切り込んでいる。長辺約1.1ｍ、短辺約0.9ｍ、

深さ約0.3ｍを測る。

柱 穴　当初の住居跡では、北西側の柱穴がわずかに狭まっているが、方形状に ４ 本の主柱穴が検出され

た。いずれも掘方は円形であり、直径0.2ｍ～ 0.4ｍ、深さ約0.5ｍを測る。住居内には、北西あるいは

北東角部の他、複数の柱穴が検出されたが、建て替え住居跡にともなう主柱穴と考えられるものは確

認できず、当初の柱穴を継続して利用したものと考えられる。柱痕は検出されなかった。

出 土遺物　古墳時代後期の須恵器の杯蓋（648）、杯身（649）、壺（650）の他、土師器の甕（651・

652）、高杯（653）が出土している。

SH05（図版82　写真図版134・135）

検 出状況　調査区の中央部、北西寄りに位置し、北西にSH02・SH12が近接している。住居の北東は、

一部接するSH04に切られており、住居内西寄りでは、埋没後にSH06が築造されている。上方部は削

平を受けていたが、 ３ 棟の切り合い関係は、黄褐色の地山面に暗褐色土あるいは褐色土が堆積

（SH04・SH05）し、褐色土中に暗褐色土が堆積（SH05・SH06）していたため、遺構の検出は比較的
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容易であった。

形 態・規模　平面形はほぼ円形を呈し、直径7.2ｍを測る（床面積約40㎡）。壁面の立ち上がりは最も高

いところで0.14ｍが遺存していた。

屋内施設　周壁溝および中央土坑、柱穴が検出された。

周 壁溝　検出された住居の形状に沿って巡っており、幅0.2ｍ～ 0.3ｍ、深さ約0.05ｍを測る。周溝内か

らは、弥生土器の甕（662）などが出土している。

中 央土坑　住居のほぼ中央で、長辺0.7ｍ、短辺0.5ｍを測る楕円形の土坑が検出された。しかし、本来

の床面から約0.1ｍの深さまでSH06が掘り込まれており、その痕跡がわずかに認められる状態であっ

た。

柱 穴　中央土坑を中心に南北および東側で ３ 本の主柱穴が検出された。掘方は円形あるいは楕円形であ

り、直径0.3ｍ～ 0.5ｍ、深さ約0.6ｍを測る。西側の主柱穴については、他の主柱穴が比較的深く、い

ずれも約0.6ｍ掘り込まれているため、SH06に削平されたとは考えられず、SH06の南壁際で検出され

た柱穴（SH05 p04）の可能性が想定される。しかし、南に偏っており、掘り込まれた深さも約0.3ｍ

と浅いため、可能性は低いと思われる。南側の主柱穴（p03）で柱痕が検出された。

出 土遺物　弥生時代後期の壺（654・661）、鉢（655・656他）、甕（658 ～ 660・662）、高杯（663・

664）、器台（665）が出土している。

SH06（図版83　写真図版134・136・137）

検 出状況　調査区の中央部、北西寄りに位置し、住居全体がSH05内に含まれている。上方部は削平を

受けていたが、北壁の中央付近で造り付けのカマドが検出された。

形 態・規模　平面形は方形を呈し、一辺3.6ｍを測る（床面積約15㎡）。壁面の立ち上がりは最も高いと

ころで0.28ｍが遺存していた。

屋内施設　カマドおよび住居内土坑、 ４ 本の主柱穴が検出された。

カ マド　上方部および右側袖部の約半部が削平されており、左側袖部とその周辺が残存する状態で検出

された。現存する規模は、幅0.39ｍ、奥行き0.65ｍ、高さ0.10ｍを測り、暗褐色の盛り土によって構

築されている。焚口部から煙道部へは、比較的急な角度で立ち上がり、屋外に延びた痕跡を明確には

確認できなかった。カマド内は、炭および焼土粒が含まれる堆積が観察されたが、焼土層は検出され

なかった。中央部には、高さ約0.2ｍ、幅約0.1ｍを測る石材が約0.05ｍ埋め込んで据えられており、

支脚と考えられる。

住 居内土坑　住居東壁際および南壁際で ４ 基の土坑が検出され、いずれも円形状を呈している。直径

0.3ｍ～ 0.6ｍ、深さ約0.3ｍを測る。

柱 穴　住居の角部からほぼ均等な位置に ４ 本の主柱穴が検出された。いずれも掘方は円形であり、直径

0.2ｍ～ 0.3ｍ、深さ0.3ｍ～ 0.5ｍを測る。柱痕は検出されなかった。

出 土遺物　古墳時代後期の須恵器の杯蓋（666・667）、杯身（668・669）の他、土師器の甕（670）、甑

（671）が出土している。

SH07（図版83　写真図版138 ～ 140）

検 出状況　調査区のほぼ中央部に位置し、南東にSH08が隣接している。住居全体がSH13内に含まれて

おり、上方部は削平を受けていたが、北壁の中央付近で造り付けのカマドが検出された。

形 態・規模　平面形は長方形を呈し、長辺4.1ｍ、短辺3.8ｍを測る（床面積約16㎡）。壁面の立ち上がり
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は最も高いところで0.44ｍが遺存していた。また、住居の北寄りから、埋没した当初の住居跡が検出

され、拡張による建て替えが行われたことが確認される。拡張は、南東角部から東壁で行われてお

り、当初の住居跡は、一辺3.6ｍを測る方形（床面積約13㎡）であったと考えられる。

屋内施設　周壁溝およびカマド、住居内土坑（sk01）、 ４ 本の主柱穴が検出された。

周 壁溝　北東角部から東壁および南東角部までの約5.7ｍの範囲に「コ」の字状に検出され、幅0.1ｍ～

0.2ｍ、深さ約0.05ｍを測る。拡張による建て替えにともなう溝と考えられる。

カ マド　上方部および左側袖部の約半部が削平されていたが、右側袖部が残存する状態で検出された。

現存する規模は、幅0.45ｍ、奥行き0.88ｍ、高さ0.16ｍを測り、黄褐色の盛土によって構築されてい

る。焚口部から煙道部へは、段状に比較的緩やかに延びているが、住居外の壁際周辺で焼土層あるい

は焼土粒を多く含んだ層が検出されたものの、屋外に突出した痕跡を明確には確認できなかった。カ

マド内は、炭および焼土粒が含まれる ２ 層の堆積が観察されたが、焼土層は検出されず、支脚も確認

されなかった。

住 居内土坑　南壁中央部で楕円形に検出され、一部住居外に突出している。長辺0.9ｍ、短辺0.7ｍ、深

さ0.4ｍを測る。土層の堆積状況から、当初の住居跡を切っているが、建て替え住居跡に一部切られ

ている。

柱 穴　方形状に ４ 本の主柱穴が検出され、いずれも掘方は円形である。直径0.3ｍ～ 0.4ｍ、深さ約0.4ｍ

を測り、南西の柱穴で柱痕が検出された。

出 土遺物　古墳時代後期の須恵器の杯蓋（672）、杯身（673）の他、土師器の甕（674）、甑（675）が出

土している。

SH08（図版84　写真図版138・141・142）

検 出状況　調査区のほぼ中央部に位置し、北西にSH07・SH13が隣接している。住居の南は、一部接す

るSH09を切っており、上方部は削平を受けていたが、 ２ 棟の切り合い関係は、黄褐色土の地山面に

黒褐色土が堆積（SH09）し、にぶい黄褐色土が切り込んでいた（SH08）ため、遺構の検出は比較的

容易であった。

形 態・規模　平面形は南東角部がやや広がった方形状を呈し、長辺4.4ｍ、短辺4.2ｍを測る（床面積約

20㎡）。壁面の立ち上がりは最も高いところで0.15ｍが遺存していた。

屋内施設　住居内土坑 ２ 基（sk01他）および ７ 基の柱穴が検出された。

住 居内土坑　南壁際および南東角部で ２ 基の土坑が検出され、いずれも円形を呈している。前者

（sk01）は直径約0.6ｍ、深さ約0.4ｍを測り、須恵器の壺（680）や土師器の甕（681）が出土してい

る。

柱 穴　方形状に ４ 本の主柱穴とその他に ３ 基の柱穴が検出された。いずれも掘方は円形であり、直径

0.2ｍ～ 0.3ｍ、深さ0.3ｍを測る。柱痕は検出されなかった。

出 土遺物　古墳時代後期の須恵器の杯蓋（676）、杯身（677・678）、甕（679）、壺（680）の他、土師器

の甕（681．683他）、甑（682）が出土している。

SH09（図版84　写真図版138・143）

検 出状況　調査区の中央部、南寄りに位置し、住居の北東は、一部接するSH08に切られている。上方

部は削平を受けていたが、住居内土坑、柱穴が検出された。

形 態・規模　北端の一部が切られているが、平面形は長方形を呈し、長辺5.7ｍ、短辺5.3ｍを測る（床
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面積約30㎡）。壁面の立ち上がりは最も高いところで0.26ｍが遺存していた。

屋内施設　住居内土坑（sk01）および ４ 本の主柱穴が検出された。

住居内土坑　南東壁際の中央部で円形に検出され、直径約0.7ｍ、深さ約0.3ｍを測る。

柱 穴　方形状に ４ 本の主柱穴が検出され、いずれも掘方は円形である。直径0.3ｍ～ 0.6ｍ、深さ約0.4ｍ

を測り、南側の主柱穴で柱痕が検出された。

出 土遺物　古墳時代後期の須恵器の杯蓋（685）、杯身（686・687）の他、土師器の甕（688・689）が出

土している。

SH10（図版85　写真図版144・145）

検 出状況　調査区の中央部、南寄りに位置し、住居の北東は、一部接するSH09に切られている。上方

部は著しく削平されており、南東部から南側の壁面のみが残存し、周壁溝および中央土坑、柱穴が検

出された。

形 態・規模　残存していた壁面あるいは周壁溝の形状から、長辺約7.2ｍ、短辺約6.2ｍを測る楕円形の

住居跡（床面積約35㎡）であったと考えられる。壁面の立ち上がりは最も高いところで0.06ｍが遺存

していた。

屋内施設　周壁溝およびⅠ○（イチマル）型と呼ばれる中央土坑、柱穴が検出された。

周 壁溝　住居の南側から南西にかけて約2.8ｍが検出され、幅約0.15ｍ、深さ約0.1ｍを測る。残存して

いた壁面に沿っては確認されず、北過半部は地形が緩やかに下降しているため、削平された可能性が

考えられる。

中 央土坑　住居のほぼ中央にあたると考えられる地点でⅠ○型土坑が検出された。長楕円形の土坑（Ⅰ

型土坑）は、円形の土坑（○型土坑）の南側に位置し、西側の一部が削平されているが、復元長約

1.2ｍ、幅約0.2ｍを測る。検出面である上層では炭をわずかに含んでいるが、深さ0.08ｍと非常に浅

い掘り込みである。また、円形の土坑は、直径約1.1ｍを測り、４ 層の堆積が観察された土坑内は多く

の炭が含まれ、0.38ｍの深さに掘り込まれている。

柱 穴　 ４ 基が検出され、いずれも掘方は円形である。直径0.2ｍ～0.4ｍ、深さ0.1ｍ～0.2ｍを測り、柱痕

は検出されなかった。住居の大半が削平されていたこともあり、柱穴の多くも削平されているものと

考えられる。

出土遺物　弥生時代中期の高杯（691・692）の他、古墳時代後期の土師器の甕（690）が出土している。

SH11（図版85　写真図版146・147）

検 出状況　調査区の中央部、南端に位置し、北西にSH10が近接している。上方部は削平を受けており、

東壁際は立ち上がりがわずかに確認される程度であったが、北壁の中央付近で造り付けのカマドが検

出された。

形 態・規模　平面形は長方形を呈し、長辺5.3ｍ、短辺4.6ｍを測る（床面積約25㎡）。壁面の立ち上がり

は最も高いところで0.13ｍが遺存していた。

屋内施設　カマドおよび ５ 基の柱穴が検出された。

カ マド　上方部は削平されていたが、袖部の左右両側の約半部が残存する状態で検出された。現存する

規模は、幅0.65ｍ、奥行き0.54ｍ、高さ0.21ｍを測り、黄褐色の盛土によって構築されている。焚口

部から煙道部へは、比較的急な角度で立ち上がり、屋外に延びた痕跡を明確には確認できなかった。

カマド内は、焼土塊が含まれる堆積が観察されたが、焼土面および支脚は確認されなかった。また、
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破損していたが、土師器の甕（694・695）など多くの土器が残された状態であった。

柱 穴　住居の角部からほぼ均等な位置に ４ 本の主柱穴が検出された。いずれも掘方は円形であり、直径

0.2ｍ～ 0.4ｍ、深さ0.4ｍ～ 0.6ｍを測る。柱痕は検出されなかった。

出土遺物　古墳時代後期の須恵器の杯蓋（693）の他、土師器の甕（694・695）が出土している。

SH12（図版86　写真図版128・148）

検 出状況　調査区の北西端に位置し、住居の大半は、ほぼ重なりあうSH02に切られている。上方部は

削平を受けており、南角部から南東壁を経て東角部に至る範囲が残存するのみであったが、住居内土

坑 ２ 基が検出された。

形 態・規模　東角部から北西方向に約1.3ｍの地点で西方向にわずかに屈曲しているが、平面形は一辺

4.1ｍを測る方形を呈していたと考えられる（床面積約18㎡）。壁面の立ち上がりは最も高いところで

0.11ｍが遺存していた。

屋内施設　住居内土坑 ２ 基（sk01・sk02）が検出された。

住 居内土坑　南角部（sk01）および東角部（sk02）で ２ 基の土坑が検出され、いずれも楕円形を呈して

いる。前者は長径0.8ｍ、短径0.6ｍ、深さ0.25ｍ、後者は長径1.0ｍ、短径0.7ｍ、深さ0.19ｍを測る。

出土遺物　遺物は出土しなかった。

SH13（図版86　写真図版138・139・148）

検 出状況　調査区のほぼ中央部に位置し、南東にSH08が隣接している。住居内東寄りでは、埋没後に

SH07が築造されている。上方部は著しく削平されており、住居の形状は確認されたが、壁面の立ち

上がりは全面的に浅い状態であった。

形 態・規模　平面形は北西角部がやや広がった方形状を呈し、一辺5.2ｍを測る（床面積約28㎡）。壁面

の立ち上がりは最も高いところで0.12ｍが遺存していた。

屋内施設　周壁溝および柱穴が検出された。

周 壁溝　西壁中央部および北壁中央部で一部途切れた状態であったが、それぞれ約3.2ｍ、約2.9ｍの範

囲で検出され、幅0.2ｍ～ 0.4ｍ、深さ約0.1ｍを測る。

柱 穴　西壁際で ６ 基の柱穴が検出され、いずれも掘方は円形である。直径0.2ｍ～0.6ｍ、深さ0.2ｍ～0.4

ｍを測り、柱痕は検出されなかった。住居の大半が削平されていることもあり、柱穴の多くも削平さ

れているものと考えられる。

出土遺物　遺物は出土しなかった。

（ ３ ）土坑

SK01（図版87　写真図版149）

検 出状況　調査区の中央部、北端に位置し、南西にSH01が、東にSH02が近接している。黄褐色の地山

面に炭を多く含んだ褐色土が堆積していたため、遺構の検出は容易であったが、近接する住居跡の上

方部が削平を受けているため、当該土坑の上方部も削平されていると考えられる。

形 状・規模　長辺1.6ｍ、短辺1.2ｍの楕円形を呈し、ほぼ垂直に1.31ｍの深さまで掘り込まれている。

床面は中央部がわずかに高く、縁辺部とは約0.05ｍの高低差がみられる。調査区内では、土坑の床面

に杭穴と考えらえる痕跡が検出された類似した土坑が複数確認されており、時期は不明ながら、落と

し穴と推定される。
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出土遺物　遺物は出土しなかった。

SK03（図版87　写真図版149）

検 出状況　調査区の中央部、北寄りに位置し、北西にSH01、南にSH04が近接している。住居跡の検出

状況から、上方部は削平を受けていると考えられる。

形 状・規模　長辺1.2ｍ、短辺1.0ｍの楕円形を呈し、ほぼ垂直に0.81ｍの深さまで掘り込まれている。

床面の中央部に直径0.25ｍ、深さ0.25ｍを測る杭穴の痕跡が検出され、時期は不明ながら、落とし穴

と推定される。

出土遺物　遺物は出土しなかった。

SK04（図版88　写真図版152）

検 出状況　調査区の中央部、北寄りに位置し、北にSK03、南西にSH04が近接している。周囲の遺構の

検出状況から、上方部は削平を受けていると考えられる。

形 状・規模　長辺約1.8ｍ、短辺約0.9ｍ、南東部が広がった長方形を呈し、深さ約0.3ｍを測る。比較的

上層から弥生土器がまとまって出土している。

出土遺物　弥生時代後期の壺（696）が出土している。

SK10（図版87　写真図版150）

検 出状況　調査区の北側および南側で住居跡がまとまって検出されているが、その空白域のほぼ中央に

位置している。他の土坑と同様、住居跡の検出状況から、上方部は削平を受けていると考えられる。

形 状・規模　直径約1.1ｍの円形を呈し、ほぼ垂直に0.89ｍの深さまで掘り込まれている。床面中央部に

長辺0.2ｍ、短辺0.1ｍ、深さ0.1ｍを測る杭穴と考えられる痕跡が検出され、さらに、西寄りの土層断

面では、幅約0.2ｍの杭材と考えられる痕跡が残っている。このため、時期は不明ながら、落とし穴

と推定される。

出土遺物　遺物は出土しなかった。

SK13（図版87　写真図版150）

検 出状況　調査区中央部の空白域に位置し、北にSK01、南西にSH07・SH13が近接している。周囲の遺

構の検出状況から、上方部は削平を受けていると考えらえる。

形 状・規模　直径約1.5ｍの円形を呈し、ほぼ垂直に1.25ｍの深さまで掘り込まれている。床面中央部に

直径約0.2ｍ、深さ約0.1ｍを測る杭穴と考えられる痕跡が検出され、その周囲にもほぼ同じ大きさの

痕跡が ４ 基確認されている。このため、時期は不明ながら、落とし穴と推定される。

出土遺物　遺物は出土しなかった。

SK16（図版87　写真図版151）

検 出状況　調査区の中央部、南寄りに位置し、土坑の西端は、一部接するSH08に切られている。住居

跡の上方部が削平を受けているため、当該土坑の上方部も削平されていると考えられる。

形 状・規模　長辺約2.1ｍ、短辺約1.1ｍの楕円形状を呈し、一部で検出面あるいは床面より広くなって

いるが、ほぼ垂直に0.95ｍの深さまで掘り込まれている。床面には、直径0.2ｍ～ 0.3ｍ、深さ約0.2ｍ

を測る杭穴と考えらえる痕跡が ４ 基検出され、時期は不明ながら、落とし穴と推定される。

出土遺物　遺物は出土しなかった。

SK18（図版87　写真図版151）

検 出状況　調査区の中央部、南西寄りに位置し、北東にSH09が近接している。住居跡の検出状況から、
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上方部は削平を受けていると考えられる。

形 状・規模　長辺約1.6ｍ、短辺約1.1ｍの楕円形を呈し、一部検出面より広くなっているが、ほぼ垂直

に0.85ｍの深さまで掘り込まれている。床面には、直径0.1ｍ～ 0.2ｍ、深さ約0.2ｍを測る杭穴と考え

られる痕跡が五角形状にあわせて ６ 基検出され、時期は不明ながら、落とし穴と推定される。

出土遺物　遺物は出土しなかった。

SK19（図版88）

検 出状況　調査区のほぼ中央部、東寄りに位置し、西にSH07・SH13、北西にSH13が近接している。周

囲の遺構の検出状況から、上方部は削平を受けていると考えられる。

形 状・規模　長辺約1.0ｍ、短辺約0.6ｍの長方形状を呈し、深さ約0.2ｍを測る。堆積土中より、弥生土

器片が出土している。

出土遺物　弥生時代後期の甕（697）が出土している。

SK22（図版88　写真図版152）

検 出状況　調査区の南東に位置し、周囲の遺構の検出状況は希薄である。他の遺構と同様、上方部は削

平を受けていると考えられるが、周辺一帯は、桂ヶ谷奥２号墳と呼称した古墳状の隆起が確認されて

いた範囲である。

形 状・規模　直径約1.1ｍの円形を呈し、ほぼ垂直に0.67ｍの深さまで掘り込まれている。落とし穴と推

定される他の土坑より掘り込みがやや浅く、床面にも杭穴と考えられる痕跡は検出されていないが、

立地場所や形状などから、落とし穴の可能性が考えられる。

出土遺物　遺物は出土しなかった。

SK23（図版88）

検 出状況　調査区の南東に位置し、南西に桂ヶ谷奥古墳が近接しているが、周囲の遺構の検出状況は希

薄である。他の遺構と同様、上方部は削平を受けていると考えられる。

形 状・規模　直径約1.0ｍの円形を呈し、ほぼ垂直に0.84ｍの深さまで掘り込まれている。SK22と同様、

床面に杭穴と考えられる痕跡は検出されていないが、落とし穴の可能性が考えられる。

出土遺物　遺物は出土しなかった。

SK25（図版88　写真図版152）

検 出状況　調査区中央部の空白域に位置し、南にSH07・SH13が近接している。周囲の遺構の検出状況

から、上方部は削平を受けていると考えられる。

形 状・規模　長辺約1.8ｍ、短辺1.0ｍの楕円形を呈し、ほぼ垂直に0.75ｍの深さまで掘り込まれている。

SK23・SH25同様、床面に杭穴と考えられる痕跡は検出されていないが、落とし穴の可能性が考えら

れる。

出土遺物　遺物は出土しなかった。

（ ４ ）溝

SD04（図版88　写真図版152）

検 出状況　調査区の中央部、北寄りに位置し、周囲では住居跡（SH01・SH04他）や土坑（SK03・

SK04他）など遺構が密集して検出されている。他の遺構と同様、上方部は削平を受けていると考え

られ、隣接して確認されたSD03は、南北方向から逆（西）側に延びており、異なる溝と考えられる。
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形 状・規模　ほぼ東西方向に延びており、幅約0.9ｍ、残存長は約3.7ｍを測る。断面は緩やかな「Ｕ」

字状を呈し、深さ約0.2ｍを測る。床面より弥生土器片が出土している。

出土遺物　弥生時代後期の台付甕（698）が出土している。

出土遺物

（ １ ）土器（図版143 ～ 147　写真図版197 ～ 199）

SH01出土土器（640 ～ 644　／図版142）

　弥生土器の高杯（640）および須恵器の杯身（641）、高杯（642 ～ 644）が出土している。640は口縁

部の一部が残存するのみであるが、内外面ともに横ナデの痕跡が認められる。641は口縁部の一部が残存

しており、その形状および調整は脚部が欠損し、杯部も著しく歪んでいる643の杯部と類似している。

642は無蓋高杯の杯部の一部であり、体部中央に突出する稜を巡らせ、口縁部へは外反ぎみに立ち上

がっている。また、644は低平な高杯の脚部および杯部の一部が残存しており、回転ヘラケズリあるい

は回転ナデによって調整され、脚部には長方形透かしが３方向に穿たれている。なお、641 ～ 644はい

ずれも遺構検出時あるいは堆積土上層から出土したもので、SH01にともなう遺物ではないと考えられ

る。

SH02出土土器（645 ～ 647　／図版142）

　土師器の甕（645・646）、甑（647）が出土している。このうち、645・647はカマド内から出土したも

ので、645は口縁部の一部が残存するのみであり、内外面とも磨滅によって調整等は不明である。647は

把手を含め、体部から口縁部の一部が残存しており、内面の横方向のハケ目、外面の縦方向のハケ目の

痕跡が比較的明瞭に認められる。646は底部の一部であり、内面は縦方向のケズリ、外面はナデによる

調整が施されている。

SH04出土土器（648 ～ 653　／図版142　写真図版197）

　須恵器の杯蓋（648）、杯身（649）、壺（650）の他、土師器の甕（651・652）、高杯（653）が出土し

ており、このうち、649・651 ～ 653はカマド内からの出土である。648は約半部が残存しており、扁平

な天井部から口縁部へは内向きに低く落ち込み、天井部の広い範囲が回転ヘラケズリで調整されてい

る。649は口縁部から体部の一部が欠損するが、蓋受けの立ち上がりは １ ㎝に満たず内傾しており、底

部は回転ヘラケズリののち多方向のナデによる調整が施されている。650は口頸部のみが残存しており、

外反ぎみに立ち上がった口縁端部は丸く収められている。また、口径12.9㎝、器高11.65㎝を測り、ほぼ

完存する651と口縁部から肩部の一部のみが残存する652はいずれも内外面の磨滅によって調整は不明瞭

である。653は杯部および脚部の一部が残存するのみであるが、漏斗状に開く脚部の外面には縦方向の

ハケ目の痕跡が認められ、３方向に円孔が穿たれている。

SH05出土土器（654 ～ 665　／図版142・143　写真図版197）

　堆積土中から多数の弥生土器片が出土しており、このうち、12点を図化している。654・661は壺であ

る。口縁部から体部の一部が残存する654は口頸部がほぼ垂直に長く立ち上がり、内面は縦および横方

向のヘラケズリ、外面は縦方向のハケで仕上げられている。661は肩部から口縁部が欠損するが、球形

を呈する体部内面は縦および横方向の板ナデで仕上げられている。655・656は鉢であり、655の内面は

ユビオサエおよび横方向のハケ、656の内面は板ナデで仕上げられ、内外面にナデの痕跡が認められる

657はミニチュアの鉢である。658 ～ 660・662は甕であり、いずれも外面の一部に煤が付着している。
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658・659は体部下方から底部を欠損し、内面は板ナデ、660は底部を欠損するが、内面は縦方向のケズリ

および板ナデ、外面は縦方向のハケで仕上げられている。ほぼ完存する662は口縁端部に２条の凹線が

巡り、内面を縦あるいは横方向のケズリ、外面をハケで仕上げている。663・664は高杯であり、663の杯

部内外面はヘラミガキで丁寧に仕上げられ、664は内外面とも磨滅によって調整等は不明であるが、４方

向に円孔が穿たれている。665は口縁部と台部の一部が残存する器台である。台部は筒状に高く立ち上

がり、口縁部は広く水平に開いている。口縁端部は竹管文で装飾され、台部の上下に４方向、中程に３

方向の円孔が穿たれ、内面はナデ、外面は縦方向のハケとヘラミガキで仕上げられている。

SH06出土土器（666 ～ 671　／図版144　写真図版198）

　須恵器の杯蓋（666・667）、杯身（668・669）の他、土師器の甕（670）、甑（671）が出土している。

666は扁平な天井部の １ / ３ 程度を回転ヘラケズリで調整され、天井部と口縁部の境に明瞭な段が付けら

れている。667は中窪みの扁平なつまみが付いた高杯の蓋であり、天井部の １ / ３ 程度を回転ヘラケズリ

で調整され、天井部と口縁部の境に明瞭な段が付けられている。668・669は口径10.3㎝～ 10.5㎝、器高

4.1㎝～ 5.0㎝で、蓋受けの立ち上がりは内傾し、約1.5㎝を測る。また、670は口縁部の約半部が残存する

が、内面は著しく磨滅しており、外面も斜め方向のハケ目の痕跡がわずかに認められる。底部から口縁

部にかけての約 １ / ３ が残存する671は口径26.35㎝、器高29.1㎝で、底部には楕円形状の孔が２ヶ所穿た

れ、内面にはケズリと板ナデ、外面には縦方向のハケ目の痕跡が認められる。

SH07出土土器（672 ～ 675　／図版144　写真図版198）

　SH06と同様、須恵器の杯蓋（672）、杯身（673）の他、土師器の甕（674）、甑（675）が出土してい

る。672は天井部の １ / ３ 程度を回転ヘラケズリで調整され、天井部と口縁部の境に明瞭な段が付けられ

ている。673は底部から口縁部の一部が残存し、668・669と形状および調整は類似している。また、674

は口縁部、675は体部の一部が残存するのみであるが、いずれも内外面に板ナデあるいはハケ目、ナデ

の痕跡が認められる。

SH08出土土器（676 ～ 684　／図版144・145　写真図版198）

　須恵器の杯蓋（676）、杯身（677・678）、甕（679）、壺（680）の他、土師器の甕（681・683・684）、

甑（682）が出土しており、このうち、679 ～ 681はsk01からの出土である。676は天井部の １ / ３ 程度を

回転ヘラケズリで調整され、天井部と口縁部の境に明瞭な段が付けられている。677は蓋受けの立ち上

がりが内傾し、約1.5㎝を測るが、口縁部の一部のみが残存する678は蓋受けの立ち上がりは ２ ㎝を超

え、ほぼ垂直に立ち上がっている。679・680ともに口縁部から肩部にかけて残存しており、口頸部が外

反ぎみに開く679は口縁端部を肥厚させており、外面に縦方向のタタキの痕跡が明瞭に認められる680は

口縁部を上方につまみ上げ、端面に１条の沈線を巡らせている。また、681・683・684は口縁部から肩

部の一部が残存しており、内面にはナデ、外面にはハケ目の痕跡が認められる。682は内外面ともハケ

で仕上げられ、外面の一部には格子状に線刻が刻まれている。欠損した底部に穿孔の痕跡がみられるた

め、甑と考えられる。

SH09出土土器（685 ～ 689　／図版145　写真図版199）

　須恵器の杯蓋（685）、杯身（686・687）の他、土師器の甕（688・689）が出土している。685は天井

部の広い範囲を回転ヘラケズリで調整され、天井部と口縁部の境には段が付けられている。686は蓋受

けの立ち上がりは内傾し、約 ２ ㎝を測るが、687の蓋受けは屈曲してほぼ垂直に立ち上がっている。ま

た、688は丸みを帯びた体部から口縁部へは外反ぎみに立ち上がる小型の甕で、内面には板ナデ、外面
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には縦方向のハケ目が認められる。口縁部から肩部の一部が残存する689の内面はナデ、外面は斜め方

向のハケで仕上げられている。

SH10出土土器（690 ～ 692　／図版145）

　弥生土器の高杯（691・692）と土師器の甕（690）が出土している。691は口縁部の小破片であるが、

３条の凹線が巡り、内外面ともナデの痕跡が認められる。692は杯部および脚柱部が残存するものの、

内外面とも磨滅によって調整等は不明である。また、690は内面にナデと一部ユビオサエの痕跡が認め

られ、縦方向のハケで仕上げられた外面には煤が付着している。

SH11出土土器（693 ～ 695　／図版145　写真図版199）

　須恵器の杯蓋（693）と土師器の甕（694・695）が出土している。693は口縁部の小破片であり、焼成

不良のため、灰白色を呈している。694・695ともに口縁部から肩部の一部が残存しており、694の内面に

はナデ、外面には縦方向のハケ目の痕跡がわずかに認められ、695の内面は横方向のヘラケズリおよび

板ナデ、外面はユビオサエののちナデで仕上げられている。

土坑および溝出土土器（696 ～ 698　／図版146　写真図版199）

　696はSK04から出土した弥生土器の壺である。口縁部から底部までの約半部が残存しており、細長い

胴部から口縁部へは垂直に立ち上がり、器高30㎝を測る。内面は板ナデ、外面はハケで仕上げられてい

る。697はSK19から出土した弥生土器の甕の口縁部であるが、外面に縦方向のハケ目の痕跡が認められ、

口径30㎝を超える大型のものである。また、698はSD04から出土した弥生土器の台付甕である。内面に

は縦および横方向のハケ目、外面下方には縦方向の板ナデ、上方には縦方向のハケ目の痕跡が認められ

る。

包含層出土土器（699 ～ 716　／図版146・147　写真図版199）

　699は土師器の甕であり、内面はケズリ、外面はハケで仕上げられている。700 ～ 703は弥生土器の鉢

（700・701）、高杯（702）、台付鉢（703）である。底部から緩やかな曲線を描きながら立ち上がり、内

面にヘラミガキの痕跡が認められる700に対し、701は内外面ともハケで仕上げられ、口縁部へは直線的

に広く立ち上がっている。脚部に８条の沈線が巡る703は内面には横方向のケズリ、外面には縦方向の

ハケ目の痕跡が認められる。また、704 ～ 714は、調査区の南東、桂ヶ谷奥２号墳として調査を行った

範囲から出土した須恵器の杯蓋（704 ～ 707）、杯身（708）、高杯蓋（709）、高杯（710）、壺（711・

713・714）、甕（712）である。このうち、709と710は近接する地点から出土しており、一対になるもの

と考えられる。716は底部中央に円孔が穿たれ、外面に松葉状の線刻が刻まれた土製品である。

（ ２ ）鉄製品（M10 ～ M12　／図版147　写真図版200）

　M10はSH06から出土した大型の鏃身に短い頸部が接続する鉄鏃であり、鏃身関部は撫関状を呈して

いる。M11・M12は刀子であり、SH13から出土したM11は完存しており、全長12.2㎝（うち刀身長8.3

㎝）、幅1.65㎝、厚さ0.4㎝を測る。

（ ３ ）石製品（S97 ～ S102　／図版147・148　写真図版200）

　S97はSH11から出土したサヌカイト製の石鏃であり、S98は全体的に風化しているが、サヌカイト製

のスクレイパーである。S100・S102はそれぞれSH04、SH05から出土した台石であり、S102の表面には

使用による窪みが認められる。M101は全長38.73㎝、幅17.5㎝、厚さ2.18㎝のサヌカイト製の大型石材
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で、両側に剥離面が残されていることから、削器あるいは刀器と考えられる。

小 結

　桂ヶ谷遺跡Ｆ地区では、深さ0.7ｍ～ 1.3ｍの円形あるいは楕円形の土坑が ９ 基（SK01・SK03他）確

認されており、底に杭穴をもち、ほぼ垂直に深く掘りこまれた状況などから、落とし穴と考えられる。

遺物が出土していないため、時期は不明であるが、住居跡（SH08）との切り合い関係では、古墳時代

後期以前のものであり、後述するずえが谷遺跡Ｂ地区でも同様の土坑が複数確認されていることから、

Ｆ地区での生活痕跡は尾根筋に配された縄文時代までさかのぼる狩猟域が最初であったと推定される。

その後、桂ヶ谷遺跡Ａ地区やＢ地区からわずかに遅れた弥生時代中期後半から後期にかけて、SH10や

SH01・SH05が建てられ、居住域としての利用が始まるが、古墳時代前期から中期にかけては空白期間

となっている。古墳時代後期にはSH02やSH08、SH10など、一部に切り合い関係を伴った住居が急増

し、時期ごとの住居の消長はＡ地区と類似しているが、Ａ地区同様、古墳時代後期をもって集落は終焉

を迎えている。

第 ６節　桂ヶ谷遺跡Ｇ地区

遺 構

（ １ ）概 要

　桂ヶ谷遺跡Ｇ地区は、桂ヶ谷遺跡の南奥部、南から北方向に延びる東西約50ｍ、南北約25ｍの緩斜面

地に広がっており、約70ｍ南上方にも比較的緩やかな地形が続いているが、遺構は確認されなかった。

北東に谷を隔てて、桂ヶ谷遺跡Ｆ地区が近接し、遺跡背後の尾根上には、 ９ 基から構成される桂ヶ谷墳

墓群が存在している。

　調査の結果、調査区南東の標高約210ｍ～212ｍの限られた範囲で竪穴住居跡 ５ 棟（SH01～SH05）を

確認したが、その他の広い範囲では、遺構は検出されなかった。

（ ２ ）竪穴住居跡

SH01（図版90　写真図版154・155）

検 出状況　調査区の中央部、南端に位置し、北東にSH02が隣接している。上方部は削平を受けていた

が、住居内土坑、柱穴が検出された。

形 態・規模　平面形は方形を呈し、長辺4.9ｍ、短辺4.6ｍを測り（床面積約23㎡）、Ｇ地区では最大の面

積をもつ住居跡である。壁面の立ち上がりは最も高いところで0.21ｍが遺存していた。

屋内施設　土坑 １ 基（sk01）と ４ 本の主柱穴が検出された。

住居内土坑　中央南壁際で検出され、直径約0.5ｍを測る円形であり、深さ約0.2ｍを測る。

柱 穴　南西側の柱穴がわずかに開いているが、方形状に ４ 基検出され、いずれも掘方は円形である。直

径0.3ｍ～ 0.4ｍ、深さ約0.1ｍを測り、柱痕は検出されなかった。

出 土遺物　古墳時代後期の須恵器の杯蓋（717・718）、土師器の甕（719）、木質の残る刀子（Ｍ13）が

出土している。

SH02（図版90　写真図版154・156・157）
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検 出状況　調査区の中央部、南寄りに位置し、南西にSH01が隣接し、南東にはSH05が近接している。

上方部は著しく削平を受け、床面にも住居内土坑や柱穴等は検出されなかった。

形 態・規模　平面形は方形を呈し、一辺3.2ｍを測る（床面積約10㎡）。壁面の立ち上がりは最も高いと

ころで0.14ｍが遺存していた。

出土遺物　古墳時代後期の土師器の甕（720）が出土している。

SH03（図版91　写真図版154・156・157）

検 出状況　調査区の中央部、南東寄りに位置し、南西にSH03、東にSH04が近接している。上方部は削

平を受けていたが、住居内土坑、柱穴が検出された。

形 態・規模　平面形は長方形を呈し、長辺3.3ｍ、短辺2.8ｍを測る（床面積約 ９ ㎡）。壁面の立ち上がり

は最も高いところで0.14ｍが遺存していた。

屋内施設　長楕円形の土坑 １ 基と ４ 本の主柱穴が検出された。

柱 穴　住居内西側に偏っているが、方形状に ４ 基検出され、いずれも掘方は円形である。直径0.2ｍ～

0.5ｍ、深さ約0.2ｍを測り、柱痕は明確に確認されなかった。

出土遺物　古墳時代中期の土師器の甕（721・722）が出土している。

SH04（図版91　写真図版154・156・157）

検 出状況　調査区の南東際に位置し、西にSH03が近接し、北に炭窯が検出されている。上方部は削平

を受けていたが、周壁溝および住居内土坑、柱穴が検出された。

形 態・規模　平面形は北東角部がやや曲線を描く長方形を呈し、長辺3.2ｍ、短辺2.8ｍを測る（床面積

約 ９ ㎡）。壁面の立ち上がりは最も高いところで0.23ｍが遺存していた。

屋内施設　周壁溝および住居内土坑（sk01）、 ３ 基の柱穴が検出された。

周 壁溝　西壁中央部から南西角部および南壁の一部で「し」の字状に確認され、幅約0.3ｍ、深さ約0.1

ｍを測る。

住 居内土坑　南東角部際で検出され、長辺約0.6ｍ、短辺約0.4ｍを測る楕円形であり、深さ約0.1ｍを測

る。

柱 穴　住居内中央に １ 基、北壁際で ２ 基のあわせて ３ 基が検出され、いずれも掘方は円形である。直径

約0.2ｍ、深さ0.4ｍ～ 0.6ｍを測り、柱痕は検出されなかった。北壁際と対照する南壁際あるいは住居

内のその他の地点で柱穴は確認されなかったため、中央部および北壁際の ２ 本が主柱穴とされ、残る

北壁際の １ 基は建て替え時のものと考えられる。

出土遺物　遺物は出土しなかった。

SH05（図版92　写真図版154・158）

検 出状況　調査区の中央部、南東端に位置し、西にSH02が近接している。上方部は削平を受けていた

が、南東壁の中央付近で造り付けのカマドが検出され、住居内中央では広範囲にわたって炭層が確認

された。

形 態・規模　平面形は長方形を呈し、長辺4.3ｍ、短辺3.5ｍを測る（床面積約15㎡）。壁面の立ち上がり

は最も高いところで0.22ｍが遺存していた。

屋内施設　カマドおよび ６ 基の柱穴が検出された。

カ マド　上方部および袖部の左右両側の先端は削平されており、煙道部の一部が「）」状に残存するの

みである。現存する規模は、幅0.87ｍ、奥行き0.33ｍ、高さ0.16ｍを測り、黄褐色の盛土によって構
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築されている。カマド内は ２ 層の堆積が観察され、炭あるいは焼土が含まれていたが、焼土面は検出

されず、支脚も確認されなかった。

柱 穴　西側の柱穴がわずかに開いているが、方形状に ４ 本の主柱穴が検出され、そのあいだに ２ 基の柱

穴が確認された。いずれも掘方は円形であり、直径0.2ｍ～ 0.5ｍ、深さ約0.2ｍを測る。柱痕は検出さ

れなかった。

出 土遺物　古墳時代後期の須恵器の杯蓋（723・724他）、杯身（725・726）、高杯（728）の他、土師器

の鉢（729）、椀（730）、甕（731・732）が出土している。

出土遺物

（ １ ）土器（図版149　写真図版201）

SH01出土土器（717 ～ 719　／図版149　写真図版201）

　須恵器の杯蓋（717・718）と土師器の甕（719）が出土している。717・718は口縁部と天井部の一部

が残存しており、ともに天井部と口縁部の境に明瞭な段が付けられている。719は口頸部が外反ぎみに

立ち上がり、口縁端部が広く開く形状を呈しているが、内外面とも磨滅によって調整等は不明である。

SH02出土土器（720　／図版149）

　土師器の甕（720）が出土している。口縁部および肩部の一部が残存するのみであるが、口縁部の内

外面ともにハケ目の痕跡が明瞭に残されている

SH03出土土器（72・722　／図版149　写真図版201）

　土師器の甕（721・722）が出土している。721は口縁部および肩部の一部、722は口縁部の一部と体部

の約半部が残存しており、ともに口頸部は外反ぎみに立ち上がり、口縁端部が内側にやや突出した形状

を呈している。

SH05出土土器（723 ～ 732　／図版149　写真図版201）

　須恵器の杯蓋（723・724他）、杯身（725・726）、高杯（728）の他、土師器の鉢（729）、椀（730）、

甕（731・732）が出土しており、726を除き、口縁部あるいは底部の一部が残存するのみである。723・

724はいずれも天井部の １ / ３ 程度を回転ヘラケズリで調整され、天井部と口縁部の境に明瞭な段が付け

られている。725・726は口径9.6㎝～ 11.0㎝、器高4.9㎝～ 5.25㎝で、蓋受けの立ち上がりが1.5㎝を超える

もので、727は中窪みの扁平なつまみのみが残存しており、高杯の蓋と考えられる。また、729の外面の

ヘラケズリ、731の内外面のハケ目の痕跡は認められるが、その他については磨滅によって調整等は不

明である。

（ 2 ）鉄製品（図版149　写真図版201）

SH01出土鉄製品（M13）

　M13は全長11.7㎝（うち刀身長7.6㎝）、幅1.8㎝、厚さ0.3㎝を測るほぼ完存する刀子で、茎部には木質

が残存している。

小 結

　桂ヶ谷遺跡Ｇ地区では、調査区南東の限られた範囲で古墳時代中期および後期の竪穴住居跡 ５ 棟が確

認された。いずれも方形を呈し、約 ３ ｍ四方のものが ３ 棟（SH02 ～ SH04）、約 ４ ｍ四方のものが ２ 棟
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（SH01・SH05）であり、このうち、SH05のみがカマドを敷設している。また、 ５ 棟の住居跡は非常に

限られた範囲に集中しているが、これは、調査区の西半部は周囲の地形等によって日照時間が短く、居

住域には不適当な場所であったためと考えられる。

第 ７節　桂ヶ谷遺跡Ｈ地区

遺 構

（ １ ）概要

　桂ヶ谷遺跡Ｈ地区は、桂ヶ谷遺跡西側の丘陵の尾根（ずえが谷７号墳～９号墳）からやや下がった急

斜面に位置する。標高229ｍ～ 219ｍの範囲にかけて段状遺構を10基確認した。遺跡は北側には広がっ

ているものと思われるが、南側へは広がっていない。検出された段状遺構はその形態からおおむね竪穴

住居跡状のもの（段状遺構２・段状遺構３）と帯状のもの（段状遺構１・段状遺構４～ 段状遺構９）

に分かれる。出土遺物は少ないが、これらの遺構は総じて弥生時代のものと考えられる。

（ ２ ）段状遺構

段状遺構１（図版94　写真図版160 ～ 162）

検出状況　調査区北端の最高所（標高228.4ｍ）に位置する。北部は調査区外である。

規 模・形態　帯状の段状遺構である。西側の斜面を削り、幅1.1ｍの平坦面を作り出している。南北の

規模は2.4ｍ以上である。

出土遺物　埋土から弥生土器壺（733）、底部（734）が出土している。

段状遺構２（図版94　写真図版160 ～ 162）

検出状況　段状遺構４・５の東側の下に接して位置している。平坦面の標高は226.5ｍである。

規 模・形態　竪穴住居跡状の段状遺構である。西側の斜面を不整半円形状に大きく削り、南北方向5.0

ｍ、東西方向2.8ｍの平坦面を作り出している。

炉 　平坦面の中央に位置している。平面形は不整楕円形である。規模は南北方向1.2ｍ、東西方向0.95

ｍ、深さ0.16ｍである。埋土からは炭・焼土が多く出土している。

出 土遺物　埋土から弥生土器壺（735）、底部（736・737）、打製石剣（S103）、石鏃（S104）、磨製石斧

（S105）が出土している。

段状遺構３（図版94　写真図版160 ～ 162）

検 出状況　段状遺構２の南側に位置し、段状遺構７の西側の上に接して位置している。平坦面の標高は

225.5ｍである。

規 模・形態　竪穴住居跡状の段状遺構である。西側の斜面を方形に大きく削り、南北方向5.2ｍ、東西

方向3.2ｍの平坦面を作り出している。

炉 　平坦面の中央に位置している。平面形は円形である。規模は直径0.8ｍ、深さ0.3ｍである。埋土か

らは段状遺構２の炉の埋土ほどには炭・焼土は出土していない。

出土遺物　遺物は出土していない。

段状遺構４（図版95　写真図版163）

検 出状況　段状遺構５の北側に位置し、段状遺構 ２ の西側の上に接して位置している。遺構は北側の調
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査区外へ続いている。平坦面の標高は228.0ｍである。

規 模・形態　帯状の段状遺構である。西側の斜面を削り、幅1.8ｍの平坦面を作り出している。南北の

規模は2.2ｍ以上である。

出土遺物　遺物は出土していない。

段状遺構５（図版95）

検 出状況　段状遺構４の南側に位置し、段状遺構２の西側の上に接して位置している。平坦面の標高は

227.5ｍである。

規 模・形態　帯状の段状遺構である。西側の斜面を削り、幅1.0ｍの平坦面を作り出している。南北の

規模は3.8ｍである。

出土遺物　遺物は出土していない。

段状遺構６（図版95　写真図版163・164）

検 出状況　段状遺構７の北側に並んで位置している。遺構は北側の調査区外へ続いている。平坦面の標

高は224.0ｍである。

規 模・形態　帯状の段状遺構である。西側の斜面を削り、幅1.0ｍの平坦面を作り出している。南北の

規模は6.0ｍ以上である。

出土遺物　遺物は出土していない。

段状遺構７（図版95　写真図版164）

検出状況　段状遺構６の南側に並んで位置している。平坦面の標高は224.0ｍである。

規 模・形態　帯状の段状遺構である。西側の斜面を削り、幅1.4ｍの平坦面を作り出している。南北の

規模は7.6ｍである。

出土遺物　遺物は出土していない。

段状遺構８（図版95　写真図版163・164）

検 出状況　段状遺構７の東側のすぐ下に位置し、段状遺構 ９ の西側の上に接して位置している。平坦面

の標高は223.0ｍである。

規 模・形態　帯状の段状遺構である。西側の斜面を削り、幅0.8ｍの平坦面を作り出している。南北の

規模は7.2ｍである。

出土遺物　遺物は出土していない。

段状遺構９（図版95　写真図版163・164）

検出状況　段状遺構８の東側の下に接して位置している。平坦面の標高は222.0ｍである。

規 模・形態　帯状の段状遺構である。西側の斜面を削り、幅1.0ｍの平坦面を作り出している。南北の

規模は4.6ｍである。

出土遺物　遺物は出土していない。

段状遺構１０（図版95　写真図版164）

検 出状況　他の段状遺構から離れて最も低い部分に位置している。遺構は南端部の一部しか検出でき

ず、北側の調査区外へ続いている。平坦面の標高は220.0ｍである。

規 模・形態　住居跡状か帯状かは判別できない。西側の斜面を削り、幅2.1ｍの平坦面を作り出してい

る。ただし、他の段状遺構ほどしっかりとした掘削はなされていない。南北の規模は0.8ｍ以上であ

る。
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出土遺物　遺物は出土していない。

出土遺物

（ １ ）土器（図版150　写真図版202）

段状遺構１（733・734　／図版150　写真図版202）

　埋土から弥生土器壺（733）、底部（734）が出土している。733は広口壺の口縁部である。口縁端部は

ほとんど拡張しない。表面は磨滅している。734は甕の底部であり、表面は磨滅している。

段状遺構２（735 ～ 737　／図版150　写真図版202）

　埋土から弥生土器壺（735）、底部（736・737）が出土している。735は広口壺の口縁部である。口縁端

部はほとんど拡張しない。表面は磨滅している。736・737は壺の底部であり、表面は磨滅している。

包含層出土土器（738 ～ 740　／図版150　写真図版202）

　須恵器杯蓋（738）・杯身（739）、弥生土器底部（740）が出土している。738は須恵器杯蓋である。天

井部の残存部位でヘラケズリは確認できない。739は須恵器杯身である。底部は回転ヘラケズリが施さ

れている。740は弥生土器底部である。表面は磨滅している。

（ ２ ）石器（S103 ～ S105　／図版150　写真図版202）

　段状遺構２の埋土から打製石剣（S103）、石鏃（S104）、磨製石斧（S105）が出土している。S103は打

製石剣である。基部は折損している。サヌカイト製である。S104は平基式の石鏃である。重量が0.4ｇと

小型である。サヌカイト製である。S105は磨製石斧である。基部と刃部が切損している。

小 結

　桂ヶ谷遺跡Ｈ地区は、丘陵斜面の比較的高所において、段状遺構が検出された。竪穴住居跡状のもの

（段状遺構２・段状遺構３）、帯状のもの（段状遺構１・段状遺構４～ 段状遺構９）がある。いずれに

おいても柱穴は検出されておらず、屋根は架けられていなかったと思われる。わずかな出土土器からす

れば、弥生時代中期（Ⅲ期）と考えられる。弥生時代において始めて桂ヶ谷Ａ地区・Ｄ地区などで竪穴

住居が設けられたのとほぼ同じ時期にあたり、丘陵部にまでその活動が早くから及んでいたことがわか

る。
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第 6章　桂ヶ谷奥古墳の調査

第 １節　桂ヶ谷奥古墳

墳 丘

　（図版151 ～ 153　写真図版203・204・206・211・215・216・219・220）

　桂ヶ谷奥古墳は、桂ヶ谷遺跡Ｆ地区（集落）の立地する緩斜面が、南東側の山の斜面と接する傾斜変

換点に位置している。別の見方をすれば、Ｆ地区の一番谷奥に本墳が位置していることになる。公園工

事用図面でもその存在がわかるほど高い墳丘と盛土が見られ、また天井石も露出していたため、横穴式

石室墳であることは分布調査時より明白であった。

　昭和49年 ３ 月に兵庫県教育委員会が編集・発行した『特別地域埋蔵文化財　遺跡分布地図及び地名表

第 ３ 分冊』でも、「桂谷古墳」として「円墳（東西 ８ ｍ、南北12ｍ、高さ ３ ｍ）　横穴式石室（ ６ ｍ×

1.8ｍ）と記載されている。また、平成 ５ 年 ３ 月に西紀・丹南町教育委員会が編集・発行した西紀丹南

町文化財調査報告第12集『丹南町遺跡分布地図』では、「桂ヶ谷奥古墳」として「横穴式石室を内部主

体とする円墳で、比高2.0ｍ、径15ｍ。」と記載されている。

　その後、平成 ９ 年度に実施した ２ 度の分布調査（遺跡調査番号970097・970172）のうち、 ２ 度目の分

布調査の際に、北側に低墳丘の古墳を認めたため、便宜上、本古墳を「桂ヶ谷奥１号墳（№17地点）」、

新たに認めた低墳丘墳を「桂ヶ谷奥２号墳（№107地点）」として平成12年度には発掘調査を実施した。

その調査の結果、「桂ヶ谷奥２号墳」は古墳ではないことがわかったため、「桂ヶ谷奥１号墳」は「桂ヶ

谷奥古墳」と呼称することとなった。

　本墳は、山側（南東側）の斜面を標高209ｍ付近から削り込み平坦面を作りだし、その削った土を盛

り上げて墳丘を造成している。山側には周溝を巡らす意識的な掘り込みはなく、斜面と墳丘の間が溝状

になっているだけである。墳丘規模は、東西（石室直交）方向14.5ｍ、南北（石室軸）方向15ｍを測る

円墳であり、墳頂部は標高209.9ｍ、墳丘裾部の最も低い点は標高207.0ｍであり、比高差は2.9ｍを測

る。

　墳丘の造成は、石室の構築段階にあわせて順次厚さ0.1ｍ～ 0.2ｍの単位で繰り返し盛土を行っている

（第 １ 次墳丘）。左側壁側では基底石より上 ４ 石目まで、右側壁側で基底石より ２ 石目まで、奥壁側で

は、基底石の上端まで、細かい単位で堅緻に積み上げられている。一方その上の盛土（第 ２ 次墳丘）

は、比較的粗い単位で粗雑に盛られている。また、墳丘の西半部（右側壁側）では築造時の旧表土と思

われる黒色の土を確認した。

　また、墳丘掘削時に南西部分で墳丘内列石状の石 ４ 石を検出した。 １ 石を据えた後、その並びに ３ 石

を置いたものである。列石とするには石数が少ないが、墳丘内に石は混じらないため、意識的に置かれ

た物である。墳丘の土を積む過程で、ある段階の裾を明示した石ではないだろうか。

　「桂ヶ谷奥２号墳（№107地点）」については、前述したように調査前には低墳丘の古墳と想定してい

た。伐採後、約18ｍ×20ｍの長円形の古墳状隆起がはっきりと認められたため、墳頂部を中心に十文字

にトレンチを入れ、木棺直葬墓を想定して調査を行った。掘り下げていく途中で11点の須恵器片（704

～ 714）が出土したが土層の堆積状況も自然な堆積を示しており、人為的な改変は認められなかった。

頂部についても平面的に精査したが、埋葬施設等も確認できなかったため、遺構から除外した。これら
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は桂ヶ谷遺跡Ｆ地区に掲載している。また、Ｆ地区に接しているため、遺構・遺物の有無を確認するた

め下層まで掘り下げたが、確認できなかった。

埋葬施設

　（巻首図版 ９ 　図版154・155・158　写真図版205・211 ～ 214・217・218）

　桂ケ谷奥古墳は、主軸をＮ35°Ｅとし、南西方向に開口する横穴式石室を埋葬施設としている。全長

7.0ｍ、玄室長4.2ｍ、玄室幅は奥壁部1.5ｍ、羨道長2.8ｍ、羨道幅1.2ｍ、を測る右片袖の石室である。床

面からの残存高は2.3ｍである。

　石室の掘方は、斜面を削って作り出した平坦面から南東（山）側は約0.6ｍ、北西側では約0.25ｍ掘削

して、長軸10.0ｍ、短軸5.0ｍの隅丸長方形を呈する。

　天井石は原位置を保っている石はなく、石室内に崩落したり、石室開口部の外側へ動かされていた。

１ 石が懸架した状態で遺存していたが不安定なため、石室内部の調査に先立ち撤去した。

　石室を概観すると、奥壁、袖石とその開口部側の石、そして袖石に対応する左側壁の羨道部の ２ 石、

これら ５ 石の大きさは、天井石を除けば他の石材を圧倒している。

　石室の構築にあたっては、これら ５ 石のうち奥壁及び袖石が基準となったことは明らかである。玄室

右側壁は奥壁と袖石が据えられた後、奥壁側から基底石を据えている。 ２ 段目以上についても、原則的

には奥壁側から順番に積まれている。このことは玄室左側壁でも同じである。

　玄室内には奥壁より開口方向に向かって約 ２ / ３ の付近まで敷石がしかれている。玄室中央部より右

側と左側で敷石の分布が異なる。右側では奥壁より連続して敷かれているのに対し、左側では、空白部

分や、棺台に使用されたと思われる0.2ｍ～ 0.5ｍの方形の石が存在している。多くの遺物がこの敷石面

から出土している。

　また玄室内には、敷石の下と掘方底面との間に貼り床が認められる。奥壁から羨道部方向に約3.2ｍ

地点までは0.1ｍ～0.13ｍ、そこから次第に薄くなり袖石付近でなくなる。貼り床内から遺物は出土して

いない。

　羨道部の石材のうち、袖石を含めて玄室側から ２ 石は左右壁とも石を立てて据えている。その高さ

は、側壁の ３ 段目の高さと一致している。平面で見ると、羨道部の右側壁は玄室部の右側壁と平行に延

びているのに対して、左側壁は開口部に行きに従って開き気味に延びている。大きな ２ 石の外（開口部

側）には、小さな １ 石が据えられている。

　石室断面を見ると、玄室両側壁はやや内傾している。残存した天井石が、両側壁に辛うじて架かって

いる状況から、玄室両側壁は元々内傾して作られたと判断できる。

　墓道は、開口部より石室中心軸より約30°西側に振って約 ７ ｍ延びている。その方向はＦ地区とＧ地

区の間にある谷の方向である。この谷は、当時は今ほど大きな谷ではなかったであろうが、谷を詰めて

古墳に至っていたことは容易に想像できる。墓道の規模は幅約1.4ｍ、深さ0.1ｍの浅いすり鉢状を呈し

ている。

出土遺物

　（巻首図版 ９ ・10　図版156・157・159 ～ 168　写真図版207 ～ 210・221 ～ 230）

　遺物は石室内（玄室・羨道）及び石室前庭部で数多く出土している。石室内から出土した遺物は、土
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器（須恵器・土師器）の他、鉄製品（鉄鏃・刀子）、耳環、玉類（勾玉、管玉、ガラス小玉）である、

前庭部からも土器（須恵器・土師器）、鉄製品（鉄鏃）が出土している。

　石室内から出土した遺物のうち、最も高い位置から出土したのは、鉄製の刀子（Ｍ35）で、敷石面の

約0.5ｍ上方の埋土中より出土している。多くの遺物は、敷石面あるいは床面の直上あるいは敷石の間

から出土している。土器は破損しているものが多く、これらは原位置をとどめていないと考えられる。

破損していない土器は奥壁際あるいは側壁沿いに多く見られる。中でも奥壁の東隅では、須恵器杯蓋

（742）が杯身（756）に被さった状態で、床面と奥壁の隙間に押し込まれるような形で出土している。

鉄製品のほとんど、耳環及び玉類はすべて石室内から出土している。

　前庭部からは須恵器の破片が多数出土したが、石室内では主に杯蓋杯身が主体であったのに対し、横

瓶（857 ～ 861）、提瓶（848・854）、甕（853・862・863）など大型土器の破片が主である。また、石室

内の破片と前庭部の破片が接合した個体もある。

（ １ ）石室内出土土器（巻首図版 ９ 　図版159 ～ 161　写真図版221 ～ 226）

① 須恵器　杯蓋（741 ～ 754・770 ～ 776・830）

　杯蓋は、ほとんどが玄室内から出土しており（741 ～ 744・746 ～ 753・770 ～ 776・830）、羨道内から

出土したのは745・754である。

　また、蓋受けが付く杯身とセットになるものと（741 ～ 754・830）と蓋に反りが付くもの（770 ～

776）とがある。

　他の器形に比べると破損していない個体が多いのも特徴的で、741 ～ 743・753・754・773 ～ 775は全

く破損していない。その他、接合して完形やほぼ完形になる個体も多い（744 ～ 750・771・776）。

　741は口径13.65㎝、器高3.6㎝で、つまみが付かない杯蓋では、基本的にはこのような調整が行われて

おり、外面天井部の回転ヘラケズリや内面天井部の回転ナデの後に、その部分にナデ調整が行われてい

る場合がある。

　つまみが付く個体でも基本は同じ調整が行われており、外面天井部を回転ヘラケズリ、その他は、内

外面とも回転ナデ調整が施す。つまみは、高さがあるもの（770・771）と高さがなくボタン状のもの

（773～776）とがある。後者はつまみを除いても器高が1.5㎝前後あり、前者が １ ㎝程度しかないのと比

べると、高さがある。

　742は杯身756と対になる。744は、石室内と前庭部から出土した破片が接合している。754は完存して

いるが、大きく歪んでおり、本来の口径や器高の数値は、図（図版159）とは異なる。

② 須恵器　杯身（755 ～ 769・777 ～ 794）

　杯身も杯蓋同様、ほとんどが玄室内から出土しており（755 ～ 767・777・779 ～ 784・786・791・

792・794）、羨道内からは768・769・778・785・787 ～ 790・793が出土している。

　蓋受けが付くもの（755 ～ 769）と蓋受けがないもの（777 ～ 793）、高台があるもの（794）がある。

　破損していない個体も多く（756・757・763 ～ 765・777・780・782・792・793）、接合して完形やほ

ぼ完形になる個体も多い（755・758 ～ 761・766・767・778・779・783 ～ 785・791・794）。

　ほとんどの個体が、基本的には底部をヘラ切りした後、回転ヘラケズリ調整を施しており、その他の

部分は内外面とも回転ナデ調整で仕上げている。

　蓋受けがある個体は、口縁が上方にたちあがるものと内傾するもの、蓋受けの反りの端部と高さがそ
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れほど変わらないものがある。

　794は、唯一高台を有する個体である。高台に囲まれた底部外面は回転ヘラ切りのまま残っている。

体部外面に １ 条の沈線が巡る。

　790は短頸壺の蓋の可能性がある。

　793は口径に比して器高が高い物である。内面中央部（底面）はナデ調整、底部外面は回転ヘラケズ

リ、その他は回転ナデ調整を施している。他の土器と比べて、胎土が緻密で、丁寧な調整がなされてお

り、特別な意識を感じる個体である。

③ 須恵器　高杯（795 ～ 802）

　いずれも無蓋の高杯で、長脚 ２ 段透かしの個体（795 ～ 797）と短脚の個体（798・799）がある。

　795は杯部のみの個体であるが、玄室内と羨道内から出土した破片が接合した。体部に ２ つの段が回

転ナデにより作り出されている。杯部内面中央は、ナデ調整が施されている。

　796は奥壁際で出土した個体で、口縁部が １ / ２ 欠損している。795同様、杯部体部外面に ２ 条の段が

巡る。杯部内面中央は他方向のナデで仕上げている。その他は回転ナデで仕上げている。脚部は、長方

形の ２ 段透かしが ２ ヶ所に開けられている。上下の透かしの間には ２ 条の沈線が巡る。

　797は石室内と前庭部の破片が接合した。杯部外面には、体部下方から底部にかけて ２ 条の沈線が巡

る。杯部内面中央は、多方向のナデ、その他は回転ナデで仕上げている。脚部は、 ３ 方向に長方形の ２

段透かしを開ける。上下の透かしの間には ２ 条の沈線が巡るが、沈線を透かしが切っており、沈線を施

した後、透かしを開けたことがわかる個体である。下の透かしと脚端との間に １ 条の沈線が巡る。

　798も石室内と前庭部の破片が接合した個体である。杯部はやや丸みを帯びており、内面中央部はナ

デ調整、底部外面は回転ヘラケズリ調整が施され、その他は回転ナデで仕上げている。体部外面の上方

に ２ 条、下方に １ 条の沈線を巡らしている。

　799も杯部は丸みを帯びており、798よりも口径に比べて深さがある個体である。焼成時に灰を被って

おり、調整は明瞭ではない。

　801は脚部で、石室内と前庭部の破片が接合している。

　802も脚部である。全体の ２ / ３ が依存しており、 １ ヶ所の透かし穴の痕が認められる。透かしの位置

や破片上部の厚みから、短脚 ３ 方向 １ 段透かしの脚部であったと推測される。

④ 須恵器　短頸壺（803 ～ 810・821）

　803はツマミの付いた蓋で完存している。810に被さった状態で、奥壁際で出土した。口縁端部のごく

一部が欠損しているが、断面には灰を被っており、焼成時にすでに欠損していたことがわかる。また、

この欠損部分の形が810の頸部に残っていることや及び灰かぶりの状況からおり、803は810に被された

まま焼成されたことがわかる。短頸壺の焼成状況がわかる好資料である。

　804も803同様完存資料である。天井部外面は回転ヘラケズリ、内面中央部はナデ調整が施されてお

り、その他は回転ナデが施されている。天井部が尖っており、底とは考えにくいため、杯身とはせず蓋

とした。

　805以降は短頸壺の身部である。806・809・810は完存している。基本的な調整は、底部外面が回転ヘ

ラケズリ、内面中央部がナデ調整、その他の部分は回転ナデ調整である。

　806・807は小型の短頸壺である。805は口縁端部が欠損している。底部外面は回転ヘラ切りの後ヘラ

状工具により不定方向になでられている。806は、肩部に強い回転ナデ調整を施している。
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　808は、最大径は10.5㎝であるが、器高が高く6.55㎝を測る。口縁は上方に向けて外方へ広がる。808は

頸部から口縁部にかけて内傾している。

　809は頸部から口縁部にかけて直立し、肩部が張り、あまいながらも稜を作っている。

　810は、蓋803とセットで焼かれた身部で、完存している。外面は底部から肩部近くまで回転ヘラケズ

リが施されている。

　821は大型の短頸壺で、最大径20㎝を測る。外面は、胴部上半頸部にかけては粗いカキ目が、それよ

り下は回転ヘラケズリが施されている。回転ヘラケズリはカキ目の後に施されている。口縁は向けて外

へ広がる。

⑤ 須恵器　壺（811 ～ 819）

　小型のもの（811 ～ 814）と大型のもの（815 ～ 819）とがある。

　小型の個体はすべて玄室内から出土した完存品である。811は肩部に １ 条の沈線を巡らす。底部外面

は粗いヘラケズリを施している。その上の胴部過半にはナデ調整が見られ、それ以上は回転ナデ調整で

ある。内面は底部から胴部下半部にかけてナデ調整が施され、その上は口縁部まで回転ナデ調整を施し

ている。

　812は肩部に １ 条の沈線を巡らしている。外面は底部から胴部下半部に欠けて回転ヘラケズリを施し、

その他は内外面とも回転ナデ調整である。特に底部内面は強く回転ナデが施されている。口縁部は １ ヶ

所片口となっている。

　813は口径3.55㎝、腹径5.8㎝、器高6.35㎝の小型の壺で、底部外面は不定方向のナデ調整、その他は

回転ナデ調整が施されている。内部に赤色顔料が付着している。

　814は外面底部は不定方向のヘラケズリ、その他は回転ナデ調整が施されている。

　815は壺の口縁部である。816は石室内から出土した、まっすぐ上方に立ち上がる口縁部をもつ壺であ

る。外面は底部から肩部まで回転ヘラケズリ、内面底部はナデ調整、それ以外は回転ナデ調整が施され

ている。

　817は口縁部が欠損しており、短頸壺になるのか甕になるのか不明である。底部外面は回転ヘラケズ

リ、それ以上は斜め方向のハケ目調整が施され、後部分的にナデ調整が施される。体部内面はユビオサ

エの痕が全面に見られ、その上をヨコナデ調整を施している。肩部以上はヨコナデ調整である。全体的

に体部はボコボコしている。

　818は石室内と前庭部の破片が接合して個体で、短頸壺の可能性もある。壺の胴部で肩部に ２ 条の沈

線が巡る。内外面とも回転ナデ調整である。

　819も壺の胴部である。羨道部、前庭部から出土している。肩部にはカキ目を施し、胴部以下は回転

ヘラケズリ調整である。短頸壺の可能性もある。

⑥ 須恵器　𤭯（822・823）

　両方とも完存している。

　822は玄室と羨道の境の左側壁際で出土した。偏球状の体部から頸部が大きく開き、さらに口縁部が

段をもって広がる。頸部には ２ 条の凹線が巡る。体部上半には １ 条の沈線が巡り、注ぎ口を穿孔してい

る。体部下半は回転ヘラケズリの後ヘラケズリ調整を施す。

　823は奥壁から １ ｍ開口方向の石室中央部から出土した。822よりも頸部が太く、そのため、体部から

頸部からにかけての開き具合は緩やかである。頸部外面には、体部として接合した際の頸部のねじれが
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見られる。体部上半には １ ～ ２ 条の沈線が巡り、注ぎ口を穿孔している。体部下半は回転ヘラケズリを

施している。

⑦ 須恵器　平瓶（824）

　奥壁左隅から出土した。丸みを帯びた体部に直線上に立ち上がる口頸部がやや傾きを持って付く個体

である。胴部にはカキ目が施されており、最大径付近では、回転ヘラケズリの後カキ目が施され更に上

にナデが施されている。口頸部と胴部の接合部分には内面に指痕がある。口頸部の両側には、鍵の手状

把手が ２ つ付く。

⑧ 須恵器　提瓶（825 ～ 829）

　825・826は完存している。

　825は奥壁際で出土した。体部平坦面に回転ヘラケズリを、その中心部にはナデ調整を施している。

体部凸面側は、回転ナデの後一部にナデ調整を施す。ナデ調整の下に、部分的に平行タタキの痕が認め

られる。口頸部は口縁部にかけて外に広がり、口縁端部で直立する。肩部には把手を示す円形の浮文が

口頸部を挟んで左右に付く。平坦面側の口頸部には、縦方向に ２ 本線のヘラ記号が見られる。

　826は奥壁より ３ 番目の右側壁に接して出土した。基本的な調整については、825と同じである。体部

と口頸部の接続痕が体部外面に見られる。口頸部から口縁部にかけての広がりは825よりも弱い。肩部

には円形の浮文が口頸部を挟んで左右に付く。

　829は羨道部袖石際で出土した個体である。肩部に浮文は付かない。

　827と828は口縁である。827は残存率 １ / ３ で、石室内と前庭部から出土している。外面は口縁端部か

らカキ目が施され、その上に ２ 条の沈線が ２ ヶ所に巡る。歪みが著しい破片である。

⑨ 土師器　高杯（831）

　玄室のほぼ中央部より出土した。口縁部を欠損しており、体部は ４ / ５ 、脚部はほぼ完形である。杯

部の内面は底部から口縁部に方向に暗文が見られる。中央部にはナデ調整が施されている。杯部外面は

ハケ目調整の後ヘラミガキが施されている。杯部と脚部との接合部はユビオサエの痕が残る。脚部は磨

滅しており外面の調整は不明である。脚部内面はヨコナデ調整を施し、部分的にハケ目が残る。

⑩ 土師器　甕（832 ～ 834）

　この ３ 点はいずれも小片であり、口径等の大きさや傾きについては大きく変わる可能性もある。

　832は羨道のほぼ中央部より出土した。体部外面は縦方向のハケ目調整、その他はヨコナデが施され

ている。内面には口縁部と体部の接合痕が残る。

　833は羨道部の袖石と ２ 石の間で787の須恵器杯身に入るような形で出土した。口縁部は内外面ともヨ

コナデ調整、体部内面は横方向（左向き）のヘラケズリが施されている。体部外面は磨滅しており調整

は不明である。

　834は玄室内奥壁付近より出土した。体部は、外面は斜め方向のハケ目調整、内面は横方向のハケ目

調整が施されている。内面では口頸部と体部の接合部に継ぎ目痕が見られる。

（ ２ ）石室外出土土器（図版162 ～ 165　写真図版226 ～ 229）

　836のみが完存している。その他の土器は破片で出土しており、石室内と接合する個体もあるが、石

室内よりも石室外の破片がしめる割合が大きい場合は、石室外出土遺物として扱った。

⑪ 須恵器　杯身（835 ～ 837）
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　835は蓋受けがある杯身で、石室内外の多くの破片が接合した。ほぼ完形である。外面底部は回転ヘ

ラケズリ、内面中央部はナデ調整、その他は回転ナデ調整が施されている。

　836は口縁部がやや外に広がる。底部外面は回転ヘラケズリ後ナデ調整が施されており、杯蓋の可能

性もある。

　837は底部回転ヘラ切りの後一部にナデが施されている。その他は回転ナデ調整で仕上げている。

⑫ 須恵器　高杯（838 ～ 840）

　丸みを帯びた杯部と短い脚をしており、798・799と似た形状をしている。

　838は杯部は底部から直立する体部を持ち、底部外面には回転ヘラケズリ、その他は回転ナデ調整を

施している。体部外面に １ 条の沈線を巡らす。脚部もすべて回転ナデ調整を施している。歪みが著し

く、口径の数値は正確性を欠く。

　839は、石室内外の破片が接合した。杯部は底部から体部が内傾して口縁に至る、ブランデーグラス

の形状をしている。調整は838と同じである。

⑬ 須恵器　短頸壺（842 ～ 845）

　842は小型の短頸壺で、一部羨道部に破片があったものの、主に前庭部から出土している。口縁は外

へ開く。底部外面は回転ヘラケズリ、その他は内外面とも回転ナデ調整を施している。

　843は、すべての破片が石室外から出土した。丸い体部に直立する口縁部が付く。外面は底部から肩

部の上まで、回転ヘラケズリの後にカキ目を施している。内面中央部にはナデ調整が行われ、その他の

部分は内外面とも回転ナデ調整が施されている。

　844は、肩部がやや張り、口頸部は直立する。外面肩部より底部にかけては回転ヘラケズリが施され

る他は、回転ナデ調整が施されている。

　845は垂直に立つ頸部から大きく外に広がる口縁部が付き、口縁端部は丸みを帯びる。肩部外面には

２ 条の沈線が巡る。上の沈線は弱く、下の物は強い。底部外面は回転ヘラケズリ調整で、その他は回転

ナデ調整が施されている。

⑭ 須恵器　壺（841・846・847）

　841は小型壺あるいは提瓶・平瓶の口縁部である。墳丘北東部の尾根の斜面から表土剥ぎ中に出土し

ており、本墳のものではない可能性がある。

　846は脚付きの長頸壺である。頸部から口縁部にかけては緩やかに広がる。肩部と頸部の外面に各 １

条の沈線が巡る。底部外面は回転ヘラケズリ、底部内面は同心円文のあて具痕の上に一部ナデ調整を施

している。その他は回転ナデ調整である。脚部は低く、円孔が６箇所に穿孔されている。

⑮ 須恵器　𤭯（849・850）

　849は口縁部が欠損しているものの、その他部位の遺存状態は良い。偏球状の体部から頸部が大きく

開く。頸部には ２ 条の沈線が巡る。体部上半には １ 条の沈線が巡り、注ぎ口を穿孔している。底部には

カキ目を施している。

　850は、偏球状の体部から頸部が大きく開き、さらに口縁部が段をもって広がる。頸部には ２ 条及び

その下に １ 条の沈線が巡る。下の沈線より上には、縦方向のハケ目調整が施されている。体部は穿孔し

た注ぎ口を挟むように上下に沈線が各 １ 条巡り、その間には列点文を施文する。体部下半にはカキ目を

施している。内面では、体部と口頸部の接合部分に接合の際の皺が見られる。

⑯ 須恵器　甕（851 ～ 853・862・863）

BKZ_H_12syo_P0107-0116.indd   113 13.3.16   11:10:27 AM



― 114 ―

桂
ヶ
谷
奥
古
墳

　851は、体部外面の平行タタキ目が施され、一部はその上にヨコナデを施す。内面には、粗い同心円

のあて具痕が残る。

　852は丸い体部を持ち、上半部に １ 条の沈線が巡る。体部の外面下半部には平行タタキ目の上に部分

的にナデ調整が施される。内面下半部に同心円文のあて具痕が残る。

　853は体部外面全体に格子タタキの後、軽く粗いカキ目調整が施されている。

　862・863は大型の甕である。

　862は、体部外面は縦方向の平行タタキの上に部分的にカキ目を施している。口頸部は、強いヨコナ

デ調整を施している。

　863は本墳出土の遺物の内で最も大きな土器で、口径38.4㎝、腹径68.1㎝、器高81.3㎝を測る。口縁か

ら頸部上半部にかけてまずカキ目状の強いナデで調整し、その上をヘラ状工具により斜線を ２ 段にわ

たって巡らしている。上段は右斜め下方向へ、下段は左下方向に刻まれているが、隣り合う斜線の間隔

はまちまちである。体部外面は格子タタキの上部分的にナデで調整している。内面下半部に同心円文の

あて具痕が残る。

⑰ 須恵器　提瓶（854）

　口頸部は口縁部にかけて直線的に広がり、２条の沈線を巡らしている。肩部には把手を示す円形の浮

文が口頸部を挟んで左右に付く。この底部を通って浮文と浮文をつなぐように、沈線が以上意識的に施

文されている。体部平坦面に回転ヘラケズリを施し、体部凸面側は、回転ナデ調整を施す。

⑱ 須恵器　平瓶（855）

　口頸部は欠損しているが、円形の浮文が １ 点肩部に貼り付けられているため平瓶に分類した。丸い体

部の下半部は回転ヘラケズリ、上半部はカキ目が施されている。内面は回転ナデ調整である。

⑲ 須恵器　横瓶（857 ～ 861）

　 ５ 個体出土している。

　857は体部の両端のうち、製作時の底面側は回転ヘラケズリの後カキ目を施し、平坦に仕上げられて

いる。その他の体部外面は全体にカキ目が施される。口頸部は直線上に上方に開き、口縁端部は内側に

面を作る。内面には、円盤充填の痕が明瞭に残る。

　858は俵形の体部の外面は格子タタキ、内面は同心円文のあて具の痕が残る。円盤充填部分では、平

行タタキ目の上に回転ナデ調整を施している。口頸部は体部との接合部より緩やかに外反して口縁部に

至る。口縁端部は、玉縁状に肥厚する。口頸部に線状のヘラ記号が見られる。

　859は俵形の体部の両端のうち、円盤充填部分の方がやや平坦である。外面は格子タタキの後一部にナ

デ調整が施され、内面は同心円文のあて具の痕が残る。口頸部には縦方向に線状のヘラ記号が見られる。

　860は俵形の体部の外面は平行タタキ、内面は同心円文のあて具の痕が残る。円盤充填部分では、タ

タキ目の上にカキ目を施している。口頸部は欠損している。

　861は俵形の体部の外面は平行タタキ、内面は同心円文のあて具の痕が残る。体部との接合部より緩

やかに外反して口縁部に至る。口縁端部は、やや肥厚する。

⑳ 土師器　甕（856）

　土師器の体部の破片で、外面は縦方向のハケ目、内面は下半分がヘラケズリ、上半分に縦方向のハケ

目調整が施されている。墳丘の南西部の断ち割りトレンチ内より出土しており、墳丘構築時に混じった

ものである。
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（ ３ ）石室内出土鉄製品（図版166 ～ 168　写真図版229・230）

　出土した鉄鏃21点のうち、Ｍ18を除く20点が石室内から出土しており、14点（Ｍ14・Ｍ17・Ｍ19・Ｍ

20・Ｍ22・Ｍ26 ～Ｍ34）は玄室内から、６ 点（Ｍ15・Ｍ16・Ｍ21・Ｍ23 ～Ｍ25）は羨道内からの出土で

ある。ただ、まとまって出土しているものはなく、原位置を保っているものはないと判断する。

㉑ 鉄鏃（Ｍ14 ～Ｍ17・Ｍ19 ～Ｍ34）

　石室内から出土した鉄鏃 ２ 点は、鏃身の形によって三角形（Ｍ14・Ｍ21 ～Ｍ22）、長三角形（Ｍ15 ～

Ｍ20）と柳葉形（Ｍ23 ～Ｍ26）、片刃形（Ｍ27）に大別でき、この他に鏃身が欠損し頸部のみが残存す

るもの（Ｍ28 ～Ｍ34）がある。

　三角鏃のうち、Ｍ14は刃部が欠損している。Ｍ21は箆被に棘（とげ）状の出っ張りがありに棘（と

げ）状の出っ張りがあり、茎の先は欠損している。Ｍ22は茎に木質が残る。

　長三角形鏃 ４ 点はいずれも逆刺に反りはない。

　柳葉形鏃は ４ 点とも残りがよい長頸鏃である。いずれも刃部断面は片丸で、箆被に棘（とげ）状の

出っ張りがある。

　片刃形鏃Ｍ27は鏃身部及び箆被の一部が残っているのみである。

㉒  刀子（Ｍ35 ～Ｍ43）

　Ｍ35は、石室内で最も上層から出土した。奥から ３ 石目の左側側壁の基底石上端に鋒をかけ、茎を石

室中央部方向に向けた状態で出土している。敷石面の50㎝上方になる。関と目釘穴の間で折損している

が、ほぼ完存している刀子である。全長30.25㎝、刃部長20.8㎝、幅2.4 ～ 2.45㎝、厚さ0.7 ～ 0.75㎝を測

り、刃部は反りがなく直線的である。目釘穴は両側から穿孔されている。茎には木質が遺存する。

　Ｍ36・Ｍ37は刃部から茎にかけての部分で、Ｍ38は関から茎にかけての部分で、Ｍ37・Ｍ38は茎に木

質が付着している。Ｍ39・Ｍ40・Ｍ42・Ｍ43は刀子の刃部で、Ｍ41は茎である。Ｍ38・Ｍ41は茎部に木

質が付着している。Ｍ43も断面形より刀子の刃部と思われる。

（ ４ ）石室外出土鉄製品（図版166　写真図版229）

㉓ 鉄鏃（Ｍ18）

　石室外から出土した唯一の鉄製品で、前庭部から出土している。長三角形鏃で、先端部は欠損している。

（ ５ ）石室内出土銅製品（巻首図版10　図版167）

㉔ 耳環

　小型のもの（Ｍ44 ～Ｍ46）と大型のもの（Ｍ47 ～Ｍ49）に大別できる。

　小型の ３ 点は長さ2.2㎝、幅2.3㎝～ 2.5㎝、厚み0.5㎝である。Ｍ45とＭ46は数値が全く一致する。Ｍ44

は玄室中央部から、Ｍ45は奥壁際、Ｍ46は玄室中央部左側壁際で出土した。また、Ｍ44は銅芯銀張り、

Ｍ45とＭ46は銅芯金張りである。大きさと仕様からＭ45とＭ46は対であったと推測できる。ただし、埋

葬時の位置は保ってはいない。

　大型の ３ 点は長さ2.65㎝～2.95㎝、幅3.05㎝～3.25㎝、厚み0.7㎝～0.78㎝である。Ｍ47とＭ48は銅芯銀

張り、Ｍ49は銅芯金張りである。M47は敷石面より約30㎝上面の奥壁際から出土した。Ｍ48は玄室の中

央よりやや開口部寄りで、Ｍ49は羨道部左側壁際で出土している。大きさと仕様からＭ47とＭ48は対で

あったと推測できる。ただし、出土レベルが大きく異なっており、埋葬時の位置は保ってはいない。
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（ ６ ）石室内出土玉類（巻首図版10　図版168）

　勾玉 ５ 点（J ２ ～ J ６ ）、管玉４点（J ７ ～ J10）、切子玉 １ 点（J11）、棗玉 ３ 点（J12 ～ J14）、丸玉 ４

点（J15 ～ J18）、小玉18点（J19 ～ J36）及び図化していない緑色凝灰岩製の破片 １ 点が出土している。

ほとんどが奥壁から開口部に向かって ２ ｍ以内範囲にある敷石上または敷石間からの出土である。

　勾玉（J ２ ～ J ６ ）のうち、J ２ ・J ３ の材質は瑪瑙で、J ２ は透明感のあるわずかに赤みを帯びた白色、

J ３ は尾部先端は透明感のある白色その他は透明感のある赤色をしている。J ２ は両側から、J ３ は左側か

ら穿孔されている。J ４ ・J ６ は両面から穿孔している。桂ヶ谷遺跡から出土した管玉（J １ ）と同じ白

色の石材を使用している。J ５ は黒色の滑石製で、左面を特に平坦に作っている。両面から穿孔してい

る。管玉（J ７ ～ J10）はいずれも碧玉製で、J ７ は両面穿孔、その他は片面より穿孔している。

　切子玉（J11）は無色透明な水晶製で、「六面× ２ ＋両端面」の十四面体に作られている。片側から長

く穿孔した後、反対側から短く穿孔している。

　棗玉（J12 ～ J14）は、黒色で軽く、表面に細かなひび割れが見られる。材質は埋木と推定される。

J12とJ14は両側穿孔、J13は片側穿孔で、両端面は面取りをして仕上げている。横断面形は円形を意識し

ているが真円ではなく、特にJ14は楕円形となっている。

　丸玉（J15 ～ J18）はいずれもガラス製である。J17は柿色、その他はコバルトブルーをしている。い

ずれも両端面は面取りをしているが、J17には片側に出っ張りが残る。

　小玉（J19 ～ J36）

　J36は唯一の石製で、黒色の石材である。その他の小玉はガラス製で、色調は黄色（J21・J28）、水色

（J20・J22・J23）、青色～コバルトブルーの ３ つに大別できる。形状は、胴部に丸みを帯びるものと平

坦なものとがあるが、どちらも両端面を平面に仕上げている。水色の ３ 点は特に小さく、ガラス内には

気泡を多く含んでいる。

小　結

　桂ヶ谷奥古墳は、三釈迦山北麓遺跡群の中では、大きな横穴式石室と高い天井石をもつ。天井石は動

いていたが、多くの遺物が石室内外から出土している。特に、石室内では、敷石面や敷石間、床面から

出土している。床面から数㎝浮いている遺物もあるが、それほど築造時よりそれほど長い時間を経てい

ないと思われる。これらの遺物より上には土砂の堆積が見られたが、その埋土には遺物は含まれない。

石室内に関しては最終の埋葬時の様子を保っていると考えている。

　追葬の回数については、遺物の出土状況からは判断できない。

　前庭部では、横瓶や甕といった大型の土器片が多数出土しているが、ほぼ前庭部に集中しており、前

庭部で破壊されたものと推測でき、墓前祭祀の一例と考えている。

　出土した須恵器は、田辺編年のTK43型式～ TK217型式ないしはTK46型式のものであり、古墳は ６

世紀後半に築造され、 ７ 世紀前半まで追葬が行われたものと考えられる。

　なお本墳の調査終了後、石材をすべて撤去し下層を調査したが、桂ヶ谷遺跡Ｆ地区で検出した集落跡

はこの古墳までは伸びていないことが判明した。
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第 7章　桂ヶ谷南古墳の調査

第 １節　桂ヶ谷南古墳

墳 丘

　（図版169・170・172　写真図版231・232・235 ～ 236・239）

　桂ヶ谷遺跡Ａ地区とＤ地区の間の谷を山側（南西）に詰めていった山の斜面に立地する。

　本墳は、平成 ９ 年度に実施した ２ 度の分布調査（遺跡調査番号970097・970399）では発見できなかっ

た古墳である。その後、平成11年 １ 月後半から ２ 月初旬に調査用道路を仮整備した際に、墳丘の北半部

が削られ、同年 ２ 月 ２ 日から同年 ３ 月25日にかけて実施した確認調査（遺跡調査番号980232, 980277 ～

980322）の際に、その存在が明らかとなった（№108地点と命名）。

　その立地が尾根上ではなく谷の中であること、標高220ｍの山腹の急斜面地に築かれていたことから、

発見が遅れた。しかし三釈迦山北麓の斜面には、このような立地の古墳も点在している。そのため、再

度平成12年度に ３ 度目の分布調査（遺跡調査番号2000101）を行い、ボーリングステッキによる土層観

察も併用しながら、未周知の遺跡の発見に努め、新たに23ヶ所の埋蔵文化財包蔵地及びその候補地の抽

出を行った。

　本墳については、墳丘北半分が削られたものの、石室は右側の羨道部及び玄室右側壁の一部が失われ

ただけで、玄室部床面が残っていたのは幸いである。

　古墳は、南から北に向かって下る標高220ｍ付近の傾斜面に築かれている。南東側の急斜面を中心に

大きく斜面を掘り下げて平坦面を作り出している。この周溝は、最も幅の広い南東側が幅3.0ｍ、深さ

は約0.75ｍ～ 1.0ｍで墳丘の南側半分を取り囲んでいる。

　調査時点での墳頂部は標高221ｍであるが、天井石はすべて失われているため、元の墳頂部の高さは

不明である。

　墳丘の北側半分が失われているが、南半部の周溝の形状から、墳丘の規模は長径（石室軸方向）12ｍ、

短径（石室軸直交方向）約10ｍを測る円墳と推定できる。

埋葬施設

　（巻首図版11　図版171・172　写真図版232・237・238・240）

　桂ケ谷南古墳は、主軸をＮ50°Ｗとし、北西方向に開口する横穴式石室を埋葬施設としている。玄室

長2.8ｍ、玄室幅0.85ｍ～ 1.05ｍ、羨道長1.25ｍ＋α、羨道幅0.89ｍを測る無袖の石室である。床面から

の残存高は約1.4ｍである。

　石室の掘方は、斜面を削って作り出した平坦面から最大約0.65ｍ掘削して、長軸約19.5ｍ、短軸約8.5

ｍの楕円形を呈する。

　天井石は残存していない。石室内埋土にも天井石は認められなかったことから、石室が埋まった後に

失われたものである。

　石室左側壁（山側）の石材は、右側壁（谷川）の石材よりも大きなものを使用している。山側からの

土圧を考慮したためであろう。特に基底部の石材は大きい。右側壁は、基底石も小さく、高さも ２ 段で

左側壁の １ 段程度しかない。一方奥壁は、山側の基底石こそ幅0.9ｍ、高さ0.4ｍと大きいが、その上は、
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小さな石を「人」字形に交互に積み上げている。

　石材はいずれも通称「子持ち石」と呼ばれる地元の石材であるが、左側壁の奥壁側から ５ 石目の基底

石は、同じ石材ながらやや平滑な面を石室内に向けている。これは、袖石を意識したものと考えられ

る。

　床面では、この石に対応する場所に玄室と羨道を区切る石が認められる。その外側には、閉塞石だと

思われる小さな石が散乱している。

　石室の構築にあたっては、奥壁の山側の基底石と、左側壁の袖石状の石が基準となって作られたもの

と推定できる。

　なお山側からの土圧によって、両側壁とも谷側に傾斜している。

出土遺物

　（巻首図版11　図版171・173・174　写真図版233・234・241 ～ 242）

　遺物は、玄室内からのみ出土している。玄室床面には多数の石材が見られるが、遺物は、この石材の

隙間あるいは上から出土しており、大きく位置を変えていないと思われる。出土した土器はいずれも須

恵器で完形であり、焼成も良好である。

　玄室右奥隅で、蓋（872）を伴った台付壺（873）が １ 個体ある。更に右側壁に沿って、銅鏃10本（Ｍ

50 ～Ｍ57、Ｍ59、Ｍ60）がまとまって出土した。Ｍ54は茎の先であり他の物と同一の可能性がある。

　玄室中央部からは杯蓋杯身 ４ セット（864 ～ 871）、刀子 ２ 振（Ｍ61、Ｍ62）が出土している。杯蓋と

杯身はそれぞれ864と870、865と871、866と869、867と868がセットとなる。杯身868に杯蓋867が被さっ

て出土し、杯蓋866は杯身869から外れたような状況を示している。杯蓋865は裏返しで、その上に杯身

871がのり、杯蓋864は杯身870からずり落ちた形で出土している。これらの須恵器は、若干動いている

ものの、ほぼ原位置を保っていると考えられ、玄室内での埋葬は １ 回のみと考える。

（ １ ）石室内出土土器（巻首図版11　図版173　写真図版241）

　① 杯蓋（864 ～ 867）

　864は口径15.1㎝、器高4.15㎝で出土した ４ 点のうち、最も口径が大きく、器高が低い。天井部外面は

回転ヘラケズリで調整され、その他は内外面とも回転ナデ調整が施されている。865は口径14.3㎝、器

高4.4㎝で、調整は864と同じである。866は口径14.65㎝、器高4.6㎝で、天井部外面は回転ヘラ切り未調

整ある。内面は口縁部に １ 条の沈線が巡る。867は口径14.7㎝、器高4.5㎝で、口縁はやや外に広がる。

天井部外面の調整は、中央部はヘラ切り未調整、その外は回転ヘラケズリ、口縁部は回転ナデが施され

ている。内面はすべて回転ナデ調整が施され、天井部中央のみ回転ナデの上にナデ調整が施されてい

る。866同様、口縁部に １ 条の沈線が巡る。

　② 杯身（868 ～ 871）

　すべて蓋受けがある個体である。868・870・871は、口径13.3㎝～ 13.35㎝、器高4.4㎝～ 4.85㎝と似た

ような大きさをしている。869は口径12.8㎝、器高4.2㎝と ４ 点の杯身の内では最も小ぶりで浅い。口縁

の立ち上がりも、最も内傾している。調整は、底部外面は回転ヘラケズリ、その他は回転ナデが施され

ている。

　③ 壺（872・873）
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　872は873の蓋で、口径7.65㎝、器高5.1㎝である。天井部外面は回転ヘラケズリ調整が施された後、つ

まみが貼り付けられている。口縁部から内面に欠けては回転ナデ調整が施されている。

　873は台付壺で、口径10.1㎝、器高26.05㎝である。肩部は丸みを帯び、頸部から口縁部にかけて緩や

かに広がる。台部は低脚で、 ３ 方向に長方形の １ 段透かしを開ける。台部の透かし穴下端より体部下半

にかけての外面にはカキ目が施されており、特に、底部から体部下半にかけては、回転ヘラケズリ調整

の後にカキ目が施されている。肩部より頸部にかけても同じカキ目が施されているが、頸部にはさらに

３ 条の沈線を施し、斜めの列点文を全周に施している。口縁部から内面にかけては回転ナデ調整が施さ

れているが、肩部内面には縦方向の指痕が残る。

（ ２ ）石室内出土鉄製品（図版173・174　写真図版242）

　① 鉄鏃（Ｍ50 ～Ｍ60）

　出土した鉄鏃11点は、鏃身の形によって長三角形（Ｍ50 ～Ｍ53・Ｍ55）と柳葉形（Ｍ56 ～Ｍ60）に

分けられ、この他、鏃身が欠損し茎部のみが残存するもの（Ｍ54）がある。長三角形鏃はいずれも逆刺

がわずかに外反する。また、Ｍ50 ～Ｍ53は鏃身に短い頸部が接続する短頸鏃に、Ｍ55 ～Ｍ60は長頸鏃

に分類できる。Ｍ55は頸部の鏃身に近い部分に木質が残存しており、Ｍ58は頸部の茎側に布痕が見られ

る。また、Ｍ50を除いて茎にはいずれも木質が残存しており、軸に装着されたまま副葬されたことが窺

える。

　② 刀子（Ｍ61・Ｍ62）

　Ｍ61は鋒がわずかに欠損するが、現存長13.25㎝（うち刃部長7.1㎝）、幅1.5㎝、厚さ0.85㎝を測る。茎

には木質が残存している。Ｍ62は、刃部と鎺（はばき）が残存している。現存長16.0㎝（うち刃部長14.1

㎝）、幅2.2㎝、厚さ2.0㎝を測る。刃部は反りがなく直線的である。鎺内に木質が残存する。

小　結

　桂ヶ谷南古墳の石室内から出土した須恵器は、田辺編年のTK43型式～ TK209型式のものを含んでい

ることから、古墳は 6 世紀後半頃に築造されたと考えられる。なお調査時に本墳の周囲を踏査したが、

同一斜面上・谷内には古墳状の隆起は認められなかった。
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第 8章　ずえが谷古墳群の調査

第 １節　ずえが谷７号墳

墳 丘

　（巻首図版13　図版175・176　写真図版243 ～ 245・248）

　ずえが谷古墳群のうち、今回調査した７～９号墳は南向きの尾根上に並んでいる。７号墳はこのう

ち、最も低い場所に立地し、墳頂部で標高225ｍをはかる。調査前はテラス状の平坦面となっており、

古墳の存在が容易に確認できた。

　尾根の傾斜が緩くなる所に円弧状の周溝を掘削し、その土を盛り上げて墳丘を構築する。周溝から続

く墳丘裾のラインも円形に削り出されており、墳丘の平面形は東西8.5ｍ、南北7.5ｍの円形を呈する。

高さは前面の墳丘裾から墳頂部までが約 2 ｍ、背後の周溝から墳頂部までは最も低いところで0.2ｍで

ある。墳頂部は盛土の流失が著しく、表土直下で墓壙が確認できる状態であった。墳頂平坦面は東西

5.5ｍ、南北3.8ｍの楕円形である。周溝からは土器（879・886 ～ 888）が出土している。

埋葬施設

　（図版176　写真図版245 ～ 247）

　墳頂平坦面の南寄り、墳丘のほぼ中央に掘られた墓壙に、木棺を直葬している。墓壙付近が木の根に

よって大きく撹乱を受け、遺構検出が困難であったため、土層観察用の畦を残して墓壙底近くまで削り

こんでから輪郭を検出した。このため棺の輪郭を平面で検出できておらず、図版176の図面に示した棺

の輪郭は土層断面の観察から推定したものである

　墓壙は主軸を尾根に直交する方向に向けた東西3.1ｍ、南北2.0ｍの長方形であり、ここに長さ2.1ｍ、

幅0.8ｍの木棺を納める。木棺は腐朽し残存していない。残存する深さは0.5ｍである。墓壙内と棺内に

は0.2ｍほどの角礫が検出されたが、墓壙上にあったものが落ち込んだものなのかどうか判断できな

かった。

　遺物は棺の上面から須恵器杯（874～878・880～885）と甕（889）がまとまって出土している。これ

らの土器は墓壙上に供献されていたものが、棺の腐朽とともに落ち込んだものであろう。また墓壙内か

ら鋸（Ｍ66）と鉄鏃（Ｍ65）、棺内から鉄刀（Ｍ67）と鉄鏃（Ｍ63・Ｍ64）が出土している。墓壙南側

から勾玉や管玉などの玉類（J37 ～ J156）がまとまって出土している。本来墓壙内にあったものが撹乱

によって移動したのか、もうひとつ別の埋葬があり、それに伴う遺物なのか、判断はできなかった。

出土遺物

　（ １ ）７号墳出土土器（874 ～ 890　／巻首図版13　図版176・179　写真図版253）

　墳頂部と周溝から土器が出土している。最も集中しているのは墳頂部である。

　874 ～ 879は須恵器杯蓋である。天井部のヘラケズリは、 2 / 3 程度から 1 / 3 程度までと個体毎にバ

ラツキがあるが、いずれも天井部と口縁部の間の稜は明確である。口径は最も大きい874で12.4㎝、最

も小さい875で10.9㎝である。880 ～ 885は須恵器杯身である。底部のヘラケズリはいずれも 1 / 2 程度ま

で及び、受け部の立ち上がりは高い。口径は9.4㎝～ 10.4㎝である。

BKZ_H_14syo_P0121-0124.indd   121 13.3.16   11:10:59 AM



― 122 ―

ず
え
が
谷
古
墳
群

　886は須恵器無蓋高杯である。 2 条の沈線の下に櫛描の波状文が施される。887、888は須恵器壺であ

る。口縁部には沈線と櫛描波状文が施される。887は内面に同心円のあて具痕が残るが、888はユビナデ

により摺り消されている。889は須恵器甕である。ほぼ完形に復元できる。底部が若干歪んでいる。外

面にはタタキが、内面には同心円のあて具痕が残る。890は甕の口縁部である。円形浮文を貼付する。

（ ２ ）７号墳出土鉄製品（Ｍ63 ～Ｍ67　／図版180　写真図版254）

　Ｍ63 ～Ｍ65は鉄鏃である。いずれも茎と先端部を欠く。Ｍ65は茎部分に木質が残存する。Ｍ66は長

方形の鉄板の片側に木質が残存する鉄製品である。長さ22.5㎝、幅3.3㎝、木質を除く厚さ0.3㎝をはか

る。腐朽のため明確ではないが、木質と反対側に鋸刃状の凹凸が見られるので、鉄製の鋸であると考え

られる。Ｍ67は鉄製の刀である。全長94㎝、身幅3.0㎝、厚さ0.8㎝、茎には目釘孔が２ヶ所あくが、柄

の木質は遺存していない。

（ ３ ）７号墳出土玉類（J37 ～ J156　／巻首図版14　図版180 ～ 181）

　いずれも墓壙の南側から出土している。J37 ～ J39は碧玉製の勾玉である。いずれも片面穿孔である。

J40 ～ J58は軟玉・緑色凝灰岩製の管玉である。J59・J60は青色を呈するガラス玉である。J61 ～ J156は

淡い水色を呈するガラス小玉である。これらの玉類は出土状況から一連となった首飾りである可能性が

高い。

小 結

　この古墳は木棺を埋葬施設とする円墳である。出土している須恵器は田辺編年のTK23型式のもので

あり、 ５ 世紀後半の築造時期が考えられる。

第 2節　ずえが谷８号墳

墳 丘

　（図版175・177　写真図版249・250）

　８号墳は７号墳の上のやや傾斜が緩くなった尾根上に立地する。墳頂部の標高は230ｍほどであり、

７号墳よりは ５ ｍほど高い場所になる。調査前はテラス状の平坦面となっており、古墳の存在は明確で

あった。

　墳丘は尾根に直行する幅1.2ｍ、延長14.5ｍの周溝を掘削し、その土で広い平坦面を造成している。平

坦面の大きさは東西8.0ｍ、南北6.0ｍであり、隅丸方形を呈する。平坦面の造成範囲は明確であるが、

墳丘裾は明確ではない。盛土や整形などは平坦面部分のみに見られ、墳丘を造成するという意識はない

ようである。

埋葬施設

　（図版177　写真図版249・250）

　平坦面のやや南寄り中央に主軸を尾根と直交する方向に木棺が納められる。掘方は東西4.0ｍ、南北

1.9ｍ～ 2.0ｍの長方形であり、残存する深さは0.7ｍで、盛土を掘り込み底は地山に達している。東側の
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小口は垂直に近いが、西側の小口は傾斜が緩くなっている。ここに東西3.25ｍ、南北1.2ｍの箱形の木棺

の痕跡が認められた。木棺は腐朽し残存しない。

　棺内に流入した土の中から土師器が 1 点（891）、棺内東南隅から ４ 点の鉄製品が出土している。M70

は棺の短辺に平行に置かれ鋒は北に向く。M71は棺の長辺に平行に置かれ鋒は東に向く。

出土遺物

（ １ ）８号墳出土土器（891　／図版182　写真図版254）

　891は土師器高杯の脚部である。表面は風化しており、もともと墳丘上に置かれていたものが、棺の

腐朽によって埋没したことをうかがわせる。

（ ２ ）８号墳出土鉄製品（Ｍ68 ～Ｍ71　／図版177・182　写真図版254）

　Ｍ68・Ｍ69は鉄製の刀子である。Ｍ68は鋒部分を欠く。残存長7.8㎝、茎部分の長さ3.0㎝である。柄

の木質が残り、全体に布が付着している。副葬時に布で巻かれていたのであろう。Ｍ69は鋒に近い部分

の破片である。木質が残るので、鞘に納められていたものであろう。Ｍ70は鉄剣である。全長29.2㎝、

身幅は中央付近で3.3㎝、厚さ0.6㎝。柄には柄巻がよく残る。目釘孔は 1 箇所である。Ｍ71は細身の剣

もしくは槍である。出土状況からはいずれとも判断し難い。折損し一部を欠くため正確な全長は不明で

あるが、29.5㎝程度と推定する。身幅2.4㎝、厚さ0.4㎝である。全体に木質が付着しており、木製の柄を

装着し、木製の鞘に納められていたと思われる。

小 結

　木棺を埋葬する古墳であり、墳丘は明確ではない。鉄製品が副葬されるが、土器はわずかしか出土し

ていないため、築造時期の特定が難しい。７、９号墳と同じく ５ 世紀後半のものである可能性が高いと

考える。

第 ３節　ずえが谷９号墳

墳 丘

　（図版175・178　写真図版251・252）

　８号墳のすぐ上に位置する。墳頂部で標高233ｍであり、８号墳よりも 3 ｍほど高い。調査前は他の

古墳と同様、傾斜の緩い平坦面となっており、古墳の存在は明確であった。

　北側に幅 1 ｍ前後、延長7.8ｍの尾根に直交する周溝を掘り、その土で平坦面を造成する。平坦面は

東西8.0ｍ、南北6.0ｍの半円形を呈する。盛土はほとんど失われており、緩やかに南向きに傾斜する。

８号墳と同様に平坦面は明確に造成されているが、墳丘裾は不明瞭である。

埋葬施設

　（図版178　写真図版251・252）

　平坦面のほぼ中央に東西3.3ｍ、南北2.4ｍの墓壙が掘削されている。この墓壙は 2 段になっており、

南寄りを東西3.3ｍ、南北1.2ｍ、深さ0.5ｍの長方形に掘りこみ、ここに木棺を納める。木棺は腐朽して

BKZ_H_14syo_P0121-0124.indd   123 13.3.16   11:10:59 AM



― 124 ―

ず
え
が
谷
古
墳
群

残存していないが、痕跡から東西2.35ｍ、南北0.75ｍの長方形の箱形木棺であったと推定する。

棺内や墓壙から遺物は出土していない。

出土遺物

　（ １ ）９号墳出土土器（892　／図版182　写真図版254）

　墳丘上から須恵器高杯の脚部（892）が 1 点出土している。低脚の高杯であり、3 方向に三角形の透孔

があく。

小 結

　副葬品をもたない木棺直葬墳である。出土土器から ５ 世紀後半の築造時期が考えられる。

　ずえが谷古墳群は桂ヶ谷遺跡とずえが谷遺跡の間の丘陵上にあり、今回調査した７～９号墳は桂ヶ谷

遺跡から見える南側の尾根上に位置している。いずれも ５ 世紀後半に築造された木棺直葬墳であり、そ

れほど時期差はない。７号墳は円形の墳丘を意識しているが、８、９号墳は平坦面の造成以外には墳丘

を構築する意識は乏しい。出土遺物からは決めがたいが、古墳の立地から見て築造順序は７号墳→８号

墳→９号墳の順であろう。
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第 ９章　ずえが谷遺跡の調査

第 １節　ずえが谷遺跡Ｂ地区

遺 構

（ １ ）概 要

　ずえが谷遺跡Ｂ地区は、ずえが谷西古墳群付近から北へ伸びる細長い尾根の上にある、南北約150ｍ、

東西20ｍ～ 40ｍの調査区である。尾根の東西は深い谷となっており、地滑りによる崩壊が著しい。こ

のため尾根の端にあった遺構は既に消滅している。遺構は縄文時代と推定される落とし穴、弥生時代終

末期の墳墓、古墳時代前期～中期の住居跡があり、古墳時代後期には南端の斜面にずえが谷西古墳群が

造営される。ここではずえが谷西古墳群造営以前の遺構を扱い、古墳については章を改める。

（ ２ ）竪穴住居跡

　竪穴住居跡は全て古墳時代のものであり、尾根の北端部にSH01 ～ SH03、中央部にSH04 ～ SH06、南

端部にSH07 ～ SH09の ３ グループに分かれて分布している。

SH01（図版187　写真図版261・262）

規模・形態　方形 ４ 本柱の竪穴住居跡である。平面形は一辺6.2ｍの正方形であり、隅部分はほとんど

丸みを帯びない。深さ0.55ｍであり、堆積の薄い尾根上にあるため完全に埋没しておらず、調査前は

浅く窪んでいた。

柱穴　主柱穴は ４ 本あり、南北方向の柱間が2.9ｍ、東西方向の柱間が3.0ｍ、深さは0.5ｍ～ 0.6ｍであ

る。

周壁溝　壁際に周壁溝が巡る。

中央焼土坑　中央に直径25㎝、深さ5.0cmの浅い炉（中央焼土坑）がある。

住居内土坑　南側壁際中央と、北東隅の ２ 箇所に土坑がある。北東隅の土坑（sk01）は1.1m×0.5ｍの

楕円形であり、深さは0.1ｍである。南側中央の土坑（sk02）は1.1ｍ×0.6ｍ、深さ0.1ｍの楕円形の浅

い土坑の中央に直径0.3ｍ、深さ0.4ｍの円形の土坑を ２ 段に掘り込んだものである。第 ２ 層と第 ３ 層

に炭をわずかに含むが、被熱はしていない。

出土遺物　出土遺物は極めて少ないが、埋土内から土器（920 ～ 923）が出土している。920は弥生時代

終末期のものであり、他は古墳時代前期のものである。この住居跡は弥生時代終末期の ６ 号方形周溝

墓を切っているので、920の土器はこの周溝墓に伴うものであろう。

SH02（図版188　写真図版262・263）

立地　SH01から南に約10ｍ離れる。

規模・形態　方形 ４ 本柱の竪穴住居跡である。当初は東西6.8ｍ、南北6.2ｍの建物であったが、一旦廃

絶し埋没した後に再度同じ場所に一辺5.4ｍの正方形の建物が建てられている。深さは0.5ｍであり、

これもSH01同様に完全には埋没していない。

柱穴　西側の ２ 本の主柱穴は、当初と建て替え後と共通であるが、東側の ２ 基は建て替え後は0.4ｍほ

ど西側にずらしている。主柱間の距離は、当初のものは南北2.8ｍ、東西2.8ｍ～ 3.0ｍ、建て替え後の

ものは南北2.8ｍ、東西2.4ｍである。
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住居内土坑　中央部土坑はなく、東側壁際中央に土坑が １ 基ある。この土坑は0.9ｍ×0.6ｍの隅丸方形

の浅い土坑の中央に長径0.4ｍ、深さ0.2ｍの楕円形の土坑を ２ 段に掘り込んだものである。土坑埋土

には炭は含まれていない。

出土遺物　この住居跡も出土遺物は少なく、弥生時代中期の甕（924）と古墳時代前期の土器（925・

926）が出土しているが、弥生時代の土器は建物に伴うものではない。

SH03（図版188）

　SH02の北側、尾根の端付近で方形の輪郭を検出している。付近は浸食が進んでおり、遺構の残り

が良くなかったが、規模・形態から方形の竪穴住居跡の可能性が高い。東側の辺がわずかに残るだけ

であるが、一辺6.2ｍほどと推定できる。柱穴や住居内土坑などの内部施設は検出していない。古墳

時代前期の甕（927）が出土している。

SH04（図版189　写真図版264・265）

立地　SH02から約20ｍ南側にある。SH05とは1.3ｍほど離れ、SH06を切る。

規模・形態　東西3.6ｍ、南北3.8ｍの方形竪穴住居跡である。残存する深さは0.3ｍである。

周壁溝　壁際には周壁溝がめぐる。

柱穴　柱穴は大小 ９ 基検出しているが、いずれも浅く、並びに規則性がないため、主柱穴と特定できる

ものはない。

中央焼土坑　中央に直径0.25ｍの円形の炉がある。土坑の底は被熱のために赤く変色する。

住居内土坑　東側壁際中央に、浅い円形の土坑の中に直径0.2ｍ、深さ0.45ｍの円形の穴を掘り込んだ屋

内土坑がある。埋土の底の方には炭がまじる。

出土遺物　住居跡の埋土内から弥生時代の土器（931）と古墳時代前期～中期の土器（928 ～ 930）が出

土している。

SH05（図版189　写真図版265）

立地　SH04の南側にある竪穴住居跡である。

規模・形態　3.8ｍ×3.0ｍの長方形の住居跡であり、東側の方が辺の長さが長くなっている。

内部施設　中央やや東寄りに浅い窪みがあるが、柱穴や炉、住居内土坑などの内部施設は一切ない。

出土遺物　弥生時代後期～古墳時代前期の土器（932・933）が出土している。

SH06（図版189　写真図版265・266）

立地　SH04・SH05の下層にある竪穴住居跡である。SH04に北東隅を、SH05に西辺を切られているた

め、残りはよくない。

規模・形態　東西4.5ｍ、南北4.0ｍの長方形住居跡である。

柱穴　柱穴はいくつかあるが、主柱穴はない。

炭・焼土　中央やや南寄りで炭と焼土を検出している。通常の加熱によるものではなく、何か強い加熱

を伴う作業をおこなった可能性がある。

出土遺物　古墳時代前期の土器（934）が出土している。

SH07（図版190　写真図版268・269）

立地　ずえが谷西 ２ 号墳の北側、標高209ｍの北向き斜面にある。

規模・形態　斜面に南北4.2m、東西3.0ｍの平坦面を造り、その中に南北3.1ｍ、東西2.9ｍの方形 ２ 本柱

の竪穴住居跡を建てている。
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柱穴　主柱穴は ２ 本であり、主柱間の距離は1.3ｍ、深さ0.3ｍである。

炉・住居内土坑　中央に直径0.3ｍの円形の炉があり、南側壁側中央に0.7ｍ×0.5ｍの方形の屋内土坑が

ある。

出土遺物　古墳時代中期の土器（935・936）が出土している。

SH08（図版190　写真図版267・268）

立地　SH07の南西約 ２ ｍ、ずえが谷西２号墳の墳丘の下層にある。

規模・形態　一辺3.5ｍのほぼ正方形の竪穴住居跡であるが、斜面の低い方にあたる北東隅を欠く。

周壁溝　壁際には周壁溝をめぐらせる。

柱穴　主柱穴は ２ 本であり、柱間距離は1.2ｍ、深さ0.3ｍである。

焼土坑　中央部に焼土坑が ２ 基ある。いずれも直径0.3ｍほどの円形であり、深さは ３ cmほどである。

住居内土坑　住居内土坑は東側と西側の壁際にそれぞれ １ 基ずつある。東側のものは直径0.4ｍ、深さ

0.3ｍの円形の土坑であり、最下層には炭を含む。西側のものは0.8ｍ×0.4ｍ、深さ0.35ｍの方形の土

坑であり、北側に溝がつき、中に平たい角レキが入る。

出土遺物　埋土、床面上からは古墳時代中期の土器（937 ～ 946）、多くの鉄製品の破片（M83 ～ M88）

が出土している。中央の焼土坑を鍛冶炉として、鉄製品の加工をおこなっていた可能性がある。

SH09（図版190　写真図版268・269）

立地　SH08の東側、SH07の南側にある竪穴住居跡である。

規模・形態　3.1ｍ×2,7ｍの長方形の住居跡である。

内部施設　主柱穴はなく、北東寄りに浅い楕円形の土坑があるのみである。

出土遺物　古墳時代中期の土器（947 ～ 949）が出土している。

（ ３ ）方形周溝墓

　調査区の北端部、篠山川に臨む尾根の先端にあたるところで ７ 基の方形周溝墓を調査した。各周溝墓

は周溝を共有しながら、それぞれ区画されており、各区画内に複数の木棺が埋葬されている。当初は方

形周溝墓の存在を全く予測していなかったため、重機による表土掘削や人力による遺構検出の際に出土

した土器の出土位置を正確に把握できていない。このためどの周溝墓、どの埋葬施設に伴うものなのか

限定することが困難な土器が多いことをお断りしておく。

１号周溝墓（図版191　写真図版270 ～ 272）

立地・検出状況　尾根の北端にある周溝墓である。尾根の先端部は浸食されており、南側を除いて周溝

は確認できていない。

周溝　 ２ 号周溝墓と共有するSD02、 ３ 号周溝墓と共有するSD01によって南側が画される。

埋葬施設　SD01・SD02から約 ２ ｍ離れて、南北方向に主軸を向けた ２ 基の埋葬施設（SX01・SX02）

が接して設けられている。この埋葬施設が周溝墓の中央だとすると、溝の内側の一辺が ７ ｍほどに復

元できる。

　埋葬施設はいずれも舟底状木棺を直葬したものである。SX01は長軸3.06ｍ、幅1.0ｍ、残存する深さ

が0.5ｍの大きさであり、掘方の両辺は円弧状になる。底は北から南に向かって傾斜しており、南側

の方が棺の深さが深くなる。埋土から土器片（911）が出土している。SX02は長軸2.58ｍ、幅0.9ｍ、

残存する深さが0.2ｍの大きさであり、掘方の南辺は円弧状、北辺は直線状になる。底は南から北に
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向かって傾斜し、底面の幅は南側の方が広い。棺の南西に鋒を南側に向けた鉇（M72）が １ 点副葬さ

れていた。

２号周溝墓（図版191・192　写真図版273 ～ 278）

立地・検出状況　 １ 号周溝墓の南、３ 号周溝墓の西に位置する。周溝SD02で方形に区画される。浸食の

ため西側 １ / ３ が失われている。

周溝　 １ 号周溝墓とは北側の周溝、 ３ 号周溝墓とは東側の周溝を共有する。溝の内側で南北7.5ｍであ

り、埋葬施設の位置から東西も ６ ～ ７ ｍほどであると推定できる。周溝SD02は幅0.6ｍ～ 0.8ｍ、深さ

0.15ｍの浅い溝である。

埋葬施設　 ４ 基あり、 ２ 基が箱形木棺、 ２ 基が舟底状木棺である。区画中央に南北方向に主軸を向けた

２ 基の木棺が並列し、これを挟んで南北に東西方向に主軸を向けた木棺が配置されている。SX04は

最も北寄りにある東西方向に主軸を向けた箱形木棺である。長さ2.4ｍ、幅0.9ｍの長方形の掘方に、

長さ2.15ｍ、幅0.7ｍの木棺を納める。棺幅は南側がやや広い。館内の南西に、鋒を東側に向けた鉇

（M73）が １ 点副葬される。

　SX05は南北方向に主軸を向けた舟底状木棺である。掘方は北側がSX04に切られているが、推定長

3.5ｍ、幅1.5ｍである。底は長さ2.6ｍ、幅0.7ｍの範囲がさらに舟底状に掘り込まれ、わずかに北向き

に傾斜する。棺内の南東に鋒を西側にむけて鉇（M74）と針（M75）が副葬される。

　SX06はSX05と平行する舟底状木棺である。掘方は長さ2.6ｍ、幅0.8ｍであり、底は長さ2.2ｍ、幅

0.55ｍの範囲が舟底状にさらに掘り込まれる。SX07は最も南側にある東西方向に主軸を向けた箱形木

棺である。長さ2.25ｍ、幅0.95ｍの長方形の掘方に、長さ1.9ｍ、幅0.6ｍの棺を納める。

　周溝SD02からは弥生時代終末期の高杯（914）が出土している。

３号周溝墓（図版193　写真図版279・280）

立地・検出状況　 ２ 号周溝墓の東側に位置する。東側 １ / ２ は浸食のため失われている。

周溝　北側の周溝（SD01）を １ 号周溝墓と共有し、西側の周溝（SD02）を ２ 号周溝墓と共有し、南側

の溝（SD04）を ５ 号周溝墓と共有する。溝の内側で南北 ８ ｍ、東西は不明である。区画の中に ３ 基

の埋葬施設（SX08 ～ SX10）と溝（SD03）、北側周溝に周溝内埋葬（SX03）がある。

埋葬施設　SD03は幅0.3ｍ、長さ3.2ｍの細長く浅い溝である。埋葬施設の痕跡である可能性もある。

SX08は主軸を南北方向に向けた舟底状木棺である。掘方は長さ2.95ｍ、幅0.9ｍ～ 1.0ｍあり、底は舟

底状に掘り窪められており、南から北に向かって傾斜している。棺内南側で、赤色顔料を直径10cm

ほどの範囲で検出した。このすぐ西側には鋒を南側に向けた鉄鏃（M77）が １ 点出土している。

　SX09は東西方向に主軸を向けた箱形木棺である。1.4ｍ×0.75ｍの掘方に、1.15ｍ×0.4ｍの木棺を納

める。木棺が小さいので、小児の埋葬であろう。SX10は南北方向に主軸を向けた1.0ｍ×0.4ｍの楕円

形の土坑である。底が丸くなっており、小型の舟底状木棺の痕跡である可能性がある。

　SX03は主軸を東西方向に向けた埋葬である。木棺なら舟底状木棺であろうが、土壙墓である可能

性もある。長さ2.3m、幅1.05ｍである。

４号周溝墓（図版194　写真図版281・282）

立地　 ２ 号、 ３ 号周溝墓の南に位置する。

周溝　北側の周溝（SD02）を ２ 号周溝墓と共有し、南側は周溝SD05で画される。西側は浸食のために

失われており、東側は周溝を検出していない。もともと東側に周溝が存在したかどうかは不明である
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が、３ 号周溝墓と共有するSD04が屈曲しているあたりが、周溝墓の東端になる可能性がある。南側周

溝SD05は幅0.4ｍ、深さ0.1ｍの細長い溝である。周溝の内側で、区画の大きさは南北5.8ｍ、東西 ７ ｍ

くらいになる。

埋葬施設　区画内には ２ 基の舟底状木棺を納めた埋葬施設が、主軸を南北方向に向けて並列する。SX11

は東側の埋葬施設であり、掘方は南北2.95ｍ、幅0.9ｍ ～ 1.2ｍ、深さ0.3ｍ、底は長さ2.6ｍ、幅0.6ｍの

範囲を舟底状に掘り窪める。小口部分の形状は、南側は直線的であり、北側は円弧状になる。棺内の

南西部に鋒を南に向けた鉇（M79）と刀子と思われる鉄器（M78）が副葬される。埋土内からは弥生

時代終末期の器台（912）が出土している。

　SX12は西側の埋葬施設であり、掘方は南北3,1ｍ、幅1.0ｍ、深さ0.3ｍ、底は長さ3.0ｍ、幅0.6ｍの

範囲を舟底状に掘り窪める。小口部分の形状はSX11と同じく、南側は直線的であり、北側は円弧状

である。棺内の南西部に鋒を南に向けた鉇（M80）が １ 点副葬される。

５号周溝墓（図版195　写真図版283・284）

立地　 ３ 号周溝墓の南、 ５ 号周溝墓の東に位置する。

周溝　北側周溝SD04を ３ 号周溝墓と共有する。東側は崖の浸食のために失われ、南側には周溝を検出

していない。SD04が屈曲する付近が ４ 号周溝墓との境であろう。区画の大きさは、東西・南北 ６ ｍ

以上である。

埋葬施設　区画内には ２ 基の埋葬施設SX13・SX14が1.3m離れて並列する。SX13は北側の埋葬施設であ

り、舟底状木棺の掘方の底部分だけが残る。掘方は長さ2.0ｍ、幅0.75ｍであり、底は舟底状に掘り窪

められる。北側の小口は直線的であり、南側の小口は丸くなる。副葬品はない。

　SX14は南側の埋葬施設であり、東西2.3ｍ、南北0.75ｍの掘方に、長さ2.1ｍ、幅0.6ｍの箱形木棺を

納める。こちらも副葬品はない。

６号周溝墓（図版196　写真図版284）

立地　 ４ 号周溝墓の南に位置する。

周溝　北側は ４ 号周溝墓と周溝SD05を共有し、西側をSD06、東側をSD07が画する。区画は南北 ４ ｍ、

東西6.5ｍほどの長方形になる。

埋葬施設　古墳時代前期の竪穴住居跡SH01により中心部は破壊されており、埋葬施設は残存していない。

７号周溝墓（図版196　写真図版284）

立地　 ６ 号周溝墓の南に位置する。

周溝　北側は周溝SD06を ６ 号周溝墓と共有し、東側から南側を周溝SD08が画する。区画は ５ ｍ× ５ ｍ

ほどである。

埋葬施設　区画の中央に南北方向に主軸を向けた木棺SX15が配される。長さ2.1ｍ、幅0.6ｍの掘方に、

長さ1.8ｍ、幅0.3ｍの木棺を納めるが、残りが浅いために、箱形か舟底状かは判断できない。棺内に

は副葬品はなく、埋土から古墳時代前期の土器（913）が出土している。

（ ４ ）土坑

SK01（図版197　写真図版285）

立地　調査区北西隅にある土坑である。 １ 号周溝墓を切って掘りこまれる。西側は崖面に接しており、

浸食のため遺構の一部が失われている。
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規模・形態　南北0.7ｍ、東西0.55ｍの楕円形の土坑であり、深さは0.2ｍである。底は平坦であり、黄

褐色土で埋没する。

出土遺物　土坑の底に ４ 個体の完形の須恵器（950 ～ 953）が置かれていた。内訳は有蓋高杯の杯部が

３ 点と、𤭯が １ 点である。952の高杯は正位で、951は倒位で、950は横倒しの状態で出土している。

完形の須恵器を人為的に埋納しており、周辺に同時期の古墳もないことから、祭祀行為に伴うもので

ある可能性がある。

SK25（図版197）

立地　調査区の南端、SH08、09の南に位置する土坑である。

規模・形態　長さ1.5ｍ、幅0.9ｍ、深さ0.1ｍの楕円形の土坑であり、底は平らである。

SK31（図版197　写真図版285）

立地　調査区の南端、SH07 ～ SH09の東側斜面に位置する。

規模・形態　長さ2.5ｍ、幅1.7ｍの楕円形であり、底は斜面の傾斜に沿って東向きに傾斜する。

出土遺物　底からは炭が多量に出土したが、他に遺物はなく、時期は不明である。

（ ５ ）落とし穴

　この地区の尾根上では多くの円形の深い土坑を検出している。土坑は楕円形、もしくは円形であり、

底に杭穴を持つものが多い。形状からいずれも落とし穴であると考える。遺物が出土していないので時

期は不明であるが、切り合い関係から見てこの地区にある他の遺構（弥生時代終末期以降）よりも新し

いものはないこと、他の地区で縄文時代の石鏃が出土していることから、弥生時代以前、縄文時代まで

さかのぼるものである可能性が高い。

SK02（図版198　写真図版287）

　直径1.0ｍ、深さ1.0ｍの円形の土坑である。底面は平坦であり、中央に径0.2ｍ、深さ0.3ｍの杭穴が

ある。

SK03（図版198　写真図版288）

　長径1.6ｍ、短径1.0ｍ、深さ0.8ｍの楕円形の土坑である。底は平坦であるが、杭穴はない。

SK06（図版198　写真図版286）

　長径1.5ｍ、短径1.1ｍ、深さ0.9ｍの楕円形の土坑である。底に杭穴はない。

SK09（図版198　写真図版287）

　長径1.3ｍ、短径1.1ｍ、深さ0.7ｍの楕円形の土坑である。底は平坦であり、径0.2ｍ、深さ0.2ｍの杭

穴がある。

SK10（図版198　写真図版288）

　長径1.7ｍ、短径1.2ｍ、深さ0.65ｍの楕円形の土坑である。底は平坦であり、径5cm ～ 10cm、深さ

10cmほどの小杭穴が５つある。

SK11（図版198）

　長径1.4ｍ、短径0.9ｍ、深さ0.9ｍの楕円形の土坑である。底は平坦であるが、杭穴はない。

SK12（図版199　写真図版286）

　直径1.8ｍ、深さ1.1ｍの円形の土坑である。底は平坦であり、径0.2ｍ、深さ0.2ｍの杭穴がある。断

面で杭穴底から0.8ｍの高さまで柱状のものがあった痕跡が確認できる。落とし穴の底に設置された
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杭の痕跡であろう。

SK13（図版199）

　長径1.6ｍ、短径1.2ｍ、深さ0.9ｍの楕円形の土坑である。底は平坦であるが、杭穴はない。

SK14（図版199　写真図版288）

　直径1.2ｍの土坑の中央に、直径0.8ｍの土坑を掘りこんだ土坑である。底に杭穴はない。

SK16・SK17（図版199　写真図版288）

　SK16は直径1.3ｍ、深さ0.4ｍの円形の土坑である。底面中央に径0.2ｍの杭穴がある。SK17はSK16

を切って掘りこまれた長径1.7ｍ、短径1.0ｍ、深さ1.0ｍの楕円形の土坑である。底に径0.2ｍ、深さ0.2

ｍの楕円形の杭穴がある。

SK22（図版199）

　長径1.3ｍ、短径0.8ｍ、深さ0.5ｍの楕円形の土坑である。底は平坦であり、径0.3ｍ、深さ0.2ｍの杭

穴がある。

出土遺物

（ １ ）土器（図版203 ～ 206　写真図版293 ～ 296）

周溝墓出土土器（893 ～ 916　／図版203　写真図版293）

　遺構の説明で述べたように、表土掘削、遺構検出に伴い周溝墓付近から出土した土器については、正

確にどの遺構から出土したか特定が困難である。このためおおよその出土場所から、どの周溝墓に伴う

ものかを特定している。

　893 ～ 896は １ 号周溝墓付近から出土した土器である。893は大きく上方に拡張した口縁部の外面に擬

凹線文を施した甕の口縁部である。894は破片が細かいため器種の特定が難しいが、壺の口縁部として

おく。外面に縦方向のハケが見られる。895は甕の底部である。タタキ成形され、底部は突出せず丸く

仕上げられている。896は高杯の杯部である。

　897は ２ 号もしくは ３ 号周溝墓から出土した丹波・丹後系の高杯である。口縁部を上方に拡張し擬凹

線文を施す。898は ２ 号周溝墓から出土した器台である。口縁端面の上下に刻み目を入れ、その間にヘ

ラ描きの波状文を配する。

　899・901・902は ４ 号周溝墓から出土した器台である。899は口縁端面に凹線文を施し、外面を縦方向

のヘラミガキ、内面を横方向のヘラミガキで仕上げる。901・902は口縁端面に竹管文とヘラ描きの波状

文を施す。

　900・903・904は ４ 号もしくは ５ 号周溝墓から出土した土器である。900は受け部の上にもう１段受け

部をのせた器台である。 １ 段目は口縁端面に擬凹線文とヘラによる斜め方向の刻みを入れた通常の器台

であるが、 ２ 段目は口縁部に凹線文＋竹管文を押圧した円形浮文、その下に下向きの鋸歯文を入れ、 ４

方向に楕円形の透かしを入れた加飾の豊かなものである。903は口縁端面に竹管文とヘラ描きの波状文

を施した器台、904は口縁端面に上下 ２ 段の鋸歯文と竹管文を入れた器台である。

　905は １ 号周溝墓～ ３ 号周溝墓付近から出土した器台である。口縁端面に凹線文を入れ、その上に竹

管文を押圧した円形浮文を貼付する。906は ２ 号周溝墓から出土した器台である。口縁端面に擬凹線文

を施し、竹管文を押圧した円形浮文を貼付する。907は ４ 号～ ７ 号周溝墓付近から出土した器台である。

　908・909は １ 号周溝墓付近から出土した高杯の脚部である。910は ４ 号もしくは ５ 号周溝墓から出土
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した器台の脚部である。刻みを施した突帯の上下に円形の透孔があり、外面を縦方向のヘラミガキ、内

面を横方向のヘラケズリ、ハケで仕上げる。

　911 ～ 913は周溝墓の埋葬施設から出土した土器である。911はSX01から出土した壺もしくは鉢の底

部である。912は口縁端面に竹管文とヘラ描きの文様を施した器台である。913は甕の口縁部である。

　914 ～ 916は周溝墓の周溝から出土した土器である。914はSD02から出土した高杯の杯部、915もSD02

から出土した壺である。916はタタキ成形の甕もしくは鉢の底部である。

　以上のような土器が出土しているが、いずれの土器も細かな破片となっているのが特徴である。これ

は土器が破砕供献されていたことを示すのであろう。また土器の時期は弥生時代後期後半～古墳時代初

頭の間に納まり、大半は弥生時代終末期のものである。

土器棺出土土器（917 ～ 919　／図版204　写真図版293）

　917は二重口縁壺の口縁部である。厚手の作りのものであり、外面に竹管文を ５ 段に押圧する。918も

二重口縁壺の口縁部、919は高杯の脚部である。いずれも弥生時代後期～終末期のものである。

SH01出土土器（920 ～ 923　／図版204　写真図版294）

　920は壺の口縁部である。拡張した口縁端面の下端に刻み目を入れ、その上に櫛描の波状文を施す。

921は壺の底部、922は甕である。甕は外面をハケ、内面をヘラケズリで仕上げた布留甕である。いずれ

も古墳時代前期のものである。

SH02出土土器（924 ～ 926　／図版204）

　924は甕の口縁部である。外面にハケが見られる。弥生時代中期のものである。925は丸底の鉢、926

は高杯の杯部である。924以外は古墳時代前期のものである。

SH03出土土器（927　／図版204）

　927は甕の口縁部である。古墳時代前期のものである。

SH04出土土器（928 ～ 931　／図版204　写真図版294）

　931は内外面をハケで仕上げる弥生時代の甕、929は甕の口縁部、930は小型の器台である。931以外は

古墳時代前期のものである。

SH05出土土器（932・933　／図版204）

　932は甕の口縁部である。933は高杯の杯部である。いずれも古墳時代前期のものである。

SH06出土土器（934　／図版204　写真図版294）

　934は内面をヘラケズリした古墳時代前期の甕である。

SH07出土土器（935・936　／図版204　写真図版294）

　935は平底の土師器杯である。外面をユビナデする。936は長胴の甕である。内外面をハケで仕上げ

る。いずれも古墳時代中期のものである。

SH08出土土器（937 ～ 946　／図版205　写真図版295）

　937は丸底で厚手のつくりの土師器甕である。938～941は土師器高杯の杯部である。942～945は土師

器高杯の脚部である。946は須恵器の把手付椀である。体部には ２ 条の沈線が入る。いずれも古墳時代

中期のものである。

SH09出土土器（947 ～ 949　／図版205）

　947は土師器の甕である。内外面ともにハケで仕上げる。948は土師器高杯の脚部、949は土師器高杯

の口縁部である。
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土坑出土土器（950 ～ 956　／図版205　写真図版295）

　SK01から ４ 点の須恵器（950 ～ 953）が出土している。950 ～ 952は有蓋高杯である。950と951はほぼ

同じ作りのものであり、脚端部の段が弱く、透孔が長方形であることが特徴である。952は脚部の高さ

が低く、透孔は三角形である。953は𤭯である。頸部と胴部に波状文を施す。

　SK25からは ３ 点の須恵器（954 ～ 956）が出土している。954は短頸壺である。955は平瓶、956は提

瓶である。いずれも古墳時代後期のものであり、ずえが谷西古墳群に関連した遺物であろう。

溝出土土器（957　／図版205　写真図版295）

　SD09から土師器の台付鉢が出土している。内外面にヘラミガキが施される。

包含層出土土器（958 ～ 981　／図版205・206　写真図版296）

　表土掘削、遺構検出に伴い出土した土器のうち、出土した遺構を特定できなかった土器である。弥生

時代終末期のものは周溝墓に伴うもの、古墳時代前期～中期のものは竪穴住居等古墳時代の集落に伴う

もの、古墳時代後期のものは、ずえが谷西古墳群に関連するものと考えられる。

　958、959は土師器の壺、960 ～ 964は土師器の甕である。965は複合口縁の壺、966 ～ 968は甕である。

969は丸底鉢、970 ～ 972は土師器高杯、973は口縁部端面に擬凹線文を施す壺である。974は口縁端面に

竹管文とヘラ描き文で飾る器台である。975、976は器台、977・978は高杯の脚部である。

　979は須恵器の短頸壺、980・981が須恵器杯である。

（ ２ ）石製品（S106 ～ S110　／図版206・207　写真図版296・297）

　石製品は竪穴住居跡と包含層から出土している。S106・S107はSH05から出土している。S106は石斧、

S107は砥石である。S108・S109は包含層からの出土である。S108は断面五角形の砥石である。S109は基

部を欠く太型蛤刃石斧である。

（ ３ ）鉄製品（M72 ～ M80　／図版207・208　写真図版297・298）

周溝墓出土鉄製品（M72 ～ M80　／図版207・208　写真図版297・298）

　M72はSX02の棺内から出土した鉇である。柄部を一部欠き、残存長は13.05cmである。刃部は裏透き

があり、鎬が明瞭である。柄部には木質が残り、全体に布が付着する。M73はSX04の棺内から出土し

た鉇である。柄部の一部を欠き、残存長12.8cmである。刃部は大きくそり上がり、裏透きがある。鎬

は明瞭である。柄部に木質が残り、全体に布が付着する。M74はSX05から出土した鉇である。柄部を

一部欠き、残存長は9.0cmである。刃は細身であり、裏透きがある。鎬は明瞭である。柄部の全面に布

が付着している。M75は同じくSX05から出土した針である。長さ2.25cmであり、一端が尖る。これも

布が付着している。

　M76はSX10から出土した鉇である。柄部の一部を欠き、残存長11.6cmである。刃部はそり上がり、

裏透きがある。鎬は明瞭である。柄部に木質が残り、全面に布が付着している。M77はSX08から出土

した柳葉形の鉄鏃である。茎尻を欠き、残存長9,45cmである。茎には木質が残り、刃部には木質と布

が付着する。M78はSX11から出土した鉄器である。残りが良くないため器種を特定できないが、刃を持

つように見えるので、刀子の刃部の破片である可能性がある。M79も同じくSX11から出土した鉇であ

る。刃部を欠くが、柄部は完存する。残存長は24.1cmである。柄部に木質はなく、布が付着している。

　M80はSX12から出土した鉇である。ずえが谷遺跡では唯一の完形品であり、長さは23.4cmである。
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刃部には裏透きがあり、明瞭な鎬がある。柄には木質が残り、全体に布が付着する。

竪穴住居跡出土鉄製品（Ｍ81 ～Ｍ88　／図版208　写真図版298）

　Ｍ81・Ｍ82はSH03から出土した鉄器である。M81は鉄剣であり、鋒と茎尻を欠くため全長は不明で

ある。断面は菱形であり、鎬が明瞭である。茎には目釘孔が １ つあく。Ｍ82は鉇の頭部である。刃部は

そり上がり、鎬がある。

　M83 ～ M88はSH08から出土した鉄片である。M83は弧状の薄い鉄片である。刃部が明確ではないが、

形態から鎌の破片である可能性が考えられる。M84は両辺が平行する薄い鉄片である。鎌の刃部の可能

性がある。M85も薄い鉄片であるが器種は不明である。M86は細長い鉄片であるが、これも器種は不明

である。M87は先端が尖った薄い鉄片である。形状から鏃の可能性がある。M88は幅の細い鉄片であ

る。器種は不明である。

小 結

　ずえが谷遺跡Ｂ地区は、縄文時代には狩場であり、尾根筋に多数の落とし穴が掘削される。その後し

ばらくは人間の活動の痕跡はないが、弥生時代終末期になって尾根の先端部に方形周溝墓群が営まれ

る。しかし墓域としての利用は短期間であり、古墳時代前期には方形周溝墓群と重なるように竪穴住居

が構築され、居住域としての利用が始まる。以後古墳時代中期まで、竪穴住居を南へと移動させながら

居住域として利用し続ける。この移動は谷部の崩落により尾根の幅が次第に狭まってきたことと関係す

るのであろう。古墳時代後期には南端部にずえが谷西古墳群の ３ 基の横穴式石室が営まれ、再び墓域と

して利用される。その後の遺構はなく、古墳時代をもってこの場所での人間の活動は終了する。

第 ２節　ずえが谷遺跡Ａ地区

遺 構

　（図版202　写真図版291・292）

　ずえが谷遺跡Ａ地区は、ずえが谷遺跡Ｂ地区から谷を挟んで南東の尾根である。幅20ｍ、長さ50ｍほ

どの平坦地があり、土坑が点在する。建物は存在せず、居住域としては利用されなかったようである。

　10基の土坑を調査した。いずれも浅い土坑であり、遺物が出土していないため時期は不明である。

SK10は円形の土坑であり、埋土には炭を多量に含む。付近で火を焚き、燃えかすを土坑に埋めたもの

であろう。

出土遺物

　調査区の北端で須恵器片が出土しているが、遺構に伴うものではない。図化できる遺物は出土してい

ない。
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第10章　ずえが谷西古墳群の調査

第 １節　ずえが谷西１号墳

墳　丘

　（巻首図版15　図版209 ～ 211・215　写真図版299 ～ 301・309・313・315）

　三釈迦山から篠山川にむけては、複数の尾根筋が派生し、それらの尾根上には多くの古墳が点在して

いるが、ずえが谷西古墳群は、南から北へと延びる尾根筋が比較的緩やかになる傾斜変換点に位置し、

一部、ずえが谷遺跡Ｂ地区の廃絶された竪穴住居跡（SH08）の上に築造されている。後述する灰高１

号墳・２号墳が篠山川にむけてなかば突出した標高220ｍを超える丘陵上に築造されているのに対し、

丘陵の東裾に立地するずえが谷西古墳群は、それらの古墳を仰ぎ見る標高約210ｍの地点に ３ 基の古墳

から構成されている。

　ずえが谷西１号墳は、 ３ 基の古墳のうち、最も南に位置し、調査前から墳丘の盛り上がりが明瞭に確

認される状態であった。しかし、墳頂部あるいは墳丘裾部に複数の石室石材（天井石）が散乱、露出し

ており、すべての天井石は原位置をとどめておらず、石室上方部の崩落によって、墳丘中央部から南東

方向に大量の土砂が流入した石室の痕跡も確認されていた。

　古墳は、西側の比較的急な斜面を三日月形に掘り下げ、西側から南北両側に幅1.5ｍ～ 3.7ｍ、最も深

いところでは高さ1.5ｍの周溝を巡らせ、その掘り下げた残土を東側に盛り上げることによって墳丘の

造成が行われている。明瞭に確認された墳丘裾部の状況から、東西（石室直交）方向11.2ｍ、南北（石

室軸）方向11.6ｍを測る円墳であるが、墳頂部は標高212.3ｍ、墳丘裾部の最も低い地点は標高210.6ｍ

であったため、現存する高さは1.7ｍを測っている。しかし、墳丘の西側はほぼ平らに削平されており、

東側についても西側に比べると墳丘の立ち上がりの曲線は残っているものの石室の天井石と奥壁および

側壁上方部の石材が残存していなかったことなどから、墳丘の最上部は削平あるいは流失したものと考

えられ、古墳築造時は高さ ２ ｍを超えていたものと推定される。

　墳丘の造成は、石室の構築段階にあわせて順次、厚さ0.1ｍ～ 0.3ｍの単位で繰り返し盛土を行ってお

り、それらの段階（第 １ 次墳丘）とその後の墳丘の成形のために積み上げられた盛土の単位（第 ２ 次墳

丘）に大別され、前者が粘性の強い土によって細かい単位で堅緻に積み上げられている反面、後者は比

較的粗い単位で粗雑に盛られている。また、盛土の最下層の一部では、炭を多量に含んだ層が検出され

ており、古墳の築造にともない表土面が焼き払われた痕跡ではないかと考えられる。

埋葬施設

　（図版211・212・214　写真図版302・309 ～ 312・314）

　ずえが谷西１号墳は、主軸をＮ50°Ｅとし、北東方向に開口する横穴式石室を埋葬施設としており、

東方向へ約11ｍ延びる墓道と一体となった掘方内に構築されている。石室は全長6.7ｍの右片袖であり、

玄室長3.4ｍ、奥壁部の幅1.5ｍ、中央部では幅1.6ｍ、玄門部では幅1.6ｍを測り、玄室の面積は約5.3㎡で

ある。また、羨道は長さ3.3ｍ、幅は中央部で1.2ｍ、開口部で1.1ｍを測っている。

　玄室は、天井石がすべて崩落しており、これにともない奥壁および側壁上方部の石材の多くも石室内

部に落下あるいは不安定な状態であったため、石室の調査に先立ち、これらの撤去を行ったが、残存す
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る高さは最も高いところで2.1ｍを測っている。玄室の奥壁および側壁の最下部の基底石は、高さ0.4ｍ

～0.9ｍを測る大型の石材が約0.1ｍ埋め込んで横方向に据えられており、その後、奥壁は高さ0.2ｍ～0.3

ｍの扁平な石材をほぼ水平に繰り返し積み上げられている。側壁については、西側が比較的大型の石材

を ２ 段、 ３ 段と上方へ積み上げ、その隙間を小型の石材で充填しているのに対し、東側は比較的大型の

石材と部分的に中型の石材を交互に積み重ねているため、 ４ 段あるいはそれ以上で構築されている。奥

壁および東西両側壁とも、基底石から上方へはほぼ垂直に立ち上がっており、墳頂部あるいは墳丘裾部

に残存していた天井石の大きさなどから、玄室では ４ 石が架構されていたと考えられる。

　羨道は、開口部に向かって東側壁の石材をわずかに開き気味に配置しており、平面形は「ハ」の字形

を呈しているようにみられる。袖石およびむかい合う玄室と羨道の境界の石材は、いずれも大型の石材

を約0.2ｍ埋め込んで立てた状態で据えられているが、その他の多くの基底石は、床面よりも高い位置

に据えられている。このため、羨道の上部には天井石は架かっていなかったと考えられ、袖部付近で ２

段あるいはそれ以上に積まれていた石材は、開口部に近づくにつれて基底石のみとなっている。また、

閉塞は玄門付近で行われていたと考えられるが、閉塞石が確認されなかったため、板材等で行われてい

た可能性が考えられる。

出土遺物

　（巻首図版15・16　図版213・223 ～ 227　写真図版303 ～ 308・329 ～ 334）

　遺物は、石室内（玄室・羨道）および石室開口部に近い墓道から多く出土し、墳丘裾部あるいは周溝

内からもわずかに出土している。石室内から出土した遺物は、須恵器・土師器（図化できず）などの土

器の他、鉄鏃・刀子・鎌などの鉄製品、大半が剥がれ落ち、鍍金の痕跡がわずかに残っている銅製の耳

環、使用痕が明瞭に残る砥石であり、墓道からも須恵器や鉄鏃が出土している。

　石室内の遺物は、床面から浮いたような状態で出土し、破損しているものも多くみられるため、これ

らは原位置をとどめていないと考えられる。しかし、墓道の遺物が最終埋葬時に石室内から掻きだされ

たものと考えられることから、後世の攪乱や天井石の崩落等、人為的あるいは自然的な要因によって破

損、散乱しているものの、最終埋葬時の遺物が大半を占めていると推定される。

　ここで、石室内および墓道から出土した遺物を、玄室の奥壁側および玄門に近い側、羨道の玄門に近

い側および開口部、墓道の開口部に近い側および遠い側と ６ 分割し、玄室の奥壁側より順次、Ａ群、Ｂ

群と呼称し、以下Ｆ群まで範囲分けしてみると、Ａ群では、ほぼ全面的に遺物が散乱したような状態の

中、完形の杯蓋（982）や杯身（993・997・1002・1006）が認められる。Ｂ群では、一部、中央付近で

杯蓋（983）や杯身（1005）、高杯（1015）、提瓶（1020）などが破損した状態で出土しているが、比較

的まとまっており、その周囲には、完形の杯蓋（985）や杯身（988・1003）、耳環（Ｍ106）などの他、

それぞれが不規則な方向を向いた鉄鏃（Ｍ89・Ｍ90他）も認められる。

　羨道の玄門に近いＣ群からは、東側壁に偏って完形の杯蓋（984）や杯身（996）、鎌（Ｍ105）などが

出土しており、横瓶（1041）については開口部のＤ群まで含む羨道全域に広く散乱した状態で認められ

ている。また、Ｄ群および開口部に近い墓道のＥ群では、杯身（990）や提瓶（1021）、平瓶（1023）、

高杯（1031）、短頸壺（1019）の他（以上、Ｄ群）、杯蓋（1026・1027）や高杯（1008・1014）、壺

（1033）、台付壺（1037）、甕（1043）が出土している（以上、Ｅ群）が、これらはいずれも破損、欠損

した状態であり、甕（1043）の出土状況が顕著なように、最終埋葬時に石室内から掻きだされたことに
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よるものと考えられる。この他、開口部から遠い墓道のＦ群からも高杯（1030）や平瓶（1034）、台付

長頸壺（1035）、鉄鏃（Ｍ100）が出土しているが、その分布状況は希薄である。

（ １ ）石室内（玄室・羨道）出土土器（巻首図版16　図版213・223・224　写真図版329 ～ 331）

① 杯蓋（982 ～ 987・999）

　982は口径10.5㎝、器高4.7㎝で、天井部の １ / ３ 程度を回転ヘラケズリで調整し、天井部と口縁部の境

には明瞭な段がみられる。985 ～ 987は口径10.35㎝～ 10.6㎝と982とほぼ同寸であるが、器高が3.35㎝～

3.8㎝と低く、天井部は回転ヘラ切りののちナデによる調整が施され、天井部と口縁部の境は不明瞭で

ある。983・984は口径12.45㎝～ 12.7㎝、器高4.15㎝～ 4.2㎝で、天井部が回転ヘラケズリと回転ヘラ切り

ののちナデによる調整の違いがみられる。また、999は天井部の中心に円錐状のつまみが付けられた蓋で

あり、天井部の広い範囲に回転ヘラケズリが施されている。

② 杯身（988 ～ 998・1000 ～ 1006）

　蓋に比べて出土量が多く、蓋受けの立ち上がりのあるもの（988 ～ 998）と椀状を呈するもの（1000

～ 1006）に分けられる。このうち、988 ～ 992は口径10.05㎝～ 12.0㎝、器高3.4㎝～ 4.25㎝で、底部が丸

みをもつもの（989・992）と扁平なもの（988・990・991）、回転ヘラケズリによって調整されるもの

（989・991・992）と回転ヘラ切りによるもの（988・990）が共存している。993 ～ 996は口径9.25㎝～

9.8㎝、器高3.0㎝～ 3.85㎝と小型で、蓋受けの立ち上がりも短く内傾し、底部は回転ヘラ切りののちナ

デによる調整が施されている。997の底部には「ノ」の字状のヘラ記号が刻まれ、998の蓋受けは0.4㎝と

短く横方向に延びている。また、1000 ～ 1006は口径10.15㎝～ 12.05㎝、器高3.9㎝～ 5.5㎝で、体部が内

湾ぎみに立ち上がる杯状を呈するもの（1000 ～ 1004）と底部からほぼ垂直に立ち上がる椀状のもの

（1005・1006）があり、底部の調整は回転ヘラケズリののちナデによる調整が施されたもの（1005）と

不調整のもの（1002・1004・1006）、回転ヘラ切りののち調整が施されたもの（1000・1001）が認めら

れる。

③ 台付椀（1007）

　台部は欠損しているが、椀部底部から体部へはほぼ垂直に立ち上がっている。椀部底部は回転ヘラケ

ズリによる調整が施され、外面中央には沈線が巡っている。

④ 高杯（1008 ～ 1017）

　1008 ～ 1012は杯身に低平な脚部を付けた無蓋高坏である。いずれも脚部は漏斗状に広く外反し、端

部が内側に屈曲しており、透かしはみられない。杯部は底部からやや直線的に立ち上がり口縁部にむけ

て屈曲するもの（1008）と丸みを帯びた底部から緩やかに立ち上がり口縁部に至るもの（1009 ～ 1012）

があり、回転ヘラケズリによる調整は底部の １ / ３ 程度におよんでいる。1013の杯部は扁平な底部からほ

ぼ垂直に立ち上がり、脚部には長方形透かしを ２ 段 ２ 方向に穿っている。1014 ～ 1017は1008 ～ 1012の

形状と共通しているが、脚部あるいは杯部の大半が欠損しており、調整の詳細については不明である。

⑤ 直口壺（1018）

　丸みを帯びた体部から口縁部にほほ垂直に立ち上がり、外面にはカキ目が施されている。底部は回転

ヘラ切りののちに板状工具による調整が行われた痕跡が認められる。

⑥ 短頸壺（1019）

　球形で肩の張った体部から口縁部へは短く立ち上がり、肩部に数条の沈線が巡っている。底部は回転
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ヘラケズリで調整され、深緑色の自然釉に覆われた外面には土器片および窯壁片が付着している。

⑦ 提瓶（1020・1021）

　1020は口頸部が直線的に開き、体部は凸面側に同心円のカキ目調整が施され、平面側は回転ヘラケズ

リされている。肩部両側の把手は円形浮文が貼り付けられている。1021は口縁部が緩やかに開いて端部

が玉縁状を呈し、体部の凸面側は回転ナデののちに平行タタキが施され、平面側は回転ヘラケズリされ

ている。肩部両側には角状の把手が貼り付けられている。

⑧ 平瓶（1022 ～ 1024）

　丸みを帯びた体部の片側から口頸部が「Ｖ」字状に直線的に開くもの（1022）と平行して立ち上がる

もの（1023）があり、前者の肩部には「メ」の字状のヘラ記号が刻まれている。底部から体部にかけて

回転ヘラケズリによる調整が施された前者に対し、後者は表面に剥離がみられるものの、底部から体部

にナデおよびカキ目による調整が比較的明瞭に残っている。

⑨ 横瓶（1025）

　均整のとれた俵形の体部から口縁部へは直線的に開いている。底部および肩部では横方向の平行タタ

キ、体部は縦方向の平行タタキののちカキ目による調整が施されている。内面には同心円のあて具痕が

明瞭に認められる。

（ ２ ）墓道出土土器（巻首図版16　図版213・224 ～ 226　写真図版332 ～ 333）

⑩ 杯蓋（1026・1027）

　1026は口径14.1㎝、器高4.05㎝（いずれも復元）で、天井部の １ / ３ 程度を回転ヘラケズリののち板状

工具によるナデ調整が施されている。1027は口径12.6㎝、器高3.5㎝で、天井部は回転ヘラケズリののち

ナデによる調整がみられるが、口縁部との境は不明瞭である。

⑪ 杯身（1028・1029）

　1028は口径13.0㎝（復元）で、蓋受けの立ち上がり部分がわずかに残存するのみである。1029は口径

12.8㎝、器高3.6㎝であるが、著しく歪んでいる。底部はヘラ切りののち不調整であり、全体的に灰被り

と自然釉に覆われ、重ね焼きの痕跡も残っている。

⑫ 高杯（1030 ～ 1032）

　有蓋高坏（1030・1031）と無蓋高杯（1032）に分けられ、前者は脚部が長脚で中央を ２ 条の沈線で区

切って、上下 ２ 段に長方形透かしを ３ 方向あるいは ２ 方向に穿っている。杯部底部には脚部との貼り付

けによるナデが施されている。後者は口縁部および杯部の一部が残存するのみであり、詳細な調整等は

不明である。

⑬ 壺（1033）

　やや肩の張った算盤形の体部から口縁部へは外反しながら開いている。底部から体部にかけて回転ヘ

ラケズリされ、底部はそののちナデによる調整が施されている。

⑭ 平瓶（1034）

　丸みを帯びた体部の片側から口頸部が「Ｖ」字状に直線的に開いている。底部は回転ナデののちナデ

による調整が施され、肩部には回転ヘラケズリの調整がみられる。

⑮ 台付長頸壺（1035・1036）

　1035は台部が欠損しているが、長方形透かしの痕跡が残っており、丸みを帯びた体部から口頸部へは
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「Ｖ」字状に直線的に開いている。底部は回転ヘラケズリによる調整が施され、頸部中央と肩部は櫛描

列線文が巡っている。1036は口縁端部が欠損しているが、器高約25㎝で ４ 方向に円孔が穿たれた低い台

部が付いている。肩の張った体部下方は回転ヘラケズリと平行タタキののち回転ナデによってナデ消し

されており、沈線が巡る肩部は刺突文で装飾されている。

⑯ 台付壺（1037）

　球形の体部から口縁部へは短くほぼ垂直に立ち上がる有蓋の台付壺である。肩部に ２ 条の沈線を巡ら

せ、キザミ目状の列線文で装飾されている。台部は中央を沈線で区切って屈曲させ、長方形透かしを ３

方向に穿っている。

⑰ 横瓶（1041）

　均整のとれた俵形の体部から口縁部へは外反しながら開き、口縁端部は丸く収められている。底部か

ら体部にかけて、縦および横方向の平行タタキののちカキ目による調整が施されており、内面には同心

円のあて具痕が明瞭に認められる。

⑱ 甕（1043）

　墓道を中心に一部羨道からも出土した器高45㎝を超える大型の甕である。体部上方で肩が張り、広い

頸部から口縁部へは外反ぎみに開き、端部を丸く収めている。外面には平行タタキ、内面には同心円の

あて具痕が明瞭に残っている。

（ ３ ）その他の出土土器（図版225・226　写真図版333）

⑲ 平瓶（1038）

　墳丘裾部から出土しており、底部が平らな牡丹餅形の体部片側から頸部は立ち上がるが、口縁部は欠

損している。底部は回転ヘラケズリののち不定方向のナデが施され、体部下方では回転ヘラケズリ、体

部上方は回転ナデののちカキ目による調整が施されている。

⑳ 高杯（1039）

　墳丘裾部から出土しており、脚部および杯部の一部が残存するのみであるが、長脚の脚部中央を ２ 条

の沈線で区切り、上下 ２ 段に長方形透かしを ２ 方向に穿っている。

㉑ 杯（1040）

　周溝内から出土しており、平坦な底部から内湾気味に立ち上がり、口縁端部は丸く収められている。

口縁部に重ね焼きの痕跡が残り、底部は回転糸切り技法で切り離されている。

㉒ 甕（1042）

　墳丘裾部から出土しており、口縁部から頸部の一部が残存するのみであるが、口径20.9㎝（復元）を

測り、1043とほぼ同じ器高約45㎝の大型の甕であったと考えられる。外面には平行タタキののちカキ目

による調整が施され、内面には同心円のあて具痕が残っている。

（ ４ ）石室内（玄室）出土石製品（図版226　写真図版333）

㉓ 石製品（Ｓ111）

　Ｓ111は玄室のほぼ中央、東側壁寄りから出土した砥石である。現存長5.8㎝、幅3.65㎝で、大半は欠

損している。
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（ ５ ）石室内（玄室・墓道）出土鉄製品（図版227　写真図版334）

㉔ 鉄鏃（Ｍ89 ～Ｍ102）

　鏃身の形状によって、方頭形（Ｍ89・Ｍ90）および長三角形（Ｍ91）、柳葉形（Ｍ92）、圭頭形（Ｍ93

～Ｍ96）に分けられ、この他、鏃身が欠損し茎部のみが残存するもの（Ｍ97 ～Ｍ102）がある。Ｍ89 ～

Ｍ92は大型の鏃身に短い頸部が接続し、Ｍ93 ～Ｍ96はＭ97 ～Ｍ102とともに、長頸鏃に分類されるもの

と考えられる。Ｍ89・Ｍ90はいずれも鏃身長が ４ ㎝を超え、茎部が比較的残存するＭ89は全長9.5㎝に

復元される。Ｍ92は先端部と逆刺端が欠損するが、逆刺が細長くわずかに外反し、鏃身長は6.5㎝に復

元され、断面は極めて薄い平造である。Ｍ93・Ｍ94・Ｍ96は鏃身あるいは茎部先端部がわずかに欠損す

るがほぼ完存し、それぞれ15.65㎝・12.55㎝・13.65㎝を測り、頸部関部の形状は棘状関を呈している。

また、Ｍ97 ～Ｍ102でも頸部関部が残存するものは棘状関であり、Ｍ97・Ｍ100の関部下には木質が

残っている。

㉕ 刀子（Ｍ103）

　切っ先および茎尻が欠損するが、現存長9.05㎝（うち刀身長4.8㎝）、厚さ0.45㎝を測り、幅は1.2㎝に復

元される。目釘穴は確認されないが、茎部に木質が残存している。

㉖ 小刀（Ｍ104）

　幅1.8㎝、厚さ0.25㎝の薄い板状を呈しているが、一方の幅が1.65㎝とわずかに狭まっていることか

ら、小刀と考えられる

㉗ 鎌（Ｍ105）

　先端部が欠損するが、現存長19.95㎝、幅3.95㎝、厚さ0.25㎝を測る曲刃鎌である。刃先端の屈曲はわ

ずかであり、基部は刃に対して短く折り返されている。

（ ６ ）石室内（玄室）出土銅製品（巻首図版15　図版227）

㉘ 耳環（Ｍ106）

　玄室の西側壁、玄門寄りから太身の耳環が １ 点出土している。長さ2.85㎝、幅3.05㎝、厚さ0.7㎝を測

り、銅芯金張技法で製作されている。鍍金の痕跡がわずかに残るが、全面緑青に覆われている。

小 結

　ずえが谷西１号墳から出土した須恵器は、田辺編年のTK43型式からTK217型式までのものを含んで

いることから、古墳は ６ 世紀後半ごろに築造されたと考えられ、以後、 ７ 世紀前半まで追葬が行われて

いたものと推定される。

第 ２節　ずえが谷西２号墳

墳 丘

　（巻首図版15　図版209・216・217・221　写真図版315 ～ 316・321・325）

　ずえが谷西２号墳は、 ３ 基の古墳の中央、１号墳の北東に隣接した地点に築造されており、１号墳同

様、調査前から墳丘の盛り上がりが明瞭に確認される状態であった。墳頂部には、 ３ 石の石室石材（天

井石）が露出しており、墳丘南側の裾部にも転落した石室石材が露出していたことから、南方向に開口
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する石室の痕跡も確認されていた。

　古墳は、１号墳西側の比較的急な地形が北東へと緩やかに傾斜していく斜面上に築造されているが、

これは、東西方向の墳丘断ち割り土層断面図（図版217）からも明瞭であり、旧地形が復元できるとと

もに、墳丘の盛土が旧表土の上から行われていることも理解される。また、２号墳には１号墳の周溝の

ように近接した地点から墳丘を造成するための盛土の供給元が見あたらないため、墳丘の北西から北方

向に掘り込まれた溝あるいは周辺を掘削し、運び込んだものと考えられる。比較的明瞭に確認された墳

丘裾部の状況から、東西（石室直交）方向11.5ｍ、南北（石室軸）方向12.2ｍを測る円墳であるが、墳

頂部は標高211.7ｍ、墳丘裾部の最も低い地点は標高209.7ｍであったため、現存する高さは2.0ｍを測っ

ている。しかし、２号墳についても石室の天井石のうち、奥壁側の ２ 石はほぼ原位置をとどめていた

が、石材は露出しており、墳丘の最上部は削平あるいは流失したものと考えられ、古墳築造時は高さ

2.5ｍを超えていたものと推定される。

　墳丘の造成は、石室の構築段階にあわせて順次、厚さ0.1ｍ～ 0.3ｍの単位で繰り返し盛土を行ってお

り、それらの段階（第 １ 次墳丘）とその後の墳丘の成形のために積み上げられた盛土の単位（第 ２ 次墳

丘）に大別され、前者が粘性の強い土によって細かい単位で堅緻に積み上げられている反面、後者は比

較的粗い単位で粗雑に盛られている。また、盛土の下方、旧表土の一部では、１号墳同様、炭を多量に

含んだ層が検出されており、古墳の築造にともない表土面が焼き払われた痕跡ではないかと考えられ

る。

埋葬施設

　（図版217・218・220・221　写真図版316・321 ～ 324・326）

　ずえが谷西２号墳は、主軸をＮ12°Ｅとし、ほぼ南方向に開口する横穴式石室を埋葬施設としている。

石室は全長7.2ｍ、幅は奥壁部で1.4ｍ、中央部で1.3ｍ、開口部で1.5ｍを測る無袖であり、奥壁から2.9ｍ

までの床面には、0.1ｍ～ 0.5ｍの礫が約0.2ｍの高さに敷き詰められていた。

　石室の奥壁側の ２ 石の天井石はほぼ原位置をとどめていたが、非常に不安定な状態であったため、石

室の調査に先立ち、これらの撤去を行った。奥壁側の ２ 石とあわせ、 ４ 石以上の天井石が確認されてい

たことから、礫が敷き詰められた範囲（以下、礫床部）を含む石室の過半部は、天井石に覆われていた

と考えられる。また、側壁については、西側上方部の石材の多くが石室内部に落下し、一部が内側に傾

いていたため、残存状況は良好とはいえない状態であったが、対面する東側壁の残存状況は比較的良好

であり、天井石が架構されていたところでは高さ2.1ｍを測っている。

　礫床部より奥壁側の最下部の基底石は、高さ0.6ｍ～ 0.8ｍ、幅0.9ｍ～ 1.3ｍを測る大型の石材が約0.1

ｍ埋め込んで横方向に据えられており、その後、東側壁では、大型の石材と中型の石材を組み合わせな

がら、ほぼ水平に ２ 段目以降、 ４ 段まで積み重ねられている。一方、奥壁および西側壁については、中

型の石材をやや粗雑に積み重ねて構築されていることから、西側壁の一部が内側に傾き、上方部の石材

が落下するなど、不安定な状態の原因となったと考えられる。また、石室中央部より開口部にむけての

最下部の基底石は、高さ0.4ｍ～ 0.6ｍの中型の石材を多くは床面より高い位置に据え、中央部で ３ 段あ

るいはそれ以上に積まれていた石材は、開口部付近では基底石のみとなっている。

　石室の開口部から南東方向には、南に屈曲する墓道が延びており、約 ５ ｍの地点で１号墳の墓道と合

流している。１号墳、２号墳の石室開口部に近い土層の堆積状況（図版211・217）では、これらの切り
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合い関係は明らかにできなかったが、検出時の状況などから２号墳の墓道は、１号墳の墓道に接続する

ように掘り込まれたものと判断される。また、閉塞は、閉塞石が確認されなかったため、板材等で行わ

れていた可能性が考えられるが、墓道から石室の開口部付近にかけての床面直上で腐植土層が検出され

たことから、閉塞部から外側は開口した状態であったと考えられる。

出土遺物

　（巻首図版15・16　図版219・228 ～ 230　写真図版317 ～ 320・335 ～ 338）

　遺物は、石室内および石室開口部に近い墓道、墳丘裾部から出土している。石室内から出土した遺物

は、須恵器・土師器（図化できず）などの土器の他、石鏃や鉄鏃、銅芯金貼の耳環などであり、墳丘裾

部からも須恵器が出土している。

　石室内の遺物は、礫床部と中央部および開口部の ３ つに大別され、礫床部の遺物が礫の直上あるいは

礫と礫のあいだから出土しているのに対し、中央部および開口部の遺物は床面から浮いたような状態で

出土している。これらをさらに詳細にみてみると、礫床部では、奥壁の東寄りの地点からそれぞれが不

規則な方向を向いた ７ 点の鉄鏃（Ｍ108 ～Ｍ110・Ｍ112 ～Ｍ115）がまとまって出土しており、西側壁

でも ２ 点の鉄鏃（Ｍ107・Ｍ111）が認められる。礫床部の中央付近は、遺物の出土状況は希薄である

が、完形の杯身（1052）や台付椀（1072）の他、近接した地点から ２ 点の耳環（Ｍ116・Ｍ117）が出土

しており、一方（Ｍ116）は鍍金の剥がれがまったくみられず、もう一方（Ｍ117）は一部鍍金が剥がれ

ているものの、いずれも当時の輝きをとどめた副葬品である。礫床部の南端には、杯身（1060・1063

～ 1065・1067）や平瓶（1075 ～ 1077）が比較的まとまって認められるが、多くは破損、欠損しており、

原位置をとどめていないものと考えられる。

　石室中央部では、杯蓋（1045 ～ 1049）と杯身（1051・1054 ～ 1056・1059・1061）の他、小型壺

（1073）や平瓶（1074）が東側壁の限られた範囲にまとめたように置かれており、対になる杯蓋と杯身

が複数認められる（1049・1051他）。開口部では、ほぼ完形となる杯身（1053）や平瓶（1078）、台付壺

（1080）が認められたが、破損した状態で出土していることなどから、これらは原位置をとどめていな

いものと考えられる。しかし、最終埋葬時に石室内の整理が行われ、それ以前の副葬品の大半が石室外

へと掻き出されたとすれば、礫床部および石室中央部を含めた石室内の遺物は、後世の攪乱や天井石の

崩落等、人為的あるいは自然的な要因によって、破損、散乱しているものの、最終埋葬時のものと推定

される。

（ １ ）石室内出土土器（巻首図版16　図版219・228・229　写真図版335 ～ 337）

① 杯蓋（1044 ～ 1050）

　1044はつまみが欠損しているが、1045 ～ 1049とあわせ、天井部の中心に円錐状のつまみが付けられた

蓋である。口径7.3㎝～8.4㎝、器高3.15㎝～3.95㎝で、天井部の ２ / ３ 程度を回転ヘラケズリで調整され、

そののちつまみを貼り付けるための回転ナデが施されている。内面も1044を除き、回転ナデののち中央

部をナデており、比較的丁寧につくられている。また、1050は口径13.8㎝、器高1.8㎝で、天井部の １ / ３

程度を回転ヘラケズリののちナデによる調整が施されているが、扁平なつまみが付けられた痕跡は認め

られない。

② 杯身（1051 ～ 1070）
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　１号墳同様、蓋に比べて出土量が多く、蓋受けの立ち上がりのあるもの（1068 ～ 1070）と椀状を呈

するもの（1051 ～ 1067）に分けられる。このうち、1069・1070は底部の一部が残存するのみであるが、

口径11.8㎝、器高4.1㎝の1068とほぼ同じ大きさの杯身であったと考えられる。また、椀状を呈するもの

には、口径8.35㎝～ 9.6㎝、器高3.1㎝～ 3.9㎝で、やや深めの体部と尖底気味の底部をもつもの（1051 ～

1058）と口径10.6㎝～ 11.6㎝、器高3.65㎝～ 4.25㎝で、浅めの体部をもつもの（1059・1061 ～ 1065）が

あり、ともに底部の調整は回転ヘラ切りののちナデによる調整が施されている。この他、口縁部が外反

気味に立ち上がるもの（1060・1067）と内傾するもの（1068）があり、底部は回転ヘラ切りののちナデ

による調整が施されているが、前者の調整は底部から体部にかけての広い範囲におよんでいる。

③ 高杯（1071）

　脚部および杯部の一部が残存するのみであるが、長脚の脚部中央は ２ 条の沈線で区切られている。

④ 台付椀（1072）

　体部が垂直に立ち上がる筒状の椀部に低平な台部が付けられている。椀部底部には回転ヘラケズリに

よる調整と台部との貼り付けによるナデが施されている。内面の底部および外面の一部に濃緑色の自然

釉が付着している。

⑤ 小型壺（1073）

　丸みを帯びた体部から口縁部へは外反しながら開いている。底部は回転ヘラケズリで調整され、内面

の口縁部および外面過半部の肩部は淡緑色の自然釉が付着している。

⑥ 平瓶（1074 ～ 1078）

　肩が張ったやや扁平な体部の片側から口頸部が「Ｖ」字状に直線的に開くもの（1074・1075・1077）

とほぼ垂直に立ち上がるもの（1076）があり、底部の調整は回転ヘラケズリが施されているが、1074は

ヘラケズリののち丁寧にナデ付けられている。また、1078は直立する口頸部の接合部が内面に押された

ため、体部の形状は若干歪であるが、平坦な底部から緩やかに丸みをもって立ち上がった球状の体部を

呈していたものと考えられる。底部から肩部にかけて平行タタキののちカキ目による調整が施され、口

頸部には回転ナデの痕跡がみられる。

⑦ 提瓶（1079）

　口頸部から体部の一部は欠損しているが、体部の凸面側はカキ目調整が施され、平面側は回転ヘラ切

りののちナデによる調整が施されている。深緑色の自然釉に覆われた外面には土器片が付着している。

⑧ 台付壺（1080）

　口頸部が大きく傾いているが、器高25㎝を超え、肩の張った算盤形の体部に低平な台部が付けられて

いる。体部下方は平行タタキののちヘラケズリされ、体部上方から肩部にかけては回転ナデによる調整

が施されている。肩部に １ 条、頸部中央に ２ 条の沈線を巡らせている。

（ ２ ）墓道出土土器（図版229）

⑨ 高杯（1081）

　杯部の一部が残存するが、焼成不良のため、内外面とも灰黄褐色あるいは橙色を呈している。底部の

１ / ３ 程度に回転ヘラケズリの調整が施され、体部に １ 条の沈線を巡らせている。

⑩ 横瓶（1082）

　口縁部および体部の一部のみが残存するが、1025・1041同様、均整のとれた俵形を呈していたと考え
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られる。外面は平行タタキののちカキ目による調整が施され、内面には同心円のあて具痕が認められ

る。

（ ３ ）土坑出土土器（図版229）

⑪ 杯蓋（1083）

　口縁部を含む小破片であるが、口径12.3㎝（復元）、器高4.0㎝で、天井部の １ / ３ 程度を回転ヘラケズ

リで調整し、天井部と口縁部の境は不明瞭である。

（ ４ ）墳丘裾部出土土器（図版229・230　写真図版337）

⑫ 高杯（1084）

　杯部の一部のみが残存するが、口径10.4㎝（復元）で、底部からほぼ垂直に立ち上がる椀状を呈して

いる。底部の調整は回転ヘラケズリで調整され、脚部との貼り付けによるナデも認められる。

⑬ 杯蓋（1085）

　口縁部を含む小破片であるが、口径16.0㎝、器高2.55㎝（いずれも復元）で、天井部の広い範囲を回転

ヘラケズリによる調整が施されている。扁平なつまみの有無については不明である。

⑭ 小型壺（1086）

　やや肩の張った算盤形の体部から口縁部へは短く垂直に立ちがっている。底部は回転ヘラケズリのの

ちナデによる調整が施されている。

⑮ 横瓶（1087）

　口頸部の一部のみが残存しており、内湾気味に立ち上がる形状と口径11.85㎝（復元）の大きさなどか

ら、横瓶と考えられる。表面は磨滅しているが、ヨコナデの痕跡が認められる。

⑯ 提瓶（1088）

　頸部および体部の一部が残存するが、体部には平行タタキののち回転ナデによる調整が施され、肩部

に鈎状の把手が貼り付けられている。

⑰ 平瓶（1089）

　丸みを帯びた体部の一部が残存しており、その形状と体部に施されたカキ目による調整などから平瓶

と考えられる。

⑱ 壺（1090）

　丸みを帯びた体部の一部が残存しており、その形状と体部下方に施された回転ヘラ切りののちナデに

よる調整などから壺と考えられる。

⑲ 甕（1091・1092）

　1091は口縁部および体部の一部が残存し、外面には平行タタキ、内面には同心円のあて具痕が認めら

れる器高約30㎝の大型の甕である。短く外反する口縁部は端部に面をつくっている。また、1092は墳丘

裾部を中心に一部、石室内からも出土した器高50㎝を超える大型の甕である。体部上方で肩が張り、広

い頸部から口縁部へは外反し、端部は外方に肥厚させている。外面には平行タタキののちカキ目による

調整が施され、内面には同心円のあて具痕が残っている。

（ ５ ）墳丘出土石製品（図版230　写真図版337）
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⑳ 石製品（Ｓ112・Ｓ113）

　Ｓ112は墳丘の南東裾から出土した凹基式のサヌカイト製石鏃であり、Ｓ113は墳丘の東に広がる平坦

地から出土した使用痕のある剥片である。

（ ６ ）石室内出土鉄製品（図版219・230　写真図版338）

㉑ 鉄鏃（Ｍ107 ～Ｍ115）

　Ｍ107・Ｍ108は鏃身の形状が方頭形を呈している。先端が直線的なバチ状のＭ107は頸部に木質と弦

巻痕が残存し、先端が緩い曲線を描くＭ108は完存し、全長11.42㎝（うち鏃身長6.7㎝）、幅2.85㎝、厚さ

0.4㎝を測る。鏃身が圭頭形を呈するＭ109 ～Ｍ113は、茎部のみが残存するＭ114・Ｍ115を含め、長頸

鏃に分類され、完存するＭ111は全長16.0㎝を測るが、先端は大きく反り返っている。Ｍ109・Ｍ110・

Ｍ112は茎尻が欠損するが、現存長14.6㎝～17.5㎝を測り、頸部の棘状関以下に弦巻痕が残存し、一部に

漆の付着が認められる。また、Ｍ115の棘状関以下にも木質と弦巻痕が残っている。

（ ７ ）石室内出土銅製品（巻首図版15　図版219・230）

㉒ 耳環（Ｍ116・Ｍ117）

　玄室の礫床部の中央付近から太身の耳環が ２ 点出土している。Ｍ116は長さ2.50㎝、幅2.85㎝、厚さ

0.65㎝を測り、銅芯金張技法で製作されている。残存状況は非常に良好で、鍍金の剥がれはまったくみ

られない。Ｍ117は長さ2.40㎝、幅2.70㎝、厚さ0.80㎝を測り、銅芯金貼技法で製作され、一部鍍金の剥

がれがみられるが、残存状況は比較的良好である。

小 結

　ずえが谷西２号墳から出土した須恵器は、田辺編年のTK209型式からTK217型式までのものを含ん

でいることから、古墳は ６ 世紀末ごろに築造されたと考えられ、以後、 ７ 世紀前半まで追葬が行われて

いたものと推定される。

第 ３節　ずえが谷西３号墳

墳 丘

　（図版209・222　写真図版327）

　ずえが谷西３号墳は、 ３ 基の古墳の最も北、２号墳の北西から北方向に掘り込まれた溝を隔て、北東

へと緩やかに傾斜していく斜面上に築造されている。当初は、２号墳の約20ｍ東に墳丘と考えられる高

まりが確認されており（№219地点）、調査を進めていったが、古墳ではないことが判明したため、２号

墳の約 ７ ｍ北の地点で発見された小石室を埋葬施設とする古墳を新たに ３ 号墳とした。

　古墳は、調査前からその存在は認められておらず、墳丘についても流失あるいは後世の削平によって

完全に失われた状態であった。しかし、一部に石材が露出し、幅0.6ｍ～ 1.1ｍ、延長約5.5ｍを測る三日

月状の周溝が巡っていたことから、直径約 ３ ｍの円墳であったと考えられる。また、盛土は完全に失わ

れていたが、墳丘は高さ0.5ｍ～１ｍ程度の低いものであったと推定される。
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埋葬施設

　（図版222　写真図版327・328）

　ずえが谷西３号墳は、主軸をＮ48°Ｅとする小石室を埋葬施設としている。残存する周溝が描く円の

ほぼ中央、標高209.4ｍの地点に、長さ1.0ｍ、幅0.7ｍを測る小石室が構築されているが、北東部につい

ては一部、削平されている可能性が考えられる。墳丘と同様、蓋石は失われており、奥壁および側壁に

ついても基底石のみが残存した状態で、 ２ 段目以上の状況は不明である。奥壁の基底石は、高さ約0.3

ｍ、幅約0.7ｍを測る石材を約0.1ｍ埋め込んで横方向に据えられており、床面には0.1ｍ～ 0.3ｍの板石状

の礫が敷き詰められていた。

出土遺物

　石室内中央部の東側壁寄りから刀子が １ 点出土している。

（ １ ）石室内出土鉄製品（図版230　写真図版338）

① 刀子（Ｍ118）

　鋒がわずかに欠損するが、現存長11.15㎝（うち刀身長7.0㎝）、幅1.1㎝、厚さ0.25㎝を測る。目釘穴は

確認されないが、柄元から茎部は木質に覆われている。

小 結

　ずえが谷西３号墳からは土器が出土していないため、３号墳の時期についての特定は困難であるが、

２号墳の背後に築造されていることなどから、２号墳に続く ７ 世紀前半ごろに築造された終末期の古墳

である可能性が高いと考えられる。
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第11章　灰高古墳群の調査

第 １節　灰高１号墳

墳　丘

　（図版231 ～ 233・237　写真図版339 ～ 341・349・353）

　三釈迦山北麓西方の篠山川にむけて派生する複数の尾根上には、東からずえ奥、灰高、吉ヶ谷の ３ つ

の古墳群が分布しており、これらは順に ５ 基、 ９ 基、 ３ 基の古墳から構成されている。このうち、灰高

古墳群については、後述する灰高遺跡を取り囲むように「Ｕ」字状の範囲に点在しており、古墳群北東

のなかば独立した丘陵上に築造された ２ 基の横穴式石室墳（１号墳・２号墳）と １ 基の木棺直葬墓（９

号墳）のあわせて ３ 基の調査を実施した。 ３ 基の古墳からは、東の眼下にずえが谷遺跡Ｂ地区およびず

えが谷西古墳群を、西の眼下に灰高遺跡を見下ろすことができ、丘陵最高所の標高約226ｍの地点に１

号墳が、北端の標高約221ｍの地点に２号墳が、そのあいだの標高約221ｍの地点に９号墳がそれぞれ立

地している。

　灰高１号墳は、 ３ 基の古墳のうち、最も南に位置し、調査前から墳丘の盛り上がりが明瞭に確認され

る状態であった。墳頂部には、 ２ 石の石室石材（天井石）が露出しており、墳丘南側の裾部にも石室石

材が転落していたことから、南方向に開口すると推定される石室の痕跡も確認されていた。

　古墳は、墳丘の西側が地山を削りだして成形されているのに対し、東側は西側で削りだされた残土を

盛り上げることによって造成が行われている。比較的明瞭に確認された墳丘裾部の状況から、東西（石

室直交）方向13.5ｍ、南北（石室軸）方向15.4ｍを測る円墳であるが、石室開口部の前面および墳丘の

南西裾部の ２ 基の土坑（SK01・SK02）が確認された範囲を含めると南北方向は17.8ｍを測っている。

墳頂部は標高226.6ｍ、墳丘裾部の最も低い地点は標高224.2ｍであったため、現存する高さは2.4ｍを測

るが、西側では約 １ ｍ低い、高さ1.5ｍとなっている。また、石室の天井石は露出していたことから、

墳丘の最上部は削平あるいは流失したものと考えられ、古墳築造時には高さ約 ３ ｍを測っていたものと

推定される。

　墳丘の造成は、石室の構築段階にあわせて順次、厚さ0.1ｍ～ 0.3ｍの単位で積み上げられており、そ

れらの段階（第 １ 次墳丘）とその後の墳丘の成形のために積み上げられた盛土の単位（第 ２ 次墳丘）に

大別される。前者は、地山を削った粘性の強い土によって堅緻に積み上げられ、後者は前者の土だけで

なく、旧表土を削った土を加え、比較的細かな単位で盛られている。

埋葬施設

　（巻首図版17　図版234・235・237　写真図版343 ～ 352・354）

　灰高１号墳は、主軸をＮ20°Ｗとし、南東方向に開口する横穴式石室を埋葬施設としている。石室は

全長8.8ｍの両袖であり、玄室長3.7ｍ、奥壁部の幅1.9ｍ、中央部では幅1.8ｍ、玄門部では幅1.1ｍを測

り、玄室の面積は約7.0㎡である。また、羨道は長さ5.1ｍ、幅は中央部で0.8ｍ～ 1.5ｍ、開口部で1.7ｍ

を測っている。

　玄室は、奥壁側の ２ 石の天井石が取り去られており、これにともない奥壁および側壁上方部の石材の

多くが石室内に転落し、奥壁および東側壁の一部は内側に大きく傾いた状態であった。しかし、その他
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の側壁は比較的良好な状態で検出され、残存する高さは最も高いところで1.4ｍを測り、天井石は玄門

部から奥壁側の玄室のみに ４ 石が架構されていたものと考えられる。玄室の奥壁および側壁の最下部の

基底石は、高さ0.2ｍ～ 0.4ｍを測る石材が約0.1ｍ埋め込んで横方向に据えられており、その後、奥壁は

比較的小型の石材をやや粗雑に積み上げて構築されている。東西両側壁についても、一部大型の石材が

みられるものの、小型の石材が粗雑に積み上げられ、明確な段目地をもって構築されていない状態であ

る。また、奥壁および東西両側壁とも、基底石から0.5ｍ～ 0.6ｍはほぼ垂直に立ち上がっているが、そ

れ以上では、後世の歪みによる可能性も否定できないが、上段の石材を持ち送り、天井部へと積み上げ

ているように思われる。

　羨道は、石材によって構築されておらず、墳丘を掘り窪めて玄門とつながっており、玄門部から開口

部にむけて緩やかに下降している。袖石は、東側では大型の石材を立てた状態で、西側では約0.5ｍ四

方の石材を約0.1ｍ埋め込んで、それぞれ据えられており、さらに、玄室と羨道の境界には、両者を区

切るように幅約0.9ｍを測る閾石が置かれている。また、閉塞石と考えられる小型の石材が閾石の上部

に数石残されており、石室開口部および羨道上層から出土した石材も、閉塞石の一部であったと考えら

れる。

その他の遺構

　（図版233　写真図版342）

　墳丘の南西裾部、石室開口部に近接する緩斜面地において土坑 ２ 基（SK01・SK02）が、墳丘裾部か

ら約 ５ ｍ北東の地点でも土坑 １ 基（SK03）がそれぞれ確認されている。

　SK01は、長辺2.1ｍ、短辺1.4ｍのやや歪な五角形を呈し、墳丘裾部に掘り込まれているため、約0.3ｍ

の深さで南に傾斜した状態で検出されている。

　SK02は、SK01の北西に隣接して検出され、長辺1.4ｍ、短辺0.6ｍの楕円形を呈している。約0.2ｍと浅

い掘り込みであり、遺物は出土しなかった。

　SK03は、長辺2.9ｍ、短辺1.3ｍを測る長方形を呈し、約0.1ｍと浅い掘り込みであったが、多量の炭と

ともに多くの土器が出土している。

出土遺物

　（巻首図版17・18　図版233・236・247 ～ 251　写真図版345 ～ 348・381 ～ 386）

　遺物は、石室内（玄室・羨道）および石室開口部に近い墳丘裾部、さらに、 ２ 基の土坑（SK01・

SK03）から出土している。石室内から出土した遺物は、須恵器・土師器などの土器の他、鉄刀・鍔・

刀子・鉄鏃・鉄斧・鋤先・両頭金具などの鉄製品、銅芯銀張の耳環などであり、墳丘裾部および ２ 基の

土坑（SK01・SK03）からも多くの須恵器が出土している。

　石室内の遺物は、玄室の奥壁側および中央部、玄門部の ３ つに大別され、多くが床面から浮いたよう

な状態で出土している。これらを詳細にみてみると、奥壁側では、全面的に遺物が散乱しているが、ほ

ぼ完形となる杯蓋（1097・1098）や杯身（1102）、土師器の杯（1107）などが認められる。また、鍍銀

の痕跡がわずかに残っている銅製の耳環 ３ 点（Ｍ135・Ｍ137・Ｍ138）や刀子（Ｍ122）の他、東側壁際

には、それぞれが不規則な方向を向いた鉄鏃（Ｍ123 ～Ｍ129・Ｍ131）がまとまって出土しており、一

部に木質が残っているものも認められる。中央部の遺物の出土状況は希薄であるが、完形の杯身
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（1100）・蓋（1110・1112）の他、切っ先が奥壁方向をむいた鉄刀（Ｍ119）や中央が穿孔した鍔と考え

られる鉄製品（Ｍ121）が認められる。また、玄門部では、東側壁に偏って出土しており、完形の杯蓋

（1108・1109）や杯身（1115）、平瓶（1118）、重量120ｇを測る鉄斧（Ｍ132）が認められる反面、木質

あるいは布の痕跡が残っている鉄刀（Ｍ120）や鉄鏃（Ｍ130）、鋤先（Ｍ133）などは大きく欠損してい

る。

　墳丘裾部および ２ 基の土坑（SK01・SK03）の遺物は、いずれも須恵器の杯蓋（1122・1132・1139

他）・杯身（1124・1135・1141他）が大半を占め、壺や甕、𤭯、提瓶なども認められるが、最終埋葬時

に石室内から掻き出されたものが墳丘裾部に散乱、あるいは土坑に意図的に埋置されたものと考えられ

る。このため、石室内の遺物については、その多くは原位置をとどめていないと考えられるが、後世の

攪乱や奥壁および側壁の転落等、人為的あるいは自然的な要因によって、破損、散乱しているものの、

最終埋葬時のものと推定される。

（ １）石室内出土土器（巻首図版17　図版247　写真図版381・382）

① 杯蓋（1093 ～ 1098・1108 ～ 1112）

　1093は口径11.4㎝、器高3.7㎝で、口縁部はほぼ垂直に垂下し、口縁端部には内側に傾く面がみられ

る。天井部の １ / ３ 程度は回転ヘラケズリで調整され、天井部と口縁部の境には明瞭な段が付けられて

いる。1094・1096 ～ 1098は口径12.2㎝～ 14.2㎝、器高3.55㎝～ 4.2㎝で、口径15.9㎝、器高4.55㎝を測る

1095よりひとまわり小さいが、いずれも天井部の １ / ３ 程度に回転ヘラ切りののちナデによる調整が施

されている。また、1108 ～ 1112は天井部の中心に宝珠状のつまみが付けられた蓋であり、天井頂部が笠

形のもの（1108・1109・1111）と扁平なもの（1110・1112）に分けられ、1108・1109の内面のかえりは

下方に長く延びている。天井部の比較的広い範囲は回転ヘラケズリののち、つまみを貼り付けるための

回転ナデが施されている。

② 杯身（1099 ～ 1107・1113 ～ 1115）

　蓋受けの立ち上がりのあるもの（1099 ～ 1104）および底部が丸みをもった椀状を呈するもの（1105

～ 1107）、底部が扁平な椀状を呈するもの（1113 ～ 1115）に分けられ、このうち、1107は唯一の土師器

であるが、表面の磨滅が著しく詳細な調整については不明である。1099 ～ 1104のうち、蓋受けの立ち

上がりが約1.5㎝と長い1099・1100は底部から口縁部へは緩やかな曲線を描いているが、蓋受けの立ち

上がりが1㎝に満たない1102 ～ 1104は底部から直線的に立ち上がる形状を呈している。いずれも底部は

回転ヘラ切りののちナデによる調整が施されている。1105・1106の底部は回転ヘラケズリののちナデに

よって調整されており、内面には同心円の置き台の痕跡が残っている。また、1113 ～ 1115は口径9.3㎝

～ 10.0㎝、器高3.2㎝～ 3.6㎝で、扁平な底部から口縁部へは外反ぎみに直線的に立ち上がる形状を呈

し、底部全面をヘラ切りののちナデによる調整が施されている。

③ 高杯（1116・1117）

　1116の杯身は扁平な底部からほぼ垂直に立ち上がり、体部には ２ 段に突出する稜を巡らせている。脚

部は中央を ２ 条の沈線で区切って、上下 ２ 段に長方形透かしを ２ 方向に穿っている。1117は杯身に低平

で漏斗状に広く外反する脚部が付き、脚部には５方向に円孔が穿たれている。

④ 平瓶（1118）

　均整のとれた丸みのある体部の片側から口頸部は筒状に開き、底部から体部下方および口頸部の一部
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は濃緑色の自然釉が付着している。底部のカキ目、体部上方の回転ナデののちカキ目による調整は比較

的明瞭に残り、肩部には円形浮文がひとつ装飾されている。

（ ２）墓道出土土器（巻首図版17　図版247　写真図版383）

⑤ 杯蓋（1119）

　天井部の中心に環状のつまみが付けられた蓋であり、丸みをもつ天井部から口縁部の広い範囲が回転

ヘラ切りののち回転ナデによる調整が施されている。

⑥ 壺（1120）

　頸部から口縁部は欠損しているが、底部からやや肩の張った体部までは回転ヘラケズリののちカキ目

による調整が施され、肩部から上方はカキ目ののち回転ナデによって調整されている。

⑦ 甕（1121）

　墓道を中心に石室内あるいは石室開口部の東際までの広い範囲から出土した器高約30㎝の中型の甕で

ある。体部は球形を呈し、広い頸部から口縁部へは外反ぎみに高く開き、端部を丸く収めている。外面

は平行タタキののちカキ目による調整が施され、内面には同心円のあて具痕が残っている。

（ ３）墳丘裾部出土土器（巻首図版17　図版248　写真図版383）

⑧ 杯蓋（1122・1123）

　1122は口縁部を含む小破片であるが、口径15.7㎝（復元）で、天井部と口縁部の境には明瞭な段が付

けられている。1123は口径13.4㎝、器高4.05㎝で、天井部の広い範囲が回転ヘラケズリによる調整が施

されているが、天井部と口縁部の境は不明瞭である。

⑨ 杯身（1124）

　口径12.1㎝、器高3.5㎝で、扁平な底部から緩やかに低く立ち上がる形状を呈し、底部は回転ヘラケズ

リによる調整が施されている。

⑩ 椀（1125）

　口径10.4㎝、器高5.2㎝とやや背高な形状を呈し、体部下方に １ 条の沈線が巡り、それを境に底部はケ

ズリ、口縁部は回転ナデによる調整が施されている。

⑪ 短頸壺（1126・1127）

　1126・1127とも球形で肩の張った体部から口縁部へは短く内傾して立ち上がっている。いずれも底部

は回転ヘラケズリで調整され、体部から肩部にかけてはカキ目による調整が施されている。

⑫ 壺（1128・1130）

　1128・1130ともに球形でやや肩の張った体部から口縁部へは広く外反ぎみに開く形状を呈している。

1128の底部は手持ちのヘラケズリおよびナデによって調整され、肩部は灰被りのため詳細は不明である

が、体部とともにカキ目による調整が施されていたと考えられる。1130は器高約27㎝で、底部にタタ

キ、肩部にタタキののちカキ目による調整が施され、口頸部には波状文の装飾と ２ 条の沈線が巡ってい

る。内面底部には同心円のあて具痕およびナデ、ユビオサエの痕跡が残り、肩部にも同心円のあて具痕

がわずかに確認される。

⑬ 甕（1129・1131）

　1129は口縁部を含む一部が残存するのみであるが、外面には平行タタキののちカキ目による調整が、
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内面には同心円のあて具痕が認められる。1131は底部の大半が欠損するが、器高45㎝を超える大型の甕

である。体部は球形を呈し、広い頸部から口縁部へは外反ぎみに立ち上がり、端部を丸く収めるととも

にやや上方に引き上げている。外面は平行タタキののちカキ目による調整が施され、内面には同心円の

あて具痕が残っている。

（ ４）SK01出土土器（巻首図版17　図版248　写真図版384）

⑭ 杯蓋（1132 ～ 1134）

　1132 ～ 1134は口径14.75㎝～ 15.3㎝、器高4.25㎝～ 4.9㎝で、いずれも天井部の １ / ３ 程度を回転ヘラケ

ズリで調整しているが、天井部と口縁部の境に明瞭な段が付けられたもの（1132・1133）と境が不明瞭

なもの（1134）に分けられる。

⑮ 杯身（1135 ～ 1138）

　1135 ～ 1138は口径11.9㎝～ 13.25㎝、器高4.0㎝～ 4.8㎝で、底部から口縁部へと緩やかに立ち上がるも

の（1135・1136）とやや直線的に低く立ち上がるもの（1137・1138）に分けられる。前者は蓋受けの立

ち上がりが約1.5㎝であるのに対し、後者は １ ㎝に満たないが、底部の調整は、回転ヘラケズリするも

の（1135 ～ 1137）と回転ヘラ切りののちナデを施すもの（1138）が混在している。

（ ５）SK03出土土器（巻首図版17　図版249　写真図版384・385）

⑯ 杯蓋（1139・1140）

　天井部が広く扁平で口縁部へ垂下する形状を呈する1139は口径14.45㎝、器高4.4㎝で、内面に同心円

の置き台痕が残り、天井部は回転ヘラケズリで調整されている。1140は口径12.9㎝、器高3.9㎝で、内面

にユビオサエの痕跡が残り、天井部と口縁部を除く広い範囲で回転ヘラケズリによる調整が施されてい

る。

⑰ 杯身（1141 ～ 1143）

　1141は口径12.85㎝、器高4.3㎝で、底部から口縁部へは緩やかな曲線を描き、蓋受けはほぼ垂直に立

ち上がり1.2㎝を測る。1142・1143は底部から口縁部へは外反ぎみに直線的に立ち上がる形状を呈してい

るが、蓋受けの立ち上がりは前者が １ ㎝に満たず内傾しているのに対し、後者は1141と類似している。

底部の調整についても、1141・1143が回転ヘラケズリに対し、1142は回転ヘラ切りののち粗いナデが施

されている。

⑱ 高杯（1144・1145）

　1144・1145ともに杯身に低平な脚部を付けた有蓋高杯であり、脚部は漏斗状に広く外反し、透かしは

みられない。1144は杯部内面および脚部内面の剥離が著しいが、杯部外面には脚部との接合の痕跡が明

瞭に残っている。1145の杯部は底部から口縁部への立ち上がりと蓋受けの立ち上がりとも、1144に比べ

極めて低いが、いずれも杯部底部には脚部との貼り付けによるナデが施されている。

⑲ 小型壺（1146）

　丸みを帯びた球形の体部から口縁部へと至る形状を呈し、底部の広い範囲は回転ヘラ切りののちナデ

による調整が施されているが、著しく破損しているため、脚部が付けられていた可能性も考えられる。

⑳ 壺（1147）

　底部は欠損しているが、やや肩の張った体部から口縁部へは外反しながら開いている。底部は手持ち
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によるヘラケズリが施され、肩部には １ 条の沈線が巡っている。

㉑ 台付鉢（1148）

　台部は欠損しているが、扁平な底部から丸みをもってほぼ垂直に立ち上がる体部の一部が残存してい

る。底部に ２ 条の沈線が巡り、そのあいだを列点文状に装飾し、肩部にも ２ 条の沈線が巡っている。

㉒ 𤭯（1149）

　やや肩の張った球形の体部から口頸部が外方に開いたのち、受け部が内湾ぎみに立ち上がる形状を呈

しており、口径が体部径を上まわっている。受け部の基部および肩部にそれぞれ １ 条の沈線が巡り、沈

線の下方、体部のほぼ中央に円孔が穿たれている。底部から体部にかけて回転ヘラケズリによる調整が

施されている。

㉓ 提瓶（1150）

　口頸部が欠損し、体部外面の一部も著しく磨滅しているが、体部の凸面側は丁寧にナデつけられ、平

面側は回転ヘラケズリののちナデによる調整が施されている。肩部両側には円形浮文による把手が貼り

付けられている。

㉔ 横瓶（1151）

　口縁部あるいは体部の一部が欠損するが、均整のとれた俵形の体部から口縁部へは直線的に開いてい

る。底部から体部にかけての広い範囲は平行タタキののちカキ目による調整が施され、内面には同心円

のあて具痕が認められる。

（ ６）石室内出土鉄製品（図版250・251　写真図版385・386）

㉕ 鉄刀（Ｍ119・Ｍ120）

　Ｍ119は身幅3.8㎝、厚さ0.9㎝で、刀身の基部が欠損しており、現存長56.7㎝を測る。欠損部の刀身中

央に直径0.2㎝の円孔が穿たれた痕跡が認められ、目釘孔とも考えられるが、茎部に位置しておらず、

検討が必要と思われる。また、木質およびそれを覆う布の痕跡が残っているＭ120は身幅2.55㎝、厚さ

1.15㎝で、現存長約30㎝を測る。

㉖ 鍔（Ｍ121）

　約半部が欠損しているが、倒卵形を呈し、長径約2.5㎝、短径約1.8㎝の柄木を挿入する楕円形孔が穿

たれていることから、鍔と考えられる。長径約7.5㎝、短径約5.5㎝（いずれも復元）、厚さ0.4㎝を測る

が、中央孔周囲の透かし孔や象嵌などは確認されなかった。

㉗ 刀子（Ｍ122）

　鋒および刀身基部が欠損し、現存長6.4㎝であるが、刀子と考えられる。

㉘ 鉄鏃（Ｍ123 ～Ｍ131）

　大型の鏃身に短い頸部が接続するＭ123 ～Ｍ126は鏃身の形状によって、柳葉形（Ｍ123・Ｍ124）お

よび五角形（Ｍ125）、長三角形（Ｍ126）に分けられる。Ｍ123・Ｍ124ともに鏃身あるいは逆刺が欠損

するが、Ｍ123は茎部が完存し、全長10.15㎝（うち鏃身長6.45㎝）、幅2.75㎝、厚さ0.5㎝で、茎部に木質

の痕跡が残っている。また、長頸鏃に分類されるＭ127 ～Ｍ131は圭頭形の鏃身部が残存するもの（Ｍ

127・Ｍ128）と頸部関部の形状が棘状関を呈するもの（Ｍ129 ～Ｍ131）に分けられ、このうち、Ｍ129

の棘状関以下には木質が残っている。

㉙ 鉄斧（Ｍ132）
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　肩部に段がなく全体の形状が台形状を呈する袋状鉄斧である。全長10.3㎝、幅4.2㎝で、袋部の断面は

楕円形を呈し、木質は確認されなかった。

㉚ 鋤先（Ｍ133）

　過半部が欠損しているが、残存する形状と「Ｖ」字形の断面から「Ｕ」字形の鋤先と考えられる。

㉛ 両頭金具（Ｍ134）

　中空の管状の木質が両端部を丸くした約3.5㎝の鉄製の芯金を覆っており、その大きさや形状などか

ら、弓の付属具である両頭金具と考えられる。

（ ７）石室内および墓道出土銅製品（巻首図版18　図版251）

㉜ 耳環（Ｍ135 ～Ｍ138）

　石室内（Ｍ135・Ｍ137・Ｍ138）および墓道（Ｍ136）から太身の耳環が ４ 点出土している。いずれも

銅芯銀張技法で製作されており、Ｍ135・Ｍ136は長さ2.5㎝～2.6㎝、幅2.75㎝～2.85㎝、Ｍ137・Ｍ138は

長さ3.0㎝、幅3.3㎝を測るため、それぞれが一対になるものと考えられる。また、Ｍ135・Ｍ137は鍍銀

の剥がれが比較的少なく、残存状況は良好であるが、Ｍ136・Ｍ138は大半が剥離し、鍍銀の痕跡はわず

かに残るのみである。

小　結

　灰高１号墳から出土した須恵器は、田辺編年のMT15型式からTK217型式までのものを含んでいる

が、羨道は墳丘を掘り窪め、玄室と羨道の境に閾石が置かれているなどの石室構造をもっていることか

ら、横穴式石室の導入期の特徴を比較的とどめているものと考えられる。このため、古墳の築造は、 ６

世紀初頭にまで遡るものと考えられ、以後、 ７ 世紀前半まで追葬が行われていたと推定される。これ

は、丹波地域において横穴式石室が出現した初期のものであり、篠山市内では最古級の石室と考えられ

る。なお、１号墳の石室については、丹波並木道中央公園内に移築復元が可能なように、すべての石材

に番号を付し、解体作業を行った。

第 ２節　灰高２号墳

墳　丘

　（図版231・238・239・243　写真図版339 ～ 341・355・356・358・361・367・371）

　灰高２号墳は、 ３ 基の古墳の最も北、古墳群北端の丘陵先端部に築造されており、１号墳同様、調査

前から墳丘の盛り上がりが明瞭に確認される状態であった。墳頂部には、 ２ 石の石室石材（天井石）が

露出しており、墳丘南側および南西斜面にも転落した石室石材が複数散乱していたことから、南方向に

開口すると推定される石室の痕跡も確認されていた。

　古墳は、墳丘周囲の地山を削りだして整形し、削りだされた残土を盛り上げることによって造成が行

われている。比較的明瞭に確認される墳丘裾部の状況から、東西（石室直交）方向12.4ｍ、南北（石室

軸）方向13.9ｍを測る円墳であるが、墳頂部は標高221.1ｍ、墳丘裾部の最も低い地点は標高219.0ｍで

あったため、現存する高さは2.1ｍを測っている。しかし、石室の天井石のうち、奥壁側の １ 石および

羨道部の １ 石は原位置をとどめていると考えられるが、石材は露出しており、墳丘の最上部は削平ある
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いは流失したものと考えられ、古墳築造時は高さ2.5ｍを超えていたものと推定される。

　墳丘の造成は、石室の構築段階にあわせて順次、厚さ0.1ｍ～ 0.4ｍの単位で積み上げられており、そ

れらの段階（第 １ 次墳丘）とその後の墳丘の成形のために積み上げられた盛土の単位（第 ２ 次墳丘）に

大別される。両者とも比較的粘性の強い礫を含んだ土によって積み上げられているが、前者は細かい単

位で堅緻に積み上げられているのに対し、後者は墳丘北側の断ち割り土層断面図（図版239）では、底

径約1.5ｍ、高さ約0.5ｍの円錐状に土を盛り上げ、石室背後との隙間を埋めるようにして成形している

状況が確認され、全体的に粗い単位で粗雑に盛られている。

埋葬施設

　（巻首図版19　図版240・241・243　写真図版359・360・367 ～ 370・372）

　灰高 ２ 号墳は、主軸をＮ ８ °Ｅとし、南方向に開口する横穴式石室を埋葬施設としている。石室は全

長5.0ｍの右片袖であり、玄室長3.0ｍ、奥壁部の幅1.5ｍ、中央部では幅1.6ｍ、玄門部では幅1.5ｍを測

り、玄室の面積は約4.5㎡である。また、羨道は長さ2.0ｍ、幅は中央部で0.7ｍ、開口部で0.9ｍを測り、

羨道南端より墳丘の南裾部までは、長さ3.3ｍ、幅0.8ｍ～ 1.2ｍに掘り窪めた墓道が延びている。このた

め、石室の奥壁から墓道先端部までは8.8ｍを測っている。

　玄室は、奥壁側の １ 石の天井石は原位置をとどめていたが、非常に不安定な状態であったため、破損

していたその他の天井石や石室内に落下していた奥壁および側壁上方部の石材とともに、石室の調査に

先立ち、これらの撤去を行った。また、西側壁で ７ 石～ ８ 石の石材が抜け落ち、一部が内側に傾いた

状態であったが、全体的に残存状況は良好であり、高さは最も高いところで1.7ｍを測っている。玄室

の奥壁および側壁の最下部の基底石は、幅0.4ｍ～ 0.7ｍ、高さ約0.4ｍを測る大型の石材が横方向に据え

られており、その後、奥壁は石材をほぼ水平に繰り返し積み上げられている。但し、 ２ 段目以上で石材

の大きさによって高低差が生じたところでは、中型あるいは小型の石材で高さが調整されており、縦方

向でも奥壁を ３ 分割する並びを意識した、明確な縦目地が確認される。側壁については、東側壁が ２ 段

目以降、大型から小型の石材をやや粗雑に積み重ねて構築されているのに対し、西側壁では抜け落ちた

石材があるものの、大きさを揃えた石材を横方向だけでなく、縦方向も意識し丁寧に積み上げられてい

る。奥壁および東西両側壁とも、基底石から上方へはほぼ垂直に立ち上がっているが、高さ約1.5ｍの奥

壁両角部の石材は、石室の主軸に対して約45°の角度で斜め方向に架構されており、いわゆる三角隅持

ち送り、となっている。また、玄室と羨道で原位置をとどめていた天井石の状況や墳丘裾部に散乱して

いた石材の大きさや個数などから、玄室だけでなく羨道の過半部まで天井石は架構されていたと考えら

れる。

　羨道は、開口部にむかって東側壁の石材をわずかに開き気味に配置しており、平面形は「ハ」の字形

を呈しているようにみられる。袖石には、高さ0.2ｍ、幅0.8ｍを測る扁平な石材が据えられているが、

玄室と羨道の境界を示す石材等はなく、袖石とむかい合う石材やその他の石材は、中型から小型の石材

が玄室同様、東側ではやや粗雑に、西側では比較的丁寧に積み上げられている。羨道の基底石は、玄室

の基底石より約0.1ｍ高い位置に据えられているが、床面については、玄室から羨道まではほぼ水平で

あり、墓道から開口部にむけてわずかに下降している。また、玄門を塞ぐようにして小型の石材が重な

るように数石残されており、羨道と墓道の境界付近および墓道から出土した石材も含めて、閉塞石の一

部であったと考えられる。
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その他の遺構

　（図版239　写真図版356・357）

　墳丘の南西裾部、墓道入り口に近接する地点において土坑 １ 基（SK01）が、墳丘裾部から約 ２ ｍ南

の地点でも土坑 １ 基（SK02）がそれぞれ確認されている。

　SK01は、長辺2.3ｍ、短辺1.7ｍを測る楕円形を呈し、墳丘裾部を「 」形に区画するように掘り下げ

られており、堆積土中から完形の杯蓋（1188・1196他）・杯身（1194）・短頸壺（1199）など多くの土器

とともに、碧玉製の管玉やガラス製の丸玉などの玉類が出土している。

　SK02は、長辺1.8ｍ、短辺0.9ｍを測る長方形を呈し、約0.1ｍと浅い掘り込みであったが、わずかに土

器が出土している（図化できず）。

出土遺物

　（巻首図版18・19　図版242・252 ～ 257　写真図版356・357・363 ～ 366・387 ～ 392）

　遺物は、石室内（玄室・羨道）および墓道、さらに、 ２ 基の土坑（SK01・SK02）や墳丘裾部一帯か

ら出土している。石室内から出土した遺物は、須恵器・土師器などの土器の他、鉄鏃・釘などの鉄製品

であり、墓道からも須恵器や刀子・鋤などの鉄製品、銅芯銀貼の耳環が出土している。また、墳丘裾部

および ２ 基の土坑（SK0１・SK0２）からは、須恵器や土師器（図化できず）だけでなく、碧玉製管玉、

ガラス製丸玉などの玉類も出土している。

　石室内の遺物は、玄室の奥壁側および玄門側、墓道との境界を含む羨道部、墓道の ４ つに分けられ、

一部で床面から浮いたような状態のものもみられるが、大半は床面の直上から出土している。これらを

詳細にみてみると、玄室の奥壁側は、全面的に遺物が散乱しているが、東側壁の角部でほぼ完形となる

長頸壺（1168）や平瓶（1174）などとともに、長辺が約0.4ｍを測る石材が数石認められる。これらの

石材は、側壁の一部が転落したものと考えられ、杯身（1155他）や提瓶（1171他）などの土器の他、そ

れぞれが不規則な方向をむいた鉄鏃（Ｍ141・Ｍ148他）などの破損が著しいものについては、後世の攪

乱等による人為的な要因も想定されるが、石材の転落によって破損、散乱した可能性が高いと考えられ

る。玄室の玄門側では、完形の杯蓋（1152・1153）や杯身（1157・1160）、提瓶（1172）の他、多くの

須恵器は比較的残存状況が良好であったが、まとまって出土した鉄鏃（Ｍ139・Ｍ140・Ｍ142 ～Ｍ144）

については、すべてが著しく破損している状態であった。また、墓道との境界を含む羨道部の遺物の出

土状況は希薄であるが、墓道では、完形の杯身（1178・1179）の他、鉄鏃（Ｍ147）や刀子（Ｍ150他）、

鋤（Ｍ153）、鍍銀の痕跡が残る銅製の耳環（Ｍ155）などが散乱した状態で出土している。

　墳丘裾部および ２ 基の土坑（SK0１・SK0２）から出土した大量の遺物は、いずれも須恵器の杯蓋

（1186・1209他）・杯身（1193・1197他）が大半を占め、短頸壺や壺、甕、高杯、𤭯、横瓶なども認めら

れる。このうち、石室開口部および ２ 基の土坑の遺物については、最終埋葬時に石室内から掻き出され

たものが散乱、あるいは土坑に意図的に埋置されたものと考えられるが、墳丘の東西裾部および北裾部

から出土した遺物は、石室内から掻き出された可能性も想定されるが、墳頂部等から転落したものと考

えられる。このため、石室内の遺物については、その多くは原位置をとどめていないと考えられるが、

後世の攪乱や側壁の転落等、人為的あるいは自然的な要因によって、破損、散乱しているものの、最終

埋葬時のものと推定される。
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（ １）石室内出土土器（巻首図版19　図版252・253　写真図版387 ～ 389）

① 杯蓋（1152・1153）

　1152・1153は口径14.65㎝～14.9㎝、器高3.85㎝～5.0㎝で、いずれも内面中央部にあて具痕が残り、天

井部の広い範囲は回転ヘラケズリののちナデによる調整が施されている。また、天井部と口縁部の境は

不明瞭であり、1152の天井部には「一」の字状のヘラ記号が刻まれている。

② 杯身（1154 ～ 1163）

　蓋に比べて出土量が多く、蓋受けの立ち上がりのあるもの（1154）および椀状を呈するもの（1155

～ 1163）に分けられ、後者はさらに、底部から緩やかに立ち上がり、口縁部が段をもってほぼ垂直に

立ち上がるもの（1155 ～ 1159・1161・1162）と底部から口縁部へほぼ垂直に立ち上がるもの（1160・

1163）に分類される。1154は口径12.6㎝、器高4.3㎝で、蓋受けの立ち上がりは短く内傾し、底部は回転

ヘラケズリののちナデによる調整が施されている。1155～1159・1161・1162は口径10.25㎝～11.1㎝、器

高3.4㎝～ 4.45㎝で、1162を除き焼成は不良で灰白色を呈している。底部の調整は1161がヘラ切りのみで

あるのに対し、その他のものは回転ヘラ切りののちナデによる調整が施されている。また、1160・1163

は口径8.35㎝～ 9.35㎝、口径3.55㎝～ 3.8㎝とひとまわり小さいが、1160は1155 ～ 1159などと同様、底部

は回転ヘラ切りののちナデによる調整が施され、ヘラ切りののちナデ付けられている1163とは異なって

いる。

③ 台付椀（1164）

　体部が垂直に立ち上がる筒状の椀部に低平な台部が付けられている。椀部は著しく歪んでいるが、底

部には回転ヘラケズリによる調整と台部との貼り付けによるナデが施されている。椀部中央に ２ 条、台

部中央に １ 条の沈線がそれぞれ巡っている。

④ 高杯（1165 ～ 1167・1175）

　1165の杯身は扁平な底部からほぼ垂直に立ち上がり、口縁部は外反ぎみに開いている。体部下方に数

条の沈線を巡らせ、長脚の脚部中央は ２ 条の沈線で区切られている。1166は椀状の杯身に低平な脚部を

付けた無蓋高杯であり、脚部は漏斗状に広く外反し、端部は上方に引き上げられている。また、1175は

脚柱部のみが残存する土師器の高杯であり、表面の剥離が著しいが、脚部に縦方向のヘラミガキが認め

られる。

⑤ 長頸壺（1168・1169）

　1168は肩の張った扁平な体部から口頸部は長く外方向に直線的に延びており、体部上方は沈線が巡

り、そのあいだを波状文で装飾されている。底部はナデによる調整と長年の使用によって平滑である。

1169は底部が扁平でやや肩部が張った球形を呈し、口頸部へは長く外反ぎみに立ち上がっている。底部

はヘラケズリのち不定方向のナデが施され、体部下方にも横方向のヘラケズリが認められる。

⑥ 壺（1170）

　口縁部および体部の一部が残存しており、やや球形で肩の張った体部から口縁部へは短く外反ぎみに

立ち上がり、口縁部に段がみられる。体部上方に粘土の継ぎ目が認められ、下方は斜め方向のヘラケズ

リによる調整が施されている。

⑦ 提瓶（1171 ～ 1173）

　1171・1172はともに体部凸面側は同心円のカキ目調整が施され、平面側は回転ヘラケズリされてい

る。肩部両側の把手も円形浮文が貼り付けられているが、1171の口頸部は直線的に開いた頸部の沈線を
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境に内湾ぎみに立ち上がり、1172は直線的に長く開いている。また、1173は口頸部が直線的に開き、中

央に ２ 条の沈線が巡っている。肩部両側の把手は幅約0.5㎝、長さ2㎝に満たない簡略化されたもので、

体部凸面側は回転ナデののちナデ付けられ、平面側は回転ヘラケズリののちナデ調整が施されている。

⑧ 平瓶（1174）

　均整のとれた丸みのある体部の片側から口頸部は筒状に開き、底部は回転ヘラケズリ、体部下方から

口頸部にかけては回転ナデによる調整が施されている。

（ ２）墓道出土土器（巻首図版19　図版253　写真図版389）

⑨ 杯身（1176 ～ 1180）

　1176 ～ 1178・1180は口径10.4㎝～ 10.75㎝、器高3.95㎝～ 4.4㎝で、底部から緩やかに立ち上がり、口

縁部は段をもってほぼ垂直に立ち上がっている。底部の調整は回転ヘラケズリされたもの（1176・

1180）と回転ヘラ切りののちナデによる調整が施されたもの（1177・1178）に分けられ、1180の内面に

は「一」の字状のヘラ記号が刻まれている。また、1179は口径9.3㎝、器高3.6㎝とひとまわり小さく、

口縁部の立ち上がりは低く、端部は丸く収められている。

⑩ 壺（1181・1182）

　1181は肩部から頸部の一部、1182は体部下方から底部が残存しており、いずれも壺（1181は長頸壺

か）と考えられる。前者は肩部に沈線が巡り、後者の底部は回転ヘラケズリののち粗くナデ付けられ、

体部は回転ナデののちカキ目による調整が施されている。

⑪ 提瓶（1183）

　口頸部から体部の一部は欠損しているが、体部の凸面側は回転ナデののち渦巻状カキ目および格子タ

タキによる調整が施され、平面側は回転ヘラケズリされている。

（ ３）SK01出土土器（巻首図版19　図版254　写真図版389 ～ 391）

⑫ 杯蓋（1184 ～ 1190）

　1184 ～ 1188は口径13.8㎝～ 15.1㎝、器高4.25㎝～ 4.9㎝で、口縁端部には内側に傾く段がみられる。天

井部の １ / ３ 程度はヘラケズリで調整され、天井部と口縁部の境には明瞭な段が付けられている。1189・

1190は口径15.05㎝～15.2㎝、器高4.35㎝～5.0㎝とほぼ同寸であり、天井部の調整も同様であるが、天井

部と口縁部の境は不明瞭である。

⑬ 杯身（1191 ～ 1197）

　1191 ～ 1197はすべて蓋受けの立ち上がりをもつものであるが、立ち上がりの長さが約1.5㎝と長いも

の（1191 ～ 1195）と １ ㎝に満たないもの（1196・1197）に分けられ、前者は底部から口縁部へは緩や

かに立ち上がる形状を呈し、後者は尖底ぎみの底部から口縁部へは直線的に立ち上がっている。いずれ

も底部の調整は回転ヘラケズリによる調整が施されている。

⑭ 短頸壺（1198 ～ 1200）

　1198は球形の体部から口縁部へは短く外反ぎみに開く形状を呈し、口縁端部は丸く収められている。

底部は回転ヘラケズリによって調整され、体部にはタタキおよびカキ目の痕跡がわずかに認められる。

口縁端部が欠損した1200は肩の張った体部から口縁部へは外反ぎみに立ち上がる形状を呈しており、底

部は回転ヘラケズリ、体部は回転ナデによる調整が施されている。また、1199は扁平な算盤形状の体部
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から口縁部へは短くほぼ垂直に立ち上がり、底部は回転ヘラケズリ、体部はカキ目による調整が施され

ている。

⑮ 甕（1201・1202）

　SK0１を中心に、一部墳丘裾部からも出土した器高約45㎝（1201）と60㎝を超える（1202）大型の甕

である。1201は口頸部中央を ２ 条の沈線で区切り、その上下を波状文で装飾し、外面には平行タタキ、

内面には同心円のあて具痕が残っている。1202は肩部および体部の一部が欠損しているが、口頸部は ６

段の波状文で装飾され、外面には格子タタキ、内面には同心円のあて具痕が比較的明瞭に残っている。

また、いずれも肩部と頸部の境に貼り付けナデが認められる。

（ ４）墳丘裾部出土土器（巻首図版19　図版255・256　写真図版391）

⑯ 杯蓋（1203 ～ 1211・1224）

　1203 ～ 1211は墳丘の北西および南西裾部から出土しており、口径13.6㎝～ 14.9㎝、器高3.85㎝～ 5.0㎝

で、天井部と口縁部の境に明瞭な段が付けられたもの（1203 ～ 1208）と境が不明瞭なもの（1209 ～

1211）に分けられ、前者の口縁端部は内側に傾く段をもち、後者は丸く収められている。天井部の調整

はいずれも １ / ３ 程度がヘラケズリで調整され、1204・1205の天井部にはそれぞれ「Ｌ」・「一」字状のヘ

ラ記号が刻まれている。また、1224は天井部の中心に環状のつまみが付けられた蓋であるが、口縁部が

欠損しており、全体の形状は不明である。

⑰ 杯身（1212 ～ 1223）

　1212 ～ 1217・1219・1223は墳丘の南西裾部、1218・1220 ～ 1222は墳丘の南東裾部からそれぞれ出土

しており、蓋受けの立ち上がりのあるもの（1212 ～ 1222）と椀状を呈するもの（1223）に分けられる。

前者は口径13.1㎝～ 15.35㎝、器高3.75㎝～ 4.8㎝で、1212 ～ 1214・1216・1217・1219は蓋受けの立ち上

がりが約1.5㎝と長く、1215・1218・1220 ～ 1222は蓋受けの立ち上がりが １ ㎝に満たないが、いずれも

底部は回転ヘラケズリによる調整が施されており、1218の底部には「×」の字状のヘラ記号が刻まれて

いる。また、1223は口径10.0㎝、器高3.2㎝と小さく、扁平な底部から口縁部へはほぼ垂直に立ち上がる

形状を呈し、底部は回転ヘラ切りののちナデによって調整されている。

⑱ 高杯（1225 ～ 1229）

　墳丘の北西および南西裾部から出土しており、1227は杯部中央に突出する稜を巡らせ、比較的低平な

脚部には ３ 方向に円孔が穿たれている。1225・1226・1228・1229は杯部あるいは脚部がわずかに残存す

るのみであり、1225は低平な脚部に長方形透かしが ３ 方向に穿たれている。1226・1229は長脚と考えら

れるが、 ３ 方向に穿たれた長方形透かしが ２ 段におよんでいるかは不明である。

⑲ 壺（1230・1234・1235）

　1230は墳丘の南東裾部から出土し、口頸部の一部のみが残存している。口径10.6㎝で、口頸部は外反

ぎみに立ち上がり、口縁部は横方向に引き出されるとともに蓋受けの立ち上がりのように内傾する形状

を呈している。1234は墳丘の南西裾部から出土し、肩が張った算盤形の体部から口縁部へは短く垂直に

立ち上がっている。底部から体部下方は回転ヘラケズリののちカキ目による調整が施されている。ま

た、1235は墳丘の南西裾部から出土し、球形でやや肩の張った体部から口縁部へは広く外反ぎみに開く

形状を呈している。底部はヘラケズリののちヘラナデによって調整され、内面にはユビオサエの痕跡が

わずかに残されている。
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⑳ 小型壺（1232・1233）

　1232・1233ともに墳丘の南西裾部から出土し、肩の張った算盤形の体部から口縁部へは短く垂直に立

ち上がっている。1233は口縁部から体部の一部のみが残存し、1232は底部から体部にかけての広い範囲

で回転ヘラケズリされ、そののち底部の一部は板状工具によるナデが施されている。

㉑ 𤭯（1231）

　墳丘の南東裾部から出土し、口縁端部は欠損しているが、球形でやや肩の張った体部から口頸部は外

反ぎみに開く形状を呈している。口径がわずかに体部径を上まわり、口頸部の広い範囲が波状文で装飾

され、体部は上方を ２ 条の沈線とそのあいだを波状文が巡り、波状文と沈線を切って円孔が穿たれてい

る。

㉒ 甕（1236・1237）

　1236は墳丘の南西裾部から出土し、口頸部から肩部の一部が残存するのみである。口径13.5㎝で、口

縁部に段が付き、端部は内側に丸く収められている。1237は墳丘の南東裾部から出土し、口縁部から肩

部を図化しているが、同一個体と考えられる接合不可の破片も多数確認されている。口径24.8㎝で、器

高45㎝を超える大型の甕であったと考えられる。

㉓ 横瓶（1238・1239）

　1238は墳丘の南西裾部から出土し、楕円形の体部から口縁部へは外反ぎみに立ち上がり、端部は丸く

収められている。底部から肩部にかけて、縦および横方向の平行タタキによる調整が施されており、内

面には同心円のあて具痕が明瞭に認められる。1239は墳丘の南東裾部から出土し、口縁部は欠損する

が、体部から底部の約半部が残存している。均整のとれた俵形の体部外面には、縦方向のカキ目と横方

向のタタキによる調整が施されており、内面には同心円のあて具痕が明瞭に残っている。

（ ５）石室内出土鉄製品（図版257　写真図版392）

㉔ 鉄鏃（Ｍ139 ～Ｍ147）

　大型の鏃身に短い頸部が接続するＭ139 ～Ｍ143はいずれも過半部が欠損しているが、残存している

形状から、すべて柳葉形と考えられる。また、長頸鏃に分類されるＭ144 ～Ｍ147はいずれも茎部のみ

が残存しており、Ｍ145・Ｍ147の頸部関部の形状は台形関、Ｍ146は棘状関を呈している。Ｍ145・Ｍ

147の関以下には木質が残っている。

㉕ 釘（Ｍ148・Ｍ149）

　Ｍ148・Ｍ149ともに玄室中央の奥壁側から出土し、断面の形状が方形状を呈していることから、釘と

考えられる。

（ ６）墓道出土鉄製品（図版257　写真図版392）

㉖ 刀子（Ｍ150 ～Ｍ152）

　Ｍ150は鋒および茎部の大半が欠損するが、現存長9.05㎝（うち刀身長7.6㎝）、幅1.55㎝、厚さ0.45㎝

を測る。Ｍ151・Ｍ152はともに残存長約3.5㎝であるが、断面の形状などから刀子と考えられる。

㉗ 鋤先（Ｍ153・Ｍ154）

　153 ･ 154ともに過半部が欠損しているが、残存する形状と「Ｖ」字形の断面から「Ｕ」字形の鋤先と

考えられる。
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（ ７）墓道出土銅製品（巻首図版19　図版257）

㉘ 耳環（Ｍ155）

　墓道中央の東側壁際から太身の耳環が １ 点出土している。長さ2.4㎝、幅2.45㎝、厚さ0.55㎝を測り、

銅芯銀張技法で製作されている。鍍銀の痕跡はわずかに残るのみである。

（ ８）墓道出土玉類（巻首図版19　図版242・257）

㉙ 管玉（J157 ～ J159）

　J157 ～ J159はいずれも完存する碧玉製の管玉である。長さ26.5㎜～ 30.0㎜、幅9.5㎜～ 11.5㎜、重さ4.1

ｇ～ 7.3ｇで、深緑色を呈している。石材を円柱形に加工し、片側から穿孔、貫通させており、孔径は

1.0㎜～ 3.5㎜を測る。

（ ９）SK01出土玉類（巻首図版19　図版239・257）

㉚ 管玉（J160 ～ J163）

　J160 ～ J163も完存する碧玉製の管玉である。長さ28.0㎜～ 32.0㎜、幅9.0㎜～ 11.5㎜、重さ4.6ｇ～ 8.6ｇ

で、J161は緑色、その他は深緑色を呈している。石材を円柱形に加工し、片側から穿孔、貫通させてお

り、孔径は1.0㎜～ 4.0㎜を測る。

㉛ 丸玉（J164・J165）

　J164・J165は直径8.5㎜～ 9.0㎜の球形の天地を平坦に成形したガラス製の丸玉である。いずれも重さ

0.6ｇで、J164はコバルトブルー、J165は藍色を呈している。

㉜ 小玉（J166 ～ J168）

　J166 ～ J168は長さ3.0㎜～ 4.5㎜、幅4.5㎜～ 6.5㎜の小玉である。J166はガラス製で青色を呈し、重さ0.3

ｇ、J167・J168は滑石製で灰白色を呈し、重さ0.1ｇを測る。

小　結

　灰高２号墳から出土した須恵器は、灰高１号墳と同様、田辺編年のMT15型式からTK217型式までの

ものを含んでいるが、開口部は墳丘を掘り窪めているものの、石材を用いて構築された羨道をもつなど

の石室構造であることから、灰高１号墳よりも新しい特徴を備えていると考えられる。このため、古墳

の築造は、１号墳に若干遅れる ６ 世紀前半ごろであったと考えられ、以後、 ７ 世紀前半まで追葬が行わ

れていたものと推定される。また、２号墳の石室についても、１号墳同様、丹波並木道中央公園内に移

築復元が可能なように、すべての石材に番号を付し、解体作業を行った。

第 ３節　灰高９号墳

墳　丘

　（図版231・244　写真図版339 ～ 341・373・380）

　灰高９号墳は、１号墳があるピークから北に下がった尾根上に位置している。調査前は緩やかな平坦

面であり、古墳の存在が明確に認識できた。確認調査により須恵器が出土し、古墳であることが確実と

なったため、新たに９号墳と命名して本発掘調査を実施した。
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　墳丘は尾根の南側を削り、その土を北側に盛って構築されている。規模は東西14ｍ、南北13ｍ、高さ

２ ｍほどである。北から北東にかけては地山を削って円形の輪郭が整形されているが、それ以外の墳裾

は不明瞭である。北東側から見た時の高さを意識して造成されたものであろう。墳頂平坦面は東西7.5

ｍ、南北6.4ｍの半円形であり、緩やかに南向きに傾斜している。

埋葬施設

　（図版244・245　写真図版373 ～ 379）

　墳頂平坦面上に主軸を尾根と直交方向に向けた ２ 基の木棺が並列して直葬される。中央を第 １ 主体

部、北側を第 ２ 主体部とする。

　第 １ 主体部は、墳頂平坦面のほぼ中央に位置する。墓壙は東西4.6ｍ、南北2.1ｍ～ 2,3ｍの長方形であ

り、西側よりも東側の方がやや幅が広い。この中に長さ3.3ｍ、幅0.9ｍの箱形木棺が納められる。木棺

は腐朽して残存していないが、小口部分に詰められた粘土に「Ｈ」形に組み合わされた木棺の痕跡が残

る。この小口部分では、木棺と墓壙壁の隙間にまず須恵器杯や鉄鏃などの副葬品を並べ置き、その上か

ら墓壙壁側を中心に土を入れた後、さらに扁平な角礫を ２ 段に積み、上から粘土を詰め込んでいる。棺

内には副葬品は少なく、西側から鉄鏃が出土している。

　第 ２ 主体部は、その配置から第 １ 主体部よりも後に埋葬されたものと判断できる。東西3.8ｍ、南北

1.1ｍの細長い墓壙に、長さ3.3ｍ、幅0.5ｍの木棺が納められる。木棺は腐朽して残存していない。墓壙

の南端から須恵器が出土している。位置から墓壙内ではなく、墳丘上に置かれていたものである可能性

が高い。

出土遺物

　（巻首図版18　図版245・258　写真図版375 ～ 378・393 ～ 394）

（ １）第 １主体部出土土器（図版258　写真図版393）

　1240 ～ 1248は第 １ 主体部から出土した須恵器である。いずれも棺の小口部分に置かれていた。1241・

1242は西側、それ以外は東側木口から出土している。全て正位で置かれているが、蓋と身を組み合わせ

て置いていたのは1243、1246のみである。杯蓋（1240 ～ 1243・1248）は口径13.2cm ～ 14.6cmで、回転

ヘラケズリを天井部の １ / ３ 程度に施す。口縁部と天井部の境には明確な段がある。口縁端部は1241、

1243では段をなすが、他は丸くおさめられている。杯身（1244 ～ 1247）は口径10.25cm ～ 12.9cmで、

回転ヘラケズリを底部の １ / ３ 程度に施す。口縁部の立ち上がりは1246のように低いものと、1247のよう

に高いものがある。

（ ２）第 １主体部出土鉄製品（図版258　写真図版394）

　いずれも第 １ 主体部から出土した鉄鏃である。Ｍ160、Ｍ162、Ｍ163、Ｍ165が棺内東側から、他は東

側小口から出土している。Ｍ156は逆刺をもった長頸の三角形鏃である。茎尻を欠くが、全長14.5cmに

復元できる。Ｍ157は刃先が直線になる鑿頭形のものである。茎に木質が残る。Ｍ158 ～Ｍ162は長頸の

三角形鏃である。いずれも茎部を欠く。Ｍ163は圭頭鏃である。茎尻を欠く。表面には布が付着してい

る。Ｍ164、Ｍ165は長頸鏃であるが、先端部を欠く。いずれも茎は断面方形である。Ｍ165は表面に布

が付着する。
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（ ３）第 １主体部出土玉類（巻首図版18　図版258）

　J169は碧玉製の管玉で、片側穿孔である。

（ ４）第 ２主体部出土土器（図版258　写真図版393）

　1249・1250は第 ２ 主体部から出土した須恵器である。杯蓋（1249）は口径14.8cm、天井部の １ / ３ 程

度に回転ヘラケズリを施し、天井部と口縁部の境には明瞭な段がある。杯身（1250）は底部が歪んでい

る。口径13.25cm、口縁部の立ち上がりは高い。

（ ５）その他の出土遺物（図版258）

　1251は表土掘削中に出土した須恵器提瓶である。体部の大部分を欠く。

小　結

　灰高９号墳は、 ２ 基の埋葬施設をもつ木棺直葬墳である。出土土器は、いずれも田辺編年のTK10型

式のものであり、 ６ 世紀中頃の築造である。灰高１号墳・２号墳という ２ 基の横穴式石室墳に挟まれた

尾根上に立地しており、出土遺物や立地から見て築造順序は１号墳、２号墳の後である可能性が高い。
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第12章　灰高遺跡の調査

第 １節　灰高遺跡（Ａ地区）

遺 構

（ １ ）概 要

　灰高１・２・９号墳の所在する丘陵尾根から西側へ張り出す丘陵尾根上に位置する。調査区内は西側

に延びる丘陵尾根、尾根の北側に続く主尾根の西斜面、尾根の南側に尾根より １ 段低い南北40ｍ、幅15

ｍのテラス面が広がっている。調査区外のすぐ西側は深い谷地形となっている。遺構は尾根部では検出

されず、北部の斜面では竪穴住居跡 １ 棟が検出されたのみである。ほとんどの遺構は南部のテラス面で

集中して検出された。竪穴住居跡12棟はテラス面のほぼ全面で、切り合いをもって検出された。竪穴住

居群の東側ではテラス面を広げるかのようにして段状遺構 ４ 基が並び、その他、段状遺構 １ 基、土坑な

どが検出された。

（ ２ ）竪穴住居跡

SH01（図版261　写真図版398）

検 出状況　調査区の南端部に位置する。住居南東部は東斜面を削り込んで造っており、斜面の堆積土で

厚く埋没していた。

規 模・形態　平面形が長方形であるが、やや平行四辺形状にゆがんでいる。規模は東西方向5.0ｍ、南

北方向5.7ｍである。検出面からの深さは西部の平坦部で0.15ｍ～ 0.2ｍであるが、東の斜面部では0.4ｍ

である。

屋内施設　カマド・柱穴がある。周壁溝は検出されなかった。

カ マド　カマドは北壁中央に造りつけられている。袖は長さ0.80ｍ、高さ0.14ｍほど残存している。焚

口床面が被熱を受けている。

柱 穴　主柱穴は ４ 本と考えられ、掘方は円形あるいは楕円形である。掘方の径は0.3ｍ～ 0.2ｍ、床面か

らの深さは0.20ｍ～ 0.15ｍ、柱痕の径は0.3ｍである。

出 土遺物　カマドから土師器椀（1262）・甑（1265）、埋土から須恵器杯蓋（1252 ～ 1255）・杯身（1257

～ 1259）・有蓋高杯蓋（1256）・有蓋高杯（1260・1261）、土師器甕（1263・1264）が出土している。

SH02A（図版262　写真図版399）

検 出状況　調査区の南部に位置する。SH02Bを切っている。西北隅は調査区外である。住居内の堆積土

はやや少なく、調査前からややくぼんでいた。

規 模・形態　平面形が長方形である。規模は東西方向5.7ｍ、南北方向7.4ｍである。検出面からの深さ

は0.24ｍである。

屋内施設　カマド・柱穴がある。周壁溝は検出されなかった。

カ マド　カマドは北壁中央に造りつけられている。袖は長さ0.68ｍ、左袖は高さ0.07ｍほど残存してい

る。両袖の中央には支脚として径14㎝、高16㎝の石がすえられている。焚口床面が被熱を受けてい

る。右袖は崩れているが、先端部の基部が被熱を受けており、その南側にも径30㎝程度の被熱を受け

た部分が存在する。
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柱 穴　主柱穴は ４ 本と考えられ、掘方は円形あるいは楕円形である。掘方の径は0.35ｍ～ 0.25ｍ、床面

からの深さは0.25ｍ程度、柱痕の径は0.15ｍ前後である。

出 土遺物　埋土から須恵器杯身（1266）・壺（1267）が出土している。ただし、SH02Bの遺物が混入して

いる可能性がある。

SH02B（図版263　写真図版399）

検出状況　調査区の南部に位置する。南半部がSH02Aに、北端部中央がSH04に切られている。

規模・形態　平面形が長方形である。規模は東西方向6.1ｍである。

屋内施設　カマドがある。柱穴・周壁溝は検出されなかった。

カ マド　カマドは北壁中央に造りつけられている。袖は右側がわずかに残存しているにすぎない。高さ

0.07ｍほど残存している。袖の東側には被熱面が認められ、土師器の甑（1270）が出土している。

出 土遺物　カマド付近から土師器甑（1270）、床面から土師器椀（1268）、埋土から土師器甕（1269）が

出土している。

SH04（図版264　写真図版400・401）

検出状況　調査区の南部に位置する。SH02Bを切っている。SD02との切り合いはわからない。

規 模・形態　平面形が長方形である。規模は東西方向4.6ｍ、南北方向5.2ｍである。検出面からの深さ

は0.22ｍである。

屋 内施設　カマド・屋内土坑・柱穴がある。周壁溝は検出されなかった。北側主柱穴の中間付近には径

0.35ｍ程度の被熱面が認められる。

カ マド　カマドは北壁中央に造りつけられている。袖は長さ0.74ｍ、高さ0.16ｍほど残存している。両

袖の中央には支脚として径10㎝、高20㎝の石がすえられている。カマド内床面と袖内面が被熱を受け

ている。カマド内からは土師器甕片が出土している。

屋 内土坑　sk03は住居の西北隅で検出された。平面楕円形で、東西0.78ｍ、南北0.6ｍ、深さ0.24ｍであ

る。底面に炭が堆積していた。

柱 穴　主柱穴は ４ 本と考えられ、掘方は円形あるいは楕円形である。掘方の径は0.3ｍ～ 0.4ｍ、床面か

らの深さは0.3ｍ～ 0.4ｍ程度、柱痕の径は不明である。

出 土遺物　カマドから土師器甕（1278・1283）、床面から須恵器杯蓋（1271・1272）、土師器甕（1279

～ 1282）・椀（1285）、埋土から須恵器杯身（1273・1274）・𤭯（1276）・甕（1277）、土師器壺（1284）

が出土している。

SH05（図版265　写真図版402・403）

検出状況　調査区の南部に位置する。SH10・SH12を切っている。

規 模・形態　平面形が長方形である。規模は東西方向5.0ｍ、南北方向5.2ｍである。検出面からの深さ

は東側が斜面裾にあたるため0.30ｍとやや深く、平地部では0.17ｍである。

屋内施設　カマド・柱穴がある。周壁溝は検出されなかった。

カ マド　カマドは南壁中央に造りつけられている。袖は長さ0.52ｍ、高さ0.14ｍほど残存している。袖

内面は被熱を受けているが、底面は明瞭な被熱面は認められていない。カマドの前面では長さ26㎝～

14㎝の石が検出されており、焚口の構築材と考えられる。

柱 穴　主柱穴は ４ 本と考えられ、掘方は円形あるいは楕円形である。掘方の径は0.5ｍ～ 0.3ｍ、床面か

らの深さは0.3ｍ～ 0.35ｍ程度、柱痕の径は0.15ｍ～ 0.2ｍである。
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出 土遺物　p07から須恵器杯蓋（1286）、住居内南部の床面から須恵器杯身（1288 ～ 1291）・甕（1294）、

土師器甕（1295・1296）、埋土から須恵器杯蓋（1287）・有蓋高杯（1292）・壺（1293）・甕（1294）が

出土している。

SH06（図版266　写真図版404）

検 出状況　調査区の南部に位置する。南側に位置するSH07を切っている。埋土の中央は調査前からく

ぼんでいた。

規 模・形態　平面形がやや東側広く台形を呈している。規模は東西方向5.2ｍ、南北方向は東辺で5.0ｍ、

西辺で4.2ｍである。検出面からの深さは東側が斜面裾にあたるため0.30ｍである。

屋内施設　カマド・柱穴がある。周壁溝は検出されなかった。

カ マド　カマドは北壁中央に造りつけられている。袖は長さ0.58ｍ、高さ0.18ｍほど残存している。右

袖先端部が被熱を受けている。

柱 穴　主柱穴は ４ 本と考えられ、掘方は円形あるいは楕円形である。掘方の径は0.2ｍ～ 0.3ｍ、床面か

らの深さは0.25ｍ程度、柱痕の径は0.15ｍである。

出 土遺物　カマド内部から土師器甕（1299・1300）、埋土から須恵器杯蓋（1297）・甕（1298）が出土し

ている。

SH07（図版267　写真図版405）

検 出状況　調査区の南部に位置する。北側に位置するSH06に切られ、南側に位置するSH08Aを切って

いる。

規 模・形態　平面形は方形である。規模は東西方向5.1ｍで、北壁は明瞭に検出できなかったが、カマ

ドの位置からみて南北方向も5.0ｍ程度と考えられる。検出面からの深さは0.30ｍである。

屋内施設　カマド・柱穴がある。周壁溝は検出されなかった。

カ マド　カマドは西壁中央に造りつけられている。袖は長さ0.80ｍ、高さ0.13ｍほど残存している。袖

内面が被熱を受けている。

柱 穴　主柱穴は北側がSH06で切られているためはっきりしないが、４ 本と考えられる。掘方は円形であ

る。掘方の径は0.3ｍ、床面からの深さは0.25ｍ～ 0.35ｍ、柱痕の径は0.12ｍである。

出 土遺物　p01から須恵器杯蓋（1301・1303）、p07から須恵器杯身（1304）、埋土から須恵器杯蓋

（1302）、土師器甕（1305）が出土している。

SH08A（図版268　写真図版406）

検 出状況　調査区の南部に位置する。北側に位置するSH07に切られ、南側に位置するSH08Bを切って

いる。

規 模・形態　平面形は長方形と考えられる。規模は東西方向3.6ｍで、北壁は検出できなかったが、カ

マドの位置からみて南北方向は4.2ｍ程度と考えられる。検出面からの深さは0.20ｍである。

屋内施設　カマド・柱穴がある。周壁溝は検出されなかった。

カ マド　カマドは西壁中央に造りつけられている。袖は長さ0.85ｍ、高さ0.16ｍほど残存している。袖

内面の一部と焚口の一部が被熱を受けている。カマド内には支脚として径15㎝、高23㎝の石がすえら

れている。

柱 穴　主柱穴は ２ 本と考えられ、中央よりやや西側にかたよっている。掘方は楕円形である。掘方の径

は0.40ｍ～ 0.35ｍ、床面からの深さは0.43ｍ～ 0.30ｍ、柱痕の径は0.18ｍである。
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出土遺物　良好な遺物は出土していない。

SH08B（図版268　写真図版406）

検出状況　調査区の南部に位置する。西壁は調査区外で、北側に位置するSH08Aに切られている。

規 模・形態　西壁・北壁を十分検出していないためはっきりしないが、平面形は方形で、規模は一辺

4.8ｍ程度と考えられる。検出面からの深さは0.25ｍである。

屋 内施設　柱穴がある。周壁溝は検出されなかった。カマドが存在したとすれば、北壁か西壁と考えら

れる。

柱 穴　主柱穴は ４ 本と考えられるが、削平をうけている東北側の柱穴は検出されていない。掘方は円形

である。掘方の径は0.48ｍ～ 0.23ｍ、床面からの深さは0.40ｍ、柱痕の径は0.10ｍである。

出 土遺物　埋土から須恵器杯蓋（1306）・杯身（1307・1308）が出土している。SH08Aの遺物が混入し

ている可能性もある。

SH09（図版269　写真図版407）

検 出状況　調査区の南部に位置する。西辺は調査区である。南西隅に接するSD04と北西隅に接する

SD06との切り合いはわからない。

規 模・形態　平面形は方形と考えられる。規模は南北方向5.9ｍで、東西方向は5.4ｍ程度と推測される。

検出面からの深さは0.35ｍである。

屋内施設　カマド・屋内土坑・柱穴がある。周壁溝は検出されなかった。

カ マド　カマドは北壁中央のやや東寄りに造りつけられている。袖は長さ0.80ｍ、高さ0.12ｍほど残存

している。袖内面の一部と焚口が被熱を受けている。カマド内には支脚として径12㎝、高20㎝の石が

すえられている。

屋内土坑　sk07は南壁際中央に位置している。平面形は円形で、径は0.8ｍ、深さは0.22ｍである。

柱 穴　主柱穴は ４ 本と考えられるが、西北側の １ 基は調査区外である。掘方は円形である。掘方の径は

0.30ｍ、床面からの深さは0.40ｍ～ 0.50ｍ、柱痕の径は0.10ｍである。

出 土遺物　カマドから土師器甕（1314）、sk07から土師器鉢（1312）、埋土から須恵器杯蓋（1309）・高

杯（1310）、土師器甕（1311・1313）が出土している。

SH10（図版270　写真図版408）

検 出状況　調査区の南部に位置する。南部をSH05に切られ、SH12の北部を切る。主柱穴の配置から建

て替えがなされ南側へ拡張されたと考えられる。

規 模・形態　平面形は方形である。建て替え後の規模は南北方向5.5ｍで、東西方向は5.7ｍである。検

出面からの深さは0.3ｍである。建て替え前の規模は一辺4.5ｍ程度と推定される。

屋内施設　カマド・屋内土坑・柱穴がある。周壁溝は検出されなかった。

カ マド　カマドは北壁中央に造りつけられている。袖は長さ0.90ｍ、高さ0.15ｍほど残存している。袖

内面と焚口が被熱を受けている。

屋内土坑　sk19は南壁際中央に位置している。平面形は楕円形で、長径は1.4ｍ、深さは0.25ｍである。

柱 穴　主柱穴は柱間2.1ｍ×1.8ｍの ４ 本 １ 組と3.0ｍ×2.5ｍの ４ 本 １ 組が検出された。建て替え前のもの

と建て替え後のものと考えられる。掘方は円形である。掘方の径は0.40ｍ～ 0.25ｍ、床面からの深さ

は0.42ｍ～ 0.18ｍ、柱痕の径は0.20ｍ～ 0.10ｍである。

出 土遺物　カマドから土師器椀（1319・1320）、p02から土師器手づくね土器（1324）、p08から須恵器
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杯蓋（1315）、床面から管玉（J170）、埋土から須恵器杯蓋（1316）・無蓋高杯（1317）・高杯（1318）、

土師器椀（1321・1322）・手づくね土器（1323）が出土している。

SH11（図版271　写真図版409・410）

検出状況　調査区の北部に単独で位置する。

規 模・形態　平面形は方形と考えられる。建て替え後の規模は南北方向4.7ｍで、東西方向は4.4ｍであ

る。検出面からの深さは0.4ｍである。

屋内施設　カマド・屋内土坑・柱穴・周壁溝がある。

カ マド　カマドは南壁東隅に造りつけられている。袖は長さ1.25ｍ、高さ0.08ｍほど残存している。焚

口部の袖先端部には径20㎝、高さ20㎝の石が据えられている。焚口より0.4ｍ内側の中央には支脚と

して土師器高杯（1328）が逆さに据えられている。焚口は被熱を受けている。袖盛土内には須恵器杯

（1325）が埋め込まれていた。

屋 内土坑　sk11は西北隅に位置している。平面形は長方形で、長さ0.75ｍ、幅0.5ｍ、深さは0.2ｍであ

る。坑内からは須恵器杯（1326）、鉇（M166）が出土している。

柱穴　主柱穴は明瞭でない。床面で検出されたピットは深さ ５ ㎝程度で主柱穴とするには浅すぎる。

周 壁溝　南壁、東壁、西壁では検出されたが、北壁では検出されなかった。幅0.3ｍ、深さ0.15ｍであ

る。南壁周溝上では白色の長80㎝×幅40㎝の粘土塊が出土している。

出 土遺物　カマド支脚として土師器高杯（1328）、カマド内から土師器椀（1331）、カマド袖盛土内から

須恵器杯（1325）、sk11から須恵器杯（1326）、鉇（M166）床面かから須恵器甕（1327）、土師器甕

（1332）・鍋（1334）、白色粘土部から土師器椀（1330）、埋土から土師器鉢（1329）・甕（1333）が出土

している。

SH12（図版272　写真図版411）

検 出状況　調査区の南部で検出されている。SH05とSH10に切られている。床面の地山直上には明黄褐

色のシルト質土が薄く認められ、貼り床がなされていた可能性が考えられる。

規 模・形態　平面形は長方形である。規模は南北方向が4.0ｍであるが、南壁のやや内側で周壁溝を検

出していることから若干の拡張がなされたことが考えられる。東西方向は3.2ｍである。検出面から

の深さは0.23ｍである。

屋内施設　炉・屋内土坑・柱穴・周壁溝がある。

炉 　住居内中央に位置している。直径は0.54ｍ、深さは0.05ｍと浅い。埋土からは炭が少量出土してい

る。

屋 内土坑　東壁中央（sk02）と北東隅（sk18）に位置している。sk02は上面の平面が長方形で、長さ0.8ｍ、

幅0.4ｍである。床面からの深さは0.3ｍである。sk18は平面が不整円形で、直径0.3ｍである。床面か

らの深さは0.22ｍである。

柱 穴　主柱穴は ４ 本である。掘方は円形である。掘方の径は0.35ｍ～ 0.25ｍ、床面からの深さは0.3ｍで

ある。柱痕の径は不明であるが、柱穴の断面の形状からする杭状に細いものと考えられる。

周壁溝　おそらく全周していたものと考えられる。幅0.2ｍ、深さ0.05ｍである。

出土遺物　埋土から須恵器有蓋高杯蓋（1335）、土師器製塩土器（1336・1337）が出土している。
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（ ３ ）段状遺構

段状遺構１（図版273　写真図版412）

検出状況　調査区の南部の竪穴住居跡群の東側で、段状遺構のなかでは一番南側に位置する。

規 模・形態　東側の斜面を削り、幅 １ ｍ～ 0.5ｍの平坦面を作り出している。南北の規模は11ｍである。

平坦部は浅い溝状を呈している。北端部は独立してやや浅い土坑状を呈している。

付属施設　カマドが付属している。

カ マド　カマドは段状遺構の南端のすぐ南側に設けられている。袖はＵ字状に廻り、長さ0.6ｍ、高さ

0.4ｍほど残存している。カマド内には支脚として径10㎝、高12㎝の石がすえられている。カマド内

はほとんど被熱が認められないが、炭が検出されている。

出 土遺物　埋土から須恵器杯蓋（1338 ～ 1340）・杯身（1341 ～ 1344）・有蓋高杯蓋（1345）・有蓋高杯

（1346・1347・1350）・無蓋高杯（1351）・高杯（1348・1349）、土師器甕（1352）が出土している。

段状遺構２（図版274　写真図版413）

検 出状況　調査区の南部の竪穴住居跡群の東側で、段状遺構１の北側に位置し、段状遺構３の南側に接

している。

規 模・形態　東側の斜面を削り、幅2.2ｍ～ 1.8ｍの平坦面を作り出している。南北の規模は4.3ｍであ

る。平坦部の西端が溝状にくぼんでいる。

付属施設　平坦部北東隅に土坑が付属している。

土坑　平面形は不整形である。規模は南北方向1.9ｍ、東西方向1.7ｍ、深さ0.06ｍである。

出土遺物　埋土から土師器甕（1353）が出土している。

段状遺構３（図版274　写真図版414）

検 出状況　調査区の南部の竪穴住居跡群の東側で、段状遺構４の南側に位置し、段状遺構２の北側に接

している。

規 模・形態　東側の斜面を削り、幅1.3ｍ～ 0.5ｍの平坦面を作り出している。南北の規模は6.8ｍであ

る。

出 土遺物　床面から須恵器有蓋高杯（1356）・蓋（1357）、埋土から須恵器杯蓋（1354）・杯身（1355）が

出土している。

段状遺構４（図版273　写真図版414）

検出状況　調査区の南部の竪穴住居跡群の東側で、段状遺構３の北側に位置する。

規 模・形態　東側の斜面を削り、幅 １ ｍ以下の平坦面を作り出している。南北の規模は6.9ｍである。

平坦部は浅い溝状を呈している。

付属施設　中央前面に土坑（sk04）が付属している。

土坑　sk04の平面形は長方形である。規模は南北方向2.6ｍ、東西方向1.7ｍ、深さ0.2ｍである。

出土遺物　sk04から須恵器杯身（1359）、埋土から須恵器杯蓋（1358）が出土している。

段状遺構５（図版274　写真図版414）

検出状況　調査区の南部の竪穴住居跡群の東側で、段状遺構４の東側の一段高い部分に位置している。

規模・形態　東側の斜面を削り、幅2.7ｍの平坦面を作り出している。南北の規模は7.8ｍである。

出土遺物　埋土から須恵器𤭯（1360）・有蓋高杯（1361）が出土している。
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（ ４ ）土坑

SK01（図版274）

検出状況　調査区の南部の段状遺構３の東側の斜面に位置している。

規 模・形態　平面形は楕円形である。規模は南北方向1.5ｍ、東西方向1.2ｍである。深さは斜面の高い

側からすると0.45ｍであるが、低い側ではほとんど高さがない。

出土遺物　良好な遺物は出土していない。

SK08（図版274）

検出状況　調査区の南部のSH08A内に位置しているが、SH08Aを切っている。

規 模・形態　平面形は楕円形である。規模は南北方向0.35ｍ、東西方向3.2ｍである。深さは0.28ｍであ

る。

出土遺物　埋土から須恵器杯身（1362）が出土している。

SK16（図版274）

検出状況　調査区の南部のSH08Bの東側、SH05の西側に位置している。

規 模・形態　平面形は楕円形である。規模は南北方向0.55ｍ、東西方向0.65ｍである。深さは0.12ｍで

ある。

出土遺物　良好な遺物は出土していない。

（ ５ ）溝

SD01（図版273）

検 出状況　調査区の南部のSH04の東側、段状遺構１の西側に位置している。北端部はSH05と接してい

るが、切り合い関係はわからない。中央付近では長80㎝の平たい石がかぶせられていた。

規 模・形態　南部では等高線に平行に近いが、北部で西側に彎曲している。長さは ９ ｍ、幅は0.6ｍ、

深さは0.16ｍである。SH04の東側の排水を目的とした溝と考えられる。

出土遺物　良好な遺物は出土していない。

SD02（図版275）

検 出状況　調査区の南部のSH04と位置的に重複し、北端部はSH08Bに接続しているが、切り合い関係

はわからない。

規 模・形態　SH02を避けるように西側へ彎曲している。長さは10ｍ、幅は0.7ｍ～ 0.4ｍ、深さは0.20ｍ

である。SH02の東側の排水を目的とした溝と考えられる。

出土遺物　良好な遺物は出土していない。

SD04（図版275）

検 出状況　調査区の南部のSH06の東側に位置し、北端はSH09に接続しているが、切り合い関係はわか

らない。

規 模・形態　テラス面のわずかに谷状にくぼんだ底の部分で、直線的に流れている。長さは7.6ｍ、幅

は0.4ｍ、深さは0.1ｍである。SH06の東側のくぼんだ部分の排水を目的とした溝と考えられる。

出土遺物　良好な遺物は出土していない。

SD05（図版275）

検 出状況　調査区の南部のSH09の東側に位置し、北端はSD06に接続しているが、切り合いはわからな
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い。

規 模・形態　SH09を避けるように西側へ彎曲している。長さは7.5ｍ、幅は0.4ｍ、深さは0.16ｍである。

SH09の東側の排水を目的とした溝と考えられる。

出土遺物　良好な遺物は出土していない。

SD06（図版275）

検 出状況　調査区の南部のSH09の北側に位置し、北端は調査区外である。南端はSH09に接続し、北部

ではSD05と接続しているが、切り合い関係はわからない。

規 模・形態　SH09の東北隅から深く切り込んで流れている。長さは0.4ｍ～ 1.4ｍ、幅は0.4ｍ、深さは0.5ｍ

である。SH09内の排水を目的とした溝と考えられる。

出土遺物　良好な遺物は出土していない。

出土遺物

（ １ ）土器（図版277 ～ 281　写真図版415 ～ 425）

SH01出土土器（1252 ～ 1265　／図版277　写真図版415）

　須恵器杯蓋（1252 ～ 1255）は稜が鋭いもの（1252・1254）とにぶいもの（1253・1255）が認められ

る。須恵器杯身（1257 ～ 1259）は口縁端部に面をもたないもの（1259）が含まれている。須恵器有蓋

高杯（1260・1261）は短脚 １ 段 ３ 方透かしである。土師器甑（1265）は中央に棒状の桟を渡す ２ 孔式の

ものである。

SH02A出土土器（1266・1267　／図版277　写真図版416）

　SH02Bの遺物が混入している可能性がある。須恵器壺（1267）は胴部に波状文が施されているが、上

下を回転ヘラケズリにより消されている。

SH02B出土土器（1268 ～ 1270　／図版277　写真図版416）

　土師器甑（1270）は牛角状の把手をもっている。

SH04出土土器（1271 ～ 1285　／図版277・278　写真図版416・417）

　須恵器杯蓋（1271・1272）の稜は鋭いが、突出はしていない。須恵器杯身には底部にヘラ記号が入れ

られたもの（1275）がある。須恵器𤭯（1276）は頸部と胴部に波状文が施されている。土師器甕（1278

～ 1283）は頸部に厚みをもち、口縁部が短く外反するものが多い。胴部は短くやや下膨れ気味である。

土師器椀（1285）は底部が平底で、外面に粘土紐の接合痕を残している。

SH05出土土器（1286 ～ 1296　／図版278　写真図版418）

　須恵器杯蓋（1286・1287）は稜と口縁部に端面をもたない。須恵器杯身（1288 ～ 1291）は口縁部に

端面をもたない。1288は底部がヘラ切りである。須恵器有蓋高杯（1292）は ３ 方透かしである。土師器

甕（1295・1296）は口縁部が外反し、胴部が長胴である。

SH06出土土器（1297 ～ 1300　／図版279　写真図版419）

　須恵器杯蓋（1297）は稜が段状でやや鈍い。

SH07出土土器（1301 ～ 1305　／図版279　写真図版419）

　須恵器杯蓋（1301 ～ 1303）は口縁端部に面をもっている。稜は1302が段状で鋭く、1301が段状でや

や鈍い。1303は稜をもたない。

SH08B出土土器（1306 ～ 1308　／図版279　写真図版419）
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　SH08Aの遺物が混入している可能性もある。須恵器杯蓋（1306）は稜が段状で鋭い。須恵器杯身

（1307・1308）は高く立ち上がる口縁部をもち、端面はやや内傾している。

SH09出土土器（1309 ～ 1314　／図版279　写真図版419・420）

　須恵器杯蓋（1309）は稜が段状で鈍い。須恵器高杯（1310）は短脚の方形 １ 段 ３ 方透かしである。土

師器甕（1314）は口縁部が外反し、胴部は球形である。胴部外面はナデが施されている。

SH10出土土器（1315 ～ 1324　／図版279　写真図版420）

　須恵器杯蓋（1315・1316）は稜が鋭く突出している。須恵器無蓋高杯（1317）は体部外面に波状文が

施されている。土師器椀には小型で浅いもの（1319 ～ 1321）、大型で深いもの（1322）がある。

SH11出土土器（1325 ～ 1334　／図版280　写真図版420・421）

　須恵器杯（1325・1326）は底部がヘラ切りである。土師器高杯（1328）は脚柱部が短く、端部が椀形

である。土師器椀（1331）は外面に手持ちヘラケズリが施されている。土師器甕（1332）は口縁部が外

反し、胴部は長胴である。土師器甕（1333）は口縁部が直線的に開き、端部に面をもっている。

SH12出土土器（1335 ～ 1337　／図版280　写真図版420）

　土師器製塩土器（1336・1337）は小型のコップ形で、焼成は軟質である。

段状遺構１出土土器（1338 ～ 1352　／図版280　写真図版422・424）

　須恵器杯蓋は稜が鋭いもの（1338）、稜が凹線状のもの（1339）、稜が鈍いもの（1340）がある。

段状遺構２出土土器（1353　／図版281　写真図版423）

　土師器甕（1353）は体部外面にナデが施されている。

段状遺構３出土土器（1354 ～ 1357　／図版281　写真図版423）

　須恵器杯身（1355）は内面に同心円当具痕が残る。須恵器蓋（1357）は環状つまみをもっている。

段状遺構４出土土器（1358・1359　／図版281　写真図版423・424）

　須恵器杯蓋（1358）は稜が鋭い。須恵器杯身（1359）は口縁端部に面をもたない。

段状遺構５出土土器（1360・1361　／図版281　写真図版423・424）

　須恵器𤭯（1360）は体部に列点文、口縁部に波状文が施されている。

SK08出土土器（1362　／図版281　写真図版423）

　須恵器杯身（1362）は口縁端部に面をもたない。

包含層出土土器（1363 ～ 1371　／図版281　写真図版424）

　須恵器杯蓋（1363 ～ 1367）・杯身（1368 ～ 1370）・短頸壺（1371）が出土している。須恵器杯身

（1369）の須恵器杯身の底部外面には「＋」字のヘラ記号が入れられている。

確認調査出土土器（1372 ～ 1380　／図版281　写真図版424・425）

　須恵器杯蓋（1372・1373）・杯身（1374～1377）・有蓋高杯（1378）・杯Ｂ蓋（1379）、土師器甕（1380）

が出土している。須恵器杯身（1375）の底部外面には「×」字のヘラ記号が入れられている。

（ 2 ）石器（図版282　写真図版425）

　サヌカイト製スクレイパー（S114）、チャート製楔形石器（S115・S116）、粘板岩製磨製石包丁

（S117）が出土している。いずれも包含層から出土したものである。

（ 3 ）鉄製品（図版282　写真図版425）
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　鉇（Ｍ166）はSH11のsk11、刀子（Ｍ167）・寛永通寶（Ｍ168）は包含層から出土したものである。

（ 4 ）玉類（図版282　写真図版425）

　滑石製管玉（J170）が出土している。SH10の床面で出土したものである。孔は両側から穿たれてい

る。

小 結

　灰高遺跡では竪穴住居跡13棟、段状遺構 ５ 基が検出され、出土した遺物から ５ 世紀後半から ８ 世紀ま

で遺跡が存続したことが分かる。主に遺跡が展開するのは南部のテラス面の部分で、竪穴住居跡12棟が

建てられ、その山側には段状遺構が設けられている。

　最初に造られた竪穴住居跡はSH12で、唯一カマドをもたず、床面中央に炉をもつ形式の住居跡であ

る。遺物が少ないため時期ははっきりしないが、TK47型式のSH10に切られることからTK23型式前後

の時期を考えておきたい。続くのはTK47型式のSH10で、以後の竪穴住居跡はいずれもカマドをもって

いる。SH02A・SH04に切られるSH02Bもこの時期にあたる。SH02AはTK47 ～ MT15型式で、SH01も

この時期の可能性が高い。SH04・SH09はMT15型式で、SH08B・08A・SH07・SH06とMT15型式から

TK10型式まで北側にずらしながら建て替えが行われている。SH05はTK209型式で、テラス部の竪穴住

居跡としては最後のものである。SH11のみ北部の尾根部に建てられ、時期はTK217型式である。同時

期に存在した住居跡はTK47・MT15型式頃で ２ ・ ３ 棟、それ以外の時期では １ 棟程度と考えられる。

　段状遺構については、個々の年代を決めがたいが、出土須恵器は竪穴住居跡の存続時期とほぼ同じ時

期のものである。また、段状遺構３からは ８ 世紀の須恵器が出土していることから、住居跡が消滅して

からもテラス部が利用されていたものと考えられる。

　以上のように、古墳時代後期において小規模な集落が長期間存続して、丘陵部（山林）の開発が行わ

れたことが示されている。
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第13章　自然科学分析の成果

第 １節　桂ヶ谷遺跡Ａ地区の電気探査について
西口 和彦

１ ．はじめに
　桂ヶ谷遺跡Ａ地区（北半部）では、尾根上平坦地に直径 ５ ～ 10ｍ程の窪みが複数箇所みられ、発掘

前から竪穴住居の痕跡（窪み）と想定されていた。地表観察で地下の遺構の状況を予想し、発掘作業に

入るのは非常に重要なことであるが、さらに目視以外で地中の状況を知り、調査を始めることも必要な

ことであるため、調査前に電気探査を実施した。

２ ．手 法
　電気探査は、地中に電流を送り、土層の電気抵抗を測定し、地表下に堆積している土の相違を探るも

のである。地中に電流を送り込むには、電極の配置の違いにより、「 ２ 極法」・「ウェンナー法」・「シュラ

ンベルジャー法」・「ダイポール・ダイポール法」などがあり、 ４ 本の電極を使用し測定することは同じ

である。しかし、測定感度（精度）や測定範囲、時間などで前記の測定法には一長一短がある。

　今回の探査では、簡便で測定時間の短い（やや測定感度が劣る）「 ２ 極法」と時間はかかるが感度の

良好な「ウェンナー法」を採用し、ほぼ同一地域を測定した。

（ １ ）測定成果図について

　測定区域内の平面的な電気抵抗値の広がりを黒白の濃淡に分け、抵抗値の等比抵抗線を加えて表現し

ている（第 7 図）。測定深度は、いずれも １ ｍ付近までの地層の電気抵抗値である。

　図上に記入したアルファベットは、電気抵抗値の高い纏まりや低い箇所に記入し、 ２ 極法の記入表現

を元にウェンナー法にも同一付近に記入している。Ａ・Ｂなどは高抵抗値の纏まり、Ｈ・Ｉなどは低抵

抗値で、Ｄは中間の纏まりである。Ｔは平成10年度に確認調査を行ったトレンチの痕跡（探査時点では

埋め戻されていた）である。

　電気探査から予想される周囲と異なった土層の堆積箇所は、Ａ～Ｉである。

（ ２ ） ２ 極法（RM TWIN）

　Ａ・Ｂに高抵抗値がみられ、特にＢは東西に大きく広がっている。Ｆ・Ｄはやや方形的に広がった近

似値の纏まりがみられる。Ｆの東西Ｅ・Ｈに低抵抗値、同様にＣ・Ｇがみられる。Ｉは非常に低い纏ま

りである。

（ ３ ）ウェンナー法（RM WENNER）

　Ａは ２ 極法と同じく高抵抗値、Ｂ付近は東西にＢ－Ｂ′の二箇所の表現となっている。Ｄは中間の抵

抗値の纏まりとして捉えることができる。 ２ 極法で認められたＣ・Ｅ・Ｇ・Ｉは低抵抗値箇所とはわか

るが、纏まりは判読できない。Ｆは ２ 極法の成果からかろうじて判読できる。

３ ．電気探査と発掘調査の結果
　測定成果図から地中の変化を測定した結果は、上記の通りであり、発掘調査により検出された遺構は

第 8 図である。

　 ２ 極法により認められたＢは、規模の大きな変化であるが、調査では、直径約 8 ｍの円形竪穴住居跡
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でＢ′の箇所までは広がっていない。測定成果図と発掘成果とを比べた結果、Ａ・Ｂ（ウェンナー法）・

Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｉ（ ２ 極法）が竪穴住居跡を表していたことになる。ただし、測定成果図（第 7 図）

からは、住居跡の重複は判読できていない（Ｄ・Ｆ）。

４ ．まとめ
　桂ヶ谷遺跡においては、電気探

査で個々の竪穴住居跡を判読する

には、等電気抵抗値が平面的規模

を有し、ある纏まりとして認めら

れる箇所が竪穴住居跡の可能性が

高いということである。

　今回の電気探査では、「 ２ 極法」

の測定成果が、「ウェンナー法」よ

り良く表現されている。これは、

「ウェンナー法」測定日前日の降雨

が土中の含水率を高めた結果が測

定感度の敏感な「ウェンナー法」

に対応したものと思われる。

第 ７図　電気探査成果図
　　　　上　ウェンナー法
　　　　下　 ２極法

第 ８図　電気探査範囲図
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第 ２節　三釈迦山北麓遺跡群出土土器の胎土分析について
 パリノ・サーヴェイ株式会社

１ ．はじめに
　今回の分析調査では、篠山盆地西縁の山地を構成する三釈迦山の北麓に分布する、桂ヶ谷・ずえが

谷・灰高の各遺跡と灰高古墳群・ずえが谷西古墳群および桂ヶ谷奥古墳から、それぞれ出土した各種土

器（弥生土器、土師器、須恵器）について、その材質（胎土）の特性を明らかにし、その生産や供給事

情に関わる資料を作成する。特に、弥生土器試料には、地元産と搬入の区別が発掘調査所見により示さ

れていることから、これらの所見と胎土との対応関係あるいは既存の地質資料から推定される地域性な

どを検討する。また、同一遺跡から出土した粘土と土師器との比較も行い、その材料としての可能性に

ついても考察する。

２ ．試 料
　試料は、桂ヶ谷遺跡から出土した弥生時代後期の弥生土器片 ７ 点、ずえが谷遺跡より出土した弥生時

代終末期の弥生土器片 ２ 点、灰高遺跡より出土した古墳時代後期の粘土 １ 点と土師器片 ２ 点、さらに、

灰高 １ 号墳・灰高 ２ 号墳・ずえが谷西 １ 号墳・ずえが谷西 ２ 号墳・桂ヶ谷奥古墳の各古墳からそれぞれ

出土した古墳時代後期の須恵器片 １ 点ずつの合計17点である。

　器種の内訳は、桂ヶ谷遺跡の弥生土器は甕（壺？も含む）が ４ 点、器台が ２ 点、高杯が １ 点、ずえが

谷遺跡の弥生土器は ２ 点ともに器台である。灰高遺跡の土師器は不明であり、各古墳から出土した須恵

器はいずれも甕とされている。なお、桂ヶ谷遺跡の弥生土器のうち、 ４ 点は地元産とされ、 ３ 点は搬入

の可能性があるとされ、特にそのうちの １ 点は河内産の可能性があるとされている。また、ずえが谷遺

跡の弥生土器は、 ２ 点ともに北陸か丹後からの搬入の可能性があるとされている。

　各試料には資料番号 １ ～ 17が付されており、これらを一覧表にして第 ２ 表に示す。

３ ．分析方法
　当社では、これまでに兵庫県内各地の遺跡より出土した土器の胎土分析には、松田ほか（1999）の方

法を用いてきた。これは、胎土中の砂粒について、中粒シルトから細礫までを対象とし、各粒度階ごと

に砂粒を構成する鉱物片および岩石片の種類構成を調べたものである。この方法では、胎土中における

砂の含量や粒径組成により、土器の製作技法の違いも見出すことができるために、同一の地質分布範囲

内にある近接した遺跡間での土器製作事情の解析も可能である。したがって、単に岩片や鉱物片の種類

のみを捉えただけでは試料間の胎土の区別ができないことが予想される、同一の地質分布範囲内で作ら

れた土器の胎土分析には、松田ほか（1999）の方法は適当である。以下に試料の処理過程を述べる。

　薄片は、試料の一部をダイアモンドカッターで切断、正確に0.03㎜の厚さに研磨して作製した。観察

は偏光顕微鏡による岩石学的な手法を用い、胎土中に含まれる鉱物片、岩石片および微化石の種類構成

を明らかにした。

　砂粒の計数は、メカニカルステージを用いて0.5㎜間隔で移動させ、細礫～中粒シルトまでの粒子を

ポイント法により200個あるいはプレパラート全面で行った。また、同時に孔隙と基質のポイントも計

数した。これらの結果から、各粒度階における鉱物・岩石別出現頻度の ３ 次元棒グラフ、砂粒の粒径組
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成ヒストグラム、孔隙・砂粒・基質の割合を示す棒グラフを呈示する。

第 2表　胎土分析　試料一覧
番号 遺跡名 地区名 報告番号 時代 種類 器種 点数 産地の推定 分析目的

１ 桂ヶ谷遺跡 A なし 弥生時代後期 弥生土器 壺? １ 河内か

地元産の胎土の特徴を調べ、搬入時の産地
を推定する。

２ 桂ヶ谷遺跡 A 256 弥生時代後期 弥生土器 高杯 １ 地元産
３ 桂ヶ谷遺跡 A 114 弥生時代後期 弥生土器 甕 １ 地元産
４ 桂ヶ谷遺跡 B 374 弥生時代後期 弥生土器 器台 １ 地元産
5 桂ヶ谷遺跡 D 495 弥生時代中期 弥生土器 器台 １ 搬入?
6 桂ヶ谷遺跡 D 443 弥生時代中期 弥生土器 甕 １ 地元産
７ 桂ヶ谷遺跡 F 694 弥生時代後期 土師器 甕 １ 搬入?
8 ずえが谷遺跡 B 900 弥生時代終末期 弥生土器 器台 １ 搬入? 北陸か丹後?

周溝墓供献土器の産地を推定する。
9 ずえが谷遺跡 B 910 弥生時代終末期 弥生土器 器台 １ 搬入? 北陸か丹後?
10 灰高遺跡 なし 古墳時代後期 粘土 １

粘土と土器の胎土を比較する。11 ･ 12は粘土
との比較資料11 灰高遺跡 1296 古墳時代後期 土師器 甕 １

12 灰高遺跡 1333 古墳時代後期 土師器 甕 １
13 灰高 １ 号墳 1129 古墳時代後期 須恵器 甕 １

13 ～ 17の資料で産地を比較する。
14 灰高 ２ 号墳 1237 古墳時代後期 須恵器 甕 １
15 ずえが谷西 １ 号墳 1043 古墳時代後期 須恵器 甕 １
16 ずえが谷西 ２ 号墳 1091 古墳時代後期 須恵器 甕 １
17 桂ヶ谷奥古墳 863 古墳時代後期 須恵器 甕 １

４ ．結 果
　観察結果を第 ２ 表、第 9 図～第11図に示す。これまでの兵庫県下の遺跡出土土器の胎土分析において

設定した鉱物片および岩石片の種類構成による胎土分類では、Ａ類からＮ類までの種類が設定され、さ

らに、各種類について副次的な鉱物や岩石の種類によって細分もしている。今回の結果も、その基準に

従って分類してみると以下のようになる。　

　試料番号 １ は、岩石片が花崗岩類を主体とすることから、Ｃ類に分類され、さらに、石英と長石類を

除いた鉱物片では角閃石が多いことからC1類に分類される。また、試料番号 ７ も、岩石片では花崗岩

類を主体とすることからＣ類に分類される。ただし、鉱物片において斜長石が突出して多く、石英が微

量しか含まれないことや、花崗岩を原岩とする変質岩の多いこと、頁岩や砂岩の堆積岩類を少量含むこ

と、流紋岩・デイサイトや安山岩といった火山岩も微量含むことなどの特徴がある。Ｃ類については、

これまでにＣ10類までの分類を行っているが、今回の試料番号 ７ のような組成は、これまでに認められ

ていないことから、ここではＣ11類とする。

　試料番号 ２ ～ ４ および試料番号 8 ～ 10は、鉱物片では石英が多く、岩石片ではチャートや頁岩など

の堆積岩類と多結晶石英および珪化岩や火山ガラスを少量ずつ含むことが特徴とされる。珪化岩の中に

は、頁岩や砂岩を原岩とするものも認められたことから、これらの試料の岩石片の組成としては、堆積

岩類を主体とする組成であるといえる。堆積岩類を主体とする組成は、これまでの分類ではＤ類に分類

している。Ｄ類については、頁岩の卓越するD1類と頁岩よりもチャートの多いD2類が設定されている

が、上述の組成は、いずれにも相当しない。したがって、ここでは上述の組成に対してD3類を設定す

る。

　試料番号 5 と試料番号11・12の ３ 点も、岩石片では、チャート、頁岩、砂岩という堆積岩類を主体と

する傾向が認められることからＤ類に分類される。ただし、上述のD3類に比べて、脈石英の含有量が

高いことから、D4類とする。
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第 3表　薄片観察結果（ 1）
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１ 　桂ヶ谷遺跡　
　弥生土器　

壺?

砂

細礫 0
極粗粒砂 6 １ ７
粗粒砂 ３ ３ 6 ３ １ 11 27
中粒砂 11 18 10 ７ ２ １ ４ ３ １ 57
細粒砂 8 20 15 ７ １ １ 52

極細粒砂 ４ 22 8 ２ ２ 38
粗粒シルト ２ 16 18
中粒シルト １ １
基質 541
孔隙 18

備考 基質は黒雲母質。変質岩は黒雲母とみられる風化粒子など。火山ガラスはバブルウォール型、褐色ガラスもあり。角閃石の一部
には、トレモラ閃石化しているものが認められる。花崗岩類は、カリ長石がほとんど含まれない花崗閃緑岩～トーナル岩のタイプ。

２ 　桂ヶ谷遺跡
　弥生土器

　高杯
　256

砂

細礫 0
極粗粒砂 １ ３ ４
粗粒砂 １ ２ ２ １ ３ 9
中粒砂 5 １ １ ７
細粒砂 13 ２ ２ ４ ３ ２ 26

極細粒砂 9 ３ １ ２ 15
粗粒シルト 12 ２ 14
中粒シルト ２ ２
基質 536
孔隙 37
備考 基質はセリサイト質。角閃石はやや酸化角閃石化している。珪化岩は、砂岩、頁岩が原岩とみられる。

３ 　桂ヶ谷遺跡
　弥生土器

　甕
　114

砂

細礫 １ １
極粗粒砂 ２ ２ １ １ 6
粗粒砂 １ ３ １ ２ ７
中粒砂 ３ １ ３ ３ ４ １ 15
細粒砂 15 ２ １ １ １ 20

極細粒砂 5 １ 5 １ １ 13
粗粒シルト 5 １ 5 11
中粒シルト １ １ ２
基質 472
孔隙 30
備考 基質は雲母質で、試料表面付近は黒雲母の酸化により褐色化している。火山ガラスはバブルウォール型。

４ 　桂ヶ谷遺跡
　弥生土器

　器台
　374

砂

細礫 １ １
極粗粒砂 ７ １ ２ 5 15
粗粒砂 ２ １ １ １ ４
中粒砂 １ １ ３ １ ３
細粒砂 ４ １ １ １ ３ ２ 11

極細粒砂 9 １ １ 16
粗粒シルト 12 ２ 9 23
中粒シルト ３ １ ４
基質 714
孔隙 17

備考 基質は雲母粘土鉱物質で、有機物が散在する。火山ガラスはバブルウォール型。珪化岩は、原岩不明だが、珪化頁岩とみら
れるものもある。

5 　桂ヶ谷遺跡
　弥生土器

　器台
　495

砂

細礫 １ １
極粗粒砂 １ ２ ２ １ １ １ 10 18
粗粒砂 8 ３ ３ ３ 13 ２ 8 40
中粒砂 5 １ １ ３ １ ３ １ １ １ １ 6 ２ ４ 30
細粒砂 17 １ ３ ２ ２ １ 26

極細粒砂 16 ２ ３ １ 22
粗粒シルト 6 ２ 8
中粒シルト ２ ２
基質 890
孔隙 68

備考 基質はセリサイト質。珪化岩は流紋岩、頁岩、粘板岩が原岩とみられる。変質岩はセリサイト、石英によって交代された交代岩
や風化岩など。

6 　桂ヶ谷遺跡
　弥生土器

　甕
　443

砂

細礫 １ １
極粗粒砂 ２ ２ １ １ 6
粗粒砂 ２ １ ３ ２ １ 9
中粒砂 ２ １ ３ １ １ ２ １ 11
細粒砂 １ ４ ２ １ １ ４ 13

極細粒砂 ４ ２ 6
粗粒シルト 10 ４ 14
中粒シルト ３ ２ 5
基質 391
孔隙 33
備考 基質はシルト質でセリサイトが散在する。火山ガラスはバブルウォール型。角閃石は弱酸化の状態となっている。
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第 3表　薄片観察結果（ 2）
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７ 　桂ヶ谷遺跡
　土師器
　甕
　694

砂

細礫 0
極粗粒砂 １ １ １ ３
粗粒砂 ２ 5 ７ １ ３ １ １ ２ 19 １ ２ 10 ２ 56
中粒砂 ２ 18 １ 8 ７ １ ２ １ ２ ４ １ 47
細粒砂 ３ 16 ４ ３ １ １ １ １ １ 31

極細粒砂 ４ 4
粗粒シルト ２ 2
中粒シルト 0
基質 607
孔隙 23
備考 基質は黒雲母質で、濃褐色を示す。変質岩は、ほとんどが花崗岩を原岩とする熱水変質岩、風化岩。

8 　ずえが谷遺跡
　弥生土器

　器台
　900

砂

細礫 0
極粗粒砂 0
粗粒砂 １ １ １ ３
中粒砂 ７ １ 5 ２ １ １ ７ １ １ １ 27
細粒砂 18 17 １ ４ １ 41

極細粒砂 20 ２ 11 ２ ４ 39
粗粒シルト 14 8 22
中粒シルト ４ ４
基質 866
孔隙 18
備考 基質は黒雲母質で淡褐色を示す。火山ガラスはバブルウォール型。

9 　ずえが谷遺跡
　弥生土器

　器台
　910

砂

細礫 0
極粗粒砂 １ １
粗粒砂 ３ ２ ２ １ １ １ １ 11
中粒砂 10 １ １ １ １ １ １ ３ ２ 21
細粒砂 14 5 ２ ２ １ 6 30

極細粒砂 14 １ ３ ２ １ 21
粗粒シルト 8 ７ １ 16
中粒シルト ３ ３
基質 494
孔隙 14
備考 基質は雲母質。火山ガラスはバブルウォール型。ジルコンあり。角閃石は弱酸化している。

10　灰高遺跡
　　粘土

砂

細礫 0
極粗粒砂 ３ １ ２ 6
粗粒砂 １ ２ ３ ２ ２ 5 15
中粒砂 10 ３ １ １ 5 ２ 5 １ １ ３ ２ 34
細粒砂 26 9 ４ １ ２ ２ ２ 5 51

極細粒砂 25 8 １ １ ３ １ 39
粗粒シルト 27 16 ２ 45
中粒シルト ７ ３ 10
基質 1236
孔隙 109
備考 基質は雲母質。火山ガラスはバブルウォール型。

11　灰高遺跡
　土師器

　甕
　1296

砂

細礫 0
極粗粒砂 １ １ １ 6 １ ２ 12
粗粒砂 １ ２ ２ 6 ２ 15 ２ ４ 34
中粒砂 ４ １ ３ １ １ ２ ２ 14
細粒砂 10 １ １ ４ ４ 20

極細粒砂 8 8 ３ 19
粗粒シルト 12 12 24
中粒シルト 5 ３ 8
基質 655
孔隙 18
備考 基質は雲母質。

12　灰高遺跡
　土師器

　甕
　1333

砂

細礫 １ １
極粗粒砂 ２ ４ １ １ １ 9
粗粒砂 １ ２ 14 ２ 16 ４ 39
中粒砂 ２ ２ １ １ ３ ２ ３ ２ ２ １ 19
細粒砂 8 6 ３ １ ２ １ １ ２ 24

極細粒砂 18 １ 19
粗粒シルト 6 5 11
中粒シルト ２ ２
基質 543
孔隙 20

備考 基質は非晶質粘土とセリサイトで埋められている。変質岩は、火山岩、堆積岩類の風化岩など。火山ガラスはバブルウォール型。
頁岩には珪質頁岩質なものもある。
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第 3表　薄片観察結果（ 3）
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13　灰高 １ 号墳
　須恵器

　甕
　1129

砂

細礫 0
極粗粒砂 ３ ３
粗粒砂 19 １ １ １ １ 6 29
中粒砂 42 ４ 9 ４ １ １ 6 67
細粒砂 30 １ 8 １ 6 １ 8 55

極細粒砂 16 ２ １ ２ 21
粗粒シルト ７ １ 8
中粒シルト １ １
基質 725
孔隙 43

備考 基質は褐色を呈し、焼成による非晶質化が進んでいる。長石類は溶融が進んでおり、斜長石には微細なムライトが生成している。
石英には高温クラックが発達する。頁岩は珪質頁岩に近い岩相を示す。

14　灰高 ２ 号墳
　須恵器

　甕
　1237

砂

細礫 0
極粗粒砂 ２ ２ ４
粗粒砂 １ 5 6
中粒砂 12 ３ 8 8 ３ 34
細粒砂 12 ３ 9 5 29

極細粒砂 22 ２ １ １ ２ 28
粗粒シルト 19 19
中粒シルト ４ ４
基質 439
孔隙 61

備考
基質や長石類は溶融しており、斜長石リムには微細な針状ムライトが生成している。珪化岩は、珪化頁岩様の岩片。多結晶石
英はチャートまたは珪化岩起源が大部分を占める。

15　ずえが谷西
　 １ 号墳
　須恵器

　　甕
　　1043

砂

細礫 １ １
極粗粒砂 0
粗粒砂 １ ３ ４
中粒砂 10 13 １ ７ １ 32
細粒砂 16 １ 16 6 39

極細粒砂 26 14 40
粗粒シルト 41 41
中粒シルト 25 25
基質 880
孔隙 30
備考 基質や長石類は著しく溶融している。基質には微量の発泡組織も認められる。

16　ずえが谷西
　 ２ 号墳
　須恵器

　　甕
　　1091

砂

細礫 0
極粗粒砂 １ １
粗粒砂 １ １ ２
中粒砂 13 １ 11 6 １ 32
細粒砂 36 １ 17 １ ３ 58

極細粒砂 30 １ 10 １ １ 43
粗粒シルト 53 １ 54
中粒シルト 10 10
基質 889
孔隙 73
備考 基質や長石類は溶融している。斜長石は粗粒なもののみが残存し、非常に微細なムライトを生成している。

17　桂ヶ谷奥古墳
  須恵器

　　甕
　 863

砂

細礫 0
極粗粒砂 １ １
粗粒砂 ３ ３
中粒砂 15 ２ 13 ４ １ １ 36
細粒砂 51 ３ 21 １ 5 １ 82

極細粒砂 32 6 6 44
粗粒シルト 28 ２ 30
中粒シルト ４ ４
基質 1073
孔隙 12
備考 長石類は微弱に溶融し、斜長石のリムは非晶質化し、きわめて微細なムライトが一部で認められる。

　試料番号 6 については、岩石片の量全体が少ないが、その中にあって、凝灰岩を比較的多く含むこと

が特徴であると言える。凝灰岩を多く含む組成は、これまでの分類のＦ類に相当する。また、試料番号

6 は、凝灰岩以外にチャート、多結晶石英、脈石英、珪化岩および火山ガラスという多種類の岩石片お

よび砕屑物も微量含む。Ｆ類は、これまでに、F1類からF6類まで細分されているが、凝灰岩以外に多種

類の岩石片および火山ガラスを伴う組成は、F6類に分類される。試料番号 6 の組成も、F6類に分類する
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ことができる。

　試料番号13 ～ 17までは、共通して石英の突出する鉱物組成とチャートおよび多結晶石英の多い岩石

片組成とを特徴とする。さらに、いずれの試料にも、長石類の溶融やムライトの晶出などの高温焼成に

よる鉱物の変化（五十嵐　2007）が認められている。このような特徴の認められる胎土は、これまでの

分析例ではＪ類として分類した。ここではさらに、高温焼成による鉱物の変化に違いが認められたこと

から、Ｊ1 ～Ｊ3類までの分類を設定した。Ｊ1類は、長石類の溶融が微弱であり、極めて微細なムライ

トが一部で認められるという特徴から、1,150 ～ 1,200℃の焼成温度が推定される分類であり、試料番号

17がこれに相当する。Ｊ2類は、長石類の溶融が進み、石英の高温クラックの発達が認められ、微細な

ムライトの生成も認められるという特徴から、1,200℃前後の焼成が推定される分類であり、試料番号13

と14がこれに分類される。J3類は、長石類の溶融が著しく進み、斜長石の粗粒なもののみが残存する程

度であり、微細なムライトが生成しているという特徴から、1,200 ～ 1,250℃の焼成温度が推定される分

類であり、試料番号15と16がこれに分類される。

　次に各試料の砂分全体の粒径組成をみると、モードを示す粒径は試料により異なる。ここでは、モー

ドを示す粒径により、粗粒傾向の組成から細粒傾向の組成に向かって、順に １ 類から 8 類までの分類を

設定した。各分類の内容とそれに分類される試料を以下に示す。

　 １ 類：粗粒砂をモードとする。試料番号 5 ・ ７

　 ２ 類：粗粒砂をモードとするが、細粒砂に第 ２ のピークがある。試料番号11

　 ３ 類：粗粒砂をモードとするが、粗粒シルトに第 ２ のピークがある。試料番号12

　 ４ 類：中粒砂をモードとする。試料番号 １ ・13・14

　 5 類：細粒砂をモードとする。試料番号 ３ ・ 9 ・17

　 6 類：細粒砂をモードとするが、極細粒砂も細粒砂と同程度に多い。試料番号 8

　 ７ 類：細粒砂をモードとするが、それに次いで極細粒砂および粗粒シルトが多い。試料番号 ２ ・10・16

　 8 類：粗粒シルトをモードとする。試料番号 ４ ・ 6 ・15

　砕屑物・基質・孔隙の割合では、砕屑物の割合が15%未満、15 ～ 20％前後と20 ～ 30％で ３ 分するこ

とができる。順にⅠ類～Ⅲ類とすると、今回の試料では以下の通りに分けられる。

　Ⅰ類：試料番号 ２ ～ 6 ・ 8 ・10

　Ⅱ類：試料番号 ７ ・ 9 ・11 ～ 17

　Ⅲ類：試料番号 １

　なお、上述した各試料の鉱物・岩石組成、粒径組成および砕屑物の量比における各分類結果は、一覧

にして第 ３ 表に示す。

5 ．考 察
（ 1）胎土から推定される地質学的背景とその推定地域

　発掘調査所見により地元産とされている試料は、桂ヶ谷遺跡出土の弥生土器の中の試料番号 ２ ～

４ ・ 6 の ４ 点であるが、そのうち試料番号 ２ ～ ４ の ３ 点までが、D3類に分類された。ここで、桂ヶ谷

遺跡の位置する三釈迦山北麓周辺の地質について、栗本ほか（1993）を参照すると以下の概要が把握さ

れる。まず、三釈迦山を構成している地質であるが、これは中生代白亜紀前期に形成された篠山層群下

部層であり、礫岩、砂岩、泥岩、頁岩により構成されている。礫岩を構成する岩石は、チャートや砂岩
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第 9図　各粒度階における鉱物・岩石出現頻度（ 1）　　　　　　　　　第10図　胎土中の砂の粒径組成（ 1）
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第 9図　各粒度階における鉱物・岩石出現頻度（ 2）　　　　　　　　　第10図　胎土中の砂の粒径組成（ 2）
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第 9図　各粒度階における鉱物・岩石出現頻度（ 3）　　　　　　　　　第10図　胎土中の砂の粒径組成（ 3）
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第 9図　各粒度階における鉱物・岩石出現頻度（ 4）　　　　　　　　　第10図　胎土中の砂の粒径組成（ 4）

第11図　砕屑物・基質・孔隙の割合
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が卓越する。また、篠山層群下部層には黒雲母含有流紋岩質凝灰岩が挟まれている。三釈迦山からみて

篠山川の上流側になる篠山盆地には丘陵が散在する。それらのうち盆地西部の丘陵は、三釈迦山と同様

の篠山層群下部層からなるが、盆地東部の丘陵は篠山層群上部層により構成されている。篠山層群上部

層は、下部が角閃石安山岩質の凝灰岩や凝灰質砂岩などからなり、上部は泥岩および砂岩からなるとさ

れている。さらに、篠山盆地の北側と南側に分布する山地は、いずれも中生代三畳紀後期～ジュラ紀に

形成された丹波帯と呼ばれる地質から構成されている。丹波帯を構成する主な岩石は、砂岩、頁岩、

チャートという堆積岩類である。以上述べた三釈迦山北麓周辺の地質学的背景は、今回の試料に認めら

れたD3類の胎土の鉱物・岩石組成と非常によく一致する。したがって、D3類の胎土は、三釈迦山北麓

地域の堆積物に由来する可能性が高いと考えられる。

　D3類と同様に堆積岩類を主体とするD4類については、その特徴となっている脈石英の由来が問題と

なる。おそらく脈石英は堆積岩類、特にチャート中に多く産する石英脈などに由来すると考えられるこ

とから、D4類の胎土も三釈迦山北麓地域の堆積物に由来すると考えられる。D3類とD4類の試料を比べ

ると、D3類の試料は、 5 ～ 8 類という比較的細粒傾向の強い粒径組成を示し、これに対してD4類の試

料は、 １ ～ ３ 類という比較的粗粒傾向の強い粒径組成を示す。このような結果から、D3類とD4類は、

三釈迦山北麓地域の中でのさらに局所的な地域性の違いを示唆している可能性があると考えられる。

　一方、今回の試料で認められた胎土のうち、花崗岩類を主体とするC1類およびC11類は、上述した三

釈迦山北麓から篠山盆地内および盆地周辺地域には花崗岩類の分布が認められないことから、この地域

外の堆積物に由来することはほぼ確実である。近畿地方には、花崗岩類が広く分布しているが、大きく

みて山陰帯の花崗岩類、山陽帯の花崗岩類、領家帯の花崗岩類に分けることができる。山陰帯の花崗岩

類としては、丹後半島南部から丹後地域に分布する宮津花崗岩や福井県敦賀周辺の山地に分布する江若

花崗岩類があげられ、山陽帯の花崗岩類としては、琵琶湖周辺の比良山地や比叡山に分布する花崗岩体

や北摂地域の能勢町から茨木市に至る山地に分布する能勢花崗岩、さらには神戸市の六甲花崗岩などが

あげられる。領家帯の花崗岩類は、奈良県北部の笠置山地から生駒山地および金剛山地さらに和泉山脈

北部にかけて広く分布する。各花崗岩類の岩質については、山陰帯の花崗岩類の宮津花崗岩や江若花崗

岩および山陽帯の花崗岩類のうちの琵琶湖周辺の花崗岩体や六甲花崗岩などは黒雲母花崗岩を主体とし

（日本の地質「近畿地方」編集委員会編 1987 ／栗本ほか 1999）、山陽帯の花崗岩類の能勢花崗岩と領家

帯の花崗岩類は、有色鉱物として角閃石と黒雲母を含む概ね花崗閃緑岩～石英閃緑岩を主体としている

（日本の地質「近畿地方」編集委員会編 1987 ／松浦ほか 1995 ／宮地ほか 2005）。今回の試料に認めら

れたC1類もC11類も、鉱物片では花崗岩類由来と考えられる斜長石が多く、石英やカリ長石が少ないこ

と、角閃石と黒雲母の両方の鉱物片が同程度に含まれること、花崗岩類とした岩石片でも実際にそのよ

うな鉱物組成を示す岩石片が認められることなどの特徴を示す。これらの特徴は、花崗岩類とした岩石

片が、上述した花崗岩類の岩質でいえば、黒雲母花崗岩に由来するのではなく、角閃石と黒雲母を含む

花崗閃緑岩～石英閃緑岩に由来することを示唆していると考えられる。したがって、C1類とＣ11類の由

来する地域としては、能勢花崗岩の分布地域周辺かあるいは領家帯花崗岩類の分布地域と考えられる。

なお、能勢花崗岩の分布する地域の地質は、花崗岩体の周辺を超丹波帯と呼ばれる堆積岩からなる地質

が取り囲んでいる（日本の地質「近畿地方」編集委員会編 1987 ／松浦ほか 1995 ／宮地ほか 2005）。

したがって、堆積岩類を少量伴うC11類の胎土が、能勢花崗岩の分布地域周辺に由来する可能性があ

り、C1類については、花崗岩類（花崗岩類に由来すると考えられる多結晶石英や変質岩、珪化岩も含め
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る）以外の岩石片がほとんど含まれないことから、ほぼ領家帯の花崗岩類からなる金剛山地や生駒山地

周辺地域に由来する可能性があると考えられる。

第 4表　胎土分類結果

遺跡名 時代 種類 器種 産地の推定
鉱物・岩石組成 粒径組成 砕屑物

C1 C11 D3 D4 F6 J1 J2 J3 １ ２ ３ ４ 5 6 ７ 8 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

１ 桂ヶ谷遺跡 弥生時代
後期 弥生土器 壺? 河内か

２ 桂ヶ谷遺跡 弥生時代
後期 弥生土器 高杯 地元産

３ 桂ヶ谷遺跡 弥生時代
後期 弥生土器 甕 地元産

４ 桂ヶ谷遺跡 弥生時代
後期 弥生土器 器台 地元産

5 桂ヶ谷遺跡 弥生時代
中期 弥生土器 器台 搬入?

6 桂ヶ谷遺跡 弥生時代
中期 弥生土器 甕 地元産

７ 桂ヶ谷遺跡 弥生時代
後期 弥生土器 甕 搬入?

8 ずえが谷
遺跡

弥生時代
終末期 弥生土器 器台 搬入? 

北陸か丹後?

9 ずえが谷
遺跡

弥生時代
終末期 弥生土器 器台 搬入? 

北陸か丹後?

10 灰高遺跡 古墳時代
後期 粘土

11 灰高遺跡 古墳時代
後期 土師器 甕

12 灰高遺跡 古墳時代
後期 土師器 甕

13 灰高
１ 号墳

古墳時代
後期 須恵器 甕

14 灰高
２ 号墳

古墳時代
後期 須恵器 甕

15 ずえが谷西
１ 号墳

古墳時代
後期 須恵器 甕

16 ずえが谷西
２ 号墳

古墳時代
後期 須恵器 甕

17 桂ヶ谷奥
古墳

古墳時代
後期 須恵器 甕

　F6類については、鉱物片では角閃石が含まれること、堆積岩である頁岩を伴っていること、さらに

F6類に分類された桂ヶ谷遺跡の弥生土器について地元産という発掘調査所見が示されていることを考

慮すると、特徴とされる凝灰岩の由来は、前述した篠山層群上部層の角閃石安山岩質凝灰岩の可能性が

あると考えられる。したがって、F6類は、三釈迦山北麓というよりも篠山盆地東部という地域に由来す

る可能性があると考えられる。

　今回の須恵器試料の胎土としたＪ類については、いずれも1150 ～ 1250℃という高温焼成を受けた胎

土であるため、焼成前の土に含まれていた鉱物や岩石片などが溶融し、石英やチャートといった比較的

高温を受けても残存率の高い鉱物や岩石片が残ったという可能性がある。したがって、Ｊ類の地質学的

背景としては、単純にチャートが広く分布する地域と考えることはできないが、チャートを含む堆積岩

類の分布する地域と考えることはできる。

（ 2）各種類の土器について

① 弥生土器

　前述したように、桂ヶ谷遺跡出土弥生土器のうち、発掘調査所見により地元産とされた試料番号 ２

～ ４ の ３ 点は、胎土の鉱物・岩石組成からも地元産であることが支持された。一方、同様に地元産と

された試料番号 6 については、三釈迦山北麓地域といよりも篠山盆地東部地域で作られた可能性がある

と考えられる。

　搬入とされた桂ヶ谷遺跡出土弥生土器のうち、河内産の可能性があるとされた試料番号１について
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は、C1類という胎土から、まず地元産ではないことはほぼ確実である。さらに胎土から、金剛山地ある

いは生駒山地という地域性が推定されたことから、発掘調査所見の河内産という可能性は高いと判断さ

れる。

　桂ヶ谷遺跡出土弥生土器で単に搬入の可能性ありとされた試料のうち、試料番号 5 については、D4

類という胎土により、地元産の可能性の方が高いと考えられる。ただし、上述した試料番号 ２ ～ ４ と

は、異なる材料が使用されており、製作場所か製作者が異なるかあるいは何らかの理由により、異なる

材質の土器を作ったかなどの事情が推定される。一方、同様に搬入の可能性ありとされた試料番号 ７ に

ついては、C11類に分類されたことから、篠山盆地とその周辺域以外の地域からの搬入品であることは

ほぼ確実である。前述したように、その産地としては、近畿地方内で考えるならば、北摂地域がその候

補地としてあげられる。

　ずえが谷遺跡出土の弥生土器 ２ 点については、ともに北陸か丹後からの搬入かという可能性が発掘調

査所見により示されているが、胎土からは地元産を示唆するD3類に分類された。粒径組成も、地元産

とされた桂ヶ谷遺跡の弥生土器と同様の細粒傾向の組成を示しており、地元産であることが示唆され

る。発掘調査所見で示されている北陸や丹後という地域については、前述した山陰帯の花崗岩類の分布

地域にも相当し、例えば丹後であれば、宮津花崗岩が広く分布しており、北陸でも若狭地域であれば江

若花崗岩が分布している。すなわち、これらの地域産であるとした場合には、花崗岩類の岩石片が含ま

れている可能性が高いと考えられる。しかし、ずえが谷遺跡の弥生土器 ２ 点からは、いずれも花崗岩類

の含有が認められなかった。このことからも、北陸や丹後地域からの搬入品である可能性は低いと言う

ことができる。

② 土師器

　粘土と土師器との比較では、粘土はD3類、土師器は ２ 点ともにD4類に分類された。また、粒径組成

においても、粘土は細粒傾向の強い ７ 類であり、土師器は粗粒傾向の強い ２ 類および ３ 類に分類され、

砕屑物の割合においても粘土は砕屑物の割合の低いⅠ類、土師器は砕屑物の割合のやや高いⅡ類に分類

された。これらの結果から、少なくとも、粘土が、そのまま土師器の素地土（調整・成形された焼成直

前段階の土）に相当する可能性は低いと考えられる。しかし、粘土に脈石英を多く含んだ砂を混ぜるな

どの調整を想定すれば、粘土は、土師器の材料であった可能性はあると考えられる。

　なお、粘土の鉱物・岩石組成がD3類を示したことは、上述した桂ヶ谷遺跡やずえが谷遺跡のD3類の

弥生土器が地元産であることを補強する結果とも言える。また、上述したように地元産の弥生土器では

D3類が主体であったことから、地元産の弥生土器と土師器とでは素地土にも違いのあることが示唆さ

れる。

③ 須恵器

　前述したように、須恵器のＪ類という胎土からは、その地質学的背景を特定できないため、現時点で

は、具体的な産地の推定はできない。ただし、今回の分析では、古墳群ごとに、焼成温度と粒径組成が

異なるという結果が得られた。このことから、それぞれの古墳群から出土した須恵器は、古墳群ごとに

異なる窯から供給されたものである可能性があると考えられる。ここでいう「異なる窯」とは、「異な

る産地」を示すかどうかは不明である。須恵器の産地については、今後、発掘調査所見から産地と考え

られる窯跡出土の試料を同時に分析するなどの事例の蓄積が必要と考えられる。
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写真 6　胎土薄片（ 1）
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写真 7　胎土薄片（ 2）
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写真 8　胎土薄片（ 3）
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写真 9　胎土薄片（ 4）
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写真10　胎土薄片（ 5）
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第 ３節　桂ヶ谷遺跡出土サヌカイト製石器の産地同定について

 竹原 弘展　株式会社 パレオ・ラボ

１ ．はじめに
　篠山市大山下に所在する桂ヶ谷遺跡は、三釈迦山北麓の尾根先端の斜面地および平坦地に立地し、東

西約200m、南北約200mの範囲に弥生時代中期から古墳時代後期の遺構が広がっている。本遺跡より出

土した弥生時代のサヌカイト製石器について、エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置による元素分析を行

い、産地を推定した。

２ ．試料と方法
　分析対象は桂ヶ谷遺跡より出土したサヌカイト製石器10点である（第

5 表）。石器は風化層に覆われていたため、サンドブラストを用いて一

部新鮮面を表出させ、測定箇所とした。

　分析装置は、エスアイアイ・ナノテクノロジー株式会社製のエネル

ギー分散型蛍光Ｘ線分析計SEA1200VXを使用した。装置の仕様は、Ｘ

線管ターゲットはロジウム（Rh）、Ｘ線検出器はSDD検出器である。測

定条件は、測定時間100sec、照射径 ８ ㎜、電圧50kV、電流1000μA、試

料室内雰囲気は真空に設定し、一次フィルタにPb測定用を用いた。

　分析方法としては、黒曜石産地推定法において用いられている蛍光X

線分析によるＸ線強度を用いた判別図法（例えば望月 2004）を用い、分析対象をサヌカイトに置き換

えて適用した。本方法は、まず各試料を蛍光Ｘ線分析装置で測定し、その測定結果

のうち、カリウム（K）、マンガン（Mn）、鉄（Fe）とルビジウム（Rb）、ストロンチウム（Sr）、イットリ

ウム（Y）、ジルコニウム（Zr）の合計 ７ 元素のX線強度（cps；count per second）について、以下に示す

指標値を計算する。

１ ）Rb分率=Rb強度×100/（Rb強度+Sr強度+Y強度+Zr強度）

２ ）Sr分率=Sr強度×100/（Rb強度+Sr強度+Y強度+Zr強度）

3 ）Mn強度×100/Fe強度

4 ）log（Fe強度/K強度）

　そしてこれらの指標値を用いた ２ つの判別図（横軸Rb分率－縦軸Mn強度×100/Fe強度の判別図と横

軸Sr分率－縦軸log（Fe強度/K強度）の判別図）を作成し、各地の原石データと石器のデータを照合し

て、産地を推定するものである。原石試料も、採取原石を割って新鮮な面を表出させた上で産地推定対

象の石器と同様の条件で測定した。

　なお、分析装置の更新により、筆者が以前使用していた装置よりもはるかに高計数率での測定が可能

となったため、以前よりも精度が非常に良くなった。その結果、従来分離しきれていなかった判別群の

細分が可能となり、旧国分台１としていた判別群を国分台 １ 、国分台 3 、蓮光寺に、旧金山としていた

判別群を金山 １ 、金山 ２ に分割して新たに設定した。第 6 表に各原石採取地とそれぞれの試料点数、旧

判別群名を示す。

第 5表　サヌカイト分析対象一覧表
分析№ 報告№ 種類

１ Ｓ16 打製石包丁
２ Ｓ20 楔形石器
3 Ｓ27 使用痕剥片
4 Ｓ17 楔形石器
5 Ｓ58 剥片
6 Ｓ59 楔形石器
７ Ｓ23 使用痕剥片
８ Ｓ15 打製石包丁
9 Ｓ21 楔形石器
10 Ｓ19 楔形石器
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第 6表　サヌカイト原石採取地と判別群名称
エリア 判別群 原石採取地（試料点数） 旧判別群名
二上山 春日山 春日山みかん畑内（10）

讃岐

国分台1
自衛隊演習場付近（ 5 ）、神谷神社前（13）、高産霊神社谷（12）、国分台下みかん畑（ 5 ）

旧国分台 １
国分台2
国分台3

旧国分台 １
蓮光寺 蓮光寺（15）

赤子谷･法印谷 赤子谷第 １ 地点（ 5 ）、赤子谷第 ２ 地点（ 5 ）、法印谷（10）
金山 １

北峰道路脇（10）、金山南麓（10） 旧金山
金山 ２
城山 城山南側（ 5 ）、城山北側（ 5 ）

雄山･雌山 雄山（ 5 ）、雌山（ 5 ）
双子山 双子山南嶺（10）

3 ．分析結果
　第 ７ 表に石器の測定値及および算出された指標値を、第12図と第13図に、サヌカイト原石の判別図と石器をプ

ロットした図を示す。なお、両図は視覚的にわかりやすくするため、各判別群を楕円で取り囲んである。

　測定した石器のうち、分析№ １・№ ８・№10の 3 点が金山、その他 ７ 点が春日山の範囲にプロットされた。

第 ７ 表に産地推定結果を示す。比較対象となる原石産地が少ないため、他の産地の可能性が無いとは言い切

れないが、試料は少なくとも判別図の一致しなかった産地のサヌカイトでないとはいえる。

第 7表　サヌカイト分析値および産地推定結果
分析 K強度 Mn強度 Fe強度 Rb強度 Sr強度 Y強度 Zr強度

Rb分率
Mn*100

Sr分率 log
Fe

判別群 エリア
分析

№ （cps） （cps） （cps） （cps） （cps） （cps） （cps） Fe K №
 １ 205.4 189.2 7971.9 473.0 1271.9 252.4 1461.4 13.68 2.37 36.77 1.59 金山1 讃岐  １
 ２ 180.1 177.1 8188.6 357.1 1346.0 223.3 995.7 12.22 2.16 46.06 1.66 春日山 二上山  ２
 3 183.3 178.9 8476.4 375.4 1424.3 231.3 1053.2 12.17 2.11 46.18 1.67 春日山 二上山  3
 4 213.1 205.3 9522.7 396.2 1503.2 240.1 1090.5 12.27 2.16 46.54 1.65 春日山 二上山  4
 5 193.8 191.7 8898.3 381.6 1459.0 235.2 1072.9 12.12 2.15 46.34 1.66 春日山 二上山  5
 6 203.0 196.3 9186.8 394.5 1479.9 241.3 1082.5 12.33 2.14 46.27 1.66 春日山 二上山  6
 ７ 189.8 183.4 8587.0 379.5 1423.4 230.9 1048.9 12.31 2.14 46.17 1.66 春日山 二上山  ７
 ８ 211.0 196.2 8176.6 504.2 1307.2 265.7 1550.0 13.90 2.40 36.04 1.59 金山1 讃岐  ８
 9 215.3 204.1 9546.8 407.1 1554.1 252.6 1134.4 12.16 2.14 46.42 1.65 春日山 二上山  9
10 225.4 206.6 8725.5 517.4 1371.0 272.0 1588.6 13.80 2.37 36.57 1.59 金山1 讃岐 10

4 ．終わりに
　桂ヶ谷遺跡より出土したサヌカイト製石器10点について、蛍光Ｘ線分析を用いた判別図法による産地推定を行っ

た結果、 ２ 点の打製石包丁の両方と5 点の楔形石器のうち１ 点の計 3 点は讃岐地方産、他の ７ 点は二上山

産の可能性が高いと推定された。

引用・参考文献

望 月明彦　2004　「用田大河内遺跡出土黒曜石の産地推定」かながわ考古学財団編「用田大河内遺跡」511-517　
かながわ考古学財団．
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第13図　サヌカイト産地推定判別図（ ２）

第1２図　サヌカイト産地推定判別図（ 1）
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第 ４節　桂ヶ谷遺跡出土炭化材の樹種同定について

 黒沼 保子　株式会社 パレオ・ラボ

１ ．はじめに
　三釈迦山北麓遺跡群は篠山市に所在する遺跡群である。ここでは、弥生時代から古墳時代の遺跡であ

る桂ヶ谷遺跡から出土した炭化材の樹種同定結果を報告する。

２ ．試料と方法
　試料は、桂ヶ谷遺跡において古墳時代の竪穴住居跡から出土した炭化材である。Ａ地区のSH03から

５ 点（№1-1 ～ 1-5）、Ａ地区のSH24から ５ 点（№2-1 ～ 2-3、№3-1 ～ 3-2）、SH30から ５ 点（№4-1 ～

4-3、No.5-1 ～ 5-2）、Ｇ地区のSH05から ３ 点（№6-1 ～ 6-3）、同じくSH05のカマドから ２ 点（№7-1 ～

7- ２ ）の合計20点である。

　まず、肉眼もしくは実体顕微鏡で木取りの確認と年輪数の計測を行い、直径または半径のわかるもの

については径を計測した。その後、手あるいはカッターナイフを用いて ３ 断面（横断面・接線断面・放

射断面）を割り出し、試料を作製した。直径 １ ㎝の真鍮製試料台に試料を両面テ－プで固定し、銀ペー

ストを塗布して乾燥させた後、金蒸着して走査型電子顕微鏡（日本電子㈱製　JSM-5900LV型）を用い

て樹種の同定と写真撮影を行った。

３ ．結果
　樹種同定の結果、針葉樹はヒノキのみ １ 分類群、広葉樹はハンノキ属ハンノキ亜属（以下、ハンノキ

第 8表　樹種同定結果一覧表
№ 地区 遺構 備考 樹種 木取り 年輪数（径）
1-1

A SH03 -

ヒノキ 破片 22
1-2 クリ 破片 １
1-3 クリ 破片 １
1-4 クリ 破片 １
1-5 クリ 破片 < １
2-1

A SH24 サンプル№3
ヒノキ 破片 16

2-2 ヒノキ 破片 26
2-3 ヒノキ 破片 30
3-1

A SH24 サンプル№4
ヒノキ 破片 30

3-2 ヒノキ 破片 23
4-1

A SH30 -
ムクノキ 破片 8

4-2 ムクノキ 破片 6
4-3 ムクノキ 破片 28
5-1

A SH30 -
ムクノキ 破片 14

5-2 ムクノキ 破片 13
6-1

G SH05 -
クマノミズキ類 みかん割り 9 （半径：2.0㎝）

6-2 クマノミズキ類 みかん割り 9  （半径：1.8㎝）
6-3 クマノミズキ類 みかん割り 7  （半径：1.1㎝）
7-1

G SH05 カマド
ハンノキ亜属 破片 9

7-2 ハンノキ亜属 破片 8

亜属と呼ぶ）、クリ、ムクノキ、クマノミズキ類の ４ 分類群、合計 ５ 分類群が確認された。結果の一覧

を第 １ 表に示す。木取りについては、Ｇ地区のSH05から出土した№ 6 の試料は半径 １ ～ ２ ㎝程度のみ
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かん割りであったが、他の試料はすべて破片となっており不明であった。

　以下に、同定根拠となった木材組織の特徴を記載し、走査型電子顕微鏡写真を図版に示す。

（ １ ）ヒノキ　Chamaecyparis obtusa （Siebold et Zucc.）Endl.

　　　　　　　ヒノキ科（写真12）　1a-1c（No.2-3）、2c（No.3-2）

　仮道管、放射組織、樹脂細胞からなる針葉樹である。早材から晩材への移行は緩やかである。

分野壁孔はトウヒ型～ヒノキ型で １ 分野に ２ 個存在する。

　ヒノキは福島県以南の温帯から暖帯に分布する常緑高木である。材は加工容易で割裂性は大き

く、耐朽・耐湿性は著しく高い。

（ ２ ）ハンノキ属ハンノキ亜属　Alnus subgen. Alnus

　　　　　　　　　　　　　　　カバノキ科（写真12）　3a-3c（No.7-2）

　小型の道管が放射方向に数個複合して散在する散孔材である。道管の穿孔は10 ～ 20段程度の

階段状である。軸方向柔組織は短接線状となる。放射組織は単列同性で、集合放射組織が存在す

る。

　ハンノキ亜属は主に温帯に分布する落葉高木または低木で、ハンノキ・ケヤマハンノキなど 7

種がある。材は全般に硬さ・重さ中庸で加工容易である。

（ ３ ）クリ　Castanea crenata Siebold et Zucc.

　　　　　　ブナ科（写真12）　4a-4c（No.1-2）

　大型の道管が年輪のはじめ数列並び、晩材部では薄壁で角張った小道管が火炎状に配列する環

孔材である。道管の穿孔は単一である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。放射組織は同性で

主に単列である。

　クリは温帯下部から暖帯に分布する落葉高木である。材は重硬で加工困難だが、耐朽性・耐湿

性に優れ、保存性が高い。

（ ４ ）ムクノキ　Aphananthe aspera （Thunb.） Planch.

　　　　　　　　ニレ科（写真12）　5a-5c（No.4-3）

　やや大型で厚壁の道管が単独ないし ２ ～ ３ 個複合し、年輪を通じて均等に分布する散孔材で

ある。道管の穿孔は単一である。軸方向柔組織は周囲状～帯状となる。放射組織は １ ～ 6 列幅

で、方形細胞もしくは直立細胞が上下端に ２ 細胞程度連なる異性である。

　ムクノキは関東以西の暖帯、亜熱帯に生育する落葉高木である。材は堅く密で、強靱である。

（ ５ ）クマノミズキ類　Swida cf. macrophylla （Wall.） Soják

　　　　　　　　　　　ミズキ科（写真12）　6a-6c（No.6-3）

　円形でやや小型の道管が単独で散在する散孔材である。道管の穿孔は30段程度の階段状であ

る。放射組織は ３ － ４ 列幅で、縁辺部に方形もしくは直立細胞が ２ ～ ４ 個程度ある異性である。

以上の特徴からクマノミズキかヤマボウシと思われるが、これ以上の同定は困難であるため、ク

マノミズキ類とした。

　クマノミズキおよびヤマボウシは温帯から暖帯に分布する落葉中高木である。材はやや硬いが

加工は比較的容易である。
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写真12　三釈迦山北麓遺跡群出土炭化材の走査型電子顕微鏡写真
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４ ．まとめ
　遺構別に使用樹種を集計したものを第 9 表に示す。Ａ地区のSH03ではヒノキが １ 点あった他はすべ

てクリ材であった。Ａ地区のSH24ではすべてヒノキ、同じくSH30ではすべてムクノキであった。Ｇ地

区のSH05では、カマドから出土した試料はハンノキ亜属であったが、その他はクマノミズキ類であっ

た。

第 9表　樹種の遺構別集計
地区 Ａ地区 Ｇ地区

樹種 遺構 SH03 SH24 SH30 SH05 （カマド） 合計

ヒノキ １ ５ 6

ハンノキ属ハンノキ亜属 ２ ２

クリ ４ ４

ムクノキ ５ ５

クマノミズキ類 ３ ３

合計 ５ ５ ５ ３ ２ 20

　いずれの樹種も温帯から暖帯に分布し、常緑樹林帯に属する本遺跡周辺でも普通に生育していたと思

われる。

　木取りはＧ区のクマノミズキ類を除いて破片状であったため、用途についてはわからないが、いずれ

の樹種も成長すると大径木となるため建築材としても有用である。Ｇ地区のクマノミズキ類は半径 １

～ ２ ㎝程度のみかん割りであり、枝材もしくは若木と思われる。ハンノキ亜属については、カマドか

ら出土しているため燃料材と思われる。ハンノキ亜属の樹木は材質が軽軟なため、薪炭材に用いられる

ことが多い（平井 1996）。

　今回の分析では、地区および遺構ごとに検出された樹種に明確な違いがみられた。試料は住居跡から

検出していることから、用途としては住居構築材や燃料材が考えられる。用途によって樹種を選択利用

していた可能性もあるが、出土状況等と併せて検討する必要がある。

引用文献

平井信二　1996　『木の大百科』　朝倉書店　394p.
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第 ５節　桂ヶ谷遺跡出土種子および樹種同定について

 株式会社 古環境研究所

Ⅰ．種子同定

１ ．はじめに
　植物の種子や果実は比較的強靱なものが多く、堆積物中に残存する。堆積物から種実を検出しその群

集の構成や組成を調べ、過去の植生や群落の構成要素を明らかにし古環境の推定を行うことが可能であ

る。また出土した単体試料等を同定し、栽培植物や固有の植生環境を調べることができる。

２ ．試料
　試料は、三釈迦山北麓遺跡群の桂ヶ谷遺跡において、Ｅ地区SH04（弥生時代後期）の竪穴住居上層の

B-2、D-2より出土した ２ 点、Ｆ地区SH04（古墳時代後期）の竪穴住居床面のD-3より出土した １ 点であ

る。すべて水洗選別されたものである。

３ ．方法
　同定は、試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって行っ

た。結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示す。

４ ．結果
（ １）分類群

　樹木 ２ 分類群が同定された。学名、和名および粒数を第10表に、計測値を第11表に示し、主要な分類

群を写真に示す。以下に同定根拠となる形態的特徴を記載する。

第10表　三釈迦山北麓遺跡群（桂ヶ谷遺跡）における種実同定結果
分類群

部位
E地区SH04 F地区SH04

  学名   和名 B-2 D-2 D-3
Arbor 樹木
  Juglans  ailanthifolia  Carr   オニグルミ 核 ２

　（半形） １
  Aleurites  fordii  Hemsl. シナアブラギリ 種子 8

Total 合計 ２ １ 8

〔樹木〕

オニグルミ　Juglans  ailanthifolia  Carr.　核（完形・半形）

　　　　　　クルミ科

　茶褐色で円形～楕円形を呈し、一端がとがる。側面には縦に走る一本の縫合線がめぐる。表面全体に

不規則な隆起がある。

シナアブラギリ　Aleurites  fordii  Hemsl.　種子

　　　　　　　　トウダイグサ科
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　種子は黒褐色で楕円形を呈す。山稜があり、表面には小突起が多い。

第11表　三釈迦山北麓遺跡群（桂ヶ谷遺跡）計測値

E地区SH04 B-2　オニグルミ F地区SH04 D-3　シナアブラギリ
試料 長さ（㎜） 幅（㎜） 厚さ（㎜） 試料 長さ（㎜） 幅（㎜） 厚さ（㎜）

１ 32.56 27.17 30.07 １ 22.57 17.99 13.84
２ 33.70 25.49 28.63 ２ 23.04 21.21 13.79

３ 23.63 17.74 13.78
E地区SH04 D-2　オニグルミ ４ 23.91 18.86 14.48

試料 長さ（㎜） 幅（㎜） 厚さ（㎜） 5 22.52 20.11 13.44
３ 30.11 26.16 ― 6 22.94 20.46 13.63

7 23.39 16.68 13.49
8 22.94 20.24 13.24

（ ２）種実群集の特徴

１ ）Ｅ地区SH04（弥生時代後期）の竪穴住居上層

　 ①B-2

　　樹木種実であるオニグルミ ２ が同定された。

　 ②D-2

　　樹木種実であるオニグルミ １ が同定された。

２ ）Ｆ地区SH04（古墳時代後期）の竪穴住居床面、D-3

　　シナアブラギリ 8 が同定された。

5 ．考察
１ ）Ｅ地区SH04（弥生時代後期）の竪穴住居上層

　オニグルミは温帯を中心に広く分布し、沢沿いなどの適潤地を好む。種子は食用となる。遺跡で

は、核となった果実の最内層の内果皮が残存しやすく出土することが多い。在来種であり、縄文時

代から近世まで広く出土する。

２ ）Ｆ地区SH04（古墳時代後期）の竪穴住居床面

　シナアブラギリは中国原産であり、種子から油を取るために近世末から近代に移入し栽培され

た。現在は一部で野生化している。また、海流にのって漂着するものもある。

6 ．まとめ
　三釈迦山北麓遺跡群の桂ヶ谷遺跡において出土した種子の同定を行った。その結果、オニグルミとシ

ナアブラギリが同定された。シナアブラギリは近世末から近代に中国から伝来したとされており、Ｆ地

区SH04の時期とは整合しない。遺跡の立地からみると、当該試料は後代からの混入物である可能性が

考えられる。
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Ⅱ．樹種同定

１ ．はじめに
　木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同定

が可能である。出土木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林

植生の推定が可能である。本報告では、三釈迦山北麓遺跡群の桂ヶ谷遺跡より出土した炭化材について

し、木材解剖学的手法を用いて、樹種同定を行った。

２ ．試料
　試料は、三釈迦山北麓遺跡群の桂ヶ谷遺跡において、Ａ地区SD32より出土した炭化材 １ 点である。

３ ．方法
　試料を割り折りして新鮮な横断面（木口と同義）、放射断面（柾目と同義）、接線断面（板目と同義）

の基本三断面の切片を作製し、生物顕微鏡によって40 ～ 1000倍で観察した。同定は、解剖学的形質お

よび現生標本との対比によって行った。

４ ．結果
　第12表に結果を示し、格断面の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

第12表　三釈迦山北麓遺跡群における樹種同定結果
遺跡 地区 遺構 土層 備考 学名／和名

桂ヶ谷遺跡 A地区 SD32 黒褐色色土 SH04東際 Chamaecyparis obtusa Endl. ヒノキ

ヒノキ　Chamaecyparis obtusa Endl.

　　　　ヒノキ科

　仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

　横断面：早材から晩材への移行は緩やかで、晩材部の幅は狭い。

　放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は、ヒノキ型で １ 分野に ２ 個存在するものが多い。

　接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、 １ ～ 10細胞高ぐらいである。樹脂細胞が見られる。

　以上の形質よりヒノキに同定される。ヒノキは福島県以南の本州、四国、九州、屋久島に分布する。

日本特産の常緑高木で、通常高さ40ｍ、径1.5ｍに達する。材は木理通直、肌目緻密で強靭であり、耐

朽性、耐湿性も高い。良材であり、建築など広く用いられる。

5 ．所見
　同定の結果、三釈迦山北麓遺跡群の桂ヶ谷遺跡より出土した炭化材は、ヒノキであった。ヒノキは温

帯を中心に分布する常緑高木で、特に温帯中部に多い。適潤性であるが乾燥した土壌にも耐え、尾根、

急峻地または岩盤上にもよく生育する。木材は木理通直で大きな材が取れる良材であり、特に保存性が

高い。当時遺跡もしくは周辺地域に生育可能な樹種である。
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第 ６節　桂ヶ谷遺跡における放射性炭素年代（AMS測定）について

 （株）加速器分析研究所

１ ．測定対象試料
　桂ヶ谷遺跡は、兵庫県篠山市大山下に所在し、篠山川の河岸段丘上に立地する弥生時代～古墳時代の

集落遺跡である。測定対象試料は、Ａ地区SH03床面直上出土木炭（ １ ：IAAA-110552、 ２ ：IAAA-

110553）、Ａ地区SH24床面直上出土木炭（ ３ ：IAAA-110554、４ ：IAAA-110555）、Ａ地区SH30床面直

上出土木炭（ ５ ：IAAA-110556、 ６ ：IAAA-110557）、Ｇ地区SH05床面直上出土木炭（ ７ ：IAAA-

110558、 ８ ：IAAA-110559）の合計 ８ 点である（第13表）。

２ ．測定の意義
　遺構の時期を測定する。

３ ．化学処理工程
１ ）メス・ピンセットを使い、根・土等の付着物を取り除く。

２ ） 酸-アルカリ-酸（AAA：Acid Alkali Acid）処理により不純物を化学的に取り除く。その後、超

純水で中性になるまで希釈し、乾燥させる。AAA処理における酸処理では、通常 １ mol/ℓ（1M）

の塩酸（HCl）を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液を用い、0.001M

から １ Mまで徐々に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が １ Mに達した時には

「AAA」、1M未満の場合は「AaA」と第 １ 表に記載する。

３ ）試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO2）を発生させる。

４ ）真空ラインで二酸化炭素を精製する。

５ ）精製した二酸化炭素を、鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト（C）を生成させる。

６ ） グラファイトを内径 １ ㎜のカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測定

装置に装着する。

４ ．測定方法
　加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC社製）を使用し、14Cの計数、 13C濃度（ 13C/12C）、14C

濃度（14C/12C）の測定を行う。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx

Ⅱ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

５．算出方法
１ ） δ13C は、試料炭素の13C 濃度（13C/12C）を測定し、基準試料からのずれを千分偏差（‰）で表し

た値である（第 １ 表）。AMS装置による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。

２ ） 14C年代（Libby Age：yrBP）は、過去の大気中14C濃度が一定であったと仮定して測定され、1950

年を基準年（0yrBP）として遡る年代である。年代値の算出には、Libbyの半減期（5568年）を使

用する（Stuiver and Polach 1977）。14C年代はδ13Cによって同位体効果を補正する必要がある。
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補正した値を第13表に、補正していない値を参考値として第14表に示した。14C年代と誤差は、

下 １ 桁を丸めて10年単位で表示される。また、14C年代の誤差（±1σ）は、試料の14C年代がその

誤差範囲に入る確率が68.2％であることを意味する。

３ ） pMC（percent Modern Carbon）は、標準現代炭素に対する試料炭素の14C濃度の割合である。pMC

が小さい（14Cが少ない）ほど古い年代を示し、pMCが100以上（14Cの量が標準現代炭素と同等以

上）の場合Modernとする。この値もδ13Cによって補正する必要があるため、補正した値を第13

表に、補正していない値を参考値として第14表に示した。

４ ） 暦年較正年代とは、年代が既知の試料の14C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去

の14C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、14C年代に対応する較

正曲線上の暦年代範囲であり、 １ 標準偏差（ １ σ＝68.2％）あるいは ２ 標準偏差（ ２ σ＝95.4％）

で表示される。グラフの縦軸が14C年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログラムに入

力される値は、δ13C補正を行い、下一桁を丸めない14C年代値である。なお、較正曲線および較

正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によっても結果が

異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。ここでは、

暦年較正年代の計算に、IntCal09データベース（Reimer et al. 2009）を用い、OxCalv4.1較正プロ

グラム（Bronk Ramsey 2009）を使用した。暦年較正年代については、特定のデータベース、プ

ログラムに依存する点を考慮し、プログラムに入力する値とともに参考値として第14表に示し

た。暦年較正年代は、14C年代に基づいて較正（calibrate）された年代値であることを明示するた

めに「cal BC/AD」（または「cal BP」）という単位で表される。

６ ．測定結果
　試料の14C年代は、Ａ地区SH03床面直上出土木炭 １ が1850±20yrBP、 ２ が1890±20yrBP、Ａ地区

SH24床面直上出土木炭 ３ が1640±20yrBP、４ が1760±20yrBP、Ａ地区SH30床面直上出土木炭 ５ が2230

±30yrBP、 ６ が2250±20yrBP、Ｇ地区SH05床面直上出土木炭 ７ が1580±20yrBP、 ８ が1600±20yrBP

である。Ａ地区SH03床面直上の １ と ２ 、Ａ地区SH30床面直上の ５ と ６ 、Ｇ地区SH05床面直上の ７ と ８

の値は、各々誤差（±1σ）の範囲で重なる部分をもち、近い年代を示す。Ａ地区SH24床面直上の ３ と

４ の間には若干年代差が認められる。暦年較正年代（１σ）は、 １ が129 ～ 214cal ADの範囲、 ２ が79

～ 130cal ADの範囲、３ が386 ～ 505cal ADの間に ２ つの範囲、４ が242 ～ 326cal ADの間に ２ つの範囲、

５ が376 ～ 212cal BCの間に ３ つの範囲、６ が384 ～ 234cal BCの間に２つの範囲、７ が430 ～ 533cal AD

の間に２つの範囲、 ８ が424 ～ 533cal ADの間に ３ つの範囲で示される。

　一般に木炭を試料とする場合、最外年輪部が伐採年、枯死年を示し、内側では年代値が遡ることを考

慮する必要がある。また、試料 １ ・ ２ ・ ４ が含まれる １ ～ ３ 世紀頃の暦年較正に関しては、北半球で

広く用いられる較正曲線IntCal09に対して日本産樹木年輪試料の測定値が系統的に異なるとの指摘があ

る（尾嵜2009、坂本2010など）。その日本版較正曲線を用いてこれらの測定結果を暦年較正した場合、

ここで報告する較正年代値よりも新しくなる可能性がある。

　試料の炭素含有率はすべて60％を超える十分な値で、化学処理、測定上の問題は認められない。
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第13表　放射性炭素年代 対象試料一覧表（補正値）

測定番号 試料名 採取場所 試料
形態

処理
方法 δ13C （‰） （AMS）

δ13C補正あり

Libby Age （yrBP） pMC （%）

IAAA-110552 １ A地区 SH03　床面直上 木炭 AaA -27.07±0.43 1,850±20 79.43 ±0.24 

IAAA-110553 ２ A地区 SH03　床面直上 木炭 AAA -25.28 ±0.41 1,890±20 79.04 ±0.23 

IAAA-110554 ３ A地区 SH04　床面直上 木炭 AAA -26.21 ±0.43 1,640±20 81.58 ±0.24 

IAAA-110555 ４ A地区 SH04　床面直上 木炭 AAA -25.87 ±0.49 1,760±20 80.35 ±0.24 

IAAA-110556 ５ A地区 SH30　床面直上 木炭 AAA -26.83 ±0.48 2,230±30 75.73 ±0.24 

IAAA-110557 ６ A地区 SH30　床面直上 木炭 AAA -27.46 ±0.48 2,250±20 75.58 ±0.23 

IAAA-110558 ７ G地区 SH05　床面直上 木炭 AAA -30.43 ±0.57 1,580±20 82.11 ±0.25 

IAAA-110559 ８ G地区 SH05　床面直上 木炭 AAA -28.76 ±0.50 1,600±20 81.99 ±0.25 

［参考値］

第14表　放射性炭素年代 対象試料一覧表（未補正）

測定番号
δ13C補正なし

暦年較正用（yrBP） 1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲
Age　（yrBP） pMC　（％）

IAAA-110552 1,880±20 79.09±0.23 1,850±24 129calAD - 214calAD （68.2%） 85calAD - 235calAD （95.4%）

IAAA-110553 1,890±20 78.99±0.22 1,889±23 79calAD - 130calAD （68.2%） 61calAD - 179calAD （90.2%） 
190calAD - 213calAD （ 5.2%）

IAAA-110554 1,660±20 81.37±0.23 1,635±24 386calAD - 434calAD （63.3%） 
495calAD - 505calAD （ 4.9%） 

345calAD - 465calAD （77.8%） 
481calAD - 533calAD （17.6%）

IAAA-110555 1,770±20 80.21±0.23 1,757±24 242calAD - 262calAD （21.2%） 
280calAD - 326calAD （47.0%）

220calAD - 355calAD （93.7%） 
367calAD - 380calAD （ 1.7%）

IAAA-110556 2,260±20  75.45±0.23 2,233±25
376calBC - 353calBC （15.8%） 
294calBC - 230calBC （48.0%） 
219calBC - 212calBC （ 4.4%）

 386calBC - 346calBC （23.1%） 
321calBC - 206calBC （72.3%）

IAAA-110557 2,290±20 75.20±0.22 2,249±24 384calBC - 356calBC （26.1%） 
286calBC - 234calBC （42.1%）

391calBC - 349calBC （33.2%） 
311calBC - 209calBC （62.2%）

IAAA-110558 1,670 ± 20 81.20 ± 0.23 1,583 ± 24 430calAD - 465calAD （26.3%） 
483calAD - 533calAD （41.9%） 421calAD - 540calAD （95.4%） 

IAAA-110559 1,660±20 81.36±0.23 1,595±24 424calAD - 442calAD （16.6%） 
455calAD - 460calAD （ 3.8%）

484calAD - 533calAD （47.8%） 
416calAD - 537calAD （95.4%）

［参考値］
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第14図　放射性炭素 暦年較正年代グラフ
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第14章　まとめ－三釈迦山北麓遺跡群の遺構と遺物－

第 １節　竪穴住居跡について

　三釈迦山北麓遺跡群では97棟以上の竪穴住居跡を調査している。その内訳は弥生時代中期（Ⅲ～Ⅳ様

式並行期）が20棟、弥生時代後期～終末期（Ⅴ様式～庄内式並行期）が25棟、古墳時代前期～中期が15

棟、古墳時代後期が33棟、不明が ４ 棟である。これらの竪穴住居跡について、規模、形状、屋内施設に

ついて検討を加え、その変遷を概観するとともに特色についてまとめることとする。

１ ．竪穴住居跡の規模

　弥生時代から古墳時代にいたる竪穴住居跡の時期別面積構成を示したのが第15表である。弥生時代中

期には10㎡台から60㎡台の竪穴住居が存在するが、20㎡～ 50㎡の住居が全体の約 ７ 割を占め、20㎡未満

の小型の住居や50㎡以上の大型の住居はいずれも １ 割程度である。弥生時代後期～終末期には、20㎡未

満の小型住居の比率は中期とあまり変わらないが、50㎡以上の大型住居の比率が約 ５ 割に高まり、最大

規模の住居も80㎡を超える超大型のものとなる。全体に中期と比べて住居規模が拡大していることが伺

える。

　古墳時代になると、住居規模は大きく縮小する。古墳時代前期・中期では20㎡未満の小型住居が半数

以上を占め、50㎡以上の大型住居は全く見られなくなり、20㎡～ 50㎡の中型住居が約 ３ 割を占める。古

墳時代後期には20㎡～ 30㎡の住居の比率が高まり、前期・中期よりは若干住居規模が拡大している。

しかし50㎡をこえる住居が存在しないのは、前期と同じ傾向である。

　以上のように弥生時代中期から後期にかけて、竪穴住居の規模が拡大し、大型住居が顕著となるが、

古墳時代になると大型住居は消滅し、中小型住居を主体とした構成に変化する。

第15表　竪穴住居跡の時期別の面積構成
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２ ．平面形と主柱本数

　竪穴住居の平面形と主柱本数の構成を示したのが第16表である。弥生時代中期は円形住居が ８ 割を占

め、方形建物の比率はまだ低い。円形住居の中では ６ 本柱の住居が最も多く、 ４ 本柱の住居はない。最

も多いのはＤ地区SH02（弥生時代Ⅳ・床面積66㎡）の10本柱であり、床面積が大きくなるのに従い柱数

も増える傾向にある。弥生時代後期～終末期には方形住居が全体の ３ 割を超えるが、比較的小型の無柱

のものが多い。この時期でも主体となるのは円形住居であり、そのうち半数以上は ５ 本柱以上の住居で

ある。

　古墳時代になると円形住居は消滅し、全て方形住居になる。古墳時代前期は無柱や ２ 本柱の住居が約

７ 割を占めるが、これは小型住居が主体となっていることと関係している。古墳時代後期には無柱や ２

本柱住居の占める割合は １ 割強まで減少し、方形 ４ 本柱住居が主体となる。

　第17表は弥生時代の住居について、面積毎の円形・方形の割合を示したものであるが、これから明ら

かなように、方形住居は50㎡以下の住居に限られ、それより大型の住居は円形住居となっている。

第17表　弥生時代の竪穴住居跡の床面積と平面形の関係

第16表　竪穴住居跡の平面形と主柱本数の構成
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３ ．主柱間距離

　時期毎の主柱間距離の平均値の変遷を示したのが第18表である。弥生時代中期には平均2.2ｍであっ

たものが、後期～終末期には ３ ｍに拡大する。古墳時代前期～中期になると ２ ｍと大幅に縮小し、古墳

時代後期になると2.4ｍと再び拡大する。このような変化は弥生時代後期に住居の規模が拡大すること、

古墳時代前期に住居の規模が著しく縮小することと関係している。第19表は主柱間距離と床面積の相関

を時期別に示したものである。これからは弥生時代の住居と古墳時代の住居の間では、主柱間距離と床

面積の相関関係が異なることがわかる。すなわち弥生時代では、住居規模にかかわらず主柱間距離がほ

ぼ一定である（中期で2.0ｍ～ 2.5ｍ、後期から終末期で3.0ｍ前後）のに対し、古墳時代では上限を3.0ｍ

程度に、床面積の拡大に連動して主柱間距離が拡大している。

　このような違いは、弥生時代においては主柱本数を増やすことで床面積の拡大を実現していたのに対

し、古墳時代においては ４ 本という主柱本数は変えずに、柱間距離を伸ばすことで床面積の拡大を図っ

ていたという違いを反映するものである。弥生時代の大型住居が円形住居のみで構成されるのは、この

ような原理によるのである。

４ ．屋内施設

　まず燃焼施設について見てみよう。第20表は時期毎の燃焼施設の構成である。燃焼施設の分類は下記

のとおりとする。

　Ａ：円形の土坑を住居中央に設けるもの。（中央土坑）

　Ｂ：円形の土坑と楕円形の土坑がセットになったもの。（Ⅰ○型中央土坑）

　Ｃ：円形の土坑の周囲に低い土堤を設けたもの。（土堤もち中央土坑）

　Ｄ：住居中央に浅く窪んだ焼土面をもつもの。（地床炉）

　カマド：屋外に煙出し煙突を設けたもの。

　弥生時代中期にはＢのⅠ○型中央土坑をもつものが約半数を占めている。このタイプの中央土坑は播

磨地域で顕著に見られるものである。桂ヶ谷遺跡では弥生時代Ⅳ期には確実に出現している。弥生時代

後期には、Ｂタイプの中央土坑は減少し、円形単独のＡタイプが主流となる。終末期にはＤタイプの地

床炉が出現し、古墳時代前期～中期には全ての建物がこのＤタイプの燃焼施設を持つようになる。そし

て古墳時代後期になると、全ての建物がカマドを持つようになるが、三釈迦山北麓遺跡群では ６ 世紀前

半から確実にカマドが存在する。

第19表　主柱間距離と床面積の相関関係第18表　主柱間距離の平均値の変遷
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　その他の屋内施設としては、弥生時代終末期～古墳時代中期の住居には壁際に屋内土坑を持つものが

多い。燃焼施設は中央部にＤタイプの地床炉があるため、燃焼以外の用途が想定されるが、用途を特定

できるものはない。また弥生時中期～後期の住居に中央土坑から屋外に伸びる排水溝を持つものが多い

ことも特徴である。その一方で播磨地域などの弥生時代後期の住居で顕著に見られる屋内高床部や張り

出し部を持つ物が極めて少ないことが注意される。

５ ．小 結

　三釈迦山北麓遺跡群における竪穴住居の変遷をまとめたものが第15図である。弥生時代中期の円形住

居から始まり、弥生時代後期には住居規模の拡大が図られ大型住居が増加する。古墳時代になると方形

住居のみとなり、住居規模が大幅に縮小する。そして古墳時代後期にはカマドを持つ方形 ４ 本柱が一般

的となる。

　以上のように、三釈迦山北麓における竪穴住居の変遷は基本的に丹波地域における竪穴住居の変遷に

沿うものである。弥生時代についてその特色をあげておくと、①弥生時代中期後半にⅠ○型中央土坑が

顕著となること、②弥生時代後期に70㎡を超える大型住居が見られること、である。①のⅠ○型中央土

坑の占める割合は、由良川水系竹田川流域の丹波市七日市遺跡よりも高く、篠山盆地が播磨の弥生文化

の強い影響下にあったことを物語る。②の大型住居は、播磨西部（赤穂郡・佐用郡）、播磨北部（多可

郡）など中国山地に沿った地域に共通する特徴であり、篠山盆地も中国山地の弥生文化の圏内にあった

ことを示している。

　古墳時代は地域的な個性が消滅する時期であり、三釈迦山北麓においても、古墳時代前期～中期の地

床炉と屋内土坑をもつ方形住居、古墳時代後期のカマドを持った方形住居といった、近畿地方全域で斉

一性の高いタイプの住居が見られるようになる。なお古墳時代後期には掘立柱建物も多く見られるよう

になるが、総柱の小型のものが多く、倉庫としての用途が想定されるので、竪穴住居と掘立柱建物は機

能を分担していた可能性が高いのではないだろうか。古墳時代後期において三釈迦山北麓遺跡群の集落

は終焉を迎えるため、掘立柱建物への移行の様子は不明である。

第20表　時期別燃焼施設の構成
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弥生時代
中期

（Ⅲ期～Ⅳ期）

弥生時代
後期～終末期

（Ⅴ期～Ⅵ期）

古墳時代
前期～中期

古墳時代
後期

第15図　三釈迦山北麓遺跡群における竪穴住居跡の変遷（ 1 /200）

桂ヶ谷遺跡A地区　SH22

桂ヶ谷遺跡D地区　SH02

桂ヶ谷遺跡A地区　SH17

桂ヶ谷遺跡A地区　SH04

桂ヶ谷遺跡A地区　SH18
灰高遺跡　SH10

桂ヶ谷遺跡A地区　SH03

桂ヶ谷遺跡A地区　SH22

桂ヶ谷遺跡A地区　SH17

桂ヶ谷遺跡A地区　SH04

ずえが谷遺跡B地区　SH01

ずえが谷遺跡B地区　SH08
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第16図　三釈迦山北麓遺跡群における竪穴住居跡の分布（ 1 /3000）
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第 2節　墳丘墓と古墳について

　三釈迦山北麓遺跡群では、弥生時代の墳丘墓13基、古墳時代の横穴式石室 ７ 基、木棺墓 ４ 基の調査を

行った。その内訳は、桂ヶ谷墳墓群において弥生時代終末期の台状墓 ６ 基、ずえが谷遺跡Ｂ地区におい

て弥生時代終末期の方形周溝墓 ７ 基、桂ヶ谷奥古墳および桂ヶ谷南古墳において古墳時代後期の横穴式

石室 ２ 基、ずえが谷古墳群において古墳時代中期後半の木棺直葬墓 ３ 基、ずえが谷西古墳群および灰高

古墳群においてあわせて ４ 基の横穴式石室、さらに、ずえが谷西３号墳の小石室、灰高９号墳の木棺直

葬墓である。ここでは、これらの墳丘墓および古墳について、その形態や特徴などについて検討を行

い、墓域の分布や変遷、集落遺跡との関係をみていきたい。

１ ．台状墓および周溝墓

　三釈迦山北麓において、竪穴住居跡や土坑、溝などが確認された居住域とは異なり、一定の範囲を区

画した弥生時代の墓が複数検出され、それらは墳丘墓と総称されるものであるが、このうち、尾根上に

造成された桂ヶ谷墳墓群の一連のものは台状墓、ずえが谷遺跡Ｂ地区で周囲に溝を巡らせたものは周溝

墓にそれぞれ分類される。

　桂ヶ谷墳墓群の調査では、２号墓から５号墓の墳丘は流失し、５号墓を除き墓壙も明確には確認され

ていないが、尾根に直交するように溝が掘り込まれている。６号墓および７号墓は、山側の斜面を削っ

て半円あるいは「コ」の字状に溝を巡らせ、盛土によって造成された平坦面の中央に埋葬施設が設けら

れている。また、ずえが谷遺跡Ｂ地区は、北へ伸びる緩斜面の尾根上に立地し、篠山川を望む尾根の先

端付近で溝を一部共有しながら区画された方形周溝墓が ７ 基確認された。谷の浸食によって周溝の一部

が消失するとともに、古墳時代の竪穴住居跡（SH01）によっても埋葬施設が削平されているが、調査

では、各周溝墓内に複数の墓壙が検出され、その数は15基を数えている。

　これらは、後世の自然流失や人為的な削平によって、当時の規模や形状などは不明確といわざるをえ

第16図　三釈迦山北麓遺跡群における竪穴住居跡の分布（ 1 /3000）
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ない状態であるが、今回の調査成果からは、弥生時代終末期に尾根上と尾根先端部の平坦地に異なる埋

葬形態をもつ墓域が存在していたことが明らかとなった。桂ヶ谷墳墓群では、墳丘および埋葬施設とも

に比較検討すべき資料が十分に得られなかったものの、桂ヶ谷７号墓の北および西縁辺部に並べられた

列石は、近畿地方北部の丹後・丹波地域にみられる特徴的な構造といえるものである。また、ずえが谷

遺跡Ｂ地区の方形周溝墓で検出された15基の埋葬施設は、 ９ 基（SX01・SX02・SX05・SX06・SX08・

SX10 ～ SX13）が舟底状の木棺を直葬したものであり、同様の可能性が考えられる ２ 基（SX03・

SX15）を合わせると、７ 割を超える割合で舟底状木棺が採用されている。この埋葬形態も丹後・丹波地

域の特徴のひとつといえるものであり、弥生時代終末期という限られた時期ではあるが、墓制において

は、日本海側の丹後・丹波地域の影響が強く現れていることを示す結果となった。さらに、桂ヶ谷墳墓

群は、桂ヶ谷遺跡からは仰ぎ見る位置に立地していることから、桂ヶ谷遺跡に居住した集団の墓域と判

断され、ずえが谷遺跡Ｂ地区の周溝墓群については、近接する遺跡でこの時期の遺構が確認されていな

いため、桂ヶ谷遺跡の墓域のひとつであった可能性も考えられる。

２ ．木棺直葬墓

　古墳時代に入り、桂ヶ谷遺跡Ｅ地区やＧ地区、ずえが谷遺跡Ｂ地区などにおいて前期から中期の居住

域がそれぞれ調査されているが、三釈迦山北麓の古墳時代の墓については、調査が行われた11基は古墳

時代中期後半から後期および終末期に属するものであり、このうち、木棺直葬墓は、ずえが谷古墳群の

７号墳から９号墳と灰高古墳群の９号墳をあわせた ４ 基である。

　ずえが谷７号墳から９号墳は、東の眼下に桂ヶ谷遺跡を見下ろす古墳群南端の南向きの尾根上に立地

しており、いずれも尾根に直交する東西方向に長辺が3.0ｍを超える墓壙を掘り込み、箱形木棺が納め

られている。また、灰高９号墳は、古墳群北東のなかば独立した丘陵の最高所から北に下がった地点に

位置し、尾根に直交する東西方向に ２ 基の箱形木棺が並列して直葬されている。

　ずえが谷古墳群は、桂ヶ谷遺跡あるいは廊下遺跡を眼下に見下ろす三方に派生した尾根筋に20基が分

布しており、９号墳上方の尾根頂部には、古くから前方後円墳と考えられているずえが谷３号墳が所在

している。このうち、調査によって詳細が判明した古墳は、ずえが谷７号墳から９号墳の ３ 基のみであ

るが、これらは ５ 世紀中期後半に築造されたと考えられ、上方の古墳の立地や墳形などを考慮すると、

ずえが谷古墳群の形成は ５ 世紀代には始まっていたと推定される。あるいは、桂ヶ谷古墳群などととも

に三釈迦山北麓の拠点集落である桂ヶ谷遺跡の墓域として、弥生時代終末期の桂ヶ谷墳墓群を引き継ぐ

かたちで古墳群が形成されていった可能性も指摘される。また、ずえが谷遺跡および灰高遺跡の両遺跡

を眼下に見下ろす尾根上に立地する灰高９号墳は、 ６ 世紀中頃に築造されたと考えられ、 ６ 世紀初頭か

ら前半に築造された ２ 基の横穴式石室（灰高１号墳・２号墳）のほぼ中央に位置している。このため、

灰高古墳群では、横穴式石室という新たな墓制を採用したのちも、伝統的な木棺直葬による埋葬が行わ

れており、新旧の埋葬形態が併存した古墳群として、横穴式石室の導入時期における墓制の実態を考え

るうえで貴重な事例であると考えられる。

３ ．横穴式石室

　三釈迦山北麓では、横穴式石室が出現した ６ 世紀初頭以降の古墳時代後期、弥生時代中期から終末期

に居住域であった桂ヶ谷遺跡Ａ地区やＦ地区で再び集落が営まれるようになるとともに、北麓西方の灰

高遺跡にも新たな居住域が広がっている。

BKZ_H_26syo_P0217-0221.indd   218 13.3.16   3:59:51 PM



― 219 ―

　調査が行われた横穴式石室は、⑴桂ヶ谷遺跡に近接する桂ヶ谷奥古墳および桂ヶ谷南古墳、⑵ずえが

谷遺跡Ｂ地区に近接するずえが谷西古墳群の ３ 基（１号墳～３号墳）、⑶ずえが谷遺跡および灰高遺跡

を眼下に見下ろす灰高古墳群の ２ 基（１号墳・２号墳）、のあわせて７基である。

　このうち、⑴と⑵は、竪穴住居跡などの遺構が点在する緩斜面地が背後に控える尾根へと比較的急な

角度で立ち上がる傾斜変換点付近に、⑶は尾根の最高所を中心とした範囲にそれぞれ築造されている。

このため、⑴と⑵は居住域に近接し、墓域との境界は曖昧といえる状況であるが、⑶は居住域とは明ら

かに隔絶した位置に選地され、墓域が形成されている。これは、⑶の灰高１号墳が三釈迦山北麓だけで

なく、篠山市域でも最も早い ６ 世紀初頭に築造された横穴式石室であり、時期を隔てず ６ 世紀前半には

灰高２号墳が築造されていることから、横穴式石室という新たな埋葬形態を取り入れた集団の存在が想

定される。具体的には、古墳時代後期を中心に数多くの竪穴住居跡が確認されている灰高遺跡では、そ

れ以前の遺構は検出されておらず、石室築造と前後して新たに居住域を展開していったものと考えられ

る。また、⑶の東下方に立地する⑵は、灰高２号墳とは明らかに時期差は認められるが、 ６ 世紀後半

（ずえが谷西１号墳）および ６ 世紀末頃（ずえが谷西 ２ 号墳）に築造されており、遺物が出土していな

い３号墳は ７ 世紀前半頃に位置付けられると考えられる。これら⑵および⑶の石室は、 ６ 世紀初頭の横

穴式石室出現期から ７ 世紀前半頃の終末期までの変遷を捉えることができる資料であり、灰高古墳群の

その他の古墳に調査がおよんでいないため、慎重に判断する必要があるが、ずえが谷西古墳群と分類し

ている３基の古墳は、灰高古墳群の一支群と理解すべきものと思われる。

　一方で、⑴の ２ 基の横穴式石室については、三釈迦山北麓西方であわせて12基の横穴式石室が確認さ

れている状況からみれば、極めて少ないことから、北麓東方の桂ヶ谷遺跡を居住域とした集団は、尾根

上を墓域とし、木棺を直葬する旧来の墓制を長く守り続けていたものと考えられる。しかし、 ６ 世紀後

半、横穴式石室が三釈迦山北麓だけでなく、篠山市域でも普遍的になってようやく、桂ヶ谷奥古墳およ

び桂ヶ谷南古墳の築造へと至っている。その過程については、周辺の古墳の調査が十分に行われておら

ず、現状では想像の域をでないが、隣接した尾根上の墓域が飽和状態となったことに加え、横穴式石室

の追葬可能な埋葬形態や石室構築の技術伝播、受容環境の変化などの理由が考えられる。

４ ．小 結

　三釈迦山北麓遺跡群における墳丘墓および古墳については、北麓の広範な複数の遺跡の調査を行った

ことで、弥生時代終末期の台状墓および周溝墓、古墳時代中期後半の木棺直葬墓の個々の状況は明らか

となった。しかし、桂ヶ谷墳墓群での調査成果は非常に限定的であり、ずえが谷遺跡Ｂ地区の方形周溝

墓についても、発掘調査を進めていく過程で予測できずに発見されたため、出土土器と埋葬施設との共

伴関係を正確に把握できるものが非常に少ない状況である。また、古墳時代の木棺直葬墓については現

在、三釈迦山北麓で確認されている32基のうちの ４ 基、 １ 割をわずかに超える程度であり、埋葬形態の

分類や変遷等を検討するには不十分といえるものである。その反面、横穴式石室は14基のうち半数にあ

たる ７ 基の調査が行われ、三釈迦山北麓における横穴式石室の構造や変遷を知る良好な資料を得ること

となった。

　第17図は、三釈迦山北麓遺跡群の横穴式石室の変遷をまとめたものであり、時期によって石室構造の

変化がうかがえる（①期～⑤期、うち③期は空白期間）。一部繰り返しになるが、①期とした灰高１号

墳の石室は、玄室と羨道の境に閾石が置かれ、羨道は墳丘を掘り窪めているなどの特徴がみられ、丹波

地域では玄室の平面形が方形に近い多利向山Ｃ－ ２ 号墳（丹波市春日町）に先行する ６ 世紀初頭に位置
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第17図　三釈迦山北麓遺跡群における横穴式石室の変遷（１/100）

古墳時代
中期後半～
後期初頭

①期

灰高１号墳

古墳時代
後期前半

②期

灰高2号墳

古墳時代
後期後半

④期

ずえが谷西１号墳

古墳時代
後期末頃

⑤期

ずえが谷西2号墳

古墳時代
後期後半

④期

桂ヶ谷奥古墳

BKZ_H_26syo_P0217-0221.indd   220 13.3.16   3:59:53 PM



― 221 ―

付けられるものと考えられる。②期の灰高２号墳の石室は近年、古墳群のほぼ全域が調査された火山古

墳群（丹波市春日町）の10号墳とほぼ同時期の ６ 世紀前半頃と考えられるが、灰高２号墳の開口部は墳

丘を掘り窪めているものの、石材を用いた羨道が構築されているのに対し、火山１0号墳は玄室が羨道

よりも一段下がる竪穴系横口式石室の特徴が指摘されている。

　続く③期については、②期の灰高２号墳とずえが谷西１号墳とのあいだに時期差が認められるため、

空白期間としたが、 ６ 世紀後半に位置付けられるずえが谷西１号墳の石室（④期）は、羨道長が約3.5

ｍと伸長し、開口部に向かってわずかに開き、比較的大型の石材一石で袖石が構成されるなどの特徴が

みられる。また、北麓東方の桂ヶ谷奥古墳の石室も羨道が開き、大型の石材一石で袖石が構成される形

態がより顕著であり、丹波地域ではこの他に火山７号墳が確認されており、丹後地域では大成７号墳・

８号墳（京都府京丹後市）などが知られている。⑤期のずえが谷西２号墳の石室は、奥壁から開口部ま

でほぼ直線的に続く無袖であり、床面には礫が敷き詰められているが、使用石材の大型化あるいは石室

の狭長化などはみられないため、④期の石室と同様、丹後・丹波地域の特徴的な石室のひとつといえる

ものであり、 ６ 世紀末頃と考えられる。

　以上のように、三釈迦山北麓の横穴式石室は、時期によってそれぞれ構造は異なっているが、その特

徴は、丹後・丹波地域で報告されている横穴式石室の変遷と概ね共通しているといえる。また、玄室の

幅と長さの比率が、北麓西方の灰高１号墳・２号墳が １ ： ２ 、ずえが谷西１号墳・２号墳が １ ：2.2を

計り、畿内型の横穴式石室と共通する平面形となっているのに対し、北麓東方の桂ヶ谷奥古墳および

桂ヶ谷南古墳の比率は １ ：2.8を計っている。この差異は、進取の横穴式石室を導入し、灰高遺跡に新

たな居住域を展開した北麓西方の集団と旧来の木棺直葬墓を永続させたため、横穴式石室が後出した

桂ヶ谷遺跡を中心とした北麓東方の異なる集団によるものと考えられ、前者は畿内の影響を受けつつ、

丹後・丹波地域の在地色を発展させ、後者は在地色を受けつつ、畿内の影響が及んだのではないだろう

か。

　丹波地域では、これまでに舞鶴若狭自動車道あるいは北近畿豊岡自動車道建設に伴い、多くの古墳群

の調査が行われている。それらは、古墳群全域あるいはそれに近い範囲での調査によって、古墳群の形

成や変遷、河川流域での他の古墳群との関係など、多種多様な考察へとつながっている。今回の三釈迦

山北麓での調査は、複数におよぶ古墳群のうちの ２ 基あるいは ３ 基程度であり、個々の古墳群の変遷や

追葬状況などの解明には至らなかったが、居住域を含めた広範囲な調査が行われたことで篠山市域にお

ける貴重な資料が得られたといえる。三釈迦山北麓の遺跡群は、古墳時代終末期をもって終焉を迎える

が、未発掘地および周辺地域を含めた一帯の居住域と墓域との関係を再検討し、墓域形成の母体となっ

た集団の基礎単位の規模あるいは内容等を今後、明らかにしていく必要があると考えられる。

第 3節　弥生土器・古式土師器について

　三釈迦山北麓遺跡群では弥生時代から古墳時代の土器が多く出土している。ほとんどの土器は竪穴住

居跡や墳墓などの遺構に伴うものであるが、各遺構からの出土点数はそれほど多くない。その中でも比

較的まとまりのよい資料をいくつか取り上げ、弥生時代から古墳時代前期にいたる土器の変遷とその特

色についてまとめておく。

BKZ_H_26syo_P0217-0221.indd   221 13.3.16   3:59:53 PM



― 222 ―

１ ．土器の変遷

（ １ ）弥生時代中期前半（Ⅲ期）

　桂ヶ谷遺跡Ａ地区SH19出土土器がこの時期のものである。頸部に断面三角形凸帯を貼付した広口長

頸壺（149・150）が出土している。凹線文出現以前のものであり、口縁部に加飾しないシンプルなもの

である。同時期の土器は他に桂ヶ谷遺跡Ｄ地区段状遺構３からも出土している。わずかに肥厚させた口

縁端部の上面に刻み目を施す広口長頸壺（453 ～ 456）が特徴的なものである。

（ ２ ）弥生時代中期後半（Ⅳ期）

　桂ヶ谷遺跡Ａ地区SH02出土土器、桂ヶ谷遺跡Ｄ地区SH02出土土器、同地区段状遺構３出土土器など

がこの時期のものである。凹線文が多用され、水差（26）や杯部の屈曲部に凹線を施す高杯（32）や大

型の器台（495）などの特徴ある器種が見られる。壺は口縁部を拡張し端面に凹線文を施した広口直口

壺（462）や口縁部に凹線文を施した直口壺（27）などがあり、甕は口縁端部をわずかにつまみ上げた

もの（475・477）が主体となる。

（ ３ ）弥生時代後期前半（Ⅴ期古段階）

　桂ヶ谷遺跡Ａ地区SH17出土土器がこの時期の良好な資料である。長頸壺（115・117）や口縁部に細

かな凹線文を施した水差（119）、柱状脚の高杯（137）などが特徴的な器種である。甕は口縁端部を拡

張し凹線文を施したもの（120 ～ 122）である。新しい器種の出現と口縁部以外の凹線文の消滅がこの

時期の特徴である。

（ ４ ）弥生時代後期後半（Ⅴ期新段階）

　桂ヶ谷遺跡Ｅ地区SH12出土土器は若干古段階のものを含むか、この時期の資料を主体とする。擬凹

線文の発達がこの時期の指標となる。甕（599）は口縁部を拡張し、端面に擬凹線文を施す。長頸壺

（597）は体部と口縁部の境が不明瞭になり、手焙り形土器（608）など新しい器種が現れる。高杯は口

縁部が外反しラッパ形の脚部をもつもの（616）が主体となる。この時期の良好な資料は他に少ないが、

桂ヶ谷遺跡Ａ地区SH28出土土器などがこの時期のものである。

（ ５ ）弥生時代終末期前半（Ⅵ期古段階）

　桂ヶ谷遺跡Ａ地区SH04出土土器がこの時期のものである。山陰・北近畿に特徴的な複合口縁土器の

盛行が指標となる。広口壺（55）は球形の体部に、複合口縁がつくものであり、甕（56）も口縁部を大

きく拡張した複合口縁をもつ。高杯は椀形の丸い鉢部に外反する口縁がつくもの（65）と、口縁端部を

上に短く立ち上げるもの（66）の ２ 種類がある。器台は（67）のように、口縁部を大きく拡張し、端面

に擬凹線文を施すものである。また小型の脚台付鉢や有孔鉢などが多く見られること、タタキ成形の甕

が現れることがこの時期の特徴である。桂ヶ谷墳墓群やずえが谷遺跡Ｂ地区方形周溝墓群の出土土器も

この時期のものである。ずえが谷遺跡Ｂ地区方形周溝群出土土器は加飾された精製の器台が多いのが特

色であり、居住域から出土する土器とは様相が異なる。（900）は通常の器台の上に透かし孔を施した受

け部を重ねたものであり、北陸や北近畿地方に特有の器形である。搬入土器の可能性も考えたが、胎土

分析の結果では地元産と推定されている。

（ ６ ）弥生時代終末期後半（Ⅵ期新段階）

　桂ヶ谷遺跡Ａ地区SH03出土土器がこの時期の良好な資料である。複合口縁土器が衰退し、庄内式土

器の影響を受けた器種の盛行が指標となる。庄内甕の影響を受けたタタキ甕（37・40・41）は尖り気味

の底部と楕円球形の体部、「く」の字状に屈曲する口縁部をもち、外面には細かなタタキが残る。全体
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のプロポーションや成形技法に庄内甕の影響が色濃く見られるが、（40・41）は内面のケズリが見られ

ず厚手の作りになっていることなど、完全な模倣ではない。高杯は深い杯部に低いラッパ状の脚をもつ

タイプ（51・52）であり、（53）のような精製の小型器台も見られる。桂ヶ谷遺跡SH28出土土器はⅤ期

新段階～Ⅵ期新段階まで幅のある資料であるが、この時期の資料も含まれている。

（ ７ ）古墳時代前期（布留式併行期）

　ずえが谷遺跡Ｂ地区SH01 ～ SH06出土土器がこの時期の資料である。布留式系統の土器の盛行が指標

となる。出土個体数が少ないため、全体の様相は明らかではないが、（922）のような布留甕や（925）

のような丸底の鉢が特徴的な器種である。小型器台や小型丸底鉢などの精製器種は出土していない。

２ ．搬入土器について

　三釈迦山北麓遺跡群出土弥生土器・古式土師器の中には明らかに胎土の異なる土器がわずかに含まれ

ており、その一部について胎土分析をおこなっている（第13章 第 ６ 節参照）。その結果、河内産のも

の、北摂地域産の可能性があるものが含まれることが明らかになっている。河内産の土器は他にも数点

確認しているが、図化できるほどの破片はない。分析の対象としなかった土器の中にも、弥生時代終末

期の山陰系大型甑形土器（569）など搬入土器の可能性の高いものがあるが、その数はわずかであり、

目立った存在ではない。

３ ．小 結

　三釈迦山北麓遺跡群の弥生土器・古式土師器は兵庫丹波地域における弥生土器・古式土師器の変遷の

中に位置づけることができるものである。そのおおまかな流れは、弥生時代中期後半に瀬戸内海側（播

磨地域）の影響が強まり凹線文土器が盛行する、後期には擬凹線文を施す北近畿系の土器様式圏に入

る、終末期には山陰・北陸系の土器や畿内系の土器の強い影響を受ける、古墳時代には地域的な個性を

失い布留式土器の様式圏に入る、というものである。

　ただし兵庫丹波地域における同時期の良好な資料である七日市遺跡出土土器と比較すると、①弥生時

代中期において口縁部に押圧を加える甕（336　桂ヶ谷遺跡Ａ地区P42出土）がほとんど見られないこ

と、②弥生時代終末期後半における庄内式土器の影響が強いこと、の二つが相異点として指摘できる。

　①については、甕の口縁部への押圧は近江や丹波の由良川流域など近畿地方北東部で見られる特色で

あり、同じ丹波地域とはいえ加古川流域にある篠山盆地にまではでは影響が及んでいなかったというこ

とであろう。

　②については、三釈迦山北麓遺跡群の資料は庄内式土器が完全ではないながらかなり忠実に再現され

ている。篠山盆地内の遺跡では、口阪本遺跡でも同様の畿内色の強い土器が出土しており、近隣に舶載

の素環頭大刀を副葬する内場山墳丘墓が存在することなどと考え合わせると、この地域が古墳出現前夜

において、畿内中枢部と特異な関係にあったことを示すのかもしれない。

第 4節　須恵器について

　三釈迦山北麓遺跡群では、前節で取り上げた弥生土器および古式土師器と同様、集落遺跡あるいは古

墳から多くの須恵器が出土している。しかし、遺跡の各遺構からの出土点数は多くないため、比較的ま
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第18図　三釈迦山北麓遺跡群における弥生土器・古式土師器の変遷（ 1 / 8 ）
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第18図　三釈迦山北麓遺跡群における弥生土器・古式土師器の変遷（ 1 / 8 ）
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とまりのある竪穴住居跡出土資料の中でも杯蓋、杯身を抽出し、古墳時代中期後半から後期に至る須恵

器の変遷やその特徴などについて検討を行っていきたい。

　第19図は、北麓東方の桂ヶ谷遺跡と西方の灰高遺跡から出土した杯蓋・杯身に加え、木棺墓（ずえが

谷７号墳）および横穴式石室（桂ヶ谷奥古墳、灰高１号墳・２号墳、ずえが谷西１号墳・２号墳）から

出土した同種のものを加えた須恵器の時期別の変遷である。古墳時代前期・中期の住居跡は15棟を数え

る（第14章 第 １ 節）が、このうち、ずえが谷遺跡Ｂ地区SH08出土の把手付椀（946）が唯一の須恵器

であり、この時期の出土土器の中心は土師器となっている。後期に入り、須恵器の出土は増加するもの

の、須恵器と同程度の土師器が共伴する住居跡が多く、わずかであるが土師器のみが出土する住居跡も

みられ、この状況は北麓東方および西方ともに共通している。

１ ．土器の変遷

（ １ ）古墳時代中期後半～後期初頭（①期）

　桂ヶ谷遺跡Ｆ地区SH07および灰高遺跡SH07出土土器がこの時期のものであり、田辺編年ではTK23

型式からTK47型式に位置付けられる。杯蓋は天井部と口縁部の境に明瞭な段が付けられ、杯身は蓋受

けの立ち上がりが高く内傾する形状を呈している。同時期の桂ヶ谷遺跡Ｅ地区SH05やＦ地区SH06、灰

高遺跡SH01からは、有蓋高杯（557・1260）や高杯蓋（667・1256）が出土している。また、ずえが谷

７号墳の主体部出土土器がこの時期に該当するもので、杯蓋・杯身の他、無蓋高杯（886）や壺（887・

888）、甕（889）も出土している。

（ ２ ）古墳時代後期前半（②期）

　桂ヶ谷遺跡Ｇ地区SH05および灰高遺跡SH04出土土器がこの時期のものであり、田辺編年ではMT15

型式に位置付けられる。杯蓋は扁平な天井部と口縁部の境に明瞭な段が付けられ、杯身は蓋受けの立ち

上がりが高く内傾し、端部はつまみ上げられている。①期の口径が約12㎝であるのに対し、②期では杯

蓋・杯身とも口径は拡張され、約14㎝を測っている。SH05・SH04からは高杯（728）や𤭯（1276）、甕

（1277）が出土しているが、この他、灰高遺跡SH08Bでは杯蓋・杯身のみが出土しており、須恵器の器

種は限られている。また、灰高２号墳が築造された時期に該当し、口頸部を波状文で装飾した甕

（1201・1202）も出土している。なお、石室構造から後期初頭に分類した灰高１号墳出土の杯蓋・杯身

についてみれば、この時期の特徴をもったものといえる。

（ ３ ）古墳時代後期中頃（③期）

　桂ヶ谷遺跡Ｆ地区SH08および灰高遺跡SH06出土土器がこの時期のものであり、田辺編年ではTK10

型式に位置付けられる。杯蓋はやや丸みを帯びた天井部と口縁部の境に段が付けられ、杯身は蓋受けの

立ち上がりが①・②期に比べ低く内傾している。SH08・SH06からは甕（679・1298）と壺（680）が出

土しており、桂ヶ谷遺跡Ｅ地区SH01では杯蓋、灰高遺跡SH09では高杯（1310）が出土しているが、②

期と同様、須恵器の器種あるいは出土点数は限られている。また、灰高９号墳の第 １ 主体部出土土器が

この時期に該当している。

（ ４ ）古墳時代後期後半（④期）

　桂ヶ谷遺跡Ａ地区SH18およびSH24、Ｆ地区SH04出土土器がこの時期のものであり、田辺編年では

MT85 ～ TK43型式に位置付けられる。杯蓋は天井部と口縁部の境は不明瞭になり、杯身は丸みをもっ

て高く立ち上がっていた器高が低く扁平な形状となっている。桂ヶ谷遺跡ではこの他に住居跡は確認さ
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れておらず、灰高遺跡では空白期間となっている。このため、この時期の須恵器は杯蓋・杯身の他には

SH24出土の高杯（177）とSH04出土の壺（650）であり、②・③期以上に器種、点数ともに限られてい

る。また、桂ヶ谷奥古墳およびずえが谷西１号墳が築造された時期に該当し、前者では提瓶（825 ～

829・854）や長脚高杯（796・797）、𤭯（849・850）などが、後者からも提瓶（1020・1021）などが出

土している。

（ ５ ）古墳時代後期末頃（⑤期）

　桂ヶ谷遺跡Ａ地区SH27および灰高遺跡SH05出土土器がこの時期のものであり、田辺編年ではTK209

型式に位置付けられる。杯蓋は天井部と口縁部の境がより不明瞭になり、杯身は器高および蓋受けの立

ち上がりが④期に比べさらに低くなる形状を呈している。SH27・SH05からは小壺（191）の他、高杯

（192・1292）、横瓶（193）、壺（1293）、甕（1294）が出土しているが、桂ヶ谷遺跡Ａ地区SH07では杯

蓋のみが出土しており、ここでも須恵器の出土点数は限られている。また、ずえが谷西２号墳が築造さ

れた時期に該当し、台付椀（1072）や平瓶（1074 ～ 1078）などが出土している。

（ ６ ）古墳時代終末期（⑥期）

　桂ヶ谷遺跡Ａ地区SH01および灰高遺跡SH11出土土器がこの時期のものであり、田辺編年ではTK207

型式に位置付けられる。SH01で出土した杯蓋は焼け歪みと天井部の欠損のため、詳細は不明であるが、

杯身は蓋受けのあったものがなくなり、小型の椀状へと形状は変わっている。また、桂ヶ谷奥古墳ある

いは灰高１号墳・２号墳、ずえが谷西１号墳・２号墳の最終埋葬時に該当し、口径が小型化した蓋受け

のある杯蓋や宝珠状のつまみが付いた蓋などが出土している。

２ ．共伴する土師器について

　三釈迦山北麓の古墳時代後期の住居跡には、土師器を共伴するものが多く、土師器のみが出土するも

のもみられるため、ここでは、その状況を概要のみであるがふれておきたい。

　33棟を数える古墳時代後期の住居跡のうち、須恵器と土師器が共伴するものは23棟で ７ 割を占め、須

恵器のみが出土したものは ４ 棟、土師器のみは ２ 棟であり、土器が出土しなかったものは ４ 棟となって

いる。次に、①期から⑥期の時期別に須恵器と土師器の割合をみてみると、①期では須恵器が ６ 割を占

めていた状況（ ９ 棟で53点のうち32点）が、②期では ６ 割を下回り（ ３ 棟で28点のうち16点）、③期で

は ５ 割となっている（ ４ 棟で20点のうち10点）。さらに④期では、 ４ 割と出土点数および器種ともに最

も低くなる（ ３ 棟で20点のうち ８ 点）が、⑤期では ７ 割近くに急増（ ３ 棟で22点のうち15点）し、⑥期

でも ５ 割を上まわっている（ ４ 棟で23点のうち12点）。しかし、⑤期については、灰高遺跡SH05が突出

して高い割合を示している（11点のうち ９ 点）ため、北麓東方および西方ともにその他の住居跡は須恵

器と土師器の割合はほぼ均衡している。これらの数値は、住居跡から出土した土器のうち図化したもの

に限られるが、三釈迦山北麓における古墳時代後期の土器の傾向を示しているものと考えられる。

３ ．小 結

　三釈迦山北麓遺跡群から出土した須恵器については、住居跡から93点が出土しているが、そのうち、

杯蓋・杯身が70点を数え、 ７ 割以上を占めている。住居跡出土の須恵器と土師器の器種構成をみてみる

と、桂ヶ谷遺跡および灰高遺跡ともに須恵器の杯蓋・杯身に共伴して、土師器の壺・甕・甑あるいは

壺・甕、甕・甑などがほぼ一式となって出土している状況が顕著である。これは、古墳時代後期の住居
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第19図　三釈迦山北麓遺跡群における須恵器の変遷（ 1 / ５ ：須恵器）
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第19図　三釈迦山北麓遺跡群における須恵器の変遷（ 1 / ５ ：須恵器 1 / 6 ：土師器）
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内にはカマドが併設されるようになるが、カマドでの調理用具として土師器が使用され続けたことによ

るものと考えられる。また、三釈迦山北麓の周辺地域は、須恵器が出土した集落遺跡の調査は限られて

おり、北野遺跡のカマドを併設した住居跡が ５ 世紀後半と推定され、篠山盆地を含む多紀郡において

は、竜円寺遺跡出土の杯身が最も古く、 ５ 世紀中頃あるいは前半までさかのぼる可能性が指摘されてい

る。この他には、野田坪遺跡や下篠見遺跡で確認されているが、前者は竜円寺遺跡よりやや時期が下が

り、後者は北野遺跡や桂ヶ谷遺跡、灰高遺跡に並行する ５ 世紀後半（①期）に位置付けられると考えら

れる。なお、横穴式石室から出土した須恵器の胎土分析（第13章 第 ２ 節）では、窯跡試料との比較を

行っておらず、具体的な産地を特定するには至らなかったが、古墳群ごとで焼成温度と粒径組成が異な

る成果が得られ、異なる産地あるいは異なる窯から供給された可能性が示唆されている。

　最後に、竪穴住居跡および墳丘墓と古墳、弥生土器・古式土師器および須恵器について、現状でのま

とめを行ってきたが、個々ではより詳細な検討が必要であり、なおかつ可能であるため、今後、さらに

三釈迦山北麓遺跡群の調査成果が活用されることが望まれる。
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桂ヶ谷墳墓群 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種 類 器 種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

1 5 号墓 弥生土器 直口壺 （13.8） ［5.6］ ― ― 口 1 / 4 弱
頸 1 / 8 φ2 ㎜の砂粒を含む 磨滅のため調整不明 磨滅のため調整不明

2 5 号墓 弥生土器 甕 （14.6） ［4.5］ ― ― 口～頸 1 / 4 弱 φ1 ㎜以下粒、
φ1～ 4 ㎜の石を含む

ナデ、頸胴部の境にユビ
オサエ ナデ

3 5 号墓 弥生土器 甕 （14.0） （4.1） ― ― 頸 1 / 8 φ1 ㎜以下粒、
φ1～ 2 ㎜の石を含む ヨコナデ ヨコナデ

4 5 号墓 弥生土器 器台 （22.7） ［1.95］ ― ― 口 1 / 8 φ2 ㎜程の砂粒を含む 磨滅のため調整不明 磨滅のため調整不明

5 5 号墓 弥生土器 脚台付
鉢 ― （7.8） ― ― 体 1 / 5

脚部ほぼ完形 φ2 ㎜程の砂粒を含む 磨滅のため調整不明
脚の接合部から杯部にか
けてヘラミガキ、その他
は磨滅のため調整不明

6 5 号墓
SK04 弥生土器 脚台付

鉢 ― （4.5） ― （6.65）脚部ほぼ完形 φ3 ㎜程の砂粒を含む 磨滅のため調整不明 磨滅のため調整不明

7 5 号墓 弥生土器 甕 ― ［4.8］ ― （1.9） 底 1 / 2 弱 φ1 ㎜程の砂粒を含む 磨滅のため調整不明 底部はナデ、体部は平行
タタキ

8 6 号墓
周溝 弥生土器 甕 （16.95） （6.1） ― ― 口 ･頸 1 / 8 φ3 ㎜程の砂粒を含む

体部はヘラケズリ、その
他は磨滅のため調整不
明

頸部～体部にヘラケズリ、
その他は磨滅のため調
整不明

9 6 号墓
周溝 弥生土器 壺 ― ［2.7］ ― 2.8 底 1 / 1 φ2 ㎜程の砂粒を含む 底部はユビナデ、その他

は磨滅のため調整不明
底部ナデ、その他は磨
滅のため調整不明

10 6 号墓
周溝 弥生土器 甕 ― ［2.8］ ― 3.05 底 1 / 1 φ3 ㎜程の砂粒を含む 磨滅のため調整不明 ハケ目

11 7 号墓
SX01 土師器 細頸壺 10.0 ［4.2］ ― ― 口～頸 3 / 8 φ1 ㎜以下の砂粒を含む 磨滅のため調整不明、

頸部にユビオサエ 磨滅のため調整不明

12 7 号墓
SX01 土師器 細頸壺 12.7 ［14.35］ ― ― 口～頸 6 / 8 φ1 ㎜以下の砂粒、

φ1～ 3 ㎜の石を含む 磨滅のため調整不明 磨滅のため調整不明、
口縁部に擬凹線 6条

13 7 号墓
SX01 土師器 器台 （30.0） ［3.0］ ― ― 口 1 / 8 弱 φ1 ㎜未満の砂粒、

φ1～ 3 ㎜の石を含む 多方向ナデ 多方向のナデ、口縁部
に3条の擬凹線

14 7 号墓
SX01 土師器 器台 （32.0） ［3.6］ ― ― 口 1 / 8 弱 φ1 ㎜未満の砂粒、

φ1～ 2 ㎜の石を含む 磨滅のため調整不明 磨滅のため調整不明、
口縁部に5条の擬凹線

15 7 号墓
SX01 土師器 器台 （25.1） （9.3） ― ― 口 1 / 4 弱

頸 1 / 8 弱
φ1 ㎜未満の砂粒、
φ1～ 2 ㎜の石を含む ナデ ナデ

16 7 号墓
SX01 土師器 器台 （28.2） ［9.1］ ― ― 口～頸 1 / 8 φ1 ㎜未満の砂粒、

φ1～2.5㎜の石を含む ヨコナデ ヨコナデ

17 土器棺 土師器 壺 （22.6） 43.8 35.0 6.4 口 1 / 2
頸～底ほぼ完形 φ1 ㎜程の砂粒を含む ハケ目 底部ナデ、その他はハケ

18 土器棺 土師器 壺 ― （13.5） 22.35 （4.85）体 3 / 4
底 1 / 1 φ3 ㎜程の砂粒を含む

体部ハケ、頸部～体部横
方向のヘラミガキ、口縁
部磨滅のため調整不明

底部ナデ、体部下半平
行タタキ目、その他は磨
滅のため調整不明

桂ヶ谷遺跡 Ａ地区 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種 類 器 種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

19 SH01 須恵器 杯蓋 （12.1） ［4.95］ ― ― 口 1 / 3
体 1 / 2 弱 極細砂と粗砂を多く含む 回転ナデ 天井部回転ヘラ切り、

口縁部回転ナデ

20 SH01 須恵器 杯身 10.4 4.1 ― 7.3 ほぼ完形 細砂を多く含む 回転ナデのち中央部多
方向ナデ

底部回転ヘラ切り、口縁
部回転ナデ

21 SH01 須恵器 杯身 （10.25） 4.65 （11.0） （7.7） 口 1 / 5
体 ･ 底 1 / 2 粗砂を多量に含む 回転ナデ 底部回転ヘラ切り、口縁

部回転ナデ

22 SH01
周溝内 須恵器 杯身 （13.4） 4.6 ― （7.0） 口 1 / 4

体 1 / 2 極細砂と粗砂を多く含む 回転ナデ 底部回転ヘラ切り、口縁
部回転ナデ

23 SH01
周溝内 土師器 鉢 （16.45） ［5.35］ ― （8.0） 口～底 1 / 4 極細砂と粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

24 SH01
周溝内 須恵器 甕 （22.4） （4.0） ― ― 口縁部若干 極細砂と粗砂を少量含む 回転ナデ ハケ目調整の後ナデ

25 SH01 弥生土器 甕 （25.4） （6.9） ― ― 口縁部若干 細砂と粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

26 SH02 弥生土器 壺 10.3 31.8 ― 6.4
口 1 / 1
体 3 / 4
底 2 / 3

粗砂を含む
底部中央ナデ、体部下
半ヘラケズリ、体部上半
磨滅のため調整不明、
口頸部ヨコナデ

底部ヘラ切りの後ナデ、
体部タタキの後ハケ目、
口頸部擬凹線文

27 SH02 弥生土器 壺 （11.7） ［6.0］ ― ― 口 1 / 7 極細砂を含む 磨滅のため不明 頸部に縦方向のナデ、
6条の凹線が巡る

28 SH02 弥生土器 甕 （13.0） ［3.2］ ― ― 口 1 / 8 極細砂をわずかに含む 体部ナデ、口縁部ヨコナ
デ

体部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

29 SH02 土師器 甕 （14.7） ［2.4］ ― ― 口 1 / 6 粗砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

30 SH02 弥生土器 甕 ― ［6.6］ ― 7.1 底 1 / 1 粗砂を含む 磨滅のため不明
底部板ナデ、体部下部
縦方向のナデの後ユビオ
サエ、その上は磨滅のた
め不明

第21表　三釈迦山北麓遺跡群出土土器観察表
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桂ヶ谷遺跡 Ａ地区 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種 類 器 種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

31 SH02 弥生土器 甕 ― ［5.2］ ― 4.25 底部のみ
1 / 1 弱 粗砂を含む 底部ハケ目、その他は磨

滅のため不明
底部ナデ、体部は磨滅
のため不明、底部穿孔

32 SH02 弥生土器 高杯 （21.5） （21.0） ― 12.7
口 1 / 8
底 4 / 5
基部 9 /10

粗砂を多く含む 杯部ヘラミガキ、脚部横
方向のヘラケズリ

杯部ヘラミガキ、脚部との
接合箇所に5条の擬凹
線文、脚部縦方向のハケ
目、3段に円孔が巡る

33 SH02 弥生土器 高杯 （12.0） ［10.3］ ― ― 口 1 / 4 粗砂を多く含む 杯部磨滅のため不明、
脚部上方絞り痕

杯部 2 条の凹線、その
他は磨滅のため不明

34 SH02 弥生土器 高杯 ― ［6.4］ ― 8.8 脚部のみ
1 / 1 弱 粗砂を含む 脚端部ヨコナデ、脚部上

方絞り痕 斜め方向のハケ目

35 SH02 弥生土器 高杯 ― （17.4） ― ― 杯部 1 / 2
脚柱部 1 / 1 細砂を含む 磨滅のため不明、脚部

上方絞り痕
磨滅のため不明、10方
向の円孔有り、脚部上方
に8条の凹線文

36 SH03
中央土坑 弥生土器 壺 （14.2） （22.7） 19.9 5.25

口 1 / 4
体 1 / 2
底 1 / 1

細砂～粗砂を含む
体部下半横方向のヘラケ
ズリ、頸部ユビオサエ後
ナデ、口縁部ヨコナデ

底部木葉文、体部タタキ
の後ナデ、頸部指頭圧
痕、口縁部ヨコナデ

37 SH03 弥生土器 甕 16.15 19.9 17.3 ― 口 2 / 3 体 1 / 3
底部若干 細砂～粗砂を多く含む 体部横方向のヘラケズ

リ、口縁部ヨコナデ 全面タタキ目

38 SH03 弥生土器 甕 ― （19.4） ― 2.0 頸部若干 
体 1 / 3 底 1 / 1 細砂～粗砂を多く含む 底部指ナデ、その他磨

滅のため不明 全面タタキ目

39 SH03
中央土坑 弥生土器 甕 （16.8） ［4.7］ ― ― 口 1 / 4 弱 粗砂を多く含む 体部板ナデ、口縁部ヨコ

ナデ
体部斜め方向のタタキ目、
口縁部ヨコナデ

40 SH03 弥生土器 甕 13.0 20.5 （16.9） ― 口～底 1 / 2 弱 粗砂を少量含む 体部ナデ、口縁部ヨコナ
デ

底部ナデ、体部タタキ目、
口縁部ヨコナデ

41 SH03 弥生土器 甕 （15.8） 19.2 （17.3） ― 口 1 / 5
体 1 / 2

細砂と粗砂を多く含む粗
砂を含む

体部不明、口縁部ヨコナ
デ

体部横方向のタタキの後
縦方向ハケ目

42 SH03 弥生土器 甕 ― ［12.95］（14.05） ― 体～底部若干 粗砂を含む 横方向のハケ目 縦方向のハケ目

43 SH03
中央土坑 弥生土器 甕 （11.7） （11.65） 11.7 2.2 口 1 / 2 強

底 1 / 1 粗砂を多く含む
体部縦方向のハケ目、
上部は横方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

体部タタキの後縦方向ハ
ケ目、口縁部ヨコナデ、
底部ユビオサエの後ナデ

44 SH03 弥生土器 甕 （13.7） （11.05） ― 2.4 口縁部若干
底 4 / 5 粗砂を含む 体部ユビオサエ・ナデ、

口縁部ヨコナデ
体部ナデ、体部斜め方向
のタタキ、口縁部ヨコナデ

45 SH03 弥生土器 鉢 9.3 5.9 ― 1.5 口 1 / 2
底 1 / 1 粗砂を多く含む ヨコナデ 底部ナデ、体部縦方向

のナデ、口縁部ヨコナデ

46 SH03 弥生土器 甕 ― ［7.4］ （8.7） ― 体 1 / 2 弱 極粗砂～細砂を多く含む 頸部ヨコナデ、他は磨滅
のため不明

頸部ヨコナデ、他は磨滅
のため不明

47 SH03 弥生土器 鉢 ― ［6.55］ ― 4.1 底 1 / 1 細砂を含む 横方向の板ナデ 体部横方向のタタキの後
ナデ

48 SH03 弥生土器 甕 ― ［2.6］ ― 4.5 底 1 / 1 粗砂を含む 磨滅のため不明 底部ユビオサエ・ナデ、
体部斜め方向のタタキ

49 SH03 弥生土器 甕 ― ［2.8］ ― 3.8 底 1 / 1 粗砂を含む ヘラによる調整 底部ユビオサエ・ナデ、
体部ナデ

50 SH03 弥生土器 鉢 ― ［4.55］ ― ― 頸 1 / 3 細砂を含む ユビオサエ・ナデ 体部ヘラナデ、脚部ユビ
オサエ

51 SH03 弥生土器 高杯 （15.3） 10.4 ― （11.6） 口 1 / 2 弱 細砂を含む 杯部ヘラミガキ、脚部ナ
デ

杯部ヨコナデ、脚部縦方
向のヘラミガキ

52 SH03 弥生土器 器台 （19.45） ［9.7］ ― ― 口 1 / 4 粗砂を多く含む 体部ナデ、口縁部磨滅
のため不明

杯部ナデ・ヨコナデ、
口縁部磨滅のため不明、
脚部ヘラミガキ

53 SH03 弥生土器 器台 （10.35） （8.35） ― （10.85）口縁 ･底部若干 細砂を含む
体部下方ナデ・ヨコナデ、
中央ヘラミガキ、口縁部
ヨコナデ

底部ヨコナデ、体部横方
向のヘラミガキ、口縁部
ヨコナデ

54 SH03 弥生土器 器台 ― ［8.7］ ― ― 基部 1 / 1 細砂を含む
体部下方横方向のハケ
目、中央ヘラ調整、上
方横方向のヘラミガキ

縦方向のヘラミガキ

55 SH04 弥生土器 広口壺 （17.35） 35.65 32.8 6.25
口 1 / 5
体11/12
底 1 / 1

細砂～粗砂を含む
体部上半ユビオサエとハ
ケ目、頸部～口縁部ヨコ
ナデ

底部ナデ、体部下半一
部タタキ目、頸部～口縁
部ヨコナデ

56 SH04 弥生土器 甕 （16.8） ［11.9］ （16.6） ― 口 ･頸 2 / 3 弱 粗砂を含む 体部斜め方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

体部磨滅、口縁部ヨコナ
デ

57 SH04 弥生土器 甕 （15.6） ［7.3］ ― ― 口 1 / 5
頸 1 / 7 粗砂を含む 体部斜め方向のハケ目、

口縁部ヨコナデ
体部タタキの後ハケ目、
口縁部ヨコナデ

58 SH04 弥生土器 壺 ― ［2.65］ ― （4.0） 底 1 / 2 細砂を含む ユビナデ 底部ナデ、ヘラ描、
体部ユビオサエ

59 SH04 弥生土器 甕 ― ［2.5］ ― 2.15 底 1 / 1 細砂を含む ユビオサエ 底部ナデ、体部縦方向
のハケ目

60 SH04 弥生土器 有孔鉢 ― ［3.8］ ― 3.15 底 1 / 1 細砂を含む ユビナデ 板ナデ、底部有孔

61 SH04 弥生土器 鉢 （17.8） （8.6） ― （4.65）口縁部若干
底 1 / 2 粗砂を含む 体部磨滅のため不明、

口縁部ヨコナデ
底部ユビオサエとナデ、体
部ナデ、口縁部ヨコナデ

62 SH04 弥生土器
ミニチュ
ア土器
杯？

（6.2） 5.6 ― 3.1
口 1 / 2
体 2 / 3
脚 1 / 1

細砂を含む 体部ユビナデ、底部ユビ
ナデ

体部ナデ、その他は磨
滅のため不明
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報告
№ 遺構名 種 類 器 種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

63 SH04 弥生土器 低脚杯 ― ［4.05］ ― （6.0） 脚部 1 / 2 細砂を多く含む 体部ユビオサエ、底部ナデ 磨滅のため調整不明

64 SH04 弥生土器 蓋 （7.7） 4.6 つまみ
径3.7 ― 口 3 / 4 細砂を含む ナデ、両中央部はユビオ

サエ 縦方向のハケ目？

65 SH04
中央土坑 弥生土器 高杯 （22.7） （7.5） ― ― 口 1 / 4 細砂を含む 口縁部はヨコナデ、他は

磨滅のため不明
口縁部はヨコナデ、他は
磨滅のため不明

66 SH04 弥生土器 高杯 （20.8） ［7.4］ ― ― 口 1 / 6
基部 1 / 2 粗砂を含む

中央部はユビオサエの後
ナデ、口縁部はヨコナデ、
体部は磨滅のため不明

口縁部はヨコナデ、体部
は磨滅のため不明

67 SH04 弥生土器 器台 （21.75） ［4.1］ ― ― 口縁部若干 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 口縁部はヨコナデ、他は
磨滅のため不明

68 SH04 弥生土器 高杯 ― ［7.9］ ― （9.0） 脚部 1 / 8 細砂を含む ヨコナデ 縦方向のヘラミガキ、
円孔 3ヶ所

69 SH05 須恵器 杯蓋 （10.05） 3.75 ― ― 口～体 1 / 2 細砂を含む 中央部ナデ、その他は回
転ナデ

頂部回転ヘラケズリ、他
は回転ナデ

70 SH05 須恵器 杯蓋 （11.7） ［3.25］ ― ― 口縁 ･頸部若干 回転ナデ 回転ナデ

71 SH05 須恵器 杯 （10.8） ［3.5］ ― ― 口 1 / 7 細砂を含む 回転ナデ 回転ナデ

72 SH05 須恵器 短頸壺 （9.1） ［3.5］ ― ― 口縁部若干 回転ナデ 回転ナデ

73 SH05 弥生土器 甕 （21.8） ［5.8］ ― ― 口 1 / 4 弱 細砂を含む 体部横方向のヘラケズ
リ、口縁部ヨコナデ ヨコナデ

74 SH06
ｐ07 弥生土器 壺 13.85 （20.0） 16.5 ― 口～体 3 / 4 極細砂～細砂を多く含む 体部ハケ目、口縁部ヨコ

ナデ
体部上部ヘラミガキ、下
部タタキの後ナデ、口縁
部ヨコナデ

75 SH06 弥生土器 甕 ― ［5.95］ ― ― 口縁部若干 細砂を多く含む 磨滅のため調整不明
体部タタキ、頸部ヨコナ
デ、口縁部磨滅のため
調整不明

76 SH06 弥生土器 甕 ― ［8.75］ ― ― 口縁～肩部若干 極粗砂を少量含む ヨコナデ 頸部ヨコナデ、体部タタキ

77 SH06 弥生土器 壺 ― ［4.35］ ― （4.85）底 1 / 3 細砂～粗砂を多く含む 中央部ナデ、他は磨滅
のため不明 底部木葉底、体部ナデ

78 SH06 弥生土器 有孔鉢 ― ［10.15］ ― 2.2 底 1 / 1 粗砂・極粗砂を少量含む 板ナデ 体部下半タタキ、上半ヨ
コナデ、有孔

79 SH06 弥生土器 甕 ― ［3.35］ ― （3.0） 底 1 / 2 強 細砂～粗砂を多く含む 磨滅のため不明 底部ナデ、体部ハケ目

80 SH06 弥生土器 鉢 （13.0） 7.0 ― （4.95）口縁 ･底部若干 細砂を含む 台部ナデ、他は磨滅のた
め不明

台部ユビオサエの後ナデ、
他は磨滅のため不明

81 SH06 弥生土器 高杯 （12.8） 7.2 ― （7.35）口 1 / 2
脚部 1 / 2 細砂を含む 杯部磨滅のため不明、

脚部横方向のケズリ 杯部ナデ、脚部ヨコナデ

82 SH06 弥生土器 高杯 （29.8） （7.5） ― ― 口 1 / 2 弱 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 口縁部はヨコナデ、他は
磨滅のため不明

83 SH07 須恵器 杯蓋 （12.0） 4.95 ― ― 口 1 / 2 細砂を少量含む 回転ナデ 頂部ヘラ切り未調整、他
は回転ナデ

84 SH07 弥生土器 甕 （15.8） ［4.9］ ― ― 口 1 / 2 細砂を含む 体部ヘラケズリ、接合部
ハケ目、口縁部ヨコナデ

体部ハケ目、口縁部ヨコ
ナデ

85 SH08
ｐ05 弥生土器 壺 （14.2） （13.6） ― ― 口 1 / 2 粗砂を含む 体部ナデ、口縁部横方

向のハケ目
体部磨滅のため不明、
頸部ハケ目、口縁部ナデ

86 SH08 弥生土器 壺 ― ［3.8］ ― 8.4 底 1 / 1 細砂を多く含む 強いユビオサエ 板ナデ

87 SH08 弥生土器 壺 ― ［2.5］ ― 5.0 底 1 / 1 細砂を含む ユビナデ 底部ユビナデ、他は磨滅
のため不明

88 SH08 弥生土器 甕 （31.75）（45.0） （34.5） 9.95 口 1 / 2
底 1 / 1 弱 細砂を多く含む 底部ナデ、体部板ナデ、

口縁部ヨコナデ
体部下部タタキ、上部磨
滅のため不明、口縁部ヨ
コナデ

89 SH09 弥生土器 無頸壺 （9.0） ［4.25］ ― ― 口 1 / 8 細砂を含む 体部ハケ目の後ヨコナデ、
口縁部ヨコナデ

体部ナデ、口縁部ヨコナ
デ、

90 SH09 弥生土器 壺 ― ［9.4］ ― 8.65 底 1 / 1 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

91 SH09
中央土坑 弥生土器 壺 ― ［6.5］ ― 5.45 底 1 / 1 細砂を多く含む ユビオサエ、ユビナデ 底部ナデ、体部ナデ

92 SH09 弥生土器 有孔鉢 ― ［6.1］ ― （1.1） 底 1 / 2 弱 細砂を含む ハケ目 ハケ目

93 SH09 弥生土器 高杯 ― （8.7） ― （10.4） 脚部 1 / 4 細砂～粗砂を含む
杯部ユビナデ、脚部縦
方向の板ナデ、脚端部ヨ
コナデ

脚端部ヨコナデ、他は磨
滅のため不明

94 SH10 弥生土器 甕 18.25 （10.9） ― ― 口 3 / 4
肩部 1 / 4 細砂・極細砂を多く含む 口縁部ヨコナデ、他は磨

滅のため不明
体部上半縦方向のハケ
目、口縁部ヨコナデ

95 SH10 弥生土器 高杯 （29.2） （3.0） ― ― 口縁部若干 細砂～粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

96 SH10 弥生土器 壺 ― ［3.0］ ― （8.0） 底 1 / 2 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

97 SH12 土師器 鉢 ― ［3.2］ ― ― 脚基部のみ 粗砂を含む 上面板ナデ、下面ナデ 磨滅のため不明

98 SH13 弥生土器 甕 （29.8） （6.0） ― ― 口～体部若干 細砂～粗砂を多く含む 磨滅と剥離のため不明 磨滅と剥離のため不明
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報告
№ 遺構名 種 類 器 種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

99 SH13 弥生土器 壺 ― （7.7） ― 7.3 頸部若干
底 1 / 1 粗砂～極粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

100 SH13 弥生土器 甕 ― ［5.05］ ― 4.8 頸部若干
底 3 / 4 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

101 SH14 弥生土器 高杯 ― ［4.2］ ― ― 頸部若干 粗砂を多く含む 絞り目あり 磨滅のため不明

102 SH15
中央土坑 弥生土器 壺 （17.1） ［2.15］ ― ― 口 1 / 9 細砂を含む 磨滅のため不明、端部は

ヨコナデ ヨコナデ

103 SH15 弥生土器 壺 （13.8） （5.35） ― ― 口 1 / 8 極細砂をわずかに含む 磨滅のため不明 頸部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

104 SH15
ｐ01 弥生土器 壺 （9.8） ［5.15］ ― ― 口縁部若干 極細砂を含む 頸部ナデ、口縁部ヨコナデ ヨコナデ

105 SH15 弥生土器 甕 （18.8） ［3.3］ ― ― 口縁部若干 極細砂を含む 体部横方向の板ナデ、
口縁部ヨコナデ ヨコナデ

106 SH15 弥生土器 甕 （17.5） ［8.1］ ― ― 口 1 / 8 極粗砂を含む 磨滅のため不明 体部一部縦方向のハケ
目、他は磨滅のため不明

107 SH15 弥生土器 壺 ― ［4.2］ ― （16.0） 底 1 / 8 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

108 SH15 弥生土器 壺 ― ［8.4］ ― （12.8） 底部若干 細砂を含む 底部ナデ、体部磨滅の
ため不明 底部ナデ、体部ハケ目？

109 SH15 弥生土器 壺 ― ［3.85］ ― 5.5 底 3 / 4 極細砂を含む ユビオサエ、ユビナデ 体部ヘラミガキ

110 SH15 弥生土器 甕 ― ［4.5］ ― 3.8 底 1 / 1 細砂をわずかに含む 板ナデの後ハケ目 底部ナデ、体部縦方向
のハケ目

111 SH15 弥生土器 高杯 ― ［6.5］ ― ― 脚柱部のみ 粗砂を含む 上部ヘラミガキ、下部磨
滅のため不明 ヘラミガキ

112 SH15 弥生土器 高杯 ― ［6.85］ ― 10.9 脚部 7 / 8 細砂を多く含む 磨滅のため不明 脚端部ヨコナデ、他は磨
滅のため不明

113 SH17 弥生土器 壺 （16.6） ［3.9］ ― ― 口 1 / 6 細砂を含む 体部ヘラケズリ、口縁部
ヨコナデ ヨコナデ

114 SH17 弥生土器 壺 （12.35） ［9.5］ ― ― 口 2 / 3 細砂～粗砂を多く含む
体部ハケ目後ナデ、頸部
横方向のハケ目、口縁部
ヨコナデ

口縁部ヨコナデ、他は磨
滅のため不明

115 SH17 弥生土器 壺 （8.6） 18.5 ― 3.0
口 ･ 頸 1 / 2 弱
体 1 / 4
底 1 / 1

細砂を含む
体部下半横方向の板ナ
デ、上半横方向のユビ
ナデ、頸部ナデ、口縁
部磨滅のため不明

底部ナデ、体部ハケ目後
ナデ？頸部磨滅のため不
明、口縁部ヨコナデ

116 SH17 弥生土器 壺 8.75 ［10.2］ ― ― 口 ･頸 1 / 1 細砂を含む ユビナデ ユビナデ

117 SH17 弥生土器 壺 （12.1） （25.0） （15.0） （2.6） 体 1 / 3 細砂を含む
体部上半ヘラケズリ、下
半ハケ目、頸部ユビナ
デ・ナデ

ハケ目、口縁端部はヨコ
ナデ

118 SH17 弥生土器 壺 10.3 ［16.35］（14.8） ― 口縁部若干
頸 ･体 2 / 3 細砂～粗砂を含む

体部ハケの後ユビナデ、
頸部縦方向のユビナデ、
口縁端部横方向のユビ
ナデ

体部ハケの後ナデ、頸
部ハケの後ヘラミガキ

119 SH17 弥生土器 壺 ― （31.3） （20.7） （5.75）
頸 4 / 5
体部若干
底 1 / 2

細砂を含む
体部上半ユビナデ、下
半ヘラケズリ、頸部横方
向のハケ目

底部ナデ、体部～頸部
ハケ目の後ナデ

120 SH17 弥生土器 甕 （15.4） ［3.75］ ― ― 口 1 / 9 細砂を含む 口縁部ヨコナデ、他は磨
滅のため不明 頸部ヨコナデ

121 SH17 弥生土器 甕 （15.8） ［10.5］ ― ― 口～体 1 / 4 極細砂を含む 体部横方向のヘラケズ
リ、口縁部ヨコナデ

体部ハケ目、口縁部ヨコ
ナデ

122 SH17 弥生土器 甕 （12.05） （8.8） ― ― 口 1 / 6
体部若干 細砂を含む 体部横方向のハケ目、口

縁部ヨコナデ
体部横方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

123 SH17 弥生土器 甕 （31.1） ［12.8］ ― ― 口 1 / 6 弱 細砂～粗砂を含む 体部ハケ目、口縁部ハケ
目の後ヨコナデ タタキの後ナデ

124 SH17 弥生土器 甕 （34.4） ［7.2］ ― ― 口 1 / 6 細砂～粗砂を多く含む 体部横方向の板ナデ、
口縁部ヨコナデ

ヨコナデ、他は磨滅のた
め不明

125 SH17 弥生土器 甕 15.75 ［12.2］ ― ― 口 1 / 3
体 1 / 4 細砂～粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

126 SH17 弥生土器 甕 （15.7） ［5.6］ ― ― 口 1 / 6 細砂を含む 口縁部ヨコナデ、他は磨
滅のため不明

口縁部ヨコナデ、他は磨
滅のため不明

127 SH17 弥生土器 甕 （15.65） ［4.2］ ― ― 口 1 / 7
体部若干 細砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

128 SH17
中央土杭 弥生土器 甕 ― ［2.5］ ― （3.85）体 ･底部若干 細砂を含む ユビナデ 底部中央部ユビオサエ、

他はナデ

129 SH17 弥生土器 壺 ― ［5.0］ ― 4.65 底 1 / 1 細砂を含む ユビナデ 底部ナデ、他は磨滅のた
め不明

130 SH17
p01 弥生土器 壺 ― ［4.0］ ― 4.1 底 1 / 1 細砂を含む ユビナデ ハケ目

131 SH17 弥生土器 壺 ― ［7.0］ ― （4.85）底 3 / 4 細砂を含む ヘラケズリ 底部ナデ、体部ハケ目

132 SH17 弥生土器 壺 ― ［6.0］ ― 4.65 底 1 / 1 細砂を多く含む 磨滅のため不明 底部ナデ、体部ハケ目の
後ナデ
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報告
№ 遺構名 種 類 器 種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

133 SH17 弥生土器 壺 ― ［4.1］ ― 2.7 底 1 / 1 細砂を含む 底部中央部ユビオサエ、
体部縦方向の板ナデ ナデ

134 SH17 弥生土器 鉢 ― ［5.0］ ― 2.1 体 ･ 底 2 / 3 細砂を多く含む ユビナデ 体部ユビオサエ、他は磨
滅のため不明

135 SH17 弥生土器 ミニチュ
ア土器 ― ［2.6］ ― 2.0 底 1 / 1 細砂を含む 底部中央部ユビオサエ、

他はヨコナデ 板ナデ

136 SH17 弥生土器 ミニチュ
ア土器 ― ［4.1］ （4.25） 1.65 体 ･ 底 2 / 3 極細砂を含む 底部中央ナデ、他はユビ

ナデ ナデ

137 SH17 弥生土器 高杯 （28.6） （26.7） ― （21.2） 口 ･体 1 / 8
脚 1 / 2 細砂を含む

杯部口縁部ヘラミガキ、
口縁端部ヨコナデ、脚部
板ナデ～ハケ後ナデ

ヘラミガキ、その上に部
分的にナデ、脚端部はヨ
コナデ

138 SH17 弥生土器 高杯 （31.45） ［7.15］ ― ― 口～体 1 / 3 弱 口縁部ヨコナデ、他は磨
滅のため不明

口縁部ヨコナデ、他は磨
滅のため不明

139 SH17 弥生土器 高杯 （23.4） ［2.95］ ― ― 口 1 /12 細砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

140 SH17 弥生土器 器台 （18.6） 18.4 ― （18.8） 口 ･脚 1 / 2 細砂を多く含む ユビナデ、口縁端部はヨ
コナデ

ハケ目、口縁端部はヨコ
ナデ、脚端部は磨滅の
ため不明

141 SH18
カマド 須恵器 杯蓋 14.2 4.15 ― ― 口～体 1 / 3 細砂を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラ切り、

口縁部回転ナデ

142 SH18
カマド 須恵器 杯身 （14.6） （4.15） ― ― 口 1 / 2 弱 細砂をわずかに含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

143 SH18 須恵器 杯身 （12.1） 3.55 ― ― 口～体 1 / 4 細砂を含む 回転ナデ 底部ヘラ切りのちナデ、
口縁部回転ナデ

144 SH18
カマド 土師器 甕 ― ［6.5］ ― 丸底 底 1 / 1 細砂を含む 底部ユビオサエ 底部から体部ハケのちナデ

145 SH18 土師器 壺 （10.3） ［10.9］ （13.2） ― 口 ･体 1 / 9 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 体部磨滅のため不明、
口縁部ヨコナデ

146 SH18 土師器 甕 （22.0） ［10.9］ ― ― 口 1 / 6 細砂を含む 体部板ナデ、口縁部ヨコ
ナデ

体部ハケ目、口縁部ヨコ
ナデ

147 SH18 土師器 壺 （12.1） ［6.3］ ― ― 口 1 / 3 粗砂を多く含む 体部横方向のケズリ、
口縁部ヨコナデ

体部ハケ目、口縁部ヨコ
ナデ

148 SH18 弥生土器 甕 ― ［1.95］ ― 3.0 底 1 / 1 細砂を含む 底部ユビナデ 底部横方向の板ナデ

149 SH19 弥生土器 広口
長頸壺 （16.8） （17.85） ― ― 口 1 / 3 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

150 SH19 弥生土器 広口
長頸壺 ― （5.85） ― ― 口 1 / 5 細砂を含む 口縁部縦方向の板ナデ 口縁部縦方向のハケ目・

ヨコナデ

151 SH19 弥生土器 甕 ― ［2.85］ ― （5.7） 底 1 / 4 細砂を含む 底部ナデ 底部ナデ・ハケ目

152 SH19 弥生土器 壺 ― ［2.9］ ― （5.6） 底 1 / 2 細砂を含む 底部板ナデ 底部縦方向のハケ目

153 SH19 弥生土器 高杯 ― ［5.4］ ― ― 脚部若干 細砂を含む 横方向のケズリ 磨滅のため不明

154 SH21 弥生土器 壺 （17.9） ［2.3］ ― ― 口 1 / 8 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

155 SH21 弥生土器 壺 （17.7） ［2.65］ ― ― 口 1 / 6 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

156 SH21 弥生土器 甕 （16.3） ［3.9］ ― ― 口 1 / 8 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

157 SH21 土師器 甕 （14.7） ［10.5］ ― ― 口 1 / 6 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

158 SH21 土師器 壺 ― ［3.2］ ― （5.1） 底 1 / 3 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

159 SH21 弥生土器 甕 （12.75） 15.75 ― ― 口 1 / 3
体 2 / 3 細砂を多く含む

底部縦方向の板ナデ、
体部～口縁部磨滅のた
め不明

底部横および縦方向の平
行タタキ、体部～口縁部
磨滅のため不明

160 SH21 弥生土器 高杯 （25.8） ［2.9］ ― ― 口 1 /12 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

161 SH21 弥生土器 高杯 （26.0） ［3.85］ ― ― 口 1 / 8 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

162 SH21 弥生土器 高杯 ― ［5.35］ ― ― 脚柱部のみ 細砂を含む 横方向の板ナデ 磨滅のため不明、10方向
の円孔有り

163 SH21 弥生土器 高杯 ― ［4.1］ ― ― 脚部若干 細砂をわずかに含む 横ナデ 縦方向のナデ、 5方向
の円孔有り

164 SH22 弥生土器 甕 （22.0） ［5.4］ ― ― 口 1 / 9 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

165 SH22 弥生土器 壺 ― ［3.85］ ― （5.9） 底 1 / 2 細砂を含む 底部板ナデ 底部ナデ

166 SH22 弥生土器 壺 ― ［2.3］ ― （7.0） 底 1 / 4 弱 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

167 SH23
周溝内 弥生土器 長頸壺 ― ［12.5］ ― ― 頸部のみ 細砂をわずかに含む 横方向のナデ 縦および横方向のヘラミ

ガキ

168 SH23 弥生土器 甕 （22.8） ［3.9］ ― ― 口 1 /12弱 細砂を含む 口縁部ヨコナデ 口縁部斜め方向のハケ目

169 SH23 弥生土器 甕 ― ［4.5］ ― （7.0） 底 1 / 8 細砂を含む 底部ユビオサエ・ナデ 底部ヘラミガキ・縦方向
のハケ目

170 SH23
周溝内 弥生土器 甕 ― ［13.7］ 12.2 （4.9） 体～底部のみ 粗砂を含む 底部ユビオサエ・ナデ、

体部多方向のヘラケズリ
底部～体部磨滅のため
不明、肩部ヨコナデ
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口径 器高 腹径 底径

171 SH23 弥生土器 高杯 20.2 ［6.5］ ― ― 口 3 / 4 細砂を含む
横および斜め方向のヘラ
ミガキのち放射状のヘラミ
ガキ

杯部底部縦および斜め方
向のヘラミガキ

172 SH23
周溝内 弥生土器 高杯 ― ［7.05］ ― ― 脚柱部のみ 粗砂をわずかに含む 横方向のナデ ナデ

173 SH23 弥生土器 高杯 ― ［5.75］ ― （6.55）底 1 / 2 粗砂を含む 板ナデ 縦方向のハケ目、8方向
の円孔有り

174 SH23 弥生土器 高杯 ― ［3.55］ ― （12.9） 底 1 / 5 細砂を含む 板ナデ 板ナデ

175 SH23 弥生土器 器台 （19.9） ［2.5］ ― ― 口 1 / 6 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

176 SH24 須恵器 杯身 （12.0） ［3.0］ ― ― 口 1 / 8 細砂を含む 回転ナデ 口縁部回転ナデ

177 SH24 須恵器 高杯 （14.6） ［4.05］ ― ― 杯部のみ
1 / 5 細砂をわずかに含む 回転ナデ 杯部回転ナデ

178 SH24 土師器 小型甕 （12.0） （13.0） （12.6） ― 口 ･体 1 / 4 細砂を含む 底部～体部ヘラケズリの
ちナデ、口縁部ヨコナデ

底部縦および斜め方向の
ハケ目、体部縦方向のハ
ケ目、口縁部ヨコナデ

179 SH24 土師器 小型甕 ― ［11.7］ （12.65） ― 体 2 / 3 細砂をわずかに含む
底部縦および横方向のヘ
ラケズリ、体部横方向の
ヘラケズリ

底部横方向のハケ目、
体部縦方向のハケ目

180 SH24 土師器 小型丸
底壺 9.3 8.8 8.75 ― 口 ･体 2 / 3 細砂を含む

底部縦方向のヘラケズリ、
体部横方向のヘラケズリ、
口縁部ヨコナデ

底部横および斜め方向の
ハケ目、体部縦方向のハ
ケ目、口縁部ヨコナデ

181 SH24 土師器 甕 （14.2） ［6.8］ ― ― 口 1 / 8 極細砂を含む 肩部ユビオサエ・ナデ、
口縁部横方向のハケ目

肩部縦および斜め方向の
ハケ目、口縁部ヨコナデ

182 SH24 土師器 甑 25.2 27.7 ― 10.5 口 2 / 3 細砂を多く含む
体部下方横および斜め方
向のハケ目、体部上方～
口縁部縦方向のハケ目・
ナデ

体部下方縦および斜め方
向の板ナデ、把手部貼り
付けナデ、体部上方縦方
向のハケ目のちユビオサエ

183 SH25
ｐ04 弥生土器 甕 ― ［13.1］ （14.9） 6.5 底 1 / 1 細砂を含む 底部～体部斜め方向の

ハケ目のちナデ
底部～体部縦方向のハ
ケ目

184 SH26 弥生土器 甕 （22.9） ［2.25］ ― ― 口縁部若干 極細砂をわずかに含む 口縁部横方向のヘラケズ
リ・ヨコナデ 口縁部ヨコナデ

185 SH26 弥生土器 甕 （15.6） ［3.25］ ― ― 口 1 / 4 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

186 SH26 弥生土器 甕 （9.7） （4.95）（10.2） ― 口 1 / 3 粗砂を含む 体部横および斜め方向のヘ
ラケズリ、口縁部ヨコナデ

体部ヘラケズリのちユビナ
デ、口縁部ヨコナデ

187 SH26 弥生土器 壺 ― ［3.15］ ― （9.4） 底 1 / 3 極細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

188 SH26 弥生土器 高杯 ― ［2.05］ ― （17.6） 脚部若干 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

189 SH27 須恵器 杯蓋 （14.8） ［3.65］ ― ― 口 1 / 4 極細砂をわずかに含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

190 SH27 須恵器 杯身 13.05 ［4.9］ ― ― 口 1 / 1 細砂をわずかに含む 回転ナデ 底部ヘラ切りのちナデ、
口縁部回転ナデ

191 SH27 須恵器 小壺 （4.9） 5.8 （7.0） ― 口縁部若干
体 1 / 6 粗砂をわずかに含む 回転ナデ

底部不定方向のヘラナ
デ、体部～口縁部回転
ナデ

192 SH27 須恵器 高杯 （11.9） （17.4） ― （16.6） 口 1 / 6
底 1 / 9 細砂を含む 杯部回転ナデのち中央部

ナデ、脚部回転ナデ
杯部底部貼り付けナデ、
口縁部回転ナデ、脚部
回転ナデ

193 SH27 須恵器 横瓶 （11.8） ［4.9］ ― ― 口 1 / 2 極細砂を含む 肩部同心円あて具痕、
口縁部回転ナデ

肩部平行タタキ、口縁部
回転ナデ

194 SH27 土師器 鉢 （12.5） 5.45 ― ― 口 2 / 3 細砂を含む 磨滅のため不明
底部ユビナデ・ユビオサ
エ、体部～口縁部磨滅
のため不明

195 SH27 土師器 高杯 ― ［7.8］ ― ― 脚柱部のみ 細砂を多く含む 横方向のヘラナデ 磨滅のため不明

196 SH27
周壁溝 土師器 高杯 （13.8） ［4.0］ ― ― 口 1 / 6 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

197 SH27 土師器 甕 （13.5） ［13.1］ （16.3） ― 口 1 / 4 細砂を含む 体部～口縁部横および斜
め方向のハケ目

体部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

198 SH27
周壁溝 土師器 甕 （14.1） ［14.1］ （30.0） ― 口 1 / 6 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

199 SH27 弥生土器 無頸壺 （16.3） ［3.9］ ― ― 口 3 /10 極細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

200 SH27 弥生土器 壺 ― （4.6） ― ― 杯部若干 粗砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

201 SH27 弥生土器 甕 （15.8） ［4.8］ ― ― 口縁部若干
頸 1 / 8 細砂を多く含む 体部斜め方向のハケ目、

口縁部ヨコナデ
体部ヨコナデ、口縁部ヨ
コナデ

202 SH27 弥生土器 甕 ― ［10.7］ ― ― 体部若干 粗砂を含む 底部～体部横方向のハ
ケ目のちナデ

底部～体部下方斜め方
向のタタキのちナデ消し、
体部上方縦および斜め方
向のハケ目のちナデ

203 SH27 弥生土器 壺 ― ［7.25］ ― （8.7） 底 1 / 2 極細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

204 SH27 弥生土器 有孔鉢 ― ［3.15］ ― （5.4） 底 1 / 6 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明
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205 SH27 弥生土器 壺 ― ［2.1］ ― （7.1） 底 1 / 1 弱 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

206 SH27 弥生土器 甕 ― ［1.85］ ― 4.2 底 1 / 1 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

207 SH27 弥生土器 甕 ― ［2.4］ ― （5.4） 底 1 / 2 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

208 SH27 弥生土器 甕 ― ［2.95］ ― （7.7） 底 1 / 4 細砂を含む 底部ユビナデ・ユビオサエ 底部ナデ

209 SH27 弥生土器 高杯 ― ［4.05］ ― ― 杯部若干 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

210 SH27 弥生土器 高杯 （20.7） ［1.7］ ― ― 口 1 / 7 極細砂を多く含む ヨコナデ ヨコナデ

211 SH28 弥生土器 甕 （19.9） ［8.65］ ― ― 口 1 / 8 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

212 SH28 弥生土器 甕 （18.2） ［3.6］ ― ― 口 1 / 7 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

213 SH28 弥生土器 甕 （16.6） ［4.95］ ― ― 口 1 / 8 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

214 SH28 弥生土器 甕 （17.8） ［5.0］ ― ― 口 1 /10 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

215 SH28 弥生土器 壺 （10.7） ［5.4］ ― ― 口 1 / 3 細砂を含む 肩部横方向のヘラナデ・
ユビナデ、口縁部ヨコナデ

肩部横および斜め方向の平
行タタキ、口縁部ヨコナデ

216 SH28 弥生土器 壺 ― ［9.5］ ― ― 頸 ･体部若干 細砂を含む
体部ハケ目・ユビオサエ、
口縁部横方向のハケ目・
ナデ

体部タタキのちナデ消し、
口縁部ヨコナデ

217 SH28 弥生土器 壺 ― ［11.4］ ― ― 頸 1 / 2 細砂を含む 斜め方向の板ナデ 縦方向のハケ目

218 SH28 弥生土器 壺 （13.7） ［14.95］（16.5） ― 口 1 / 4 細砂を含む
体部横および斜め方向の
板ナデ、口縁部磨滅の
ため不明

体部縦方向のハケ目、口
縁部ナデ

219 SH28 土師器 甕 （17.5） （4.8） ― ― 頸 1 / 6 細砂を多く含む 肩部横方向のヘラケズ
リ、口縁部ヨコナデ 口縁部ヨコナデ

220 SH28 土師器 甕 （15.0） ［3.4］ ― ― 口縁部若干 極細砂をわずかに含む 肩部横方向のヘラケズ
リ、口縁部ヨコナデ 口縁部ヨコナデ

221 SH28 弥生土器 甕 （12.6） ［24.0］ （21.7） ― 口 1 / 3
体 1 / 5 細砂を含む 体部横および斜め方向のヘ

ラケズリ、口縁部ヨコナデ
体部縦および斜め方向の
ハケ目、口縁部ヨコナデ

222 SH28 弥生土器 甕 ― （7.7） ― ― 頸 1 / 8 細砂をわずかに含む 体部ハケ目のち多方向の
ナデ消し、口縁部ヨコナデ

体部斜め方向の平行タタ
キ、口縁部ヨコナデ

223 SH28 弥生土器 甕 （16.6） ［8.3］ ― ― 口 1 /20 細砂を含む
体部横および斜め方向の
ヘラケズリ、口縁部ヨコナ
デ

体部縦および斜め方向の
平行タタキ、口縁部ヨコ
ナデ

224 SH28 土師器 甕 （15.2） （10.0） ― ― 口 1 / 4 弱 細砂を含む 体部斜め方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

体部斜め方向の平行タタ
キ、口縁部ヨコナデ

225 SH28 弥生土器 甕 （15.0） （8.2） ― ― 口 1 / 4 粗砂を含む 体部板ナデ・ユビオサ
エ、口縁部ヨコナデ

体部斜め方向の平行タタ
キ、口縁部ヨコナデ

226 SH28 弥生土器 甕 （15.7） ［8.1］ ― ― 体 1 / 6 細砂を多く含む 体部横方向の板ナデ、
口縁部ヨコナデ

体部斜め方向の平行タタ
キ、口縁部ヨコナデ

227 SH28 弥生土器 甕 ― ［7.4］ ― ― 体部若干 粗砂を多く含む 底部ユビオサエ、体部ユ
ビナデ

底部～体部縦方向のハ
ケ目のちナデ

228 SH28 弥生土器 壺 ― ［3.55］ ― 5.3 底 1 / 1 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

229 SH28 弥生土器 甕 ― ［5.15］ ― 5.3 底 1 / 1 細砂を多く含む 磨滅のため不明 底部ヨコナデ、体部横およ
び斜め方向の平行タタキ

230 SH28 弥生土器 壺 ― ［3.55］ ― （5.6） 底 1 / 3 極細砂を含む 底部多方向の板ナデ 底部平行タタキのちナデ

231 SH28 弥生土器 甕 ― ［2.9］ ― 4.65 底 1 / 3 粗砂を多く含む 底部ナデ 底部平行タタキのちナデ

232 SH28 弥生土器 壺 ― ［2.15］ ― （5.6） 底 1 / 3 粗砂を含む 磨滅のため不明 底部縦方向のハケ目

233 SH28 弥生土器 甕 ― ［2.45］ ― 4.3 底 1 / 1 細砂をわずかに含む 底部放射状の板ナデ 底部縦および斜め方向の
ヘラミガキ

234 SH28 土師器 甕 ― ［2.1］ ― 4.4 底 1 / 1 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

235 SH28 弥生土器 甕 ― ［2.5］ ― 2.1 底 1 / 1 粗砂を含む 底部放射状のヘラケズリ 底部斜め方向の平行タタキ

236 SH28 弥生土器 有孔鉢 ― ［3.05］ ― 2.1 底 1 / 1 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

237 SH28 弥生土器 鉢 ― ［5.75］（17.2） 2.4 底 1 / 1 細砂を含む 磨滅のため不明
底部横および斜め方向の
ハケ目、体部～口縁部
磨滅のため不明

238 SH28 弥生土器 高杯 24.5 ［8.0］ ― ― 口 1 / 2 細砂を含む
底部放射状のヘラミガキ、
口縁部横方向のヘラミガ
キ

底部縦方向のヘラミガキ、
口縁部斜め方向のヘラミ
ガキ

239 SH28 土師器 高杯 （22.0） ［4.35］ ― ― 口 1 / 8 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

240 SH28 弥生土器 高杯 ― ［8.7］ ― ― 脚柱部のみ 細砂を多く含む ナデ 縦方向のヘラナデ

241 SH28 弥生土器 台付鉢 ― ［9.0］ ― 10.1 体～底 1 / 3 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

242 SH28 土師器 高杯 ― ［2.95］ ― ― 脚柱部若干 細砂を多く含む ヘラケズリ ヨコナデ

243 SH28 弥生土器 高杯 ― ［8.1］ ― ― 脚柱部のみ 粗砂を多く含む ナデ・ヘラケズリ 磨滅のため不明
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244 SH28 弥生土器 高杯 ― ［5.95］ ― ― 杯部底～筒部の
み 細砂を含む 横方向のヘラナデ 縦および横方向のヘラミ

ガキ

245 SH28 土師器 高杯 ― ［5.05］ ― （7.55）底 1 / 6 極細砂を含む ヘラナデ 縦方向のヘラミガキ

246 SH28 弥生土器 高杯 （12.8） ［3.5］ ― ― 口 1 / 5 粗砂を含む 磨滅のため不明 ヨコナデ

247 SH28 弥生土器 高杯 ― ［5.5］ ― ― 杯底部～脚柱部
上半のみ 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

248 SH28 弥生土器 高杯 ― （13.25） ― ― 杯部 1 / 4
脚柱部のみ 細砂を含む 脚部ヘラナデ、杯部磨

滅のため不明
脚部縦方向のヘラミガキ・
ヨコナデ、杯部磨滅のた
め不明

249 SH28 弥生土器 器台 （20.2） 18.0 ― 21.6 口 1 / 7
底 1 / 1 細砂を含む

底部縦および横方向のヘ
ラミガキ、体部縦および
横方向の板ナデ、
口縁部横方向のハケ目の
ちナデ

底部～体部縦方向のヘラ
ミガキ、口縁部ヨコナデ、
3方向の円孔有り

250 SH29 弥生土器 甕 ― ［6.35］ ― （6.1） 底部若干 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

251 SH31 弥生土器 甕 （22.4） （9.1） （25.1） ― 口～体若干 細砂を多く含む 磨滅のため不明 体部縦方向のハケ目、
口縁部横ナデ

252 SH31 弥生土器 甕 （23.5） ［5.6］ ― ― 口 1 / 4 弱 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

253 SH31 弥生土器 甕 （15.6） ［15.1］ （23.5） ― 口 1 / 6 細砂を含む 体部ユビオサエ・ナデ、
口縁部ヨコナデ 磨滅のため不明

254 SH31
中央土坑 弥生土器 甕 （16.1） ［3.0］ ― ― 口 1 / 8 細砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

255 SH31
sk01 弥生土器 甕 （26.5） ［4.45］ ― ― 口 1 / 8 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

256 SH31 弥生土器 高杯 32.6 ［8.2］ ― ― 杯部 1 / 4 細砂を含む 磨滅のため不明 杯部底部～口縁部縦方
向のヘラミガキ

257 SH31 弥生土器 高杯 （31.0） （5.6） ― ― 口縁部若干
杯部 1 / 4 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

258 SH31 弥生土器 甕 ― ［2.85］ ― 3.15 底 1 / 1 極細砂をわずかに含む 板状工具のアタリ・ナデ 縦方向のハケ目のちナデ

259 SH31 弥生土器 高杯 ― ［4.65］ ― ― 脚柱部 2 / 3 細砂を含む ナデ ナデ、 3方向の円孔有り

260 SB01 須恵器 鉢 （15.7） ［6.9］ ― ― 口縁部若干 細砂を含む 回転ナデ 回転ナデ

261 SB01
ｐ02 弥生土器 甕 （19.4） ［2.55］ ― ― 口縁部若干 極細砂を多く含む 口縁部ヨコナデ、他は磨

滅のため不明 ヨコナデ

262 SB04 弥生土器 壺 （18.7） ［1.55］ ― ― 口縁部若干 細砂を含む ハケ目 ヨコナデ

263 SB01 弥生土器 壺 ― ［3.9］ ― 3.45 底 1 / 1 極粗砂を多く含む 磨滅のため不明 部分的に縦方向のハケ目

264 SB03
ｐ07 須恵器 杯身 （13.75） 4.6 ― ― 口縁部若干

底 1 / 3 極細砂をわずかに含む 回転ナデの後、中央部
のみナデ

底部回転ヘラケズリ後中
央部ナデ、他は回転ナデ

265 SB05
p05 弥生土器 甕 （14.6） ［3.35］ ― ― 口縁部若干 細砂をわずかに含む 磨滅のため不明 体部タタキ、口縁部ヨコ

ナデ

266 SB06 ｐ10 弥生土器 甕 （16.3） ［2.5］ ― ― 口縁部若干 細砂～極粗砂を多く含む ヨコナデ

267 SB08
p05 弥生土器 壺 （17.05） ［6.15］ ― ― 口 1 / 6 細砂を含む 頸部縦方向のハケ目、口

縁部ヨコナデ
頸部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

268 SX01 弥生土器 壺 （21.6） ［3.8］ ― ― 口 1 / 4 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

269 SX01 弥生土器 壺 （14.0） （12.6） ― ― 口 1 / 3 細砂～粗砂を多く含む
口縁部ヨコナデ、体部一
部にハケ目、他は磨滅の
ため不明

磨滅のため不明

270 SX01 弥生土器 壺 ― （19.25）（21.75） 6.9 口～体 2 / 3
底 1 / 1 細砂～粗砂を含む 胴部縦方向のハケ目、

頸部ユビオサエ
底部ナデ、体部下半縦
方向のハケ目、他は磨滅
のため不明

271 SX01 弥生土器 壺 ― ［6.65］ ― （8.0） 底 1 / 2 極粗砂を多く含む 底部ナデ、一部ユビオサ
エ、他は磨滅のため不明 磨滅のため不明

272 SX01 弥生土器 壺 ― ［10.3］ ― （6.2） 底 1 / 2 極粗砂を多く含む 底部板ナデ、体部ヨコナ
デ

体部下半ヘラミガキ、底
部ヨコナデ、他は磨滅の
ため不明

273 SX01 弥生土器 甕 ― ［19.4］ ― 6.45 体若干
底 1 / 1 細砂を多く含む 底部ナデ、体部下半ヘラ

ケズリ
底部ナデ、他は磨滅のた
め不明

274 SX01 弥生土器 甕 （26.0） （31.85）（32.3） ― 口 1 / 2 弱 細砂を多く含む
体部下半縦方向ヘラケズ
リ、頸部ハケ目、口縁部
ヨコナデ

口縁部ヨコナデ、他は磨
滅のため不明

275 SK03 弥生土器 甕 （21.9） ［2.65］ ― ― 口縁部若干 細砂～極粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

276 SK03 弥生土器 器台 （19.9） （1.75） ― ― 口 1 / 8 細砂～極粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

277 SK05 須恵器 杯身 8.95 2.5 ― ― ほぼ完形 極細砂をわずかに含む 中央部ナデ、他は回転ナ
デ

底部回転ヘラ切り後ナ
デ、他は回転ナデ

278 SK13 弥生土器 長頸壺 （10.4） ［6.25］ ― ― 口縁部若干 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

279 SK13 弥生土器 壺 ― ［4.2］ ― 5.8 底 1 / 1 弱 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明
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報告
№ 遺構名 種 類 器 種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

280 SK13 弥生土器 高杯 ― ［2.6］ ― （7.9） 脚端部 1 / 4 弱 極細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

281 SK14 須恵器 杯蓋 8.15 3.1 つまみ
径1.85 ― ほぼ完形 細砂を多く含む 回転ナデのち中央部ナデ

天井部回転ヘラケズリ、
つまみ部貼り付けナデ、
口縁部回転ナデ

282 SK14 須恵器 杯身 （9.4） 3.2 ― ― 口～底 1 / 2 弱 極細砂をわずかに含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

283 SK16 弥生土器 甕 （17.6） （24.9） （20.15）（5.8） 口 1 / 4
底 1 / 3 弱 粗砂を多く含む

底部ナデ、体部横および
斜め方向のハケ目、口縁
部ヨコナデ

底部縦方向のミガキ、体
部縦および斜め方向のハ
ケ目、口縁部ヨコナデ

284 SK19 弥生土器 甕 ― ［7.45］ ― ― 口 ･体部若干 細砂を多く含む 体部横方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

体部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

285 SK19 弥生土器 壺 ― ［2.9］ ― （5.8） 底 1 / 3 極細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

286 SK19 弥生土器 壺 ― ［3.8］ ― （9.85）底部若干 極細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

287 SK20 弥生土器 高杯 ― ［5.2］ ― ― 口縁部若干 極細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

288 SK22 弥生土器 壺 （9.6） ［3.25］ ― ― 口 1 / 8 細砂を多く含む 磨滅のため不明 頸部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

289 SK22 弥生土器 甕 ― ［5.0］ ― （5.95）底 1 / 2 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

290 SK25 弥生土器 壺 （18.9） ［3.25］ ― ― 口 1 / 6 細砂を含む 横方向のハケ目、・ヨコナデ 縦方向のハケ目・ヨコナデ

291 SK25 弥生土器 甕 （18.0） ［3.95］ ― ― 口 1 /12 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

292 SK25 弥生土器 甕 （18.5） ［3.65］ ― ― 口 1 / 6 細砂を多く含む 磨滅のため不明 縦方向のハケ目・ヨコナデ

293 SK25 弥生土器 甕 （25.7） ［13.85］ ― ― 口 1 / 4 細砂を含む 体部縦および斜め方向の
ハケ目、口縁部ヨコナデ 磨滅のため不明

294 SK25 弥生土器 甕 ― （6.5） ― （6.3） 底部のみ 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

295 SK25 弥生土器 広口
太頸壺 （40.4） （11.15） ― ― 口縁部若干 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

296 SK28 弥生土器 壺 ― ［2.15］ ― 4.2 底 1 / 1 細砂を含む 板ナデ 板ナデ

297 SK29 弥生土器 壺 ― ［2.65］ ― ― 口縁部若干 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

298 SK29 弥生土器 長口壺 （15.15）［10.2］ ― ― 口 1 / 2 粗砂を含む 頸部斜め方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

頸部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

299 SK34 弥生土器 高杯 （21.55）［23.35］ ― ― 口 1 / 3 細砂を含む 杯部底部ナデ、口縁部
横ナデ

脚部縦方向のミガキ、
杯部磨滅のため不明

300 SK38 弥生土器 甕 （16.35） ［5.0］ ― ― 口 1 /12弱 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

301 SK42 弥生土器 甕 （12.05） ［4.7］ ― ― 口 2 / 3 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

302 SK42 弥生土器 壺 ― ［3.75］ ― （6.05）底 1 / 2 弱 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

303 SK42 弥生土器 壺 ― ［5.6］ ― 8.45 底 1 / 1 極細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

304 SK42 弥生土器 高杯 （16.7） 14.85 ― 8.6 口～体 1 / 7
脚部 1 / 1 弱 細砂を含む 杯部底部ナデ、口縁部

横ナデ、脚部ナデ
杯部底部磨滅のため不
明、口縁部ヨコナデ、
脚部縦方向のミガキ

305 SD01 須恵器 壺 （7.6） （5.2） ― ― 口 1 / 4 極細砂をわずかに含む 自然釉のため不明 自然釉のため不明

306 SD01 弥生土器 甕 （13.9） ［7.7］ ― ― 口 3 / 4 細砂を多く含む 体部横方向のヘラケズ
リ、口縁部ヨコナデ

体部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

307 SD03 弥生土器 甕 ― ［2.5］ ― ― 口縁部若干 極細砂をわずかに含む ヨコナデ ヨコナデ

308 SD05 弥生土器 壺 ― ［1.5］ ― ― 口縁部若干 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

309 SD06 弥生土器 壺 （17.0） ［2.1］ ― ― 口 1 / 7 細砂を多く含む ヨコナデ ヨコナデ

310 SD06 弥生土器 甕 （17.6） ［3.4］ ― ― 口 1 /12 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

311 SD07 弥生土器 甕 （18.6） ［5.15］ ― ― 口 1 / 6 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

312 SD07 弥生土器 甕 （15.2） ［4.1］ ― ― 口 1 / 3 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

313 SD07 弥生土器 壺 （10.8） （19.95）（16.2） 1.15 口 1 / 4  体 1 / 5
底 1 / 1 粗砂を多く含む

底部不定方向のハケ目、
体部横方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

底部～体部磨滅のため
不明、口縁部ヨコナデ

314 SD07 弥生土器 甕 ― （11.55）（10.95） 1.15 口 1 / 6  体 1 / 8   
底 1 / 1 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

315 SD07 弥生土器 高杯 ― ［4.05］ ― ― 脚部 1 / 1 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

316 SD08 弥生土器 甕 （17.8） ［4.0］ ― ― 口 2 / 3 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

317 SD08 弥生土器 甕 ― ［2.3］ ― ― 口縁部若干 極細砂を多く含む ヨコナデ ヨコナデ

318 SD08 弥生土器 器台 （32.6） ［4.55］ ― ― 口縁部若干 粗砂をわずかに含む ヨコナデ 口縁部横および縦方向の
ヘラミガキ・ヨコナデ
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報告
№ 遺構名 種 類 器 種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

319 SD09 弥生土器 台付鉢 11.45 7.7 ― 6.1 ほぼ完形 細砂を多く含む
鉢部底部ユビナデ、口
縁部横および斜め方向の
ハケ目・ヨコナデ、台部
ユビオサエ

鉢部～台部縦方向のハケ
目、口縁部横方向のハケ
目・ヨコナデ

320 SD10 弥生土器 高杯 ― ［7.65］ ― ― 脚柱部 1 / 1 粗砂を多く含む ナデ 縦方向のヘラミガキ

321 SD10 弥生土器 高杯 ― ［3.7］ ― 7.8 脚部 1 / 1 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

322 SD12 須恵器 高杯 （10.8） ［2.6］ ― ― 口 1 / 2 弱 極細砂を多く含む 回転ナデ 回転ナデ

323 SD13 須恵器 高杯 ― ［2.1］ ― ― 杯部 1 /10 極細砂を多く含む 回転ナデ 回転ナデ

324 SD13 土師器 甕 （23.2） ［4.3］ ― ― 口 1 / 9 細砂を多く含む ヨコナデ ヨコナデ

325 SD14 弥生土器 甕 （20.05） ［3.8］ ― ― 口 1 / 6 細砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

326 SD17 弥生土器 甕 ― ［14.0］ （13.0） （2.8）
口 1 / 6  
体 1 / 3
底 4 / 5

細砂を多く含む
底部～体部縦方向のヘ
ラケズリ・ナデ、口縁部
横ナデ

底部ナデ、体部下方横
方向のタタキ、体部上方
縦方向のハケ目、口縁部
横ナデ

327 SD31 須恵器 杯身 11.95 3.9 ― ― 口 ･体 3 / 4
底 1 / 1 細砂を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

328 SD32 須恵器 杯蓋 （12.4） 4.2 ― ― 口 1 / 3 細砂を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

329 SD36 弥生土器 甕 （16.6） ［5.4］ ― ― 口 1 / 6 細砂を含む 肩部板ナデ、口縁部ヨコ
ナデ

肩部縦方向のハケ目のち
ナデ、口縁部ヨコナデ

330 SD36 弥生土器 甕 ― ［2.0］ ― 3.0 底 1 / 1 細砂を含む ユビオサエ 板ナデ

331 SD36 弥生土器 有孔鉢 ― ［3.8］ ― （3.0） 底部若干 粗砂を含む 板ナデ 縦方向の板ナデ

332 SD36 弥生土器 高杯 ― ［6.25］ ― （8.6） 脚～底 1 / 4 細砂を含む ナデ 磨滅のため不明

333 SD37 弥生土器 高杯 （32.75） ［6.1］ ― ― 口 1 / 2 弱 粗砂を多く含む 底部ナデ、口縁部ヨコナ
デ

底部横方向のヘラミガキ、
口縁部ヨコナデ

334 Pit04 弥生土器 鉢 ― ［3.4］ ― 3.95 底 1 / 1 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

335 Pit38 弥生土器 甕 （12.55） ［3.95］ ― ― 口縁部若干 細砂を多く含む ヨコナデ ヨコナデ

336 Pit42 弥生土器 甕 （16.65） ［4.95］ ― ― 口 1 / 4 粗砂を多く含む 肩部ユビオサエ、口縁部
ヨコナデ

肩部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

337 Pit67 弥生土器 甕 ― （3.95） ― 6.05 底 3 / 4 粗砂を多く含む 縦方向のヘラケズリ 磨滅のため不明

338 Pit79 弥生土器 甕 （14.8） ［4.0］ ― ― 口縁部若干 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

339 Pit116 弥生土器 壺 ― ［4.8］ ― （7.5） 底 1 / 4 細砂を含む 板ナデ 磨滅のため不明

340 Pit122 弥生土器 壺 ― ［4.3］ ― （5.7） 底 1 / 6 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

341 Pit125 弥生土器 甕 （13.65） ［5.9］ ― ― 口 1 /12 細砂を含む 体部ナデ・ユビオサエ、
口縁部ヨコナデ

体部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

342 Pit142 弥生土器 甕 （14.0） ［3.1］ ― ― 口縁部若干 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

343 Pit149 弥生土器 鉢 （20.6） ［3.45］ ― ― 口縁部若干 極細砂を含む 板ナデ・ハケ目 ヨコナデ・ハケ目

344 Pit150 弥生土器 壺 （22.4） ［1.45］ ― ― 口 1 /12 細砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

345 Pit151 弥生土器 甕 ― ［4.75］ ― （5.9） 底 1 / 4 細砂を含む 板ナデ 磨滅のため不明

346 Pit152 弥生土器 無頸壺 （14.8） ［4.3］ ― ― 口縁部若干 細砂を含む 磨滅のため不明 ヨコナデ

347 包含層 弥生土器 甕 （12.6） 18.85 15.4 1.4
口 1 / 2 弱
体 3 / 5
底 1 / 1

細砂を多く含む
底部縦および斜め方向の
ハケ目、体部横方向のハ
ケ目、口縁部横方向のハ
ケ目

底部磨滅のため不明、
体部斜め方向の平行タタ
キのち縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

348 包含層 弥生土器 器台 ― （16.8） ― （18.8） 底 1 / 6 粗砂を多く含む 横方向の板ナデ 縦方向のハケ目のち縦方
向のヘラミガキ

349 包含層 弥生土器 高杯 ― ［5.55］ ― （8.1） 脚部 1 / 1 細砂を多く含む 横方向のヘラケズリ 縦方向のハケ目、4方向
に円孔有り

350 包含層 須恵器 杯 10.3 4.65 ― 6.2 口 3 / 4
底 1 / 1 細砂をわずかに含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切り、口縁

部回転ナデ

351 包含層 須恵器 小型壺 （7.9） 6.2 10.6 ― 口 1 / 4 弱 細砂を多く含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
体部～口縁部回転ナデ

352 包含層 須恵器 長頸壺 ― （21.35） 13.6 ― 体部若干 細砂を多く含む 体部～頸部回転ナデ 体部下方回転ヘラケズリ、
体部～頸部回転ナデ

353 包含層 須恵器 台付鉢 （12.2） ［11.9］ ― ― 口 1 / 2 細砂をわずかに含む 鉢部回転ナデのち中央部
ナデ

鉢部底部貼り付けナデ・
回転ヘラケズリ、体部～
口縁部回転ナデ

354 包含層 須恵器 提瓶 ― ［14.5］
［13.8］

9.25
13.95 ― 体部若干 粗砂をわずかに含む 不明

体部平面側回転ヘラケズ
リ、体部凸面側同心円カ
キ目・ハケ目、口頸部回
転ナデ
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桂ヶ谷遺跡 Ａ地区 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種 類 器 種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

355 包含層 土師器 小型壺 （6.4） 5.85 8.3 ― 口 1 / 2
底 1 / 1 粗砂を多く含む 底部ユビオサエのちナ

デ、口縁部ヨコナデ
底部ユビオサエのちナ
デ、体部ナデ、口縁部ヨ
コナデ

356 包含層 土師器 甕 （12.3） （8.4） （12.05） ― 口縁部若干
頸 1 / 5 粗砂を含む 体部ユビオサエ・ナデ、

口縁部横方向のハケ目
体部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

357 包含層 土師器 小型壺 7.6 7.6 10.35 ― 口～底 2 / 3 強 粗砂を多く含む 底部～体部ユビオサエの
ちナデ、口縁部ヨコナデ

底部板ナデ、体部ユビオ
サエのちナデ、口縁部ヨ
コナデ

358 包含層 土師質 カマド 長
（13.0）

幅
（6.25） ― ― 口縁部若干 粗砂を多く含む ナデ ナデ

桂ヶ谷遺跡 Ｂ地区 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

359 SH01
p32 弥生土器 甕 （11.0） （16.0） （14.1） （3.55） 

口 1 / 2
底 1 / 2
体 1 / 4

細砂を多く含む
底部縦方向のユビナデ、
体部不定方向の板ナデ、
口縁部ヨコナデ

底部～口縁部縦方向の
ハケ目、口縁端部ヨコナ
デ

360 SH01 弥生土器 甕 （12.7） ［6.7］ ― ― 口 1 / 4 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

361 SH01 弥生土器 甕 （15.7） （3.95） ― ― 口 1 /10 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

362 SH01 弥生土器 壺 ― ［14.75］ ― ― 体 1 / 3 弱 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

363 SH01
中央土坑 1 弥生土器 有孔鉢 ― ［5.3］ ― 3.85 底 1 / 1

体部若干 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

364 SH01 弥生土器 甕 ― ［6.7］ ― 3.8 底 1 / 1
体部若干 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

365 SH01 弥生土器 壺 ― ［4.9］ ― 4.4 底 1 / 1  粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

366 SH01 弥生土器 甕 ― ［7.35］ ― （4.6） 体部若干
底 1 / 1 細砂を多く含む 底部右斜め方向のハケ

目、 磨滅のため不明

367 SH01 弥生土器 蓋 ― ［7.65］ ― ― つまみ1 / 2
天井部 1 / 4 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 つまみ部ユビオサエのちヨ

コナデ

368 SH01 弥生土器 蓋 ― （3.3） ― ― つまみ1 / 1 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

369 SH01 弥生土器 脚付鉢 （13.95） 10.75 ― （9.2） 口 ･ 脚部 1 / 2 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

370 SH01 弥生土器 高杯 ― ［8.45］ ― ― 脚柱部 1 / 1 粗砂をわずかに含む 脚部右斜め方向のハケ目 脚部縦方向のヘラミガキ

371 SH01 弥生土器 高杯 ― ［7.45］ ― ― 脚柱部 1 / 1 粗砂を多く含む 脚部横方向のヘラケズ
リ・ナデ 磨滅のため不明

372 SH01 弥生土器 器台 ― ［10.0］ ― 12.7 脚部 1 / 1 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明、3方向
の円孔有り

373 SH01 弥生土器 器台 （22.9） 21.5 ― （20.95） 
口 1 / 6
脚柱部 1 / 1
脚部 1 / 4

細砂を多く含む
底部横方向のハケ目、
体部横方向のヘラケズ
リ、口縁部ヨコナデ

底部～体部磨滅のため
不明、口縁部ヨコナデ

374 SH01 弥生土器 器台 （19.5） 22.5 ― （19.1） 口 1 / 2
脚柱部 2 / 3 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

375 SH01 弥生土器 器台 （21.7） 16.5 ― （17.25）
口 1 / 5
脚柱部 1 / 1
脚部 1 / 5

粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

376 SH03 弥生土器 甕 ― ［3.35］ ― （ 5.55） 底 1 / 3 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

377 SH03 弥生土器 甕 ― ［10.65］ ― （7.5） 体部若干
底 1 / 3 細砂を多く含む 底部～体部縦方向のヘ

ラケズリ
底部横ナデ、体部磨滅
のため不明

378 SH04 弥生土器 広口壺 （19.1） ［2.35］ ― ― 口 1 / 7 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

379 SH04 弥生土器 甕 （23.3） ［4.05］ ― ― 口 1 / 9 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

380 SH04 弥生土器 甕 （19.0） ［2.95］ ― ― 口縁部若干 粗砂をわずかに含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

381 SH04
中央土坑 弥生土器 鉢 （16.6） （6.45） （18.0） ― 口 1 / 9 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 体部磨滅のため不明、口

縁部横方向のヘラミガキ

382 SH04
周溝 弥生土器 甕 ― ［3.55］ ― 6.1 底 1 / 1 細砂を多く含む 底部不定方向のナデ 底部ナデ・工具痕

383 SH04 弥生土器 甕 ― ［2.95］ ― （6.0） 底 1 / 3 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

384 SH04
周溝 弥生土器 甕 ― ［3.65］ ― 7.5 底 1 / 1 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

385 SH04
中央土坑 土製品 土錘 長

（6.65）
幅
2.3

孔0.35
～ .05

重量
27.0g 約 3 / 4 細砂をわずかに含む ナデ

386 SH05
中央土坑 弥生土器 壺 ― ［4.4］ ― 6.6 底 1 / 1 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明
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報告
№ 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

387 SK05 弥生土器 広口壺 （17.9） ［2.0］ ― ― 口 1 / 7 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

388 SK05 弥生土器 甕 （13.6） （ 6.8） ― ― 口 1 / 4
体部若干 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 体部右斜め方向のハケ

目、口縁部ヨコナデ

389 SK05 弥生土器 高杯 （30.8） （ 4.8） ― ― 口縁部若干 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

390 SK05 弥生土器 高杯 ― ［3.1］ ― ― 口縁部若干 粗砂をわずかに含む 横ナデ ヨコナデ

391 SK06 弥生土器 甕 ― ［3.55］ ― （7.4） 底 1 / 4 細砂を多く含む 底部ナデ 底部ハケ目・ナデ

392 SK10 弥生土器 甕 ― （2.85） ― （8.3） 底 1 / 4 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

393 sk02
（SH02） 土師器 甕 22.0 ［10.6］ ― ― 口 2 / 3

肩部 1 / 4 細砂を多く含む 体部縦および横方向のハ
ケ目、口縁部ヨコナデ

体部左斜め方向のハケ
目、口縁部横方向のハケ
目、口縁端部ヨコナデ

394 SD03 弥生土器 甕 （17.1） ［3.5］ ― ― 口縁部若干 細砂を多く含む 肩部ヘラケズリ、口縁部
ヨコナデ 口縁部ヨコナデ

395 SD04 弥生土器 壺 ― （11.85） （15.1） （4.4） 体 2 / 3
底 1 / 4 粗砂を多く含む 体部縦および横方向のユビ

ナデ、肩部ユビオサエ 磨滅のため不明

396 SD04 弥生土器 壺 ― ［1.9］ ― 5.55 底 7 / 8 粗砂を多く含む 底部ナデ 底部ナデ・ハケ目

397 SD05 土師器 甕 （22.7） ［17.95］ ― ― 口 1 / 4
体 1 / 8 細砂を多く含む 磨滅のため不明 体部縦方向のハケ目、

口縁部磨滅のため不明

398 Pit07 弥生土器 壺 ― ［1.55］ ― ― 口縁部若干 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

399 Pit08 弥生土器 壺 ― ［3.3］ ― （6.0） 底 1 / 3 細砂を多く含む 底部縦方向のヘラケズリ 磨滅のため不明

400 包含層 弥生土器 甕 ― （2.75） ― ― 肩部 1 / 5 弱 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 肩部右斜め方向のタタキ
のちナデ

401 包含層 弥生土器 壺 ― ［3.05］ ― （6.0） 底 1 / 3 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

402 包含層 弥生土器 甕 （24.7） ［2.7］ ― ― 口縁部若干 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

403 包含層 弥生土器 壺 （32.0） （2.45） ― ― 口縁部若干 細砂をわずかに含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

404 包含層 弥生土器 蓋 ― ［3.7］ ― ― つまみ1 / 1 弱 細砂を多く含む ナデ ヨコナデ

桂ヶ谷遺跡 Ｄ地区 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

405 SH01 弥生土器 甕 （13.9） （19.3） （15.95） ― 口 1 / 8
体 1 / 4 粗砂を含む 底部～体部磨滅により不

明、口縁部ヨコナデ
底部～体部斜めおよび横
方向のタタキ、口縁部横
ナデ

406 SH01 弥生土器 甕 （19.0） ［3.3］ ― ― 口縁部若干 
頸 1 /10 細砂を含む ヘラケズリ・ヨコナデ 縦方向のハケ目・ヨコナ

デ

407 SH01 弥生土器 甕 （21.2） ［4.3］ ― ― 口 1 / 8 粗砂を含む ユビオサエ・ヨコナデ ユビオサエ・ヨコナデ

408 SH01 弥生土器 甕 （15.6） ［6.6］ ― ― 口縁部若干 粗砂を多く含む 口縁部ヨコナデ 体部斜めおよび横方向の
タタキ、口縁部ヨコナデ

409 SH01 弥生土器 甕 （15.8） ［7.8］ ― ― 口 1 / 9 細砂を含む 口縁部ヨコナデ 体部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

410 SH01 弥生土器 甕 ― ［2.1］ ― ― 口縁部若干 極細砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

411 SH01 弥生土器 壺 ― ［3.3］ ― （6.4） 底 1 / 2 弱 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

412 SH01 弥生土器 鉢 ― ［4.1］ ― 3.45 底 2 / 3 細砂を含む ユビオサエ・ナデ ユビオサエ・ナデ

413 SH01
排水溝 弥生土器 高杯 （25.8） ［5.4］ ― ― 口 1 / 8 粗砂を多く含む ヨコナデ ヨコナデ

414 SH02
中央土坑 弥生土器 広口

長頸壺 （16.3） ［3.2］ ― ― 口 1 / 4 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

415 SH02
p04 弥生土器 広口

長頸壺 （16.6） ［8.9］ ― ― 口 1 / 6 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

416 SH02
中央土坑 弥生土器 広口

短頸壺 （24.5） ［4.8］ ― ― 口 1 / 8 細砂を含む 肩部ナデ、口縁部ヨコナ
デ 口縁部ヨコナデ

417 SH02 弥生土器 高杯 （23.7） ［3.25］ ― ― 口縁部若干 粗砂を多く含む ヨコナデ 磨滅のため不明

418 SH02 弥生土器 甕 （13.9） ［4.7］ ― ― 口 1 /12 細砂を多く含む 体部ユビオサエ・ナデ、
口縁部ヨコナデ

体部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

419 SH02
中央土坑 弥生土器 甕 （15.4） ［9.0］ （19.8） ― 口 1 / 7 細砂を含む 口縁部ヨコナデ 体部ハケ目、口縁部ヨコ

ナデ

420 SH02 弥生土器 甕 （15.7） ［5.4］ ― ― 口縁部若干 細砂を含む 体部ナデ、口縁部ヨコナ
デ

体部縦方向のハケ目、口
縁部ヨコナデ

421 SH02 弥生土器 甕 （14.9） ［4.3］ ― ― 口 1 / 5 弱 粗砂を含む 体部ナデのちハケ目、
口縁部ヨコナデ

体部ナデのちハケ目、
口縁部ヨコナデ
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422 SH02 弥生土器 鉢 （10.6） 8.3 ― （3.0） 口縁部若干 
底 1 / 4 細砂を含む 底部～体部ナデ、口縁

部ヨコナデ
底部～体部斜め方向の
ヘラケズリのちヘラミガキ、
口縁部ヨコナデ

423 SH02
中央土坑 弥生土器 壺 ― ［9.7］ ― 6.3 底 1 / 1 粗砂を多く含む 底部横および斜め方向の

ヘラナデ
底部ユビオサエ・ナデ・
縦方向のヘラミガキ

424 SH02 弥生土器 鉢 ― ［2.7］ ― 3.95 底 3 / 4 粗砂を多く含む ユビオサエ・ナデ ユビオサエ・ナデ

425 SH02 弥生土器 鉢 ― ［2.4］ ― 3.55 底 2 / 3 粗砂を含む 斜め方向のヘラケズリ ユビオサエ・ナデ・ハケ目

426 SH02
中央土坑 弥生土器 壺 ― ［2.9］ ― 7.7 底 1 / 1 細砂を多く含む ユビオサエ・ナデ 磨滅のため不明

427 SH02 弥生土器 甕 ― ［2.3］ ― （8.9） 底 1 / 3 細砂を多く含む 磨滅のため不明 ユビオサエ・ナデ・縦方
向のヘラミガキ

428 SH02 弥生土器 甕 ― ［3.85］ ― （5.0） 底 1 / 4 細砂を含む ユビオサエ・ナデ ユビオサエ・ナデ

429 SH02
p04 弥生土器 高杯 （18.2） ［3.1］ ― ― 口 1 / 7 細砂を多く含む ヨコナデ ヨコナデ

430 SH02 弥生土器 高杯 ― （9.8） ― ― 基部 1 / 2 細砂を含む 杯部磨滅のため不明、
脚部ヘラケズリのちナデ

杯部磨滅のため不明、脚
部縦方向のヘラミガキ

431 SH02 弥生土器 高杯 ― ［4.0］ ― （13.9） 脚部 1 / 9 細砂を含む ハケ目・斜め方向のヘラ
ケズリ ヘラミガキ・ヨコナデ

432 段状遺構 1 弥生土器 広口
長頸壺 （20.35） ［1.5］ ― ― 口 1 / 6 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

433 段状遺構 1 弥生土器 広口
長頸壺 ― ［3.9］ ― ― 頸部若干 細砂を含む 磨滅のため不明 ヨコナデ

434 段状遺構 1 弥生土器 壺 ― ［5.0］ ― （9.0） 底 1 / 4 粗砂を含む ユビオサエ・ナデ ユビオサエ・ナデ

435 段状遺構 1 弥生土器 甕 ― ［2.3］ ― 3.3 底 1 / 1 粗砂を含む ユビオサエ・ナデ ユビオサエ・ナデ・縦方
向のヘラミガキ

436 段状遺構 1 弥生土器 甕 ― ［3.4］ ― 5.0 底 3 / 4 強 粗砂を含む ナデ ヨコナデ

437 段状遺構 2 弥生土器 広口壺 （20.7） ［1.45］ ― ― 口 1 /10弱 粗砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

438 段状遺構 2 弥生土器 広口壺 （16.1） ［1.5］ ― ― 口 1 /10 細砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

439 段状遺構 2 弥生土器 広口壺 （35.7） ［3.3］ ― ― 口縁部若干 細砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

440 段状遺構 2 弥生土器 甕 （17.7） ［5.5］ ― ― 口 1 /11 粗砂を含む 肩部ナデ、口縁部ヨコナデ 肩部タタキ、口縁部ヨコナデ

441 段状遺構 2 弥生土器 甕 （16.8） ［3.05］ ― ― 口 1 /12
頸 1 / 8 粗砂を多く含む 頸部ナデ、口縁部ヨコナ

デ
頸部斜め方向のタタキ、
口縁部ヨコナデ

442 段状遺構 2 弥生土器 甕 （19.4） （19.0） （27.2） ― 口～体 1 / 4 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

443 段状遺構 2 弥生土器 甕 （17.3） （8.3） ― ― 口 1 / 3
肩部 1 / 4 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

444 段状遺構 2 弥生土器 鉢 （33.9） ［12.6］ ― ― 口･頸部若干 細砂を含む 頸部横方向のケズリ・ユ
ビオサエ、口縁部ハケ目

頸部ハケ目のちナデ、
口縁部ヨコナデ

445 段状遺構 2 弥生土器 器台 ― （6.5） ― （24.4） 脚部若干 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

446 段状遺構 2 弥生土器 高杯 （28.5） （2.5） ― ― 口 1 /16 粗砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

447 段状遺構 3 弥生土器 広口
長頸壺 （19.8） ［1.6］ ― ― 口 1 / 6 粗砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

448 段状遺構 3 弥生土器 広口
長頸壺 （22.2） （1.7） ― ― 口 1 /10 細砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

449 段状遺構 3 弥生土器 広口
長頸壺 （17.8） ［4.0］ ― ― 口 1 /18 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

450 段状遺構 3 弥生土器 広口
長頸壺 （23.8） ［3.1］ ― ― 口 1 / 6 粗砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

451 段状遺構 3 弥生土器 広口
長頸壺 （19.2） （10.9） ― ― 口･頸 3 / 4

肩部 1 / 4 細砂を多く含む 頸部横方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

肩部～頸部縦方向のハ
ケ目、口縁部ヨコナデ

452 段状遺構 3 弥生土器 広口
長頸壺 （25.2） ［4.55］ ― ― 口 1 /10 粗砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

453 段状遺構 3 弥生土器 広口
長頸壺 （24.6） ［6.05］ ― ― 口 1 / 4 弱 粗砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

454 段状遺構 3 弥生土器 広口
長頸壺 （21.9） ［8.1］ ― ― 口 1 / 6 粗砂を含む 頸部磨滅のため不明、

口縁部ヨコナデ
頸部磨滅のため不明、
口縁部ヨコナデ

455 段状遺構 3 弥生土器 広口
長頸壺 （20.7） ［5.8］ ― ― 口 1 / 2 弱 粗砂を含む 頸部磨滅のため不明、

口縁部ヨコナデ
頸部磨滅のため不明、
口縁部ヨコナデ

456 段状遺構 3 弥生土器 広口
長頸壺 （21.7） ［8.5］ ― ― 口 1 / 3 粗砂を含む 頸部磨滅のため不明、

口縁部ヨコナデ
頸部磨滅のため不明、
口縁部ヨコナデ

457 段状遺構 3 弥生土器 広口
長頸壺 （23.6） （8.15） ― ― 口 1 /10

頸 1 / 6 粗砂を含む 頸部磨滅のため不明、
口縁部ヨコナデ 頸部～口縁部ヨコナデ

458 段状遺構 3 弥生土器 広口
長頸壺 （15.8） ［1.75］ ― ― 口 1 / 8 弱 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

459 段状遺構 3 弥生土器 広口
長頸壺 ― ［3.8］ ― ― 頸 1 / 5 細砂を含む 横および斜め方向のナデ 縦方向のハケ目
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№ 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

460 段状遺構 3 弥生土器 広口
長頸壺 （15.1） ［4.7］ ― ― 口 1 / 7 弱 細砂を含む 頸部ユビオサエ・ナデ、

口縁部ヨコナデ
頸部ヨコナデ・ハケ目、
口縁部ヨコナデ

461 段状遺構 3 弥生土器 広口
長頸壺 ― （2.6） ― ― 口縁部若干 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

462 段状遺構 3 弥生土器 広口
長頸壺 （22.8） ［2.7］ ― ― 口 1 / 8 粗砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

463 段状遺構 3
SH03履土 弥生土器 広口

長頸壺 ― ［5.4］ ― ― 頸部若干 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

464 段状遺構 3 弥生土器 広口
長頸壺 ― ［7.9］ ― ― 頸 1 / 8 粗砂を含む

肩部ユビオサエ・ナデ、
頸部横および斜め方向の
ハケ目

肩部～頸部ナデ

465 段状遺構 3 弥生土器 広口
長頸壺 ― ［7.4］ ― ― 頸 1 / 5 細砂を含む 肩部～頸部ユビオサエ・

ナデ 肩部～頸部ヨコナデ

466 段状遺構 3 弥生土器 広口壺 （21.5） ［9.7］ ― ― 口 1 / 3 細砂を含む 頸部ナデ、口縁部ヨコナ
デ

頸部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

467 段状遺構 3 弥生土器 広口壺 ― ［4.05］ ― ― 頸 1 /10 粗砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

468 段状遺構 3 弥生土器 広口壺 （37.8） ［5.7］ ― ― 口 1 /18 細砂を含む ヨコナデ 縦方向のハケ目・ヨコナデ

469 段状遺構 3 弥生土器 壺 ― ［5.3］ ― （7.95） 底 1 / 3 粗砂を含む 底部ユビオサエ・ナデ、
体部板ナデ 底部ヘラ切りのちナデ

470 段状遺構 3 弥生土器 壺 ― ［5.0］ ― 8.7 底 1 / 1 粗砂を多く含む 底部～体部ナデ 底部ヘラ切りのちナデ、
体部縦方向のヘラミガキ

471 段状遺構 3 弥生土器 直口壺 （7.4） ［3.85］ ― ― 口 1 / 8 細砂を含む 頸部ユビオサエ・ナデ、
口縁部ヨコナデ

頸部ユビオサエ・ナデ、
口縁部横ナデ

472 段状遺構 3
SK01 弥生土器 直口壺 ― （7.65） （14.85） 5.1 底 1 / 1 細砂を含む 底部～肩部ユビオサエ・

ナデ
底部ユビオサエ・ナデ、
体部縦方向のヘラミガキ、
肩部ナデ

473 段状遺構 3 弥生土器 甕 （16.6） ［2.7］ ― ― 口縁部若干 細砂を多く含む ヨコナデ ヨコナデ

474 段状遺構 3 弥生土器 甕 （16.8） ［3.5］ ― ― 口 1 / 6 強 細砂を含む 肩部ナデ、口縁部ヨコナ
デ

肩部斜め方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

475 段状遺構 3 弥生土器 甕 （16.6） ［4.7］ ― ― 口 1 / 4 細砂を含む 肩部斜め方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ 口縁部ヨコナデ

476 段状遺構 3 弥生土器 甕 （17.1） ［6.25］ ― ― 口 1 /12 細砂を含む 体部ユビオサエ・ナデ、口
縁部ユビオサエ・ヨコナデ

口縁部ユビオサエ・ヨコ
ナデ

477 段状遺構 3 弥生土器 甕 （15.5） ［8.4］ ― ― 口 1 / 7 弱 粗砂を含む 体部ユビオサエ・ナデ、口
縁部ユビオサエ・ヨコナデ

口縁部ユビオサエ・ヨコ
ナデ

478 段状遺構 3 弥生土器 甕 （21.8） ［2.9］ ― ― 口 1 / 4 細砂を含む ヨコナデのちハケ目 ヨコナデ

479 段状遺構 3 弥生土器 甕 （19.4） ［3.2］ ― ― 口 1 / 9 粗砂を含む 肩部ナデ、口縁部ヨコナデ 肩部ナデ、口縁部ヨコナデ

480 段状遺構 3 弥生土器 甕 （14.2） ［5.05］ ― ― 口 1 / 7 粗砂を含む 肩部ナデ、口縁部ヨコナデ 肩部ナデ、口縁部ヨコナデ

481 段状遺構 3 弥生土器 甕 ― ［10.8］ ― ― 頸 1 / 6 粗砂を含む 体部～口縁部横および斜
め方向のハケ目

体部横方向のタタキのち
ハケ目、口縁部ヨコナデ

482 段状遺構 3 弥生土器 甕 ― ［3.75］ ― 6.3 底 1 / 1 細砂を多く含む 底部～体部ナデ 底部ユビオサエ・ナデ、
体部縦方向のヘラミガキ

483 段状遺構 3 弥生土器 甕 ― ［3.3］ ― （7.35） 底 1 / 3 細砂を含む 底部～体部ユビオサエ・
ナデ

底部ナデ、体部縦方向
のハケ目

484 段状遺構 3 弥生土器 甕 ― ［4.0］ ― （5.5） 底 1 / 4 細砂を含む 底部～体部斜め方向の
ヘラケズリ

底部ナデのちハケ目、体
部縦方向のハケ目

485 段状遺構 3 弥生土器 甕 ― ［3.4］ ― （5.9） 底 1 / 2 弱 細砂を含む 底部～体部斜め方向の
ハケ目

底部ナデ、体部縦方向
のハケ目

486 段状遺構 3 弥生土器 鉢 ― ［4.2］ （15.3） ― 体部若干 細砂を含む ナデ 斜め方向のハケ目

487 段状遺構 3 弥生土器 鉢 （24.0） ［9.1］ ― ― 口 1 / 3 細砂を多く含む
体部縦および横方向のハ
ケ目のちヘラミガキ、口縁
部ヨコナデ

体部縦および横方向のヘ
ラミガキ・縦方向のハケ
目、口縁部横ナデ

488 段状遺構 3 弥生土器 高杯 （19.0） ［5.1］ ― ― 口～体 1 / 6 細砂を含む 体部斜め方向のハケ目の
ちナデ、口縁部ヨコナデ

体部縦方向のハケ目のち
ナデ・横方向のヘラミガ
キ、口縁部ヨコナデ

489 段状遺構 3 弥生土器 高杯 （21.5） ［5.0］ ― ― 口 1 /12 粗砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

490 段状遺構 3 弥生土器 高杯 （30.7） ［6.05］ ― ― 口縁部若干 細砂を含む 横および斜め方向のハケ目 磨滅のため不明

491 段状遺構 3 弥生土器 台付鉢 （22.6） ［5.2］ ― ― 口 1 /12 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

492 段状遺構 3 弥生土器 無頸壺 （13.7） ［1.5］ ― ― 口 1 / 8 細砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

493 段状遺構 3 弥生土器 高杯 （26.0） ［6.4］ ― ― 口 1 / 2 粗砂を多く含む ユビオサエ・ヨコナデ 横方向のヘラミガキ・ヨコ
ナデ

494 段状遺構 3 弥生土器 高杯 ― ［9.25］ ― （14.5） 脚部 1 / 3 細砂を含む 横方向のヘラケズリ ヨコナデ

495 段状遺構 3 弥生土器 器台 （42.0） （42.05） ― （36.0） 口 1 / 8
底 1 / 3 弱 粗砂を多く含む 底部ユビオサエ・ナデ 底部ユビオサエ・ナデ、

口縁部ヨコナデ
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496 段状遺構 4 弥生土器 甕 （11.1） 17.45 ― 4.0
口 1 / 9
体 1 / 4
底 1 / 2

細砂を多く含む
底部～体部横および斜め
方向のヘラケズリ、口縁
部ヨコナデ

体部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

497 段状遺構 5 弥生土器 広口
長頸壺 （17.9） ［4.6］ ― ― 口 1 / 7 細砂を多く含む 磨滅のため不明 頸部縦方向のハケ目、

498 段状遺構 5 弥生土器 広口
長頸壺 （29.9） （ 4.3） ― ― 口 1 / 6 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

499 段状遺構 5 弥生土器 鉢 （21.7） ［4.05］ ― ― 口 1 /12 粗砂を多く含む ヨコナデ ヨコナデ

500 段状遺構 6 弥生土器 壺 ― ［4.35］ ― 10.2 底 1 / 1 細砂を多く含む 磨滅のため不明 底部ナデ、体部縦方向
のハケ目

501 段状遺構 7 弥生土器 壺 ― ［4.55］ ― （8.0） 底 1 / 5 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

502 段状遺構 7 弥生土器 壺 ― ［5.5］ ― （9.6） 底 1 / 2 弱 細砂を多く含む 磨滅のため不明 体部縦方向のハケ目

503 段状遺構
包含層 弥生土器 広口

長頸壺 （27.8） （ 4.4） ― ― 口縁部若干 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

504 段状遺構
包含層 弥生土器 広口

長頸壺 （21.9） ［7.95］ ― ― 口･頸 1 / 4 細砂を多く含む 頸部斜め方向のハケ目の
ちナデ、口縁部ヨコナデ

頸部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

505 SK01 弥生土器 壺 14.7 ［6.7］ ― ― 口 3 / 4 細砂を多く含む 磨滅のため不明 頸部縦方向のハケ目、
口縁部横ナデ

506 SK01 弥生土器 甕 （13.7） （19.7） ― 6.7 口 1 / 4
底 5 / 6 粗砂を含む

底部ユビオサエ・ナデ、
体部ヘラケズリ、口縁部
横方向のハケ目

底部ユビオサエのち横ナ
デ、肩部縦方向のハケ
目、口縁部横ナデ

507 SK01 弥生土器 甕 18.4 （33.5） 23.8 7.0 口 2 / 3
底 1 / 1 粗砂を多く含む

底部ユビオサエ・ナデ、
体部斜め方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

底部ユビオサエ・ナデ、
体部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

508 SK01 弥生土器 短頸壺 （19.5） ［6.3］ ― ― 口縁部若干
頸 1 / 4 弱 細砂を多く含む 肩部ユビオサエ・ナデ、

口縁部ヨコナデ
肩部タタキ、口縁部ヨコ
ナデ

509 SK01 弥生土器 高杯 （21.7） ［5.5］ ― ― 口 1 / 5 細砂を多く含む 体部斜め方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

体部斜め方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

510 SK01 弥生土器 高杯 ― ［9.3］ ― ― 脚部若干 細砂を多く含む ユビオサエのち斜め方向
のハケ目 縦方向のハケ目

511 SK01 弥生土器 高杯 ― ［8.9］ ― （12.8） 脚部若干 細砂を含む ナデ・横方向のヘラケズリ 縦方向のハケ目・ヨコナデ

512 SK03 弥生土器 広口壺 （18.8） ［1.9］ ― ― 口 1 / 7 弱 粗砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

513 SK03 弥生土器 広口壺 （31.2） ［2.6］ ― ― 口縁部若干 細砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

514 SK04 ･ 05 弥生土器 広口
長頸壺 （26.9） ［11.8］ ― ― 口 2 / 3 粗砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

515 SK04 ･ 05 弥生土器 壺 ― ［8.5］ ― （10.4） 底 1 / 2 強 粗砂を多く含む 底部～体部ユビオサエ・
ナデ

底部ユビオサエ・ナデ、
体部縦方向のヘラミガキ

516 SD01 弥生土器 甕 ― ［5.6］ ― （6.1） 底 1 / 2 弱 細砂を多く含む ユビオサエ・ナデ ユビオサエ・ナデ

517 包含層 弥生土器 広口壺 （29.2） ［1.9］ ― ― 口 1 /12 細砂を多く含む ヨコナデ ヨコナデ

518 包含層 弥生土器 壺 ― ［8.0］ ― （9.7） 底 1 / 4 強 粗砂を含む 底部～体部ユビオサエ・
ナデ 底部ユビオサエ・ナデ

519 包含層 弥生土器 直口壺 （19.2） ［4.7］ ― ― 口 1 / 9 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

520 包含層 弥生土器 器台 ― ［7.65］ ― ― 体部若干 細砂を含む ナデ 磨滅のため不明

桂ヶ谷遺跡 Ｅ地区 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値
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法量（㎝）
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521 SH01 須恵器 杯蓋 （13.4） ［2.8］ ― ― 口 1 /12 砂粒含む 回転ナデ 口縁部回転ナデ

522 SH02 須恵器 杯身 （13.55） ［4.28］ ― ― 口縁部若干 砂粒含む 回転ナデ 口縁部回転ナデ

523 SH02 弥生土器 甕 （15.8） ［3.6］ ― ― 口 1 / 9 粗砂少し含む ヨコナデ ヨコナデ

524 SH02 弥生土器 甕 ― ［2.65］ ― （3.28） 底 1 / 4 粗砂多く含む ヨコナデ 底部タタキ・ナデ

525 SH02 弥生土器 甕 ― ［3.8］ ― ― 口縁部若干 粗砂多く含む ヨコナデ ヨコナデ

526 SH02
（sk02） 弥生土器 甕 （12.0） ［2.7］ ― ― 口縁部若干 粗砂多く含む ヨコナデ・ナデ ヨコナデ

527 SH02 弥生土器 甕 （15.15） （7.65） ― ― 口～体部若干 粗砂多く含む 口縁部ヨコナデ 体部磨滅のため調整不
明、口縁部回転ナデ

528 SH02 弥生土器 高杯 （17.3） ［2.8］ ― ― 口～体部若干 粗砂多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

529 SH02 弥生土器 高杯 ― ［3.7］ ― ― 裾部若干 粗砂多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

530 SH02 弥生土器 鉢 （24.1） ［6.85］ ― ― 口 1 / 8 粗砂多く含む 横方向のハケ目 磨滅のため不明
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531 SH04 弥生土器 壺 （12.35） （3.2） ― ― 口 1 / 8 粗砂多く含む ヨコ方向のヘラミガキ ヨコナデ・ナデ

532 SH04 弥生土器 壺 （11.8） （2.6） ― ― 口縁部若干 粗砂多く含む ヨコナデ ヨコナデ

533 SH04 弥生土器 甕 （11.55） ［3.4］ ― ― 口縁部若干 粗砂多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

534 SH04 弥生土器 甕 （15.0） （2.0） ― ― 口 1 / 8 粗砂多く含む ヨコナデ ヨコナデ

535 SH04 弥生土器 甕 （15.2） ［4.05］ ― ― 口縁部若干 粗砂多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

536 SH04 弥生土器 甕 （11.9） ［3.45］ ― ― 口 1 / 6 弱 粗砂多く含む 横方向のハケ目 磨滅のため不明

537 SH04 弥生土器 甕 （11.15） ［5.5］ ― ― 口 1 / 7 粗砂多く含む 体部板ナデ、口縁部ヨコナデ 体部ナデ、口縁部ヨコナデ

538 SH04 弥生土器 壺 （13.8） （2.98） ― ― 口 1 / 9 粗砂多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

539 SH04 弥生土器 壺 （16.3） ［4.7］ ― ― 口 1 / 5 弱 粗砂多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

540 SH04 弥生土器 甕 （14.3） （6.3） ― ― 口 1 / 3 粗砂多く含む 体部板ナデ、口縁部ヨコ
ナデ

体部斜め方向のタタキ、
口縁部ヨコナデ

541 SH04 弥生土器 甕 （15.4） （5.35） ― ― 口 1 / 9 粗砂多く含む 体部斜め方向のハケ目・
板ナデ、口縁部ヨコナデ

体部斜め方向のタタキ、
口縁部ヨコナデ

542 SH04 弥生土器 壺 （14.75） （2.45） ― ― 口 1 / 9 粗砂多く含む ヨコナデ ヨコナデ

543 SH04 弥生土器 甕 （17.8） ［3.55］ ― ― 口 1 / 9 粗砂多く含む 肩部横方向の板ナデ、
口縁部ヨコナデ

肩部タタキ、口縁部ヨコ
ナデ

544 SH04 弥生土器 甕 （19.1） ［8.05］ ― ― 口 1 / 3 粗砂多く含む 体部多方向の板ナデ、
口縁部ヨコナデ

体部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

545 SH04 弥生土器 甕 （19.16） （3.47） ― ― 口 1 / 9 粗砂多く含む ヨコナデ ヨコナデ

546 SH04 弥生土器 甕 ― （2.8） ― （1.5） 底 1 / 4 粗砂多く含む ナデ タタキ・ハケ目

547 SH04 弥生土器 鉢 ― （3.8） ― （5.1） 脚部 1 / 2 小礫少し含む ナデ ナデ

548 SH04 弥生土器 甕 ― ［3.25］ ― （4.8） 底部若干 粗砂多く含む ナデ タタキ

549 SH04 弥生土器 蓋 5.75 ［5.4］ ― ― 口 2 / 3 粗砂多く含む ナデ ナデ

550 SH04 弥生土器 器台 （21.5） ［3.15］ ― ― 口縁部若干 粗砂多く含む ヨコナデ ヨコナデ

551 SH04 弥生土器 器台 （24.8） ［2.7］ ― ― 口縁部若干 粗砂多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

552 SH04 弥生土器 高杯 （17.1） ［5.2］ ― ― 杯部若干 粗砂多く含む ハケ目 ハケ目

553 SH04 弥生土器 高杯 ― （9.0） ― （12.85） 口 3 / 4 粗砂多く含む ナデ 縦方向のヘラミガキ

554 SH04 弥生土器 器台 （16.6） （2.5） ― ― 口 1 /11 粗砂少し含む 横方向のハケ目 縦方向のヘラミガキ

555 SH05
（sk09） 須恵器 杯身 （12.35） ［4.1］ ― ― 口 1 /10 粗砂少し含む 回転ナデ 回転ナデ

556 SH05 須恵器 杯身 （11.05） ［5.1］ ― ― 口･底 1 / 4 粗砂少し含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

557 SH05 須恵器 高杯 ― ［3.95］ ― （10.1） 脚部 1 / 4 粗砂少し含む 回転ナデ 回転ナデ

558 SH05 土師器 鉢 12.05 5.1 12.8 4.15 ほぼ完形 小礫少し含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

559 SH05 土師器 鉢 ― ［3.4］ ― 5.05 底 1 / 1 粗砂多く含む ナデ ハケ目

560 SH05 土師器 高杯 ― ［1.95］ ― （13.5） 底 1 / 6 粗砂含む ナデ ヨコナデ・ナデ

561 SH05 土師器 甕 （17.8） ［4.3］ ― ― 口 1 / 6 粗砂多く含む ヨコナデ ヨコナデ

562 SH05 弥生土器 器台 （20.74） ［2.5］ ― ― 口縁部若干 粗砂含む ヨコナデ ヨコナデ

563 SH05 弥生土器 器台 ― ［1.6］ ― （16.4） 底 1 / 7 粗砂多く含む 横方向のハケ目 ヨコナデ・ハケ目

564 SH06 弥生土器 壺 （17.0） ［3.6］ ― ― 口 1 /12 小礫・粗砂含む ヨコナデ ヨコナデ

565 SH06 弥生土器 甕 （14.5） 12.55 12.45 1.7 口 1 / 3
底 1 / 1 小礫・粗砂含む 底部ユビオサエ、体部

縦方向の板ナデ
底部～体部縦方向のタタ
キ・ハケ目、口縁部ヨコナデ

566 SH06 弥生土器 甕 （16.5） （15.8） （16.0） ― 口 1 / 8  小礫・粗砂含む 底部～体部斜め方向の
ハケ目、口縁部ヨコナデ

底部～体部縦方向のタタ
キのちハケ目、口縁部ヨ
コナデ

567 SH06 弥生土器 壺 ― ［2.9］ ― （5.55） 底 1 / 2 小礫・粗砂含む ナデ ハケ目・ナデ

568 SH06 弥生土器 壺 ― ［6.4］ ― （6.0） 底 1 / 2 小礫・粗砂含む ナデ ハケ目・ナデ

569 SH06 弥生土器 甑 （41.8） （64.9） ― 9.1 口 1 / 3
底 1 / 1 弱 小礫・粗砂含む 斜め方向のハケ目

縦および斜め方向のタタ
キのちハケ目・縦方向の
ヘラミガキ

570 SH06 弥生土器 器台 （6.85） （5.1） ― ― 口 1 / 3
脚部 1 / 2 小礫多く含む 横方向のヘラケズリ・ナ

デ ナデ

571 SH06 弥生土器 高杯 ― ［5.05］ ― ― 脚柱部若干 小礫・粗砂含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

572 SH06 弥生土器 器台 （20.4） 16.15 ― （12.9） 口～裾部 2 / 3 粗砂多く含む 縦方向のナデのちヘラミ
ガキ 多方向のヘラミガキ
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報告
№ 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

573 SH06 土製品 土錘 長
11.5

幅
4.15

厚
4.1 ― ほぼ完形 小礫・粗砂含む ― ナデ

574 SH07 土師器 甕 （15.0） （12.05） （24.0） ― 口～肩部
1 / 4 弱 粗砂多く含む 体部横方向の板ナデ・ユ

ビオサエ、口縁部ヨコナデ
多方向のハケ目、口縁部
ヨコナデ

575 SH07 土師器 甕 （11.7） ［7.9］ （12.7） ― 口 1 / 4 小礫・粗砂含む 磨滅のため不明 ハケ目

576 SH07 土師器 甕 （14.7） 14.7 （14.1） 丸底 口縁部若干 
体 1 / 2 小礫・粗砂含む 底部～体部ユビナデ・ヘ

ラケズリ
底部～体部縦方向のハ
ケ目、口縁部横ナデ

577 SH07 土師器 壺 ― ［5.15］ ― （5.15） 底 1 / 4 粗砂少し含む 多方向のハケ目 ハケ目のちヘラミガキ

578 SH07 土製品 皮袋形
土器 ― 5.55 幅

（10.8） 
厚

 3.65 体 3 / 4 小礫・粗砂含む ユビオサエ ユビオサエ・ナデ

579 SH08 土師器 甕 （14.1） （2.9） ― ― 口 1 / 4 弱 小礫・粗砂含む ヨコナデ ヨコナデ

580 SH08 土師器 壺 （17.6） ［2.25］ ― ― 口縁部若干 粗砂多く含む 横方向のミガキ・横ナデ ヨコナデ

581 SH08 土師器 甕 （14.75） （10.55） （18.6） ― 口 1 / 2 弱 
体 1 / 8 小礫・粗砂含む 体部横方向のヘラケズリの

ちナデ、口縁部ヨコナデ
体部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

582 SH08 土師器 鉢 （13.0） （4.95） （11.5） ― 口 1 / 6  
体部若干 極細砂含む 体部横方向のヘラミガキ、

口縁部横方向のハケ目
体部横方向のヘラミガキ、
口縁部ヨコナデ

583 SH08 土師器 鉢 （15.0） ［6.75］ （14.4） ― 口～体 1 / 6 粗砂少し含む ヘラミガキ ヨコナデ

584 SH08 土師器 鉢 ― ［4.6］ ― ― 口縁部若干 細砂少し含む 体部横方向のヘラケズリの
ちナデ、口縁部ヨコナデ

体部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

585 SH08 土師器 鉢 ― ［2.85］ ― （2.0） 底 1 / 2 極細砂・細砂含む 縦方向のヘラナデ ハケ目

586 SH08 土師器 甕 ― ［4.0］ ― （6.0） 底 1 / 5 粗砂少し含む ナデ 横方向のタタキ・ナデ

587 SH08 土師器 高杯 （12.4） ［5.75］ ― ― 杯部 1 / 9 細砂多く含む 横方向のヘラミガキ 横方向のヘラミガキ・ナデ

588 SH08 土師器 壺 （15.9） （3.7） ― ― 口 2 / 3 細砂含む 横方向のヘラミガキ 横方向のヘラミガキ

589 SH09 須恵器 杯身 （13.1） ［3.7］ ― ― 口 1 / 7 細砂少し含む 回転ナデ 回転ナデ

590 SH09 土師器 甕 （17.7） ［2.3］ ― ― 口 1 / 9 小礫含む ヨコナデ ヨコナデ

591 SH10 土師器 壺 （12.8） ［6.4］ ― ― 口～肩部 1 / 4 小礫含む 横方向のユビナデ・ナデ 磨滅のため不明

592 SH10 土師器 高杯 （19.6） ［3.1］ ― ― 口縁部若干 極細砂多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

593 SH11 土師器 甕 （11.6） ［2.65］ ― ― 口 1 / 6 粗砂多く含む ヨコナデ ヨコナデ

594 SH11 土師器 鉢 （11.05） ［3.65］ ― 丸底 口～底 1 / 5 粗砂多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

595 SH11 土師器 壺 （15.9） 21.6 18.9 丸底 底 1 / 2 粗砂多く含む
底部ユビオサエ、体部
横方向の板ナデ、口縁
部ヨコナデ

底部～体部横方向のハ
ケ目、口縁部横ナデ

596 SH11 土師器 甕 （15.24） （15.6） ― ― 口縁部若干 小礫・粗砂含む 体部板ナデ、口縁部横
ナデ

体部ハケ目、口縁部ヨコ
ナデ

597 SH12 弥生土器 長頸壺 9.25 22.45 （14.7） （4.4） 口 1 / 1  体 1 / 2  
底 1 / 3 粗砂多く含む 底部～体部ユビナデ、口

縁部ヨコナデ
底部～体部縦方向のハ
ケ目、口縁部ヨコナデ

598 SH12 弥生土器 壺 ― （13.2） （18.8） （4.0） 体 1 / 8
底 1 / 5 粗砂多く含む 斜め方向のヘラケズリ 縦方向のヘラミガキ

599 SH12 弥生土器 甕 （19.5） ［11.8］ ― ― 口 1 / 4 小礫含む 体部ヘラケズリ 口縁部ヨコナデ

600 SH12 弥生土器 甕 （15.9） ［5.65］ ― ― 口 3 / 4 粗砂多く含む 肩部板ナデ 磨滅のため不明

601 SH12 弥生土器 甕 （13.9） ［4.2］ ― ― 口 1 / 9 小礫含む 肩部ナデ、口縁部ヨコナ
デ

肩部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

602 SH12 弥生土器 甕 （13.75） ［4.05］ ― ― 口 1 / 8 小礫含む 磨滅のため不明 肩部縦方向のタタキのち
ハケ目

603 SH12 弥生土器 壺 ― ［2.9］ ― （4.5） 底 3 / 4 小礫含む 多方向の板ナデ 縦方向のヘラミガキ

604 SH12 弥生土器 壺 ― ［2.65］ ― （5.1） 底部若干 小礫含む ナデ ナデ

605 SH12 弥生土器 壺 ― ［1.9］ ― （3.65） 底部若干 粗砂含む ナデ ナデ・タタキ目

606 SH12 弥生土器 壺 ― （2.6） ― （3.6） 底部若干 粗砂含む ナデ ヘラミガキ

607 SH12 弥生土器 鉢 （18.7） 7.15 ― （3.6） 口 1 / 7  体 1 / 5  
底部若干 粗砂含む 横方向のハケ目・縦方向

のヘラミガキ
縦方向のハケ目・縦方向
のヘラミガキ

608 SH12 弥生土器 手焙形
土器 ― （11.35） （16.9） ― 体～底部若干 粗砂多く含む ナデ ナデ

609 SH12 弥生土器 台付鉢 ― （10.45） ― 10.0 底 5 / 6 粗砂多く含む ナデ・縦方向のヘラケズ
リ 縦方向のヘラミガキ

610 SH12 弥生土器 台付鉢 ― （6.12） ― （11.6） 底 1 / 3 粗砂多く含む 多方向のヘラケズリ 縦方向のハケ目のちミガキ

611 SH12 弥生土器 蓋 ― ［6.45］ つまみ
径3.05 ― 天井部若干 粗砂多く含む 横方向のハケ目 縦方向のハケ目のちナデ

612 SH12 弥生土器 蓋 （23.5） 11.25 ― ― 口縁部若干 
体 1 / 7 極細砂多く含む 横方向のハケ目・ナデ 縦方向のハケ目・横ナデ
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№ 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

613 SH12 弥生土器 高杯 （23.6） ［2.85］ ― ― 口 1 / 9 極細砂多く含む 横方向のヘラミガキ 横方向のヘラミガキ・ヨコ
ナデ

614 SH12 弥生土器 高杯 （29.2） ［8.6］ ― ― 杯部 1 / 2 粗砂多く含む ナデ ナデ・ヨコナデ

615 SH12 弥生土器 高杯 （27.0） ［6.4］ ― ― 杯部 1 / 2 弱 粗砂多く含む ナデ ナデ・ヨコナデ

616 SH12 弥生土器 高杯 22.45 ［16.6］ ― ― 杯部 1 / 2
脚柱部 3 / 4 粗砂多く含む 脚部絞り目・口縁部ヨコナ

デ 磨滅のため不明

617 SH12 弥生土器 高杯 ― （2.3） ― （13.9） 脚裾部 1 / 5 粗砂含む 横ナデ ハケ目のちヘラミガキ

618 SH12 弥生土器 器台 ― （14.05） ― ― 脚柱部 2 / 3 粗砂含む 横方向のヘラケズリ・ナデ 縦方向のヘラミガキ・ナデ

619 SH12 弥生土器 器台 （19.3） （19.15） ― （20.0） 口縁部若干 
裾部 1 / 2 小礫・粗砂含む 縦方向のケズリ・ヨコナデ 縦方向のミガキ・ナデ

620 SB08
ｐ96 弥生土器 広口壺 （18.4） ［6.3］ ― ― 口 1 /12 粗砂多く含む 横方向の板ナデ ハケ目

621 SB08
ｐ94 土師器 皿 （19.8） ［2.2］ ― ― 口 1 / 9 小礫含む 横方向のヘラミガキ ヨコナデ

622 SK03 須恵器 蓋 （9.9） ［2.8］ ― 口 1 /12 粗砂含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

623 SK03 須恵器 甕 （21.6） （2.35） ― ― 口 1 /12 粗砂含む 回転ナデ 回転ナデ

624 SK06 弥生土器 甕 （17.7） （2.75） ― ― 口 1 / 6 弱 小礫多く含む ヨコナデ ヨコナデ

625 SD01 弥生土器 壺 ― ［1.95］ ― （6.4） 底 1 / 4 弱 小礫多く含む 板ナデ ナデ

626 SD15 弥生土器 壺 ― ［9.1］ （24.16） 体部若干 粗砂多く含む 横方向のヘラケズリ・ナデ 縦および横方向のヘラミガキ

627 SD20 弥生土器 甕 （36.7） ［2.45］ ― ― 口縁部若干 粗砂多く含む ヨコナデ ヨコナデ

628 Pit09 須恵器 杯 ― （1.5） ― （8.8） 底 1 / 6 粗砂含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ・回
転ナデ

629 Pit33 弥生土器 高杯 ― ［4.65］ ― ― 脚体部若干 小礫含む ヘラケズリ・ナデ ハケ目・ナデ

630 Pit34 土師器 壺 （9.1） ［2.8］ ― ― 口 1 / 5 粗砂多く含む ハケ目 横方向のハケ目、ヨコナデ

631 Pit35 弥生土器 壺 ― （3.1） ― （5.0） 底部若干 小礫含む ヘラケズリのちナデ 縦方向のハケ目

632 包含層 土師器 皿 （12.7） 2.75 ― （9.1） 口 1 / 8 弱 粗砂多く含む 磨滅のため不明 ヨコナデ

633 包含層 土師器 甕 ― （5.15） ― ― 口 1 / 4 粗砂多く含む ハケ目 タタキ目・ハケ目

634 包含層 土師器 甕 （13.8） （11.4） （17.5） ― 口 1 / 3  
体 1 / 8 粗砂多く含む 体部斜め方向のヘラケズ

リ、口縁部ヨコナデ
体部横方向のタタキのち
ハケ目、口縁部ヨコナデ

635 包含層 土師器 甕 （14.8） ［4.55］ ― ― 口 1 / 4 粗砂多く含む 横方向のハケ目 横方向のヘラミガキ

636 包含層 土師器 甕 （18.6） （3.35） ― ― 口 1 / 9 粗砂多く含む ヨコナデ 肩部タタキ目、口縁部ヨコ
ナデ

637 包含層 土師器 甕 ― （4.5） ― （5.9） 底 1 / 4 粗砂多く含む 板ナデ タタキ目・ナデ

638 包含層 土師器 鉢 ― ［3.3］ ― （4.0） 脚部若干 粗砂多く含む ナデ ナデ

639 包含層 土製品 ミニチュ
ア高杯 ― ［2.15］ ― ― 脚柱部若干 粗砂多く含む ナデ ナデ

桂ヶ谷遺跡 Ｆ地区 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

640 SH01 弥生土器 高杯 ― ［1.8］ ― ― 口縁部若干 粗砂をわずかに含む ヨコナデ ヨコナデ

641 SH01 須恵器 杯身 （12.7） ［3.35］ ― ― 口縁部若干 細砂をわずかに含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

642 SH01 須恵器 高杯 （14.9） ［4.4］ ― ― 口 1 / 9 細砂をわずかに含む 回転ナデ 杯部底部回転ヘラケズ
リ、口縁部回転ナデ

643 SH01 須恵器 高杯 11.7 ［6.05］ ― ― 口 1 / 1 弱 細砂をわずかに含む 回転ナデ
杯部底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ、3方向
の長方形透かし有り

644 SH01 須恵器 高杯 ― ［6.2］ ―  （8.4） 脚部 1 / 3 細砂をわずかに含む 回転ナデ
杯部底部回転ヘラケズリ、
脚部回転ナデ、 3方向
の長方形透かし有り

645 SH02
カマド 土師器 甕 （13.8） ［8.15］（14.9） ― 口 1 / 8 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

646 SH02 土師器 甕 ― ［5.6］ ― 4.45 底 1 / 1 粗砂を多く含む 縦方向のケズリ 底部～体部ナデ

647 SH02
カマド 土師器 甑 （33.2） （31.7） 把手長 

（11.2）
把手厚 
5.9

口～体若干 
把手 1 ヶ所 粗砂を多く含む 体部横方向のハケ目、

口縁部ヨコナデ
体部縦方向のハケ目、
把手部貼り付けナデ、
口縁部ヨコナデ
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桂ヶ谷遺跡 Ｆ地区 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

648 SH04 須恵器 杯蓋 （14.55） 3.75 ― ― 口 1 / 9  
体 1 / 2 細砂を多く含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

649 SH04
カマド 須恵器 杯身 13.35 4.35 ― ― 口 1 / 2  

底 2 / 3 細砂をわずかに含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリのち
ナデ、口縁部回転ナデ

650 SH04 須恵器 壺 13.2 ［5.9］ ― ― 口 1 / 1 細砂を多く含む 回転ナデ、同心円あて具痕 口縁部回転ナデ

651 SH04
カマド 土師器 甕 12.9 （11.65） 13.15 ― 口 1 / 1 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

652 SH04
カマド 土師器 甕 （12.65） ［7.35］ ― ― 口縁部若干 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

653 SH04
カマド 土師器 高杯 （11.9） 11.85 ― （11.45）口縁部若干  

脚端部 1 / 4 弱 細砂を多く含む 脚部ナデ、杯部磨滅の
ため不明

脚部縦方向のハケ目、
杯部磨滅のため不明、
3方向の円孔有り

654 SH05 弥生土器 壺 9.8 ［10.5］ ― ― 口 3 / 4 粗砂をわずかに含む 体部ヘラケズリ、口縁部ハ
ケ目、口縁端部ヨコナデ

体部縦方向のハケ目、
口縁端部ヨコナデ

655 SH05 弥生土器 鉢 ― ［7.15］ ― 4.2 底 1 / 1 粗砂をわずかに含む 底部ユビオサエのちナデ、
体部横方向のハケ目

底部ナデ、体部磨滅の
ため不明

656 SH05 弥生土器 鉢 （13.15） 8.25 ― 3.35 口 1 / 6 ～
底 1 / 1 粗砂を多く含む 板ナデ 底部ナデ、体部タタキの

ちナデ、口縁部ナデ

657 SH05 弥生土器 ミニチュ
ア鉢 4.4 4.25 4.4 （1.9） 口 1 / 3 ～

底部若干 粗砂をわずかに含む ナデ ナデ・ユビオサエ

658 SH05 弥生土器 甕 （15.5） （15.0）（20.1） ― 口縁部若干 粗砂を多く含む 体部板ナデ、口縁部ヨコ
ナデ

体部磨滅のため不明、
口縁部ヨコナデ

659 SH05 弥生土器 甕 （13.7） （15.75）（21.8） ― 口 1 / 3 粗砂を多く含む
体部下方板ナデ、上方
ユビオサエのちナデ、口
縁部ヨコナデ

体部磨滅のため不明、
口縁部ヨコナデ

660 SH05 弥生土器 甕 （13.0） ［24.7］（20.7） ― 口縁部若干 
体 1 / 2 粗砂を多く含む

体部下方縦方向のケズ
リ、上方縦方向の板ナ
デ、口縁部ヨコナデ

体部下方縦方向のハケ目、
上方縦方向のハケ目のち
ナデ、口縁部ヨコナデ

661 SH05 弥生土器 壺 ― （16.75） ― 2.8 底 1 / 1 弱 粗砂を多く含む 底部～体部縦方向の板
ナデ 底部～体部ナデ

662 SH05 弥生土器 甕 18.1 32.4 24.15 5.7 口 1 / 4 欠損 粗砂を多く含む
底部～体部下方縦方向
のケズリ、上方横方向の
ケズリ、口縁部ヨコナデ

底部ナデ、体部下方縦
方向のハケ目、口縁部ヨ
コナデ

663 SH05 弥生土器 高杯 （24.9） ［6.9］ ― ― 口 1 / 4 粗砂をわずかに含む 縦・横方向のヘラミガキ 杯部底部たて方向のヘラ
ミガキ、口縁部ヨコナデ

664 SH05 弥生土器 高杯 ― ［3.8］ ― （17.5） 脚端部 1 / 3 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明、4方向
の円孔有り

665 SH05 弥生土器 器台 （26.9） （23.9） ― （19.55）口縁部若干 
脚部 1 / 3 細砂をわずかに含む 台部ナデ、口縁部横方

向のヘラミガキのちナデ
底部ヨコナデ、台部縦方
向のハケ目・ヘラミガキの
ち板ナデ、口縁部ナデ

666 SH06 須恵器 杯蓋 12.55 3.9 ― ― 口･底 1 / 2 細砂をわずかに含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

667 SH06 須恵器 杯蓋 （11.3） 5.4 つまみ径
3.6 ― 口縁部若干～

つまみ1 / 1 細砂をわずかに含む 回転ナデのち中央部ナデ
天井部回転ヘラケズリ、
つまみ部貼り付けナデ、
口縁部回転ナデ

668 SH06 須恵器 杯身 10.3 4.1 ― ― 完形 細砂を多く含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

669 SH06 須恵器 杯身 10.5 5.0 ― ― 完形 細砂を多く含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

670 SH06 土師器 甕 （14.6） ［6.45］ ― ― 口 1 / 2 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 体部ハケ目、口縁部ヨコナデ

671 SH06 土師器 甑 （26.35） 29.1 ― （11.65）口 1 / 4 ～
底部 1 / 3 粗砂を多く含む 体部斜め・縦方向のケズ

リ、口縁部ヨコナデ
体部縦方向のハケ目、
把手部貼り付けナデ、
口縁部ヨコナデ

672 SH07
ｐ02 須恵器 杯蓋 11.8 4.8 ― ― 口縁部若干 粗砂をわずかに含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

673 SH07 須恵器 杯身 （9.85） ［4.6］ ― ― 口縁部若干 粗砂をわずかに含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

674 SH07 土師器 甕 （12.9） ［5.0］ ― ― 口 1 / 2 弱 粗砂を多く含む 肩部板ナデ、口縁部ナデ 口縁部ナデ

675 SH07 土師器 甑 ― ［9.3］ ― ― 把手一ヶ所 粗砂を多く含む 板ナデ 把手部貼り付けナデ、
体部縦方向のハケ目

676 SH08 須恵器 杯蓋 13.65 5.1 ― ― 口 1 / 2 弱 粗砂を多く含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

677 SH08 須恵器 杯身 11.85 5.0 ― ― 口 3 / 4 細砂を多く含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

678 SH08 須恵器 杯身 （10.4） ［4.9］ ― ― 口 1 / 7 細砂をわずかに含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

679 SH08
sk01 須恵器 甕 14.5 ［8.5］ ― ― 口 1 / 1 細砂をわずかに含む 回転ナデ 体部縦方向のタタキ、

口縁部ハケ目のちナデ

680 SH08
sk01 須恵器 壺 15.85 ［9.8］ ― ― 口 1 / 2 強 粗砂を多く含む 回転ナデ、同心円あて具

痕
体部縦方向のタタキのちカ
キ目、口縁部回転ナデ
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桂ヶ谷遺跡 Ｆ地区 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

681 SH08
sk01 土師器 甕 12.85 ［5.5］ ― ― 口 3 /4 粗砂を多く含む 体部ナデ、口縁部ヨコナ

デ
体部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

682 SH08 土師器 甑 16.15 13.55 ― ― 口～底 1 / 1 弱 粗砂を多く含む 底部ナデ、体部～口縁
部横方向のハケ目

底部ナデ、体部～口縁
部縦方向のハケ目、口縁
端部横ナデ、体部下方
に格子状の線刻有り

683 SH08 土師器 甕 （18.8） ［8.15］ ― ― 口 1 / 2 細砂を多く含む 体部ナデ、口縁部ヨコナデ 体部ナデ、口縁部ヨコナデ

684 SH08 土師器 甕 18.5 ［12.5］ ― ― 口 1 / 1 弱 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 体部斜めおよび横方向の
ハケ目、口縁部ヨコナデ

685 SH09 須恵器 杯蓋 12.1 4.3 ― ― 口 3 / 4 強 細砂をわずかに含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

686 SH09 須恵器 杯身 9.85 5.3 ― ― 口 2 / 3 粗砂をわずかに含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

687 SH09 須恵器 杯身 （10.8） ［4.8］ ― ― 口 1 / 2 細砂をわずかに含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

688 SH09 土師器 甕 （10.5） （11.0）（10.65） ― 口 1 / 6 粗砂を多く含む 底部～体部板ナデ、
口縁部ヨコナデ

底部～体部縦方向のハ
ケ目、口縁部ヨコナデ

689 SH09 土師器 甕 （23.7） ［10.75］ ― ― 口 1 / 7 粗砂を多く含む 体部ナデ、口縁部ヨコナ
デ

体部斜め方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

690 SH10 土師器 甕 （15.5） ［18.9］（22.4） ― 口 1 / 2 ～
体 1 / 8 粗砂をわずかに含む 体部ナデ・ユビオサエ、

口縁部ヨコナデ
体部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

691 SH10 弥生土器 高杯 （22.8） ［4.0］ ― ― 口縁部若干 細砂をわずかに含む ヨコナデ ヨコナデ

692 SH10 弥生土器 高杯 （28.3） （17.0） ― ― 口～脚柱部
1 / 8 弱 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

693 SH11 須恵器 杯蓋 （14.7） （3.9） ― ― 口縁部若干 細砂をわずかに含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

694 SH11
カマド 土師器 甕 （19.2） ［9.3］ ― ― 口 1 / 2 細砂を多く含む 体部ナデ、口縁部ヨコナ

デ
体部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

695 SH11
カマド 土師器 甕 （14.5） ［13.0］ ― ― 口 1 / 6 粗砂を多く含む

体部横方向のナ板ナデ・
横方向のヘラケズリ、口
縁部ヨコナデ

体部ユビオサエのちナ
デ、口縁部ヨコナデ

696 SK04 弥生土器 壺 （8.8） （30.0）（18.8） 6.7 口 1 / 4 ～
底 1 / 2 粗砂を多く含む

体部下方縦方向の板ナ
デ、上方ユビオサエのち
ナデ、口縁部ヨコナデ

底部ナデ、体部縦方向
のハケ目、口縁部ヨコナ
デ

697 SK19 弥生土器 甕 （31.15） ［4.05］ ― ― 口縁部若干 粗砂を多く含む ヨコナデ 肩部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

698 SD04 弥生土器 台付甕 （16.1） （18.2）（18.4） ― 口 1 / 2 ～
体 1 / 2 粗砂を多く含む 体部縦および横方向のハ

ケ目、口縁部ヨコナデ
体部下方縦方向の板ナ
デ、上方縦方向のハケ
目、口縁部ヨコナデ

699 包含層 土師器 甕 （14.2） （6.2） ― ― 口 1 / 4 強 粗砂を多く含む 体部縦および横方向のケ
ズリ、口縁部ヨコナデ

体部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

700 包含層 弥生土器 鉢 （15.6） 11.45 ― （3.85）口 1 / 3 ～
底若干 粗砂を多く含む 体部縦および横方向のヘラ

ミガキ、口縁部ヨコナデ 磨滅のため不明

701 包含層 弥生土器 鉢 （17.55） 14.8 ― （6.1） 口 1 / 2 ～
底 1 / 2 粗砂を多く含む 底部ナデ、体部～口縁

部横方向のハケ目
体部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

702 包含層 弥生土器 高杯 （29.7） ［3.3］ ― ― 口 1 / 5 粗砂を多く含む ヨコナデ ヨコナデ

703 包含層 弥生土器 台付鉢 ― （9.25） ― ― 脚柱部 3 / 4 粗砂を多く含む 台部横方向のヘラケズリ 台部ナデ、鉢部縦方向
のハケ目

704 包含層 須恵器 杯蓋 （12.05） 4.6 ― ― 口 1 / 3 ～
天井部 1 / 2 細砂をわずかに含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

705 包含層 須恵器 杯蓋 ― ［2.75］ ― ― 天井部 1 / 3 細砂をわずかに含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

706 包含層 須恵器 杯蓋 ― （3.7） ― ― 体 1 / 5 細砂をわずかに含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

707 包含層 須恵器 杯蓋 ― ［1.6］ ― ― 天井部 1 / 1 細砂をわずかに含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ

708 包含層 須恵器 杯身 （10.2） ［3.6］ ― ― 口 1 /10 
体 1 / 4 細砂をわずかに含む 回転ナデ 口縁部回転ナデ

709 包含層 須恵器 杯蓋 11.6 6.2 ― ― 口 1 / 2
天井部 7 / 8 細砂をわずかに含む 回転ナデ

天井部回転ヘラケズリ、
つまみ部回転ナデ、口縁
部回転ナデ

710 包含層 須恵器 高杯 10.0 ［5.7］ ― ― 口 1 / 2  
体 6 / 8 細砂をわずかに含む 回転ナデ 杯部底部回転ヘラケズ

リ、口縁部回転ナデ

711 包含層 須恵器 壺 ― ［3.7］ ― （10.2） 底 5 / 8 細砂をわずかに含む 回転ナデ 底部ナデ・回転ナデ

712 包含層 須恵器 甕 （16.95） （6.6） ― ― 口 1 / 8  
頸 1 / 5 細砂をわずかに含む 頸部～口縁部ヨコナデ 頸部ハケ目のちヨコナデ、

口縁部ヨコナデ

713 包含層 須恵器 壺 ― （4.4） ― ― 頸・肩部 1 / 5 細砂をわずかに含む 回転ナデ 肩部回転ナデ

714 包含層 須恵器 壺 ― （4.55）（15.5） ― 体 1 / 5 細砂をわずかに含む 回転ナデ 体部カキ目
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桂ヶ谷遺跡 Ｆ地区 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

715 包含層 土師器 壺 ― （5.45） ― ― 口縁部若干 粗砂をわずかに含む ナデ 磨滅のため不明

716 包含層 土製品 不明 ― ［3.55］ ― （3.5） 底 1 / 2 細砂をわずかに含む ナデ 縦方向のナデのち松葉状
の線刻

桂ヶ谷遺跡 Ｇ地区 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

717 SH01 須恵器 杯蓋 （13.6） ［3.9］ ― ― 口 1 / 3 租砂・細砂をわずかに含
む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリの

ちナデ、口縁部回転ナデ

718 SH01 須恵器 杯蓋 （11.8） ［3.4］ ― ― 口 1 / 6 粗砂をわずかに含む 回転ナデ 回転ナデ

719 SH01 土師器 甕 （14.8） ［8.35］ ― ― 口～肩部 1 / 4 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

720 SH02 土師器 甕 （20.2） （6.3） ― ― 口～肩部若干 細砂を多く含む
肩部横方向のヘラケズリ
のちナデ、口縁部横方
向のハケ目、口縁端部ヨ
コナデ

肩部横方向のハケ目のち
ナデ、口縁部横方向の
ハケ目

721 SH03 土師器 甕 17.1 （8.3） ― ― 口～肩部
1 / 2 弱 細砂を多く含む

体部横方向のヘラケズ
リ、肩部ヨコナデ、口縁
部ヨコナデ

体部横方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

722 SH03 土師器 甕 （19.7） （23.25）（24.0） ― 口縁部若干
体 1 / 2 細砂を多く含む

体部下方多方向のナデ、
体部上方横方向のヘラケ
ズリのちナデ、口縁部ヨ
コナデ

体部多方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

723 SH05
カマド 須恵器 杯蓋 （13.05） 5.15 ― ― 口 1 / 5 粗砂をわずかに含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリの

ちナデ、口縁部回転ナデ

724 SH05 須恵器 杯蓋 （13.6） ［4.1］ ― ― 口 1 / 9 細砂をわずかに含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリの
ちナデ、口縁部回転ナデ

725 SH05 須恵器 杯身 9.6 4.9 ― ― 口 1 / 2 欠損 細砂を多く含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

726 SH05 須恵器 杯身 11.0 5.25 ― ― ほぼ完形 粗砂をわずかに含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリのち
ナデ、口縁部回転ナデ

727 SH05 須恵器 蓋 ― ［1.7］ ― ― つまみ1 / 1 細砂をわずかに含む 回転ナデ つまみ部貼り付けナデ、
回転ナデ

728 SH05 須恵器 高杯 ― ［4.1］ ― ― 杯部～脚柱部
1 / 4 細砂をわずかに含む 回転ナデ

脚部カキ目、貼り付けナ
デ、杯部底部回転ヘラ
ケズリのちナデ

729 SH05 土師器 鉢 ― ［3.25］ ― 4.2 底 4 / 5 細砂を多く含む 磨滅のため不明 体部下方横方向のヘラケ
ズリ

730 SH05 土師器 椀 （12.9） ［4.75］ ― ― 口 1 / 5 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

731 SH05 土師器 甕 （14.3） ［5.9］ ― ― 口 1 / 7 細砂を多く含む 体部左斜方向のハケ目、
口縁部横方向のハケ目

体部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

732 SH05 土師器 甕 16.45 （5.75） ― ― 口 1 / 1 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

桂ヶ谷遺跡 Ｈ地区 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種 類 器 種

法 量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

733 段状遺構 1 弥生土器 広口壺 14.9 ［6.45］ ― ― 口 3 / 4 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

734 段状遺構 1 弥生土器 甕 ― ［4.2］ ― （5.6） 底 1 / 4 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

735 段状遺構 2 弥生土器 広口壺 （23.5） ［6.95］ ― ― 口 1 /12 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

736 段状遺構 2 弥生土器 壺 ― ［3.85］ ― 4.95 底 9 /10 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

737 段状遺構 2 弥生土器 壺 ―  ［3.7］ ― （6.0） 底 1 / 4 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

738 包含層 須恵器 杯蓋 （13.8） ［4.0］ ― ― 口 1 / 9 極細砂をわずかに含む 回転ナデ 口縁部回転ナデ

739 包含層 須恵器 杯身 ― ［3.0］ ― ― 体 1 /10 極細砂をわずかに含む 回転ナデ 口縁部回転ナデ

740 包含層 弥生土器 甕 ― ［4.15） ― （4.95）底 1 / 4 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

BKZ_H_30syo_P0231-0273.indd   251 13.3.16   4:32:29 PM



― 252 ―

桂ヶ谷奥古墳 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種 類 器 種

法 量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

741 石室内
玄室 須恵器 杯蓋 13.65 3.6 ― ― 完形 φ0.5㎜以下の砂粒をわず

かに含む
回転ナデのち中央部 1方
向のナデ

天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

742 石室内
玄室 須恵器 杯蓋 13.4 4.05 ― ― 完形 φ1 ㎜の砂粒をわずかに

含む
回転ナデのち中央部 1方
向のナデ

天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

743 石室内
玄室 須恵器 杯蓋 12.7 3.85 ― ― 完形 φ1 ㎜以下の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ

天井部回転ヘラケズリの
ち一部ナデ、口縁部回
転ナデ

744 石室内
玄室 須恵器 杯蓋 12.85 4.05 ― ― 完形 φ1.5㎜以下の砂粒を含

む
回転ナデのち中央部 1方
向のナデ

天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

745 石室内
羨道 須恵器 杯蓋 13.9 3.95 ― ― 口 3 / 4  

底 2 / 3
φ0.1 ～ 0.4㎜の砂粒を含
む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

746 石室内
玄室 須恵器 杯蓋 12.85 3.35 ― ― ほぼ完形 φ1 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

747 石室内
玄室 須恵器 杯蓋 13.0 3.85 ― ― 口 3 / 4 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

748 石室内
玄室 須恵器 杯蓋 12.6 3.45 ― ― ほぼ完形 φ1 ㎜の砂粒をわずかに

含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

749 石室内
玄室 須恵器 杯蓋 12.9 3.65 ― ― ほぼ完形 φ1 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

750 石室内
玄室 須恵器 杯蓋 13.15 3.55 ― ― ほぼ完形 φ1 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

751 石室内
玄室 須恵器 杯蓋 （11.2） ［3.9］ ― ― 口 1 / 4  

体 2 / 3 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

752 石室内
玄室 須恵器 杯蓋 13.45 3.55 ― ― 口 3 / 4  

体 1 / 1 φ1 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラ切りのち
ナデ、口縁部回転ナデ

753 石室内
玄室 須恵器 杯蓋 13.75 3.45 ― ― 完形 φ2 ㎜以下の砂粒をに含

む
回転ナデのち中央部 1方
向のナデ

天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

754 石室内
羨道 須恵器 杯蓋 9.25 3.7 ― ― 完形 φ1 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラ切りのち

ナデ、口縁部回転ナデ

755 石室内
玄室 須恵器 杯身 11.5 3.65 ― ― 完形 φ4 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部 1方

向のナデ
底部回転ヘラ切りのち一
部回転ヘラケズリ、口縁
部回転ナデ

756 石室内
玄室 須恵器 杯身 11.4 3.85 ― ― 完形 φ1 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

757 石室内
玄室 須恵器 杯身 13.3 4.45 ― ― 完形 φ5 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部ナデ、口縁部回転

ナデ

758 石室内
玄室 須恵器 杯身 11.35 4.0 ― ― ほぼ完形 φ2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部 1方

向のナデ
底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

759 石室内
玄室 須恵器 杯身 11.45 3.4 ― ― ほぼ完形 粗砂を多く含む 回転ナデのち中央部 1方

向のナデ
底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

760 石室内
玄室 須恵器 杯身 12.4 3.45 ― ― ほぼ完形 φ1 ㎜の砂粒を少量、粗

砂を多く含む 回転ナデ
底部はヘラ切りのち回転
ヘラケズリ、口縁部は回
転ナデ

761 石室内
玄室 須恵器 杯身 11.88 3.3 ― ― ほぼ完形 φ1 ㎜の砂粒を少量、粗

砂を多く含む
回転ナデのち中央部 1方
向のナデ

底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

762 石室内
玄室 須恵器 杯身 11.0 3.45 ― ― 口 ･体 3 / 4  

底 1 / 1 φ2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部多方
向のナデ

底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

763 石室内
玄室 須恵器 杯身 11.75 4.0 ― ― ほぼ完形 φ1 ㎜の砂粒を少量、粗

砂を多く含む
回転ナデのち中央部 1方
向のナデ

底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

764 石室内
玄室 須恵器 杯身 10.95 3.3 ― ― ほぼ完形 φ1 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部 1方

向のナデ
底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

765 石室内
玄室 須恵器 杯身 13.3 3.9 ― ― ほぼ完形 粗砂を多く含む 磨滅のため調整不明 磨滅のため調整不明

766 石室内
玄室 須恵器 杯身 10.4 3.2 ― ― ほぼ完形 φ2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部 1方

向のナデ
底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

767 石室内
玄室 須恵器 杯身 10.28 3.35 ― ― ほぼ完形 φ1 ㎜の砂粒と粗砂を多

く含む
回転ナデのち中央部 1方
向のナデ

底部回転ヘラ切り、口縁
部回転ナデ

768 石室内
羨道 須恵器 杯身 8.8 ［2.7］ ― ― ほぼ完形 粗砂を多く含む 回転ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ

デ、口縁部回転ナデ

769 石室内
羨道 須恵器 杯身 ［9.18］ ［2.85］ ― ― 口縁～底部

1 / 2 残 粗砂を少量含む 回転ナデのち中央部 1方
向のナデ

底部回転ヘラ切り、口縁
部回転ナデ

770 石室内
玄室 須恵器 杯蓋 9.3 3.05 つまみ

径1.75 ― 完形 φ1 ㎜以下の砂粒を少量
含む

回転ナデのち中央部 1方
向のナデ

天井部回転ヘラケズリ、
ツマミ部貼り付けナデ、
口縁部回転ナデ

771 石室内
玄室 須恵器 杯蓋 8.3 2.6 つまみ

径1.5 ― ほぼ完形 φ1.5㎜以下の砂粒を多く
含む

中央部 2方向ナデ、そ
の他は不明

天井部回転ヘラケズリ、
ツマミ部貼り付けナデ、
口縁部不明

772 石室内
玄室 須恵器 杯蓋 10.45 ［2.8］ ― ― 口 1 / 1 φ1 ㎜以下の砂粒を多く

含む
回転ナデのち中央部 1方
向のナデ

中央部は不明、その他
は回転ナデ

773 石室内
玄室 須恵器 杯蓋 8.05 1.75 つまみ

径2.2 ― 完形 φ1.5㎜以下の砂粒を多く
含む 回転ナデ

天井部回転ヘラケズリ、
ツマミ部貼り付けナデ、
口縁部回転ナデ
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774 石室内
玄室 須恵器 杯蓋 9.4 2.0 つまみ

径2.2 ― 完形 φ1.5㎜以下の砂粒を含
む

回転ナデのち中央部 2方
向のナデ

天井部回転ヘラケズリ、
ツマミ部貼り付けナデ、
口縁部回転ナデ

775 石室内
玄室 須恵器 杯蓋 8.75 1.8 つまみ

径2.0 ― 完形 φ1 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ
天井部回転ヘラケズリ、
ツマミ部貼り付けナデ、
口縁部回転ナデ

776 石室内
玄室 須恵器 杯蓋 8.8 2.5 つまみ

径2.15 ― ほぼ完形 φ1 ㎜以下の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ
天井部回転ヘラ切りのち
回転ヘラケズリ、ツマミ部
貼り付けナデ、口縁部回
転ナデ

777 石室内
玄室 須恵器 杯身 10.0 3.85 ― ― 完形 φ1 ㎝の石、φ7 ㎜ｍの

石、砂粒を多く含む 回転ナデ
底部回転ヘラ切りのち一
部板ナデ、口縁部回転
ナデ

778 石室内
羨道 須恵器 杯身 9.8 3.7 ― ―

口 4 / 5  
底 1 / 1
ほぼ完形

φ0.1㎜～ 2 ㎜の砂粒を
含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部ヘラ切り、口縁部回

転ナデ

779 石室内
玄室 須恵器 杯身 9.2 3.55 ― ―

口 9 /10 
底 1 / 1
ほぼ完形

φ3 ㎜以下の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラ切り、口縁
部回転ナデ

780 石室内
玄室 須恵器 杯身 8.5 3.8 ― ― 完形 φ8 ㎜程度の砂粒を含む 回転ナデのち中央部多方

向ナデ
底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ

781 石室内
玄室 須恵器 杯身 9.75 3.85 ― ― 口 3 / 4 φ3 ㎜以下の砂粒多くを

含む 回転ナデ
底部回転ヘラ切り、一部
ヘラケズリ、口縁部回転
ナデ

782 石室内
玄室 須恵器 杯身 8.8 3.5 ― ― 完形 φ4 ㎜以下の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ

デ、口縁部回転ナデ

783 石室内
玄室 須恵器 杯身 8.4 3.7 ― ― ほぼ完存 φ6 ㎜以下の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

784 石室内
玄室 須恵器 杯身 7.8 3.3 ― ― 完形 φ5 ㎜程度の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラ切り、口縁

部回転ナデ

785 石室内
羨道 須恵器 杯身 9.3 3.65 ― ― ほぼ完形 φ2 ㎜以下の砂粒を含む 回転ナデ

底部回転ヘラ切りのちナ
デ一部回転ナデ、口縁
部回転ナデ

786 石室内
玄室 須恵器 杯身 7.9 3.4 ― ― 口 3 / 4  

底 1 / 1
φ0.1 ～ 2 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデ 底部回転ヘラ切り、口縁

部回転ナデ

787 石室内
羨道 須恵器 杯身 10.75 4.8 ― ― 口 7 / 8  

底 1 / 1 φ4 ㎜以下の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切り、口縁
部回転ナデ

788 石室内
羨道 須恵器 杯身 10.2 4.4 ― ― 口 2 / 3  

底 1 / 1
φ0.1～ 2 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデ

底部回転ヘラケズリ、ヘ
ラ記号あり、口縁部回転
ナデ

789 石室内
羨道 須恵器 杯身 11.35 3.3 ― ― 完形 φ1 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ

底部回転ヘラ切りのちナ
デ一部回転ナデ、口縁
部回転ナデ

790 石室内
羨道 須恵器 杯身 10.3 3.85 ― ― 口 3 / 4  

底 1 / 1 φ6 ㎜以下の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

791 石室内
玄室 須恵器 杯身 10.5 3.9 ― ― ほぼ完形 φ3 ㎜以下の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

792 石室内
玄室 須恵器 杯身 10.0 3.45 ― ― 完形 φ1.5㎜以下の砂粒を含

む
回転ナデのち中央部不定
方向ナデ

底部回転ヘラケズリのち
一部ヘラケズリ、口縁部
回転ナデ

793 石室内
羨道 須恵器 杯身 10.2 5.5 ― 6.7 完形 φ1 ㎜以下の砂粒を含む 回転ナデのち底部ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

794 石室内
玄室 須恵器 杯 13.65 4.15 ― 8.25 ほぼ完形 φ1～ 5 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ

底部回転糸切り、高台貼
り付けナデ、口縁部回転
ナデ

795 石室内
玄室・羨道 須恵器 高杯 10.95 ［3.8］ ― ― 口 9 /10 φ0.1～ 2 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

796 石室内
玄室 須恵器 高杯 11.15 14.4 ― 11.3 完形 φ2 ㎜程の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ

杯部回転ナデ、脚部貼り
付け回転ナデ、 2段に2
方向の長方形透かし有り

797 石室内
前庭部 須恵器 高杯 11.1 15.15 ― （10.65）口 4 / 5  

脚部 3 / 8 φ2 ㎜程の砂粒を含む 回転ナデのち中央部多方
向のナデ

杯部底部回転ナデ、脚
部貼り付け、 2段に3方
向の長方形透かし有り

798 石室内
前庭部 須恵器 高杯 10.05 8.3 ― 9.5 ほぼ完形 φ1 ㎜程の砂粒を含む 回転ナデのち中央部調整

不明
杯部口縁部回転ナデ、
底部回転ヘラケズリ、脚
部貼り付け回転ナデ

799 石室内 須恵器 高杯 9.65 10.85 ― （10.6）
口 1 / 1 弱 
体 1 / 1  
脚部 1 / 2

φ1.5㎜程の砂粒を含む 回転ナデ、中央部多方向
のナデ

杯部口縁部回転ナデ、
底部回転ヘラケズリ、脚
部貼り付け回転ナデ

800 石室内 須恵器 高杯 ― ［1.35］ ― 9.9 脚部 1 / 1 φ1 ㎜以下の砂粒を含む 回転ナデ 回転ナデ

801 石室内
前庭部 須恵器 高杯 ― ［2.5］ ― 9.85 脚部 2 / 3 φ1 ㎜以下の砂粒をわず

かに含む 回転ナデ 回転ナデ

802 石室内 須恵器 高杯 （6.4） ― 12.5 脚部 2 / 3 φ1 ㎜以下の砂粒を含む 回転ナデ 回転ナデ、透かし有り
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803 石室内
玄室 須恵器 短頸壺

蓋 10.0 3.5 ― ― 完形 φ1 ㎜以下の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ
天井部回転ヘラ切りのち
回転ナデ、ツマミ部貼り
付け回転ナデ、口縁部
回転ナデ

804 石室内 須恵器 蓋 9.15 4.1 ― ― 完形 φ1 ㎜以下の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

805 石室内 須恵器 短頸壺 ― （3.5） 8.15 ― 口 1 / 1 弱 φ1 ㎜以下の砂粒を含む 回転ナデ
底部回転ヘラ切りのちヘ
ラ状工具による不定方向
ナデ、口縁部回転ナデ

806 石室内 須恵器 短頸壺 5.2 4.65 9.35 ― ほぼ完形 φ2 ㎜程の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

807 石室内 須恵器 短頸壺 （7.05） 5.9 9.25 5.7
口 1 / 3  
体 2 / 3  
底 1 / 1

φ1 ㎜程の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ
底部回転ヘラケズリのち
一部ナデ、口縁部回転
ナデ

808 石室内 須恵器 短頸壺 （7.05） 6.55 10.5 ―
口 1 / 2  
体 1 / 1 弱 
底 3 / 4

φ3 ㎜程の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

809 石室内 須恵器 短頸壺 6.65 8.15 13.1 ― 完形 φ1 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

810 石室内
玄室 須恵器 短頸壺 7.5 6.6 13.5 ― 完形 φ1 ㎜以下の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

811 石室内 須恵器 壺 6.5 7.9 9.0 ― ほぼ完形 φ1,5㎜程の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部ケズリ、体部ナデ、
口縁部回転ナデ

812 石室内 須恵器 壺 5.7 7.6 9.35 ― 完形 φ0.5㎜以下の砂粒を含
む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

813 石室内 須恵器 壺 3.55 6.35 5.8 ― 完形 φ2 ㎜以下の砂粒を含む 回転ナデ 底部不定方向のヘラケズ
リ、口縁部回転ナデ

814 石室内 須恵器 壺 4.15 5.95 7.9 ― 完形 φ1 ㎜以下の砂粒を含む 回転ナデ 底部不定方向のヘラケズ
リ、口縁部回転ナデ

815 石室内 須恵器 壺 （11.4） ［4.8］ ― ― 口 1 / 4 弱 φ0.5㎜以下の砂粒を含
む 回転ナデ 回転ナデ

816 石室内 須恵器 壺 7.5 12.05 12.4 ― ほぼ完形 φ2 ㎜程の砂粒を含む 回転ナデ、中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

817 石室内 須恵器 壺 ― ［16.8］ 18.9 ― 体 5 / 6 φ1 ㎜の砂粒わずかに含
む

体部横ナデ・ユビオサ
エ、回転ナデ

底部回転ヘラケズリ、体
部斜めのハケ目のち回転
ナデ、肩部回転ナデ

818 石室内
前庭部 須恵器 壺 ― （10.2） （20.2） ― 体 1 / 4 φ4 ㎜以下の砂粒を含む 回転ナデ 回転ナデ

819 石室内
前庭部 須恵器 壺 ― ［12.6］ （19.2） ― 体 1 / 2 φ1 ㎜の砂粒わずかに含

む
体部回転ナデ、底部指
ナデ

底部回転ヘラケズリ、体
部～肩部カキ目、肩部回
転ナデ

820 石室内 須恵器 鉢 （20.0） ［8.1］ ― ― 口 1 / 2 弱 φ1 ㎜の砂粒わずかに含
む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

821 石室内 須恵器 短頸壺 （10.5） 15.9 19.8 ― 口 1 / 2 弱　 底
1 / 1

φ0.1～ 6 ㎜の砂粒多く含
む

口縁部～体部回転ナデ、
底部回転ナデのちナデ

底部回転ヘラケズリ、体
部～肩部回転ナデのちカ
キ目、口縁部回転ナデ

822 石室内
玄室 須恵器 𤭯 9.9 12.7 8.6 ― 完形 φ1 ㎜以下の砂粒を含む

口縁部回転ナデ、頸部
縦方向のナデ、底部に
押圧痕

底部回転ヘラケズリのち
ケズリ、口縁部～体部回
転ナデ

823 石室内
玄室 須恵器 𤭯 10.7 11.8 8.6 ― ほぼ完形 φ1 ㎜以下の砂粒を含む 口縁部～頸部回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部～体部回転ナデ

824 石室内
玄室 須恵器 平瓶 4.3 13.0 14.6 ― 完形 φ2 ㎜の砂粒を含む

口縁部ヨコナデ、接合の
ためのヨコナデ・ユビオサ
エ、体部回転ナデ、底
部ナデ

口縁部ヨコナデ、肩部カ
キ目、体部回転ヘラケ
ズリのちカキ目のちナデ、
底部カキ目、肩部に鍵形
摘みユビナデ整形

825 石室内
玄室 須恵器 提瓶 5.25 15.8 12.3

7.15 ― 完形 φ3 ㎜の砂粒を含む 口縁部回転ナデ

口縁部回転ナデ、体部
凸面側平行タタキのち回
転ナデのち一部ナデ、体
部平面側回転ヘラケズリ
のち中央部ユビナデ、頸
部貼り付けナデ、両肩ツ
マミ貼り付けナデ、底部
ヘラナデ、口縁部にヘラ
記号有り

826 石室内
玄室 須恵器 提瓶 4.7 16.4 11.5 ― ほぼ完形 φ2 ㎜の砂粒を含む 口縁部回転ナデ

口縁部回転ナデ、体部
凸面側回転ナデのち一
部ナデ、体部平面側回
転ヘラケズリ、頸部貼り
付けナデ、両肩ツマミ貼
り付けナデ

827 石室内
前庭部 須恵器 提瓶 （9.7） ［9.5］ ― ― 口 1 / 3 φ0.5㎜以下の砂粒を含

む 回転ナデ 回転ナデのちカキ目

828 石室内 須恵器 提瓶 （8.9） ［6.0］ ― ― 口 1 / 2 弱 φ2.5㎜の砂粒を含む 回転ナデ 回転ナデ
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829 石室内
羨道 須恵器 提瓶 （7.2） 22.9 15.45 ―

口 3 / 4  
頸 ･ 体 ･ 底
1 / 1  

φ3 ㎜の砂粒を多く含む 口縁部回転ナデ

口縁部回転ナデ、体部
凸面側回転ナデのち一
部ナデ、体部平面側回
転ヘラケズリ、頸部貼り
付けナデ

830 石室内 須恵器 杯蓋 （14.6） 3.7 ― 6.8 口 ･ 体 1 / 2  
底 1 / 1 φ1 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切り、口縁

部回転ナデ

831 石室内 土師器 高杯 （11.8） ― （9.5） 体 4 / 5  　　
脚部 1 / 1 弱 φ2 ㎜の砂粒を含む

杯部ヨコナデのち暗文、
中央部ナデ、脚部ユビオ
サエのちヨコナデ、端部
にハケ目

杯部ハケ目のちヘラミガ
キ、脚部貼り付けユビオ
サエのちヘラミガキ、脚
部磨滅のため調整不明

832 石室内
羨道 土師器 甕 （14.6） ［4.3］ ― ― 口 1 / 5 φ1 ㎜以下の砂粒を多く

含む 摩滅のため調整不明 口縁部ヨコナデ、体部縦
方向のハケ目

833 石室内
羨道 土師器 甕 （15.2） ［5.5］ ― ― 口縁部若干 φ1 ㎜以下の砂粒を含む 口縁部ヨコナデ？体部ヘラ

ケズリ
口縁部ヨコナデ？体部磨
滅のため調整不明

834 石室内
玄室 土師器 甕 ― ［4.45］ ― ― 頸 1 /12 φ2 ㎜以下の砂粒を多く

含む 横方向のハケ目 斜め方向のハケ目

835 石室外 須恵器 杯身 11.4 3.6 ― ― ほぼ完形 φ2 ㎜以下の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

836 石室外 須恵器 杯身 11.65 3.8 ― ― 完形 φ3 ㎜程の砂粒を含む 回転ナデのち中央部多
方向のナデ

底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ

837 石室外 須恵器 杯身 10.5 ［3.9］ ― ― 口 1 / 4 φ1.5㎜程の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラ切りのち一
部ナデ、口縁部回転ナデ

838 石室外 須恵器 高杯 10.5 7.9 9.8 ― 口 7 / 8  
脚部 3 / 4 φ8 ㎜の石を含む 回転ナデ

杯部口縁部回転ナデ、
底部回転ヘラケズリ、
脚部貼り付け回転ナデ、
脚部回転ナデ

839 石室外 須恵器 高杯 10.7 11.8 ― 8.8 完形
φ1 ㎜以下の砂粒を多く
含む、φ2～ 3 ㎜の砂粒
を含む

回転ナデ
杯部口縁部回転ナデ、
底部回転ヘラケズリ、
脚部貼り付け回転ナデ

840 石室外 須恵器 高杯 ― （4.35） ― ― 脚柱部のみ φ0.5㎜以下の砂粒を含
む

脚部回転ナデ、その他
は磨滅のため調整不明

脚部回転ナデ、その他
は磨滅のため調整不明

841 石室外 須恵器 壺 （5.7） ［3.65］ ― ― 口 2 / 5 φ1 ㎜以下の砂粒を含む 体部指ナデ 回転ナデ

842 石室外 須恵器 短頸壺 6.55 8.65 10.15 ― 口 1 / 5  
体 4 / 5

φ0.5㎜以下の砂粒を含
む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

843 石室外 須恵器 短頸壺 7.4 9.9 12.8 ― 口 ･底 1 / 1  
体 4 / 5

φ0.1～ 2 ㎜の砂粒を多く
含む

口縁部～体部回転ナデ、
底部ナデ

底部～体部回転ヘラケズ
リのちカキ目、肩部～肩
部回転ナデ

844 石室外 須恵器 短頸壺 7.7 9.5 13.8 ―
口 9 /10 
体 2 / 3  
底 4 / 5

φ0.1～ 2 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

845 石室外 須恵器 短頸壺 （9.35） 12.5 16.4 丸底 口 1 / 2  
体 ･ 底 1 / 1 φ1～ 4 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

846 石室外 須恵器 台付長
頸壺 7.35 （23.35） 15.05 10.35 口 2 / 5 φ2.5㎜以下の砂粒を含

む
ヨコナデ、底部同心円あ
て具痕とナデ

底部回転ヘラケズリ、
口縁部～体部回転ナデ、
台部貼り付けナデ、円孔
6方向

847 石室外 須恵器 台付壺 ― ［11.0］ （12.3） ― 体 1 / 2 φ1 ㎜の砂粒をわずかに
含む 回転ナデ 体部～体部回転ヘラケズ

リ、台部貼り付けナデ

848 石室外 須恵器 提瓶 （6.7） ［5.1］ ― ― 口 3 / 4 φ1 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 回転ナデ

849 石室外 須恵器 𤭯 ― （11.8） 9.5 ― 体部のみ 12㎜の石を含む 回転ナデ 回転ナデ、底部カキ目、
頸部貼り付けナデ

850 石室外 須恵器 𤭯 ［16.4］ ― ― 頸 1 / 3  
体 ･ 底 1 / 1 弱 φ1.5㎜の砂粒を含む 回転ナデ

底部カキ目、頸部下半～
体部回転ナデ、上半部
回転ナデのち縦方向のハ
ケ目

851 石室外 須恵器 甕 （19.9） ［8.2］ ― ― 口 1 / 4 φ1 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ、同心円あて具
痕

口縁部回転ナデ、肩部
平行タタキ

852 石室外 須恵器 甕 ― （16.55）（20.1） ― 頸 ･体 1 / 3 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ、底部同心円
あて具痕

肩部回転ナデ、体部回
転ヘラケズリ、胴部過半
～底部タタキ

853 石室外 須恵器 甕 15.9 （29.45） 29.15 ― 口 5 / 6  
体 9 /10

φ6 ㎜以下の礫・砂粒を
含む

口縁部ヨコナデ、体部同
心円あて具痕

口縁部ヨコナデ、体部斜
め方向のタタキのちカキ目

854 石室外 須恵器 提瓶 （7.05）（22.4） 16.2 ― 口 ･頸 1 / 4  
体 2 / 3 φ1～ 5 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ

口縁部回転ナデ、体部
凸面側回転ナデ、体部
平面側回転ヘラケズリ、
頸部貼り付けナデ、両肩
ツマミ貼り付けナデ

855 石室外 須恵器 平瓶 ― ［12.7］ 19.0 ― 体 2 / 3 φ0.1～ 3 ㎜の砂粒を多く
含む 回転ナデ

体部下半～底部回転ヘ
ラケズリ、体部上半回転
ナデのちカキ目、肩部浮
文貼り付け
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856 石室外 土師器 甕 ― ［14.2］ （16.0） ― 体 1 / 5 φ2 ㎜以下の砂粒を多く
含む

胴部下半縦方向のヘラケ
ズリ、胴部中央横方向の
ヘラケズリ、上半縦方向
のハケ目

縦方向のハケ目

857 石室外 須恵器 横瓶 7.1 22.95 23.1 ― 口 1 / 1
体 1 / 1 弱

φ1 ㎜の砂粒と粗砂を含
む 回転ナデ、円盤充填ナデ

口縁部回転ナデ、体部カ
キ目、体部平面側回転
ヘラケズリのちカキ目、頸
部貼り付けナデ

858 石室外 須恵器 横瓶 （12.6） （29.3） （39.8） ― 口縁部若干 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む
口縁部回転ナデ、体部
同心円あて具痕、円盤
充填ナデ

口縁部回転ナデ、体部タ
タキ目のちカキ目、肩部
底部タタキ目

859 石室外 須恵器 横瓶 12.9 26.5 36.6 ― 口 1 / 1
体 7 / 8

φ1 ㎜の砂粒と粗砂を含
む

口縁部回転ナデ、体部
同心円あて具痕、円盤
充填ナデ

口縁部回転ナデ、体部タ
タキ目

860 石室外 須恵器 横瓶 ― （24.2） （36.6） ― 頸 1 / 4  
体 2 / 3 φ4 ㎜以下の砂粒を含む

口縁部回転ナデ、体部
同心円あて具痕、円盤
充填ナデ

口縁部回転ナデ、体部タ
タキ目のち一部カキ目

861 石室外 須恵器 横瓶 （13.6） （36.05）（45.9）
（31.7） ― 口 3 / 4  

体 5 / 6 φ3 ㎜以下の砂粒を含む 口縁部回転ナデ、体部
同心円あて具痕

口縁部回転ナデ、体部タ
タキ目のち一部ナデ

862 石室外 須恵器 甕 23.4 （49.5） （45.85） 丸底 口 1 / 1 弱 
体 ･ 底 4 / 5

口縁部ヨコナデ、体部同
心円あて具痕

口縁部回転ナデ、体部タ
タキ目のち一部カキ目

863 石室外 須恵器 甕 38.4 81.3 （68.1） ― 口 ･体 3 / 4
口縁部回転ナデ、体部
同心円あて具痕のち一部
ナデ

口縁部横ナデ、体部タタ
キ目

桂ヶ谷南古墳 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種 類 器 種

法 量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

864 石室内 須恵器 杯蓋 15.1 4.15 ― ― 完形 φ2 ㎜程の砂粒を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

865 石室内 須恵器 杯蓋 14.3 4.4 ― ― 完形 φ5 ㎜程の砂粒を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラ切り、
口縁部回転ナデ

866 石室内 須恵器 杯蓋 14.65 4.6 ― ― 完形 φ2 ㎜程の砂粒を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

867 石室内 須恵器 杯蓋 14.7 4.5 ― ― 完形 φ2 ㎜程の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ
天井部回転ヘラケズリ、
中央部はヘラ切り未調
整、口縁部回転ナデ

868 石室内 須恵器 杯身 13.3 4.4 ― ― 完形 φ2 ㎜程の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

869 石室内 須恵器 杯身 12.8 4.2 ― ― 完形 φ2 ㎜程の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

870 石室内 須恵器 杯身 13.3 4.5 ― ― 完形 φ2 ㎜程の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラ切り後未調
整、口縁部回転ナデ

871 石室内 須恵器 杯身 13.35 4.85 ― ― 完形 φ4 ㎜内の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

872 石室内 須恵器 壺蓋 7.65 5.1 つまみ
径3.65 ― 完形 φ2 ㎜程の砂粒を含む 回転ナデ

天井部回転ヘラケズリ、
つまみ部貼り付け回転ナ
デ、口縁部回転ナデ

873 石室内 須恵器 台付壺 10.1 26.05 16.7 13.4 完形 φ1 ㎜程の砂粒を含む 回転ナデ

口縁部回転ナデ、頸部
～肩部カキ目、胴部回転
ナデ、一部回転ヘラケズ
リ、底部カキ目、脚部 3
方向の長方形透かし有
り、脚端は回転ナデ、透
かし部はカキ目

ずえが谷古墳群 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種 類 器 種

法 量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

874 7 号墳
主体部 須恵器 杯蓋 12.4 ［4.4］ ― ― 口 ･体 1 / 4 強 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

875 7 号墳
主体部 須恵器 杯蓋 （10.9） ［4.4］ ― ― 口 1 / 4  

体 3 / 8 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

876 7 号墳
主体部 須恵器 杯蓋 11.7 4.3 ― ― ほぼ完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

877 7 号墳
主体部 須恵器 杯蓋 11.6 4.25 ― ― 口 1 / 2 弱 

体 7 / 8 φ1～ 4 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ
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ずえが谷古墳群 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種 類 器 種

法 量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

878 7 号墳
主体部 須恵器 杯蓋 11.2 4.7 ― ― 口 3 / 4  

体 1 / 1 弱 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

879 7 号墳
周溝内 須恵器 杯蓋 11.75 5.25 ― ― ほぼ完形 φ1～ 5 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

880 7 号墳
主体部 須恵器 杯身 9.8 5.1 ― ― 口 3 / 8  

体 5 / 8 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

881 7 号墳
主体部 須恵器 杯身 9.4 4.95 ― ― 口 1 / 2 強 

体 5 / 8 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

882 7 号墳
主体部 須恵器 杯身 （10.0） ［4.7］ ― ― 口 1 / 4 弱 

体 1 / 8
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

883 7 号墳
主体部 須恵器 杯身 10.4 5.25 ― ― 口 1 / 3  

体 3 / 4
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

884 7 号墳
主体部 須恵器 杯身 10.1 4.25 ― ― 口 ･体 7 / 8 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

885 7 号墳
主体部 須恵器 杯身 9.6 4.8 ― ― 口 3 / 8  

体 6 / 8 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

886 7 号墳
周溝内 須恵器 無蓋

高杯 （14.4） ［5.1］ ― ― 口 1 / 4 弱 
体 1 / 8 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 杯部底部回転ヘラケズ

リ、口縁部回転ナデ

887 7 号墳
周溝内 須恵器 壺 （16.4） ［16.65］（21.65） ― 口 ･体 1 / 3  

頸 1 / 4  φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 体部同心円あて具痕のち
ヨコナデ、口縁部横ナデ

体部平行タタキのちカキ
目、口縁部ヨコナデ

888 7 号墳
周溝内 須恵器 壺 （15.6） （19.05）（24.85） ― 口 ･頸 1 / 2  

体 1 / 3 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 体部ユビオサエ、口縁部
ヨコナデ

体部平行タタキのちカキ
目、口縁部ヨコナデ

889 7 号墳
主体部 須恵器 甕 （21.2） 48.4 45.5 ― 口 ･頸 1 / 2 弱 

体 ･ 底 1 / 1 弱 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む
底部～体部同心円あて
具痕のちナデ、口縁部ヨ
コナデ

底部カキ目、体部平行タ
タキ、口縁部ヨコナデ

890 7 号墳 須恵器 甕 ― ［3.4］ ― ― 口縁部若干 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデ 回転ナデ

891 8 号墳
主体部 土師器 高杯 ― ［2.7］ ― （10.2） 脚部 1 / 2 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む ナデ ナデ

892 9 号墳 
墳丘 須恵器 高杯 ― ［5.7］ ― ― 脚部 1 / 5 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ カキ目、 3方向の三角形

透かし有り

ずえが谷遺跡 Ｂ地区 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

893 1 号周溝墓 弥生土器 甕 （18.4） ［4.9］ ― ― 口 1 / 2  粗砂を多く含む ヨコナデ ヨコナデ

894 1 号周溝墓 弥生土器 壺 （21.5） ［2.65］ ― ― 口 1 /12 極細砂を含む ヨコナデ 縦方向のハケ目

895 1 号周溝墓 弥生土器 甕 ― ［3.6］ ― 8.5 底 1 / 1 細砂を含む 磨滅のため不明 粗いナデ・斜め方向の平
行タタキ

896 1 号周溝墓 弥生土器 高杯 ― （4.55） ― ― 杯部 1 / 8 弱 極細砂を含む ナデ・ヘラミガキ ヘラミガキ

897 2 - 3 号
周溝墓 弥生土器 高杯 （19.7） ［3.0］ ― ― 口縁部若干 極細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

898 2 号周溝墓 弥生土器 器台 （21.2） ［3.45］ ― ― 口 1 / 7 細砂を含む ヘラミガキ・ヨコナデ 板ナデ・ヨコナデ

899 4 号周溝墓 弥生土器 器台 （21.8） ［4.1］ ― ― 口 1 / 8 弱 細砂をわずかに含む 横方向のヘラミガキ 縦および横方向のミガキ・
ヨコナデ

900 4 - 5 号
周溝墓 弥生土器 器台 15.4 

（19.2） （8.1） ― ― 口 2 / 3 +
口 1 / 7 細砂を含む ヨコナデ

下部受け部ナデ・横方向の
ヘラミガキ、上部受け部縦
方向のハケ目のちナデ消し

901 4 号周溝墓 弥生土器 器台 （21.8） ［2.9］ ― ― 口 1 / 8 弱 細砂を含む 横方向のヘラミガキ ヘラミガキ

902 4 号周溝墓 弥生土器 器台 （19.8） （3.95） ― ― 口 1 / 6 極細砂を含む 横方向のヘラミガキ ヨコナデ

903 4 - 5 号
周溝墓 弥生土器 器台 （23.7） ［3.5］ ― ― 口 1 / 4 細砂を多く含む 横方向のヘラミガキ ナデ

904 4 - 5 号
周溝墓 弥生土器 器台 （23.8） ［2.0］ ― ― 口 1 / 8 強 極細砂を含む 横方向のヘラミガキ 横方向のヘラミガキ・ヨコ

ナデ

905 1 - 3 号
周溝墓 弥生土器 器台 28.4 （2.4） ― ― 口 1 / 4 強 極細砂を含む 縦および横方向のヘラミ

ガキ
縦方向のヘラミガキ・ハケ
目

906 2 号周溝墓 弥生土器 器台 （33.2） （6.7） ― ― 口 1 / 7 粗砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

907 4 - 7 号
周溝墓 弥生土器 器台 （19.6） ［4.3］ ― ― 口 1 / 4 弱 粗砂をわずかに含む ヨコナデ ヨコナデ

908 1 号周溝墓 弥生土器 高杯 ― ［7.4］ ― ― 脚柱部のみ 粗砂を含む 縦方向のナデ 縦方向のヘラミガキ

909 1 号周溝墓 弥生土器 高杯 ― ［4.55］ ― （10.0） 脚部 1 / 8 極細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

910 4 - 5 号
周溝墓 弥生土器 器台 ― （16.4） ― （19.6） 脚柱部 1 / 2

脚端部 1 /13 細砂をわずかに含む
下部横方向のヘラミガキ・
ハケ目・ヘラケズリ、上部
縦方向のナデ・ヨコナデ

縦方向のヘラミガキ
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報告
№ 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

911 SX01 弥生土器 壺 ― ［2.8］ ― （5.0） 底 1 / 2 弱 粗砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

912 SX11 弥生土器 器台 （22.0） （1.1） ― ― 口縁部若干 細砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

913 SX15 土師器 甕 （17.6） ［3.9］ ― ― 口 1 /16 
頸 1 /12 極細砂を含む 横方向のハケ目・ヨコナ

デ
横方向のハケ目・ヨコナ
デ

914 SD02 弥生土器 高杯 ― ［4.2］ ― ― 体 1 / 4 細砂を含む 磨滅のため不明 斜め方向のヘラミガキ

915 SD02 弥生土器 壺 ― （18.3） 29.1 ― 頸 1 / 1  
体 1 / 3 細砂を含む 体部斜め方向のハケ目、

頸部ヨコナデ 磨滅のため不明

916 SD04 弥生土器 甕 ― （5.0） ― （6.4） 底 1 / 4 細砂を含む 磨滅のため不明 斜め方向の平行タタキ

917 土器棺 弥生土器 壺 23.5 ［7.3］ ― ― 口 1 / 1  
頸部若干 細砂を含む 横方向のヘラミガキ 横方向のヘラミガキ

918 土器棺 弥生土器 壺 （15.8） （3.3） ― ― 口 1 / 5 細砂を含む 磨滅のため不明 横方向のヘラミガキ

919 土器棺 弥生土器 高杯 ― （5.9） ― ― 脚部上部 細砂を含む ナデ 縦方向のヘラミガキ

920 SH01 弥生土器 壺 （20.65） （4.5） ― ― 口 1 / 4 弱 細砂を含む 磨滅のため不明 ヨコナデ

921 SH01 土師器 壺 ― ［9.4］ ― 7.15 底 1 / 1 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

922 SH01 土師器 甕 （14.65）（18.3） （20.0） ― 口 ･頸 ･体
1 / 4 細砂を多く含む 体部斜め方向のヘラケズ

リ、口縁部ヨコナデ
体部斜め方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

923 SH01 土師器 台付鉢 （11.7） 7.45 ― （9.9） 口縁部若干 
体 ･ 脚 1 / 5 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

924 SH02 弥生土器 甕 （19.05） （5.4） ― ― 口 ･頸 1 /12 細砂を含む 肩部ヘラケズリ、口縁部
横ナデ

肩部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

925 SH02 土師器 鉢 12.6 5.5 ― ― 口 1 / 4  
体 ･ 底 1 / 2 強 細砂を含む 底部ナデ、口縁部ヨコナ

デ
底部ナデ、口縁部ヨコナ
デ

926 SH02 土師器 高杯 （5.0） ― ― 体 3 / 8 粗砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

927 SH03 土師器 甕 （13.75） ［3.65］ ― ― 口 7 / 8 極細砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

928 SH04 土師器 甕 （14.3） ［18.0］ ― ― 口 1 / 4 細砂を多く含む
体部横方向のハケ目、口
縁部横方向のハケ目のち
ナデ消し

肩部ハケ目、口縁部ヨコ
ナデ

929 SH04 土師器 甕 ― ［4.05］ ― ― 口縁部若干 細砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

930 SH04 土師器 器台 （9.6） 7.15 ― （9.35）口 1 / 2 弱 
脚 1 / 6 粗砂を多く含む ユビオサエのち縦方向の

ナデ

下部ユビオサエのち縦方
向のナデ、中部縦方向
のナデのちヨコナデ、上
部ヨコナデ

931 SH04 弥生土器 甕 ― ［19.5］ ― 3.8 体 1 / 4  
底 1 / 1 細砂を含む 斜め方向のハケ目 縦および斜め方向のハケ

目のちナデ消し

932 SH05 土師器 甕 （14.6） ［3.2］ ― ― 口縁部若干 細砂を多く含む ヨコナデ ヨコナデ

933 SH05 土師器 高杯 ― ［4.7］ ― ― 体部のみ若干 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

934 SH06 土師器 甕 （12.8） ［7.05］ ― ― 口 2 / 3 粗砂を多く含む 横方向のヘラケズリ 磨滅のため不明

935 SH07 土師器 杯 （10.75） （3.3） ― ― 口 ･体 1 / 4 極細砂を含む 底部～口縁部ナデ 底部ヘラケズリ・ユビナ
デ、口縁部ナデ

936 SH07 土師器 甕 13.9 （14.35） 18.8 ― 口 5 / 8  
体 1 / 2 弱 粗砂を多く含む 体部～口縁部横方向の

ハケ目のちナデ
体部～口縁部縦方向の
ハケ目のちナデ

937 SH08 土師器 甕 （11.5） （14.75）（16.0） ―
口 1 / 2 弱 
頸 3 / 4 弱 
体 1 / 4

粗砂を含む 体部ヘラケズリ、口縁部
横ナデ

体部縦および斜め方向の
ハケ目、口縁部横ナデ

938 SH08 土師器 高杯 （14.2） ［5.3］ ― ― 口 ･体 3 / 4 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

939 SH08 土師器 高杯 ― （6.2） ― ― 杯部 3 / 8 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

940 SH08 土師器 高杯 （17.45） ［4.1］ ― ― 口 1 / 3  
体 1 / 1 弱 粗砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

941 SH08 土師器 高杯 （12.85） （9.0） ― ― 口縁部若干 
体 1 / 2 弱 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

942 SH08 土師器 高杯 ― ［2.35］ ― 12.85 脚部 3 / 4 極細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

943 SH08 土師器 高杯 ― （7.15） ― （10.2） 脚部 1 / 2 細砂を多く含む 横方向のヘラケズリ 横ナデ・ユビオサエ

944 SH08 土師器 高杯 ― ［6.2］ ― ― 脚部 1 / 2 弱 極細砂を多く含む ヘラケズリ ナデ・ヘラミガキ

945 SH08 土師器 高杯 ― （7.4） ― ― 脚部 1 / 2 極細砂を多く含む ヘラケズリのちナデ 縦方向のヘラミガキ

946 SH08 須恵器 把手付
椀 8.6 7.55 ― 6.2

口 1 / 2 弱 
体 3 / 8  
底 1 / 2

粗砂を含む 底部ナデ、体部～口縁
部回転ナデ

底部回転ヘラ切りのちナ
デ、体部～口縁部回転
ナデ

947 SH09 土師器 甕 ― ［5.6］ ― ― 肩部 1 / 4 細砂を含む 斜め方向のハケ目 斜め方向のハケ目

948 SH09 土師器 高杯 ― ［5.1］ ― ― 脚部 1 / 4 細砂を含む 磨滅のため不明 縦方向のハケ目

949 SH09 土師器 高杯 （19.8） ［1.45］ ― ― 口 1 /12 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明
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報告
№ 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

950 SK01 須恵器 有蓋
高杯 9.9 9.25 ― 7.2 ほぼ完形 粗砂を含む 杯部・脚部回転ナデ

杯部底部回転ヘラケズ
リ、口縁部回転ナデ、
脚部回転ナデ、 3方向
の方形透かし有り

951 SK01 須恵器 有蓋
高杯 9.75 9.5 ― 7.4 ほぼ完形 細砂を多く含む 杯部・脚部回転ナデ

杯部底部ヘラケズリ、口
縁部回転ナデ、脚部回
転ナデ、 3方向の方形
透かし有り

952 SK01 須恵器 有蓋
高杯 10.2 7.6 ― 6.0 口 3 / 4 強 極細砂を含む 杯部・脚部回転ナデ

杯部底部回転ヘラケズ
リ、口縁部回転ナデ、
脚部回転ナデ、 3方向
の方形透かし有り

953 SK01 須恵器 𤭯 9.65 9.1 9.55 ― 口 2 / 3 強 細砂を多く含む 回転ナデ
底部横方向のタタキのち
ナデ、体部ケズリ、肩部
～口縁部回転ナデ

954 SK25 須恵器 短頸壺 （6.0） 4.85 （9.1） （5.8） 口～底 1 / 2 弱 極細砂をわずかに含む 回転ナデ 底部回転ヘラ切り、体部
～口縁部回転ナデ

955 SK25 須恵器 平瓶 ― （3.2） ― ― 肩部若干 細砂を多く含む 回転ナデ カキ目・回転ナデ

956 SK25 須恵器 提瓶 ― ［12.05］ ― ― 体部若干 
把手 1 ヶ所 細砂をわずかに含む 回転ナデ・同心円あて具

痕
縦および横方向のタタキ
のちカキ目

957 SD09 土師器 台付鉢 12.2 5.8 ― 5.3
口 3 / 4  
体 1 / 1 弱 
底 1 / 2 強

細砂を含む 横方向のヘラミガキ
台部ユビオサエ・ヨコナ
デ、鉢部底部横方向のヘ
ラミガキ、口縁部ヨコナデ

958 包含層 土師器 壺 ― （5.45） ― ― 口 4 / 1 ～
頸 1 / 8 細砂を含む 磨滅のため不明 ヨコナデ

959 包含層 土師器 壺 ― ［4.7］ ― ― 口縁部若干 粗砂を多く含む ヨコナデ ヨコナデ

960 包含層 土師器 甕 （15.1） ［3.4］ ― ― 口 1 / 8 極細砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

961 包含層 土師器 甕 （15.5） ［3.5］ ― ― 口 1 / 8 極細砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

962 包含層 土師器 甕 （13.9） ［3.3］ ― ― 口 1 / 5 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

963 包含層 土師器 甕 （13.0） ［3.5］ ― ― 口小片 細砂を多く含む ヨコナデ ヨコナデ

964 包含層 土師器 甕 （15.4） ［6.15］ ― ― 口 1 / 4 弱 細砂を含む 肩部横方向のヘラケズ
リ、口縁部ヨコナデ

肩部縦および横方向のハ
ケ目、口縁部ヨコナデ

965 包含層 弥生土器 壺 （20.6） （23.7） （24.8） ― 口 1 / 4 弱 細砂を含む 体部横方向のハケ目、
頸部～口縁部ナデ

体部ナデ、頸部～口縁
部ヨコナデ

966 包含層 土師器 甕 （14.5） ［10.6］ ― ― 口 1 / 6 弱 
頸 1 / 2  細砂を多く含む 体部ナデ、口縁部ヨコナ

デ
体部ナデのちハケ目、
口縁部ヨコナデ

967 包含層 土師器 甕 （16.4） ［6.9］ ― ― 口 1 / 18 細砂を含む 肩部斜め方向のヘラケズ
リ、口縁部ヨコナデ

肩部縦方向のハケ目のち
ナデ、口縁部横ナデ

968 包含層 土師器 甕 （10.0） 10.85 10.65 丸底 口 1 / 2 弱欠 細砂を含む 底部～体部ナデ・ユビナ
デ、口縁部ナデ

底部ケズリ、体部～口縁
部ヨコナデ

969 包含層 土師器 丸底鉢 ― ［5.2］ ― ― 体～底 1 / 4 極細砂を含む 底部板ナデ、体部横方
向のヘラミガキ

底部ヘラケズリ、体部ヨ
コナデ

970 包含層 土師器 高杯 16.8 （6.2） ― ― 口 1 / 4  
体 5 / 8 極細砂を多く含む 口縁部横方向のヘラミガ

キ 磨滅のため不明

971 包含層 土師器 高杯 ― ［3.1］ ― ― 杯部下 1 / 3 極細砂をわずかに含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

972 包含層 土師器 高杯 ― ［6.85］ ― ― 基部 4 / 5 極細砂を含む 杯部底部ユビオサエ・ナ
デ、脚部ヘラケズリ

杯部底部ユビオサエ・ナ
デ、脚部縦方向のヘラミ
ガキ・斜め方向のハケ目

973 包含層 弥生土器 壺 （26.8） （3.5） ― ― 口縁部若干 粗砂をわずかに含む 横方向のヘラミガキ 横方向のヘラミガキ

974 包含層 弥生土器 器台 21.2 ［3.9］ ― ― 口 1 / 4 強 極細砂を含む 横方向のヘラミガキ 横方向のヘラミガキ

975 包含層 弥生土器 器台 （16.1） ［5.5］ ― ― 口 1 / 4 細砂を含む 肩部ヨコナデ、口縁部ナ
デ

肩部～口縁部縦方向の
ハケ目

976 包含層 弥生土器 器台 ― ［3.85］ ― ― 透かし部のみ 粗砂を多く含む ナデ ナデ

977 包含層 土師器 高杯 ― （6.1） ― ― 脚部若干 極細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

978 包含層 土師器 高杯 ― （7.8） ― ― 脚柱部 1 / 2 粗砂をわずかに含む 斜め方向のヘラケズリ 縦方向のミガキ

979 包含層 須恵器 短頸壺 （6.45） ［6.2］ （11.5） ― 口縁部若干 
頸 1 / 7 極細砂を含む 回転ナデ

体部下方回転ヘラケズ
リ、体部上方～口縁部
回転ナデ

980 包含層 須恵器 杯身 （13.3） ［4.05］ ― （9.9） 口～底 1 / 3 細砂を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリのち
ナデ、口縁部回転ナデ

981 包含層 須恵器 杯身 （11.8） 3.0 ― （8.7） 口～底 1 / 6 細砂を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ
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報告
№ 遺構名 種 類 器 種

法 量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

982 1 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 10.5 4.7 ― ― 完形 φ0.1～ 2 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

983 1 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 12.7 4.2 ― ― ほぼ完形 φ0.1～ 3 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

984 1 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 12.45 4.15 ― ― ほぼ完形 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラ切り、ヘラ

ケズリ、口縁部回転ナデ

985 1 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 10.35 3.8 ― ― 完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部 2方

向のナデ
天井部回転ヘラ切りのち
ナデ、ヘラケズリ、口縁部
回転ナデ

986 1 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 10.5 3.7 ― ― 口・体 2 / 3 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラ切り、ヘラ

ケズリ、口縁部回転ナデ

987 1 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 10.6 3.35 ― ― ほぼ完形 φ1～ 4 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラ切りのちナ

デ、口縁部回転ナデ

988 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身   12,0 3.4 ― ― ほぼ完形 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む

回転ナデ、同心円あて具
痕、一部ナデ・ユビオサ
エ

底部回転ヘラ切りのちナ
デ、ヘラケズリ、口縁部
回転ナデ

989 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 11.5 4.25 ― ― 口 2 / 3 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

990 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 11.35 3.75 ― ― 口 3 / 4 φ0.1～0.5㎜の砂粒をわ

ずかに含む
回転ナデ、同心円あて具
痕、のち不定方向のナデ

底部回転ヘラ切り、ヘラケ
ズリ、口縁部回転ナデ

991 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 11.9 3.8 ― ― 口 2 / 3 φ0.1～ 2 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

992 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 （10.05） 3.7 ― ― ほぼ完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒をわ

ずかに含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリのちナ
デ、口縁部回転ナデ

993 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 9.8 3.7 ― ― 完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ

デ、口縁部回転ナデ

994 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 9.3 3.85 ― ― 口 5 / 6 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切りのち板ナ
デ、口縁部回転ナデ

995 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 9.25 ［3.7］ ― ― 口・体 4 / 5 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラ切り、口縁

部回転ナデ

996 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 9.6 3.0 ― ― 完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ

デ、口縁部回転ナデ

997 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 9.75 2.5 ― ― 完形 φ1～ 4 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ

底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ、ヘ
ラ記号「ノ」有り

998 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 10.95 3.75 ― ― 口・体 3 / 4  

底 1 / 1 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラ切り、口縁
部回転ナデ

999 1 号墳 
石室内 須恵器 蓋 9.0 4.15 ― ― ほぼ完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ

天井部回転ヘラケズリ、
回転ナデ、つまみ部貼り付
けナデ、口縁部回転ナデ

1000 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 10.35 4.1 ― ― 口 2 / 3 φ1～ 4 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部不定

方向のナデ
底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ

1001 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 10.15 3.9 ― ― 口 5 / 6 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む
回転ナデのち中央部不定
方向のナデ・ユビオサエ

底部回転ヘラ切りのち不
定方向の板状痕、口縁部
回転ナデ

1002 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 10.2 4.65 ― ― 完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1003 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 10.4 4.75 ― ― 完形 φ1～ 4 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 回転ナデ

1004 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 10.3 4.25 ― ― ほぼ完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1005 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 12.05 5.5 ― ― 口 3 / 5 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリのちナ

デ、口縁部回転ナデ

1006 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 10.9 5.0 ― ― 完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1007 1 号墳 
石室内 須恵器 台付椀 （13.0） （7.1） ― ― 口 1 / 4 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデ 椀底部付近回転ヘラケズ
リ、口縁部回転ナデ

1008 1 号墳 
石室内 須恵器 無蓋

高杯 （9.0） 7.5 ― （8.0） 口若干 
脚 1 / 2 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ

杯部底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ、脚部回
転ナデ

1009 1 号墳 
石室内 須恵器 無蓋

高杯 11.7 7.5 ― 8.95 口 3 / 4  
脚 1 / 1 φ0.1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ、

脚部中央ヘラナデ
杯部底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ、脚部回
転ナデ

1010 1 号墳 
石室内 須恵器 無蓋

高杯 12.35 7.5 ― 8.5 口 1 / 3  
脚 1 / 1 φ0.1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ、

脚部中央ヘラナデ
杯部底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ、脚部回
転ナデ

1011 1 号墳 
石室内 須恵器 無蓋

高杯 12.1 6.6 ― 8.2 口 2 / 3  
脚 1 / 1

φ0.1～ 5 ㎜の砂粒を含
む

回転ナデのち中央部ナデ、
脚部中央ナデ

杯部底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ、脚部貼
り付けナデ、回転ナデ

1012 1 号墳 
石室内 須恵器 無蓋

高杯 11.7 7.35 ― 8.5 口 5 / 6
脚 1 / 1

φ0.1～ 3 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデのち中央部ナデ

杯部底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ、脚部貼
り付けナデ、回転ナデ
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口径 器高 腹径 底径

1013 1 号墳 
石室内 須恵器 高杯 11.05 9.65 ― 10.05 口 1 / 2

脚 2 / 3
φ0.1～ 4 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデのち中央部ナデ

杯部回転ナデ、脚部回転
ナデ、 2段 2方向の長方
形透かし有り

1014 1 号墳 
石室内 須恵器 高杯 （12.4） ［4.1］ ― ― 口・体 2 / 3 φ0.1～ 2 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデ 回転ナデ

1015 1 号墳 
石室内 須恵器 高杯 ― ［3.3］ ― ― 杯底部のみ φ0.1～ 1 ㎜の砂粒をわ

ずかに含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

1016 1 号墳 
石室内 須恵器 高杯 ― ［3.2］ ― 8.65 脚底部のみ φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 回転ナデ

1017 1 号墳 
石室内 須恵器 高杯 ― （3.05） ― （9.0） 脚底部 1 / 4 φ0.1～0.3㎜の砂粒を含

む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

1018 1 号墳 
石室内 須恵器 直口壺 （5.7） 9.2 ― （9.0） 口 1 / 2 φ0.1～0.5㎜の砂粒をわ

ずかに含む 回転ナデ
底部回転ヘラ切りのち板
状痕、回転ヘラケズリ、
体部～口縁部回転ナデ、
一部カキ目のちナデ

1019 1 号墳 
石室内 須恵器 短頸壺 （7.1） 14.05 （18.0） ― 口・体 1 / 3  

底 2 / 3
φ0.1～ 2 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデのち底部ナデ 底部回転ヘラケズリ、体

部～口縁部回転ナデ

1020 1 号墳 
石室内 須恵器 提瓶 ― （18.0）  15.5 ― 体 1 / 1 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒をわ

ずかに含む 回転ナデ、貼り付けナデ
体部平面側回転ヘラケズ
リ、体部凸面側同心円カ
キ目、口頸部回転ナデ

1021 1 号墳 
石室内 須恵器 提瓶 （8.4） （22.0） 19.15 ― 口 1 / 3 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデ、貼り付けナデ
体部平面側回転ヘラケズ
リ、体部凸面側～口頸部
回転ナデのち平行タタキ

1022 1 号墳 
石室内 須恵器 平瓶 （5.9） （12.8） （14.3） 6.0 口 1 / 2 強 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ

底部回転ヘラケズリ、
体部～口縁部回転ナデ、
ヘラ記号「メ」有り

1023 1 号墳 
石室内 須恵器 平瓶 ― （12.5） 17.0 8.6 頸・底 1 / 1  

体 3 / 4 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部ナデ、体部カキ目、
肩部回転ヘラケズリ

1024 1 号墳 
石室内 須恵器 平瓶 7.4 ［5.0］ ― ― 口 6 / 7 φ0.1～0.5㎜の砂粒をわ

ずかに含む 回転ナデ 回転ナデ

1025 1 号墳 
石室内 須恵器 横瓶 11.1 28.4 33.75

25.3 ― ほぼ完形 φ0.1～ 2 ㎜の砂粒を含
む ヨコナデ、同心円あて具痕

底部～肩部縦および横方
向の平行タタキのちカキ目、
口縁部ヨコナデ

1026 1 号墳 
墓道 須恵器 杯蓋 （14.1） （4.05） ― ― 体部のみ φ0.1～0.5㎜の砂粒をわ

ずかに含む 回転ナデ
天井部回転ヘラケズリのち
板状工具によるナデ、
口縁部回転ナデ

1027 1 号墳 
墓道 須恵器 杯蓋 12.6 3.5 ― ― 口 1 / 3 φ0.1～ 2 ㎜の砂粒をわ

ずかに含む
回転ナデのち中央部同心
円あて具によるナデ

天井部回転ヘラケズリのち
ナデ、口縁部回転ナデ

1028 1 号墳 
墓道 須恵器 杯身 （13.0） ［2.8］ ― ― 口縁部若干 

受部 1 / 6
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデ 回転ナデ

1029 1 号墳 
墓道 須恵器 杯身 12.8 3.6 ― ― 口 1 / 2 φ0.1～ 3 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデ 底部回転ヘラ切り、口縁
部回転ナデ

1030 1 号墳 
墓道 須恵器 有蓋

高杯 （12.15）（15.9） ― （13.05）口 5 / 6 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ
杯部回転ナデ、脚部貼り
付けナデ、回転ナデ、 2
段 3方向の長方形透かし
有り

1031 1 号墳 
墓道 須恵器 有蓋

高杯 （12.1） 15.2 ― （15.3） 口 1 / 1 弱
脚部 2 / 3

φ0.1～ 5 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデのち中央部ナデ

杯部回転ナデ、脚部貼り
付けナデ、回転ナデ、 2
段 2方向の長方形透かし
有り

1032 1 号墳 
墓道 須恵器 無蓋

高杯 （13.7） （5.05） ― ― 口 1 / 2 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 杯部底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1033 1 号墳 
墓道 須恵器 壺 10.2 13.95 16.65 ― 口 3 / 4 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部不定

方向のナデ
底部回転ヘラケズリのちナ
デ、回転ヘラケズリ、口
縁部回転ナデ

1034 1 号墳 
墓道 須恵器 平瓶 5.45 13.9 15.2 8.2 完形 φ0.1～ 2 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデ
底部～体部回転ナデ、肩
部回転ヘラケズリ、口縁
部回転ナデ

1035 1 号墳 
墓道 須恵器 台付

長頸壺 （11.2） （23.45） 16.7 ― 口 2 / 3  
体 2 / 5  

φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む

回転ナデのち中央部ナ
デ・ユビオサエ

底部回転ヘラケズリ、体
部～口縁部回転ナデ、台
部貼り付けナデ

1036 1 号墳 
墓道 須恵器 台付

長頸壺 ― （24.4） 18.6 12.65 体 3 / 5
脚部 1 / 1 φ1～ 8 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ

底部回転ヘラケズリ・平行
タタキのちナデ、肩部～口
縁部回転ナデ、台部回転
ナデ、 4方向の円孔有り

1037 1 号墳 
墓道 須恵器 台付壺 7.25 2.1 17.65 12.9 口～脚部 3 / 4 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ

底部回転ヘラケズリ、体
部～口縁部回転ナデ、台
部回転ナデ、 3方向の長
方形透かし有り

1038 1 号墳
墳丘裾部 須恵器 平瓶 ― （13.5） （19.0） ― 体 1 / 2 φ1～10㎜の砂粒を多く

含む
回転ナデのち中央部不定
方向のナデ

底部回転ヘラケズリのち不
定方向のナデ、体部回転
ナデのちカキ目、肩部回
転ナデ

1039 1 号墳
墳丘裾部 須恵器 高杯 ― ［12.75］ ― （13.6） 脚部 2 / 3 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ

杯部回転ナデ、脚部回転
ナデ、 2段 2方向の長方
形透かし有り
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1040 1 号墳 
周溝 須恵器 杯 （15.4） 5.1 ― （5.4） 口 1 / 2

底 2 / 3 弱
φ0.1～ 4 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデ 底部回転糸切り、体部～

口縁部回転ナデ

1041 1 号墳 
墓道 須恵器 横瓶 （11.9） （30.9） （40.6） ― 口 1 / 1 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む

回転ナデ、同心円あて具
痕
円盤充填片方のみ

底部～体部縦および横方
向の平行タタキ、肩部平
行タタキのちカキ目、口縁
部回転ナデ

1042 1 号墳
墳丘裾部 須恵器 甕 （20.9） ［8.2］ ― ― 口 1 / 3 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ、同心円あて具

痕
体部～肩部タタキのちカキ
目、口縁部回転ナデ

1043 1 号墳 
墓道 須恵器 甕 （22.35） 46.3 （46.2） ―

口 1 / 6  
体 3 / 4  
底 1 / 1

φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 横ナデ、同心円あて具痕
底部平行タタキ、体部平
行タタキのちカキ目、口縁
部横ナデ・ユビオサエ

1044 2 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 7.8 ［2.05］ ― ― ほぼ完形

つまみ欠損 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ
天井部回転ヘラケズリ、
つまみ部貼り付けナデ、
口縁部回転ナデ

1045 2 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 8.4 3.35 ― ― ほぼ完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデのち中央部ナデ
天井部回転ヘラケズリ、
つまみ部貼り付けナデ、
口縁部回転ナデ

1046 2 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 7.3 3.15 ― ― 完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデのち中央部ナデ
天井部回転ヘラケズリ、
つまみ部貼り付けナデ、
口縁部回転ナデ

1047 2 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 7.8 3.95 ― ― 完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデのち中央部ナデ
天井部回転ヘラケズリ、
つまみ部貼り付けナデ、
口縁部回転ナデ

1048 2 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 7.4 3.2 ― ― 完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ

天井部回転ヘラケズリ、
つまみ部貼り付けナデ、
口縁部回転ナデ

1049 2 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 8.2 3.5 ― ― 完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ

天井部回転ヘラケズリ、
つまみ部貼り付けナデ、
口縁部回転ナデ

1050 2 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 13.8 1.8 ― ― 口・体 5 / 8 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラ切りのちナ

デ、口縁部回転ナデ

1051 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 9.2 3.85 ― ― 完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ

1052 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 9.3 3.65 ― ― 完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ

1053 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 9.05 3.85 ― ― ほぼ完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ

1054 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 8.35 3.7 ― ― ほぼ完形 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切り、口縁

部回転ナデ

1055 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 8.5 3.6 ― ― 完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ

1056 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 （8.4） 3.9 ― ― 口 1 /16 

体・底 1 / 1
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ

デ、口縁部回転ナデ

1057 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 8.35 3.1 ― ― 完形 φ1～ 4 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切りのち粗い

ナデ、口縁部回転ナデ

1058 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 （9.6） （3.8） ― ― 口・底 1 / 2 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ

1059 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 10.6 4.0 ― ― 口・体 2 / 3  

底 1 / 1 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切り、口縁
部回転ナデ

1060 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 11.2 3.35 ― ― 口 3 / 8  

体・底 7 / 8
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ

デ、口縁部回転ナデ

1061 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身   11,1 4.1 ― ― 口 1 / 2  

体・底 7 / 8
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を多く
含む 回転ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ

デ、口縁部回転ナデ

1062 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 （11.55） 3.65 ― ―

口 2 / 3  
体 4 / 5  
底 1 / 1  

φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ

1063 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 11.3 4.0 ― ― 口 6 / 8  

体 1 / 1
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む

回転ナデのち中央部ナ
デ・ユビオサエ

底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ

1064 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 11.6 3.7 ― ― 口 1 / 2  

体 6 / 8
φ1～ 3 ㎜の砂粒を多く
含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ

デ、口縁部回転ナデ

1065 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 11.1 4.25 ― ― 口 1 / 4 　

体 1 / 1 弱 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ

1066 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 （10.1） 4.1 ― ― 口 1 / 8  

体 7 / 8
φ1～ 5 ㎜の砂粒をわず
かに含む 回転ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ

デ、口縁部回転ナデ

1067 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 11.5 3.9 ― ― ほぼ完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデのち中央部ナデ
底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ・ユ
ビオサエ

1068 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 11.8 4.1 ― ― 口・体 1 / 2 φ1～ 2 ㎜の砂粒をわず

かに含む 回転ナデのち中央部ナデ
底部回転ヘラ切りのちナ
デ、回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1069 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 ― ［2.0］ ― ― 底 1 / 2 強 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1070 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 ― ［1.8］ ― ― 体 1 / 1 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 磨滅のため不明 磨滅のため不明
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1071 2 号墳 
石室内 須恵器 高杯 ― （10.55） ― （9.6） 杯底部 1 / 4 弱 

脚部 2 / 3
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデ 杯部回転ナデ、脚部貼り

付けナデ、回転ナデ

1072 2 号墳 
石室内 須恵器 台付椀 10.7 12.7 ― 9.05 口 3 / 4  

底 7 / 8
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を多く
含む 回転ナデ 椀部回転ヘラケズリ、台部

貼り付けナデ、回転ナデ

1073 2 号墳 
石室内 須恵器 小型壺 5.8 7.7 8.2 ― 口 3 / 4  

体 1 / 1
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、体

部～口縁部回転ナデ

1074 2 号墳 
石室内 須恵器 平瓶 5.1～ 6.3 11.7 13.15 ― 完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を多く

含む 回転ナデ
底部回転ヘラケズリのち丁
寧なナデ、体部～口縁部
回転ナデ、口縁部貼り付
けナデ

1075 2 号墳 
石室内 須恵器 平瓶 5.85 10.8 12.7 ―

口 7 / 8  
体 1 / 1
ほぼ完形

φ0.1～0.5㎜の砂粒をわ
ずかに含む 回転ナデ

底部回転ヘラケズリのちナ
デ、体部～口縁部回転ナ
デ、口縁部貼り付けナデ

1076 2 号墳 
石室内 須恵器 平瓶 6.4 13.7 13.4 ― 口 3 / 8  

体 1 / 1 弱
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を多く
含む 回転ナデ

底部回転ヘラケズリ、体
部～口縁部回転ナデ、口
縁部貼り付けナデ

1077 2 号墳 
石室内 須恵器 平瓶 6.1 12.4 13.0 ― 完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデ
底部回転ヘラケズリ、体
部～口縁部回転ナデ、接
合痕有り

1078 2 号墳 
石室内 須恵器 平瓶 6.25 （16.0） 18.1 ― ほぼ完形 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部～肩部平行タタキのち

カキ目、口縁部回転ナデ

1079 2 号墳 
石室内 須恵器 提瓶 ― （18.0） 18.9 ― 体 5 / 8 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を多く

含む 回転ナデ
体部平面側回転ヘラ切り
のちナデ、体部凸面側同
心円カキ目

1080 2 号墳 
石室内 須恵器 台付壺 10.1 25.35 18.8 12.2 ほぼ完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む
回転ナデ、台部接合痕
（ユビオサエ）有り

底部平行タタキのちヘラケ
ズリ、体部～口縁部回転
ナデ、台部回転ナデ

1081 2 号墳 
墓道 須恵器 高杯 （11.25） （5.1） ― ― 口縁部若干 

体 3 / 5
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデ 杯部底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1082 2 号墳 
墓道 須恵器 横瓶 （12.5） （33.45） ― ― 口 3 / 8  

体 1 / 4 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む ヨコナデ、同心円あて具痕 体部～肩部平行タタキのち
カキ目、口縁部ヨコナデ

1083 2 号墳 
土坑 須恵器 杯蓋 （12.3） 4.0 ― ― 口 1 / 8 弱 

体 3 / 8
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1084 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 高杯 （10.4） ［4.6］ ― ― 口 1 / 4 強 

体 3 / 8
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデ

杯部底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ、脚部貼
り付けナデ

1085 2 号墳 
墳丘裾部 須恵器 杯蓋 （16.0） （2.55） ― ― 口 1 / 8  

体 3 / 8
φ0.1～ 2 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1086 2 号墳 
墳丘裾部 須恵器 小型壺 （6.1） 4.9 9.0 ― 口 1 / 4 弱 

体 1 / 2
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデ 底部回転ヘラ切りのちナデ、

体部～口縁部回転ナデ

1087 2 号墳 
墳丘裾部 須恵器 横瓶 （11.85） ［4.9］ ― ― 口 1 / 3 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む ヨコナデ ヨコナデ

1088 2 号墳 
墳丘裾部 須恵器 提瓶 ― （15.4） ― ― 頸 2 / 3  

体 1 / 3 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ、円盤充填ナデ 体部平行タタキのち回転ナ
デ・ヨコナデ

1089 2 号墳 
墳丘裾部 須恵器 平瓶 ― （10.3） （16.25） ― 体 1 / 2 φ1～ 2 ㎜の砂粒を多く

含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリのちナ
デ、体部カキ目

1090 2 号墳 
墳丘裾部 須恵器 壺 ― ［8.3］ （16.8） ― 体 1 / 4 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 体部回転ヘラ切りのちナ

デ、口縁部回転ナデ

1091 2 号墳 
墳丘裾部 須恵器 甕 （21.15）（28.0） （40.9） ― 口 1 / 3  

底 3 / 4 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む ヨコナデ、同心円あて具痕 体部平行タタキ、口縁部
ヨコナデ

1092 2 号墳 
墳丘裾部 須恵器 甕 21.95 （50.1） 51.1 ― ほぼ完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む ヨコナデ、同心円あて具痕 底部～体部平行タタキのち

カキ目、口縁部ヨコナデ

灰高古墳群 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

1093 1 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 11.4 ［3.7］ ― ― 口 1 / 2  

体 1 / 3
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1094 1 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 13.0 3.6 ― ― 口 3 / 4  

体 1 / 1 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラ切り、
口縁部回転ナデ

1095 1 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 15.9 4.55 ― ― 口 3 / 4  

体 4 / 5 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラ切りのち
ナデ、口縁部回転ナデ

1096 1 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 14.2 4.1 ― ― 口 3 / 4  

体 1 / 1 弱
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を多く
含む

回転ナデ、同心円あて具
痕

天井部回転ヘラ切りのち
ナデ、口縁部回転ナデ

1097 1 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 13.3 4.2 ― ― ほぼ完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部多

方向のナデ
天井部回転ヘラ切りのち粗
いナデ、口縁部回転ナデ

1098 1 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 12.2 3.55 ― ― ほぼ完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒をわ

ずかに含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラ切り、
口縁部回転ナデ

1099 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 12.0 4.4 ― ― 口 3 / 4  

体・底 1 / 1
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む

回転ナデのち中央部多
方向のナデ

底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ
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灰高古墳群 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

1100 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 12.4 3.55 ― ― 完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部多

方向のナデ
底部回転ヘラ切りのち粗
いナデ、口縁部回転ナデ

1101 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 13.0 3.9 ― ― ほぼ完形 φ1～ 3 ㎜の砂粒を多く

含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ

1102 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 （12.7） 3.9 ― ― ほぼ完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラ切り、口縁

部回転ナデ

1103 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 （11.75） 3.3 ― ―

口 1 / 4  
体 1 / 1 弱 
底 1 / 1

φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデ 底部回転ヘラ切り、口縁

部回転ナデ

1104 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 11.1 3.3 ― ― 口 1 / 8  

体 1 / 1
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 横ナデ・多方向のナデ

底部回転ヘラ切りのち丁
寧なナデ、口縁部ヨコナ
デ・多方向のナデ

1105 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 11.65 4.1 ― ― ほぼ完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む
回転ナデのち中央部ナ
デ、同心円置き台婚

底部回転ヘラケズリのち
ナデ、口縁部回転ナデ

1106 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 11.35 4.45 ― ― 口 2 / 3  

体・底 1 / 1
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む

回転ナデのち中央部ナ
デ、同心円置き台婚

底部回転ヘラケズリのち
ナデ、口縁部回転ナデ

1107 1 号墳 
石室内 土師器 杯 12.2 4.35 ― ― ほぼ完形 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 磨滅のため不明 底部ナデ、口縁部ヨコナデ

1108 1 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 7.45 3.15 つまみ

径1.8 ― 完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデのち中央部ナデ

天井部回転ヘラケズリ、
つまみ部貼り付け回転ナ
デ、口縁部回転ナデ

1109 1 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 7.2 3.3 つまみ

径1.65 ― 完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデのち中央部ナデ

天井部回転ヘラケズリ、
つまみ部貼り付け回転ナ
デ、口縁部回転ナデ

1110 1 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 11.25 2.3 つまみ

径1.85 ― 完形 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ
天井部回転ヘラケズリ、
つまみ部貼り付け回転ナ
デ、口縁部回転ナデ

1111 1 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 10.85 3.7 つまみ

径1.35 ― 口 3 / 4  
体 1 / 1 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ

天井部回転ヘラケズリ、
つまみ部貼り付け回転ナ
デ、口縁部回転ナデ

1112 1 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 10.2 2.8 つまみ

径1.7 ― 完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ
天井部回転ヘラケズリ、
つまみ部貼り付け回転ナ
デ、口縁部回転ナデ

1113 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 10.0 3.2 ― 8.3 ほぼ完形 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ

デ、口縁部回転ナデ

1114 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 10.0 3.25 ― 7.05 完形 φ1～ 5 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ

デ、口縁部回転ナデ

1115 1 号墳 
石室内 須恵器 杯身 9.3 3.6 ― 6.7 完形 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部多

方向のナデ
底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ

1116 1 号墳 
石室内 須恵器 高杯 （10.35） 13.5 ― 9.3 口・体 3 / 8  

脚部 1 / 1
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデ

杯部底部回転ヘラ切りの
ちナデ、口縁部回転ナ
デ、脚部貼り付けナデ、
回転ナデ、 2段 2方向
の長方形透かし有り

1117 1 号墳 
石室内 須恵器 高杯 （10.0） 7.55 ― 8.5 口・体 1 / 5

脚 1 / 1 φ1～ 4 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ

杯部底部回転ヘラ切りの
ち回転ナデ、口縁部回
転ナデ、脚部貼り付けナ
デ、回転ナデ、 5方向
の円孔有り

1118 1 号墳 
石室内 須恵器 平瓶 6.2 15.4 13.8 ― ほぼ完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む
回転ナデ、円盤充填ナ
デ

底部カキ目、体部回転ヘ
ラケズリ、回転ナデのち
カキ目、頸部～口縁部回
転ナデ

1119 1 号墳 
墓道 須恵器 杯蓋 14.0 2.3 ― ― 完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ

天井部回転ヘラ切りのち
回転ナデ、口縁部回転
ナデ

1120 1 号墳 
墓道 須恵器 壺 ― （9.3） 13.2 ― 体 1 / 2 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ

底部回転ヘラケズリのち
カキ目、肩部カキ目のち
回転ナデ、口縁部回転
ナデ

1121 1 号墳 
墓道 須恵器 甕 （17.1） 33.25 31.4 ―

口縁部若干 
頸 1 / 3  
体 3 / 4  
底 1 / 1

φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 横ナデ、同心円あて具
痕

底部～肩部平行タタキの
ちカキ目、口縁部ヨコナデ

1122 1 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯蓋 （15.7） ［3.75］ ― ― 口 1 / 8 弱 

体 1 /16弱 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 口縁部回転ナデ

1123 1 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯蓋 13.4 4.05 ― ― 口 1 / 4  

体 1 /強
φ1～ 3 ㎜の砂粒を多く
含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1124 1 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯身 12.1 3.5 ― ― 口 1 / 2  

体 3 / 4 強
φ1～ 2 ㎜の砂粒を多く
含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1125 1 号墳
墳丘裾部 須恵器 椀 10.4 5.2 ― ― 口 1 / 4  

体 3 / 8 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部ケズリ、口縁部回転
ナデ

1126 1 号墳
墳丘裾部 須恵器 短頸壺 （7.95） 7.05 （12.25）（4.2）

口 1 / 4  
体 3 / 8  
底 1 / 1 弱

φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ
底部回転ヘラケズリ、体
部回転ナデ、肩部カキ
目、口縁部回転ナデ
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№ 遺構名 種類 器種
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口径 器高 腹径 底径

1127 1 号墳
墳丘裾部 須恵器 短頸壺 7.9 8.5 15.0 ―

口 1 / 4  
体 4 / 5  
底 1 / 1

φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部多方
向のナデ

底部回転ヘラケズリ、体
部～肩部カキ目、口縁部
回転ナデ

1128 1 号墳
墳丘裾部 須恵器 壺 13.45 15.3 14.7 ― ほぼ完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ

底部ナデ・手持ちのヘラ
ケズリ、体部カキ目、頸
部～口縁部回転ナデ

1129 1 号墳
墳丘裾部 須恵器 甕 （17.7） ［6.7］ ― ― 口・頸 5 / 8 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ、同心円あて具

痕
体部平行タタキのちカキ
目、口縁部回転ナデ

1130 1 号墳
墳丘裾部 須恵器 壺 15.65 （26.9） 24.9 ― 口・頸・体 1 / 2 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む
回転ナデ、同心円あて具
痕・ナデ・ユビオサエ

底部タタキ、体部タタキの
ちカキ目、頸部～口縁部
回転ナデ

1131 1 号墳
墳丘裾部 須恵器 甕 20.15 （45.5） 40.9 ―

口 4 / 5  
頸・体 2 / 3  
底 1 /10

φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む

ヨコナデ、同心円あて具
痕

底部～体部平行タタキの
ちカキ目、肩部平行タタ
キのちヨコナデ、口縁部
ヨコナデ

1132 1 号墳 
SK01 須恵器 杯蓋 15.3 4.5 ― ― 口 1 / 4  

体 1 / 2
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を多く
含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1133 1 号墳 
SK01 須恵器 杯蓋 （14.75） 4.9 ― ― 口 1 / 4  

体 2 / 3 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1134 1 号墳 
SK01 須恵器 杯蓋 14.8 4.25 ― ― 口・体 2 / 3 φ1～ 4 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1135 1 号墳 
SK01 須恵器 杯身 （12.1） 4.4 ― ― 口 1 / 4  

体・底 2 / 3
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1136 1 号墳 
SK01 須恵器 杯身 11.9 4.8 ― ― 口・体 3 / 4 弱 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を多く

含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1137 1 号墳 
SK01 須恵器 杯身 13.25 4.15 ― ― 完形 φ1～ 4 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部多方

向のナデ
底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1138 1 号墳 
SK01 須恵器 杯身 12.4 4.0 ― ― 口・体 3 / 4  

底 1 / 1
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を
わずかに含む

回転ナデのち中央部多方
向のナデ

底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ

1139 1 号墳 
SK03 須恵器 杯蓋 14.45 4.4 ― ― ほぼ完形 φ1～ 5 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ、同心円置き台

痕
天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1140 1 号墳 
SK03 須恵器 杯蓋 12.9 3.9 ― ― 完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1141 1 号墳 
SK03 須恵器 杯身 12.85 4.3 ― ― 完形 φ1～ 4 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ、同心円置き台

痕
底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1142 1 号墳 
SK03 須恵器 杯身 12.0 3.7 ― ― 完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切りのち粗

いナデ、口縁部回転ナデ

1143 1 号墳 
SK03 須恵器 杯身 13.2 4.3 ― ―

口 2 / 3  
体 3 / 4  
底 1 / 1

φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ、
同心円置き台痕

底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1144 1 号墳 
SK03 須恵器 有蓋

高杯 （13.7） 9.0 ― 11.25
口 1 / 2 弱
体 1 / 1 弱
脚部 2 / 3

φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ
杯部底部～口縁部回転
ナデ、脚部貼り付けナデ、
回転ナデ

1145 1 号墳 
SK03 須恵器 有蓋

高杯 （13.45） 8.0 ― 10.75
口 1 / 2  
体 2 / 3
脚部 3 / 4

φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ
杯部底部回転ヘラケズ
リ、口縁部回転ナデ、
脚部貼り付けナデ、回転
ナデ

1146 1 号墳 
SK03 須恵器 小型壺 3.9 ［5.45］ 8.05 ― 口 1 / 1 　

体 4 / 3
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を多く
含む 回転ナデ

底部回転ヘラ切りのちナ
デ、体部～口縁部回転
ナデ

1147 1 号墳 
SK03 須恵器 壺 （6.7） ［6.65］ （8.65） ― 口・頸 1 / 4  

体 1 / 3
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデ 底部手持ちのヘラケズリ、

体部～口縁部回転ナデ

1148 1 号墳 
SK03 須恵器 台付鉢 ― ［6.5］ （11.9） （7.4） 体 1 / 3 　

底 2 / 3 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ナデのちキザミ、
カキ目、体部回転ナデ

1149 1 号墳 
SK03 須恵器 𤭯 12.4 16.8 10.1 ― ほぼ完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を多く

含む 回転ナデ、工具痕 底部回転ヘラケズリ、体
部～口縁部回転ナデ

1150 1 号墳 
SK03 須恵器 提瓶 ― ［15.7］ 14.9 ― 体 1 / 1 φ1～ 2 ㎜の砂粒を多く

含む 回転ナデ、円盤充填ナデ
体部平面側回転ヘラケズ
リのちナデ、体部凸面側
回転ナデ・ナデ

1151 1 号墳 
SK03 須恵器 横瓶 （11.25） 26.35 （33.2） ―

口 1 / 4 　
頸 1 / 1 弱　
体 7 / 8

φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む ヨコナデ、同心円あて具
痕、円盤充填ナデ

底部～肩部平行タタキの
ちカキ目、口縁部ヨコナデ

1152 2 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 14.65 3.85 ― ― 完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を多く

含む
回転ナデ、中央部あて具
痕

天井部回転ヘラケズリの
ちナデ、口縁部回転ナ
デ、ヘラ記号「一」有り

1153 2 号墳 
石室内 須恵器 杯蓋 14.9 5.0 ― ― ほぼ完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒をわず

かに含む
回転ナデ、中央部あて具
痕

天井部ヘラケズリ、口縁
部回転ナデ

1154 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 12.6 4.3 ― ―

口 3 / 4 　
体 1 / 1  
底 3 / 4

φ1～ 3 ㎜の砂粒を多く
含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部ヘラケズリのちナデ、

口縁部回転ナデ

1155 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 10.75 4.1 ― ― 口 2 / 3 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を

わずかに含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ

1156 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 10.55 4.35 ― ― 口 3 / 5 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を

わずかに含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部磨滅のため不明、
口縁部回転ナデ
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1157 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 10.25 4.2 ― ― ほぼ完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラ切り、口縁

部回転ナデ

1158 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 11.1 4.45 ― ― 口 5 / 6 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ

底部回転ヘラ切りのちナ
デ・ユビオサエ、口縁部
回転ナデ

1159 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 10.65 3.7 ― ― 口 2 / 5 φ1～ 3 ㎜の砂粒をわず

かに含む 回転ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ

1160 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 9.35 3.55 ― ― 完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を多く

含む 回転ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ

1161 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 10.6 4.15 ― ― 口 5 / 6  

体･底 1 / 1 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部ヘラ切り、口縁部回
転ナデ

1162 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 10.6 3.4 ― ― 口 1 / 1  

体 1 / 1 弱
φ1～ 4 ㎜の砂粒を多く
含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切り、口縁

部回転ナデ

1163 2 号墳 
石室内 須恵器 杯身 8.35 3.8 ― ― 口・体・底 5 / 6 φ1～ 4 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部ヘラ切りのちナデ、

口縁部回転ナデ

1164 2 号墳 
石室内 須恵器 台付椀 10.15 12.05 ― 9.6

口 1 / 1  
体 1 / 1 弱 
底 7 / 8

φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデのち中央部ナデ

台部底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ、脚部貼
り付けナデ、回転ナデ

1165 2 号墳 
石室内 須恵器 高杯 10.5 11.4 ― 9.5 口 6 / 7

脚 1 / 1 弱
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒をわ
ずかに含む 回転ナデ

杯部底部回転ナデ、口
縁部回転ナデ、脚部貼り
付けナデ、回転ナデ

1166 2 号墳 
石室内 須恵器 高杯 12.05 （9.6） ― （9.0） 口 3 / 4  

脚 3 / 5
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデのち中央部ナデ

杯部底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ、脚部貼
り付けナデ、回転ナデ

1167 2 号墳 
石室内 須恵器 高杯 9.15 ［4.1］ ― ― 杯部 1 / 1 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデ
杯部底部回転ヘラ切りの
ち回転ナデ、口縁部回
転ナデ

1168 2 号墳 
石室内 須恵器 長頸壺 7.2 17.7 14.55 ― ほぼ完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデ
底部回転ヘラケズリのち
ナデ、体部～口縁部回
転ナデ

1169 2 号墳 
石室内 須恵器 長頸壺 （8.9） （23.9） 14.8 ― ほぼ完形 φ1～ 8 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ

底部ヘラケズリのちナデ、
体部ナデ、口縁部回転
ナデ

1170 2 号墳 
石室内 須恵器 壺 （13.6） （14.0） （15.2） ― 口 1 / 4  

体 1 / 8 φ1～ 7 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 体部下方ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1171 2 号墳 
石室内 須恵器 提瓶 8.1 23.75 18.55 ― 口 2 / 5 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ

体部平面側回転ヘラケズ
リのちナデ、体部凸面側
同心円カキ目、口頸部回
転ナデ

1172 2 号墳 
石室内 須恵器 提瓶 6.3 19.3 13.15 ― 完形 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ

体部平面側回転ヘラケズ
リ、体部凸面側同心円カ
キ目、口頸部回転ナデ

1173 2 号墳 
石室内 須恵器 提瓶 7.5 26.0 17.35 ― 口 1 / 2 φ1～ 2 ㎜の砂粒を多く

含む 回転ナデ
体部平面側回転ヘラケズ
リのちナデ、体部凸面側
回転ナデのちナデ、口頸
部回転ナデ

1174 2 号墳 
石室内 須恵器 平瓶 （4.3） 10.7 12.3 ― ほぼ完形 φ1～ 4 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部ヘラケズリ、体部～

口縁部回転ナデ

1175 2 号墳 
石室内 土師器 高杯 ― （5.5） ― ― 脚柱部のみ φ1～ 5 ㎜の砂粒を含む ヘラミガキ 脚部ヘラミガキ

1176 2 号墳 
墓道 須恵器 杯身 （10.4） 3.95 ― ― 口 2 / 5 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1177 2 号墳 
墓道 須恵器 杯身 10.6 4.05 ― ― 口 3 / 5 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ

デ、口縁部回転ナデ

1178 2 号墳 
墓道 須恵器 杯身 10.7 4.4 ― ― 完形 φ1～ 6 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ

デ、口縁部回転ナデ

1179 2 号墳 
墓道 須恵器 杯身 9.3 3.6 ― ― 完形 φ1～ 5 ㎜の砂粒をわず

かに含む 回転ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ

1180 2 号墳 
墓道 須恵器 杯身 10.75 3.95 ― ― 口 1 / 2 φ1～ 5 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ、ヘラ記号

「一」有り
底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1181 2 号墳 
墓道 須恵器 壺 ― （10.2） 17.7 ― 頸 1 / 2 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 肩部～頸部回転ナデ

1182 2 号墳 
墓道 須恵器 壺 ― ［10.6］ （19.7） 11.9 底 1 / 1 φ1～ 5 ㎜の砂粒を多く

含む 回転ナデのち中央部ナデ
底部回転ヘラケズリのち
粗いナデ、体部回転ナデ
のちカキ目

1183 2 号墳 
墓道 須恵器 提瓶 ― （23.35） 20.4 ― 頸 1 / 3  

体 2 / 3
φ1～ 2 ㎜の砂粒を多く
含む 回転ナデ

底部平面側回転ヘラケズ
リ、体部凸面側回転ナデ
のち渦巻状カキ目・格子タ
タキ、口縁部回転ナデ

1184 2 号墳 
 SK01 須恵器 杯蓋 （15.1） ［4.85］ ― ― 口 1 / 3 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ、ユビオサエ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1185 2 号墳 
 SK01 須恵器 杯蓋 14.9 4.9 ― ― 口 3 / 4 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ
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1186 2 号墳 
 SK01 須恵器 杯蓋 13.8 4.5 ― ― 完形 φ1～ 4 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナ

デ・ユビオサエ
天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1187 2 号墳 
 SK01 須恵器 杯蓋 14.7 4.85 ― ― 口 1 / 2 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1188 2 号墳 
 SK01 須恵器 杯蓋 14.25 4.25 ― ― ほぼ完形 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1189 2 号墳 
 SK01 須恵器 杯蓋 15.05 4.35 ― ― 口 2 / 3 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1190 2 号墳 
 SK01 須恵器 杯蓋 （15.2） ［5.0］ ― ― 口 1 / 4 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む
回転ナデ、同心円あて具
痕

天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1191 2 号墳 
 SK01 須恵器 杯身 13.0 5.1 ― ― 口 3 / 4 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1192 2 号墳 
 SK01 須恵器 杯身 12.85 5.0 ― ― 口 1 / 2  

体・底 1 / 1
φ1～ 3 ㎜の砂粒を多く
含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1193 2 号墳 
 SK01 須恵器 杯身 12.0 4.55 ― ― 完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1194 2 号墳 
 SK01 須恵器 杯身 12.75 4.05 ― ― ほぼ完形 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1195 2 号墳 
 SK01 須恵器 杯身 （13.0） 4.8 ― ― 口 2 / 3 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1196 2 号墳 
 SK01 須恵器 杯身 13.1 5.05 ― ― 完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1197 2 号墳 
 SK01 須恵器 杯身 12.3 4.75 ― ― 完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1198 2 号墳 
 SK01 須恵器 短頸壺 （14.0） 18.6 （19.8） 丸底 口 2 / 5  

底 1 / 1 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ
底部回転ヘラケズリ、体
部回転ナデのちタタキ・カ
キ目、口縁部回転ナデ

1199 2 号墳 
 SK01 須恵器 短頸壺 7.35 8.45 14.3 8.25 完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ

底部回転ヘラケズリ、体
部回転ナデのちカキ目、
口縁部回転ナデ

1200 2 号墳 
 SK01 須恵器 短頸壺 ― ［12.3］ 13.3 ― 頸・体・底

1 / 1 弱
φ1～ 2 ㎜の砂粒をわず
かに含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

体部～肩部回転ナデ

1201 2 号墳 
 SK01 須恵器 甕 26.95 ［43.0］ 42.2 ― 口 3 / 4 φ1～ 3 ㎜の砂粒を多く

含む
回転ナデ、同心円あて具
痕

体部～肩部平行タタキ、
口縁部回転ナデ

1202 2 号墳 
 SK01 須恵器 甕 31.4 62.6 50.8 ― 体 1 / 1 弱 

肩部 3 / 4
φ1～ 6 ㎜の砂粒をわず
かに含む

回転ナデ、貼り付けナデ、
同心円あて具痕

底部～肩部格子タタキ、
口縁部回転ナデ

1203 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯蓋 14.8 5.0 ― ― 口 1 / 2 強 φ1～ 5 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ、

同心円あて具痕
天井部回転ヘラケズリの
ち工具によるナデ、口縁
部回転ナデ

1204 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯蓋 14.9 4.95 ― ― 口 1 / 2 弱 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデ
天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ、
ヘラ記号「Ｌ」有り

1205 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯蓋 （14.8） ［4.0］ ― ― 口 1 / 6 強 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ

天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ、
ヘラ記号「一」有り

1206 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯蓋 （14.8） ［4.3］ ― ― 口 1 / 4 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1207 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯蓋 14.35 4.85 ― ― 口 1 / 5 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1208 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯蓋 （13.6） （4.35） ― ― 口 1 / 6 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1209 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯蓋 14.6 4.25 ― ― ほぼ完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を多く

含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1210 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯蓋 14.1 4.0 ― ― 口 2 / 3 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を多く

含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1211 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯蓋 13.9 3.85 ― ― 口 1 / 4 強 

体 1 / 3
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1212 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯身 （14.7） （4.4） ― ― 口 1 / 4  

体・底 1 / 3 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ、同心円あて具
痕

底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1213 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯身 （13.8） ［3.2］ ― ― 口 1 / 4 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 口縁部回転ナデ

1214 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯身 （15.35） 4.45 ― ― 口縁部若干 

体 2 / 3 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1215 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯身 （13.3） 3.95 ― ― 口・体 1 / 4 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1216 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯身 13.3 4.3 ― ― 口 1 / 4 φ1～ 3 ㎜の砂粒を多く

含む
回転ナデ、同心円あて具
痕

底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1217 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯身 （13.8） （4.4） ― ― 口～底 1 / 3 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1218 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯身 （13.2） 3.75 ― ― 口 1 / 6 φ1～ 3 ㎜の砂粒を多く

含む 回転ナデ
底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ、
ヘラ記号「×」有り
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報告
№ 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

1219 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯身 （13.05） 3.75 ― ― 口 1 / 3 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1220 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯身 （13.6） 4.8 ― ― 口～底 1 / 2 φ1～ 3 ㎜の砂粒を多く

含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1221 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯身 13.1 ［3.8］ ― ― 口 1 / 2 弱 φ1～ 6 ㎜の砂粒を多く

含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1222 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯身 （13.55） 3.8 ― ―

口縁部若干 
体 1 / 4  
底 1 / 1

φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を多く
含む

回転ナデ、同心円あて具
痕

底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1223 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 杯身 10.0 3.2 ― ― 口 1 / 2 強 φ1～ 3 ㎜の砂粒を多く

含む 回転ナデ 底部ヘラ切りのちナデ、
口縁部回転ナデ

1224 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 蓋 ― ［3.5］ つまみ

径 5.1 ― 体 1 / 2  
つまみ1 / 1

φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデ

天井部ヘラケズリ、つま
み部貼り付けナデ、口縁
部回転ナデ

1225 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 高杯 ― （5.0） ― （8.0） 頸 1 / 2  

底部若干
φ1～ 3 ㎜の砂粒をわず
かに含む 回転ナデのち中央部ナデ

杯部回転ナデ、脚部貼り
付けナデ、回転ナデ、 3
方向の長方形透かし有り

1226 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 高杯 ― （6.25） ― （7.5） 脚部 1 / 2 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 脚部カキ目・回転ナデ、 3

方向の長方形透かし有り

1227 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 高杯 13.95 13.15 ― 9.2 ほぼ完形 φ1～ 5 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ

杯部底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ、脚部貼
り付けナデ、回転ナデ、
3方向の円孔有り

1228 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 高杯 ― ［7.2］ ― 10.35 脚部 1 / 3 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 杯部回転ナデ、脚部貼り

付けナデ、回転ナデ

1229 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 高杯 10.2 （3.9）+  

（7.45） ― （9.4） 口 1 / 2 弱
脚部 1 / 3 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ

杯部底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ、脚部カ
キ目、回転ナデ、 3 方向
の長方形透かし有り

1230 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 壺 （10.6） （5.1） ― ― 口・頸 1 / 4 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を多く

含む
回転ナデ、同心円あて具
痕 口縁部回転ナデ

1231 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 𤭯 ― ［11.5］ 10.0 ― 口 1 / 4 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を多く

含む 回転ナデのち中央部ナデ
底部ヘラケズリのちナデ、
体部～口縁部回転ナデ
のちカキ目

1232 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 小型壺 （5.0） 5.55 8.9 ― 口 1 / 2  

体・低 1 / 1 弱
φ1～ 2 ㎜の砂粒をわず
かに含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリのち

板ナデ、口縁部回転ナデ

1233 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 小型壺 （7.7） ［5.2］ （11.0） ― 口 1 / 3  

体 1 / 2
φ1～2㎜の砂粒をわず
かに含む 回転ナデ 回転ナデ

1234 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 壺 （8.3） （8.35）（14.6） （7.6） 口 1 / 2  

体 3 / 4
φ1～ 3 ㎜の砂粒を多く
含む 回転ナデ

底部回転ヘラケズリ、体
部カキ目・工具痕、口縁
部回転ナデ

1235 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 壺 （11.1） 14.5 14.05 ― 口 1 / 3  

体 1 / 4 φ1～ 8 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナ
デ、ユビオサエ

底部ヘラケズリのちヘラナ
デ、体部～口縁部回転
ナデ

1236 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 甕 （13.5） ［6.9］ ― ― 口 1 / 4 φ1～ 5 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ、同心円あて具

痕
肩部カキ目、口縁部回転
ナデ

1237 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 甕 （24.8） ［7.0］ ― ― 口 1 /11 

肩部 1 / 6
φ1～ 3 ㎜の砂粒を多く
含む

回転ナデ、同心円あて具
痕

肩部～頸部カキ目、口縁
部回転ナデ

1238 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 横瓶 （13.3） 28.0 31.7 ― 口 3 / 4  

体 4 / 5
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む

ヨコナデ、同心円あて具
痕

底部～肩部縦および横方
向の平行タタキ、口縁部
ヨコナデ

1239 2 号墳
墳丘裾部 須恵器 横瓶 ― （27.7） 40.2 ― 体・底部のみ φ1～ 2 ㎜の砂粒をわず

かに含む 同心円あて具痕 底部～肩部縦方向のカキ
目・横方向の平行タタキ

1240 9号墳
第1主体部 須恵器 杯蓋 14.45 4.55 ― ― ほぼ完形 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む
回転ナデ、同心円あて具
痕

天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1241 9号墳
第1主体部 須恵器 杯蓋 14.1 4.45 ― ― 完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1242 9号墳
第1主体部 須恵器 杯蓋 14.6 4.25 ― ― ほぼ完形 φ1～ 5 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1243 9号墳
第1主体部 須恵器 杯蓋 14.5 4.8 ― ― ほぼ完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ、あて具痕 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1244 9号墳
第1主体部 須恵器 杯身 12.85 5.0 ― ― ほぼ完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1245 9 号墳
第1主体部 須恵器 杯身 10.25 5.0 ― ― ほぼ完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1246 9 号墳
第1主体部 須恵器 杯身 12.9 4.6 ― ― ほぼ完形 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ、あて具痕 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1247 9 号墳
第1主体部 須恵器 杯身 （11.8） 5.4 ― ― 口・体 1 / 2  

底 1 / 1
φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含
む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1248 9 号墳
第1主体部 須恵器 杯蓋 （13.2） 3.75 ― ― 口～体 1 / 4 φ0.1～ 1 ㎜の砂粒を含

む
回転ナデ、同心円あて具
痕

天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1249 9 号墳
第2主体部 須恵器 杯蓋 14.8 4.85 ― ― ほぼ完形 φ1～ 3 ㎜の砂粒を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ
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№ 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

1250 9 号墳
第2主体部 須恵器 杯身 13.25 5.0 ― ― ほぼ完形 φ1～ 4 ㎜の砂粒を多く

含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1251 包含層 須恵器 提瓶 （6.7） ［7.0］ ― ― 口 2 / 3 φ1～ 2 ㎜の砂粒を含む 回転ナデのちナデ・ユビ
オサエ

肩部カキ目、口縁部回転
ナデ

灰高遺跡 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

1252 SH01 須恵器 杯蓋 12.5 4.25 ― ― 口 4 / 5 細砂を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1253 SH01 須恵器 杯蓋 （13.1） 5.0 ― ― 口 1 / 6 強 
体・底 3 / 4 極細砂を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1254 SH01 須恵器 杯蓋 （10.6） （4.25） ― ― 口・体 1 / 6 細砂を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1255 SH01 須恵器 杯蓋 （12.6） 4.25 ― ― 口・体 1 / 2 細砂を多く含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1256 SH01 須恵器 高杯蓋 （12.75） （5.2） つまみ
径 3.65 ― つまみ完形 粗砂を含む 回転ナデ

天井部回転ヘラケズリ、
つまみ部貼り付けナデ、
口縁部回転ナデ

1257 SH01 須恵器 杯身 （11.2） （5.1） ― ― 口縁部若干 
体 1 / 2  細砂を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1258 SH01 須恵器 杯身 ― ［3.9］ ― ― 体 1 / 4  
底 1 / 2 極細砂を含む 回転ナデ・同心円あて具

痕
底部～体部回転ヘラケズ
リ、口縁部回転ナデ

1259 SH01 須恵器 杯身 （12.05） 4.2 ― ― 口・底 1 / 2 細砂を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1260 SH01 須恵器 有蓋
高杯 （10.4） （7.85） ― （8.8）

口縁部若干 
頸 1 / 4  
体 1 / 6  

極細砂を含む 杯部回転ナデ、脚部ナ
デ

杯部底部回転ヘラケズ
リ、口縁部回転ナデ、
脚部回転ナデ、 3方向
の長方形透かし有り

1261 SH01 須恵器 有蓋
高杯 （10.2） ［4.8］ ― ― 口 1 / 6  

体 1 / 2 細砂を含む 杯部回転ナデ、脚部貼り
付けナデ

杯部底部回転ヘラケズ
リ、口縁部回転ナデ、
脚部 3 方向の透かし有り

1262 SH01
カマド 土師器 椀 （10.8） ［3.1］ ― ― 口 1 / 3 弱 細砂を含む ヨコナデ ユビオサエ・ナデ

1263 SH01 土師器 甕 （9.5） ［3.0］ ― ― 口 1 / 4 粗砂を含む ユビオサエ・ヨコナデ ユビオサエ・ヨコナデ

1264 SH01 土師器 甕 （13.4） ［6.6］ ― ― 口 1 / 4 弱 粗砂を含む
肩部横および斜め方向の
ヘラケズリ、口縁部ヨコナ
デのちハケ目

磨滅のため不明

1265 SH01
カマド 土師器 甑 ― ［13.0］ ― （11,5） 底 2 / 3 粗砂を含む 底部～体部縦および斜め

方向のヘラケズリ
底部ユビオサエ・ナデ、
体部縦方向のハケ目

1266 SH02A 須恵器 杯身 （10.6） 4.75 ― ― 口～底 1 / 6 粗砂を多く含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1267 SH02A 須恵器 壺 ― （7.9） （14.2） ― 体 1 / 4 弱 極細砂をわずかに含む 回転ナデ 体部回転ヘラケズリのち
ナデ、頸部回転ナデ

1268 SH02B 土師器 椀 （11.25） ［4.4］ ― ― 口～体 1 / 4 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

1269 SH02B 土師器 甕 19.15 ［8.85］ ― ― 口・頸 1 / 1 弱 粗砂を多く含む 肩部横方向のヘラケズ
リ、口縁部ヨコナデ

肩部縦方向のハケ目、
口縁部横ナデ

1270 SH02B
カマド 土師器 甑 （23.8） （16.8） ― ― 口～体 1 / 4 粗砂を多く含む 体部～口縁部横方向の

ハケ目 体部縦方向のハケ目

1271 SH04 須恵器 杯蓋 12.7 5.0 ― ― ほぼ完形 極細砂を含む 回転ナデ・同心円置き台
痕

天井部回転ヘラケズリ、
口縁回転ナデ

1272 SH04 須恵器 杯蓋 12.1 4.5 ― ― 口 3 / 4 極細砂を含む 回転ナデ・同心円あて具
痕

天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1273 SH04 須恵器 杯身 10.25 3.7 ― ― 口 2 / 3 細砂を含む 回転ナデ・同心円あて具
痕

底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1274 SH04 須恵器 杯身 9.6 （4.6） ― ― 口 1 / 4 細砂を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1275 SH04 須恵器 杯身 （11.9） 5.35 ― ― 口 1 / 6 極細砂を含む 回転ナデ、中央部ユビオ
サエ

底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1276 SH04 須恵器 𤭯 ― （8.8） （9.6） ― 頸 1 / 4  
体 1 / 3 極細砂を含む 回転ナデ、中央部ユビナ

デ
底部回転ヘラケズリのち
ナデ、体部回転ナデ

1277 SH04 須恵器 甕 （17.8） （12.95） ― ― 口 1 / 4 弱 粗砂を含む
体部ユビオサエ・ナデの
ち同心円あて具痕、
口縁部回転ナデ

体部平行タタキのちカキ
目、口縁部回転ナデ

1278 SH04 
カマド 土師器 甕 （13.1） ［8.15］ ― ― 口 1 / 3 粗砂を多く含む 体部斜め方向のヘラケズ

リ、口縁部ヨコナデ
体部縦および斜め方向の
ハケ目、口縁部ヨコナデ

BKZ_H_30syo_P0231-0273.indd   269 13.3.16   4:32:32 PM



― 270 ―

灰高遺跡 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種類 器種
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1279 SH04 土師器 甕 （15.7） （13.85）（17.8） ― 口 1 / 8 細砂を多く含む
体部横および斜め方向の
ヘラケズリ、口縁部横方
向の板ナデ

体部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

1280 SH04 土師器 甕 （14.0） ［8.75］（16.5） ― 口 1 / 9 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 体部縦方向のハケ目

1281 SH04 土師器 甕 （14.2） ［16.3］ （20.9） ― 口 1 / 4 粗砂を多く含む 体部横および斜め方向の
ヘラケズリ 体部縦方向のハケ目

1282 SH04 土師器 甕 15.5 ［18.2］ （20.15） ― 口 4 / 5 細砂を多く含む
底部～体部横および斜め
方向のヘラケズリ、口縁
部横方向の板ナデ

底部～体部縦および斜め
方向のハケ目、口縁部ヨ
コナデ

1283 SH04 
カマド 土師器 甕 （10.05） 20.5 （14.1） ― 口 1 / 4 粗砂を多く含む

底部ユビオサエ・ナデ、
体部斜め方向のヘラケズ
リ、口縁部ヨコナデ・ユ
ビオサエ

底部～体部ユビオサエ・
ナデ、口縁部ヨコナデ・
ユビオサエ

1284 SH04 土師器 壺 8.15 ［6.05］（12.7） ― 口 5 / 6 粗砂を多く含む 体部斜め方向のヘラケズ
リ、口縁部ヨコナデ 磨滅のため不明

1285 SH04 土師器 椀 9.8 5.1 ― 4.8 口 1 / 2 強 
底 1 / 1 粗砂を多く含む 底部板ナデ、体部～口

縁部ユビオサエ・ナデ
底部～体部ユビオサエ・
ナデ、口縁部ヨコナデ・
ユビオサエ

1286 SH05 
p07 須恵器 杯蓋 11.8 4.3 ― ― 口 1 / 2 弱 細砂を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1287 SH05 須恵器 杯蓋 （12.0） 3.6 ― ― 口 1 / 3 弱 細砂を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1288 SH05 須恵器 杯身 13.9 4.9 ― ― ほぼ完形 細砂を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部ヘラ切り、口縁部回
転ナデ

1289 SH05 須恵器 杯身 12.5 4.9 ― ― ほぼ完形 粗砂を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1290 SH05 須恵器 杯身 12.6 4.1 ― ― 口 2 / 3  
底 1 / 1 細砂を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1291 SH05 須恵器 杯身 （12.2） 3.8 ― ― 口 1 / 2 弱 細砂を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1292 SH05 須恵器 有蓋
高杯 （10.85） （5.8） ― ― 口縁部若干 

杯部 1 / 3 細砂を含む 杯部回転ナデのち中央部
ナデ、脚部回転ナデ

杯部底部回転ヘラケズ
リ、口縁部回転ナデ、
脚部貼り付けナデ

1293 SH05 須恵器 壺 （8.7） ［8.6］ （13.95） ― 口 1 / 4  
頸 1 / 3 細砂を含む 体部下方板ナデ、体部

上方～口縁部回転ナデ
体部下方回転ヘラケズリ
のち回転ナデ、体部上
方～口縁部回転ナデ

1294 SH05 須恵器 甕 （16.0） ［10.3］ ― ― 口 1 / 2 極細砂をわずかに含む 肩部同心円あて具痕、
口縁部回転ナデ

肩部平行タタキ、口縁部
回転ナデ

1295 SH05 土師器 甕 （24.2） （15.6） （27.3） ― 口縁部若干 
体 1 / 4 粗砂を多く含む

体部縦方向の板ナデ、
頸部横方向のハケ目、口
縁部ヨコナデ

体部～頸部縦方向のハ
ケ目、口縁部ヨコナデ

1296 SH05 土師器 甕 ― ［26.5］ （26.3） ― 体～底 1 / 3 粗砂を多く含む 体部横方向のヘラケズ
リ・ハケ目

底部～体部縦および斜め
方向のハケ目

1297 SH06 須恵器 杯蓋 14.25 5.2 ― ― 口 1 / 2 弱 細砂を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1298 SH06 須恵器 甕 （14.4） ［2.5］ ― ― 口 1 / 4 細砂を含む 回転ナデ カキ目・回転ナデ

1299 SH06
カマド 土師器 甕 （15.2） （5.35） ― ― 口 1 / 2 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

1300 SH06
カマド 土師器 甕 （11.6） ［4.7］ ― ― 口 1 / 3 細砂を多く含む 口縁部横方向のハケ目 磨滅のため不明

1301 SH07 
p01 須恵器 杯蓋 16.35 4.7 ― ― 口 1 / 2 粗砂を含む 回転ナデのち中央部ナ

デ・ユビオサエ
天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1302 SH07 須恵器 杯蓋 （11.2） （4.9） ― ― 口 3 / 8 粗砂を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1303 SH07
p01 須恵器 杯蓋 （13.7） 4.8 ― ― 口 1 / 4 細砂を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1304 SH07 
p07 須恵器 杯身 （9.9） ［5.0］ ― ― 口 1 / 4 細砂を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、口

縁部回転ナデ

1305 SH07 土師器 甕 （16.5） （3.4） ― ― 口 1 / 5 細砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

1306 SH08B 須恵器 杯蓋 （11.6） ［3.1］ ― ― 口 1 / 6 極細砂を含む 回転ナデ 回転ナデ

1307 SH08B 須恵器 杯身 （11.0） ［3.6］ ― ― 口 1 / 8 細砂を含む 回転ナデ 回転ナデ

1308 SH08B 須恵器 杯身 （11.8） ［4.3］ ― ― 口縁部若干 極細砂を含む 回転ナデ 回転ナデ

1309 SH09 須恵器 杯蓋 （12.9） 4.3 ― ― 口～天井部
1 / 4 粗砂を多く含む 回転ナデ・同心円あて具

痕
天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1310 SH09 須恵器 高杯 ― （6.0） ― ― 杯部底部・脚柱
1 / 5 粗砂を多く含む 杯部回転ナデ、脚部回

転ナデ

杯部底部回転ヘラケズ
リ、脚部貼り付けナデ・
回転ナデ、 3方向方形
透かし有り

1311 SH09 土師器 甕 （19.2） ［6.9］ ― ― 口 1 / 4 粗砂を多く含む 肩部横方向のヘラケズ
リ、口縁部ヨコナデ

肩部横および斜め方向の
タタキ、口縁部ヨコナデ
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1312 SH09 
ｓｋ07 土師器 鉢 （16.0） ［9.25］ ― ― 口～体 1 / 6 粗砂を多く含む 体部横方向のヘラケズ

リ、口縁部ヨコナデ 磨滅のため不明

1313 SH09 土師器 甕 （15.24）［10.65］ ― ― 口 1 / 2 粗砂を多く含む 体部横および斜め方向のヘ
ラケズリ、口縁部ヨコナデ

体部縦方向のハケ目・ユビ
オサエ、口縁部ヨコナデ

1314 SH09 
カマド 土師器 甕 （15.8） （25.0） （25.6） ― 口 1 / 6 粗砂を多く含む 体部多方向のヘラケズ

リ、口縁部ヨコナデ 磨滅のため不明

1315 SH10
ｐ08 須恵器 杯蓋 （11.5） ［4.1］ ― ― 口～底 1 / 4 極細砂を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1316 SH10 須恵器 杯蓋 （10.7） ［4.5］ ― ― 口 1 / 3 強 粗砂をわずかに含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1317 SH10 須恵器 無蓋
高杯 （15.7） ［5.8］ ― ― 口 1 / 6 極細砂を含む 杯部回転ナデ 杯部底部～口縁部回転

ナデ

1318 SH10 須恵器 高杯 ― ［4.0］ ― （8.4） 脚部 1 / 4 細砂を含む 回転ナデのちナデ 回転ナデ・カキ目、 3方
向に長方形透かし有り

1319 SH010 
カマド 土師器 椀 （11.7） （2.85） ― ― 口縁部若干 

体 1 / 6 細砂を含む ナデ ナデ

1320 SH010 
カマド 土師器 椀 （10.05） （2.45） ― ― 口縁部若干 

体 1 / 5  極細砂を含む ナデ ナデ

1321 SH10 土師器 椀 （9.0） 2.9 ― ― 口縁部若干 粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

1322 SH10 土師器 椀 （12.55） （6.25） ― 丸底
口縁部若干 
体 1 / 3  
底 1 / 1

粗砂を多く含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

1323 SH10 土師器 手づく
ね土器 （4.45） 5.6 ― 3.6 ほぼ完形 細砂を多く含む 手づくね

手づくね／底部ユビオサ
エ、体部～口縁部横方
向のナデ

1324 SH10 
ｐ02 土師器 手づく

ね土器 （3.2） （2.15） ― 丸底 口・体 1 / 2  
底 1 / 1 細砂を含む 手づくね／ユビオサエ 手づくね

1325 SH11 
カマド 須恵器 杯 10.1 （4.1） ― ― 口・体 2 / 3  

底 1 / 1 細砂を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切りのちナ
デ、口縁部回転ナデ

1326 SH11 
sk11 須恵器 杯 9.95 4.25 ― ― 口 3 / 4 極細砂を含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラ切り、口縁

部回転ナデ

1327 SH11 須恵器 甕 （20.9） ［7.3］ ― ― 口 2 / 3 細砂を含む 肩部同心円あて具痕、
口縁部回転ナデ

肩部たて方向の平行タタ
キ、頸部カキ目、口縁部
回転ナデ

1328 SH11 
カマド 土師器 高杯 13.5 8.85 ― 9.25 完形 粗砂を含む

杯部縦方向のヘラケズリ
のち横および斜め方向の
ヘラミガキ、脚部横方向
のナデ

杯部底部～口縁部縦方
向のヘラケズリのち縦お
よび横方向のヘラミガキ、
脚部縦方向のヘラケズ
リ・縦および斜め方向の
ヘラミガキ

1329 SH11 土師器 鉢 ― （7.8） ― ― 底 1 / 1 細砂を含む ナデ ナデ

1330 SH11
粘土部分 土師器 椀 （11.8） 4.95 ― ― 口 2 / 3 極細砂を含む ナデ 底部～体部手もちヘラケ

ズリ、口縁部ヨコナデ

1331 SH11
カマド 土師器 椀 （14.8） 4.45 ― ― 口 1 / 6 細砂を含む 底部ナデ、体部～口縁

部ヨコナデ
底部～体部横および斜め
方向のヘラケズリ、口縁
部ヨコナデ

1332 SH11 土師器 甕 （21.4） （27.3） 25.1 ― 口 1 / 8  
体 1 / 2 強 細砂を多く含む

底部横方向のヘラケズ
リ、体部横および斜め方
向のヘラケズリ、口縁部
ヨコナデ

底部ナデ、体部縦および
横方向のハケ目、口縁部
ヨコナデ

1333 SH11 土師器 甕 （21.8） ［5.6］ ― ― 口 1 /10 細砂を含む ヨコナデ ヨコナデ

1334 SH11 土師器 鍋 （28.35） 18.45 （27.6） 丸底 口・体 2 / 3  
底 1 / 1 粗砂を多く含む 底部～体部横方向のケズ

リ、口縁部ヨコナデ
底部ハケのちナデ消し、
体部縦および斜め方向の
ハケ目、口縁部ヨコナデ

1335 SH12 須恵器 高杯蓋 ― ［2.05］ つまみ
径 3.55 ― つまみ完形 細砂を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

つまみ部貼り付けナデ

1336 SH12 土師器 製塩
土器 （4.4） ［4.85］ ― ― 口・体 1 /12 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

1337 SH12 土師器 製塩
土器 （4.6） ［4.1］ ― ― 口・体 1 / 6 細砂を含む 磨滅のため不明 磨滅のため不明

1338 段状遺構 1 須恵器 杯蓋 （11.1） 5.05 ― ― 口・体 1 / 4 細砂をわずかに含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1339 段状遺構 1 須恵器 杯蓋 （12.7） ［5.15］ ― ― 口～天井部
1 / 2 弱 粗砂をわずかに含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1340 段状遺構 1 須恵器 杯蓋 （10.82） ［4.2］ ― ― 口～天井部
1 / 3 粗砂をわずかに含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1341 段状遺構 1 須恵器 杯身 （10.3） ［4.1］ ― ― 口・体 2 / 3 極細砂を含む 回転ナデ 杯部底部回転ヘラケズ
リ、口縁部回転ナデ

1342 段状遺構 1 須恵器 杯身 ― ［3.9］ ― ― 底 1 / 1  
受部 2 / 3 粗砂を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1343 段状遺構 1 須恵器 杯身 （12.0） ［4.9］ ― ― 口 1 / 6 細砂を含む 回転ナデ 回転ナデ
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1344 段状遺構 1 須恵器 杯身 （11.55） ［3.3］ ― ― 口 1 / 8  
底 1 / 3 粗砂を多く含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1345 段状遺構 1 須恵器 高杯蓋 ― ［3.55］ つまみ
径 2.85 ― つまみ完形 細砂を含む 回転ナデのち中央部ナデ

天井部回転ヘラケズリ、
つまみ部貼り付けナデ、
口縁部回転ナデ

1346 段状遺構 1 須恵器 有蓋
高杯 （10.7） ［6.45］ ― ― 口縁部若干 

体 1 / 2 粗砂を多く含む 杯部回転ナデ、脚部回
転ナデ

杯部底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ、脚部回
転ナデ、 3方向に長方形
透かし有り

1347 段状遺構 1 須恵器 有蓋
高杯 （8.8） ［7.7］ ― ― 口 1 / 3 弱 

杯部 1 / 3 細砂を含む 杯部回転ナデ、脚部回
転ナデ

杯部底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ、脚部
貼り付けナデ・回転ナデ、
3方向に円孔有り

1348 段状遺構 1 須恵器 高杯 ― ［6.75］ ― （7.7） 脚部若干 細砂を含む 杯部回転ナデ、脚部回
転ナデ

杯部底部回転ヘラケズリ、
脚部貼り付けナデ・回転
ナデ、 3方向に円孔有り

1349 段状遺構 1 須恵器 高杯 ― ［3.65］ ― （8.2） 脚部のみ1 / 4 粗砂をわずかに含む 回転ナデ 回転ナデ、 3方向に長
方形透かし有り

1350 段状遺構 1 須恵器 有蓋
高杯 10.75 6.6 ― 9.1 口 2 / 3 粗砂を多く含む 杯部回転ナデのち中央部

ナデ、脚部回転ナデ

杯部底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ、脚部
回転ナデ、 3方向に円
孔有り

1351 段状遺構 1 須恵器 無蓋
高杯 （15.75） 12.35 ― 10.25 口 1 / 5  

底 3 / 4 粗砂を含む
杯部回転ナデ・同心円あ
て具痕のちナデ消し、杯
部回転ナデ

杯部底部回転ヘラケズ
リ、口縁部回転ナデ、
脚部貼り付けナデ・カキ
目・回転ナデ、 4方向に
長方形透かし有り

1352 段状遺構 1 土師器 甕 （16.8） ［5.65］ ― ― 口 3 / 4 細砂を含む 肩部～口縁部横方向の
ハケ目

肩部縦方向のハケ目、
口縁部横方向のハケ目

1353 段状遺構 2 土師器 甕 （17.05）（24.3） 21.5 丸底 口～底 1 / 3 粗砂を含む
底部～体部斜め方向の
ケズリ、口縁部磨滅のた
め不明

磨滅のため不明

1354 段状遺構 3 須恵器 杯蓋 13.2 4.0 ― ― 口 2 / 3 極細砂を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1355 段状遺構 3 須恵器 杯身 （12.15） （4.0） ― ― 口 1 / 4 細砂を含む 回転ナデ・同心円あて具
痕のちナデ

底部回転ヘラケズリのちナ
デケシ、口縁部回転ナデ

1356 段状遺構 3 須恵器 有蓋
高杯 10.1 8.35 ― 8.9 口 2 / 3  

底 8 / 7 粗砂を含む
杯部回転ナデのち中央部
ナデ・ユビオサエ、脚部
回転ナデ

杯部底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ、脚部貼
り付けナデ・カキ目・回転
ナデ、 3方向に円孔有り

1357 段状遺構 3 須恵器 蓋 16.55 2.0 つまみ
径 4.1 ― 口 3 / 4 細砂を含む 回転ナデ

天井部回転ヘラ切りのち
ナデ、つまみ部貼り付け
ナデ、口縁部回転ナデ

1358 段状遺構 4 須恵器 杯蓋 （11.8） （4.6） ― ― 口 1 / 4 強 細砂を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1359 段状遺構 4  
sk04 須恵器 杯身 （10.7） 3.85 ― ― 口～底 1 / 3 極細砂を含む 回転ナデ 底部～体部回転ヘラケズ

リ、口縁部回転ナデ

1360 段状遺構 5 須恵器 𤭯 10.6 （11.9） 10.65 ― 口 1 / 4  
体 1 / 2 細砂を含む 回転ナデ

底部横および斜め方向の
ヘラケズリ、体部～口縁
部回転ナデ

1361 段状遺構 5 須恵器 有蓋
高杯 （11.1） （6.0） ― ― 口 1 /12 極細砂をわずかに含む 杯部回転ナデのち中央部

ナデ、脚部回転ナデ

杯部底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ、脚部カ
キ目、 3方向に長方形透
かし有り

1362 SK08 須恵器 杯身 12.0 3.9 ― ― 完形 極細砂をわずかに含む 回転ナデのち中央部ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1363 包含層 須恵器 杯蓋 12.6 4.8 ― ― 口 1 / 1  
体 1 / 5 細砂を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1364 包含層 須恵器 杯蓋 （12.8） 4.55 ― ― 口 2 / 5 極細砂を含む 回転ナデのち中央部ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1365 包含層 須恵器 杯蓋 （13.5） （4.5） ― ― 口 1 / 4 細砂を含む 回転ナデ 天井部ヘラ切り・回転ヘラ
ケズリ、口縁部回転ナデ

1366 包含層 須恵器 杯蓋 （11.35） 5.05 ― ― 口 1 / 1 弱 
体 1 / 4 細砂を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、

口縁部回転ナデ

1367 包含層 須恵器 杯蓋 （10.6） （3.7） ― ― 口 1 / 2 弱 極細砂を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1368 包含層 須恵器 杯身 （10.75） （4.7） ― ― 口 1 / 8 細砂を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1369 包含層 須恵器 杯身 （10.4） 5.35 ― ― 口～底 1 / 2 弱 細砂を含む 回転ナデ
底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ、ヘラ記
号「十」有り

1370 包含層 須恵器 杯身 （10.4） （2.9） ― ― 口～底 1 / 4 極細砂を含む 回転ナデ 底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1371 包含層 須恵器 短頸壺 （4.8） ［3.1］ （10.0） ― 口 1 / 3 極細砂をわずかに含む 回転ナデ 回転ナデ
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灰高遺跡 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
残存率 胎土 調整（内） 調整（外）

口径 器高 腹径 底径

1372 確認調査 須恵器 杯蓋 （11.9） （3.8） ― ― 口縁部若干 極細砂を含む 回転ナデ 回転ナデ

1373 確認調査 須恵器 杯蓋 （11.3） ［3.05］ ― ― 口 1 / 4 極細砂を含む 回転ナデ 回転ナデ

1374 確認調査 須恵器 杯身 （11.8） ［2.9］ ― ― 口 1 / 6 極細砂を含む 回転ナデ 回転ナデ

1375 確認調査 須恵器 杯身 （10.35） 5.0 ― ― 口 3 / 5 極細砂をわずかに含む 回転ナデのち中央部ユビ
オサエ

底部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ、
ヘラ記号「×」有り

1376 確認調査 須恵器 杯身 （10.7） ［3.0］ ― ― 口縁部若干 極細砂を含む 回転ナデ 回転ナデ

1377 確認調査 須恵器 杯身 （10.8） ［4.05］ ― ― 口 1 / 7 極細砂を含む 回転ナデ 回転ナデ

1378 確認調査 須恵器 有蓋
高杯 10.6 （5.65） ― ― 口 2 / 3 極細砂を含む

杯部回転ナデのち中央部
ナデ・ユビオサエ、脚部
回転ナデ

杯部回転ナデ、脚部貼り
付けナデ

1379 確認調査 須恵器 蓋 （15.8） ［2.85］ ― ― 口 1 /10 極細砂を含む 回転ナデ 天井部回転ヘラケズリ、
口縁部回転ナデ

1380 確認調査 土師器 甕 （17.3） ［6.4］ ― ― 口 1 / 5 極細砂を含む 肩部～口縁部ヨコナデ 頸部縦方向のハケ目、
口縁部ヨコナデ

 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺跡名 遺構名 器種

法量（ｃｍ）
重量（ｇ） 石材 備考

長 幅 厚
S1 桂ヶ谷墳墓群 表採 石鏃 2.63 1.98 0.44 1.1 チャート
S2 桂ヶ谷墳墓群 6号墓 石包丁 10.5 5.87 0.75 62.1 粘板岩
S3 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH09 石鏃 3.95 1.73 0.63 3.1 サヌカイト
S4 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH15 石鏃 3.62 1.11 0.92 2.6 サヌカイト
S5 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH15 石鏃 ［1.8］ 1.89 0.49 1.4 サヌカイト
S6 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH17 石鏃 2.6 1.97 0.59 2.6 サヌカイト
S7 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH24-SK01 石鏃 3.09 1.34 0.64 1.9 サヌカイト
S8 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH28 石鏃 3.54 2.01 0.4 2.3 サヌカイト
S9 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH30 石鏃 2.41 1.79 0.25 0.9 サヌカイト
S10 桂ヶ谷遺跡 A地区 SK09 石鏃 3.34 1.85 0.6 2.2 サヌカイト
S11 桂ヶ谷遺跡 A地区 SK21 石鏃 2.7 1.58 0.53 2.0 サヌカイト
S12 桂ヶ谷遺跡 A地区 P150 石鏃 2.49 1.53 0.42 1.3 サヌカイト
S13 桂ヶ谷遺跡 A地区 P150 石鏃 2.57 2.05 0.52 2.1 サヌカイト
S14 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH02 石錐 2.34 1.35 0.46 1.3 サヌカイト
S15 桂ヶ谷遺跡 A地区 包含層 打製石包丁 5.42 6.0 1.05 35.3 サヌカイト
S16 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH14 打製石包丁 4.18 4.44 0.1 14.8 サヌカイト
S17 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH02 楔形石器 3.37 2.32 0.97 6.7 サヌカイト
S18 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH26 楔形石器 3.99 4.01 1.25 17.5 サヌカイト
S19 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH28 楔形石器 3.8 4.54 0.97 16.4 サヌカイト
S20 桂ヶ谷遺跡 A地区 SK50 楔形石器 2.81 2.62 0.65 4.8 サヌカイト
S21 桂ヶ谷遺跡 A地区 SK25 楔形石器 3.38 4.2 1.15 16.4 サヌカイト
S22 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH23 石核 3.55 3.37 1.05 15.4 サヌカイト
S23 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH21 剥片 3.45 4.6 0.86 9.7 サヌカイト
S24 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH15 使用痕ある剥片 2.45 1.15 0.43 1.1 黒曜石
S25 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH21 二次加工ある剥片 2.9 3.53 0.61 5.9 サヌカイト
S26 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH02 二次加工ある剥片 3.24 3.43 0.4 4.7 サヌカイト
S27 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH09 微細剥離痕剥片 2.33 4.17 0.27 3.6 サヌカイト
S28 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH17 剥片またはナイフ形石器基部 2.32 1.6 0.56 1.4 サヌカイト
S29 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH22 剥片 4.45 3.1 1.22 13.4 チャート
S30 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH26 磨製石剣 ［9.71］ 3.29 0.84 29.8
S31 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH27 磨製石包丁 ［7.62］ 3.66 0.8 30.8 粘板岩
S32 桂ヶ谷遺跡 A地区 SK21 磨製石包丁 ［6.17］ 3.81 0.7 22.3 粘板岩
S33 桂ヶ谷遺跡 A地区 包含層 磨製石包丁 16.92 4.64 0.87 93.8 粘板岩
S34 桂ヶ谷遺跡 A地区 包含層 磨製石包丁 ［8.42］ 3.5 8.5 28.4 粘板岩
S35 桂ヶ谷遺跡 A地区 包含層 扁平片刃石斧 4.43 3.9 0.95 25.7 泥岩
S36 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH22 太型蛤刃石斧 7.2 5.95 2.0 104.0
S37 桂ヶ谷遺跡 A地区 SK03 太型蛤刃石斧 8.97 7.02 4.7 445.8
S38 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH28南東 磨石・敲石 8.9 8.4 6.05 798.0
S39 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH01-4 砥石 6.07 3.05 2.5 54.7 凝灰岩
S40 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH03-3 砥石 4.19 3.65 1.15 15.5
S41 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH17 砥石 7.7 2.1 1.5 20.0 砂岩
S42 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH15床面 砥石 9.5 9.9 2.0 112.8 砂岩
S43 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH23周溝内 砥石 6.35 2.50 2.1 43.4 凝灰岩

第22表　三釈迦山北麓遺跡群出土石製品一覧表
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 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺跡名 遺構名 器種

法量（ｃｍ）
重量（ｇ） 石材 備考

長 幅 厚
S44 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH19 砥石 7.2 7.2 3.95 118.0 凝灰岩
S45 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH23周溝内 砥石 ［8.7］ 9.4 2.9 173.3 砂岩
S46 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH28床面 砥石 36.8 9.1 9.6 5700.0
S47 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH28 砥石 12.75 5.48 4.85 311.3 砂岩
S48 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH31 不明石製品 10.0 3.25 1.8 96.4 砂岩
S49 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH31南西 砥石 17.05 10.15 5.0 1580.0 砂岩
S50 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH31 砥石 10.0 3.65 2.65 161.5 凝灰岩
S51 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH17 砥石 9.75 4.95 2.15 156.9 砂岩
S52 桂ヶ谷遺跡 A地区 包含層 砥石 6.55 3.4 2.5 87.8 砂岩
S53 桂ヶ谷遺跡 A地区 SB01 砥石 7.23 4.52 40.3 175.3 凝灰岩
S54 桂ヶ谷遺跡 B地区 SH01 石鏃未成品 3.11 1.78 0.45 1.6 サヌカイト
S55 桂ヶ谷遺跡 B地区 SK05 二次加工ある剥片 3.54 2.8 0.6 4.0 サヌカイト
S56 桂ヶ谷遺跡 B地区 SH04 微細剥離痕剥片 4.32 3.4 0.61 6.9 サヌカイト
S57 桂ヶ谷遺跡 B地区 SH04 楔形石器 2.73 4.74 1.07 10.4 サヌカイト
S58 桂ヶ谷遺跡 B地区 SK05 剥片 3.31 3.74 0.5 4.5 サヌカイト
S59 桂ヶ谷遺跡 B地区 SH04 楔形石器 2.00 3.48 0.8 4.6 サヌカイト
S60 桂ヶ谷遺跡 B地区 SH04周溝内 磨製石包丁 ［7.52］ 3.61 0.7 25.0 粘板岩
S61 桂ヶ谷遺跡 B地区 SH04周溝内 太型蛤刃石斧 11.43 56.3 3.93 352.8 輝緑岩
S62 桂ヶ谷遺跡 B地区 SH04 砥石（石斧転用） 7.17 3.79 1.95 49.7 砂岩
S63 桂ヶ谷遺跡 B地区 SH04周溝内 太型蛤刃石斧 10.82 5.49 3.86 319.9
S64 桂ヶ谷遺跡 B地区 SH04周溝内 磨石 5.95 4.9 3.95 140.1 砂岩
S65 桂ヶ谷遺跡 B地区 SH02 礎石 15.9 13.98 0.87 2480.0 −
S66 桂ヶ谷遺跡 B地区 SH01 砥石 23.10 14.81 9.45 4300.0
S67 桂ヶ谷遺跡 B地区 SH01 ｐ06 砥石 17.52 10.23 7.72 2040.0
S68 桂ヶ谷遺跡 B地区 SH02 砥石 10.2 4.83 1.83 64.9
S69 桂ヶ谷遺跡 B地区 SH04 砥石 14.56 8.29 9.6 1290 −
S70 桂ヶ谷遺跡 B地区 SH04 砥石 19.85 7.32 5.11 1157.6 −
S71 桂ヶ谷遺跡 B地区 SH04 砥石 18.62 11.07 7.32 2180.0
S72 桂ヶ谷遺跡 B地区 SH15 砥石 17.25 9.68 32.8 751.9
S73 桂ヶ谷遺跡 B地区 SH05 砥石 9.41 4.8 2.65 119.5
S74 桂ヶ谷遺跡 B地区 包含層 砥石 5.67 3.83 2.91 59.8
S75 桂ヶ谷遺跡 B地区 包含層 砥石 6.9 3.88 1.97 55.7 泥岩
S76 桂ヶ谷遺跡 D地区 段状遺構 3 石鏃 2.35 1.95 0.33 0.9 サヌカイト
S77 桂ヶ谷遺跡 D地区 SH02 石鏃 2.55 1.93 0.55 2.1 サヌカイト
S78 桂ヶ谷遺跡 D地区 SK01 磨製石剣 ［22.89］ 3.13 0.78 58.8 粘板岩 3 点が接合
S79 桂ヶ谷遺跡 D地区 SD01 磨石（石斧転用） ［11.75］ 6.6 4.8 661.9 −
S80 桂ヶ谷遺跡 D地区 SH02 磨石（石斧転用） 10.15 6.3 4.75 538.4 −
S81 桂ヶ谷遺跡 D地区 SH02 磨石 9.2 7.95 7.1 768.3 石英
S82 桂ヶ谷遺跡 E地区 包含層 剥片 2.28 2.09 0.69 3.5 チャート
S83 桂ヶ谷遺跡 E地区 SH02 敲石 8.42 5.02 4.63 225.8
S84 桂ヶ谷遺跡 E地区 包含層 敲石兼磨石 9.17 6.21 5.09 397.3
S85 桂ヶ谷遺跡 E地区 SH02 砥石 9.81 4.25 3.75 186.3
S86 桂ヶ谷遺跡 E地区 SH02 砥石 8.96 4.98 1.7 66.8
S87 桂ヶ谷遺跡 E地区 SH02 砥石 14.97 5.58 2.1 177.0 砂岩
S88 桂ヶ谷遺跡 E地区 SH02 sk02 砥石 12.3 6.72 6.78 832.6
S89 桂ヶ谷遺跡 E地区 SH02 砥石 12.61 10.26 1.66 218.0
S90 桂ヶ谷遺跡 E地区 SH04 砥石 7.8 5.45 6.63 202.6
S91 桂ヶ谷遺跡 E地区 SH05かSH04 砥石 6.3 1.97 1.45 19.5 粘板岩
S92 桂ヶ谷遺跡 E地区 SH11 砥石 12.31 1.99 1.6 39.9
S93 桂ヶ谷遺跡 E地区 SH11 砥石 14.09 4.99 ［4.14］ 287.4
S94 桂ヶ谷遺跡 E地区 SH12 台石 11.12 8.05 5.83 750.7
S95 桂ヶ谷遺跡 E地区 SH11 砥石 13.09 10.44 8.15 1142.1
S96 桂ヶ谷遺跡 E地区 包含層 砥石 17.82 8.03 8.06 1680.0
S97 桂ヶ谷遺跡 F地区 SH11 石鏃 3.35 1.95 0.49 1.8 サヌカイト
S98 桂ヶ谷遺跡 F地区 包含層 削器 5.3 2.89 0.9 11.4 サヌカイト
S99 桂ヶ谷遺跡 F地区 SH01 砥石 7.79 3.9 0.9 30.4 サヌカイト
S100 桂ヶ谷遺跡 F地区 SH04カマド 台石 15.62 10.33 6.4 1097.7 砂岩
S101 桂ヶ谷遺跡 F地区 包含層 削器? 38.73 17.5 2.18 1390.0 サヌカイト
S102 桂ヶ谷遺跡 F地区 SH05 台石 30.8 46.65 16.35 2820.0
S103 桂ヶ谷遺跡 H地区 段状遺構 2 打製石剣 ［6.29］ 3.21 1.2 25.2 サヌカイト
S104 桂ヶ谷遺跡 H地区 段状遺構 2 石鏃 ［1.5］ 1.21 0.32 0.4 サヌカイト
S105 桂ヶ谷遺跡 H地区 段状遺構東斜面 磨製石斧基部 12.1 7.0 5.0 626.0
S106 ずえが谷遺跡 B地区 SH05 石斧 9.4 5.9 2.75 206.0
S107 ずえが谷遺跡 B地区 SH05 砥石 7.5 3.65 1.7 45.0
S108 ずえが谷遺跡 B地区 包含層 砥石 15.9 5.35 4.3 498.6
S109 ずえが谷遺跡 B地区 包含層 大型蛤刃石斧 13.05 7.1 4.45 676.7
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 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺跡名 遺構名 器種

法量（ｃｍ）
重量（ｇ） 石材 備考

長 幅 厚
S110 ずえが谷遺跡 C地区 包含層 石鏃 ［2.19］ 1.92 0.38 0.9 サヌカイト
S111 ずえが谷西 1 号墳 石室内 砥石 ［5.8］ 3.65 1.5 52.9
S112 ずえが谷西 2 号墳 包含層 石鏃 1.94 1.4 0.34 0.5 サヌカイト
S113 ずえが谷西 2 号墳 包含層 使用痕ありの剥片 4.95 2.76 1.34 11.5 チャート
S114 灰高遺跡 包含層 削器 9.6 3.93 1.14 30.4 サヌカイト
S115 灰高遺跡 包含層 楔形石器 3.18 2.92 1.0 7.8 チャート
S116 灰高遺跡 包含層 楔形石器 2.45 2.72 0.95 5.1 チャート
S117 灰高遺跡 包含層 磨製石包丁 14.8 4.87 0.79 72.2 粘板岩

 ＊（　　）は復元値、［　　］は現存値

報告
№ 遺跡名 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
木質 布痕 備考

長 幅 厚
M1 桂ヶ谷墳墓群 ７号墳 鉄製品 鏃 ［5.55］ 1.8 0.4 ○
M2 桂ヶ谷遺跡 A地区 包含層 鉄製品 鏃 ［5.4］ 3.65 0.4
M3 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH04 鉄製品 刀子 ［3.15］ 1.65 0.3 ○
M4 桂ヶ谷遺跡 A地区 SH17 鉄製品 刀子 ［7.15］ 1.5 0.5 ○
M5 桂ヶ谷遺跡 A地区 包含層 鉄製品 紡錘車 3.95 4.0 高さ2.3
M6 桂ヶ谷遺跡 D地区 包含層 鉄製品 不明 ［3.0］ 1.85 0.25 ○
M7 桂ヶ谷遺跡 Ｄ地区 包含層 鉄製品 不明 ［3.0］ 1.85 0.65
M8 桂ヶ谷遺跡 E地区 SK03 鉄製品 鏃 ［11.1］ 3.15 0.35 ○
M9 桂ヶ谷遺跡 E地区 SK10（SH05内） 鉄製品 刀子 ［6.25］ 0.9 0.4
M10 桂ヶ谷遺跡 F地区 SH06 鉄製品 鏃 ［5.75］ 1.65 0.4
M11 桂ヶ谷遺跡 F地区 SH13 鉄製品 刀子 12.2 1.65 0.4
M12 桂ヶ谷遺跡 F地区 包含層 鉄製品 刀子 ［4.85］ 2.05 0.3
M13 桂ヶ谷遺跡 G地区 SH01 鉄製品 刀子 11.7 1.8 0.3 ○
M14 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 鏃 ［8.65］ 3.0 0.6
M15 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 鏃 ［8.15］ 2.25 0.5
M16 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 鏃 ［8.35］ 2.55 0.5
M17 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 鏃 ［8.1］ 2.45 0.45
M18 桂ヶ谷奥古墳 包含層 鉄製品 鏃 ［6.3］ 2.0 0.3
M19 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 鏃 図上復元（5.5） 2.6 0.3 接点なし
M20 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 鏃 ［3.45］ 1.85 0.3
M21 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 鏃 ［11.9］ 1.9 0.35
M22 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 鏃 10.3 1.9 0.25 ○
M23 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 鏃 17.5 1.0 0.35
M24 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 鏃 16.85 1.0 0.3 ○
M25 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 鏃 17.1 1.0 0.42
M26 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 鏃 18.45 0.7 0.4
M27 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 鏃 4.7 0.85 0.3
M28 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 鏃 ［7.3］ 0.5 0.3 ○
M29 桂ヶ谷奥古墳 石室内 敷石直上 鉄製品 鏃 ［8.8］ 0.4 0.35
M30 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 鏃 ［5.15］ 0.4 0.2
M31 桂ヶ谷奥古墳 石室内 敷石直上 鉄製品 鏃 ［5.2］ 0.4 0.4
M32 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 鏃 ［5.0］ 0.6 0.35 ○
M33 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 鏃 ［2.6］ 0.65 0.35
M34 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 鏃 ［2.45］ 0.6 0.28
M35 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 刀 ［30.25］ 2.45 0.75 ○
M36 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 刀子 ［10.5］ 0.95 0.45
M37 桂ヶ谷奥古墳 石室内 敷石直上 鉄製品 刀子 ［8.65］ 1.05 0.25 ○
M38 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 刀子 ［6.1］ 1.3 0.5 ○
M39 桂ヶ谷奥古墳 石室内 敷石直上 鉄製品 刀子 ［6.15］ 0.8 0.3 ○
M40 桂ヶ谷奥古墳 石室内 敷石直上 鉄製品 刀子 ［4.15］ 0.9 0.15 ○
M41 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 刀子 ［5.25］ 0.85 0.35 ○
M42 桂ヶ谷奥古墳 石室内 敷石直上 鉄製品 刀子 ［4.25］ 1.0 0.25
M43 桂ヶ谷奥古墳 石室内 鉄製品 斧 ［6.7］ 2.6 0.8
M44 桂ヶ谷奥古墳 石室内 銅製品 耳環 2.2 2.3 0.5 銀張り
M45 桂ヶ谷奥古墳 石室内 銅製品 耳環 2.2 2.5 0.5 金張り
M46 桂ヶ谷奥古墳 石室内 銅製品 耳環 2.2 2.5 0.5 金張り
M47 桂ヶ谷奥古墳 石室内 銅製品 耳環 2.95 3.25 0.75 銀張り
M48 桂ヶ谷奥古墳 石室内 銅製品 耳環 2.8 3.2 0.78 銀張り
M49 桂ヶ谷奥古墳 石室内 銅製品 耳環 2.65 3.05 0.75 金張り
M50 桂ヶ谷南古墳 石室内 鉄製品 鏃 ［11.75］ 2.85 0.45
M51 桂ヶ谷南古墳 石室内 鉄製品 鏃 14.7 2.65 0.4 ○

第23表　三釈迦山北麓遺跡群出土金属製品一覧表
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№ 遺跡名 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
木質 布痕 備考

長 幅 厚
M52 桂ヶ谷南古墳 石室内 鉄製品 鏃 ［12.15］ 2.2 0.3 ○
M53 桂ヶ谷南古墳 石室内 鉄製品 鏃 11.45 2.3 0.4 ○
M54 桂ヶ谷南古墳 石室内 鉄製品 鏃 ［3.35］ 0.5 0.45 ○
M55 桂ヶ谷南古墳 石室内 鉄製品 鏃 ［14.6］ 1.1 0.4 ○
M56 桂ヶ谷南古墳 石室内 鉄製品 鏃 （12.5） 0.9 0.3 ○
M57 桂ヶ谷南古墳 石室内 鉄製品 鏃 15.1 0.95 0.35 ○
M58 桂ヶ谷南古墳 石室内 鉄製品 鏃 ［16.5］ 1.0 0.45 ○ ○
M59 桂ヶ谷南古墳 石室内 鉄製品 鏃 19.8 1.1 0.45 ○
M60 桂ヶ谷南古墳 石室内 鉄製品 鏃 21.4 0.7 0.3 ○
M61 桂ヶ谷南古墳 石室内 鉄製品 刀子 ［13.25］ 1.5 0.85 ○
M62 桂ヶ谷南古墳 石室内 鉄製品 刀子 ［16.0］ 2.2 2.0 ○
M63 ずえが谷 ７ 号墳 主体部 鉄製品 鏃 ［6.0］ 0.5 0.3
M64 ずえが谷 ７ 号墳 主体部 鉄製品 鏃 ［5.65］ 0.6 0.4
M65 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙上面 鉄製品 鏃 ［5.65］ 0.6 0.5 ○ ○
M66 ずえが谷 ７ 号墳 主体部 鉄製品 鋸 ［22.25］ ［3.05］ 0.25 ○
M67 ずえが谷 ７ 号墳 主体部 鉄製品 刀 93.6 	 3.6 1.1
M68 ずえが谷 8 号墳 主体部 鉄製品 刀子 ［8.05］ 	 1.75 1.2 ○
M69 ずえが谷 8 号墳 主体部 鉄製品 刀子 ［4.6］ 	 1.4 0.3 ○ ○
M70 ずえが谷 8 号墳 主体部 鉄製品 剣 30.05 	 4.0 0.6 ○
M71 ずえが谷 8 号墳 主体部 鉄製品 剣 ［20.0］+［7.1］ 	 2.15 0.4 ○ 接点なし
M72 ずえが谷遺跡 B地区 １ 号墓 SX02 鉄製品 鉇 ［13.05］ 	 1.05 0.25 ○ ○
M73 ずえが谷遺跡 B地区 2 号墓 SX04 鉄製品 鉇 ［12.8］ 	 1.3 0.25 ○ ○
M74 ずえが谷遺跡 B地区 2 号墓 SX05 鉄製品 鉇 ［9.0］ 	 0.9 0.55 ○ ○
M75 ずえが谷遺跡 B地区 2 号墓 SX05 鉄製品 針 2.25 	 0.1 0.1 ○
M76 ずえが谷遺跡 B地区 3 号墓 SX10 鉄製品 鉇 ［11.6］ 	 1.75 0.25 ○ ○
M77 ずえが谷遺跡 B地区 3 号墓 SX08 鉄製品 鏃 ［9.45］ 	 2.75 0.25 ○ ○ 漆付着
M78 ずえが谷遺跡 B地区 4 号墓 SX11 鉄製品 小刃 ［5.55］ 	 1.1 0.25 ○
M79 ずえが谷遺跡 B地区 4 号墓 SX11 鉄製品 鉇 ［24.1］ 	 0.85 0.3 ○
M80 ずえが谷遺跡 B地区 4 号墓 SX12 鉄製品 鉇 ［23.4］ 	 1.1 0.3 ○ ○
M81 ずえが谷遺跡 B地区 SH03 鉄製品 剣 （13.05）+［5.5］ 3.05 ～ 2.85 0.2 ～ 0.5 接点なし
M82 ずえが谷遺跡 B地区 SH03 鉄製品 鉇 ［4.8］ 	 0.85 0.3
M83 ずえが谷遺跡 B地区 SH08 鉄製品 鎌 ［4.3］ 	 3.05 0.1
M84 ずえが谷遺跡 B地区 SH08 鉄製品 鎌 ［3.1］ 	 2.4 0.1
M85 ずえが谷遺跡 B地区 SH08 p01 鉄製品 不明 ［3.0］ 	 1.25 0.1
M86 ずえが谷遺跡 B地区 SH08 鉄製品 不明 図上復元（5.4） 	 1.3 0.1
M87 ずえが谷遺跡 B地区 SH08 鉄製品 鏃 ［2.35］ 	 1.15 0.15
M88 ずえが谷遺跡 B地区 SH08 鉄製品 不明 ［1.9］ 	 0.8 0.1 ○
M89 ずえが谷西 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［8.15］ 	 3.1 0.3
M90 ずえが谷西 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［5.3］ 	 3.3 0.35
M91 ずえが谷西 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［7.8］ 	 2.35 0.35
M92 ずえが谷西 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［5.1］ 	 2.4 0.2
M93 ずえが谷西 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［15.65］ 0.95 0.3
M94 ずえが谷西 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［12.55］ 0.95 0.35
M95 ずえが谷西 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［11.4］ 	 1.0 0.35
M96 ずえが谷西 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［13.65］ 0.95 0.3
M97 ずえが谷西 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［7.85］ 	 0.8 0.3 ○
M98 ずえが谷西 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［7.8］ 	 0.45 0.3
M99 ずえが谷西 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［5.2］ 	 0.8 0.3
M100 ずえが谷西 １ 号墳 墓道 鉄製品 鏃 ［4.85］ 	 0.65 0.3 ○
M101 ずえが谷西 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［7.8］ 	 0.5 0.4
M102 ずえが谷西 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［11.5］ 	 0.3 0.35
M103 ずえが谷西 １ 号墳 石室内 鉄製品 刀子 ［9.05］ 	（1.2） 0.4 ○
M104 ずえが谷西 １ 号墳 石室内 鉄製品 小刃 ［4.35］ 	 1.8 0.25
M105 ずえが谷西 １ 号墳 羡道部 鉄製品 鎌 ［19.95］ 	 3.95 0.25
M106 ずえが谷西 １ 号墳 石室内 銅製品 耳環 2.85 	 3.05 0.7
M107 ずえが谷西 2 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［6.8］ 	 1.9 0.3 ○
M108 ずえが谷西 2 号墳 石室内 鉄製品 鏃 11.42 	 2.85 0.4
M109 ずえが谷西 2 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［16.45］ 	 0.85 0.35 漆付着
M110 ずえが谷西 2 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［17.5］ 	 0.98 0.48 漆付着
M111 ずえが谷西 2 号墳 石室内 敷石下 鉄製品 鏃 16.0 	 0.7 0.3
M112 ずえが谷西 2 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［14.6］ 	 0.95 0.35 漆付着
M113 ずえが谷西 2 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［6.35］ 	 0.85 0.4
M114 ずえが谷西 2 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［8.55］ 	 0.45 0.32
M115 ずえが谷西 2 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［12.9］ 	 0.55 0.35 ○
M116 ずえが谷西 2 号墳 石室内 銅製品 耳環 2.5 	 2.85 0.65
M117 ずえが谷西 2 号墳 石室内 銅製品 耳環 2.4 	 2.7 0.85 金張り
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№ 遺跡名 遺構名 種類 器種

法量（㎝）
木質 布痕 備考

長 幅 厚
M118 ずえが谷西 3 号墳 石室内 鉄製品 刀子 ［11.15］ 	 1.1 0.25 ○
M119 灰高 １ 号墳 石室内 鉄製品 刀 ［56.7］ 	 3.8 0.9
M120 灰高 １ 号墳 石室内 鉄製品 刀 ［25.7］+［6.1］ 	 2.55 1.15 ○ ○ 接点なし
M121 灰高 １ 号墳 石室内 鉄製品 鍔 ［6.3］ 	（5.5） 0.4
M122 灰高 １ 号墳 石室内 鉄製品 刀子 ［6.4］ 	 1.6 0.8
M123 灰高 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 10.15 （2.75） 0.5 ○
M124 灰高 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［5.2］ 図上復元（3.1） 0.35 接点なし
M125 灰高 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［12.5］ 2.3 0.5
M126 灰高 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［5.9］ 2.25 0.55
M127 灰高 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［11.95］ 1.0 0.4
M128 灰高 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［6.8］ 0.9 0.35
M129 灰高 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［11.0］ 0.85 0.4 ○
M130 灰高 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［10.25］ 0.55 0.42
M131 灰高 １ 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［7.8］ 0.95 0.4
M132 灰高 １ 号墳 石室内 鉄製品 斧 10.3 4.2 1.2 重さ120ｇ
M133 灰高 １ 号墳 石室内 鉄製品 鋤先 ［10.8］ （4.28） （0.4）
M134 灰高 １ 号墳 石室内 鉄製品 両頭金具 （3.35） 径 0.25 最大径 0.55
M135 灰高 １ 号墳 石室内 銅製品 耳環 2.5 2.75 0.8 銀張り
M136 灰高 １ 号墳 墓道 銅製品 耳環 2.6 2.85 0.55 銀張り
M137 灰高 １ 号墳 石室内 銅製品 耳環 3.0 3.3 0.82 銀張り
M138 灰高 １ 号墳 石室内 銅製品 耳環 3.0 3.3 0.8 銀張り
M139 灰高 2 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［5.15］ 2.8 0.4
M140 灰高 2 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［6.1］ 1.7 0.35
M141 灰高 2 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［3.0］ 2.55 0.25
M142 灰高 2 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［3.75］ 0.75 0.4
M143 灰高 2 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［4.7］ 2.05 0.2
M144 灰高 2 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［6.65］ 0.6 0.3
M145 灰高 2 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［9.1］ 0.5 0.4 ○
M146 灰高 2 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［8.5］ 0.45 0.3 ○
M147 灰高 2 号墳 石室内 鉄製品 鏃 ［9.0］ 0.6 0.3
M148 灰高 2 号墳 石室内 鉄製品 釘 ［5.55］ 0.55 0.45
M149 灰高 2 号墳 石室内 鉄製品 釘 ［3.45］ 0.45 0.35 ○
M150 灰高 2 号墳 墓道 鉄製品 刀子 ［9.05］ 1.55 0.45
M151 灰高 2 号墳 墓道 鉄製品 刀子 ［3.65］ 1.25 0.4
M152 灰高 2 号墳 墓道 鉄製品 刀子 ［3.15］ 1.0 0.25 ○
M153 灰高 2 号墳 墓道 鉄製品 鋤先 ［11.7］ 3.45 0.9 ○
M154 灰高 2 号墳 墓道 鉄製品 鋤先 ［4.7］ 2.7 1.2
M155 灰高 2 号墳 墓道 銅製品 耳環 2.4 2.45 0.55 銀張り
M156 灰高 9 号墳 第 １ 主体部 鉄製品 鏃  ［4.8］+［7.8］ 1.65 0.55 ○ ○ 接点なし
M157 灰高 9 号墳 第 １ 主体部 鉄製品 鏃 ［7.3］ 1.0 0.45 ○
M158 灰高 9 号墳 第 １ 主体部 鉄製品 鏃 ［11.55］ 1.4 0.6 ○ ○
M159 灰高 9 号墳 第 １ 主体部 鉄製品 鏃 ［7.65］ 1.15 0.35
M160 灰高 9 号墳 第 １ 主体部 鉄製品 鏃 ［10.4］ 1.05 0.3 ○
M161 灰高 9 号墳 第 １ 主体部 鉄製品 鏃 ［6.2］ 1.0 0.3
M162 灰高 9 号墳 第 １ 主体部 鉄製品 鏃 6.2 1.55 0.45
M163 灰高 9 号墳 第 １ 主体部 鉄製品 鏃 ［9.1］ 2.1 0.5 ○
M164 灰高 9 号墳 第 １ 主体部 鉄製品 鏃 ［9.8］ 0.85 0.35 ○
M165 灰高 9 号墳 第 １ 主体部 鉄製品 鏃 ［10.85］ 3.2 0.35 ○ ○
M166 灰高遺跡 SH11 sk11 鉄製品 鉇 11.8 1.15 0.3
M167 灰高遺跡 包含層 鉄製品 刀子 ［8.8］ 1.4 0.4 ○
M168 灰高遺跡 包含層 銅銭 寛永通宝
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J1 桂ヶ谷遺跡 B地区 SH01 管玉 26.4 15.0 6.7 8.4 淡い緑～水色 石製
J2 桂ヶ谷奥古墳 石室内 勾玉 39.0 25.5 1.0 ～ 3.5 12.6 白～茶褐 瑪瑙
J3 桂ヶ谷奥古墳 石室内 勾玉 30.0 20.0 1.5 ～ 3.0 5.5 赤褐（半透明） 瑪瑙
J4 桂ヶ谷奥古墳 石室内 勾玉 27.5 17.0 2.0 4.8 白･灰 石
J5 桂ヶ谷奥古墳 石室内 勾玉 18.5 12.0 2.5 1.3 暗灰色 滑石
J6 桂ヶ谷奥古墳 石室内 勾玉 16.5 10.5 1.5 0.9 白に暗灰 石
J7 桂ヶ谷奥古墳 石室内 管玉 32.0 12.5 3.5 8.2 深緑 碧玉
J8 桂ヶ谷奥古墳 石室内 管玉 29.5 7.5 1.0 ～ 3.0 2.0 緑灰 緑色凝灰岩
J9 桂ヶ谷奥古墳 石室内 管玉 18.5 5.0 1.0 ～ 2.5 0.8 濃緑 碧玉
J10 桂ヶ谷奥古墳 石室内 管玉 18.5 8.5 1.0 ～ 2.5 2.1 濃緑 碧玉
J11 桂ヶ谷奥古墳 石室内 切子玉 18.0 15.5 1.5 ～ 3.5 4.8 半透明 水晶
J12 桂ヶ谷奥古墳 石室内 棗玉 11.5 8.0 2.0 0.4 黒 埋木
J13 桂ヶ谷奥古墳 石室内 棗玉 13.0 7.0 2.0 0.4 黒 埋木
J14 桂ヶ谷奥古墳 石室内 棗玉 14.5 8.5 2.5 0.5 黒 埋木
J15 桂ヶ谷奥古墳 石室内 丸玉 6.5 8.5 1.5 ～ 2.0 0.5 コバルトブルー ガラス
J16 桂ヶ谷奥古墳 石室内 丸玉 6.0 8.0 2.0 0.4 青 ガラス
J17 桂ヶ谷奥古墳 石室内 丸玉 8.5 11.5 3.0 1.1 茶
J18 桂ヶ谷奥古墳 石室内 丸玉 9.5 11.0 1.0 ～ 2.0 1.5 コバルトブルー ガラス
J19 桂ヶ谷奥古墳 石室内 小玉 5.5 7.5 1.5 0.4 コバルトブルー ガラス
J20 桂ヶ谷奥古墳 石室内 小玉 4.0 6.0 2.0 0.2 青 ガラス
J21 桂ヶ谷奥古墳 石室内 小玉 4.5 6.0 1.0 0.2 黄 ガラス
J22 桂ヶ谷奥古墳 石室内 小玉 4.5 5.0 1.5 0.1 青 ガラス
J23 桂ヶ谷奥古墳 石室内 小玉 4.0 6.0 2.5 ～ 3.0 0.1 青緑 ガラス
J24 桂ヶ谷奥古墳 石室内 小玉 5.0 5.0 2.0 0.2 青緑 ガラス
J25 桂ヶ谷奥古墳 石室内 小玉 5.5 8.5 2.0 0.4 コバルトブルー ガラス
J26 桂ヶ谷奥古墳 石室内 小玉 3.5 4.5 1.5 0.1 ブルー ガラス
J27 桂ヶ谷奥古墳 石室内 小玉 2.5 4.5 1.5 0.1以下 青 ガラス
J28 桂ヶ谷奥古墳 石室内 小玉 3.5 4.0 1.0 0.1 黄 ガラス
J29 桂ヶ谷奥古墳 石室内 小玉 4.0 5.5 1.5 0.2 ブルーグレー ガラス
J30 桂ヶ谷奥古墳 石室内 小玉 3.5 5.0 2.0 0.1 青 ガラス
J31 桂ヶ谷奥古墳 石室内 小玉 2.5 5.5 1.5 0.1 ブルー ガラス
J32 桂ヶ谷奥古墳 石室内 小玉 3.5 5.5 1.5 0.1 青 ガラス
J33 桂ヶ谷奥古墳 石室内 小玉 3.5 4.5 1.5 0.1以下 青 ガラス
J34 桂ヶ谷奥古墳 石室内 小玉 2.5 5.0 1.5 0.1 コバルトブルー ガラス
J35 桂ヶ谷奥古墳 石室内 小玉 3.0 5.0 1.5 0.1以下 青緑 ガラス
J36 桂ヶ谷奥古墳 石室内 小玉 3.0 5.5 1.5 0.2 暗灰～茶褐 滑石
J37 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 勾玉 37.5 24.5 2.0 ～ 3.0 12.4 深緑 碧玉
J38 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 勾玉 35.0 21.5 2.5 ～ 4.0 9.1 深緑 碧玉
J39 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 勾玉 35.0 20.0 1.5 ～ 3.0 8.4 深緑 碧玉
J40 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 管玉 27.0 5.0 2.0 0.7 うすい緑灰 軟玉
J41 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 管玉 26.5 6.0 2.5 1.3 うすい緑灰 軟玉
J42 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 管玉 25.5 6.5 2.0 1.4 うすい緑灰 軟玉
J43 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 管玉 22.5 6.0 3.5 1.0 淡い青灰 軟玉
J44 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 管玉 22.0 5.0 2.0 0.7 うすい緑灰 軟玉
J45 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 管玉 21.5 6.0 2.5 ～ 3.0 1.0 うすい緑灰 軟玉
J46 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 管玉 21.0 8.0 2.5 1.0 うすい緑灰 緑色凝灰岩
J47 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 管玉 21.0 6.5 1.0 ～ 2.5 0.7 うすい緑灰 緑色凝灰岩
J48 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 管玉 20.0 5.0 2.5 0.8 うすい緑灰 軟玉
J49 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 管玉 19.5 6.5 1.0 ～ 3.0 0.8 淡い緑 緑色凝灰岩
J50 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 管玉 19.5 6.5 1.5 ～ 2.5 0.6 うすい緑灰 緑色凝灰岩
J51 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 管玉 19.0 5.0 2.0 0.7 うすい緑灰 緑色凝灰岩
J52 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 管玉 18.0 5.0 1.5 ～ 2.0 0.6 うすい緑灰 軟玉
J53 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 管玉 17.5 6.5 1.5 ～ 2.5 0.5 うすい緑青 緑色凝灰岩
J54 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 管玉 16.0 5.5 1.5 ～ 3.5 0.5 うすい緑灰 緑色凝灰岩
J55 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 管玉 17.0 5.0 2.0 0.7 うすい緑灰 碧玉?
J56 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 管玉 13.5 5.0 2.5 0.5 青灰 軟玉?
J57 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 管玉 14.0 7.0 1.5 ～ 2.5 0.5 うすい緑灰 緑色凝灰岩
J58 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 管玉 13.5 5.0 2.0 0.6 うすい緑灰青灰 軟玉
J59 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 丸玉 5.5 8.0 2.0 0.4 コバルトブルー ガラス
J60 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 丸玉 5.0 6.0 1.5 0.3 青緑 ガラス
J61 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.0 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J62 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.5 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J63 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 6.5 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J64 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.0 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J65 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 3.5 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J66 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.0 4.0 1.0 測定不能 緑 ガラス

第24表　三釈迦山北麓遺跡群出土玉類一覧表
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J67 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.5 1.0 測定不能 緑 ガラス
J68 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 3.0 1.5 測定不能 水色 ガラス
J69 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.0 5.0 1.5 測定不能 コバルトブルー ガラス
J70 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.0 4.0 1.5 測定不能 コバルトブルー ガラス
J71 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 4.0 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J72 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 4.0 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J73 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 4.0 4.5 1.0 0.1 コバルトブルー ガラス
J74 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.0 3.5 1.0 測定不能 緑 ガラス
J75 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.0 5.0 1.0 0.1 コバルトブルー ガラス
J76 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 4.0 1.0 測定不能 緑 ガラス
J77 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 3.5 1.5 測定不能 コバルトブルー ガラス
J78 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.0 3.5 1.0 測定不能 青緑 ガラス
J79 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.0 3.0 1.0 測定不能 青緑 ガラス
J80 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 5.0 4.0 1.5 0.1 青緑 ガラス
J81 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.5 5.5 2.0 0.2 青緑 ガラス
J82 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 5.5 4.5 1.5 0.1 青緑 ガラス
J83 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 6.0 2.0 0.1 淡い青灰 緑色凝灰岩
J84 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 4.0 5.0 1.5 0.2 青 ガラス
J85 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.0 5.0 1.5 0.1 青緑 ガラス
J86 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 5.0 2.0 0.1 緑 ガラス
J87 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 4.5 0.1 測定不能 黄緑 ガラス
J88 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.5 4.5 1.0 0.1 青緑 ガラス
J89 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.0 4.5 1.0 測定不能 緑 ガラス
J90 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.0 5.0 1.5 0.1 緑 ガラス
J91 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.0 4.5 1.5 0.1 青緑 ガラス
J92 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.5 1.0 測定不能 うすい緑 ガラス
J93 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.0 4.5 1.0 測定不能 青緑 ガラス
J94 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.5 1.0 測定不能 水色 ガラス
J95 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.0 4.0 0.5 測定不能 黄緑 ガラス
J96 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 4.0 1.0 測定不能 黄緑 ガラス
J97 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.0 4.5 1.5 測定不能 ブルー ガラス
J98 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 4.0 1.0 測定不能 青緑 ガラス
J99 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 3.5 1.0 測定不能 トルコブルー ガラス
J100 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.0 4.0 1.5 測定不能 エメラルドグリーン ガラス
J101 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 3.5 1.0 測定不能 グリーン ガラス
J102 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.5 1.0 測定不能 水色 ガラス
J103 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 4.0 5.0 1.5 測定不能 緑 ガラス
J104 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 4.0 2.0 測定不能 青緑 ガラス
J105 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 3.5 1.0 ～ 1.5 測定不能 黄緑 ガラス
J106 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 3.5 1.0 測定不能 緑 ガラス
J107 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.0 3.5 1.0 測定不能 ブルー ガラス
J108 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 3.5 1.0 測定不能 緑 ガラス
J109 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 3.0 1.0 測定不能 水色 ガラス
J110 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.0 1.0 測定不能 青緑 ガラス
J111 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.0 4.0 1.0 0.1 黄緑 ガラス
J112 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 3.5 2.0 測定不能 空色 ガラス
J113 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 4.0 1.5 測定不能 黄緑 ガラス
J114 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.5 1.0 測定不能 青緑 ガラス
J115 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.5 1.0 測定不能 黄緑 ガラス
J116 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 4.0 1.5 測定不能 空色 ガラス
J117 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 4.0 4.5 2.0 0.2 藍色 ガラス
J118 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 4.5 4.0 1.0 0.1 藍色 ガラス
J119 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 4.5 5.0 2.0 0.2 コバルトブルー ガラス
J120 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.5 4.5 2.0 0.1 コバルトブルー ガラス
J121 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.5 1.5 測定不能 コバルトブルー ガラス
J122 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 4.0 1.0 測定不能 青 ガラス
J123 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.0 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J124 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 4.0 1.5 測定不能 コバルトブルー ガラス
J125 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 3.5 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J126 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.5 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J127 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 3.5 1.5 測定不能 コバルトブルー ガラス
J128 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.0 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J129 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.0 4.5 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J130 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 6.5 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J131 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 4.5 1.5 測定不能 コバルトブルー ガラス
J132 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.0 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
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J133 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 4.0 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J134 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.5 1.5 測定不能 コバルトブルー ガラス
J135 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 3.5 1.0 ～ 1.5 測定不能 コバルトブルー ガラス
J136 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.0 4.0 1.5 0.1 青 ガラス
J137 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.5 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J138 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 3.5 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J139 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.0 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J140 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.0 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J141 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.0 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J142 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 3.5 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J143 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.5 4.5 1.5 測定不能 コバルトブルー ガラス
J144 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 3.5 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J145 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.0 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J146 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.0 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J147 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 4.0 1.5 測定不能 コバルトブルー ガラス
J148 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.0 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J149 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 3.0 3.5 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J150 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 3.0 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J151 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 1.5 4.0 1.5 測定不能 コバルトブルー ガラス
J152 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.5 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J153 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 3.5 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J154 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.0 3.0 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J155 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 3.5 1.0 測定不能 コバルトブルー ガラス
J156 ずえが谷 ７ 号墳 墓壙南 小玉 2.5 3.5 1.5 測定不能 コバルトブルー ガラス
J157 灰高 ２ 号墳 墓道 管玉 28.5 11.5 1.0 ～ 3.5 6.9 深緑 碧玉
J158 灰高 ２ 号墳 墓道 管玉 30.0 11.5 1.0 ～ 3.5 7.3 深緑 碧玉
J159 灰高 ２ 号墳 墓道 管玉 26.5 9.5 1.0 ～ 3.5 4.1 深緑 碧玉
J160 灰高 ２ 号墳 SK01 管玉 32.0 11.5 3.0 8.6 深緑 碧玉
J161 灰高 ２ 号墳 SK01 管玉 28.0 9.0 1.0 ～ 4.0 4.6 緑 碧玉
J162 灰高 ２ 号墳 SK01 管玉 29.0 11.0 1.0 ～ 3.5 7.6 深緑 碧玉
J163 灰高 ２ 号墳 包含層 管玉 28.5 10.0 1.0 ～ 4.0 4.5 深緑 碧玉
J164 灰高 ２ 号墳 SK01 丸玉 6.0 8.5 2.0 0.6 コバルトブルー ガラス
J165 灰高 ２ 号墳 SK01 丸玉 7.0 9.0 3.0 ～ 3.5 0.6 藍色 ガラス
J166 灰高 ２ 号墳 SK01 小玉 4.5 6.5 2.0 0.3 青 ガラス
J167 灰高 ２ 号墳 SK01 小玉 3.5 4.5 2.0 0.1 灰白 滑石
J168 灰高 ２ 号墳 SK01 小玉 3.0 5.0 2.0 0.1 灰白 滑石
J169 灰高 ９ 号墳 第 ２ 主体部 管玉 23.5 9.5 1.0 ～ 3.0 4.0 深緑 碧玉
J170 灰高遺跡 SH10床面 管玉 26.5 9.5 2.5 ～ 3.0 3.4 緑灰 滑石
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図版 17　　　
ＳＨ01
 1. 7.5YR 4/3 褐 シルト質極細砂（～ 2㎝の礫を含む）
 2. 7.5YR 4/4 褐  粗砂混じりシルト質極細砂
  （～ 1㎝の礫を含む）
 3. 7.5YR 4/4 褐 シルト質極細砂（～ 5㎜の礫を含む）
 4. 10YR 4/3 にぶい黄褐 粗砂混じりシルト質極細砂
 5. 10YR 5/4 にぶい黄褐 極細砂（～ 1㎝の礫を多く含む）
 6. 10YR 4/4 褐  粗砂混じりシルト質極細砂
  （～ 3㎝の礫を多く含む）
　　　

ＳＨ01 C-C'　　　
 1. 10YR 5/4 にぶい黄褐 細礫混じりシルト質極細砂（柱痕跡）
 2. 10YR 5/3 にぶい黄褐 細礫および粗砂混じりシルト質極細砂
 3. 10YR 4/4 褐 細礫および粗砂混じり極細砂
　　　

ＳＨ02　　　
 1. 10YR 3/3 暗褐 細礫混じりシルト質極細砂
 2. 10YR 4/3 にぶい黄褐 粗砂混じりシルト質極細砂
 3. 10YR 2/3 黒褐  細礫混じりシルト質極細砂
  （土器を多く含む）
 4. 10YR 4/4 褐 細礫混じりシルト質極細砂
 5. 10YR 4/3 にぶい黄褐 細礫混じりシルト質極細砂（炭を含む）
 6. 10YR 2/2 黒褐 シルト質極細砂
　　　

ＳＨ02 B-B',C-C'　　　
 1. 10YR 4/3 にぶい黄褐 細礫混じりシルト質極細砂
 2. 10YR 4/3 にぶい黄褐 細礫および粗砂混じりシルト質極細砂
 3. 10YR 4/3 にぶい黄褐 シルト混じり極細砂
 4. 10YR 5/4 にぶい黄褐 粗砂およびシルト混じり極細砂
　　　

ＳＨ02 中央土坑 D-D'　　　
 1. 10YR 3/3 暗褐  細礫混じりシルト質極細砂
  （土器および炭を含む）
 2. 10YR 4/3 にぶい黄褐 粗砂混じりシルト質極細砂
 3. 10YR 4/4 褐 粗砂混じりシルト質極細砂
 4. 10YR 3/3 暗褐 シルト質極細砂（～ 1㎝の礫を含む）
 5. 10YR 4/3 にぶい黄褐 粗砂混じりシルト質極細砂
 6. 10YR 4/3 にぶい黄褐 極細砂
 7. 7.5YR 4/3 褐 シルト質極細砂（炭を含む）
　　　

図版 18　　　
ＳＨ03 B-B'　　　
 1. 7.5YR 3/2 黒褐  シルト質極細砂
  （～ 1㎝の礫および土器を含む）
 2. 10YR 3/4 暗褐  粗砂混じりシルト質極細砂
  （～ 1㎝の礫を含む）
 3. 10YR 3/4 暗褐 シルト質極細砂
   （～ 1㎝の礫および土器、炭をわずか

に含む）
 4. 10YR 3/2 黒褐 シルト質極細砂（～ 5㎜の礫を含む）
 5. 10YR 3/4 暗褐 粗砂混じりシルト質極細砂
  （土器および炭をわずかに含む）
 6. 10YR 2/3 黒褐 シルト質極細砂（土器および炭を含む）
 7. 10YR 3/3 暗褐  粗砂混じりシルト質極細砂
  （土器をわずかに含む）
 8. 10YR 4/3 にぶい黄褐  細礫混じりシルト質極細砂
  （土器をわずかに含む）
 9. 10YR 3/3 暗褐  粗砂混じりシルト質極細砂
  （～ 5㎜の礫を含む）
10.  中央土坑堆積土（ 1～ 3）
11. 7.5YR 3/3　黒褐  シルト質極細砂
  （～ 2 ㎝の礫および土器を含む）
　　　

ＳＨ03 A-A',C-C'　　　
 1. 10YR 4/2 灰黄褐 細礫および粗砂混じりシルト質極細砂
 2. 10YR 4/3 にぶい黄褐  細礫および粗砂混じりシルト質極細砂

（炭を含む）
 3. 10YR 3/4 暗褐  細礫およびシルト混じり極細砂
  （炭を含む）

図版 19
ＳＨ04 B-B'　　　
 1. 10YR 2/1 黒 細礫混じり極細砂
 2. 10YR 3/2 黒褐  シルト混じり極細砂
  （黄褐色粗砂を含む）
 3. 10YR 3/3 暗褐 細礫混じり極細砂
 4. 10YR 3/1 黒褐  細礫およびシルト混じり極細砂
  （黄褐色粗砂を含む）

 5. 10YR 3/2 黒褐  細礫およびシルト混じり極細砂
  （炭を含む）
 6. 10YR 4/2 灰黄褐  細礫混じり極細砂
  （黄褐色粗砂および炭を含む）
 7. 10YR 4/3 にぶい黄褐 中礫混じり極細砂
 8. 10YR 5/3 にぶい黄褐　細礫およびシルト混じり極細砂
 9. 10YR 3/4 暗褐 砂礫混じり極細砂
10. 10YR 5/4 にぶい黄褐 シルト混じり極細砂
11. 10YR 3/4 暗褐 細礫混じりシルト質極細砂（炭を含む）
　　　

図版 20
ＳＨ05 A-A'
 1. 7.5YR 4/4 褐  粗砂混じりシルト質極細砂
  （～ 5㎝の礫を含む）
 2. 10YR 3/4 暗褐  シルト混じり極細砂
  （～ 5㎜の礫を含む）
 3. 7.5YR 4/3 褐  シルト質極細砂
  （～ 2㎝の礫をわずかに含む）
 4. 10YR 4/4 褐 中砂混じりシルト質極細砂
  （～5㎜の礫をわずかに含む）
 5. 10YR 4/4 褐 シルト混じり極細砂
 6. 7.5YR 4/4 褐 極細砂
　　　

ＳＨ07 B-B',D-D'　　　
 1. 7.5YR 4/4 褐 粗砂混じり極細砂
 2. 7.5YR 4/3 褐 粗砂混じりシルト質極細砂
  （～ 2㎝の礫をわずかに含む）
 3. 7.5YR 5/4 にぶい褐 シルト質極細砂
 4. 7.5YR 4/4 褐 極細砂（～ 5㎜の礫をわずかに含む）
 5. 10YR 4/4 褐 シルト質極細砂（炭をわずかに含む）
 6. 10YR 4/3 にぶい黄褐  シルト質極細砂
  （土器および炭をわずかに含む）
 7. 5YR 4/4 にぶい赤褐 極細砂（焼土層／炭をわずかに含む）
 8. 7.5YR 4/3 褐  粗砂およびシルト混じり極細砂
  （～ 1㎝の礫を含む）
 9. 7.5YR 4/3 褐  シルト混じり極細砂
  （～ 2㎝の礫を含む）
10. 10YR 4/4 褐 シルト質極細砂
　　　

ＳＨ07 A-A',C-C'　　　
 1. 10YR 4/6 褐 中礫および細礫混じり細砂
 2. 10YR 5/4 にぶい黄褐 細礫およびシルト混じり極細砂
 3. 10YR 5/4 にぶい黄褐 細礫およびシルト混じり極細砂
 4. 10YR 4/4 褐 細礫混じりシルト質極細砂
 5. 10YR 5/4 にぶい黄褐 細礫混じりシルト質極細砂
　　　

図版 21
ＳＨ06 A-A',B-B'
 1. 10YR 2/3 黒褐 中砂混じり極細砂
 2. 10YR 3/1 黒褐 シルト質極細砂
 3. 10YR 3/2 黒褐 シルト混じり極細砂
 4. 10YR 3/2 黒褐 粗砂混じりシルト質極細砂
 5. 10YR 5/4 にぶい黄褐 シルト質極細砂
 6. 10YR 3/2 黒褐 細礫混じり極細砂
 7. 10YR 5/4 にぶい黄褐　極細砂（細礫をわずかに含む）
 8. 10YR 4/2 灰黄褐 シルト質極細砂（炭をわずかに含む）
 9. 10YR 5/3 にぶい黄褐 粗砂混じり極細砂
10. 10YR 4/3 にぶい黄褐 細礫およびシルト混じり極細砂
11. 10YR 3/2 黒褐 粗砂混じりシルト質極細砂
12. 10YR 4/3 にぶい黄褐 粗砂混じりシルト質極細砂
13. 10YR 5/3 にぶい黄褐 細礫混じりシルト質極細砂
14. 10YR 5/3 にぶい黄褐　細礫混じりシルト質極細砂
15. 10YR 4/2 灰黄褐 粗砂混じりシルト質極細砂
16. 10YR 4/3 にぶい赤褐 極細砂
17. 10YR 5/4 にぶい黄褐 細礫混じりシルト質極細砂
18. 10YR 4/4 褐 粗砂混じりシルト質極細砂
19. 10YR 5/4 にぶい黄褐 細礫混じりシルト質極細砂
20. 10YR 2/2 黒褐 細礫混じりシルト質極細砂
21. 7.5YR 4/4　褐 細礫混じり極細砂
22. 10YR 3/2 黒褐 シルト混じり極細砂
23. 10YR 3/2 黒褐 粗砂およびシルト混じり極細砂
24. 10YR 4/2 灰黄褐 シルト質極細砂
25. 10YR 4/3 にぶい黄褐 中礫混じり極細砂
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図版 26
ＳＨ14 C-C'
 1. 7.5YR 4/1 褐灰 砂質シルト
 2. 10YR 6/2 灰黄褐 粗砂混じりシルト（～ 1㎝の礫を含む）
 3. 10YR 7/3 にぶい黄褐 粗砂混じりシルト
 4. 10YR 6/1 褐灰 砂質シルト
 5.  中央土坑堆積土（ 1～ 3）
　　　

ＳＨ14 中央土坑 D-D'
 1. 10YR 3/4 にぶい黄褐 中礫混じりシルト質極細砂
 2. 10YR 3/3 暗褐 細礫混じりシルト質極細砂
 3. 10YR 3/4 にぶい黄褐 シルト質極細砂

ＳＨ14 A-A',B-B'
 1. 10YR 3/2 黒褐 中礫混じり細砂
 2. 10YR 3/4 暗褐 細礫混じりシルト質極細砂
 3. 10YR 4/4 褐 中礫混じり細砂
 4. 10YR 4/4 褐 細礫混じり細砂
 5. 10YR 4/3 にぶい褐 細礫および粗砂混じり細砂
 6. 10YR 4/4 褐 粗砂混じりシルト質極細砂
　　　

図版 28
ＳＨ17 B-B'
 1.　10YR 2/2 黒褐  極細砂
  （土器および明黄褐色粒を多量に含む）
 2.　10YR 3/4 暗褐 極細砂
   （～ 3㎝の礫および明黄褐色粒を多量

に含む）
 3.　10YR 4/3 にぶい黄褐 極細砂～細砂
   （～ 2㎝の礫および明黄褐色粒を多量

に含む）
 4.　10YR 4/4 褐 極細砂（～ 1㎝の礫を多く含む）
 5.　10YR 4/3 にぶい黄褐  極細砂
  （～ 1㎝の礫および土器を含む）
 6.  中央土坑堆積土（ 1～ 5）
　　　

図版 31　　　
ＳＨ20・21 A-A',B-B'　　　
 1.　10YR 3/2 黒褐  極細砂～細砂
  （～ 1㎝の礫をわずかに含む）
 2.　10YR 4/3  にぶい黄褐  極細砂～細砂
  （～ 1㎝の礫をわずかに含む）
 3.　10YR 3/3 暗褐 極細砂
 4.　10YR 3/2 黒褐  極細砂～細砂
  （～ 5㎜の礫をわずかに含む）
 5.　10YR 3/3 暗褐 極細砂～細砂
 6.　10YR 2/2 黒褐  極細砂（～ 5㎜の礫をわずかに含む）
 7.　10YR 3/3　暗褐 極細砂
 8.　10YR 4/4 褐  細砂
  （黄褐色粒および炭をわずかに含む）
 9.　10YR 5/4 にぶい黄褐  細砂～中砂
  （～ 1㎝の礫をわずかに含む）
10.　10YR 3/4 暗褐 極細砂（～ 5㎜の礫をわずかに含む）
11.　10YR 3/3 暗褐  極細砂～細砂
  （～ 1㎝の礫をわずかに含む）
12.　10YR 4/3 にぶい黄褐  極細砂～細砂
  （～ 1㎝の礫および炭を含む）
13.　10YR 4/3 にぶい黄褐 極細砂～細砂
14.　10YR 4/3 にぶい黄褐 極細砂（～ 1㎝の礫をわずかに含む）
　　　

図版 34　　　
ＳＨ26 C-C'　　　
 1.　10YR 3/2 黒褐  極細砂～細砂
  （明黄褐色粒および炭を多く含む）
 2.　10YR 4/4 褐 細砂
 3.　10YR 5/4 にぶい黄褐 細砂（黄褐色粒および炭を多く含む）
 4.　10YR 4/3 にぶい黄褐 細砂
 5.　10YR 4/3 にぶい黄褐 細砂（黄褐色塊を多く含む）
 6.  中央土坑堆積土（ 1～ 3）
　　　

ＳＨ26 中央土坑 D-D'　　　
 1.　10YR 3/2 黒褐 極細砂（～ 2㎝の礫を多く含む）
 2.　10YR 5/4 にぶい黄褐  細砂
  （～ 1㎝の礫および炭をわずかに含む）
 3.　10YR 3/3 暗褐 極細砂（炭を含む）
　　　

ＳＨ28 C-C'　　　
 1.　10YR 3/3 暗褐 極細砂
 2.　10YR 2/1 黒 極細砂（明黄褐色粒を含む）
 3.　10YR 2/2 黒褐 極細砂（明褐色粒を含む）
 4.　10YR 3/2 黒褐 極細砂
 5.　10YR 3/3 暗褐 細砂
 6.　10YR 4/6 褐 極細砂（明黄褐色粒を含む）
 7.　10YR 4/3 にぶい黄褐 極細砂
 8.　10YR 4/3 にぶい黄褐  極細砂～細砂
  （～ 5㎜の礫をわずかに含む）
 9.  中央土坑堆積土（ 1～ 4）
　　　

ＳＨ28 中央土坑 D-D'　　　
 1.　10YR 2/2 黒褐  極細砂
  （～ 1㎝の礫および黄褐色粒を含む）
 2.　10YR 5/3 にぶい黄褐  極細砂～細砂
  （～ 5㎜の礫および炭を含む）
 3.　10YR 4/3 にぶい黄褐 細砂（～ 2㎝の礫を多く含む）
 4.　10YR 5/3 にぶい黄褐 極細砂

図版 36　　　
ＳＨ30・31 B-B'　　　
 1.　10YR 4/3 にぶい黄褐 極細砂（炭を含む）
 2.　10YR 5/3 にぶい黄褐  極細砂～細砂
  （～ 5㎜の礫および炭を含む）
 3.　10YR 4/3 にぶい黄褐 極細砂～細砂
 4.　10YR 3/3 暗褐 極細砂
 5.　10YR 3/3 暗褐 極細砂～細砂
 6.　10YR 4/3 にぶい黄褐 極細砂
　　　

図版 39
ＳＢ01
 1.　10YR 2/2 黒褐  中礫混じりシルト質極細砂
  （黄褐色粒を含む）
 2.　10YR 2/2 黒褐 粗砂混じり極細砂（柱痕跡）
 3.　10YR 3/1 黒褐 粗砂およびシルト混じり極細砂
 4.　10YR 2/1 黒 シルト混じり極細砂（赤褐色粒を含む）
 5.　10YR 2/2 黒褐 極細砂（褐色粒を多く含む）
 6.　10YR 2/2 黒褐  粗砂混じりシルト質極細砂
  （黄褐色粒を含む）
 7.　10YR 2/3 黒褐 細礫混じり極細砂（黄褐色粒を含む）
 8.　10YR 3/2 黒褐  細礫およびシルト混じり極細砂
  （黄褐色粒を含む）
 9.　10YR 2/3  黒褐 シルト質極細砂（柱痕跡）
10.　10YR 5/4 にぶい黄褐 細礫混じりシルト質極細砂
11.　10YR 2/3 黒褐  粗砂およびシルト混じり極細砂
  （黄褐色粒を含む）
12.　10YR 2/2 黒褐 中礫および粗砂混じりシルト質極細砂
  （黄褐色粒を含む）
13.　10YR 2/2 黒褐 細礫混じり極細砂（黄褐色粒を含む）
14.　10YR 2/3 黒褐  粗砂混じりシルト質極細砂
  （黄褐色粒を含む）
　　　

ＳＢ02　　　
 1.　10YR 2/2 黒褐 中礫混じり極細砂（黄褐色粒を含む）
 2.　10YR 2/2 黒褐 細礫混じり極細砂
 3.　10YR 3/4 暗褐 極細砂
 4.　10YR 3/3 暗褐 細礫混じり極細砂（黄褐色粒を含む）
 5.　10YR 2/2 黒褐 粗砂混じり極細砂（黄褐色粒を含む）
 6.　10YR 3/2 黒褐 極細砂
 7.　10YR 3/3 暗褐 細礫混じり極細砂（黄褐色粒を含む）
 8.　10YR 3/3 暗褐 極細砂
 9.　10YR 2/2 黒褐 極細砂（黄褐色粒を含む）
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図版 40　　　
ＳＢ03　　　
 1.　10YR 2/2 黒褐  粗砂混じりシルト質極細砂
  （黄褐色粒を含む）
 2.　10YR 3/2 黒褐  粗砂混じりシルト質極細砂
  （黄褐色粒を含む）
 3.　10YR 3/2 黒褐 細礫およびシルト混じり極細砂
 4.　10YR 3/2 黒褐 細礫混じり極細砂
 5.　10YR 4/2 灰黄褐 粗砂混じりシルト質極細砂
 6.　10YR 2/2 黒褐 シルト質極細砂（黄褐色粒を含む）
 7.　10YR 3/2 黒褐 粗砂混じりシルト質極細砂
 8.　10YR 2/2 黒褐 細礫混じりシルト質極細砂
 9.　10YR 2/3 黒褐  粗砂混じりシルト質極細砂
  （黄褐色粒を含む）
　　　

ＳＢ04　　　
 1.　10YR 3/2 黒褐 粗砂混じりシルト質極細砂
 2.　10YR 3/2 黒褐 細礫およびシルト混じり極細砂
 3.　10YR 3/3 暗褐 細礫および粗砂混じり極細砂
 4.　10YR 2/3 黒褐 粗砂混じり極細砂（黄褐色粒を含む）
 5.　10YR 3/2 黒褐 粗砂混じりシルト質極細砂
 6.　10YR 3/2 黒褐  細礫混じりシルト質極細砂
  （黄褐色粒を含む）
 7.　10YR 3/4 暗褐 シルト混じり極細砂
 8.　10YR 3/3 暗褐 極細砂
 9.　10YR 3/2 黒褐 細礫およびシルト混じり極細砂
10.　10YR 4/3 にぶい黄褐 細礫混じりシルト質極細砂
11.　10YR 4/2 灰黄褐 粗砂混じりシルト質極細砂
12.　10YR 4/3 にぶい黄褐 細礫混じりシルト質極細砂
13.　10YR 4/2 灰黄褐 細礫混じりシルト質極細砂
14.　10YR 3/2 黒褐 細礫混じりシルト質極細砂
15.　10YR 4/2 灰黄褐 細礫およびシルト混じり極細砂
16.　10YR 3/2 黒褐  細礫混じりシルト質極細砂
  （黄褐色粒を含む）

図版 41　　
ＳＢ05　　　
 1. 10YR 3/3 暗褐 細礫およびシルト混じり極細砂
 2. 10YR 5/3 にぶい黄褐 細礫およびシルト混じり極細砂
 3. 10YR 4/3 にぶい黄褐 細礫およびシルト混じり極細砂
 4. 10YR 5/3 にぶい黄褐 中礫および細礫混じり極細砂
 5. 10YR 3/3 暗褐 細礫混じりシルト質極細砂
 6. 10YR 5/3 にぶい黄褐 中礫および細礫混じり極細砂
 7. 10YR 4/2 灰黄褐 中礫および細礫混じりシルト質極細砂
 8. 10YR 3/3 暗褐 細礫混じりシルト質極細砂（柱痕跡）
 9. 10YR 5/4 にぶい黄褐 中礫および細礫混じりシルト質極細砂
10. 10YR 5/2 灰黄褐 細礫混じりシルト質極細砂
11. 10YR 5/4 にぶい黄褐　細礫およびシルト混じり極細砂
12. 10YR 4/3 にぶい黄褐 細礫混じり極細砂（柱痕跡）
13. 10YR 5/3 にぶい黄褐  細礫混じりシルト質極細砂
   （黄褐色粒を含む）
14. 10YR 4/3 にぶい黄褐 細礫および粗砂混じり極細砂
15. 10YR 3/4 暗褐  細礫混じりシルト質極細砂
   （黄褐色粒を含む）
16. 10YR 4/3 にぶい黄褐 細礫およびシルト混じり極細砂

ＳＢ06　　　
 1. 10YR 4/3 にぶい黄褐  細礫混じりシルト質極細砂
   （炭および黄褐色粒を含む）
 2. 10YR 3/3 暗褐 粗砂混じりシルト質極細砂（柱痕跡）
 3. 10YR 4/3 にぶい黄褐 シルト混じり極細砂
 4. 10YR 3/2 黒褐 シルト質極細砂（黄褐色粒を含む）
 5. 10YR 3/3 暗褐  粗砂およびシルト混じり極細砂
   （柱痕跡）
 6. 10YR 3/2 黒褐  粗砂およびシルト混じり極細砂
   （黄褐色粒を含む）
 7. 10YR 3/3 暗褐 細礫混じりシルト質極細砂（柱痕跡）
 8. 10YR 3/2 黒褐 シルト混じり極細砂
 9. 10YR 3/2 黒褐  細礫混じりシルト質極細砂
   （黄褐色粒を含む）
10. 10YR 2/2 黒褐  細礫混じりシルト質極細砂
   （黄褐色粒を含む）
11. 10YR 3/2 黒褐 細礫およびシルト混じり極細砂
12. 10YR 3/2 黒褐  粗砂混じりシルト質極細砂
   （黄褐色粒を含む）
13. 10YR 3/2 黒褐  細礫混じりシルト質極細砂
   （炭および黄褐色粒を含む）

図版 43　　　
ＳＢ08　　　
 1. 10YR 3/3 暗褐 極細砂（明黄褐色粒をわずかに含む）
 2. 10YR 4/3 にぶい黄褐  細砂
    （～5 ㎝の礫を多く、黄褐色粒をわずか

に含む）
 3. 10YR 3/3 暗褐  極細砂
   （黄褐色粒をわずかに含む／柱痕跡）
 4. 10YR 4/2 灰黄褐  細砂
    （～1 ㎝の礫を多く、明黄褐色粒をわず

かに含む）
 5. 10YR 3/2 黒褐  極細砂
    （～2 ㎝の礫を多く、明褐色粒をわずか

に含む）
 6. 10YR 5/6 黄褐 極細砂
 7. 10YR 4/3 にぶい黄褐  細砂
   （～2㎝の礫および黄褐色粒を多く含む）
 8. 10YR 3/2 黒褐 細砂（～1㎝の礫を多く含む）
 9. 10YR 4/2 灰黄褐 極細砂（柱痕跡）
10. 10YR 3/2 黒褐 極細砂
11. 10YR 3/2 黒褐  極細砂
   （～1㎝の礫および黄褐色粒を含む）
12. 10YR 4/3 にぶい黄褐 極細砂（明黄褐色粒を含む）
13. 10YR 3/2 黒褐  極細砂
    （～1 ㎝の礫および明黄褐色粒をわずか

に含む）
14. 10YR 3/2 黒褐 極細砂（明褐色粒をわずかに含む）
15. 10YR 5/3 にぶい黄褐 細砂
16. 10YR 3/2 黒褐 極細砂（黄橙色塊をわずかに含む）
17. 10YR 5/4 にぶい黄褐 細砂（～2㎝の礫を含む）
18. 10YR 3/2 黒褐  極細砂
    （～5 ㎜の礫および黄褐色粒をわずかに

含む）
19. 10YR 4/3 にぶい黄褐 細砂（～3㎝の礫を含む／柱痕跡）
20. 10YR 4/3 にぶい黄褐  細砂
   （～3㎝の礫を多く、
   黄褐色塊をわずかに含む）
21. 10YR 4/3 にぶい黄褐 極細砂（黄褐色粒を多く含む）
22. 10YR 3/2 黒褐 細砂（～1㎝の礫を多く含む）
23. 10YR 3/2 黒褐  極細砂
    （～1 ㎝の礫を多く、黄褐色粒をわずか

に含む）
24. 10YR 3/3 暗褐 細砂（～2㎝の礫をわずかに含む）
25. 10YR 4/3 にぶい黄褐 極細砂（明黄褐色粒をわずかに含む）
26. 10YR 4/3 にぶい黄褐 細砂（～5㎝の礫を多く含む）
27. 10YR 3/2 黒褐 極細砂（黄褐色粒をわずかに含む）
28. 10YR 5/4 にぶい黄褐 極細砂
29. 10YR 3/2 黒褐  極細砂
    （～5 ㎜の礫および明黄褐色粒をわずか

に含む）
30. 10YR 4/4 褐 細砂（～3㎝の礫をわずかに含む）
31.  SH21 第 2 層

ＳＢ09　　　
 1. 10YR 2/2 黒褐 細砂（明黄褐色粒をわずかに含む）
 2. 10YR 5/3 にぶい黄褐 細砂（～1㎝の礫を多く含む）
 3. 10YR 3/3 暗褐 細砂
 4. 10YR 3/2 黒褐 細砂（～1㎝の礫をわずかに含む）
 5. 10YR 3/1 黒褐 極細砂（～2㎝の礫をわずかに含む）
 6. 10YR 4/3 にぶい黄褐 細砂（～1㎝の礫をわずかに含む）
 7. 10YR 2/2　黒褐 極細砂（～1㎝の礫を多く含む）
 8. 10YR 3/1 黒褐 細砂（～3㎝の礫を多く含む）
 9. 10YR 5/3 にぶい黄褐 細砂（～3㎝の礫を多く含む）
10. 10YR 3/2 黒褐 極細砂
   （～1 ㎝の礫および明黄褐色粒をわずか

に含む）
11. 10YR 5/4 にぶい黄褐 細砂（～1㎝の礫をわずかに含む）
12. 10YR 4/3 にぶい黄褐 細砂（柱痕跡）
13. 10YR 3/3 暗褐 極細砂
14. 10YR 5/3 にぶい黄褐 細砂（明黄褐色粒をわずかに含む）
15. 10YR 3/3 暗褐 極細砂
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桂ヶ谷遺跡 Ｂ地区
図版 54
ＳＨ01 A-A',B-B'
 1. 10YR 7/6 明黄褐 細砂
 2. 10YR 5/2 灰黄褐 細砂
 3. 10YR 5/3 にぶい黄褐 細砂
 4. 10YR 3/3  暗褐 細砂
 5. 2.5Y 6/3 にぶい黄 細砂
 6. 10YR 3/2 黒褐 細砂（黄褐色塊を含む）
 7. 7.5YR 6/1　褐灰 細砂
 8. 2.5Y 8/2  灰白 細砂（白色粘土を含む）
 9. 2.5Y 6/3  にぶい黄 細砂（褐灰色塊および炭を含む）
10. 10YR 6/3 にぶい黄橙　 細砂

（褐灰色粘土および白色粘土を含む）
11. 10YR 6/3 にぶい黄橙 細砂（黄褐色塊および白色粘土を含む）
12. 10YR 3/3 暗褐 細砂
13. 10YR 3/2 黒褐 細砂（炭を含む）
14. 10YR 6/3  にぶい黄橙 細砂
15. 10YR 6/4 にぶい黄橙 細砂（炭を多く含む）
16. 10YR 6/6  明黄褐 極細砂（灰黄褐色粒をわずかに含む）
17. 10YR 6/4  にぶい黄橙 細砂（灰黄褐色粒をわずかに含む）
18. 10YR 6/3  にぶい黄橙 細砂（褐灰色粘土および
   白色粘土をわずかに含む）
19. 10YR 6/3  にぶい黄橙 細砂
20. 10YR 6/4  にぶい黄橙 細砂
21. 10YR 6/6  明黄褐 細砂
22. 10YR 6/6 明黄褐 細砂（黄褐色塊をわずかに含む）
23. 10YR 5/3 にぶい黄褐 細砂
24. 10YR 4/1  褐灰 極細砂（黄白色塊を含む）
25. 7.5Y 5/1 灰 細砂
26. 2.5Y 6/2 灰黄 細砂
27. 10YR 6/3  にぶい黄橙  細砂

（黄褐色塊および炭をわずかに含む）
28. 10YR 6/4  にぶい黄橙 細砂（炭をわずかに含む）
29. 2.5Y 6/3 にぶい黄 細砂
30. 10YR 4/4 褐　 極細砂
31. 10YR 5/6  黄褐 細砂（黄褐色塊および炭を含む）
32. 10YR 6/3  にぶい黄橙 細砂（褐灰色粘土および
   白色粘土をわずかに含む）
33. N 3/0  暗灰 細砂
34. 10YR 6/3 にぶい黄橙 細砂（褐灰色粘土および
   白色粘土をわずかに含む）
35. 10YR 6/3  にぶい黄橙 細砂
36. 10YR 6/6 明黄褐 細砂
   

桂ヶ谷遺跡 Ｅ地区   
図版 74   
ＳＢ05   
 1. 7.5YR 3/1 黒褐 極細砂（黄橙色粒をわずかに含む）
 2. 2.5YR 3/1 黒褐 極細砂（黄褐色塊を含む）
 3. 10YR 5/4 にぶい黄褐 極細砂（黒色粒をわずかに含む）
 4. 7.5YR 3/1 黒褐  極細砂

（ 5㎜～1㎝の砂粒をわずかに含む）
 5. 7.5YR 3/1 黒褐 細砂
   

ＳＢ06   
 1. 10YR 4/1 褐灰 極細砂（黒色粒をわずかに含む）
 2. 2.5Y 4/1 黄灰 極細砂
 3. 2.5Y 2/1 黒 極細砂（黄褐色塊を含む）
 4. 10YR 8/3 浅黄橙 極細砂（黒褐色粒を含む）
 5. 7.5YR 3/1 黒褐 極細砂
 6. 10YR 8/3 浅黄橙 極細砂
 7. 10YR 2/2 黒褐 極細砂
 8. 10YR 5/1 褐灰 極細砂
 9. 10YR 3/1 黒褐 極細砂
   

桂ヶ谷遺跡 Ｆ地区   
図版 81   
ＳＨ04   
 1. 10YR 3/3 暗褐  極細砂

（褐色粒を多く、黄褐色塊および炭を
わずかに含む）

 2. 10YR 3/3 暗褐  極細砂
（褐色塊および黄褐色塊をわずかに含
む）

 3. 10YR 3/3 暗褐 極細砂（黄褐色塊および炭を含む）
 4. 10YR 3/2 黒褐 極細砂（黄褐色塊および炭を含む）
 5. 10YR 5/4 にぶい黄褐 極細砂～細砂

 6. 10YR 3/3 暗褐  極細砂（黄褐色塊および炭をわずかに
含む）

 7. 10YR 4/6 褐 極細砂～細砂
   （褐色粒および黄褐色粒をわずかに含む）
 8. 10YR 3/3 暗褐 極細砂（黄褐色塊を多く含む）
 9. 7.5YR 3/3　暗褐 極細砂（焼土粒を多く含む）
10. 10YR 3/3 暗褐  極細砂

（黄褐色粒を多く、炭をわずかに含む）
11. 10YR 3/3 暗褐 極細砂（黄褐色塊を多く含む）
12. 10YR 4/4 褐 極細砂～細砂（黄褐色塊を多く含む）
13. 10YR 3/3 暗褐 極細砂
14. 10YR 4/3 にぶい黄褐　極細砂（黄褐色塊を多く含む）
15. 10YR 4/3 にぶい黄褐 極細砂
16. 10YR 3/3 暗褐 極細砂（炭をわずかに含む）
17.  カマド堆積土（１～ 13）
   

ＳＨ04 カマド  D-D'
 1. 10YR 3/2 黒褐 細砂
 2. 2.5Y 7/6 明黄褐 細砂
 3. 7.5YR 4/3 褐 細砂
 4. 7.5YR 4/3 褐 細砂（炭および焼土粒をわずかに含む）
 5. 10YR 4/3 にぶい赤褐 細砂
 6. 5YR 4/3 にぶい赤褐 細砂（炭および焼土粒を含む）
 7. 10YR 3/3 暗褐 細砂（炭および焼土粒を含む）
 8. 2.5YR 4/6 赤褐 細砂（焼土層）
 9. 7.5YR 3/2 黒褐 細砂（炭および焼土粒を含む）
10. 2.5Y 7/6 明黄褐 細砂
11. 10YR 4/3 にぶい黄褐 細砂
12. 10YR 5/3 にぶい黄褐 極細砂
13. 10YR 3/1 黒褐 極細砂
14. 7.5YR 4/3 褐 細砂（焼土粒を多く含む）
15. 10YR 4/3 にぶい黄褐 極細砂～細砂
16. 7.5YR 3/3 暗褐 細砂（焼土粒を多く含む）
17. 10YR 5/4 にぶい黄褐 細砂
18. 10YR 3/2 黒褐 細砂（炭をわずかに含む）
   

ＳＨ06 A-A',B-B'
 1. 10YR 3/3 暗褐 極細砂（黄褐色塊を多く含む）
 2. 10YR 3/3 暗褐  極細砂（黄褐色塊および黄褐色粒を多

く、炭をわずかに含む）
 3. 10YR 3/2 黒褐  極細砂～細砂（黄褐色塊を多く、炭を

わずかに含む）
 4. 10YR 2/3 黒褐  極細砂（黄褐色塊をわずかに含む　
  ／ SH05 堆積土）
 5. 10YR 4/3 にぶい黄褐 極細砂～細砂
 6. 10YR 3/3 暗褐 極細砂（黄褐色塊をわずかに含む）
 7.  カマド堆積土（ 1～ 5）
   

ＳＨ07　A-A',B-B'
 1. 10YR 3/3 暗褐  極細砂～細砂（黄褐色塊および黄褐色

粒を多く、炭および焼土粒をわずかに
含む）

 2. 10YR 3/4 暗褐  極細砂（黄褐色塊および黄橙色塊を多
く、炭をわずかに含む）

 3. 10YR 4/4 褐  極細砂（黄褐色塊および黄橙色塊を多
く、炭をわずかに含む）

 4. 10YR 3/4 暗褐  極細砂～細砂（黄褐色塊および黄橙色
塊を多く含む）

 5. 10YR 6/4 にぶい黄橙 極細砂
 6. 10YR 4/3 にぶい黄褐  極細砂～細砂（黄褐色塊および黄橙色

塊を多く含む）
 7. 10YR 5/4 にぶい黄褐 細砂～粗砂（黄橙色塊をわずかに含む）
 8. 10YR 5/3 にぶい黄褐  極細砂（黄橙色塊および黒褐色粒を多

く含む）
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10. 10YR 4/6 褐 極細砂
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19. 10YR 3/3 暗褐 極細砂
20. 10YR 4/3 にぶい黄褐 極細砂～細砂（黄橙色粒を多く含む）
21. 10YR 3/4 暗褐 極細砂～細砂（褐色塊をわずかに含む）
22.   カマド堆積土（ 1～10）
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図版 188
ＳＨ02 A-A’
 1. 5YR 5/6 明赤褐 極細砂（～ 5㎜の礫を含む）
 2. 5YR 4/6 赤褐　 極細砂
 3. 7.5YR 5/6  明褐 極細砂
 4. 10YR 3/3 明褐 暗褐　極細砂
 5. 7.5YR 4/4  褐 シルト質極細砂
 6. 10YR 1.7/1　黒 シルト質極細砂
 7. 10YR 3/2 黒褐 シルト質極細砂
 8. 7.5YR 5/4 にぶい褐 極細砂
 9. 10YR 4/4  褐　 シルト質極細砂
10. 10YR 5/6  黄褐　 シルト質極細砂
11. 7.5YR 5/4 にぶい褐 シルト質極細砂
12. 10YR 5/6  黄褐 極細砂（炭をわずかに含む）
13. 7.5YR 6/6 橙 シルト質極細砂
14. 10YR 5/6 黄褐 極細砂（炭をわずかに含む）
15. 10YR 4/6  褐　  細礫混じり極細砂
  （炭をわずかに含む）
   

図版 190   
ＳＨ 08 B-B’
 1. 10YR 5/6  黄褐　  シルト質極細砂
  （ずえが谷西 2号墳盛土）
 2. 10YR 2/1 黒褐　 シルト質極細砂
 3. 10YR 4/2 灰黄褐 シルト質極細砂（炭を含む）
 4. 10YR 5/6 黄褐 極細砂
 5. 10YR 5/4  にぶい黄褐　極細砂
 6.   焼土 D-D’堆積土（ 1～ 2）
 7.   sk01 堆積土（ 1～ 3）

図版 191   
1 号周溝墓 ＳＸ01
 1. 10YR 5/4  にぶい黄褐 シルト質極細砂
 2. 10YR 5/6  黄褐 極細砂
 3. 10YR 5/6  黄褐　 シルト質極細砂
 4. 10YR 6/6  明黄褐 シルト質極細砂
 5. 10YR 6/4 にぶい黄橙 シルト質極細砂
 6. 10YR 6/4 にぶい黄橙 礫混じり中砂（地山）

1 号周溝墓 ＳＸ02  
 1. 10YR 5/6  黄褐　 シルト質極細砂
 2. 10YR 6/6 明黄褐 シルト質極細砂
 3. 10YR 7/6  明黄褐 シルト質極細砂
 4. 10YR 7/8  黄橙 シルト質極細砂（炭をわずかに含む）
 5. 10YR 6/3  にぶい黄橙 礫混じり中砂（地山）
   

ＳＤ02 D-D’   
 1. 10YR 4/4 褐 極細砂（黄褐色塊を含む）
 2. 10YR 5/6 黄褐 極細砂
 3. 10YR 5/6  黄褐 極細砂（黄橙色粒をわずかに含む）

図版 192   
ＳＸ05   
 1. 10YR 3/1　黒褐 シルト質極細砂
 2. 10YR 5/3　にぶい黄褐　シルト質極細砂
 3. 10YR 5/6　黄褐　 シルト質極細砂
 4. 10YR 5/4　にぶい黄褐 シルト質極細砂
 5. 10YR 6/6　明黄褐　 シルト質極細砂
 6. 10YR 7/6　明黄褐　 極細砂
 7. 10YR 6/6　明黄褐 極細砂
 8. 10YR 5/6　黄褐　 極細砂（明黄褐色粒を多く含む）
 9. 10YR 7/6　明黄褐　 極細砂
10. 10YR 7/6　明黄褐　  極細砂
  （～ 5㎜の礫をわずかに含む／地山）

   

ＳＸ07   
 1. 10YR 4/6　褐　 極細砂
 2. 10YR 5/6　黄褐 極細砂
 3. 10YR 5/4　にぶい黄褐 細砂（～ 1㎝の礫をわずかに含む）
 4. 10YR 5/6　黄褐　 細砂
 5. 10YR 7/6　明黄褐　 細砂（～ 5㎜の礫を含む／地山）
   

図版 193   
ＳＸ08　   
 1. 10YR 4/6　褐 極細砂
 2. 10YR 5/6　黄褐 極細砂（褐色粒をわずかに含む）
 3. 10YR 5/6　黄褐 極細砂（明黄褐色塊をわずかに含む）
 4. 10YR 6/6　明黄褐 極細砂
 5. 10YR 6/4　にぶい黄橙 礫混じり中砂（地山）

ずえが谷遺跡　土層注記
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図版215
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ずえが谷西古墳群　土層注記
図版217 
2 号墳　墳丘断面　A-A’
 1. 腐植土
 2. 10YR 5/6 黄褐 極細砂（盛土流出土）
 3. 10YR 5/6 黄褐 極細砂（炭を含む /盛土流出土）
 4. 10YR 2/2 黒褐 極細砂（炭を多量に含む）
 5. 10YR 5/6 黄褐 極細砂
 6. 10YR 4/4 褐 極細砂（盛土流出土）
 7. 10YR 4/6 褐 極細砂（盛土流出土）
 8. 10YR 5/4 にぶい黄褐　礫混じりシルト質極細砂

   

2 号墳　墳丘断ち割り断面　B-B’（東西）
 1. 7.5YR 4/4 褐  礫混じり極細砂
  （礫を多量に含む /盛土）
 2. 10YR 4/4 褐  礫混じりシルト質極細砂
  （礫を多量に含み固く締まる /盛土）
 3. 10YR 5/4 にぶい黄褐　 礫混じりシルト質極細砂
  （礫を多量に含み固く締まる /盛土）
 4. 10YR 5/2 灰黄褐  礫混じりシルト～極細砂
  （粘性強く固く締まる /盛土）
 5. 10YR 4/3 にぶい黄褐　 粗砂（10 ～ 15 ㎝の礫および岩盤塊を

多量に含む /盛土）
 6. 10YR 5/4 にぶい黄褐　極細砂（固く締まる /盛土）
 7. 10YR 6/4 にぶい黄橙　シルト（旧表土）
 8. 10YR 4/4 褐 極細砂（礫をわずかに含む /盛土）
 9. 7.5YR 5/6　明褐  礫混じり極細砂
  （礫および岩盤塊を多量に含む /盛土）
10. 10YR 7/8 黄橙  礫混じりシルト質極細砂
  （粘性強く固く締まる /盛土）
11. 7.5YR 4/4 褐 極細砂（炭を多く含む /盛土）
12. 10YR 4/6 褐  礫混じり極細砂
  （粘性強く固く締まる /盛土）
13. 7.5YR 2/1 黒 極細砂（炭を多量に含む /旧表土）
14. 10YR 4/4 褐 極細砂（旧表土）

   

2 号墳　墳丘断ち割り断面　C-C’（北側 )
 1. 10YR 6/6 明黄褐 礫混じりシルト質極細砂（盛土）
 2. 10YR 4/4 褐 シルト質極細砂（炭を含む /盛土）
 3. 10YR 5/4 にぶい黄褐　 礫混じり極細砂
  （礫を多量に含む /盛土）

 4. 10YR 4/3　にぶい黄褐　極細砂（固く締まる /盛土）
 5. 10YR 5/2 灰黄褐  粘土混じり極細砂（固く締まる /盛土）
 6. 10YR 5/4 にぶい黄褐　粘土混じり極細砂（固く締まる /盛土）
 7. 10YR 4/3 にぶい黄褐　極細砂（固く締まる /盛土）
 8. 10YR 5/6 黄褐  粘土混じり極細砂
   （粘土塊を多量に含み固く締まる/盛土）
 9. 10YR 6/6 明黄褐  粘土混じり極細砂
   （粘土塊を多量に含み固く締まる/盛土）
10. 10YR 4/3 にぶい黄褐　極細砂（炭をわずかに含む /盛土）
11. 10YR 3/2 黒褐 極細砂（炭を多量に含む /旧表土）
12. 10YR 4/4 褐 極細砂（旧表土）
13. 10YR 5/6 黄褐 シルト質極細砂（旧表土）
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図版239

灰
高
古
墳
群

２号墳 墳丘断ち割り土層断面図・SK01・SK02
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図版240

灰
高
古
墳
群

２号墳 石室平断面図
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図版241

灰
高
古
墳
群

２号墳 石室平立面図

BKZ_H_31syo_P0235-0253.indd   241 13.3.16   6:21:57 PM



図版242

灰
高
古
墳
群

２号墳 石室内遺物出土状況図
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図版243

灰
高
古
墳
群

２号墳 石室基底石配置図・墳丘盛土除去後測量図
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図版244

灰
高
古
墳
群

９号墳 調査前測量図・調査後測量図・盛土除去後測量図
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図版245

灰
高
古
墳
群

９号墳 第１主体部・第２主体部
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図版246

灰
高
古
墳
群

図版 245
9 号墳 第 1主体部
 1. 7.5YR 5/6 明褐  細砂（赤褐色塊および明黄褐色塊を多く含む）
 2. 5YR 5/6 明赤褐  極細砂～細砂（赤褐色塊および明黄褐色塊をわずかに含む）
 3. 7.5YR 4/4　褐  極細砂（明赤褐色塊および炭をわずかに含む）
 4. 5YR 5/6 明赤褐  極細砂～細砂（赤褐色塊をわずかに含む）
 5. 5YR 4/6 赤褐  極細砂～細砂（明赤褐色塊をわずかに含む）
 6. 5YR 5/6 明赤褐 極細砂～細砂（赤褐色塊を多く含む）
 7. 7.5YR 4/6 褐 極細砂（明赤褐色塊をわずかに含む）
 8. 7.5YR 5/6 明褐 極細砂（赤褐色塊をわずかに含む）
 9. 7.5YR 5/6 明褐  極細砂～細砂（赤褐色塊および明黄褐色塊を多く含む） 
10. 5YR 5/8 明赤褐 極細砂～細砂
11. 10YR 7/8 黄橙 細砂（粘土）
12. 10YR 6/6 明黄褐 細砂（粘土）
13. 5YR 4/8 赤褐 細砂

9 号墳 第 2主体部
 1. 7.5YR 5/6 明褐 礫混じりシルト質極細砂（墳丘盛土）
 2. 5YR 4/6 赤褐 礫混じりシルト質極細砂
 3. 5YR 4/4 にぶい赤褐　礫混じり極細砂
 4. 5YR 5/6 明赤褐 礫混じり極細砂
 5. YR 4/6 赤褐 礫混じりシルト質極細砂（地山）

灰高古墳群　土層注記
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図版247

灰
高
古
墳
群

１号墳　出土遺物（１）　／土器
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図版248

灰
高
古
墳
群

１号墳　出土遺物（２）　／土器
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図版249

灰
高
古
墳
群

１号墳　出土遺物（３）　／土器
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図版250

灰
高
古
墳
群

１号墳　出土遺物（４）　／鉄製品
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図版251

灰
高
古
墳
群

１号墳　出土遺物（５）　／鉄製品・耳環・玉類
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図版252

灰
高
古
墳
群

２号墳　出土遺物（１）　／土器
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図版253

灰
高
古
墳
群

２号墳　出土遺物（２）　／土器
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図版254

灰
高
古
墳
群

２号墳　出土遺物（３）　／土器
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図版255

灰
高
古
墳
群

２号墳　出土遺物（４）　／土器
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図版256

灰
高
古
墳
群

２号墳　出土遺物（５）　／土器
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図版257

灰
高
古
墳
群

２号墳　出土遺物（６）　／鉄製品・耳環・玉類
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図版258

灰
高
古
墳
群

９号墳　出土遺物（１）　／土器・鉄製品・玉類
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図版259

灰
高
遺
跡

調査区全体図
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図版260

灰
高
遺
跡

調査区南半図
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図版261

灰
高
遺
跡

SH01

BKZ_H_31syo_P0254-0282.indd   261 13.3.16   6:24:21 PM



図版262

灰
高
遺
跡

SH02A
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図版263

灰
高
遺
跡

SH02B
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図版264

灰
高
遺
跡

SH04 ／ sk03
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図版265

灰
高
遺
跡

SH05
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図版266

灰
高
遺
跡

SH06
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図版267

灰
高
遺
跡

SH07
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図版268

灰
高
遺
跡

SH08A・B
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図版269

灰
高
遺
跡

SH09 ／ sk07
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図版270

灰
高
遺
跡

SH10 ／ sk19
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図版271

灰
高
遺
跡

SH11 ／ sk11
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図版272

灰
高
遺
跡

SH12 ／ sk02・sk18

BKZ_H_31syo_P0254-0282.indd   272 13.3.16   6:24:36 PM



図版273

灰
高
遺
跡

段状遺構１・段状遺構４／ sk04
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図版274

灰
高
遺
跡

段状遺構２・段状遺構３・段状遺構５・SK01・SK08・SK16
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図版275

灰
高
遺
跡

SD02・SD04 〜 SD06
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図版276

灰
高
遺
跡

図版 265
SH05
 1. 10YR 6/4 にぶい黄橙 極細砂～細砂
 2. 10YR 5/2 灰黄褐 シルト～極細砂
 3. 10YR 6/3 にぶい黄橙 細砂
 4. 10YR 6/2 灰黄褐 細砂
 5. 10YR 8/6 黄橙 シルト質極細砂～細砂
 6. 10YR 6/1 褐灰 細砂～中砂
 7. 10YR 4/1 褐灰 細砂～中砂
 8. 10YR 7/4 にぶい黄橙 細砂
 9. 10YR 6/3 にぶい黄橙 シルト質極細砂～細砂
10. 10YR 2/1 黒 細砂～中砂

図版 270
SH10　p01　F-F'
 1. 10YR 4/4 褐 シルト質極細砂（粗砂を含む）
 2. 10YR 4/6 褐 シルト質極細砂（粗砂を含む）
 3. 10YR 4/3 にぶい黄褐 シルト質極細砂（粗砂を含む）
 4. 10YR 5/8 黄褐 極細砂
 5. 10YR 4/3 にぶい黄褐 シルト質極細砂（粗砂を含む）
 6. 10YR 4/6 褐 シルト質極細砂（粗砂を含む）

図版 273
段状遺構１　B-B'
 1. 7.5YR 6/6 橙  シルト質極細砂（φ0.1～ 1㎝大の中礫・炭化物を含む）
 2. 7.5YR 6/4 にぶい橙  シルト質極細砂（φ0.1～ 1㎝大の中礫を含む）
 3. 7.5YR 5/3　にぶい褐  極細砂～細砂（炭化物を含む）
 4. 10YR 5/2 灰黄褐 極細砂～細砂（炭化物を含む）
 5. 7.5YR 6/3 にぶい褐  細砂～中砂（φ0.1～ 2 ㎝大の礫を zむ）
 6. N 3/ 暗灰  極細砂～細砂（土師器・炭化物を含む
 7. 10YR 4/1 褐灰 中砂
 8. 7.5YR 5/1 褐灰 細砂～中砂
 9. 10YR 6/3 にぶい黄橙　 中砂～粗砂（φ0.1～ 2 ㎝大の中礫を含む）
10. 10YR 5/2 灰黄褐 細砂（土師器を含む）
11. 7.5YR 6/6 橙 極細砂
12. 7.5YR 7/6 橙 極細砂～シルト（地山）
13.   炭

図版 274
段状遺構５
 1. 10YR 5/1 褐灰 極細砂～細砂（φ0.5～ 1㎝中礫）
 2. 10YR 7/8 黄橙 極細砂～細砂
 3. 10YR 7/6 明黄褐 極細砂～細砂
 4. 10YR 6/6 明黄褐 極細砂～細砂（φ0.5～ 1㎝中礫）
 5. 10YR 6/4 にぶい黄橙 シルト質極細砂～細砂
 6. 10YR 6/6 明黄褐  シルト質極細砂～細砂（φ0.5～ 5㎝中礫）

灰高遺跡　土層注記
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図版277

灰
高
遺
跡

出土遺物（１）　／土器
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図版278

灰
高
遺
跡

出土遺物（２）　／土器
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図版279

灰
高
遺
跡

出土遺物（３）　／土器
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図版280

灰
高
遺
跡

出土遺物（４）　／土器
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図版281

灰
高
遺
跡

出土遺物（５）　／土器
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図版282

灰
高
遺
跡

出土遺物（６）　／石製品・金属製品・玉類
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ひょう

庫
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県
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所収遺跡名 所在地
コード

北緯 東経 調査期間 
（遺跡調査番号）

調査面積
（㎡） 発掘原因

市町村 遺跡番号

桂
かつら

ヶ
が

谷
たに

墳
ふん

墓
ぼ

群
ぐん

篠
ささ

山
やま

市
し

　西
にし

古
こ

佐
さ

　大
おお

山
やま

下
しも

28221

860418他 35°4 ′36″ 135°9 ′32″
平成11年10月 4 日〜
平成12年 3 月24日

（990228）
1,950㎡

記録保存調査

桂
かつら

ヶ
が

谷
たに

遺
い

跡
せき

860121 35°4 ′44″ 135°9 ′28″
平成11年10月 4 日〜
平成14年 3 月20日

（990230他）
9,915㎡

桂
かつら

ヶ
が

谷
たに

奥
おく

古
こ

墳
ふん

860175 35°4 ′42″ 135°9 ′32″
平成12年 6 月23日〜
平成13年 3 月25日

（2000213）
1,217㎡

桂
かつら

ヶ
が

谷
たに

南
みなみ

古
こ

墳
ふん

860412 35°4 ′40″ 135°9 ′24″
平成11年10月 4 日〜
平成12年 3 月24日

（990229）
247㎡

ずえが谷
だに

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

860398他 35°4 ′41″ 135°9 ′24″
平成13年 7 月 9 日〜
平成13年 9 月28日

（2001133他）
764㎡

ずえが谷
だに

遺
い

跡
せき

860427 35°4 ′46″ 135°9 ′11″
平成13年10月 1 日〜
平成14年 3 月20日

（2001169他）
3,518㎡

ずえが谷
だに

西
にし

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

860134他 35°4 ′45″ 135°9 ′10″
平成13年10月 1 日〜
平成14年 3 月20日

（2001164他）
1,304㎡

灰
はい

高
だか

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

860125他 35°4 ′46″ 135°9 ′9 ″
平成13年10月 1 日〜
平成14年 3 月20日

（2001102他）
1,215㎡

灰
はい

高
だか

遺
い

跡
せき

860127 35°4 ′46″ 135°9 ′8 ″
平成13年12月10日〜
平成14年 3 月20日

（2001188）
1,776㎡
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

桂
かつら

ヶ
が

谷
たに

墳
ふん

墓
ぼ

群
ぐん

墳墓群 弥生時代終末期 墳丘・墓壙・
土器棺墓 弥生土器・鉄鏃・石鏃 尾根を段状に削って築かれた

墳墓群

桂
かつら

ヶ
が

谷
たに

遺
い

跡
せき

集落
縄文時代
弥生時代中期〜
古墳時代後期

竪穴住居・
掘立柱建物・
段状遺構・
土坑・溝
落とし穴

弥生土器・須恵器・土師器・
石鏃・石斧・石剣

三釈迦山北麓の通称、桂ヶ谷の尾
根上から緩斜面地に広がる東西約
200m、南北約200mの遺跡全域の調
査を実施

桂
かつら

ヶ
が

谷
たに

奥
おく

古
こ

墳
ふん

古墳 古墳時代後期 墳丘・
横穴式石室

須恵器・土師器・鉄鏃・
刀子・耳環・勾玉・管玉・
切子玉・棗玉・丸玉・小玉

桂ヶ谷遺跡の南東に位置する横穴式
石室墳の調査を実施

桂
かつら

ヶ
が

谷
たに

南
みなみ

古
こ

墳
ふん

古墳 古墳時代後期 墳丘・
横穴式石室 須恵器・鉄鏃・刀子 桂ヶ谷遺跡の南西に位置する横穴式

石室墳の調査を実施

ずえが谷
だに

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

古墳 古墳時代中期 墳丘・
木棺直葬墓

須恵器・土師器・鋸・鉄族・
鉄刀・刀子・勾玉・管玉・
丸玉・小玉

前方後円墳を含む20基から構成され
る、ずえが谷古墳群のうち、 7 号墳
〜 9 号墳の調査を実施

ずえが谷
だに

遺
い

跡
せき

集落

縄文時代
弥生時代終末期
古墳時代前期〜
中期

竪穴住居・
方形周溝墓・
落とし穴

弥生土器・須恵器・土師器・
鉄剣・鉇・鉄鏃

縄文時代の落とし穴や弥生時代の方
形周溝墓の他、古墳時代の集落跡の
調査を実施

ずえが谷
だに

西
にし

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

古墳 古墳時代後期 墳丘・
横穴式石室

須恵器・鉄鏃・刀子・小刀・
鎌・耳環・石鏃

3 基から構成される、ずえが谷西古
墳群の調査を実施

灰
はい

高
だか

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

古墳 古墳時代後期 墳丘・
横穴式石室

須恵器・鉄刀・鉄鏃・刀子・
鉄斧・耳環・管玉・丸玉・
小玉

9 基から構成される、灰高古墳群の
うち、 1 号墳・ 2 号墳・ 9 号墳の調
査を実施

灰
はい

高
だか

遺
い

跡
せき

集落 古墳時代後期
竪穴住居・
段状遺構・
土坑・溝

須恵器・土師器・鉇・
刀子・石包丁・管玉

古墳時代後期を中心とした集落跡の
調査を実施

要　約

　篠山盆地の西端、篠山市大山・味間・西古佐にまたがる標高318mの三釈迦山の北麓に広がる 3 遺跡
（桂ヶ谷遺跡、ずえが谷遺跡、灰高遺跡）と20基を超える墓（方形周溝墓・墳丘墓・古墳/桂ヶ谷墳墓群、
桂ヶ谷奥古墳、桂ヶ谷南古墳、ずえが谷古墳群、ずえが谷西古墳群、灰高古墳群）の調査を実施した。 
　桂ヶ谷遺跡は、弥生時代中期から古墳時代後期にかけての集落跡で、60棟を超える竪穴住居跡や掘立柱
建物跡14棟の他、多くの土坑や溝、柱穴などが発見され、約 1 万㎡にもおよぶ遺跡のほぼ全域の調査を実
施した。灰高遺跡は、谷で区切られた遺跡の東側の調査を実施し、竪穴住居跡12棟の他、 5 基の段状遺構
や土坑などが発見された。また、ずえが谷遺跡は、縄文時代の落とし穴や弥生時代終末期の 7 基の方形周
溝墓の他、古墳時代中期から後期の竪穴住居跡 9 棟などが発見された。 
　桂ヶ谷墳墓群は、弥生時代終末期の尾根上に築かれた 6 基の墳丘墓を調査し、桂ヶ谷奥古墳、桂ヶ谷南
古墳、ずえが谷古墳群、ずえが谷西古墳群、灰高古墳群では、横穴式石室あるいは木棺直葬墓など11基の
古墳の調査を実施した。石室内や木棺内からは、副葬品として、多くの土器の他、鉄製品（刀や刀子、鉄
鏃、馬具など）や銅製品（耳環）、勾玉や管玉などの玉類が出土した。 
　 3 年におよぶ本発掘調査では、多種多様な数多くの遺物が出土したが、そのうち、土器1,380点、石製品
117点、金属製品168点、玉類170点を報告書に掲載している。
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